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5 年間(平成 25～29 年度)の総括 

 
 高等専門学校制度は、産業界の強い要請に応え、15 歳からの早期理工系専門教育によって、時

代に相応しい【創造性のある実践的技術者の育成】を使命として創設され、北九州工業高等専門

学校(以下、｢本校｣と略記)は｢明るい未来を創造する開拓型エンジニアの育成｣を理念として 1965
年の創設以来 50 余年の歴史において、2018 年 3 月(平成 29 年度)までの間に本科 7,940 名(女子学

生 911 名)、専攻科 817 名(女子学生 102 名)の優秀な卒業生･修了生を、大学などの高等教育研究

機関や産業界に送り出してきた。 
 本校の特長の一つは、日本の近代産業発祥の地｢北九州工業地帯｣の中にあって、製鉄、重化学

工業、ロボット、自動車、船舶、窯業、IC、情報など、様々な分野の我が国を代表する企業を身

近に控えた恵まれた環境であり、工場見学や企業実習などを通じて最先端の工業技術を日常的に

体験できるなど、生きた工学の修得に大いに役立っている。企業･高等教育機関で取り組むインタ

ーンシップについては、従前から実施している｢短期型(体験型)｣に加え、本科 4 年には平成 22 年

度から、専攻科 1 年には平成 29 年度から｢長期型(実践的課題解決型)｣を開始しており、北九州

市･関門地域を含む地域周辺の企業とも連携した、長期間にわたって学生が企業の現場で技術者と

協働して諸課題を解決する仕組みが成熟しつつあり、課題解決型人材の育成が期待される。 
 本校は、平成 27 年度から従来の本科 5 学科体制(機械工学科･電気電子工学科･電子制御工学科･

制御情報工学科･物質化学工学科)を｢生産デザインエ学科｣の 1 学科体制に改組し、平成 31 年度に

完成する。学生は、入学後 2 年間の共通教育期間を経て 3 年で 5 つの専門コース(機械創造システ

ムコース･知能ロボットシステムコース･電気電子コース･情報システムコース･物質化学コース)に
分かれ、機械系･電気系･情報系･化学系などの専門分野について、より深く学ぶことになる。な

お、専攻科も平成 27 年度に同時改組し、3 専攻体制(生産工学専攻･制御工学専攻･物質化学工学専

攻)から｢生産デザイン工学専攻｣として、他工学分野の基礎知識も習得する｢専門分野横断教育(融
合教育)｣を実践する教育体系に変更し平成 28 年度に完成した。 
 

自己の目標･目的に照らして教育研究等の状況について点検し、優れている点や改善向上すべき

点などを評価し、その結果を公表するとともに、その結果を踏まえて改善を行っていくことが義

務化されており、本校では｢自己点検･自己評価委員会｣を中心として、教育･研究･管理等の状況に

ついての点検･評価･提言ならびに公表を実施している。 
 
 本校は複数種ある外部機関評価のいずれかを毎年受審するようにしており、平成 25～29 年度の

5 年間では、一般社団法人日本技術者教育認定機構(JABEE)による外部機関審査(以下、｢JABEE
審査｣と略記)を平成 28 年度に受審し平成 33 年度までの 6 年間が認定されている。独立行政法人

大学改革支援･学位授与機構による高等専門学校機関別認証評価による外部機関評価(以下、｢高専

認証評価｣と略記)を平成 25 年度に受審･認定され、次回は平成 32 年度を予定している。独立行政

法人大学改革支援･学位授与機構による｢特例の適用認定を受けた専攻科｣における教育の実施状況

等の審査による外部機関審査(以下、｢特例適用審査｣と略記)を平成 25 年度に受審･認定され、次

回は平成 32 年度を予定している。 
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 また、これら 3 種の外部機関評価･審査が実施されない年度には本校の教育･研究･管理の学校運

営に関し広く学外の有識者から意見を求める｢運営協議会｣による外部評価を開催しており、平成

25～29 年度の 5 年間では平成 26･27･29 年度に実施された。 
 加えて、平成 25～29 年度の 5 年間での高専機構としての教育改革事項として、アドミッション

ポリシー、教育の質向上、モデルコアカリキュラム(MCC)、Problem-Based-Learning(PBL)、
Active-Learning(AL)、ICT 活用、海外インターンシップ、国際交流、学生支援･環境整備、

"KOSEN4.0"イニシアティブならびに業務の効率化などが設定･運用されており、本校ではこれら

に対応した対策と実践にも注力している。 
 

上述の記載内容を踏まえ平成 25～29 年度の各年度において、本校の自己点検･自己評価規則の

第 2 条(目的)第 3 項｢自己点検を実施するための対象となる項目(以下、｢点検項目｣と略記)は、別

に定める。｣に則り、当該年度で【本校独自に策定した点検項目】について点検･評価･提言して、

結果はその都度公表した。 
 各年度で策定した点検項目(委員会の取り組み事項)の概略は以下の通りで、具体的内容について

は本資料冊子に綴じているので参照願いたい。 
 
◎平成 25 年度 

1. 学校全体に渡る活動の点検評価として、本校の平成 24 年度年度計画に対する各委員会･組織

から報告された平成 24 年度実績報告について点検･評価･提言 
2. 第 2 期中期目標･中期計画に関する委員会･組織の活動状況について点検･評価 

 
◎平成 26 年度 

1. 学校全体に渡る活動の点検評価として、本校の平成 25 年度年度計画に対する各委員会･組織

から報告された平成 25 年度実績報告について点検･評価･提言 
2. 平成 25 年度に実施された高等専門学校機関別認証評価で｢本校の改善を要する点｣として指

摘された事項に対する本校の取り組み状況･課題について点検･評価 
 
◎平成 27 年度 

1. 学校全体に渡る活動の点検評価として、本校の平成 26 年度年度計画に対する各委員会･組織

から報告された平成 26 年度実績報告について点検･評価･提言 
2. 平成 22 年度に実施された JABEE 継続審査で｢C：懸念事項｣として指摘された事項に対す

る本校の取り組み状況について点検･評価 
3. 平成 26 年度に実施された本校運営協議会で委員からの｢意見･指摘内容｣について、本校の取

り組み状況を点検･評価 
 
◎平成 28 年度 

1. 学校全体に渡る活動の点検評価として、本校の平成 27 年度年度計画に対する各委員会･組織

から報告された平成 27 年度実績報告について点検･評価･提言 
2. 平成 26 年度本委員会提言事項の平成 27 年度の年度計画および実績報告への反映確認 
3. 平成 28 年度に実施された JABEE 継続審査の一次審査報告内容の確認 
4. 平成 27 年度に実施された本校運営協議会で委員からの｢意見･指摘内容｣について、内容を分

類･整理し、本校の取り組み状況を検証 
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◎平成 29 年度 
1. 学校全体に渡る活動の点検評価として、本校の平成 28 年度年度計画に対する各委員会･組織

から報告された平成 28 年度実績報告について点検･評価･提言 
2. 平成 28 年度に校長から入試対策ワーキングに指示された検討課題(平成 27 年度本科･専攻科

改組に関連する倍率低下と入試方法変更など)の報告について点検･検証 
3. 平成 28 年度に実施された JABEE 継続審査で｢C：懸念事項｣として指摘された事項に対す

る本校の取り組み状況について点検･検証 
4. 創造教育推進センター(平成 27 年度設置)の平成 28 年度活動報告について点検･検証 

 
 平成 25～29 年度の 5 年間では、まず共通の点検項目として前年度に高専機構が定めた年度計画

に基づき【本校独自に設定した年度計画の各項目に対する活動実績】についての点検･評価･提言

を実施して、自己点検･自己評価委員会の評価結果とコメントをまとめた。平成 26 年度からは継

続活動を促す意図で【特徴ある取り組み(特に有効な取り組み)に◎記号とコメント】を付し、平成

27 年度からは【計画の達成具合を A(達成している)･B(達成しているが報告不十分)･C(達成が見え

ない)】の 3 段階評価を追加して、点検結果と提言が把握しやすいように工夫している。各年度の

年度計画は概ね実践されているが、｢具体的な数値記載｣･｢PDCA を意識した記載｣･｢前年度からの

変更点や改善点があれば積極的に記載｣などの指摘も残されている。平成 28 年度には、平成 26 年

度の評価･提言事項に対する平成 27 年度の計画立案と実績報告への反映を確認しており、提言事

項がその後の学校活動へフィードバックされていることも確認された。 
 また、年度計画の実績に対する点検･評価以外にも、当該年度の前年度に取り組んだ【JABEE
審査】･【高専認証評価】･【特例適用審査】･【運営協議会】などの評価結果の検証も実施して、

本校の取り組みの妥当性を確認しており、自己点検･自己評価委員会が｢本校の学校活動全般の第

三者評価とその後の改善｣に向けて十分に機能していることが分かる。 
 校長へは点検･評価結果の報告とともに改善点などを提言し、その要点は次年度への引継ぎ事項

としてまとめ、その後の全学的 PDCA サイクルにつながる体制を整えている。また、自己点検･

自己評価委員会が実施した取り組み内容は、適時本校ホームページ上に公開している。 
 
 現在、高等専門学校を取り巻く社会経済環境･国際環境はこれまでに増して変化しつつあり、そ

れに対応しながら学生の様々な要望にも応じるとともに、社会が求める種々の期待に的確に対応

し続けていかなくてはならない。これらの要求を実現するためには、自己点検･自己評価を組織

的･継続的に実施し、不断に取り組み続けることが肝要である。 
 

終わりに、本校の取り組みに係る点検･評価に協力頂いた自己点検･自己評価委員会の委員各

位、資料を収集･整理頂いた総務課総務係を始めとする関係部署の皆様には、感謝とともにお礼申

し上げる。今後とも、継続的な協力を頂ければ幸いである。 
 
 

以上 
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1. 各年度自己年度･自己評価委員会報告書 



§ 平成 25 年度 自己点検･自己評価委員会活動報告書  
 
1.自己点検･自己評価委員会による本校の活動の点検･評価 
平成 25 年度自己点検･自己評価委員会では、本校の点検･評価に関する以下の活動を行った。 
(1) ｢自己点検･自己評価過去 5 年のあゆみ｣のホームページ上での公開  

学校教育法に自己点検･自己評価の実施と公表が定められていることに基づき、平成 24 度自己点

検･自己評価委員会でまとめた｢5 年間のあゆみ(平成 20 年度～24 年度）｣と平成 20 年に冊子として

外部に配布している｢5 年間のあゆみ(平成 15 年度～19 年度)｣をホームページ上で公開した。  
 
(2) 平成 24 年度年度計画に対する実績報告に基づく本校の活動状況の点検･評価  

各部署から提出された本校平成 24 年度年度計画に対する｢平成 24 年度(実績報告)｣に基づき、以下

の取り組み事項について点検･評価を行った。これらの点検･評価結果、及びこれらの事項に係る提

言をまとめ、校長に報告した。  
Ⅰ 教育･研究の質の向上に関する取組み  

1.教育に関する事項  
(1) 入学者の確保  
(2) 教育課程の編成等  
(3) 優れた教員の確保  
(4) 教育の質の向上および改善のためのシステム  
(5) 学生支援･生活支援等  
(6) 教育環境の整備･活用  

Ⅱ 研究に関する事項  
Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項  
Ⅳ 管理運営に関する事項  

2.業務運営の効率化に関する目標を達成するための取り組み  
3.財務内容の改善に関する目標を達成するための取り組み  
4.その他の業務運営に関する取り組み  

  
(3) 第 2 期中期目標･中期計画に関する委員会･組織の活動状況の点検評価  

委員会、学科のそれぞれの活動状況の点検評価を行うため、各委員会および組織の具体的な取り組

み状況、それらの取り組みに対する実績･効果、今後の課題、不足していると思われる点についてア

ンケート調査を実施した。得られた結果をもとに、以下の各委員会･組織に対し、 
① 計画に対する取り組みの妥当性 
② 対応すべき計画の取り組みは行われているか 
③ それぞれの取り組み内容は十分と言えるか 
④ 報告された今後の課題･不足している点の妥当性 
⑤ 加えるべき課題･問題点はないか 

などの観点から点検評価を行った。これらの点検･評価結果、及びこれらの事項に係る学校として

取り組むべきと考えられる事項を提言としてまとめ、校長に報告した。  
Ⅰ 点検･評価の対象とした委員会  

(1) 教務委員会 
(2) 人事委員会 
(3) FD 委員会 
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(4) 入学試験委員会 
(5) 厚生補導委員会 
(6) 人権教育推進委員会 
(7) 学生寮委員会 
(8) 専攻科委員会 
(9) 学術情報センター委員会 
(10) 図書館専門委員会 
(11) IT センター専門委員会 
(12) 広報室専門委員会 
(13) 学生相談室委員会 
(14) 国際交流委員会 
(15) 地域共同テクノセンター委員会 
(16) 知的財産委員会 
(17) 予算委員会 
(18) 施設環境マネジメント委員会 
(19) 安全衛生委員会 

Ⅱ 点検･評価の対象とした組織 
(1) 教育研究支援室 
(2) 機械工学科 
(3) 電気電子工学科 
(4) 電子制御工学科 
(5) 制御情報工学科 
(6) 物質化学工学科 
(7) 総合科学科 

  
2.点検･評価結果に基づく取り組み  

本校･自己点検･自己評価規則第６条第２項に基づき、これらの点検･評価報告は、校長より委員会･組

織を統括する各主事、学科長、事務部長、課長に回覧され、改善が必要と認められた組織については、

改善策の検討並びに改善に取り組むよう依頼がなされた。  
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§ 平成 26 年度 北九州高専の自己点検･自己評価の活動報告書 
 
1.自己点検･自己評価委員会による本校の活動の点検･評価 
平成 26 年度自己点検･自己評価委員会では、本校の点検･評価に関する以下の活動を行った。 
(1)  平成 25 年度の自己点検･自己評価の活動の公開 

学校教育法に自己点検･自己評価の実施と公表が定められていることに基づき、平成 25 年度に実

施した自己点検･自己評価委員会の自己点検･自己評価活動のまとめを本校ホームページに掲載し

た。 
(2)  平成 25 年度年度計画に対する実績報告に基づく学校全体に渡る活動状況の点検･評価 

各委員会･組織から提出された本校平成 25年度年度計画に対する｢平成 25 年度(実績報告)｣に基づ

き、以下の事項について点検･評価を行った。 
 教育に関する事項 
 研究に関する事項社会との連携、国際交流等に関する事項管理運営に関する事項 
 業務運営の効率化に関する事項 
 財務内容の改善に関する事項 

これらの点検･評価結果、及びこれらの事項に係る提言を「平成 25 年度年度計画実績報告の 
点検･評価結果」にまとめ、校長に報告した。  

(3)  平成 25 年度高等専門学校機関別認証評価で指摘された事項に対する本校の取り組みの点検･評価 
委員会･組織を掌理する主事会議のメンバーに｢高等専門学校機関別認証評価で指摘された事項に

対する取り組み｣の調査を実施した。得られた結果をもとに、 
① 対応すべき取り組みが行われているか 
② それぞれの取り組み内容は十分と言えるか 
③ 加えるべき課題･問題点はないか 

などの観点から点検評価を行った。これらの点検･評価結果、及びこれらの事項に係る学校として

取り組むべきと考えられる事項を｢平成 25 年度高等専門学校機関別認証評価における指摘事項に

対する取り組みの点検･評価結果｣にまとめ、校長に報告した。 
  
2.点検･評価結果に基づく取り組み  

本校･自己点検･自己評価規則第 6 条第 2 項に基づき、これらの点検･評価報告は、校長より委員会･ 
組織を統括する各主事、学科長、事務部長、課長に回覧され、改善が必要と認められた事項について 
は、該当の委員会･組織に改善策の検討並びに改善に取り組むよう依頼がなされた。 
なお、平成 26 年度の自己点検･自己評価委員会の活動、および点検･評価結果は｢平成 26 年度自 
己点検･自己評価年次報告書｣の冊子にまとめ、平成 27 年 3 月に校長に提出した。 

6



§ 平成 27 年度 北九州高専の自己点検･自己評価の活動報告 
 
1. 平成 27 年度点検･評価事項の策定 
第 1 回委員会において、今年度の点検･評価事項の審議を行い、本委員会の自己点検･自己評価 
活動を以下のように進めることを決定した。 
(1) 学校全体にわたる活動についての点検･評価を行う。 

第二期中期目標･中期計画のもとに作成された本校の平成 26 年度年度計画に対して各委員会･組織

から報告された平成 26 年度実績報告をもとに、本校の全体に渡る活動状況の点検･評価を行う。 
(2) 2010 年度に実施された JABEE 継続審査において指摘された懸念事項に対する本校のこれまでの

取り組みについて点検･評価を行う。 
(3) 平成 26 年度に実施された北九州高専運営協議会の協議内容について検証を行う。  
 
2. 平成 26 年度自己点検･自己評価の活動の公開 
平成 26 年度に実施した自己点検･自己評価委員会の自己点検･自己評価活動のまとめを本校ホームペー

ジに掲載した。 
なお、平成 26 年度の点検･評価の詳細と点検･評価資料は、平成 26 年度末に｢平成 26 年度自己点検･

自己評価委員会年次報告書｣の冊子にまとめられ、平成 26 年度の主事会議メンバーと学科長に回覧さ

れた。 
 
3. 平成 26 年度年度計画に対する実績報告に基づく学校全体に渡る活動状況の点検･評価 
各委員会･組織から提出された｢第 2 期中期目標 / 中期計画 / 平成 26 年度(実績報告)｣に基づ 
き、以下の事項について点検評価を行った。 

 教育に関する事項･研究に関する事項 
 社会との連携、国際交流等に関する事項 
 管理運営に関する事項･業務運営の効率化に関する事項 
 財務内容の改善に関する事項 

本委員会の点検･評価結果を｢平成 26 年度年度計画実績報告の点検･評価結果｣にまとめ、校長に報告し

た。 
 
4. 2010 年度 JABEE 継続審査で指摘された懸念事項に対する本校の取り組みの点検･評価 
JABEE 委員長から報告された指摘事項に対するこれまでの本校の取り組みについて点検･評価を行っ

た。点検評価結果は｢JABEE 審査時の指摘事項に対する本校の取り組み状況の点検･評価結果｣にまと

め、校長に報告した。 
5. 平成 26 年度北九州高専運営協議会の協議内容の検証 
平成 26 年 12 月に開催された運営協議会で協議会委員から出された意見･指摘内容を整理し、検証を行

った。検証した結果を｢平成 26 年度北九州高専学校運営協議会での協議内容の検証結果｣にまとめ、校

長に報告した。 
 
6. 平成 27 年度自己点検･自己評価委員会年次報告書の作成 
自己点検･自己評価委員会の平成 27 年度の活動を冊子にまとめ、校長に提出した。 
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§ 平成 28 年度 北九州高専の自己点検･自己評価の活動報告 
 
平成 28 年度自己点検･自己評価委員会では、以下の活動を行った。 

  
(1) 平成 28 年度点検･評価事項の策定 
第 1 回委員会 (5/30 開催)･第 2 回委員会 (6/23 開催)において今年度の点検･評価事項の審議を行い、

本委員会の自己点検・自己評価活動を以下のように進めることを決定した。 
① 平成 27 年度の学校全体に渡る活動についての点検・評価を行う。 

ここでは、第 3 期中期目標・中期計画のもとに作成された本校の平成 27 年度年度計画に対し

て各委員会･組織から報告された平成 27 年度実績報告をもとに、本校の全体に渡る活動状況

の点検･評価を行うこととした。 
② 平成 26 年度本委員会提言の平成 27 年度年度計画及び実績報告への反映確認を行う。 

ここでは、平成 26 年度に本委員会が実施した平成 25 年度実績報告の点検･評価における提

言が、平成 27 年度活動の取組みや実績に活かされていたかの確認を行うこととした。 
③ 平成 27 年度に実施される JABEE 継続審査の一次審査報告書内容の確認を行う。 

なお、指摘された懸念事項に対する本校の取組みについては、最終報告書が提出され本校の

対応が整った後の平成 29 年度に点検･評価を行うこととした。 
④ 平成 27 年度に実施された北九州工業高等専門学校運営協議会の協議内容について、運営協議

会委員からの意見･指摘等についての検証を行う。 
 
(2) 平成 27 年度自己点検・自己評価の活動の公開 
平成 27 年度に実施した自己点検･自己評価委員会の自己点検･自己評価活動まとめとともに、点検･評

価･改善の組織図を現状に合う形態に更新し、本校ホームページに掲載した。 
なお、平成 27 年度の点検･評価の詳細と点検･評価資料は、平成 27 年度末に｢平成 27 年度自己点検･

自己評価委員会年次報告書｣の冊子にまとめられ、平成 27 年度の主事会議のメンバーと学科長に回覧さ

れた。 
 
(3) 平成 27 年度年度計画に対する実績報告に基づく学校全体に亙る活動状況の点検･評価 
各委員会･組織から提出された｢第 3 期中期目標 / 中期計画 / 平成 27 年度(実績報告)｣に基づき、以下

の事項について点検評価を行った。 
① 教育に関する事項 
② 研究に関する事項 
③ 社会との連携、国際交流等に関する事項 
④ 管理運営に関する事項 
⑤ 業務運営の効率化に関する事項 
⑥ 財務内容の改善に関する事項 

本委員会による点検･評価結果は｢平成 27 年度年度計画実績報告の点検･評価結果｣にまとめ、提言と

ともに平成 28 年 12 月 22 日に校長に報告した。これらの報告は、校長から運営委員会に提出され、当

該委員会等に対し検討依頼がなされた。 
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(4) 平成 26 年度本委員会提言の平成 27 年度年度計画及び実績報告への反映確認 
平成 26 年度に自己点検･自己評価委員会が実施した平成 25 年度年度計画に対する実績報告の点検･

評価における提言が、平成 27 年度活動の取り組みや実績に活かされていたかどうかを確認し、その程

度を○△×の 3 段階で評価した。 
これらの結果は、平成 28 年度の本委員会の点検･評価活動の一つとしてまとめた。 

 
(5) 2016 年度 JABEE 継続審査の一次審査報告内容の確認 
平成 28 年 10 月に実施された 2016 年度 JABEE 継続審査の実地審査時の審査報告(一次審査報告)に

おける評価内容を確認し、指摘されている項目については適宜 JABEE･認証評価専門部会で対応するよ

う依頼した。 
 なお、指摘された懸念事項に対する本校の取り組みについては、最終報告書が提出され本校の対応が

整った後の平成 29 年度に本委員会で点検･評価を行うこととした。 
 
(6) 平成 27 年度北九州工業高等専門学校運営協議会の協議内容の検証 
平成 28年 3月に開催された運営協議会で協議会委員から出された意見交換･指摘事項を分類･整理し、

それらの内容の検証を行った。 
検証した結果は、平成 28 年度の本委員会の点検・評価活動の一つとしてまとめた。 

 
(7) 平成 28 年度決定事項及び平成 29 年度への引継事項の作成 
自己点検･自己評価委員会の平成28年度に決定(実施)した事項並びに平成29年度への引継事項をまと

め、運営委員会に提出した。 
 
(8) 平成 28 年度自己点検･自己評価委員会 年次報告書の作成 
自己点検･自己評価委員会の平成 28 年度の活動を冊子にまとめ、校長に提出した。 

 
(9) 平成 28 年度自己点検･自己評価委員会 委員 
本年度の委員は次のとおりである。 

委 員 長 機械創造システムコース 内田  武 教授 
副委員長 情報システムコース   添田  満 教授 
委  員 物質化学コース     松嶋 茂憲 教授 

物質化学コース     竹原 健司 教授 
一般科目        山田 康隆 教授 
一般科目        白神  宏 教授 
事務部         千葉 直樹 事務部長 

永長 一平 総務課長 
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§ 平成 29 年度 北九州高専の自己点検･自己評価の活動報告 
 
平成 29 年度自己点検･自己評価委員会では、以下の活動を行った。 

 
(1) 平成 29 年度点検･評価事項の策定 

 第 1 回委員会 (5/11 開催)において今年度の点検･評価事項の審議を行い、本委員会の自己点検･

自己評価活動を以下のように進めることを決定した。 
① 平成 28 年度の学校全体に渡る活動についての点検･評価を行う。 

ここでは、第 3 期中期目標･中期計画のもとに作成された本校の平成 28 年度年度計画に対し

て各委員会･組織から報告された平成 28 年度実績報告をもとに、本校の全体に渡る活動状況

の点検･評価を行うこととした。 
② 平成 28 年度に校長から入試対策検討ワーキンググループに依頼された推薦選抜項目の結果と

入学後成績の相関などの処理結果について、点検･検証を行う。加えて、ワーキンググループ

の報告を受けて実施された、平成 29 年度入学試験委員会での審議結果についても確認を行う

こととした。 
③ 平成 28 年度に実施された JABEE 継続審査の最終報告書内容において、指摘された懸念事項

などに対する本校の取り組み状況について、最終報告書が提出され本校の対応が整った後に

点検･検証を行う。 
④ 平成 27 年度に設置され、平成 28 年度から活動を開始した創造教育推進センターの活動内容

について点検･検証を行う。 
⑤ 平成 29 年度が自己点検･自己評価活動の過去 5 年間の歩みをまとめ、公表する年度に当たる

ため、平成 25～29 年度のまとめを作成し、総括とともに外部公表を行う。 
 
(2) 平成 28 年度自己点検・自己評価の活動の公開 
本校の点検･評価・改善の組織図の確認を行い、平成 28 年度に実施した自己点検･自己評価委員会の

自己点検･自己評価活動まとめを本校ホームページに掲載した。 
なお、平成 28 年度の点検・評価の詳細と点検･評価資料は、平成 28 年度末に｢平成 28 年度自己点

検･自己評価委員会年次報告書｣の冊子にまとめられ、平成 28 年度の主事会議のメンバーと学科長に回

覧された。 
 
(3) 平成 28 年度年度計画に対する実績報告に基づく学校全体に亙る活動状況の点検･評価 
各委員会･組織から提出された｢第 3 期中期目標 / 中期計画 / 平成 28 年度(実績報告)｣に基づき、以

下の事項について点検評価を行った。 
① 教育に関する事項 
② 研究に関する事項 
③ 社会との連携、国際交流等に関する事項 
④ 管理運営に関する事項 
⑤ 業務運営の効率化に関する事項 
⑥ 財務内容の改善に関する事項 

本委員会による点検･評価結果は｢平成 28 年度年度計画実績報告の点検･評価結果及び提言｣にまと

め、平成 29 年 2 月 9 日に校長に報告した。これらの報告は、校長から運営委員会に提出され、当該委

員会等に対し検討依頼がなされた。 
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(4) 平成 28 年度の入試対策検討ワーキンググループ活動に対する点検･検証 
平成 28 年度に校長から入試対策検討ワーキンググループに依頼された推薦選抜項目の結果と入学後

成績の相関などの処理結果について、平成 29 年度入学試験委員会での審議結果とともに点検･検証を

行った。 
これらの結果は、平成 29 年度の本委員会の点検・評価活動の一つとしてまとめた。 

 
(5) 平成 28 年度 JABEE 継続審査結果への本校取り組み状況に対する点検･検証 
平成 28 年 10 月に実施された 2016 年度 JABEE 継続審査の実地審査時の最終審査報告における評価

内容を確認し、指摘されている項目については適宜 JABEE･認証評価専門部会で対応するよう依頼し

た。 
なお、指摘された懸念事項などに対する本校の取り組み状況について点検･検証を行い、それらの結

果は平成 29 年度に本委員会の点検･評価活動の一つとしてまとめた。 
 
(6) 創造教育推進センターの平成 28 年度活動補国に対する点検･検証 
平成 27 年度に設置された創造教育推進センターの平成 28 年度活動報告について、点検･検証を行

い、結果は平成 29 年度の本委員会の点検･評価活動の一つとしてまとめた。 
 
(7) 平成 29 年度決定事項及び平成 30 年度への引継事項の作成 
自己点検･自己評価委員会の平成 29 年度に決定 (実施)した事項並びに平成 30 年度への引継事項をま

とめ、運営委員会に提出した。 
 
(8) 平成 29 年度自己点検･自己評価委員会 年次報告書の作成 

 自己点検･自己評価委員会の平成 29 年度の活動を冊子にまとめ、校長に提出した。 
 
(9) 平成 25～29 年度の 5 年間の点検･評価活動報告書の作成及び公表 
自己点検･自己評価委員会の過去 5 年間の歩みを作成し、校長に提出の上、公開した。 

 
(10) 平成 29 年度自己点検･自己評価委員会 委員 

委 員 長 機械創造システムコース 内田  武 教授 
副委員長 情報システムコース   添田  満 教授 
委  員 情報システムコース   吉野 慶一 教授 

物質化学コース     竹原 健司 教授 
一般科目        山田 康隆 教授 
一般科目        白神  宏 教授 
事務部         千葉 直樹 事務部長 

永長 一平 総務課長 
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2.平成 25 年度 自己点検･自己評価報告 



 

  

2.平成 25 年度 自己点検･自己評価 
 
(1) 本年度点検事項の策定 
第 1 回委員会において、今年度の点検評価事項の審議を行い、本委員会の自己点検・自己評価活動

を以下のように進めることを決定した。 
①  今年度の自己点検・自己評価の事項は第二期中期目標・中期計画の実施状況と各委員会・組織の

活動状況の点検評価を行う。 
②  第二期中期目標・中期計画の実施状況については、昨年度、各組織から提出された年度計画の実

績報告をもとに評価を行う。 
③  年度計画の実績報告だけでは委員会・組織の活動状況を把握しにくいため、別途アンケートによ

る調査を行う。アンケートでは、委員会として取り組んだ事項 (実施内容)、改善した点、実績や

成果、不足していると思われる点などを、平成 24 年度を中心に調査する。 
 
(2) これまでの自己点検・自己評価結果｢自己点検･自己評価過去 5 年のあゆみ｣の公開 
学校教育法に自己点検･自己評価の実施と公表が定められていることに基づき、昨年度自己点検･自己

評価委員会でまとめられた｢5 年間のあゆみ(平成 20 年度～24 年度)｣と平成 20 年に冊子として外部に配

布している｢5 年間のあゆみ(平成 15 年度～19 年度)｣をホームページで公開した。 
 
(3) 平成 24 年度年度計画に対する実績報告の点検評価 
昨年度各部署から提出された｢第 2 期中期目標 / 中期計画 / 平成 24 年度(実績報告)｣に基づいて、年

度計画の項目ごとに実績報告の点検評価を行った。 
また、第 2 回委員会から第 5 回委員会で点検評価を行い、点検評価結果を｢平成 24 年度年度計画に

対する実績報告の点検評価結果｣としてまとめ、これらの結果を校長に報告した。 
 
(4) 第 2 期中期目標･中期計画に関する委員会･組織の活動状況の点検評価 

第 2 回委員会において、各委員会･組織の活動状況のアンケート調査について審議を行い、以下のよ

うに調査内容、調査方法等を決定した。 
① 調査では｢平成 24 年度年度計画に対する実績報告｣よりも具体的な取り組み内容、実績･効果、今

後の課題等について回答を求める。 
② 調査を依頼する委員会･組織は、JABEE 認証評価委員会を外した主要委員会と学科とする。 
③ アンケートは、管理運営体制のブロックの統括者(主事等)を通して行うのではなく、各組織･委員

会の長に依頼して行う。 
④ スケジュールについては、7 月にアンケートの依頼、9 月末までに回答の回収、10 月から検証を

行うこととする。 
第 6 回委員会から第 9 回委員会で点検評価を行い、点検評価結果を｢平成 24 年度委員会･学科の活動

状況の点検評価結果｣としてまとめ、これらの結果を校長に報告した。 
 
 (5) 平成 25年度自己点検・自己評価委員会委員 
本年度の委員は次のとおりである。（◎：委員長、○：副委員長） 

総合科学科 ○徳一教授、山田教授 
機械工学科 中山教授 
電気電子工学科 小城教授 
電子制御工学科 ◎添田教授 
制御情報工学科 樫村教授 
事務部 西影事務部長、宮成総務課長 
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§ 平成24年度年度計画に対する実績報告の点検評価結果 
 
本校では、国立高等専門学校機構が策定した中期目標、中計画に基づき、本校独自の中期目標、中期

計画、および年度計画を定めている。本校の各組織は、これらの計画に基づき活動を行っている。 
平成25年度の自己点検･自己評価委員会では、学校の教育、研究、運営等、学校全体の活動状況の点

検評価を行うこととした。各組織から毎年、年度計画に対する活動の実績報告が提出されるため、提出

された平成24年度の実績報告を中心に全般を点検評価することにより、学校全体の活動状況の点検評価

を行った。年度計画及び各組織から提出された実績報告のまとめは別添表1に示す。 
以上により、平成24年度の自己点検･自己評価委員会では、学校全体の活動実績に対する点検評価結

果を以下にまとめた。 
 
◇ 教育・研究の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保 
① オープンキャンパスや入試説明会、中学校訪問など、入学志願者確保に向けた取り組みや広報

資料の作成などについては、計画通りに実施されていることを確認した。 
② 女子学生の志願者確保に向けた取り組みについては、女子中学生との懇談会の実施や女子学生

向けのパンフレットなどを配布するなどの取組みは計画通り行われているが、以下の点に関し

てさらなる検討・取り組みが望まれる。 
〇 女子学生志願者確保のための学生寮の改修について、生活環境改善の改修は必要であるが、

女子寮生は減少傾向があるので、現状を見据えた計画を検討する必要があると考えられる。 
〇 女子社員の受入のため、新たに社内改修をする企業の事例もあり、女子学生についてもっと

PRし、継続して受け入れ企業の開拓に取組む必要がある。 
③ 入試の選抜方法に関する検討については、実績報告にある取り組みは確認された。さらに以下

の点に関しての検討・取り組みが望まれる。 
〇 入試成績の分析が行われているが、分析結果について教員への公開が望まれる。そのため、

学内で周知する方法を検討し工夫した取り組みが必要である。 
〇 アドミッションポリシーと入試選抜についての取り組みは行われているが、アドミッション

ポリシーの教職員全体への周知については検討の余地があると考えられる。 
〇 実績報告に記載された文中に、｢入試成績分析ツールを本校非常勤講師が作成した｣との表現

があるが、非常勤講師ではなく｢入試成績分析ツールを教育コーディネーターが作成した｣の

表現に修正すべきと考えられる。 
 

(2) 教育課程の編成等 
① 地域との連携による教育の充実について、概ね計画のとおり実施されているが、以下の点につ

いてはさらなる検討･取り組みが必要である。 
〇 近隣大学の協力による｢日本語教育｣の実施はあるものの、単位認定などの実際の連携は進ん

でいない状況であり、さらに進めるための取組みが必要である。 
② 産業界や学生のニーズの変化に対応した教育内容の見直しの検討については、計画のとおり実

施されている。学科の高度化再編にむけた教育課程の検討が十分行われており、その中でモデ

ルコアカリキュラムをどう反映させるのかについても検討されている。 
③ 共通分野科目の学科間の協力体制についても、学科の高度化再編に向けた検討の中で本件の検

討が行われていることを確認した。 
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④ ｢創造性教育｣の充実については、一部の学科で実施したPBLの授業事例が報告されているが、

充実に向けては全学的な検討･取り組みが必要であると考えられる。 
⑤ 学生が多様に学習･課外活動に取り組みができるための検討を行うことについて、社会奉仕体

験活動や、外部コンテストへの参加など実際の活動実績が報告されており、取り組みが行われ

ていることが確認された。多様な取り組みのためのカリキュラムに関しては以下についてさら

なる検討が必要と考えられる。 
〇 多様な取り組みのためのカリキュラムの検討に関しては、放課後空き時間の設定により学生

が多様に学習、課外活動に取り組むことができるようにするため、7時限までに終わるよう

な時間割編成について学科で検討し、授業時間が平均して7時間となるよう時間割編成を行

っている実績はみられるが、カリキュラムを変更した効果についてさらに検証することも必

要と考えられる。 
〇 多様な取り組みのために確実に空き時間を作るのであれば、特定曜日を指定して空き時間を

作るなど、他の方法も考えられ、さらなる検討が望まれる。 
〇 本校では、授業時間数減による空き時間の確保と教員の負担軽減を目的として学修単位科目

が導入されており、毎年、学修単位科目の年度計画書と報告書が提出されているが、学修単

位科目が導入の趣旨に沿った内容になっているかについて検証を行う必要がある。 
⑥ 専攻科の複合･融合分野科目の見直し･検討については、専攻科改組に向けた準備の中で計画ど

おり検討が行われている。 
⑦ デザイン教育の充実についても、改組に向け、具体的な教育課程の検討が行われている。 
⑧ eラーニングを活用した単位互換については、高専ITコンソーシアムの現状と実態を確認し、

単位互換の検討がどこまで進んでいるのかを含め、検討する必要がある。本事項を中期計画、

年度計画に載せる･載せないも含めて検討の余地がある。 
⑨ TOEIC等の活用と英語力を伸長させる取り組みについて、実績報告に記載された取り組みは認

められるがさらに以下の検討も必要であると考えられる。 
〇 TOEICの活用の成果については、確認する時期に来ていると考えられる。教育効果の解析結

果を明らかにする必要もある。 
〇 CALL教室が設置され、学習ソフトも整備されているが、これらの成果や教育の活用につい

て検証する必要がある。一つの方法として学生にアンケート調査を行うことも考えられる。 
〇 外国人講師の英語での授業について、導入の効果をアンケートなどにより検証することが必

要である。 
なお、実績報告の記載の中で｢実力テストにTOEICを取り入れている｣の記載は｢TOEICブリッ

ジを取り入れている｣とすべきである。 
 

(3) 優れた教員の確保 
概ね計画どおり取り組みが行われていることを確認した。 

① 多様な経験を持つ者の採用については、中期計画のとおり、企業および大学等の経験者が60％
を下回ることのないよう採用が進められており、多様な教員の採用実績が上がっていると考え

られる。また、昨年から、校長が採用面接に加わっていることも優れた教員確保の取り組みの

一つと考えられる。一方、現状では、高校からの教員採用は難しい状況になっているとの指摘

があった。 
② 人事交流の活用･推進については実績報告に記載されていないが、人事交流をシステム化した

ことも実績として挙げられる。今後、人事交流に関して学科のローテーションを定めた内規の

見直しを行うことになっており、その際には学科の状況も配慮した効果的な方法を検討する必
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要がある。 
③ 優れた教員及び女性教員確保のための支援と職場環境の整備について、実績が報告されている

が、以下の検討が必要である。 
〇 実績報告には女性教員への支援の現状を具体的にあげる必要がある。 
〇 女性教員への職場環境整備について、育児休業時に非常勤ではなく、常勤講師として措置で

きるような整備を行うことが望ましいと考えられる。また、このような事項をどの委員会

で審議するか明確にする必要がある。 
〇 安全衛生委員会に関する実績報告が記載されているが、この計画の実績報告には該当しない。 

④ 教員の顕彰については計画どおり実施されている。 
⑤ 教員の資質向上を目的とした講演･研修の実施については報告のとおり、具体的な各講演会･研

修会への参加などの活動実績が確認された。しかし、教員全体の資質向上を考えると、さらに

以下の検討も必要である。 
〇 講演会･研修の情報を教員で共有する方法を考えることが望まれる。 
〇 外部の研修に参加した場合は、学内で報告の場を設けることが望ましい。これにより研修の

効果が学内で共有できる。 
〇 報告会の他に、議事録や開催資料などを共有フォルダに挙げることも有効と考えられる。 
〇 外部研修の報告会をFD講演会の一つにすることも考えられる。 

なお、｢教員の資質向上を目的とした講演･研修の実施｣に関する計画については、その内容からす

ると｢(4)教育の質の向上および改善のためのシステム｣の中期目標に対する計画の中に入れる方が望

ましいと考えられる。 
 

(4) 教育の質の向上及び改善のためのシステム 
概ね計画どおり取り組みが行われていることを確認した。 

① JABEEプログラムの点検改善について、年度計画通り実施されているが、中期計画の｢JABEE
プログラム認定を通じて教育の質の向上と教育の質の保証を図る｣という観点からすると、今

後、年度計画には、JABEEプログラムに関する事項だけでなく、授業見学、公開授業など教

育の質の向上と質の保証を図る他の取組みについてもあげることが望ましいと考えられる。 
② 企業アンケート、卒業生アンケートについては、JABEE･認証評価委員会、FD専門部会での

調査実績はあるものの、アンケート調査の分析結果を教務委員会等と連携して検討し、より効

果的な活用を考えることが望まれる。 
③ 学生の授業評価の実施については、授業アンケートで、担当教員が学生の意見を確認し、次の

授業へフィードバックする取り組みや改善事例を公表することが行われているが、さらに、新

任教員を育てるためのアンケートの活用や授業見学での若手教員の指導等の方策を考える必

要がある。 
④ 継続的点検･改善システムの充実について、実績報告のとおり点検評価が行われているが、運

営協議会で指摘された事項に対し、どのように対応したかを確認し、新しい体制での点検･改

善の流れ(PDCAサイクル)がうまく機能しているかを確認する必要がある。 
⑤ 企業人材を活用した教育体制の構築については、具体的な活動実績を確認した。 

特に、教育コーディネーターの尽力により、地元企業へのインターンシップ開拓の効果が表れ

ていると考えられる。 
⑥ 地域企業との共同教育の推進に関しては、報告に挙げられている具体的な取り組み実績を確認

した。 
長期学外実習については、これまで参加した学生からは、｢長期間にわたり会社に赴くため、

15



 

 

会社の仕事の流れが分かる｣、｢会社のなかに溶け込みやすい｣等の意見が出されており、学科

の高度化再編により、全学科に取り入れられることとなっている。今後この制度導入に対する

成果･結果の検証が必要であると考えられる。 
⑦  eラーニング、Webラーニングの充実について実績報告にあげられた取り組みはあるものの、

以下の点についてさらなる検討・取り組みが必要である。 
〇 eラーニングの授業への導入に関して、自由選択科目の基礎ネットワーキングと応用ネット

ワーキングでは、eラーニングによる授業が実施されており、eラーニングについての検討

も行われているが、他の科目の授業への導入についての検討は行われていない。他の科目

についての検討も望まれる。 
〇 TOEIC学習ソフトや他の自学自習用のeラーニングの導入の効果についての検証・確認のシ

ステムが必要である。 
⑧ チェックリストの有効性とモデルコアカリキュラムとの連動についての検討に関して、チェッ

クリストの利用が報告されてはいるが、さらに以下の検討･取り組みが必要であると考えられ

る。 
〇 平成25年度からチェックリストをホームページにアップして使いやすくはなっているが、

利用方法については学生への周知が徹底しておらず、学生への指導が必要である。また教員

のチェックリストに対する対応についても検討が必要である。これらの教務委員会での検討

が望まれる。 
〇 コアカリキュラムについては教務委員会でカリキュラムチェック用システムを作成し、検証

が進められており、引き続きシラバスとチェックリストとの連動も含めた検討が望まれる。 
⑨ TOEICを導入した専攻科入試の検討については、以下の検討が必要と考えられる。 

〇 入試でのTOEICの評価が高すぎるのではないかとの意見も出ており、他の科目とのバラン

スは適正であるかの検討と対応策の検討が必要である。これらの検討をどこが行うのかに

ついても明確にする必要がある。 
⑩ オフィスアワーの効果的利用についての検討に関して、以下の検討が望まれる。 

〇 本校ではオフィスアワーを設定しているが、実際には教員はオフィスアワーだけでなくいつ

でも可能な時間は対応しており、これが本校の特長(良いところ)でもある。本校の現状にあ

わせたオフィスアワーの設定の仕方を検討することも必要と考えられる。 
⑪ 久留米高専、有明高専との連携については、計画に対しての具体的な検討事項の内容等を報告

することが望まれる。 
 
(5) 学生支援･生活支援等 
各計画に対する取り組みを確認した。 

① 進路変更や留年の対応策の検討について、実績報告では何を検討したのかが見えないため、以

下の検討が望まれる。 
〇 ｢引き続き検討する｣という書き方ではなく、具体的に何を検討したかを記述する必要がある。 
〇 進路変更の件数と具体的な事例等を報告することが必要である。 
〇 改組に向け転科ができるよう体制を整備することを運営委員会で検討した実績があり、改組

に向けて具体的に検討していることを報告すべきである。 
② 実習工場の整備･充実に向けた検討は、報告のとおり実施されている。 
③ 多目的室、グループ学習室の設置を図ることについては、報告のとおり実施されている。 

図書館以外の場所でのスペースについて、各学科の共通スペースにおいても問題ないことが確

認された。 
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④ 学生寮の学習室設置に関しては計画どおり実施されている。 
⑤ 課外活動活性化のための設備充実に向けた検討について、実績報告では何を検討したかが見え

ない。具体的な検討内容についての報告が必要である。 
⑥ 福利厚生面の充実について、具体的な活動実績を確認した。この事項に関する年度計画につい

ては、以下の検討が必要である。 
〇 ｢福利厚生面の充実｣に関する中期計画の中に、｢就学･生活･就職支援｣に関する年度計画と

｢キャリア教育支援｣に関する年度計画が掲げられており、二つの計画の違いが分かりにく

い。次年度の計画を策定する際には、｢学生生活における福利厚生面での生活支援｣に関す

る計画と｢就職･進路指導に関するキャリア教育支援｣に関する計画とに分けて設定する方

が明確であると考えられる。今年度の本事項に関する実績報告についてもキャリア教育支

援と生活支援とに分けて整理することが望ましい。 
⑦ 学生支援充実のための講習会の実施に関して、講習会の実績が報告されているが、一部生活支

援に関する実績もあげられており、実績報告に関しては計画に合わせた実績報告となるよう整

理することが望ましい。 
⑧ 徳育への支援体制の継続的な実施及び発達障がい学生の支援の実施に関しては、計画どおり取

り組みが実施されていることを確認した。 
 
(6) 教育環境の整備･活用 

① 施設マネジメントの充実と施設･設備の細やかなメンテナンスの実施、省エネ化の対策方針の

検討については計画どおり取り組みが実施されていることが確認された。 
② 実験実習設備の更新、施設の改修、環境に配慮した施設の整備など、教育環境の充実の推進に

関しては報告のとおり具体的な実績を確認した。 
カードキーの設置に伴う実績報告に関しては、どのような利便性の向上があるのかについても

明確にすることが望ましい。 
③ 情報基盤の整備に関しては計画どおりに実施されていることを確認した。 
④ 教育研究支援室の充実及び職員の技能向上については、報告はあるものの、報告が曖昧である。

教育研究支援室への業務依頼や技術職員の研修会への参加について具体的な件数を示すこと

が望まれる。 
⑤ 専攻科の学生数に応じた施設設備の充実については、帯同経費の実績が報告されているが、他

の取り組み実績も考えられる。学校全体の取り組みを報告することが望まれる。 
⑥ 学術情報センターの3部門の連携を図った図書館の整備については計画どおり実施されている

ことを確認した。 
⑦ 学生の安全教育の実施に関しては、工作実習の安全教育実施が実績報告として示されているが、

救急法の講習会、防災訓練、交通安全講習会、学生寮での安全教育、情報セキュリティなどの

情報管理に関する講義なども安全教育の一つと考えられる。学校全体の安全に対しての教育実

績が報告に挙げられるべきである。 
⑧ 安全管理のための講習会の実施に関しては、メンタルヘルスに関する講習会の実施が実績に挙

げられているが、その他にも教職員の衛生管理者の資格取得の推進なども行っており、これら

も実績にあげられると考えられる。 
 
Ⅱ 研究に関する事項 
(1) 産学連携の推進、外部資金獲得の検討、近隣大学等の研究機関との連携の推進については、報告に

具体的な実績があげられており、計画どおり取り組みが行われていることを確認した。 
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(2) 研究の活性化、論文数の増加に向けた環境整備の検討に関して、挙げられている実績報告の中の、

「研究費配分方法の変更により研究の活性化が図られた」との報告について、以下の検討が必要

であると考えられる。 
① 研究費配分法の変更の根拠を明確にする必要がある。 
② 研究費の配分方法の変更の効果を検証する必要がある。 

(3) 教員同士による共同研究の推進についてはさらなる推進が望まれる。 
 
Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 
(1) 小中学校に対する理科支援事業、公開講座の充実に関しては具体的な実績が示されており、計画ど

おり取り組みが行われていることを確認した。 
(2) 地域共同テクノセンターの活性化に関して挙げられている実績報告の他に、教員総覧の充実に向け

た平成24年の教員総覧の整備の取り組みも実績として考えられる。 
なお、年度計画に関わる中期計画の表現に中に｢細胞工学センター｣があげられているが、細胞工

学センターについては途中で廃止されたことを注釈で入れる必要があると考えられる。 
(3) シンガポールのポリテクニックとの国際交流、KITAとの連携、交流協定締結大学との交流推進、

在外研究員の派遣など、国際交流の活性化については、それぞれ具体的な実績が報告されており、

計画どおり取り組みが行われていることを確認した。 
(4) 学生の海外への派遣の企画･実施に関しては、実績報告の中に、学生の派遣に関して具体的な目的･

内容が書かれていないものもあり明確にする必要がある。また実績報告の中に｢海外語学研修を模

索中｣との表記があることについて、今年度、語学研修が実施されることになっており、それに向

けた計画と準備活動が実績としてあげられると考えられる。この件について具体的な内容の記載

も望まれる。 
(5) 同窓会ネットワークを活用した連携に関しては、具体的な連携の実績はあるものの、同窓会の組織

との連携による事業を進めること、50周年記念事業についても組織に呼びかけ協力を求めることが

必要であると考えられる。 
 
Ⅳ 管理運営に関する事項 
(1) 予算の適正配分の仕組みづくり、計画的な配分、二酸化炭素削減に向けた取り組み、施設の有効活

用に関しては計画どおり取り組みが実施されていることを確認した。 
(2) 電源事情の改善に関して、以前、学内の電気を有効に使用するシステムの構築について検討されて

いた経緯があり、その後の状況の確認が望まれる。 
(3) 若手教員育成のためのシステム作りの検討に関しては、実績報告の他に、若手教員育成のためのシ

ステムとして、公開授業、授業見学、授業アンケートの実施、研究費･プロジェクト経費の配分な

ども考えられる。実績報告に関して、さらに以下の点の検討が望まれる。 
① 中堅職員が相談役として担当することについては、システムとして成り立っているのかの確認

の必要があり、またシステム作りのためには明文化することについても検討が望まれる。 
② 福岡県教育委員会など外部機関の開催する研修会への派遣も行っており、これらも実績の一つ

と考えられるが、他の学校によっては研修会に参加する数を決めて参加させているところもあ

り、システムとしてのさらなる整備が望まれる。 
(4) 教職員の人事交流、在外研究派遣の積極化、職員の研修に関しては取り組み実績を確認した。 

職員の研修会への参加実績については具体的な件数などの報告も必要である。 
(5) 危機管理体制の整備に関しては実績報告にある整備状況は確認されたが、以下の点についても早急

に検討することが必要であると考えられる。 
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① 最近学生が海外に渡航する機会が増えており、海外の学生の把握は学校としてできているのか、

海外で何かあった時の学校としての対応は検討されているのかが懸念される。海外留学時の危

機管理体制の現状について確認し、必要であれば早急に学生･教職員の海外渡航における危機

管理体制を整備する必要がある。 
(6) 教職員のメンタルヘルスガイドラインの整備については、計画どおり実施されていることを確認し

た。 
(7) 教職員の負担軽減策に関する実績報告に関しては、以下の点についてさらなる報告が必要である。 

① 寮の管理体制についての見直し内容を具体的に記述する必要がある。 
② 外部コーチについて採用人数やクラブ名などの具体的な記述が必要である。 

 
◇ 業務運営の効率化に関する目標を達成するために取るべき措置 
概ね計画通りに取り組みが実施されていることを確認した。さらに以下の点について検討が必要と考

えられる。 
(1) 在学証明等の発行自動化についての検討について、報告では｢在学証明等の発行自動化の検討を引

き続き行う｣との記載になっているが報告が曖昧である。検討の中で浮かび上がった問題点や実際

に行った対応など具体的な検討内容の記述が必要である。 
なお、国立高専機構では平成31年度から全国51高専の教務システムの統一を計画しており、これ

により在学証明等の発行自動化が実現される可能性があり、計画の策定に際しては、このことも

踏まえた検討が必要であると考えられる。 
(2) 業務の効率化促進を図ることに関して、実績報告にあげられている事務組織の見直しについてはそ

の目的等を具体的に記述することが望ましい。 
 
◇ 財務内容の改善に関する目標を達成するために取るべき措置 

計画どおり取り組みが行われていることを確認したが、実績報告の中に挙げられている、北九州学

術推進機構(FAIS)との連携については、連携の内容などの具体的な報告が必要である。 
 
◇ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 
計画通りに取り組みが実施されていることを確認した。 

 
◇ 年度計画及びその実績報告に関して 
年度計画およびその実績報告全般に関して、今後、以下の検討が望まれる。 
〇 計画の設定に数値目標を入れて分かり易くすることが望ましい。 
〇 計画において、｢引き続き検討する｣という記述はできるだけ避け、何をどこまで検討するのかな

ど、できるだけ具体的な記述にすることが望ましい。 
〇 報告についても具体的な件数や、事例等を記載すること、具体的な検討内容や検討後に浮かび上

がった問題点などを記述することが望まれる。 
〇 年度計画については、各部署(主事、委員会、組織)でそれぞれ関係する事項を作成し、計画した

ところが取り組みを行い、その報告をあげるということをシステムとして確立させることが必要

と考えられる。あげられた計画については該当する、または担当する組織を明確にし、そこから

の報告を求めることが必要である。 
〇 管理運営体制のブロックごとに計画･取り組み･報告・点検のPDCAを働かせ、その結果報告を自

己点検･自己評価委員会がうけて点検評価することが望ましい。 
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§ 平成 24 年度の各委員会･学科の活動状況の点検評価結果 
 

委員会、学科のそれぞれの活動状況の点検評価を行うため、平成 24 年度の年度計画に対する各委

員会および学科の具体的な取り組み状況、それらの取り組みに対する実績･効果、今後の課題、不足し

ていると思われる点についてアンケート調査を実施した。 
平成 24 年度の自己点検・自己評価委員会では、各委員会・学科から得られた回答の各取り組みに

対し、計画に対する取り組みの妥当性、対応すべき計画の取り組みは行われているか、それぞれの取

り組み内容は十分と言えるか、報告された今後の課題･不足している点の妥当性、加えるべき課題･問

題点はないかなどの観点から点検評価を行った。 
以上により、平成24年度自己点検・自己評価委員会では、委員会･学科の活動状況の点検評価結果を

以下にまとめた。 
 

 
◇ 教務委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保 
○ 出前授業が実施されていることの確認がなされ、志願者の確保に向けた取り組みが行われ

ていることを確認した。 
○ 入学者の確保の取り組みは、継続して実施することで効果があがると考えられることから、

今後も継続した取り組みが望まれる。 
 

(2) 教育課程の編成等 
○ インターンシップおよび地域企業との産学共同教育の推進について、取り組みの実績を確

認した。今後、インターンシップそのものの検証及び効果についての検討が必要であると

考えられる。 
○ 近隣大学との連携、本科の学科再編等についての検討、モデルコアカリキュラムの適用に

向けた検討、共通分野科目に関する学科間の協力体制については、それぞれ適正に取り組

みが行われていることを確認した。 
○ 学生が多様に学習や課外活動に取り組むことができるための取り組みについて、現在平均

して 7 時限で終わる時間割編成に努めていることを確認した。 
平均して 7 時限で終わることについて、各学年の授業終了時間が異なっているため、学生

の多様な取り組みへの対応が難しい側面もある。時間数を揃えることについては教育課程

の編成に直接関連する問題を含んでいるが、今後さらに学生の多様な活動に向けての検討

が望まれる。また、本項目に対する活動全般に関して、今後さらに教育の効果を検討する

取り組みが望まれる。 
 

(4) 教育の質の向上及び改善のためのシステム 
○ 企業人材を活用した教育体制の構築、インターンシップおよび地域企業との共同教育の実

施、e ラーニング･Web ラーニングの充実に向けた取り組み、チェックリストの活用、チェ

ックリストのモデルコアカリキュラムとの連動に向けた検討について、それぞれ適正に取

り組みが行われていることを確認した。 
これらについては継続して実施し、効果を検証し、さらに効果を上げることが望まれる。 
 

(5) 学生支援･生活支援等 
○ 進路変更(退学･転科)や留年の対応策の検討、キャリア教育支援の整備、新入生の集団研修
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や 3 年生のオリエンテーションを通して健全な学校生活の維持と向上を図る取組みについ

てはそれぞれ、適正に行われていることを確認した。 
 

Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 
○ 学生の海外への派遣、卒業生(同窓会)ネットワークの活用について、適正に取り組みが行わ

れていることを確認した。 
 

Ⅳ 管理運営に関する事項 
○ 危機管理体制の整備については、休校時の取り扱いの整備の取り組みが行われている。 

 
◇ 人事委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(3) 優れた教員の確保 
○ 多様な背景と経験を持つ者の採用、他高専･技科大との人事交流、学科の状況を配慮した教

員配置計画の実施の取り組みが適正に行われていることを確認した。 
○ 女性教員確保のための環境整備については、具体的に検討する委員会等を明確にし、整備

を進める必要があると考えられる。 
 
Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 

○ 在外研究員の派遣について、適正に取り組みが行われていることを確認した。 
 

Ⅳ 管理運営に関する事項 
○ 教職員の積極的な人事交流、教員の在外研究派遣について、適正に取り組みが行われてい

る。 
○ これまで障がい者の雇用については検討されておらず採用実績もないが、今後障がい者の

雇用について学校全体での検討が必要である。 
 
◇ FD 委員 
Ⅰ 教育に関する事項 

(3) 優れた教員の確保 
○ 教員の資質向上を目的とした講演会・研修会の開催、外部研修会等への計画的派遣につい

ては、適正に取り組みが行われていることを確認した。 
 

(4) 教育の質の向上および改善のためのシステム 
○ 企業及び卒業生へのアンケートの実施及び結果の学内報告、本科卒業時、専攻科修了時の

達成度アンケートの実施、在学生による授業評価の実施についてはそれぞれ適正に取り組

みが行われていることを確認した。 
○ 授業アンケートについては、今後も継続して実施し、効果を検証する取り組みが望まれる。

また、今後、授業アンケートの活かし方を示すような講演が開催されるとさらに効果が期

待できるものと考えられる。 
○ 教育の質の向上及び改善の取り組みとして、ここには報告されていないが、現在実施され

ている公開授業は良い取り組みと考えられる。 
Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 

○ 福岡県教育委員会との連携による支援事業については、連携による教員研修が継続して実

施されており、適正に取り組みが行われている。 

21



 
Ⅳ 管理運営に関する事項 

○ 若手教員育成のためのシステム作りと情報セキュリティの危機管理体制の整備については、

適正に取り組みが行われている。 
 

◇ 入学試験委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保 
○ 入試説明会、中学校訪問、オープンキャンパス、近隣高専との合同入試説明会、出前授業

や公開講座、ホームページなどを活用した広報活動の強化、女子中学生向けのパンフレッ

トを利用した女子学生の志願者確保に向けた取組み、オープンキャンパス時における高専

女子学生と女子中学生との懇談会の開催について、取り組みが行われていることを確認し

た。 
また、女子学生の卒業後の活躍の場についての検討、入学志願者に関わる調査、入試選抜

方法に関わる成績データ等の分析･検討、アドミッションポリシーと入試選抜についての検

討について、それぞれ取り組みが行われていることを確認した。 
○ 今後の取組として、15 歳人口の減少に伴い、受験者の便宜を図るため、最寄り地受験につ

いて検討することも必要ではないかと考えられる。 
○ 入試に関する取り組みとして、過去問を整理し作成委員へ提示を行うなど試験問題の作成

の仕方については整備が進んできたと考えられる。 
 

(4) 教育の質の向上および改善のためのシステム 
○ TOEIC を導入した専攻科入試の結果の検討について、取り組みが行われていることを確認

した。 
 

Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 
○ 外国人学生対象の 3 年次編入入試の実施について、適正に取り組みが行われていることを

確認した。 
 
◇ 厚生補導委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保 
○ 広報活動についての取り組みを確認した。 

今後の課題として挙げられている広報の強化について、課外活動の試合結果や行事予定等

の情報を食堂や図書館に設置した電子掲示板によりアナウンスすると学生の目にも止まり

やすく、タイムリーな情報の伝達が可能になるのではないかと考えられる。学生へのサー

ビスの充実にもつながることから、設置について検討をすることが望まれる。 
 

(2) 教育課程の編成等 
○ 学生が多様に学習や課外活動に取り組むことができるための具体的な対応については、教

務委員会の検証と同様、7 限化が難しければ特定曜日の終業時間をそろえることも含め、

継続して検討をすることが望まれる。 
(5) 学生支援･生活支援等 
○ 課外活動の活性化のための設備類の充実及び就学、生活、就職支援について、適正に取り組

みが行われている。 
○ 今後の課題に挙げられている点については継続した取り組みが望まれる。 
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(6) 教育環境の整備 
○ 設備の更新、施設の改修・整備の推進については、適正に取り組みが行われていることを

確認した。 
○ 今後の課題として、修理等の改善が必要な個所の調査を早急に進めることが望まれる。 
 

Ⅳ 管理運営に関する事項 
○ 取り組みと実績を確認した。 

 
◇ 人権教育推進委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(3) 優れた教員の確保 
○ 教員の資質向上を目的とした講演会・研修会の開催及び外部への計画的派遣について、適

正に取り組みが行われていることを確認した。 
○ 報告にはあげられていないが、委員を講演会・研修会に派遣していることを確認した。こ

れらの研修等の内容等について、情報の共有ができる方法を検討することが望ましい。こ

れについては、学校全体での検討が必要である。 
 
◇ 学生寮委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保 
○ 遠隔地からの女子学生志願者確保のため、学生寮の改修を検討し、女子寮の定員増、設備

改善を図ることについて、委員会からは、女子寮生が減少し女子寮定員増の計画を進める

ことが困難との分析が報告されているが、女子寮のあり方を考え、体験入寮、帰宅時間が

遅い女子学生への勧誘等、女子寮生確保に向けた積極的な取組みを検討することが望まれ

る。 
 

(5) 学生支援･生活支援等 
○ 学習室等の充実、寮生会のリーダー研修については、適正に取り組みが行われていること

を確認した。 
 

(6) 教育環境の整備･活用 
○ 学生寮の整備については、機器の更新や新設、施設の改修等、必要に応じた取り組みが行

われていることを確認した。 
○ 報告の今後の課題にはあげられていないが、トイレにウォシュレット設置の要望が常に強

いので、今後も要求を上げることが必要であると考えられる。 
○ 電子錠の導入･拡充による安全な環境の構築、情報基盤の整備については、適正に取り組み

が行われていることを確認した。 
 
 
 

Ⅲ 社会との連携・国際交流に関する事項 
○ シンガポールのポリテクとの国際交流について、委員会から寝具･生活用品の準備が不足し

ていることが課題として報告されているが、短期留学生の受け入れが、恒常的な制度とな

ってきていることもあり、学生寮委員会だけでなく、学校として取り組みの検討が必要で

ある。 
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◇ 専攻科委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(2) 教育課程の編成等 
○ 地域企業等との共同教育を推進、PBL 手法を取り入れた｢創造性教育｣の充実に向けた検討、

共通分野科目に関する学科間の協力の構築について、それぞれ適正に取り組みが行われて

いることを確認した。 
○ 教育課程の編成に係る事項として、授業科目名について学生が戸惑わないよう適切な名称

にすることについての検討が必要である。例えば、｢特論｣について、本来は基礎科目があ

ってそれを深めるのが特論と考えられるが、その名称が適切につけられているかなどを検

討することも必要である。 
 

(4) 教育の質の向上および改善のためのシステム 
○ 専攻科修了時の達成度アンケート、在学生による授業アンケートについては、適正に取り

組みが行われていることを確認した。 
○ TOEIC を導入した専攻科入試について、TOEIC の入学試験への導入は、平成 23 年度から

実施されている。今後、英語科目の受験者が TOEIC 受験者よりも不利にならない工夫に

ついて、入試委員会と連携した検討が望まれる。 
 

(6) 教育環境の整備・活用 
○ 専攻科の学生数に応じた予算、施設、設備の充実については、適正に取り組みが行われて

いることを確認した。 
 
Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 

○ 専攻科生が産学連携フェアに参加し研究成果を発表する取り組み及びその効果について報

告されているが、今後、参加者数、参加学年についての検討も必要と考えられる。 
 
◇ 学術情報センター委員会 

○ 学術情報センター委員会の下に 3 部門の図書館専門委員会、広報室専門委員会、IT センタ

ー専門委員会の専門委員会が設置されている。学術情報センター委員長からこれらの専門

委員会委員長への依頼により、各委員会の年度計画およびその実績等が報告されているこ

とを確認した。 
 
◇ 図書館専門委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(5) 学生支援･生活支援等 
○ 学生が自由時間に使用できるスペースの充実について、適正に取り組みが行われているこ

とを確認した。 
 

 
(6) 教育環境の整備･活用 
○ 図書館の整備、図書館改修計画に基づく予算化の検討について、適正に取り組みが行われ

ている。 
○ 現在、本校では国際交流を推進しており、外国からの訪問者が多くなっている。また、図

書館については外部からの利用者もある。これらの状況に対して、本校のトイレ設備は洋

式トイレが少なく、これらの訪問者への対応ができていないと考えられる。これは学校と
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して早急に解決すべき課題であると考えられる。 
一般的な設備の要望は予算委員会にあげられるが、学校として特に重要なものについては、

必要であればその状況に応じて主事会議や運営委員会にあげられ学校として認識され、対

応できるようなシステムも必要である。 
 

◇ IT センター専門委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(4) 教育の質の向上および改善のためのシステム 
○ e ラーニング･Web ラーニングなどの充実について、適正に取り組みが行われていることを確

認した。 
 

(6) 教育環境の整備・活用 
○ 情報基盤の整備について、適正に取り組みが行われていることを確認した。 
 

Ⅳ 管理運営に関する事項 
○ 情報セキュリティ対策を含めた危機管理体制の整備について、具体的な取り組みを確認した。 
○ ウインドウズ XP 問題について、これは学校のセキュリティに関わる重要な問題である。そ

のため、IT センター長に対応を確認し、早急に運営委員会で教員への周知を図るなどの対応

が必要である※(注)。 
※(注) この指摘事項については、点検評価終了後直ちに以下の対応がとられている。 

1 月の運営委員会で、ウインドウズ XP のセキュリティに関わる問題について説明

が行われ、IT センターからメールで学内の全教職員に対応の依頼が行われた。 
 
◇ 広報室専門委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保 
○ 入試説明会、中学校訪問、オープンキャンパスなど、志願者確保に向けた取り組みが適正に

行われていることを確認した。 
○ 女子学生の志願者確保に向けた取り組みについて、適正に行われていることを確認した。 
○ 入学者の確保に関連して、10 月の新聞各紙に大学等の就職内定率が掲載されたが、高専の内

定率が掲載されたのは一紙のみであり、高専の内定率は PR にもなることから、全紙に掲載

されるよう機構に働きかけることが望まれる。 
 
◇ 学生相談室委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(5) 学生支援・生活支援等 
○ 学生心理テストの実施、学生支援･生活支援充実のための講習会の実施、発達障がい学生に対

する支援の実施について、適正に取り組みが行われていることを確認した。 
 

◇ 国際交流委員会 
Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 

○ シンガポールのポリテクとの国際交流については、適正に取り組みが行われている。 
○ 交流協定締結大学・高校との国際交流について、取り組みが行われていることを確認した。 
○ 韓国全北大学等海外への学生派遣については、今後訪問先が増えた場合予算に限度があり、

プロジェクトや訪問先を整理して費用を割り振るなど、経費の負担について学内で検討する

ことも必要である。 
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○ 北九州国際技術協力協会、JICA との連携事業については、適正に取り組みが行われている

ことを確認した。 
 

◇ 地域共同テクノセンター委員会･知的財産委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(2) 教育課程の編成等 
○ インターンシップの推進について、適正に取り組みが行われていることを確認した。 
 

(4) 教育の質の向上および改善のためのシステム 
○ 企業人材を活用した教育体制の構築、久留米高専、有明高専との教育研究における連携につ

いては、適正に取り組みが行われているので、継続して実施して効果を上げることが望まれ

る。 
 

(5) 学生支援･生活支援等 
○ 学生に対する就学支援については、適正に取り組みが行われている。今後も継続して実施し、

効果を上げることが望まれる。 
 

Ⅱ 研究に関する事項 
○ 産学連携、外部資金獲得策の検討、公開講座の充実、地域共同テクノセンターの活性化につ

いては、それぞれ適正に取り組みが行われていることを確認した。今後も継続して実施し効

果を上げることが望まれる。 
○ その他については、適正に取り組みが行われている。 

 
Ⅲ 社会との連携・国際交流に関する事項 

○ 地域共同テクノセンターの活性化について、適正に取り組みが行われている。 
○ 北九州活性化協議会 KPEC 企画部会への参加において、今後会費納入が必要となることから、

加入が会費に見合うものかどうかを教育･研究等の面から検討することも必要と考えられる。 
 
◇ 予算委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保 
○ 広報活動、女子中学生向けのパンフレット作成について、予算確保の面から適性に取り組み

が行われていることを確認した。 
 
Ⅱ 研究に関する事項 

○ 外部資金獲得策の検討、研究の活性化、論文数の増加に向けた環境の整備について、取り組

みが行われたことを確認した。 
 

Ⅳ 管理運営に関する事項 
○ 予算の適正配分のための仕組み作りと計画的な配分について適正に取組みが行われているこ

とを確認した。 
○ 課題として、予算配分調査に際し収拾がつかなくなりヒアリング等事前の審査ができなかっ

たことがあげられており、これについては、今回の事例を踏まえ、適切な予算配分の審議が

できる仕組みの構築が望まれる。 
○ 教育･研究プロジェクト経費および若手教員教育･研究プロジェクト経費については、予算が

どこに配分されたかを公表するのが望ましい。また、プロジェクトの報告書のような冊子を
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作り外部に配布すれば本校の PR にもつながると考えられる。以前行っていたように、実施

プロジェクトの報告を教員会議で行うことにより、学内に公表することも考えられる。 
 

◇ 施設環境マネジメント委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(5) 学生支援・生活支援 
○ 実習工場の整備、図書館へのグループ学習室の設置、発達障がい学生に対する支援施設の設

置について、適正に取り組みが行われていることを確認した。 
 
◇ 教育研究支援室 
Ⅰ 教育に関する事項 

(5) 学生支援･生活支援等 
○ デザイン教育等の推進のための実習工場の整備･充実について、最新の設備導入などの実績を

確認した。 
 

(6) 教育環境の整備･活用 
○ 施設マネジメントの充実、教育用設備の更新、施設の改修と整備、情報基盤の整備について、

適正に取り組みが行われていることを確認した。 
○ 教育環境の充実の計画的な推進については、IT センター支援業務担当者が情報系を専門とす

る 3 名の職員体制になったことで、授業を担当する教員や学生へのサポートが充実した。ま

た、全国共通教務システムの導入に関する研修などにも専門の職員が参加して対応できるよ

うになり、これまでの情報系教員の負担が軽減される効果が上がっていると考えられる。 
○ 教育研究支援室の組織の充実および職員の技能向上において、課題に挙げられている専門知

識を持った職員が不足しているという点については、先を見て現在の技術職員を養成するこ

とが必要である。また、今年度補正予算で多くの機器が導入されているが、新しい機器に対

応できるようにオペレーターとしての養成がなされると広く他学科の使用が可能となり、機

器の有効な活用につながると考えられる。 
 
◇ 安全衛生委員会 
Ⅰ 教育に関する事項 

(6) 教育環境の整備･活用 
○ 安全衛生管理のための講習会の実施について、適正に取り組みが行われていることを確認し

た。 
 
 
 
 
◇ 機械工学科 

Ⅰ 教育に関する事項、Ⅱ 研究に関する事項、Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項について、

それぞれ適正に取り組みが行われていることを確認した。 
 

Ⅰ 教育に関する事項 
(2) 教育課程の編成等 
○ 報告にあげられている長期インターンシップの受け入れ企業の開拓については、コーディネ

ーターが中心になり行われているが、現在実施している 2 学科に加え、来年度は機械工学科

が導入し、27 年の改組後は全学科が実施する予定になっている。そのため、学校全体で受け
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入れ企業を増やす体制を整えることが必要である。また学科が独自に開拓した受け入れ企業

をどのように扱うのかなど、運営上発生する問題を検討し対応する、学校としてのシステム

の構築も必要であると考えられる。 
 

(6) 教育環境の整備･活用 
○ 報告されている安全教育については、機械工学科と制御情報工学科が工作機械使用に対して

安全講習を行っており、その他にも、卒業研究やロボコンなどの課外活動で工作機械を使用

する学生を対象に安全講習会を実施し、他学科の学生も工作機械を活用できるようになって

いる。今後、全学科がものづくりセンターを有効に利用できるようにするために、さらに全

学科を対象にした安全講習を実施することが望まれる。 
 
◇ 電気電子工学科 

Ⅰ 教育に関する事項、Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項について、それぞれ適正に取り組

みが行われていることを確認した。 
 

Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 
○ 理科教育支援事業の推進に関して、課題として報告されている北九州市教育委員会との連携

が十分ではないことについては、中学校の理科、技術の先生の研修会を本校で実施すること

により、本校の宣伝にも効果があり、連携も深まるものと考えられる。この場合、通常の公

開講座だと受講料を徴収しなければならないため、無料で実施する方法を工夫する必要があ

る。市教育委員会との連携による開催であれば、教育委員会が主催し、教員を派遣する形と

なり、受講料の負担もなく、中学校の先生も受講しやすくなると考えられる。これらについ

ては、学校全体として取り組む方向で考える必要がある。 
 
◇ 電子制御工学科 

Ⅰ 教育に関する事項、Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項、Ⅳ 管理運営に関する事項につ

いて、それぞれ適正に取り組みが行われていることを確認した。 
Ⅰ 教育に関する事項において 

(1) 入学者の確保 
○ オープンキャンパスについて、夏は実行委員会、秋は教務委員会と主体となる委員会が違っ

ている点を是正して 1 本化する方が、効果があがると考えられる。また、総合科学科がかか

わる部分が少ないので、実施方法をさらに工夫する必要があると考えられる。 
Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 

○ 学生の海外への派遣に関して、課題として報告されている海外への長期工場見学旅行実施に

向けて保護者から賛同が得られなかったことについては、海外渡航における経費の問題と安

全性の問題が考えられる。保護者には、海外で何かあった時の学校の対応の説明が必要であ

る。また、現在実施している制御情報工学科では経費を 10 万円以内に抑えるように計画し

ていることも参考になると考えられる。以上を踏まえ、次年度は、保護者の理解を得るため

に十分な説明を行い、実現に向けて進めていくことが望ましい。また、学校としての危機管

理の体制を整備することも必要であると考えられる。 
 
◇ 制御情報工学科 

Ⅰ 教育に関する事項、Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項について、それぞれ適正に取り組

みが行われていることを確認した。 
 

Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 
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○ 公開講座の｢ペットボトルロケット｣を小学校への出前授業として実施し、学生を連れて行く

ことは、小学生だけでなく、学生達にも良い刺激となり効果が見られる。他学科にはない取

り組みであり、他学科でもこのような取り組みが望まれる。 
 
◇ 物質化学工学科 

Ⅰ 教育に関する事項、Ⅱ 研究に関する事項、Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項について、

それぞれ適正に取り組みが行われていることを確認した。 
 
◇ 総合科学科 

Ⅰ 教育に関する事項の記載されている項目について、それぞれ適正に取り組みが行われているこ

とを確認した。 
○ 今回提出された内容は総合科学科文系の取組みであり、総合科学科理系の取り組みの報告が

されていない。次回から、総合科学科全体の取り組みを示すことが必要である。 
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◇ 学校として今後検討すべき事項 

各委員会･組織の点検評価結果において、学校全体で検討すべきと考えられる事項を以下にまとめる。 

 

Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保 

○ 入学者の確保に関連して、10月の新聞各紙に大学等の就職内定率が掲載されたが、高専の内定

率が掲載されたのは一紙のみであり、高専の内定率は PR にもなることから、全紙に掲載され

るよう機構に働きかけることが望まれる。 

 

(2) 教育課程の編成等 

○ 報告にあげられている長期インターンシップの受け入れ企業の開拓については、コーディネー

ターが中心になり行われているが、現在実施している 2学科に加え、来年度は機械工学科が導

入し、27 年の改組後は全学科が実施する予定になっている。そのため、学校全体で受け入れ企

業を増やす体制を整えることが必要である。また学科が独自に開拓した受け入れ企業をどのよ

うに扱うのかなど、運営上発生する問題を検討し対応する、学校としてのシステムの構築も必

要であると考えられる。 

 

(3) 優れた教員の確保 

○ 女性教員確保のための環境整備については、具体的に検討する委員会等を明確にし、整備を進

める必要があると考えられる。 

 

(6) 教育環境の整備･活用 

○ 現在、本校では国際交流を推進しており、外国からの訪問者が多くなっている。また、図書館

については外部からの利用者もある。これらの状況に対して、本校のトイレ設備は洋式トイレ

が少なく、これらの訪問者への対応ができていないと考えられる。これは学校として早急に解

決すべき課題であると考えられる。 

一般的な設備の要望は予算委員会にあげられるが、学校として特に重要なものについては、必

要であればその状況に応じて主事会議や運営委員会にあげられ学校として認識され、対応でき

るようなシステムも必要である。 

○ 安全教育について、機械工学科と制御情報工学科が工作機械使用に対して安全講習を行ってお

り、その他にも、卒業研究やロボコンなどの課外活動で工作機械を使用する学生を対象に安全

講習会を実施し、他学科の学生も工作機械を活用できるようになっている。今後、全学科がも

のづくりセンターを有効に利用できるようにするために、さらに全学科を対象にした安全講習

を実施することが望まれる。 

 

Ⅲ 社会との連携･国際交流に関する事項 

○ シンガポールのポリテクとの国際交流について、学生寮委員会から寝具･生活用品の準備が不足

していることが課題として報告されているが、短期留学生の受け入れが、恒常的な制度となっ

てきていることもあり、学生寮委員会だけでなく、学校として取り組みの検討が必要である。 

○ 韓国全北大学等海外への学生派遣については、今後訪問先が増えた場合予算に限度があり、プ

ロジェクトや訪問先を整理して費用を割り振るなど、経費の負担について学内で検討すること

も必要である。 

○ 理科教育支援事業の推進に関して、課題として報告されている北九州市教育委員会との連携が
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十分ではないことについては、中学校の理科、技術の先生の研修会を本校で実施することによ

り、本校の宣伝にも効果があり、連携も深まるものと考えられる。この場合、通常の公開講座

だと受講料を徴収しなければならないため、無料で実施する方法を工夫する必要がある。市教

育委員会との連携による開催であれば、教育委員会が主催し、教員を派遣する形となり、受講

料の負担もなく、中学校の先生も受講しやすくなると考えられる。これらについては、学校全

体として取り組む方向で考える必要がある。 

○ 学生の海外への派遣に関して、保護者には、海外で何かあった時の学校の対応の説明が必要で

ある。学校としての危機管理の体制を整備することも必要であると考えられる。 

 

Ⅳ 管理運営に関する事項 

○ 本校ではこれまで障がい者の雇用については検討されておらず採用実績もない。現在は障がい

者雇用が義務化されており、早急に学校で対応する必要がある。 
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表
 1

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

　
　

平
成

2
4
年

度
実

績
報

告
の

評
価

結
果

１
　

教
育

に
関

す
る

事
項

（
１

）
入

学
者

の
確

保
　

　
　

（
学

生
募

集
活

動
、

女
子

学
生

確
保

、
入

試
方

法
の

改
善

　
等

）

①
中

学
校

教
員

や
学

習
塾

講
師

を
対

象
に

し
た

入
試

説
明

会
、

中
学

校
訪

問
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
、

近
隣

高
専

と
の

合
同

入
試

説
明

会
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

○
北

九
州

市
内

外
の

中
学

校
教

員
な

ら
び

に
塾

講
師

を
対

象
に

、
入

試
説

明
会

を
開

催
し

、
入

試
選

抜
方

法
、

合
格

ラ
イ

ン
の

決
め

方
な

ど
を

公
表

し
た

。
○

中
学

校
訪

問
、

中
学

校
説

明
会

等
で

中
学

校
へ

出
向

き
本

校
の

Ｐ
Ｒ

を
行

っ
た

。
○

宇
部

高
専

と
の

合
同

入
試

説
明

会
を

下
関

市
で

実
施

し
た

。
○

福
岡

県
内

国
立

3
高

専
に

よ
る

合
同

入
試

説
明

会
を

実
施

し
た

。
○

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
も

、
夏

・
秋

の
２

度
メ

ニ
ュ

ー
を

変
え

て
実

施
し

た
。

夏
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
模

擬
授

業
テ

ー
マ

を
増

や
す

等
の

試
み

を
し

て
参

加
者

増
加

に
つ

な
が

っ
た

。
○

２
度

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
に

、
保

護
者

対
象

の
学

校
説

明
・
入

試
説

明
を

行
っ

た
。

○
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
に

、
本

校
女

子
学

生
に

よ
る

女
子

中
学

生
・
保

護
者

へ
の

質
問

会
を

行
っ

た
。

○
北

九
州

市
が

主
催

す
る

小
学

生
や

中
学

生
を

対
象

と
し

た
催

し
も

の
に

も
協

力
し

た
。

○
高

専
祭

時
に

、
保

護
者

対
象

の
学

校
説

明
・
入

試
説

明
を

行
っ

た
。

概
ね

計
画

ど
お

り
に

実
施

さ
れ

た
。

②
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

、
出

前
授

業
や

公
開

講
座

の
内

容
見

直
し

な
ど

、
志

願
者

確
保

に
向

け
た

継
続

的
な

取
組

み
を

行
う

。

○
夏

の
公

開
講

座
で

は
、

中
学

生
ば

か
り

で
な

く
小

学
生

を
も

対
象

と
し

た
講

座
を

開
講

し
、

近
隣

の
小

学
校

に
直

接
出

向
い

て
チ

ラ
シ

を
配

布
し

た
。

○
夏

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

「
高

専
の

授
業

体
験

」
、

秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
「
在

校
生

に
よ

る
高

専
紹

介
・
質

問
コ

ー
ナ

ー
」
と

目
先

を
変

え
て

実
施

し
た

。
○

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
時

に
、

寮
生

会
役

員
に

よ
る

寮
の

紹
介

を
行

っ
た

。
○

中
学

生
を

対
象

と
し

た
出

前
授

業
を

実
施

し
、

志
願

者
の

確
保

を
図

っ
た

。

公
開

講
座

に
つ

い
て

の
テ

ー
マ

、
実

施
時

期
等

の
検

討
等

の
取

組
み

に
つ

い
て

複
数

の
委

員
か

ら
説

明
が

あ
り

、
計

画
ど

お
り

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

③
ポ

ス
タ

ー
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、
マ

ス
コ

ミ
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
活

用
し

て
、

広
報

活
動

の
強

化
を

図
る

。
ま

た
、

近
隣

住
民

へ
の

ア
ピ

ー
ル

を
兼

ね
、

地
域

と
の

結
び

つ
き

、
学

生
が

参
加

す
る

行
事

、
学

生
の

表
彰

な
ど

を
グ

ラ
ウ

ン
ド

外
側

の
掲

示
板

等
に

掲
示

す
る

。

○
ポ

ス
タ

ー
、

チ
ラ

シ
、

マ
ス

コ
ミ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

十
分

に
活

用
し

た
。

○
グ

ラ
ン

ド
側

の
掲

示
板

を
利

用
し

て
、

本
校

学
生

・
近

隣
住

民
に

対
し

て
、

学
生

の
表

彰
、

学
校

行
事

の
案

内
ポ

ス
タ

ー
な

ど
を

そ
の

都
度

作
成

し
、

掲
示

し
た

。
○

本
年

度
は

、
各

ク
ラ

ブ
や

研
究

室
へ

の
新

聞
社

や
テ

レ
ビ

関
係

か
ら

の
取

材
が

例
年

よ
り

多
く
、

高
専

祭
で

は
、

「
ニ

コ
ニ

コ
動

画
」
が

高
専

祭
の

様
子

を
生

中
継

し
た

。
○

学
生

寮
を

紹
介

す
る

チ
ラ

シ
を

作
成

し
、

夏
・
秋

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

の
来

校
者

に
配

布
し

た
。

具
体

的
な

事
例

が
挙

げ
ら

れ
て

は
い

な
い

部
分

は
あ

る
が

、
概

ね
計

画
ど

お
り

に
実

施
さ

れ
た

。

④
女

子
中

学
生

向
け

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

利
用

し
、

女
子

学
生

の
志

願
者

確
保

に
向

け
た

継
続

的
取

組
み

を
行

う
。

ま
た

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
に

、
高

専
女

子
学

生
と

女
子

中
学

生
と

の
懇

談
会

の
開

催
を

企
画

す
る

。

○
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
に

、
女

子
中

学
生

と
そ

の
保

護
者

を
対

象
と

し
て

、
「
女

子
生

徒
限

定
の

相
談

コ
ー

ナ
ー

」
を

設
け

、
女

子
学

生
の

存
在

を
ア

ピ
ー

ル
し

た
。

○
出

前
授

業
に

女
子

学
生

を
動

員
し

、
受

講
生

に
対

応
し

た
。

○
機

構
作

成
の

女
子

中
学

生
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（
キ

ラ
キ

ラ
高

専
ガ

ー
ル

ズ
）
を

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
・
高

専
祭

な
ど

、
中

学
生

や
保

護
者

が
来

校
す

る
と

き
に

配
布

し
た

。

女
子

中
学

生
と

の
懇

談
会

を
は

じ
め

、
実

施
さ

れ
た

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。

⑤
遠

隔
地

か
ら

の
女

子
学

生
志

願
者

確
保

の
た

め
、

学
生

寮
の

改
修

を
検

討
し

、
女

子
寮

の
定

員
増

、
設

備
改

善
を

図
る

。
○

女
子

寮
の

改
修

、
定

員
増

を
視

野
に

入
れ

て
、

他
高

専
の

女
子

寮
の

視
察

、
女

子
寮

生
へ

の
要

望
事

項
の

聴
取

を
行

っ
た

。
生

活
環

境
改

善
の

改
修

は
必

要
で

あ
る

が
、

女
子

寮
生

は
減

少
傾

向
が

あ
る

の
で

、
現

状
を

見
据

え
た

計
画

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

⑥
女

子
学

生
の

卒
業

後
の

活
躍

の
場

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
○

女
子

学
生

の
確

保
に

つ
い

て
は

、
出

口
の

確
保

を
検

討
中

で
あ

り
、

卒
業

後
の

活
躍

・
大

学
編

入
・
大

学
院

進
学

を
視

野
に

入
れ

な
が

ら
中

学
校

側
に

Ｐ
Ｒ

活
動

を
し

て
い

る
。

○
地

元
企

業
の

中
に

は
、

女
子

学
生

を
優

先
採

用
し

て
い

る
企

業
も

あ
る

。

女
子

社
員

の
受

入
の

た
め

、
新

た
に

社
内

改
修

を
す

る
事

例
も

あ
り

、
女

子
学

生
に

つ
い

て
も

っ
と

Ｐ
Ｒ

し
、

受
入

企
業

の
開

拓
を

継
続

し
て

取
組

む
必

要
が

あ
る

。

⑦
入

学
志

願
者

に
関

わ
る

調
査

、
入

試
選

抜
方

法
に

関
わ

る
成

績
デ

ー
タ

等
の

分
析

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
検

討
を

行
う

。

○
平

成
2
3
年

度
か

ら
継

続
し

て
本

校
非

常
勤

講
師

が
「
入

試
成

績
分

析
ツ

ー
ル

」
を

作
成

・
改

善
し

て
お

り
、

入
試

W
G

で
こ

の
分

析
結

果
に

基
づ

き
検

討
中

で
あ

る
。

○
入

試
W

G
に

て
、

推
薦

入
学

者
の

試
験

結
果

と
入

学
後

の
追

跡
調

査
を

行
い

、
選

抜
方

法
の

検
証

を
行

っ
て

い
る

。

◇
入

試
成

績
の

分
析

結
果

に
つ

い
て

教
員

へ
の

公
開

が
望

ま
れ

る
の

で
、

学
内

で
周

知
で

き
る

方
法

を
検

討
し

、
工

夫
 
 
す

る
。

◇
実

績
報

告
の

文
言

中
、

「
本

校
非

常
勤

講
師

が
ツ

ー
ル

を
作

成
し

た
」

と
の

表
現

は
改

め
た

方
が

良
い

。

⑧
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

と
入

試
選

抜
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
入

試
委

員
会

に
お

い
て

、
推

薦
入

試
要

領
（
実

施
項

目
と

評
価

基
準

な
ど

）
を

継
続

的
に

検
討

し
て

い
る

。
○

入
試

の
専

門
委

員
会

に
お

い
て

、
願

書
に

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

該
当

す
る

表
記

が
あ

る
か

を
確

認
し

た
。

○
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
お

い
て

検
討

し
、

結
論

が
報

告
さ

れ
た

。

検
討

さ
れ

て
い

る
が

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

が
教

職
員

全
体

に
周

知
が

さ
れ

て
い

る
か

検
討

の
余

地
が

あ
る

。

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

入
試

委
員

会
、

学
生

寮
委

員
会

：
学

生
課

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告
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表
 1

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

等
　

　
　

（
学

科
再

編
、

大
括

り
化

・
コ

ー
ス

制
の

導
入

、
専

攻
科

の
充

実
　

等
）

①
専

攻
科

に
お

け
る

地
域

企
業

等
と

の
共

同
教

育
を

推
進

す
る

。

○
以

前
か

ら
継

続
し

て
い

る
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
（
専

攻
科

特
論

II
, 
II
I）

の
他

、
高

専
機

構
「
企

業
技

術
者

等
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

よ
る

産
学

連
携

共
同

教
育

の
採

択
を

受
け

、
専

攻
科

で
の

「
低

炭
素

化
技

術
特

論
（
専

攻
科

特
論

Ⅳ
）
」
を

行
っ

た
。

○
地

元
企

業
・
他

大
学

・
市

と
の

連
携

に
よ

る
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

と
連

携
し

た
プ

ロ
技

術
者

の
育

成
講

座
を

継
続

開
催

し
た

。

概
ね

報
告

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

②
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

点
検

整
備

や
地

域
企

業
と

の
産

学
共

同
教

育
を

推
進

す
る

。

○
専

攻
科

に
お

け
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

実
施

時
期

に
つ

い
て

、
１

年
次

前
期

の
み

か
ら

２
年

次
ま

で
に

拡
大

し
た

。
○

平
成

2
4
年

度
の

各
学

科
お

よ
び

学
校

を
通

し
た

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

は
、

受
入

れ
企

業
数

1
1
9
社

・
受

入
れ

学
生

数
1
5
3
名

の
実

績
で

あ
っ

た
。

○
平

成
2
4
年

度
の

北
九

州
活

性
化

協
議

会
（
Ｋ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
）
・
産

業
人

材
育

成
フ

ォ
ー

ラ
ム

と
連

携
し

た
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
は

、
受

入
れ

企
業

数
4
5
社

・
受

入
れ

学
生

数
2
6
人

の
実

績
で

あ
っ

た
。

○
本

校
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
り

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

向
け

た
心

構
え

の
指

導
な

ど
の

取
組

み
を

行
っ

た
。

○
平

成
2
4
年

度
の

長
期

学
外

実
習

（
後

学
期

の
特

定
曜

日
×

1
5
回

を
実

施
す

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
）
は

、
受

入
れ

企
業

7
社

・
受

入
れ

学
生

1
0
人

の
実

績
で

あ
っ

た
。

○
地

元
企

業
・
市

と
の

連
携

に
よ

る
、

プ
ラ

ン
ト

設
計

技
術

者
教

育
な

ら
び

に
環

境
教

育
を

継
続

実
施

し
た

。

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

は
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
活

用
も

あ
り

、
計

画
ど

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

③
近

隣
大

学
と

の
連

携
に

つ
い

て
の

調
査

・
検

討
を

継
続

し
て

行
う

。
○

福
岡

県
大

学
等

就
職

問
題

連
絡

協
議

会
お

よ
び

福
岡

県
大

学
等

就
職

促
進

連
絡

会
に

出
席

し
、

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
○

近
隣

大
学

の
協

力
に

よ
る

「
本

校
留

学
生

へ
の

日
本

語
教

育
」
を

継
続

実
施

し
た

。

近
隣

大
学

へ
の

連
携

は
、

検
討

は
さ

れ
て

い
る

が
、

進
ん

で
い

な
い

状
況

で
あ

る
の

で
、

も
っ

と
進

め
る

努
力

が
必

要
で

あ
る

。

④
産

業
界

の
人

材
需

要
や

学
生

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
本

科
の

学
科

再
編

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
本

科
お

よ
び

専
攻

科
の

高
度

化
・
再

編
を

集
中

的
に

検
討

す
る

W
G

を
組

織
し

、
本

科
の

教
育

課
程

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
な

ど
の

検
討

を
各

学
科

・
全

学
的

視
点

か
ら

継
続

的
に

実
施

し
て

い
る

。
○

教
務

委
員

会
と

連
携

し
、

本
科

の
在

り
方

・
高

度
化

・
融

合
教

育
・
名

称
な

ど
、

平
成

2
7
年

度
の

改
組

を
目

指
し

て
検

討
し

て
い

る
。

学
科

再
編

に
つ

い
て

は
、

検
討

が
十

分
さ

れ
て

い
る

。

⑤
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
適

用
に

向
け

た
検

討
を

開
始

す
る

。

○
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
試

案
）
へ

の
対

応
は

高
専

教
育

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

に
複

数
の

教
員

を
派

遣
す

る
と

と
も

に
、

教
務

委
員

会
を

通
じ

て
各

学
科

で
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
対

応
体

制
確

立
の

た
め

教
務

委
員

会
に

W
G

を
設

立
し

、
全

教
員

へ
の

調
査

・
分

析
な

ら
び

に
現

在
の

教
育

課
程

と
の

整
合

性
と

独
自

性
を

検
証

す
る

た
め

の
環

境
整

備
中

で
あ

る
。

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
各

学
科

で
の

検
討

を
終

え
、

高
知

高
専

の
案

を
検

討
す

る
た

め
の

勉
強

会
が

教
務

委
員

会
の

中
で

立
ち

上
が

っ
て

い
る

。
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
高

度
化

再
編

に
ど

う
反

映
さ

せ
る

の
か

の
検

討
も

行
わ

れ
て

い
る

。

⑥
共

通
分

野
科

目
に

関
す

る
学

科
間

の
協

力
体

制
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

検
討

を
通

し
て

体
制

構
築

を
図

る
。

○
共

通
分

野
に

お
け

る
学

科
間

の
意

見
交

換
は

継
続

し
て

実
施

し
て

お
り

、
共

通
分

野
の

教
育

に
対

す
る

認
識

を
共

有
し

て
い

る
。

○
複

数
学

科
に

存
在

す
る

類
似

科
目

に
つ

い
て

、
平

成
2
3
年

度
か

ら
継

続
し

て
担

当
教

員
で

協
力

し
た

授
業

を
実

施
し

て
い

る
。

○
学

習
到

達
度

試
験

の
結

果
等

は
各

学
科

選
出

メ
ン

バ
ー

と
数

学
、

物
理

担
当

教
員

が
参

加
す

る
科

目
間

連
絡

会
議

で
協

議
さ

れ
、

教
務

委
員

会
に

報
告

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
試

験
結

果
は

数
学

・
物

理
担

当
教

員
が

協
議

の
上

で
教

員
会

議
で

報
告

さ
れ

る
と

と
も

に
、

教
育

の
改

善
材

料
と

し
て

各
担

当
毎

に
活

用
さ

れ
て

い
る

。

改
組

Ｗ
Ｇ

に
お

い
て

、
こ

れ
に

つ
い

て
も

検
討

さ
れ

て
い

る
。

⑦
P

B
L
手

法
を

取
り

入
れ

た
「
創

造
性

教
育

」
の

充
実

に
向

け
た

検
討

を
行

う
。

○
学

生
の

想
像

力
育

成
の

た
め

、
レ

ゴ
ロ

ボ
ッ

ト
を

用
い

た
P

B
L
の

授
業

を
行

い
、

学
生

も
興

味
を

持
っ

て
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、

本
科

・
専

攻
科

に
お

け
る

創
造

性
教

育
の

充
実

に
向

け
て

、
継

続
し

た
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

Ｐ
Ｂ

Ｌ
に

つ
い

て
は

、
一

部
の

学
科

で
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

全
学

的
に

取
組

む
必

要
が

あ
る

。

教
務

委
員

会
、

専
攻

科
委

員
会

、
厚

生
補

導
委

員
会

：
学

生
課
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表
 1

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告

⑧
本

科
に

お
い

て
、

学
生

が
多

様
に

学
習

や
課

外
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

た
め

の
検

討
を

行
う

。

○
「
H

2
4
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

全
国

高
専

キ
ャ

ラ
バ

ン
」
へ

参
加

し
た

。
○

「
W

in
do

w
s8

を
使

っ
た

ア
プ

リ
開

発
コ

ン
テ

ス
ト

」
へ

の
学

生
参

加
の

た
め

、
開

発
環

境
整

備
を

実
施

し
た

。
○

「
Ｎ

Ｔ
Ｔ

ド
コ

モ
 ア

プ
リ

ア
ワ

ー
ド

2
0
1
2
」
に

電
子

制
御

工
学

科
5
年

生
4
3
名

が
応

募
し

、
2
名

が
受

賞
（
企

画
部

門
の

グ
ラ

ン
プ

リ
、

準
グ

ラ
ン

プ
リ

）
し

た
。

○
学

生
が

多
様

な
学

習
や

活
動

に
取

組
め

る
よ

う
に

、
学

校
で

の
授

業
が

平
均

し
て

７
時

限
（
1
6
:0

0
）
ま

で
に

終
わ

る
よ

う
な

時
間

割
編

成
に

努
め

て
い

る
。

○
外

部
コ

ー
チ

を
特

命
教

授
、

准
教

授
と

し
て

採
用

し
、

充
実

し
た

課
外

活
動

の
実

施
を

図
っ

た
。

＜
社

会
奉

仕
体

験
活

動
な

ど
＞

○
地

元
小

学
校

（
企

救
丘

小
、

志
井

小
）
で

開
催

さ
れ

た
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

マ
ナ

ー
キ

ッ
ズ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

主
催

の
「
マ

ナ
ー

キ
ッ

ズ
テ

ニ
ス

教
室

」
に

本
校

テ
ニ

ス
部

が
参

加
し

、
小

学
生

の
指

導
を

行
っ

た
。

○
プ

リ
ン

タ
ー

の
イ

ン
ク

容
器

が
ベ

ル
マ

ー
ク

の
高

い
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

こ
と

か
ら

学
内

の
使

用
済

み
イ

ン
ク

容
器

を
回

収
し

、
近

隣
の

小
学

校
へ

寄
付

し
た

。
○

学
生

会
学

生
に

よ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

（
地

域
の

ご
み

清
掃

、
川

の
清

掃
）

○
ロ

ボ
コ

ン
学

生
に

よ
る

地
域

の
幼

稚
園

、
小

学
校

、
市

民
セ

ン
タ

ー
等

で
の

ロ
ボ

ッ
ト

操
作

の
実

演
○

ブ
ラ

ス
バ

ン
ド

部
の

学
生

に
よ

る
地

域
老

人
ホ

ー
ム

へ
の

慰
問

◇
外

部
コ

ー
チ

の
採

用
の

実
績

報
告

は
、

具
体

的
な

人
数

等
を

入
れ

た
ほ

う
が

よ
い

。
◇

７
時

限
ま

で
に

終
わ

る
よ

う
な

時
間

割
編

成
に

つ
い

て
、

授
業

を
平

均
し

て
７

時
間

と
な

る
よ

う
学

科
で

検
討

し
、

時
間

割
編

成
等

に
取

入
れ

て
い

る
実

績
は

み
ら

れ
る

が
、

効
果

は
ど

う
な

の
か

は
っ

き
り

し
な

い
と

の
指

摘
が

あ
っ

た
。

こ
れ

に
関

し
て

、
空

き
時

間
の

設
定

に
よ

り
、

学
生

も
学

習
、

課
外

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
な

ど
の

意
見

が
出

さ
れ

た
。

ま
た

、
確

実
に

空
き

時
間

を
作

る
の

で
あ

れ
ば

、
特

定
曜

日
を

指
定

し
て

空
き

時
間

を
作

る
な

ど
、

他
の

方
法

も
考

え
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
の

意
見

が
出

さ
れ

た
。

◇
現

在
、

九
州

地
区

９
高

専
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

進
ん

で
お

り
、

連
携

等
を

考
え

る
と

夏
休

み
開

始
時

期
の

変
更

を
検

討
す

べ
き

で
は

な
い

か
と

の
意

見
が

だ
さ

れ
た

。
こ

れ
に

関
し

て
時

期
を

変
更

す
る

場
合

の
メ

リ
ッ

ト
◇

デ
メ

リ
ッ

ト
の

意
見

が
出

さ
れ

協
議

し
た

結
果

、
こ

の
件

に
関

し
て

は
学

校
全

体
で

協
議

が
行

わ
れ

て
お

り
、

継
続

し
て

検
討

を
進

め
て

い
く

よ
う

委
員

会
か

ら
提

言
す

る
こ

と
と

し
た

。
（

机
上

配
布

資
料

：
平

成
2
1
年

度
夏

季
休

業
日

◇
一

斉
休

業
日

一
覧

）
◇

実
績

報
告

の
ま

と
め

方
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

実
績

等
の

記
載

が
な

く
分

か
り

に
く

い
も

の
も

あ
る

た
め

ま
と

め
方

を
考

え
、

次
年

度
は

具
体

的
な

記
載

を
お

願
い

す
る

よ
う

に
す

る
。

⑩
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

た
単

位
互

換
に

つ
い

て
引

続
き

検
討

す
る

。
○

授
業

科
目

学
習

に
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

た
事

例
は

後
述

の
よ

う
に

多
数

あ
る

が
、

単
位

互
換

に
つ

い
て

は
引

続
き

検
討

す
る

。

高
専

I
T
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
現

状
と

実
態

を
確

認
し

、
単

位
互

換
の

検
討

が
ど

こ
ま

で
進

ん
で

い
る

の
か

を
含

め
、

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

中
期

計
画

、
年

度
計

画
に

載
せ

る
◇

載
せ

な
い

も
含

め
て

検
討

の
余

地
が

あ
る

。

⑪
技

術
者

と
し

て
必

要
と

な
る

英
語

力
の

伸
長

を
図

る
。

○
学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
の

ＩＴ
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

英
語

科
の

依
頼

を
受

け
発

音
解

析
・
評

価
ソ

フ
ト

G
lo

ba
lv

o
ic

e
C

al
lの

環
境

を
構

築
し

た
。

○
C

A
L
L
教

室
に

T
O

E
IC

な
ど

の
英

語
学

習
ソ

フ
ト

（
e
-
le

ar
n
in

g教
材

）
を

導
入

し
、

学
生

教
育

に
利

用
し

て
い

る
。

○
本

科
に

お
い

て
、

実
力

テ
ス

ト
に

T
O

E
IC

を
取

入
れ

て
い

る
。

○
専

攻
科

に
お

い
て

、
近

隣
大

学
の

外
国

人
講

師
の

協
力

を
得

て
専

門
分

野
の

英
語

授
業

（
専

攻
科

特
論

V
II
）
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。

⑫
本

校
に

お
け

る
、

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

き
た

T
O

E
IC

関
連

教
育

の
効

果
を

確
認

す
る

。
○

T
O

E
IC

関
連

の
授

業
・
テ

ス
ト

へ
の

利
用

は
多

数
あ

る
が

、
そ

の
教

育
効

果
の

確
認

に
つ

い
て

は
引

続
き

検
討

す
る

。

（
３

）
優

れ
た

教
員

の
確

保
　

　
　

（
採

用
方

針
、

女
性

教
員

採
用

、
他

機
関

と
の

交
流

、
Ｆ

Ｄ
　

等
）

①
優

れ
た

教
員

を
確

保
す

る
た

め
、

多
様

な
背

景
と

経
験

を
持

つ
者

の
採

用
を

図
る

。

○
教

員
採

用
に

当
た

っ
て

は
、

公
募

に
対

す
る

推
薦

委
員

会
で

の
慎

重
な

選
考

な
ら

び
に

資
格

審
査

委
員

会
で

の
審

査
を

経
て

、
実

績
・
経

験
を

有
す

る
優

れ
た

人
物

の
採

用
を

図
っ

て
い

る
。

○
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

教
員

選
考

規
則

第
４

条
「
教

員
の

選
考

に
お

い
て

は
、

男
女

共
同

参
画

社
会

基
本

法
（
平

成
１

１
年

法
律

第
７

８
号

）
の

精
神

を
尊

重
す

る
と

と
も

に
、

国
籍

、
障

害
等

に
よ

る
差

別
を

排
除

し
、

公
平

な
選

考
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
」
に

よ
り

公
平

な
選

考
を

行
っ

て
い

る
。

○
人

事
委

員
会

に
お

い
て

校
長

か
ら

、
教

員
公

募
要

領
作

成
時

に
学

科
長

へ
、

女
性

教
員

の
積

極
的

な
公

募
に

つ
い

て
検

討
を

依
頼

し
て

い
る

。
○

各
学

科
に

お
い

て
、

将
来

に
わ

た
る

女
性

教
員

の
採

用
計

画
を

検
討

し
た

。
○

平
成

2
5
年

度
採

用
教

員
６

名
（
う

ち
２

名
は

女
性

）
は

、
企

業
・
高

専
・
高

等
学

校
な

ら
び

に
大

学
教

員
の

経
験

の
あ

る
多

様
な

背
景

と
経

験
を

持
っ

た
者

で
あ

る
。

◇
中

期
計

画
の

と
お

り
、

企
業

等
の

経
験

者
が

6
0
％

を
下

回
る

こ
と

の
な

い
よ

う
採

用
が

進
め

ら
れ

て
お

り
、

多
様

な
教

員
の

採
用

実
績

が
上

が
っ

て
い

る
。

◇
昨

年
か

ら
、

校
長

が
採

用
面

接
に

加
わ

っ
て

い
る

こ
と

も
優

れ
た

教
員

確
保

の
取

組
み

と
考

え
ら

れ
る

。
◇

高
校

か
ら

の
教

員
採

用
は

難
し

い
状

況
に

な
っ

て
い

る
。

②
人

事
交

流
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

を
検

証
し

、
他

高
専

・
技

科
大

と
の

人
事

交
流

を
引

続
き

推
進

す
る

。

○
平

成
2
4
年

度
は

、
派

遣
２

名
・
受

入
れ

２
名

の
他

高
専

間
と

の
人

事
交

流
を

実
施

し
た

。
○

平
成

2
5
年

度
は

、
他

高
専

へ
派

遣
１

名
が

決
定

し
て

い
る

。
○

今
後

と
も

、
他

高
専

・
技

科
大

と
の

計
画

的
な

人
事

交
流

の
推

進
を

図
る

。

◇
人

事
交

流
を

シ
ス

テ
ム

化
し

た
こ

と
に

つ
い

て
具

体
的

に
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

◇
人

事
委

員
会

で
、

３
年

前
か

ら
実

施
し

て
い

る
学

科
の

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

定
め

た
内

規
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

に
な

っ
て

お
り

、
学

科
の

状
況

も
配

慮
し

た
効

果
的

な
方

法
を

検
討

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

○
本

科
及

び
専

攻
科

の
高

度
化

・
再

編
を

集
中

的
に

検
討

す
る

W
G

を
組

織
し

、
専

攻
科

の
教

育
課

程
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
な

ど
の

検
討

を
各

専
攻

・
全

学
的

視
点

か
ら

継
続

的
に

実
施

し
て

い
る

。
○

専
攻

科
委

員
会

と
連

携
し

、
専

攻
科

の
在

り
方

・
名

称
・
コ

ー
ス

制
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
定

員
・

入
試

要
領

な
ど

、
平

成
2
7
年

度
の

改
組

を
目

指
し

て
検

討
し

て
い

る
。

⑨
専

攻
科

に
お

け
る

教
育

組
織

と
教

育
内

容
の

改
善

に
つ

い
て

、
具

体
化

を
検

討
す

る
。

教
務

委
員

会
、

専
攻

科
委

員
会

、
厚

生
補

導
委

員
会

：
学

生
課

人
事

委
員

会
、

Ｆ
Ｄ

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：
総

務
課

改
組

に
向

け
て

、
検

討
が

行
わ

れ
て

い
る

。
そ

の
他

に
は

、
単

位
互

換
な

ど
も

あ
げ

ら
れ

る
。

◇
T
O
E
I
C
の

活
用

の
成

果
に

つ
い

て
は

、
確

認
す

る
時

期
に

来
て

い
る

。
教

育
効

果
の

解
析

結
果

を
明

ら
か

に
す

る
必

要
も

あ
る

。
◇

C
A
L
L
教

室
が

設
置

さ
れ

、
学

習
ソ

フ
ト

も
整

備
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

ら
の

成
果

や
教

育
の

活
用

に
つ

い
て

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
。

一
つ

の
方

法
と

し
て

学
生

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

う
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

◇
「

実
力

テ
ス

ト
に

T
O
E
I
C
を

取
り

入
れ

て
い

る
」

の
記

載
は

T
O
E
I
C
を

T
O
E
I
C
ブ

リ
ッ

ジ
に

変
更

す
る

。
◇

外
国

人
講

師
の

英
語

で
の

授
業

に
つ

い
て

、
導

入
の

効
果

を
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

に
よ

り
検

証
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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表
 1

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告

（
①

優
れ

た
教

員
を

確
保

す
る

た
め

、
多

様
な

背
景

と
経

験
を

持
つ

者
の

採
用

を
図

る
。

）
○

機
械

工
学

科
な

ら
び

に
物

質
化

学
工

学
科

の
平

成
2
5
年

度
採

用
教

員
は

、
博

士
学

位
を

有
す

る
企

業
経

験
者

を
採

用
し

た
。

③
教

員
へ

の
支

援
策

と
職

場
環

境
整

備
に

つ
い

て
、

引
続

き
努

め
る

。

○
教

員
の

人
員

配
置

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
2
年

度
に

定
員

を
固

定
化

せ
ず

学
科

の
状

況
な

ど
を

配
慮

し
な

が
ら

年
度

で
見

直
し

を
行

う
よ

う
に

制
度

化
し

、
平

成
2
4
年

度
も

こ
れ

に
即

し
て

実
施

し
た

。
○

安
全

衛
生

委
員

会
に

お
い

て
職

場
巡

視
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
委

員
会

に
報

告
し

、
そ

の
内

容
を

精
査

し
た

上
で

、
安

全
衛

生
上

必
要

な
棚

等
の

耐
震

対
策

な
ど

を
実

施
し

て
い

る
。

◇
女

性
教

員
へ

の
支

援
の

現
状

を
具

体
的

に
あ

げ
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

。
◇

女
性

教
員

へ
の

職
場

環
境

整
備

に
つ

い
て

、
育

児
休

業
時

に
非

常
勤

で
は

な
く

、
常

勤
講

師
と

し
て

措
置

で
き

る
よ

う
な

整
備

を
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

。
ま

た
、

こ
の

よ
う

な
事

項
を

ど
の

委
員

会
で

審
議

す
る

か
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

◇
安

全
衛

生
委

員
会

に
関

す
る

実
績

報
告

は
こ

の
項

目
の

実
績

報
告

に
は

該
当

し
な

い
。

④
教

員
顕

彰
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。
○

平
成

2
4
年

度
教

員
顕

彰
（
一

般
部

門
）
に

候
補

者
を

推
薦

し
た

と
こ

ろ
、

「
理

事
長

表
彰

」
に

決
定

し
平

成
2
5
年

度
全

国
高

専
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
て

表
彰

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

○
引

続
き

、
教

員
へ

の
顕

彰
と

し
て

北
九

州
高

専
功

労
者

表
彰

の
実

施
を

予
定

し
て

い
る

。
記

載
の

と
お

り
実

績
が

あ
る

。

⑤
Ｆ

Ｄ
活

動
を

総
括

し
、

教
員

の
資

質
向

上
を

目
的

と
し

た
講

演
会

・
研

修
会

を
開

催
し

、
外

部
へ

の
計

画
的

派
遣

を
行

う
。

○
F
D

委
員

会
で

平
成

2
3
年

度
の

F
D

活
動

を
総

括
し

、
平

成
2
4
年

度
の

F
D

講
演

会
・
講

習
会

な
ど

を
策

定
し

、
計

画
的

に
実

施
し

た
。

○
教

員
研

究
集

会
な

ど
、

外
部

で
実

施
さ

れ
る

研
修

会
・
研

究
会

に
多

数
の

教
員

を
計

画
的

に
派

遣
し

た
。

○
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
の

一
環

と
し

て
、

平
成

2
4
年

度
は

福
岡

県
教

育
セ

ン
タ

ー
主

催
の

専
門

研
修

に
３

名
が

受
講

し
、

専
門

研
修

１
テ

ー
マ

を
本

校
教

員
が

担
当

し
た

。
○

北
九

州
地

域
で

開
催

さ
れ

て
い

る
人

権
教

育
に

関
す

る
研

修
会

、
協

議
会

に
定

期
的

に
参

加
し

た
。

○
日

本
学

生
支

援
機

構
が

実
施

す
る

研
修

を
積

極
的

に
受

講
し

た
。

○
高

専
機

構
主

催
の

教
員

企
業

研
修

に
１

名
を

推
薦

し
た

。

◇
講

演
会

◇
研

修
の

情
報

を
共

有
す

る
方

法
を

考
え

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
◇

研
修

の
効

果
を

学
内

で
共

有
す

る
た

め
に

、
外

部
の

研
修

に
参

加
し

た
場

合
は

、
学

内
で

報
告

の
場

を
設

け
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

◇
報

告
会

の
他

に
、

議
事

録
や

開
催

資
料

な
ど

を
共

有
フ

ォ
ル

ダ
に

挙
げ

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

◇
外

部
研

修
の

報
告

会
を

F
D
講

演
会

の
一

つ
に

し
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
。

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

・
改

善
　

　
　

（
自

己
点

検
、

Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ

Ｅ
認

定
、

共
同

教
育

、
企

業
人

材
の

活
用

　
等

）

①
J
A

B
E
E
対

応
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
点

検
・
改

善
を

継
続

し
て

行
う

。

○
平

成
2
2
年

度
に

継
続

認
定

さ
れ

た
J
A

B
E
E
対

応
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
平

成
2
4
年

度
も

引
続

き
J
A

B
E
E
委

員
会

が
中

心
と

な
り

本
校

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

点
検

を
行

い
、

教
育

目
標

周
知

の
向

上
に

取
組

み
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

養
成

す
る

人
物

像
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

年
度

計
画

と
し

て
こ

こ
で

は
J
A
B
E
E
関

連
の

み
挙

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

中
期

計
画

に
は

教
育

の
質

の
向

上
と

教
育

の
質

の
保

証
を

図
る

と
あ

り
、

年
度

計
画

に
は

J
A
B
E
E
だ

け
で

な
く

、
授

業
見

学
、

公
開

授
業

実
施

な
ど

教
務

委
員

会
ほ

か
の

取
組

み
に

つ
い

て
も

あ
げ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

②
企

業
お

よ
び

卒
業

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
ま

と
め

、
学

内
報

告
す

る
。

○
J
A

B
E
E
・
認

証
評

価
委

員
会

が
企

業
お

よ
び

卒
業

生
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
集

計
し

て
委

員
会

で
検

討
し

た
。

ま
た

、
集

計
お

よ
び

検
討

結
果

を
取

り
ま

と
め

、
平

成
2
5
年

度
第

１
回

教
員

会
議

で
報

告
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
教

務
委

員
会

等
と

連
携

し
て

検
討

し
、

よ
り

効
果

的
な

活
用

を
考

え
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

③
本

科
卒

業
時

、
専

攻
科

修
了

時
の

達
成

度
ア

ン
ケ

ー
ト

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

○
F
D

専
門

部
会

に
お

い
て

平
成

2
4
年

度
も

本
科

卒
業

時
お

よ
び

専
攻

科
修

了
時

の
達

成
度

ア
ン

ケ
ー

ト
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
ま

た
、

集
計

お
よ

び
検

討
結

果
を

取
り

ま
と

め
、

平
成

2
5
年

度
第

1
回

教
員

会
議

で
報

告
し

た
。

④
引

続
き

在
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

を
計

画
的

に
実

施
し

て
、

教
員

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

○
F
D

専
門

部
会

が
計

画
す

る
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

を
毎

年
実

施
し

て
お

り
、

授
業

中
に

学
生

へ
の

要
望

・
教

員
側

の
要

望
を

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

し
、

実
行

で
き

る
部

分
は

直
ち

に
授

業
に

反
映

で
き

る
よ

う
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
っ

て
い

る
。

○
授

業
担

当
教

員
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

項
目

に
あ

る
「
学

生
の

授
業

取
組

み
自

己
評

価
」
な

ら
び

に
「
学

生
に

よ
る

教
員

の
授

業
評

価
」
の

集
計

結
果

を
確

認
後

、
感

想
や

次
年

度
に

向
け

た
改

善
な

ど
を

記
述

す
る

こ
と

で
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

図
っ

て
い

る
。

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
で

、
担

当
教

員
が

学
生

の
意

見
を

確
認

し
、

次
の

授
業

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

の
取

組
や

改
善

事
例

を
公

表
す

る
こ

と
は

行
わ

れ
て

い
る

が
、

新
し

い
教

員
を

育
て

る
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

活
用

や
授

業
見

学
で

の
指

導
等

の
方

策
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。

⑤
自

己
点

検
・
自

己
評

価
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。
○

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

り
、

継
続

し
た

学
内

活
動

・
運

営
な

ど
の

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

５
年

間
（
平

成
2
0
～

2
4
年

度
）
の

自
己

評
価

の
ま

と
め

を
作

成
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

⑥
運

営
協

議
会

を
実

施
し

、
学

校
活

動
等

の
諮

問
を

受
け

る
。

○
平

成
2
4
年

度
は

運
営

協
議

会
を

実
施

し
、

本
校

の
教

育
理

念
と

中
期

目
標

と
の

関
係

と
教

育
内

容
の

整
合

性
、

管
理

運
営

体
制

、
研

究
目

的
と

支
援

お
よ

び
連

携
体

制
に

つ
い

て
諮

問
を

受
け

た
。

運
営

協
議

会
で

指
摘

さ
れ

た
提

言
に

対
し

、
ど

の
よ

う
に

対
応

し
た

か
を

確
認

し
、

新
し

い
シ

ス
テ

ム
で

の
点

検
の

流
れ

（
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
）

が
う

ま
く

い
っ

て
い

る
か

確
認

の
必

要
が

あ
る

。

J
A

B
E
E
委

員
会

、
Ｆ

Ｄ
委

員
会

、
自

己
点

検
・

自
己

評
価

委
員

会
：

総
務

課
学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
入

試
委

員
会

：
学

生
課 地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

：
総

務
課

人
事

委
員

会
、

Ｆ
Ｄ

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：
総

務
課
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表
 1

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告

⑦
企

業
人

材
を

活
用

し
た

教
育

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
高

専
機

構
「
企

業
技

術
者

等
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

よ
る

２
件

の
産

学
連

携
共

同
教

育
の

採
択

を
受

け
、

専
攻

科
で

の
「
未

来
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

」
な

ら
び

に
本

科
で

の
「
プ

ラ
ン

ト
設

計
技

術
教

育
な

ら
び

に
環

境
教

育
」
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
り

、
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
た

。
○

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
地

域
企

業
へ

の
訪

問
に

よ
り

、
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
推

薦
活

動
を

行
い

、
教

育
効

果
が

得
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

就
職

マ
ッ

チ
ン

グ
の

活
動

と
し

て
、

就
職

未
定

者
へ

の
相

談
会

を
行

い
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

し
た

。

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
尽

力
に

よ
り

、
地

元
企

業
へ

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
開

拓
の

効
果

が
表

れ
て

い
る

。

⑧
引

続
き

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

と
も

に
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
を

実
施

す
る

。

○
北

九
州

活
性

化
協

議
会

（
K
P

E
C

）
に

よ
る

、
北

九
州

地
域

産
業

人
材

育
成

事
業

に
参

加
し

た
。

本
事

業
に

よ
り

、
2
1
名

の
学

生
が

地
元

企
業

へ
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
で

き
た

。
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

事
前

教
育

も
行

い
、

学
生

の
意

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
機

械
工

学
科

と
地

元
企

業
（
日

鉄
プ

ラ
ン

ト
）
・
北

九
州

市
の

連
携

に
よ

る
、

設
計

製
図

教
育

な
ら

び
に

環
境

教
育

に
関

す
る

共
同

教
育

が
推

進
さ

れ
た

。
な

お
、

日
鉄

プ
ラ

ン
ト

と
は

平
成

2
3
年

度
に

共
同

教
育

に
関

す
る

包
括

協
定

を
締

結
し

て
い

る
。

○
平

成
2
4
年

度
も

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
専

攻
科

・
本

科
で

の
夏

季
休

業
期

間
に

行
う

「
短

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
、

本
科

4
年

の
２

学
科

で
の

後
学

期
中

に
行

う
「
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
を

実
施

し
た

。
○

専
攻

科
１

年
生

を
対

象
に

｢実
践

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
工

学
（
専

攻
科

特
論

Ⅱ
・
Ⅲ

）
」
を

後
期

に
開

講
し

、
産

学
官

に
よ

る
共

同
教

育
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。

現
在

検
討

が
進

め
ら

れ
て

い
る

改
組

に
よ

り
、

全
学

科
に

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
制

度
が

取
入

れ
ら

れ
る

こ
と

と
な

る
が

、
こ

の
制

度
導

入
に

対
す

る
成

果
◇

結
果

の
検

証
が

必
要

で
あ

る
。

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

参
加

し
た

学
生

か
ら

は
、

長
期

間
に

わ
た

り
会

社
に

赴
く

た
め

に
、

会
社

の
仕

事
の

流
れ

が
分

か
る

、
会

社
の

な
か

に
溶

け
込

み
や

す
い

な
ど

の
意

見
が

出
さ

れ
て

い
る

。

⑩
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
有

効
性

な
ら

び
に

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

の
連

動
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
座

学
を

中
心

に
作

成
し

て
い

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
、

教
員

が
担

当
す

る
科

目
指

導
の

一
環

で
有

効
に

利
用

し
て

い
る

。
○

教
務

委
員

会
が

今
後

具
体

検
討

を
行

う
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

調
査

に
当

た
っ

て
は

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
活

用
を

予
定

し
て

い
る

。

◇
平

成
２

５
年

度
か

ら
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

ア
ッ

プ
し

て
使

い
や

す
く

は
な

っ
て

い
る

が
、

利
用

方
法

に
つ

い
て

は
ク

ラ
ス

に
伝

え
ら

れ
て

お
ら

ず
学

生
へ

の
指

導
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

教
員

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
対

す
る

対
応

に
つ

い
て

も
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

教
務

委
員

会
で

の
検

討
が

望
ま

れ
る

。
◇

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
教

務
委

員
会

で
高

知
高

専
の

原
案

を
も

と
に

本
校

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
チ

ェ
ッ

ク
用

シ
ス

テ
ム

を
作

成
し

検
証

が
進

め
ら

れ
て

い
る

の
で

、
引

き
続

き
シ

ラ
バ

ス
と

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
と

の
連

動
も

含
め

て
検

討
が

望
ま

れ
る

。

⑪
T
O

E
IC

を
導

入
し

た
専

攻
科

入
試

の
結

果
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
入

試
委

員
会

・
専

攻
科

委
員

会
に

お
い

て
、

専
攻

科
入

試
に

T
O

E
IC

併
用

を
実

施
し

た
結

果
と

効
果

に
つ

い
て

の
検

討
を

計
画

し
て

い
る

。

◇
入

試
で

の
Ｔ

Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ

の
評

価
が

高
す

ぎ
る

の
で

は
な

い
か

と
の

意
見

も
出

て
お

り
、

他
の

科
目

と
の

バ
ラ

ン
ス

は
、

適
正

で
あ

る
か

の
検

討
と

対
応

策
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
◇

こ
れ

ら
の

検
討

を
ど

こ
が

行
う

の
か

に
つ

い
て

も
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

⑫
引

続
き

、
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

の
効

果
的

利
用

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
○

教
員

の
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

を
全

学
生

に
周

知
し

、
徹

底
し

て
い

る
。

○
J
A

B
E
E
・
認

証
評

価
委

員
会

に
お

い
て

、
学

生
の

学
習

支
援

に
対

す
る

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
の

有
効

性
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

本
校

で
は

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
を

設
定

し
て

い
る

が
、

実
際

に
は

教
員

は
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

だ
け

で
な

く
い

つ
で

も
可

能
な

時
間

は
対

応
し

て
お

り
、

こ
れ

が
本

校
の

良
い

と
こ

ろ
で

も
あ

る
。

本
校

の
状

況
に

あ
わ

せ
た

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
の

設
定

の
仕

方
を

検
討

す
る

こ
と

も
必

要
で

は
な

い
か

。

⑬
教

育
研

究
に

お
け

る
久

留
米

高
専

、
有

明
高

専
と

の
連

携
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
北

九
州

・
久

留
米

・
有

明
の

3
高

専
で

、
教

育
研

究
に

関
す

る
連

携
に

つ
い

て
継

続
的

に
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

○
第

1
2
回

産
学

連
携

フ
ェ

ア
（
主

催
：
北

九
州

学
術

研
究

都
市

産
学

連
携

フ
ェ

ア
実

行
委

員
会

、
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（
F
A

IS
）
）
と

の
同

時
開

催
と

し
て

、
久

留
米

・
有

明
高

専
に

も
呼

び
か

け
を

行
い

、
連

携
に

よ
る

｢国
立

高
専

専
攻

科
学

生
研

究
発

表
会

｣を
本

校
主

催
で

企
画

し
、

実
施

し
た

。

3
高

専
の

連
携

に
つ

い
て

は
継

続
的

に
検

討
を

行
っ

て
い

る
と

の
記

述
が

あ
る

が
、

具
体

的
な

昨
年

度
の

検
討

事
項

を
記

述
し

て
ほ

し
い

。

⑭
大

学
評

価
・
学

位
授

与
機

構
に

よ
る

、
高

等
専

門
学

校
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
へ

向
け

て
準

備
す

る
。

○
現

在
、

J
A

B
E
E
・
認

証
評

価
委

員
会

を
中

心
に

平
成

2
5
年

度
に

受
審

す
る

大
学

評
価

・
学

位
授

与
機

構
の

「
高

専
機

関
別

認
証

評
価

」
へ

の
対

応
と

し
て

、
適

合
性

を
自

己
評

価
し

、
改

善
が

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

各
科

・
専

攻
で

養
成

す
る

人
物

像
を

明
確

化
し

、
受

審
に

必
要

な
自

己
評

価
書

を
作

成
中

で
あ

る
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

（
５

）
学

生
支

援
・
生

活
支

援
等

　
　

　
（
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

、
生

活
支

援
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

　
等

）

①
進

路
変

更
（
退

学
・
転

科
）
や

留
年

の
対

応
策

を
引

続
き

検
討

す
る

。

○
進

路
変

更
（
退

学
・
転

科
）
や

留
年

の
対

応
策

を
引

続
き

検
討

す
る

。

◇
引

き
続

き
検

討
す

る
と

い
う

書
き

方
で

は
な

く
、

具
体

的
に

何
を

検
討

し
た

か
を

記
述

す
る

。
◇

改
組

に
向

け
転

科
が

で
き

る
よ

う
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

を
運

営
委

員
会

で
検

討
し

た
実

績
が

あ
り

、
改

組
に

向
け

て
具

体
的

に
検

討
し

て
い

る
こ

と
を

記
述

す
る

。
◇

進
路

変
更

の
件

数
と

具
体

的
な

事
例

等
を

挙
げ

る
。

J
A

B
E
E
委

員
会

、
Ｆ

Ｄ
委

員
会

、
自

己
点

検
・

自
己

評
価

委
員

会
：

総
務

課
学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
入

試
委

員
会

：
学

生
課 地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

：
総

務
課

○
e
-
le

ar
n
in

gと
し

て
、

W
e
b 

C
la

ss
を

用
い

た
学

習
環

境
の

整
備

な
ら

び
に

コ
ー

ス
管

理
者

向
け

の
講

習
会

を
実

施
し

た
。

○
T
O

E
IC

学
習

ソ
フ

ト
に

よ
る

語
学

教
育

の
支

援
を

行
っ

た
。

○
W

e
b 

C
la

ss
は

授
業

科
目

だ
け

で
な

く
、

研
究

室
・
部

活
の

情
報

共
有

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
に

も
活

用
さ

れ
幅

広
く
利

用
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
W

e
b 

C
la

ss
の

本
年

度
の

コ
ー

ス
数

は
1
3
3
件

（
昨

年
9
6
件

）
と

な
っ

て
お

り
、

年
々

増
加

傾
向

に
あ

り
、

利
用

率
が

上
が

っ
て

い
る

。
○

学
生

の
学

習
支

援
に

対
す

る
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
の

有
効

性
と

導
入

状
況

に
つ

い
て

確
認

し
た

。

⑨
引

続
き

、
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
W

e
bラ

ー
ニ

ン
グ

な
ど

の
充

実
を

図
る

。

厚
生

補
導

委
員

会
、

学
生

相
談

室
、

学
生

寮
委

員
会

：
学

生
課

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：

総
務

課

◇
T
O
E
I
C
学

習
ソ

フ
ト

や
他

の
自

学
自

習
用

の
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

導
入

の
効

果
に

つ
い

て
の

確
認

の
シ

ス
テ

ム
が

必
要

で
あ

る
。

◇
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

つ
い

て
は

、
自

由
選

択
科

目
の

基
礎

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

と
、

応
用

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

で
は

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
授

業
が

実
施

さ
れ

て
お

り
、

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

の
検

討
も

行
わ

れ
て

い
る

が
、

他
の

科
目

の
授

業
へ

の
導

入
に

つ
い

て
の

検
討

は
行

わ
れ

て
い

な
い

。
教

務
委

員
会

で
Ｗ

Ｇ
で

の
検

討
が

再
開

さ
れ

る
こ

と
は

確
認

し
て

い
る

。
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表
 1

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告

②
デ

ザ
イ

ン
教

育
等

の
推

進
の

た
め

、
実

習
工

場
の

整
備

・
充

実
に

向
け

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
第

１
工

場
（
実

習
工

場
）
改

修
は

、
も

の
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

改
修

と
し

て
平

成
２

４
年

１
０

月
２

６
日

に
交

付
決

定
さ

れ
、

平
成

2
5
年

度
前

期
末

の
完

成
予

定
で

、
現

在
整

備
中

で
あ

る
。

○
改

修
後

は
、

工
場

設
備

類
の

充
実

に
加

え
、

多
目

的
ス

ペ
ー

ス
を

整
備

し
て

「
デ

ジ
タ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
教

育
」
の

実
施

に
向

け
て

計
画

し
て

い
る

。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

。

③
学

生
が

自
由

時
間

に
使

用
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

学
習

効
果

を
高

め
る

方
策

の
一

つ
と

し
て

、
図

書
館

に
グ

ル
ー

プ
学

習
室

の
設

置
を

図
る

。

○
学

生
の

学
習

効
果

を
高

め
る

方
策

の
一

つ
と

し
て

、
図

書
館

２
階

に
グ

ル
ー

プ
で

の
学

習
が

可
能

な
多

目
的

学
習

室
を

整
備

し
、

平
成

2
4
年

9
月

か
ら

学
生

の
利

用
を

開
始

し
た

。
利

用
頻

度
は

高
く
、

学
生

の
学

習
効

果
を

高
め

る
こ

と
に

貢
献

し
て

い
る

。
○

現
在

、
概

算
要

求
に

て
、

図
書

館
の

改
修

を
計

画
し

て
い

る
。

図
書

館
の

グ
ル

ー
プ

学
習

室
に

つ
い

て
は

、
記

載
の

と
お

り
実

績
が

あ
る

。
。

図
書

館
以

外
の

場
所

で
の

ス
ペ

ー
ス

に
つ

い
て

は
ど

う
か

と
の

意
見

が
出

さ
れ

、
各

学
科

の
共

通
ス

ペ
ー

ス
に

つ
い

て
も

、
問

題
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

④
学

生
寮

の
学

習
室

等
の

充
実

を
検

討
す

る
。

○
現

在
、

概
算

要
求

に
て

、
学

生
寮

２
棟

の
改

修
、

学
習

室
設

置
を

計
画

し
て

い
る

。
○

女
子

寮
の

定
員

増
、

学
習

室
等

の
充

実
に

向
け

女
子

寮
の

改
修

を
視

野
に

入
れ

、
他

高
専

女
子

寮
の

視
察

、
女

子
寮

生
か

ら
の

要
望

聴
取

を
行

っ
た

。
記

載
の

と
お

り
実

績
が

あ
る

。

⑤
課

外
活

動
の

活
性

化
の

た
め

、
引

続
き

設
備

類
の

充
実

に
向

け
て

検
討

す
る

。
○

継
続

し
て

、
課

外
活

動
の

活
性

化
な

ら
び

に
施

設
・
設

備
の

充
実

を
検

討
し

た
。

○
継

続
し

て
、

課
外

活
動

に
お

け
る

外
部

コ
ー

チ
の

増
強

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
◇

具
体

的
な

検
討

内
容

◇
検

討
結

果
を

あ
げ

て
ほ

し
い

。
◇

そ
の

年
に

検
討

が
な

い
場

合
は

「
な

し
」

と
書

く
必

要
が

あ
る

。
５

年
間

の
結

果
を

積
み

上
げ

る
。

⑥
学

生
に

対
す

る
就

学
、

生
活

、
就

職
支

援
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

○
就

職
支

援
の

た
め

、
放

課
後

を
利

用
し

て
で

き
る

だ
け

多
く
の

企
業

の
就

職
活

動
状

況
、

卒
業

生
の

体
験

談
を

聴
く
企

業
説

明
会

を
実

施
し

た
。

○
平

成
2
4
年

度
よ

り
、

学
生

相
談

室
へ

の
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（
非

常
勤

）
の

来
校

回
数

を
週

4
回

へ
増

や
し

、
悩

み
を

抱
え

た
学

生
が

相
談

に
行

き
や

す
い

体
制

を
整

備
し

た
。

○
支

援
が

必
要

な
学

生
の

た
め

に
、

教
員

に
近

い
場

所
に

リ
ト

リ
ー

ト
室

の
よ

う
な

場
所

を
確

保
し

、
担

任
・
相

談
室

員
お

よ
び

学
科

長
が

連
携

し
て

生
活

学
習

支
援

し
て

い
る

。
○

女
子

寮
の

生
活

環
境

向
上

の
た

め
防

犯
カ

メ
ラ

の
増

設
、

浴
室

の
タ

イ
ル

張
り

替
え

、
ＩＣ

カ
ー

ド
点

呼
シ

ス
テ

ム
の

設
置

な
ど

を
行

っ
た

。

⑦
キ

ャ
リ

ア
教

育
支

援
の

整
備

に
つ

い
て

、
引

続
き

検
討

す
る

。

○
本

科
に

お
い

て
、

卒
業

生
や

社
会

人
に

よ
る

特
別

講
義

・
特

別
講

演
を

引
続

き
実

施
し

た
。

○
各

学
科

で
学

生
と

の
面

談
を

行
い

、
適

性
に

見
合

っ
た

就
職

・
進

学
指

導
を

行
っ

た
。

○
運

営
委

員
会

に
お

い
て

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
支

援
室

設
置

に
向

け
た

検
討

が
承

認
さ

れ
た

。

⑧
学

生
心

理
テ

ス
ト

を
実

施
し

た
り

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

を
含

め
た

、
学

生
支

援
・
生

活
支

援
充

実
の

た
め

の
講

習
会

を
実

施
す

る
。

○
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

来
校

回
数

を
3
回

/
週

か
ら

4
回

/
週

に
増

や
し

た
。

○
1
年

生
と

3
年

生
全

員
に

学
生

心
理

テ
ス

ト
（
∑

テ
ス

ト
）
を

実
施

し
、

学
生

分
析

・
学

級
分

析
な

ど
を

通
し

て
学

級
運

営
に

活
用

し
て

い
る

。
○

2
年

生
を

対
象

に
、

性
教

育
講

演
会

を
実

施
し

た
。

○
学

生
の

居
場

所
づ

く
り

と
し

て
、

サ
ポ

ー
ト

ル
ー

ム
を

正
式

に
設

置
し

た
。

報
告

の
う

ち
、

⑥
の

就
学

◇
生

活
支

援
の

報
告

に
入

る
も

の
が

含
ま

れ
て

い
る

の
で

、
こ

こ
で

の
報

告
は

講
演

会
の

実
績

を
残

し
、

他
は

⑥
の

報
告

に
移

す
。

そ
の

ほ
か

も
再

度
見

直
し

て
整

理
す

る
必

要
が

あ
る

。

⑨
学

生
会

・
寮

生
会

の
リ

ー
ダ

ー
研

修
、

新
入

生
の

集
団

研
修

、
3
年

生
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

通
し

て
、

使
命

感
・
責

任
感

・
協

調
性

・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

な
ど

を
再

確
認

し
、

健
全

な
学

校
生

活
の

維
持

と
向

上
を

図
る

。

○
平

成
2
4
年

度
も

学
生

会
役

員
と

部
活

動
代

表
合

同
の

リ
ー

ダ
ー

研
修

、
寮

生
会

を
中

心
と

し
た

学
生

寮
リ

ー
ダ

ー
研

修
を

実
施

し
、

リ
ー

ダ
ー

学
生

と
し

て
の

使
命

と
責

任
を

再
確

認
し

た
。

○
平

成
2
4
年

度
も

新
入

生
の

集
団

宿
泊

研
修

、
3
年

生
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

責
任

と
協

調
に

つ
い

て
認

識
と

再
確

認
を

行
い

、
健

全
な

高
専

生
活

の
維

持
に

努
め

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

⑩
発

達
障

が
い

学
生

に
対

す
る

学
内

で
の

支
援

、
外

部
機

関
と

連
携

し
た

支
援

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

○
「
特

別
支

援
の

手
引

き
」
を

も
と

に
発

達
障

害
学

生
に

対
し

て
支

援
チ

ー
ム

を
結

成
し

て
、

必
要

に
応

じ
た

就
学

支
援

等
を

行
っ

て
い

る
。

○
特

別
支

援
学

生
の

た
め

に
支

援
介

助
員

2
名

を
雇

用
し

、
授

業
期

間
中

毎
日

1
名

が
待

機
し

て
い

る
。

○
発

達
障

が
い

の
学

生
の

た
め

に
、

S
S
T
（
ソ

ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
）
を

行
っ

た
。

○
学

生
の

居
場

所
確

保
の

た
め

、
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

を
新

た
に

整
備

し
た

。
○

本
校

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

（
非

常
勤

）
が

発
達

障
害

学
生

が
受

診
し

て
い

る
近

隣
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
と

適
宜

連
絡

を
取

り
合

い
、

生
活

支
援

の
一

助
と

し
て

い
る

。
○

北
九

州
市

発
達

障
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
相

談
員

を
講

師
と

し
て

、
教

職
員

向
け

の
講

演
会

を
実

施
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

◇
「

発
達

障
が

い
」

と
い

う
表

記
の

仕
方

が
適

正
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

。

厚
生

補
導

委
員

会
、

学
生

相
談

室
、

学
生

寮
委

員
会

：
学

生
課

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：

総
務

課

◇
⑥

の
年

度
計

画
に

就
職

支
援

の
記

述
が

あ
り

、
⑦

の
計

画
に

は
キ

ャ
リ

ア
教

育
支

援
の

記
述

が
あ

る
た

め
、

計
画

の
違

い
が

は
っ

き
り

し
な

い
。

次
年

度
か

ら
は

計
画

を
就

学
◇

就
活

支
援

と
キ

ャ
リ

ア
支

援
と

に
分

け
る

べ
き

で
あ

る
。

◇
就

職
支

援
の

実
績

報
告

は
主

に
⑦

の
項

目
に

挙
げ

ら
れ

て
い

る
の

で
、

年
度

計
画

の
⑥

に
あ

る
実

績
報

告
は

⑦
に

移
す

な
ど

項
目

の
書

き
方

を
整

理
す

る
。
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表
 1

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告

（
６

）
教

育
環

境
の

整
備

・
活

用
　

　
　

（
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

教
育

環
境

充
実

、
環

境
配

慮
、

寄
宿

舎
整

備
　

等
）

①
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

充
実

を
図

り
、

施
設

・
設

備
の

細
や

か
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
実

施
す

る
。

○
施

設
・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

、
学

内
に

お
け

る
共

用
利

用
ス

ペ
ー

ス
の

貸
与

や
営

繕
・
概

算
要

求
事

業
の

検
討

な
ど

を
行

っ
て

い
る

。
○

概
算

要
求

事
業

の
「
第

１
工

場
改

修
」
は

、
「
も

の
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

改
修

」
と

し
て

平
成

２
４

年
１

０
月

２
６

日
に

交
付

決
定

さ
れ

た
。

○
営

繕
事

業
の

「
図

書
館

空
調

設
備

改
修

」
及

び
「
福

利
施

設
ス

ロ
ー

プ
設

置
そ

の
他

改
修

」
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

５
年

３
月

１
１

日
に

役
員

会
・
企

画
委

員
会

で
「
Ｓ

」
の

総
合

評
価

が
決

定
さ

れ
て

い
る

。
○

学
内

巡
視

を
定

期
的

に
行

い
不

良
箇

所
や

不
足

設
備

な
ど

に
つ

い
て

調
査

す
る

と
と

も
に

、
委

員
会

に
て

各
室

に
つ

い
て

評
価

を
行

い
、

低
い

利
用

率
の

部
屋

に
つ

い
て

改
善

を
図

っ
て

い
る

。
○

計
画

的
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
コ

ス
ト

縮
減

を
図

っ
て

い
る

。
○

留
学

生
用

補
食

室
及

び
シ

ャ
ワ

ー
室

の
改

修
工

事
の

予
算

が
示

達
さ

れ
、

年
度

末
に

工
事

が
竣

工
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

②
省

エ
ネ

化
対

策
方

針
の

検
討

を
行

う
。

○
施

設
・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

次
の

取
組

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

デ
マ

ン
ド

監
視

制
御

装
置

に
よ

る
チ

ェ
ッ

ク
強

化
を

図
り

、
特

に
九

州
電

力
管

内
に

つ
い

て
は

、
夏

季
の

電
力

需
要

対
策

と
し

て
一

昨
年

の
使

用
最

大
電

力
（
４

８
４

K
W

）
を

基
準

と
し

て
１

０
％

以
上

の
需

要
制

御
の

目
標

を
達

成
し

、
冬

季
は

４
．

５
％

以
上

の
需

要
制

御
の

目
標

を
達

成
し

た
。

　
　

・
夏

季
の

省
エ

ネ
タ

イ
ム

（
１

日
に

２
回

）
　

　
・
照

明
や

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

等
の

使
用

制
限

　
　

・
室

内
温

度
設

定
の

徹
底

　
・
ク

ー
ル

ビ
ズ

の
期

間
延

長
　

・
窓

ガ
ラ

ス
の

フ
ィ

ル
ム

貼
り

○
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
の

た
め

の
、

L
A

N
を

利
用

し
た

電
力

情
報

取
得

ユ
ニ

ッ
ト

の
開

発
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
る

。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

③
教

育
用

設
備

の
更

新
、

施
設

の
改

修
、

環
境

保
全

、
学

生
寮

の
整

備
、

環
境

に
配

慮
し

た
施

設
の

整
備

な
ど

教
育

環
境

の
充

実
を

計
画

的
に

推
進

す
る

。

○
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

教
育

設
備

充
実

を
推

進
す

る
た

め
設

備
整

備
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
設

定
し

、
要

求
し

て
い

た
「
フ

ー
リ

エ
変

換
型

核
磁

気
共

鳴
装

置
」
が

年
度

末
に

更
新

さ
れ

、
ま

た
平

成
２

４
年

度
補

正
予

算
の

施
設

整
備

補
助

金
及

び
設

備
整

備
補

助
金

で
、

６
億

円
規

模
の

設
備

要
求

が
決

定
さ

れ
た

。
○

第
一

工
場

改
修

の
予

算
要

求
が

「
も

の
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

改
修

」
と

し
て

、
平

成
２

４
年

１
０

月
２

６
日

に
交

付
決

定
さ

れ
た

。
○

学
生

寮
生

活
環

境
整

備
費

で
、

食
堂

の
厨

房
機

器
更

新
、

浴
室

・
ト

イ
レ

の
改

修
、

洗
濯

機
・
乾

燥
機

の
更

新
、

Ｌ
Ａ

Ｎ
環

境
整

備
を

行
っ

た
。

○
留

学
生

の
た

め
の

生
活

環
境

整
備

で
要

求
し

て
い

た
「
寄

宿
舎

１
棟

留
学

生
用

シ
ャ

ワ
ー

室
等

改
修

」
が

交
付

決
定

さ
れ

、
年

度
末

に
竣

工
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

④
電

子
錠

の
導

入
・
拡

充
に

よ
る

安
全

で
便

利
な

学
内

環
境

の
構

築
を

図
る

。
○

施
設

・
環

境
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
で

、
計

画
的

に
カ

ー
ド

キ
ー

設
置

場
所

を
決

定
し

、
平

成
2
4
年

度
は

、
「
２

号
館

２
階

演
習

室
」
・
「
３

号
館

１
階

女
子

ロ
ッ

カ
ー

室
」
・
「
８

号
館

３
階

制
御

設
計

情
報

工
学

実
験

室
」
に

設
置

し
、

利
便

性
と

安
全

性
を

向
上

さ
せ

た
。

◇
利

便
性

の
向

上
の

記
述

が
あ

る
が

、
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

利
便

性
か

の
具

体
的

な
記

述
が

望
ま

れ
る

。
そ

の
一

つ
と

し
て

、
鍵

の
管

理
が

容
易

に
な

っ
た

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
る

。
◇

他
は

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

。

⑤
教

育
用

電
算

シ
ス

テ
ム

・
学

内
L
A

N
シ

ス
テ

ム
を

含
め

、
引

続
き

情
報

基
盤

の
整

備
を

行
う

。
ま

た
、

平
成

3
0
年

へ
向

け
て

の
６

年
間

の
新

た
な

情
報

基
盤

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

○
学

生
へ

の
連

絡
手

段
の

拡
大

の
た

め
、

G
o
o
gl

e
A

pp
sの

学
内

説
明

会
を

実
施

し
た

。
○

校
内

L
A

N
基

盤
の

更
新

を
実

施
し

た
。

○
メ

ー
ル

を
ク

ラ
ウ

ド
化

し
、

省
力

化
と

コ
ス

ト
削

減
を

行
っ

た
。

○
新

規
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

の
構

築
と

試
験

運
用

を
実

施
し

た
。

○
校

内
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

シ
ス

テ
ム

の
整

備
と

再
構

築
を

行
っ

た
。

○
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

行
っ

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

⑥
教

育
研

究
支

援
室

の
組

織
の

充
実

お
よ

び
職

員
の

技
能

向
上

を
図

る
。

○
教

育
研

究
支

援
室

の
業

務
依

頼
書

に
よ

る
業

務
の

管
理

を
行

っ
て

い
る

。
○

技
術

職
員

が
、

企
業

な
ど

の
技

術
研

修
会

へ
参

加
し

た
。

教
育

研
究

支
援

室
へ

の
業

務
依

頼
、

技
術

職
員

の
研

修
会

へ
の

参
加

に
つ

い
て

は
、

具
体

的
な

件
数

を
示

す
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

⑦
専

攻
科

の
学

生
数

に
応

じ
た

予
算

、
施

設
、

設
備

の
充

実
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
専

攻
科

経
費

に
加

え
て

、
引

続
き

学
生

帯
同

経
費

（
学

生
の

旅
費

等
の

経
費

援
助

）
の

予
算

措
置

を
行

っ
た

。
○

平
成

2
2
年

度
よ

り
、

専
攻

科
学

生
の

学
習

環
境

整
備

を
目

的
に

講
義

室
を

開
放

し
て

い
る

。

２
４

年
度

に
実

施
し

た
も

の
な

ど
他

の
実

績
が

あ
れ

ば
、

あ
げ

て
も

ら
い

た
い

。

⑧
学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
３

部
門

（
図

書
館

・
IT

セ
ン

タ
ー

・
広

報
室

）
間

の
連

携
を

図
り

つ
つ

、
図

書
館

の
整

備
、

図
書

館
改

修
計

画
に

基
づ

く
予

算
化

を
行

う
。

○
平

成
2
4
年

度
に

、
図

書
館

・
IT

セ
ン

タ
ー

・
広

報
の

3
部

門
が

統
合

し
た

「
学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
」
を

設
置

し
、

組
織

や
関

連
委

員
会

規
則

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
○

図
書

館
改

修
計

画
に

基
づ

く
予

算
要

求
を

行
っ

た
。

○
施

設
・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
て

本
校

全
般

の
改

修
計

画
を

精
査

し
、

そ
の

結
果

を
基

に
概

算
要

求
を

実
施

す
る

よ
う

計
画

し
て

い
る

。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：

総
務

課
学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
教

育
研

究
支

援
室
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表
 1

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告

⑨
引

続
き

、
学

生
の

安
全

教
育

を
実

施
す

る
。

○
工

作
機

械
の

実
習

に
お

い
て

は
、

ま
ず

安
全

教
育

を
行

い
、

参
加

者
に

修
了

書
を

発
行

し
、

安
全

教
育

受
講

者
の

み
が

作
業

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

◇
救

急
法

の
講

習
会

、
防

災
訓

練
、

交
通

安
全

講
習

会
、

学
生

寮
で

の
安

全
教

育
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

な
ど

の
情

報
管

理
に

関
す

る
講

義
な

ど
も

安
全

教
育

の
一

つ
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
れ

ら
の

学
校

全
体

の
安

全
に

対
し

て
の

教
育

実
績

を
挙

げ
る

べ
き

で
あ

る
。

◇
機

械
工

学
科

以
外

の
各

学
科

で
の

実
験

に
つ

い
て

安
全

教
育

の
状

況
は

ど
う

か
と

の
意

見
が

出
さ

れ
た

が
、

実
験

に
備

え
実

験
器

具
使

用
な

ど
に

つ
い

て
各

学
科

安
全

教
育

を
実

施
し

て
い

る
と

の
確

認
が

さ
れ

た
。

⑩
安

全
衛

生
管

理
の

た
め

の
講

習
会

を
実

施
す

る
。

○
安

全
衛

生
委

員
会

に
よ

り
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
連

す
る

講
演

会
の

開
催

、
相

談
窓

口
の

設
置

、
手

引
き

の
配

付
を

行
っ

た
。

安
全

衛
委

員
会

で
資

格
を

取
る

こ
と

を
推

進
し

、
衛

生
管

理
者

が
増

え
た

こ
と

を
数

を
あ

げ
て

記
載

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

２
 研

究
に

関
す

る
事

項
　

　
　

（
外

部
資

金
獲

得
、

産
学

連
携

、
知

財
管

理
　

等
）

①
産

学
連

携
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

○
全

国
高

専
テ

ク
ノ

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

、
ポ

ス
タ

ー
出

展
に

よ
り

2
件

参
加

し
た

。
○

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ジ

ャ
パ

ン
2
0
1
2
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

マ
ッ

チ
ン

グ
フ

ェ
ア

、
北

九
州

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

会
、

北
九

州
ソ

ー
シ

ャ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

メ
ッ

セ
等

に
参

加
し

，
研

究
成

果
発

表
を

行
っ

た
。

○
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（
F
A

IS
）
が

主
催

す
る

第
1
1
回

産
学

連
携

フ
ェ

ア
に

3
件

展
示

参
加

し
た

。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

②
外

部
資

金
獲

得
策

を
検

討
す

る
。

○
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（
F
A

IS
）
と

の
連

携
に

よ
り

、
A

-
S
T
E
P

資
金

1
件

獲
得

に
成

功
し

た
。

○
科

学
研

究
費

取
得

に
関

し
て

全
教

員
を

対
象

と
し

た
説

明
会

を
9
月

に
実

施
し

、
申

請
件

数
増

を
促

し
て

い
る

。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

③
近

隣
の

大
学

等
の

研
究

機
関

と
の

連
携

の
推

進
を

図
る

。

○
北

九
州

市
立

大
学

と
教

育
研

究
に

関
す

る
協

定
の

打
合

せ
を

開
始

し
た

。
○

産
業

医
科

大
学

と
の

研
究

協
力

を
行

い
、

A
-
S
T
E
P

資
金

を
獲

得
し

た
。

○
北

九
州

医
歯

工
連

携
研

究
会

へ
参

加
し

、
地

元
研

究
機

関
と

の
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

○
九

州
地

区
高

専
と

日
本

弁
理

士
会

で
包

括
連

携
協

定
を

締
結

し
、

今
後

の
教

員
知

財
活

動
の

活
性

化
に

活
用

す
る

。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

④
研

究
の

活
性

化
、

論
文

数
の

増
加

に
向

け
た

環
境

の
整

備
を

引
き

続
き

検
討

す
る

。

○
1
2
月

に
九

州
沖

縄
地

区
産

学
官

連
携

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
産

学
官

連
携

に
向

け
た

取
組

み
に

つ
い

て
の

講
演

会
を

実
施

し
、

教
員

の
取

組
み

活
性

化
を

図
っ

た
。

○
研

究
費

配
分

を
若

手
教

員
に

厚
く
な

る
よ

う
配

分
方

法
が

変
更

さ
れ

、
研

究
の

活
性

化
が

図
ら

れ
た

。
○

引
続

き
若

手
教

員
教

育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
を

設
け

、
校

長
に

よ
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
と

評
価

を
行

い
研

究
費

の
再

配
分

を
行

っ
た

。

実
績

報
告

に
研

究
費

配
分

法
の

変
更

が
あ

げ
ら

れ
て

い
る

こ
と

に
関

し
て

、
変

更
の

根
拠

な
ど

が
は

っ
き

り
し

な
い

の
で

は
な

い
か

、
研

究
費

の
配

分
方

法
の

変
更

は
効

果
が

あ
る

の
か

、
な

ど
の

意
見

が
出

さ
れ

た
。

⑤
学

科
内

あ
る

い
は

学
科

を
越

え
た

教
員

同
士

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

を
図

る
。

○
機

械
工

学
科

の
准

教
授

に
よ

る
「
北

九
州

高
専

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

」
が

設
立

さ
れ

、
学

内
連

携
が

推
進

さ
れ

て
い

る
。

○
第

1
1
回

産
学

連
携

フ
ェ

ア
の

併
設

行
事

と
し

て
本

校
の

研
究

シ
ー

ズ
発

表
会

を
開

催
し

、
5

名
の

教
員

が
発

表
し

た
。

○
制

御
情

報
工

学
科

と
機

械
工

学
科

の
教

員
が

協
力

し
、

企
業

と
の

共
同

研
究

1
件

と
受

託
研

究
1
件

を
実

施
し

た
。

報
告

の
中

の
産

学
連

携
フ

ェ
ア

の
シ

ー
ズ

発
表

の
実

績
は

①
の

報
告

に
移

す
べ

き
で

あ
る

。
共

同
研

究
に

つ
い

て
は

さ
ら

に
推

進
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

と
の

意
見

が
出

さ
れ

た
。

３
 社

会
と

の
連

携
、

国
際

交
流

等
に

関
す

る
事

項
　

　
（
地

域
技

術
者

育
成

へ
の

貢
献

、
理

科
教

育
支

援
、

卒
業

生
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
　

　
　

国
際

交
流

協
定

の
締

結
、

学
生

の
海

外
派

遣
、

留
学

生
の

受
入

　
等

）

①
小

・
中

学
校

に
対

す
る

理
科

教
育

支
援

事
業

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

○
小

学
校

（
６

校
）
、

高
校

（
１

校
）
、

市
民

セ
ン

タ
ー

（
１

館
）
、

児
童

文
化

科
学

館
（
１

館
）
に

講
師

を
派

遣
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

②
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
る

支
援

事
業

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

○
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
の

一
環

と
し

て
、

平
成

2
4
年

度
は

福
岡

県
教

育
セ

ン
タ

ー
主

催
の

専
門

研
修

を
３

名
が

受
講

し
、

専
門

研
修

１
テ

ー
マ

を
本

校
教

員
が

担
当

し
た

。
記

載
の

と
お

り
実

績
が

あ
る

。

③
公

開
講

座
の

充
実

を
図

る
。

○
平

成
2
4
年

度
の

公
開

講
座

は
１

０
講

座
を

開
講

し
た

。
○

日
本

機
械

学
会

九
州

支
部

と
協

力
し

て
、

本
校

を
会

場
と

し
て

「
お

も
し

ろ
メ

カ
ワ

ー
ル

ド
」

を
開

催
し

、
小

学
生

と
そ

の
保

護
者

３
０

組
の

参
加

が
あ

っ
た

。
記

載
の

と
お

り
実

績
が

あ
る

。

④
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
活

性
化

を
図

る
。

○
弁

理
士

会
と

九
州

9
高

専
間

の
連

携
協

定
が

結
ば

れ
、

連
携

弁
理

士
と

の
知

財
推

進
活

動
を

開
始

し
た

。
○

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

、
学

内
施

設
の

有
効

利
用

を
勘

案
し

て
、

使
用

許
可

し
て

い
る

。
現

在
、

地
域

密
着

の
環

境
問

題
の

テ
ー

マ
に

取
り

組
む

研
究

で
1
0
0
%
利

用
し

て
い

る
。

さ
ら

に
、

高
専

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
新

た
な

立
ち

上
げ

の
た

め
、

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

を
確

保
し

て
い

る
。

◇
第

2
期

中
期

計
画

の
文

章
中

に
は

細
胞

工
学

セ
ン

タ
ー

が
あ

げ
れ

れ
て

い
る

が
、

現
状

に
合

わ
せ

、
細

胞
工

学
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

途
中

で
廃

止
し

た
こ

と
を

注
釈

で
入

れ
る

。
◇

教
員

総
覧

が
平

成
2
5
年

に
充

実
し

て
い

る
の

で
、

そ
れ

に
向

け
た

平
成

2
4
年

の
教

員
総

覧
の

整
備

の
取

組
み

に
つ

い
て

言
及

す
る

。

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：

総
務

課
学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
教

育
研

究
支

援
室

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：
総

務
課

国
際

交
流

委
員

会
：

総
務

課
、

学
生

課

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：
総

務
課
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表
 1

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告

⑤
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

ポ
リ

テ
ク

と
の

国
際

交
流

を
継

続
す

る
。

○
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
テ

マ
セ

ク
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

と
の

間
で

、
授

業
料

不
徴

収
等

に
関

す
る

覚
書

を
4
月

に
締

結
し

た
。

○
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
テ

マ
セ

ク
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

か
ら

２
名

の
短

期
留

学
生

（
３

ヶ
月

）
を

受
け

入
れ

た
。

○
第

6
回

国
際

工
学

教
育

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
IS

A
T
E
2
0
1
2
）
を

主
催

し
、

交
流

を
深

め
た

。
○

交
流

協
定

に
よ

り
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
ポ

リ
テ

ク
で

実
施

さ
れ

る
「
高

専
英

語
キ

ャ
ン

プ
」
に

、
本

校
学

生
3
名

と
引

率
教

員
1
名

が
参

加
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

⑥
主

幹
校

と
し

て
、

IS
A

T
E
2
0
1
2
を

開
催

す
る

。
○

予
定

通
り

IS
A

T
E
2
0
1
2
を

本
校

主
管

で
開

催
し

、
本

校
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
を

国
内

・
国

外
共

に
大

き
く
高

め
た

。
記

載
の

と
お

り
実

績
が

あ
る

。

⑦
交

流
協

定
締

結
大

学
・
高

校
と

の
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。

○
8
月

～
1
1
月

に
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
テ

マ
セ

ク
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

か
ら

2
名

の
短

期
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
○

8
月

に
、

香
港

V
T
C

 Ｉ
Ｖ

Ｅ
校

へ
学

生
3
名

を
派

遣
し

た
。

○
3
月

に
、

全
北

大
学

（
韓

国
）
に

学
生

1
0
名

・
教

員
2
名

を
派

遣
し

、
日

本
語

学
科

と
の

交
流

を
新

規
開

拓
す

る
と

と
も

に
、

学
生

交
流

・
異

文
化

体
験

を
実

施
し

た
。

な
お

、
本

件
は

福
岡

県
「
世

界
に

打
っ

て
出

る
若

者
育

成
事

業
」
の

対
象

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

採
択

さ
れ

実
施

し
た

も
の

で
あ

る
。

○
3
月

に
、

香
港

V
T
C

 Ｉ
Ｖ

Ｅ
校

か
ら

学
生

1
2
名

・
教

員
2
名

を
1
週

間
受

入
れ

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

を
通

じ
た

学
生

交
流

を
実

施
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

⑧
北

九
州

国
際

技
術

協
力

協
会

、
J
IC

A
と

の
連

携
事

業
を

推
進

す
る

。
○

J
IC

A
主

催
の

外
国

人
研

修
（
主

と
し

て
中

南
米

諸
国

よ
り

）
に

協
力

し
、

4
月

・
2
月

・
3
月

に
研

修
員

の
受

入
れ

を
実

施
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

⑨
在

外
研

究
員

の
派

遣
を

推
進

す
る

。
○

平
成

2
4
年

度
に

1
名

（
一

般
科

目
・
英

語
教

員
）
、

平
成

2
5
年

度
に

1
名

（
機

械
工

学
科

教
員

）
の

在
外

研
究

員
派

遣
が

決
定

し
て

い
る

。
報

告
に

平
成

2
5
年

の
実

績
も

書
か

れ
て

い
る

が
こ

れ
は

不
要

で
あ

る
。

⑩
外

国
人

学
生

対
象

の
３

年
次

編
入

入
試

を
実

施
す

る
。

○
外

国
人

留
学

生
対

象
の

3
年

次
編

入
（
私

費
留

学
生

の
受

入
れ

）
を

実
施

し
、

合
否

の
判

定
を

行
っ

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

⑪
留

学
生

チ
ュ

ー
タ

ー
の

研
修

実
施

な
ど

、
留

学
生

の
受

け
入

れ
体

制
の

強
化

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

○
留

学
生

と
チ

ュ
ー

タ
ー

の
意

思
疎

通
を

は
か

る
た

め
、

研
修

旅
行

を
実

施
し

た
。

○
留

学
生

の
チ

ュ
ー

タ
ー

に
学

習
指

導
を

義
務

づ
け

、
謝

金
の

手
配

を
行

っ
た

。
○

寮
に

お
け

る
短

期
留

学
生

の
受

け
入

れ
体

制
の

再
検

討
や

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

の
可

能
性

を
検

討
中

で
あ

る
。

○
留

学
生

用
補

食
室

お
よ

び
シ

ャ
ワ

ー
室

の
改

修
予

算
が

示
達

さ
れ

、
2
月

末
に

工
事

が
竣

工
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

⑫
学

生
の

海
外

へ
の

派
遣

を
企

画
・
実

施
す

る
。

○
夏

季
休

業
期

間
中

に
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

ポ
リ

テ
ク

ニ
ッ

ク
で

の
「
高

専
英

語
キ

ャ
ン

プ
」
に

学
生

3
名

を
派

遣
し

た
。

○
８

月
に

、
香

港
V

T
C

 Ｉ
Ｖ

Ｅ
校

に
学

生
3
名

を
派

遣
し

た
。

○
長

期
工

場
見

学
と

し
て

9
月

に
、

台
湾

へ
本

科
4
年

生
4
1
名

を
派

遣
し

た
。

○
タ

イ
で

行
わ

れ
た

IS
T
S
2
0
1
2
に

、
専

攻
科

学
生

1
名

を
派

遣
し

た
。

○
台

湾
で

開
催

さ
れ

た
日

台
iG

O
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
2
0
1
2
へ

専
攻

科
学

生
1
名

を
派

遣
し

た
。

○
3
月

に
、

全
北

大
学

（
韓

国
）
に

学
生

1
0
名

・
教

員
2
名

を
派

遣
し

、
日

本
語

学
科

と
の

交
流

を
新

規
開

拓
す

る
と

と
も

に
、

学
生

交
流

・
異

文
化

体
験

を
実

施
し

た
。

な
お

、
本

件
は

福
岡

県
「
世

界
に

打
っ

て
出

る
若

者
育

成
事

業
」
の

対
象

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

採
択

さ
れ

実
施

し
た

も
の

で
あ

る
。

○
3
月

に
実

施
さ

れ
た

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
、

専
攻

科
学

生
2
名

を
派

遣
し

た
。

○
九

州
沖

縄
9
高

専
連

携
に

よ
る

ア
ジ

ア
圏

に
あ

る
高

等
教

育
機

関
で

の
研

修
・
企

業
で

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
学

生
派

遣
を

検
討

中
で

あ
る

。
○

本
校

独
自

の
海

外
語

学
研

修
を

模
索

中
で

あ
る

。

◇
「

香
港

V
T
C
に

学
生

を
派

遣
し

た
」

と
の

表
記

は
、

目
的

と
何

を
し

た
か

を
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。
◇

「
海

外
語

学
研

修
を

模
索

中
」

と
の

表
記

に
つ

い
て

は
、

今
年

度
、

語
学

研
修

が
実

施
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
て

お
り

、
そ

れ
に

向
け

た
計

画
と

具
体

的
な

準
備

◇
活

動
を

具
体

的
に

記
述

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

⑬
卒

業
生

（
同

窓
会

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

連
携

を
継

続
し

て
検

討
す

る
。

○
高

専
機

構
「
企

業
技

術
者

等
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

採
択

さ
れ

た
2
件

の
内

、
本

科
で

の
「
プ

ラ
ン

ト
設

計
技

術
教

育
・
環

境
教

育
」
は

、
同

窓
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
で

実
現

し
た

。
○

平
成

2
7
年

度
の

創
立

5
0
周

年
記

念
事

業
に

向
け

て
、

校
長

を
中

心
に

卒
業

生
在

籍
企

業
へ

の
訪

問
や

各
地

区
同

窓
会

へ
の

参
加

を
行

い
、

協
力

を
呼

び
か

け
る

と
と

も
に

今
後

の
連

携
を

働
き

か
け

て
い

る
。

組
織

と
し

て
の

同
窓

会
と

連
携

し
た

事
業

を
進

め
る

、
ま

た
５

０
周

年
記

念
事

業
に

つ
い

て
も

組
織

に
呼

び
か

け
協

力
を

求
め

る
必

要
が

あ
る

。

４
 管

理
運

営
に

関
す

る
事

項
　

　
(危

機
管

理
体

制
、

教
職

員
の

服
務

監
督

・
健

康
管

理
、

職
員

の
研

修
、

人
事

交
流

　
等

）

①
予

算
の

適
正

配
分

の
た

め
の

仕
組

み
作

り
と

計
画

的
な

配
分

を
引

き
続

き
行

う
。

○
予

算
委

員
会

で
戦

略
的

か
つ

計
画

的
な

配
分

を
行

う
た

め
、

「
予

算
の

可
視

化
」
・
「
教

員
研

究
費

の
配

分
方

針
」
・
「
教

育
研

究
重

点
化

促
進

経
費

の
見

直
し

」
を

行
い

、
運

営
委

員
会

で
審

議
決

定
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

運
営

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

人
事

委
員

会
：
総

務
課

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：
総

務
課

国
際

交
流

委
員

会
：

総
務

課
、

学
生

課
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表
 1

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告

②
計

画
節

電
な

ど
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
見

直
し

に
よ

る
、

二
酸

化
炭

素
の

削
減

に
向

け
た

取
組

み
を

行
う

。

○
九

州
電

力
管

内
に

つ
い

て
は

、
夏

季
の

電
力

需
要

対
策

と
し

て
一

昨
年

の
使

用
最

大
電

力
（
４

８
４

K
W

）
を

基
準

と
し

て
１

０
％

以
上

の
需

要
制

御
の

目
標

を
達

成
し

、
冬

季
は

４
．

５
％

以
上

の
需

要
制

御
の

目
標

を
達

成
し

た
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

③
引

き
続

き
施

設
の

有
効

活
用

を
図

る
。

○
施

設
の

利
用

状
況

を
毎

年
調

査
し

て
お

り
、

利
用

率
の

低
い

施
設

の
有

効
利

用
を

適
宜

検
討

し
て

い
る

。
○

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

、
学

内
に

お
け

る
共

用
施

設
（
本

校
の

教
育

理
念

や
競

争
原

理
に

基
づ

き
、

学
科

の
枠

を
超

え
て

弾
力

的
に

使
用

す
る

施
設

）
の

貸
与

に
つ

い
て

、
審

議
し

許
可

し
て

い
る

。
利

用
に

当
た

っ
て

は
、

利
用

計
画

書
と

利
用

報
告

書
の

作
成

を
求

め
て

お
り

、
適

切
な

管
理

と
有

効
な

利
用

を
行

っ
て

い
る

。

専
攻

科
生

の
居

場
所

が
な

い
と

い
う

意
見

に
対

し
て

、
４

年
前

か
ら

専
攻

科
棟

講
義

室
を

解
放

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

④
電

源
事

情
の

改
善

、
老

朽
化

施
設

の
整

備
・
改

善
を

引
き

続
き

行
う

。
○

学
内

を
定

期
的

に
巡

視
し

、
各

実
験

室
の

教
員

と
実

情
を

調
査

し
、

老
朽

化
し

た
施

設
や

不
足

し
た

電
源

に
関

し
て

は
、

可
能

な
限

り
そ

の
都

度
対

応
し

、
改

善
し

て
い

る
。

以
前

学
内

の
電

気
を

有
効

に
使

用
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
つ

い
て

検
討

さ
れ

て
い

た
が

、
そ

の
後

の
状

況
の

確
認

が
望

ま
れ

る
。

⑤
若

手
教

員
育

成
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
作

り
の

検
討

を
引

き
続

き
行

う
。

○
若

手
教

員
に

よ
る

校
長

特
別

補
佐

会
議

で
、

種
々

の
課

題
を

共
有

し
座

談
し

て
い

る
。

○
新

任
教

員
に

は
、

着
任

直
後

に
校

長
・
主

事
等

に
よ

る
学

内
研

修
を

行
う

と
と

も
に

、
所

属
学

科
の

中
堅

教
員

が
相

談
役

と
し

て
担

当
し

て
い

る
。

◇
校

長
補

佐
会

議
は

若
手

教
員

だ
け

で
は

な
く

中
堅

教
員

も
構

成
メ

ン
バ

ー
に

含
ま

れ
る

。
◇

若
手

教
員

育
成

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

と
し

て
公

開
授

業
、

授
業

見
学

、
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
、

研
究

費
◇

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

経
費

の
配

分
も

考
え

ら
れ

る
の

で
は

な
い

か
。

◇
中

堅
職

員
が

相
談

役
と

し
て

担
当

す
る

と
の

記
載

が
あ

る
が

、
シ

ス
テ

ム
と

し
て

成
り

立
っ

て
い

る
の

か
疑

問
で

あ
る

。
シ

ス
テ

ム
作

り
の

た
め

に
は

明
文

化
も

必
要

で
は

な
い

か
。

◇
そ

の
他

の
育

成
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
と

し
て

、
福

岡
県

教
育

委
員

会
な

ど
外

部
機

関
の

開
催

す
る

研
修

へ
の

参
加

、
機

構
主

催
の

新
任

教
員

研
修

等
が

考
え

ら
れ

る
が

、
学

校
に

よ
っ

て
は

数
を

決
め

て
参

加
さ

せ
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
り

、
シ

ス
テ

ム
と

し
て

の
更

な
る

整
備

が
望

ま
れ

る
。

⑥
教

職
員

の
積

極
的

な
人

事
交

流
に

取
り

組
む

。
○

平
成

2
4
年

度
は

、
派

遣
2
名

・
受

入
れ

2
名

の
他

高
専

間
と

の
人

事
交

流
を

実
施

し
た

。
○

平
成

2
5
年

度
は

、
派

遣
3
名

（
海

外
1
、

高
専

1
、

大
学

1
）
が

決
定

し
て

い
る

。
○

今
後

と
も

、
人

事
交

流
の

推
進

を
図

る
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

。

⑦
教

員
の

在
外

研
究

派
遣

の
積

極
化

を
図

る
。

○
平

成
2
4
年

度
に

1
名

（
一

般
科

目
・
英

語
教

員
）
、

平
成

2
5
年

度
に

1
名

（
機

械
工

学
科

教
員

）
の

在
外

研
究

員
派

遣
が

決
定

し
て

い
る

。
記

載
の

と
お

り
実

績
が

あ
る

。
。

⑧
事

務
職

員
や

技
術

職
員

の
能

力
向

上
の

た
め

に
研

修
を

実
施

し
、

学
外

研
修

に
参

加
さ

せ
る

。
○

高
専

機
構

等
が

主
催

し
た

学
外

研
修

会
に

、
多

く
の

事
務

職
員

を
参

加
さ

せ
た

。
○

技
術

職
員

が
、

企
業

な
ど

の
技

術
研

修
会

へ
参

加
し

た
。

件
数

等
具

体
的

に
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。

⑨
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

含
め

、
危

機
管

理
体

制
の

整
備

を
図

る
。

○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
講

演
会

を
開

催
し

た
。

○
平

成
2
3
年

度
に

制
定

し
た

危
機

管
理

規
則

を
ふ

ま
え

、
緊

急
時

の
連

絡
系

統
図

を
更

新
し

た
。

○
休

校
時

の
取

り
扱

い
に

お
い

て
も

、
現

状
を

考
慮

し
て

改
正

し
周

知
し

た
。

最
近

学
生

が
海

外
に

渡
航

す
る

機
会

が
増

え
て

お
り

、
海

外
の

学
生

の
把

握
は

学
校

と
し

て
で

き
て

い
る

の
か

、
海

外
で

何
か

あ
っ

た
時

の
学

校
と

し
て

の
対

応
は

検
討

さ
れ

て
い

る
の

か
と

の
指

摘
が

あ
っ

た
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
、

現
在

学
生

係
で

検
討

中
で

あ
る

と
の

意
見

が
出

さ
れ

た
が

、
海

外
留

学
時

の
危

機
管

理
体

制
の

現
状

に
つ

い
て

確
認

し
、

必
要

で
あ

れ
ば

早
急

に
学

生
◇

教
職

員
の

海
外

渡
航

に
お

け
る

危
機

管
理

体
制

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。

⑩
教

職
員

の
健

康
管

理
を

適
切

に
行

い
、

「
教

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
高

専
機

構
本

部
作

成
）
」
の

活
用

を
図

る
。

○
安

全
衛

生
委

員
会

に
よ

り
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
連

す
る

講
演

会
の

開
催

、
相

談
窓

口
の

設
置

、
手

引
き

の
配

付
を

行
っ

た
。

○
学

生
相

談
室

委
員

会
委

員
を

中
心

と
し

た
教

員
が

、
外

部
で

開
催

さ
れ

る
講

習
会

・
研

修
会

へ
参

加
し

た
。

○
喫

煙
室

の
設

置
に

よ
る

分
煙

を
実

施
し

て
い

る
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

⑪
教

職
員

の
負

担
軽

減
策

と
し

て
、

学
生

寮
の

管
理

体
制

お
よ

び
課

外
活

動
コ

ー
チ

制
な

ど
に

つ
い

て
、

見
直

し
を

検
討

す
る

。

○
教

職
員

の
負

担
軽

減
に

向
け

て
、

寮
の

管
理

体
制

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
○

教
員

の
負

担
軽

減
に

向
け

て
、

課
外

活
動

顧
問

の
担

当
見

直
し

を
行

い
、

外
部

コ
ー

チ
を

積
極

的
に

採
用

し
て

い
る

。

◇
寮

の
管

理
体

制
に

つ
い

て
の

見
直

し
内

容
を

具
体

的
に

記
述

す
る

必
要

が
あ

る
。

◇
外

部
コ

ー
チ

に
つ

い
て

採
用

人
数

や
ク

ラ
ブ

名
な

ど
の

具
体

的
な

記
述

が
必

要
で

あ
る

。

Ⅱ
 業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置
　

　
（
一

般
管

理
費

の
縮

減
、

随
意

契
約

の
見

直
し

　
等

）

①
在

学
証

明
証

等
の

発
行

自
動

化
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

す
る

。

○
学

生
へ

の
利

便
と

効
率

を
高

め
る

た
め

に
、

在
学

証
明

書
等

の
発

行
自

動
化

に
つ

い
て

引
続

き
検

討
す

る
。

「
在

学
証

明
等

の
発

行
自

動
化

の
検

討
を

引
き

続
き

行
う

」
の

記
載

に
つ

い
て

、
浮

か
び

上
が

っ
た

問
題

点
や

実
際

に
や

っ
た

こ
と

な
ど

具
体

的
な

検
討

内
容

の
記

述
が

必
要

で
あ

る
。

②
経

費
の

戦
略

的
か

つ
計

画
的

な
配

分
を

引
き

続
き

行
う

。
○

予
算

委
員

会
で

戦
略

的
か

つ
計

画
的

な
配

分
を

行
う

た
め

、
「
予

算
の

可
視

化
」
・
「
教

員
研

究
費

の
配

分
方

針
」
・
「
教

育
研

究
重

点
化

促
進

経
費

の
見

直
し

」
を

行
い

、
運

営
委

員
会

で
審

議
決

定
し

た
。

○
本

校
の

特
色

を
活

か
し

た
、

経
費

の
戦

略
的

か
つ

計
画

的
な

配
分

と
し

て
、

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
、

若
手

教
員

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
、

学
生

実
験

機
器

更
新

経
費

に
つ

い
て

は
、

各
教

員
・
学

科
か

ら
の

申
請

に
基

づ
き

校
長

が
査

定
し

配
分

を
行

っ
て

い
る

。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

運
営

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

人
事

委
員

会
：
総

務
課

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：

総
務

課
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表
 1

平
成

２
４

年
度

 年
度

計
画

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
主

な
担

当
組

織
平

成
２

４
年

度
 実

績
報

告

③
業

務
の

効
率

化
促

進
を

図
る

。
○

総
務

課
に

「
国

際
・
研

究
推

進
係

」
を

新
設

す
る

な
ど

事
務

組
織

の
見

直
し

を
行

い
、

平
成

2
5
年

度
か

ら
新

体
制

で
の

業
務

効
率

化
を

図
る

。
事

務
組

織
の

見
直

し
の

目
的

等
を

具
体

的
に

記
載

す
る

。

④
一

般
管

理
費

の
縮

減
、

随
意

契
約

の
見

直
し

を
図

る
。

○
外

注
し

て
い

た
草

刈
を

教
職

員
で

行
い

、
年

間
１

８
０

万
円

を
縮

減
し

て
い

る
。

○
従

前
随

意
契

約
を

し
て

い
た

「
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
接

続
用

ア
ク

セ
ス

回
線

提
供

サ
ー

ビ
ス

」
を

一
般

競
争

に
変

更
し

た
。

○
会

議
資

料
印

刷
経

費
の

削
減

の
た

め
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
情

報
端

末
（
iP

ad
）
を

使
っ

た
会

議
の

実
施

を
継

続
実

施
し

て
い

る
。

○
照

明
器

具
の

高
効

率
の

物
へ

の
取

り
換

え
、

節
電

の
た

め
の

照
明

器
具

の
間

引
き

点
灯

を
行

っ
て

い
る

。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

。

Ⅲ
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

取
る

べ
き

措
置

　
共

同
研

究
、

受
託

研
究

、
奨

学
寄

附
金

、
科

学
研

究
費

補
助

金
な

ど
の

外
部

資
金

の
獲

得
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

○
共

同
研

究
7
件

、
受

託
研

究
3
件

、
奨

学
寄

付
金

1
3
件

を
獲

得
し

た
。

○
科

学
研

究
費

は
、

代
表

者
の

件
数

と
し

て
、

継
続

4
件

、
新

規
5
件

で
あ

っ
た

。
○

科
学

研
究

費
獲

得
の

た
め

に
、

全
教

員
を

対
象

と
し

た
説

明
会

を
実

施
し

た
。

○
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（
F
A

IS
）
と

の
連

携
を

実
施

し
て

い
る

。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：
総

務
課

北
九

州
学

術
推

進
機

構
（

F
A
I
S
）

と
の

連
携

に
つ

い
て

、
連

携
の

内
容

な
ど

の
具

体
的

な
記

述
が

必
要

で
あ

る
。

Ⅳ
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

①
施

設
・
整

備
等

の
実

態
調

査
を

踏
ま

え
、

教
育

研
究

の
推

進
や

福
利

厚
生

の
改

善
に

必
要

な
整

備
計

画
策

定
を

推
進

す
る

。

○
職

場
巡

視
の

結
果

等
基

に
、

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
て

精
査

し
た

上
で

、
営

繕
要

求
や

概
算

要
求

に
て

、
教

育
研

究
の

推
進

や
福

利
厚

生
の

改
善

な
ど

に
つ

い
て

要
求

を
実

施
し

て
い

る
。

記
載

の
と

お
り

実
績

が
あ

る
。

②
教

職
員

の
積

極
的

な
人

事
交

流
の

た
め

の
体

制
作

り
を

行
い

、
各

種
研

修
を

計
画

的
に

実
施

し
資

質
の

向
上

を
図

る
。

○
人

事
交

流
、

在
外

研
究

で
本

校
教

員
を

毎
年

派
遣

す
る

よ
う

体
制

を
整

備
し

て
お

り
、

計
画

的
に

実
施

し
て

い
る

。
記

載
の

と
お

り
実

績
が

あ
る

。

③
常

勤
職

員
に

つ
い

て
、

職
務

能
力

の
向

上
と

全
体

と
し

て
効

率
化

を
図

る
。

○
総

務
課

に
「
国

際
・
研

究
推

進
係

」
を

新
設

す
る

な
ど

事
務

組
織

の
見

直
し

を
行

い
、

平
成

2
5
年

度
か

ら
新

体
制

で
の

業
務

効
率

化
を

図
る

。
記

載
の

と
お

り
実

績
が

あ
る

。

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：

総
務

課

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

人
事

委
員

会
：
総

務
課
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3.平成 26 年度 自己点検･自己評価報告 



 

 
 

3.平成 26 年度 自己点検･自己評価 
 

(1) 本年度点検･評価事項の策定 
第 1 回委員会において、今年度の点検･評価事項の審議を行い、本委員会の自己点検･自己評価活動

を以下のように進めることを決定した。 
① 学校全体に渡る活動についての点検評価を行う。 

第二期中期目標･中期計画のもとに作成された本校の平成 25年度年度計画に対して各委員会･組

織から報告された平成 25 年度実績報告をもとに、本校の全体に渡る活動状況の点検･評価を行

う。 
② 平成 25 年度に実施された高等専門学校機関別認証評価で｢本校の改善を要する点｣として指摘さ

れた事項について、本校の取り組み状況の点検･評価を行う。 
 
(2) 平成 25 年度自己点検･自己評価の活動の公開 
学校教育法に自己点検･自己評価の実施と公表が定められていることに基づき、平成 25 年度に実施し

た自己点検･自己評価委員会の自己点検･自己評価活動のまとめを本校ホームページに掲載した。 
なお、平成 25 年度の点検･評価の詳細と点検･評価資料は平成 25 年度末に｢平成 25 年度自己点検･自

己評価委員会年次報告書｣の冊子にまとめられており、4 月に、平成 26 年度の主事会議のメンバーと学

科長に回覧した。 
 
(3) 平成 25 年度年度計画に対する実績報告に基づく学校全体に渡る活動状況の点検･評価 
各委員会･組織から提出された｢第 2 期中期目標 / 中期計画 / 平成 25 年度 (実績報告)」に基づき、以

下の事項について点検評価を行った。 
① 教育に関する事項 
② 研究に関する事項 
③ 社会との連携、国際交流等に関する事項 
④ 管理運営に関する事項 
⑤ 業務運営の効率化に関する事項 
⑥ 財務内容の改善に関する事項 
点検評価結果は｢平成 25 年度 年度計画実績報告の点検･評価結果｣にまとめ、これらの結果を校長に

報告した。 
 
(4) 平成 25 年度高等専門学校機関別認証評価で指摘された事項に対する本校の取り組み

の点検･評価 
各委員会･組織を掌理する主事会議のメンバーに｢高等専門学校機関別認証評価での指摘事項に対す

る取り組み｣の調査を行い、それぞれの事項に対する取り組み状況について点検･評価を行った。 
点検評価結果は｢平成 25 年度高等専門学校機関別認証評価における指摘事項に対する取り組みの点

検･評価 結果｣にまとめ、校長に報告した。 
 
(5) 平成 26 年度自己点検・自己評価委員会報告書 
自己点検･自己評価委員会の活動を冊子にまとめ、平成 27 年 3 月に校長に提出した。 
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(6) 平成 26 年度自己点検･自己評価委員会委員 

本年度の委員は次のとおりである。 

委 員 長  添田 満  (電子制御工学科 教授) 

副委員長  徳一 保生 (総合科学科 教授) 

委  員  山田 康隆 (総合科学科 教授) 

委  員  白神 宏  (総合科学科 教授) 

委  員  中山 博愛 (機械工学科 教授) 

委  員  吉野 慶一 (電子制御工学科 教授) 

委  員  寺井 久宣 (制御情報工学科 教授) 

委  員  西影 憲二 (事務部長) 

委  員  宮成 隆明 (総務課長) 

44



§平成 25 年度年度計画実績報告の点検・評価 
 
本校では、国立高等専門学校機構が策定した中期目標、中期計画に基づき、本校独自の中期目標、

中期計画、および年度計画を定めている。本校の各組織は、これらの計画に基づき活動を行っている。 

平成26年度の自己点検･自己評価委員会では、各組織から提出された｢平成25年度年度計画実績報

告｣をもとに、 

Ⅰ 教育･研究の質の向上に関する取組 

Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するための取組 

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための取組 

Ⅳ その他の業務運営に関する取組 

を点検評価することにより、学校全体に渡る活動状況の点検評価を行った。点検・評価の観点および

各組織から提出された実績報告は別添表2に示す。 

平成 25 年度年度計画の実績報告に対する自己点検･自己評価委員会の評価結果およびコメントは

別添表 3 のとおりである。概ね各計画どおり取り組みが行われていることを確認した。 
以上の点検評価結果から、学校全体の活動に対する提言を以下にまとめた。 

 
◇ 教育・研究の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保について 
① 高専女子学生と女子中学生･保護者との懇談会について 

次の取り組みにつなげるために、実施アンケートによる中学生の関心の度合い等のデータや実

施状況のまとめを学内に公表することが望まれる。 
② 学校見学について 

学校見学を受け入れることについて学外に PR を行うことを検討してはどうか。 
③ 北九州高専 PR 用 DVD 作成について 

早急に対応を進めてほしい。 
④ 女子寮の定員増、設備改善を図る計画について 

〇 女子寮生が減少傾向にある現状を見据えた対応を検討する必要がある。 
〇 学生が入りたいと思うような女子寮の PR を検討すべきではないか。 
〇 新入学生だけでなく、卒研などで帰宅時間が遅くなる高学年生 (3・4・5 年生)に対し、入

寮のメリットを担任やホームページ等を通してアピールすることも考えられる。 
⑤ 入学志願者にかかわる調査、入試に関わる成績データの分析について 

〇 入試データの教員間の共有が必要であると考えられる。そのために、入試に関するデータ

をまとめ、系統的に整理して共有することができるようにすべきである。ガルーン上でク

リックすると種々の情報を見ることができるように整備するとよいのではないか。 
〇 入試説明会で示される受験生のデータについても前年度分しか分からないため、過去のデ

ータもまとめて、教員がデータとしてみることができるようにすることが望まれる。 
〇 女子学生志願者確保の取組のためには、女子学生の状況に関するデータベースの整備も必

要である。 
〇 入試 WG での入試成績の分析結果についても教員への公開が望まれる。分析結果をガルー

ンなどで学内に周知するなどの方法も考えられる。 
 
(2) 教育課程の編成等について 

① 長期学外実習について 
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改組後、全学科で実施するため、学校全体での運営体制の確立が望まれる。 
 

② 近隣大学との連携について 
テレビ会議システムの積極的な活用を踏まえた連携も考えられる。 

③ 学生の多様な学習や課外活動の取組について 
多様な取り組みをやりやすくするための時間の確保や金銭面等でのサポート、学生に多くの機

会を与えることができる体制づくりなど、学校全体での検討が望まれる。 
④ TOEIC 関連教育の効果の確認について 

〇 学校全体で英語強化に取り組むためには全教員の情報共有が大切である。 
〇 TOEIC の試験結果や TOEIC 導入による教育効果の分析結果などの公表が望まれる。 
〇 毎年行われる TOEIC の試験結果のデータを教員に公開してほしい。 
〇 TOEIC 導入後の期間における教育効果の分析結果と毎年の状況などの公表が望まれる。 
〇 数学と物理の達成度試験の結果及びその分析結果は毎年報告されており、毎年行われてい

る TOEIC の試験結果についても同様の報告が望まれる。 
 
(3) 優れた教員の確保について 

① 人事交流について 
人事交流した教員に教員会議等で交流先で得られたこと等を発表してもらい、情報共有するこ

とが必要である。 
② 女性教員確保のための環境づくりについて 

〇 女性教員への支援の現状を具体的に報告してほしい。 
〇 本校で女性教員が産休及び育児休業を取得した場合、正規の常勤教員を産休教員として追

加措置できるにもかかわらず、これまでは、担当科目の非常勤教員の追加で措置し、校務

分掌については残りの常勤教員で分担しており、産休の常勤教員の追加措置はなされてい

なかった。このような措置が可能であることを学内に周知し、事務方からもアドバイスし

協力する体制が必要である。 
③ 教員の外部研修会等への派遣について 

研修会の内容を教員が情報共有できるようにすることが必要である。共有フォルダを作るなど

して閲覧できるようにするなどの体制づくりが望まれる。 
 
(4) 教育の質の向上･改善について 

① e ラーニングの充実について 
e ラーニングの導入状況や導入の効果についての検証を、教務委員会等で教員に報告すること

が望まれる。 
② オフィスアワーについて 

オフィスアワーを設定しているが、実際には教員はオフィスアワーだけでなく、いつでも可能

な時間は対応しており、本校の状況にあわせたオフィスアワーの設定の仕方を検討してもいい

のではないか。 
 
(5) 学生支援･生活支援等について 

① 図書館について 
施設老朽化のため予算化してほしいという機構本部への申請は受理されにくいため、複合施

設にするなどの工夫が必要である。新しい複合施設としての活用を考えた検討と申請を進め

ることが望まれる。 
② 寮の改修について 
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他高専と比べ、本校の寮生数は非常に少ないため新しく予算をつけてもらうことは難しい。

そのため、本校で受け入れる短期留学生の宿泊施設としての利用や、可能であれば寮以外の

学内行事での活用、学外者の利用なども視野に入れた改修計画についてさらに検討を進める

ことが望まれる。 
③ 帯同経費について 

学会時期などの関係で学生への配分が年度後半の学会発表に対してはいきわたらないなどの

問題がある。学生の旅費等の経費援助はよい取組であり、学内での対応や運用方法について

さらなる検討が望まれる。 
④ キャリア教育支援室設置について 

学校全体としての就職進学支援および指導体制が早く整うよう、設置に向けた検討を始める

必要がある。 
 

(6) 教育環境の整備・活用について 
① 施設･設備のメンテナンスについて 

今年、経年劣化による腐食が原因で学内の水道管に水漏れが発生し、急遽修理のために多く

の経費が必要となった。このような事態が今後また発生することも考えられ、老朽化対策に

ついては根本的な対応を機構本部への要求も含めて検討する必要がある。 
② 省エネ対策の検討について 

〇 省エネ化対策が個々に実施されているが、将来を見据えた計画を立て、それに基づいて

実施していくことが必要である。 
〇 今後契約する電力については、競争入札を含めた電力会社との契約の検討も必要と考え

られる。 
③ 電子錠の拡充について 

〇 予算の関係で設置には至っていないが、予算がつけば早急に計画に沿ってカードキーを

設置することが望まれる。 
④ 教育研究支援室組織の充実について 

平成 25 年度にものづくりセンターが完成し、現在、教育支援室が実質的な運営を行っており、

支援室を入れた実質的なものづくりセンターの管理体制を確立していくことが望まれる。 
⑤ バリアフリー化について 

図書館をはじめ、学内全体にわたる早期整備に向けた対応が必要である。 
⑥ 安全教育について 

安全教育は各部署で個々に実施されているが、本校で実施されている安全教育を総括し、必

要なものがあれば加えるなど、学校全体での検討整備が望まれる。 
 
Ⅱ 研究に関する事項 

(1) 研究活性化に向けた環境整備について 
実績報告では、昨年度に引続き、研究費配分を若手教員に厚くなるようにして研究の活性化を図

ったとあるが、今後、この取組の効果を検証することも必要である。 
 
Ⅲ 社会との連携、国際交流等に関する事項 

(1) 国際交流に関する年度計画について 
シンガポールのポリテクとの国際交流だけでなく、現在は、他の国々との国際交流も多数行って

おり、9 高専連携事業も含め現状にあわせた年度計画をあげるべきではないか。 
(2) 国際交流の実施体制について 

現在、多くの国際交流が実施されているが、各部署･担当がバラバラに取り組んでいるため、そ
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の内容が教員全体に伝わってこない状況にある。交流に行く学生を担任が知らないこともあった。

学校全体の交流の窓口を明確化し、全体の動きが教員全体にも把握できるように、統括した取り

組みと教職員への定期的な情報提供が望まれる。情報提供の一つとして、取り組みを志遠に載せ

ることも考えられる。 
(3) 外国人学生対象の 3 年次編入入試について 

計画に｢編入入試を実施する｣とあるが、志願者がいない場合は編入入試を実施しないため、計画

は｢編入を受け入れる｣とし、実績報告では学科ごとに何名編入を受け入れる体制をとったか、そ

して編入入試を実施したかどうかの報告をすることが望まれる。 
 
Ⅳ 管理運営に関する事項 

(1) 計画節電の取り組みについて 
電気の年間使用量の削減量が報告されているが、昨年度と比較し何％削減したかを示すことも必

要である。 
(2) 若手教員育成のためのシステム作りについて 

中堅教員が相談役を担当することについては、その体制を明文化してシステムを確立することが

望まれる。 
外部機関の開催する研修会への派遣について、他校では研修会に参加する数を決めて参加させて

いるところもあり、これらも参考にシステムとしてさらなる整備が望まれる。 
(3) 教職員のメンタルヘルスについて 

健康相談室やストレスチェック、講演会などの実績はあるものの、現状を見るともう少しアクテ

ィブに活動してもいいのではないか。 
 
◇ 業務運営の効率化に関する目標を達成するために取るべき措置 

(1) 在学証明等発行の自動化について 
在学証明書等の自動発行機を導入することについては、学生カードの有効利用に関わる学校とし

て考えるべき問題であるが、実際には検討が進んでいない状況にあり、検討する部署も明確にな

っていない。主体となる部署を決め、計画をあげる必要があるのも含め、具体的な検討を行う必

要がある。さらに、自動発行機の導入を計画するのであれば、予算も含めた戦略的な方針を決め

て、学生カードとリンクした有効利用や利便性等も検討する必要がある。 
 

(2) 一般管理費の縮減について 
① 計画と実績報告にトータルでの縮減量を示し、縮減目標値に対して、昨年比何％の縮減にな

ったのか、目標値等を達成したかどうかなど、具体的な数値での報告が望まれる。 
② 一般管理費縮減のための取り組みとして、教職員による校内除草作業があげられているが、

他の業務への影響などはないのか、勤務時間外にボランティアでされている場合もあり、問

題はないのかなどの懸念がある。 
 
 
◇ 財務内容の改善に関する目標を達成するために取るべき措置 

提言なし 
 
◇ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 

(1) 教職員の積極的な人事交流のための体制づくりについて 
以下を踏まえ、体制について更なる検討が望まれる。 

① 現在、学科の輪番制で派遣する体制になっているが、少人数所帯の中で毎年必ず派遣するの
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は負担が大きいのではないか。 
② 学校全体を見渡した計画をたて派遣する必要があるのではないか。 
③ 金銭面、人的な支援がうまくできないか。 
④ 海外派遣は機構本部が積極的に進めており、機構本部にも派遣に対する一層の支援を働きか

けるとよいのではないか。 
 
◇ 年度計画と実績報告のあり方について 
今年度、実績報告を点検評価する中で、年度計画と実績報告の書き方について指摘がなされた。これ

らを踏まえ、今後の年度計画と実績報告の記載の在り方についての要望を以下にまとめる。 
(1) 実績報告について 

① 実績報告については、具体的な実施内容を示すことが必要である。その場合、件数、参加人

数など可能なものは数値も示すことが望ましい。 
② 昨年と同じ内容の計画に対する実績報告の場合、昨年の実績報告と同じ報告文が一部にみら

れた。少なくとも、昨年の実績報告との違い、昨年の実績からの進展状況などを明確に示す

必要がある。その際、「～を継続して行った｣の書き方では不十分である。 
③ ｢～を検討する｣｢～を図る｣の計画に対しては、具体的な検討内容･検討結果や取り組んだ結果

を簡単に示す必要がある。 
④ 報告の中に｢機構｣の語句が使われているが、本校も機構の一部であり、｢機構本部｣を使用す

べきである。 
⑤ 報告に記載する語句は正確な表記をすべきである。 

(2) 年度計画について 
① 毎年同じ文章ではなく、実績報告に基づき、更新した内容にすべきである。 
② 数値目標が掲げられるものについては、数値目標を示すことが望ましい。 
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§平成 25年高等専門学校機関別認証評価における指摘事項に対する取り組みの点検･評価 

 
平成 25 年度高等専門学校機関別認証評価において、改善を要する点として、基準 4、基準 5、基準 6、

基準 8、基準 11 に関して 7 点の指摘を受けた。各委員会での、これらの指摘の把握状況、および指摘に

対する対応の取り組み状況について調査を行い、各委員会を掌理する主事、該当委員会の委員長からそ

れぞれ回答を得た。 
自己点検・自己評価委員会では、これらの報告を基に、指摘事項に対する本校の対応と取組状況につ

いて点検･評価を行い、点検･評価結果を以下にまとめた。 
 
1.基準 4 の指摘事項について 
入学者選抜の基本方針に関連する表現の明確化に対しては、平成 25 年度内から JABEE･認証評価委員

会でアドミッションポリシー記載事項の検討を開始し、平成 27 年度の入学生募集に間に合うように、

入学試験委員会で確認と吟味の上で、平成 27 年度の本科学生募集要項、専攻科学生募集要項、編入学

生募集要項を作成している。これらの募集要項の各冒頭にはアドミッションポリシー(入学者受入れ方

針)が掲げられ、そこに｢北九州高専が求める学生像｣と｢入学者選抜の基本方針｣を明確に切り分けた上で

記載していることを確認した。 
以上により、基準 4 の指摘事項に対する対応がとられている。 

 
2.基準 5 の指摘事項について 
専攻科課程の一部科目において複数年度にわたり同一の問題が出題されているとの指摘に対して、該

当科目について平成 25 年度後期から担当者の交代をしていると報告された。 
しかし、担当者を交代しただけでは不十分であり、指摘に対する学校全体の対応になっているとは言

えない。一教員への対応だけではなく、全教員に中間･定期試験で複数年にわたり、同一問題を続けて

出題することのないよう注意喚起することが望まれる。 
 
3.基準 6-①の指摘事項について 

専攻科課程では平成 24 年度のカリキュラム変更により、学習･教育目標 E ⑤の達成状況を評価する代

表科目が選択科目になってしまい、代表科目を選択しない学生は目標 E ⑤の達成状況を把握評価するこ

とができない状況になっていた。そのため、平成 25 年度入学生から、目標 E ⑤の達成状況を評価する

ための代表科目を必修科目に置くようカリキュラム変更の措置が取られていることを確認した。 
以上により、基準 6-①の指摘事項に対する対応がとられている。 

 
4.基準 6-②の指摘事項について 

学生および卒業生による教育目標 (E) の学習達成度評価が低くなっているとの指摘に対して、平成

25 年認証評価の実地審査の後、英語科への改善・工夫の要請がなされ、平成 26 年には英語の科目間連

絡会議等で検討が行われている。その後の対応として、短期留学生受け入れや海外研修の新設など英語

に触れる機会を増やす取り組みや専攻科の教育カリキュラムの改善等、これまでのいくつかの取り組み

が報告されており、指摘事項に対する対応が進められていることを確認した。 
報告にあげられた取組における問題点や今後の対応計画についてはさらに検討し、これらの取り組み

を継続して進めていくことが望まれる。また、現在は対応がスタートした段階であり、これらの対応が

進めば、効果の検証を行い、さらなる改善につなげていくことも必要である。 
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5.基準 6-③の指摘事項について 
卒業 (修了) 生の教育目標の達成状況について、進路先から直接の意見聴取がなされていないとの指摘

があった。このことに対して、平成 25 年度から 26 年度にかけて、教育目標の達成状況に関する企業ア

ンケート調査を実施していることを確認した。 
以上により、基準 6-③の指摘事項に対する対応がとられている。 
しかし、本校卒業生の進路先は大学もあり、進学先についてもアンケート調査の実施を検討すること

が望まれる。 
なお、今後このような進路先のアンケート調査を定期的に実施することが必要である。また、卒業生

の教育目標達成状況を進路先がどのように捉えているかについて、教員全体が把握するため、実施した

アンケート結果を公表することが望まれる。 
 
6.基準 8 の指摘事項について 
バリアフリー化の進捗状況には改善が必要であるとの指摘に対して、平成 26 年度はバリアフリー化

に関係する施設設備の予算申請の優先順位を上げ、図書館のバリアフリー化の要求事項の優先順位を第

一位に上げるなどの対応がとられている。また、平成 25 年度には福利施設や 1 号館学生課前にスロー

プや手すりの設置を行っており、バリアフリー化の一部は対応が進められている。 
以上により、基準 8 の指摘事項に対する対応の取り組みが進められていることを確認した。 
バリアフリー化は予算を伴うものであるため、改善を一気に進めることは難しいが、今後、不十分な

箇所について予算申請を継続して行うこと、予算的に対応可能な所については優先順位を上げてできる

だけ早急に措置することが望まれる。 
 
7.基準 11 の指摘事項について 

これまで毎年 1 つの点検項目を取り上げて自己点検･自己評価を行っており、学校全体の活動の総合

的な点検にならないとの指摘に対して、平成 25 年度より、毎年、本校が定める年度計画の実績報告を

基に、学校全体に渡る活動を総合的に自己点検･自己評価する体制に切り替えている。さらに、年度末

には自己点検･自己評価した結果をまとめ、委員会の提言と共に校長に提出し、校長は、点検･評価結果

及び提言の中から必要と思われるものについては、該当委員会に対応を求める体制にしている。 
以上により、基準 11 の指摘事項に対する対応がとられている。 
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表
 2

北
九

州
高

専
　

第
2
期

中
期

目
標

･中
期

計
画

　
平

成
2

5
年

度
年

度
計

画
お

よ
び

平
成

2
5
年

度
年

度
計

画
実

績
報

告

Ⅱ
 教

育
・
研

究
の

質
の

向
上

に
関

す
る

事
項

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

　
実

験
・
実

習
・
実

技
を

通
し

て
早

く
か

ら
技

術
に

触
れ

さ
せ

、
技

術
に

興
味

・
関

心
を

高
め

た
学

生
に

科
学

的
知

識
を

教
え

、
さ

ら
に

高
い

技
術

を
理

解
さ

せ
る

と
い

う
特

色
あ

る
教

育
課

程
を

通
し

、
製

造
業

を
始

め
と

す
る

様
々

な
分

野
に

お
い

て
創

造
力

あ
る

技
術

者
と

し
て

将
来

活
躍

す
る

た
め

の
基

礎
と

な
る

知
識

と
技

術
、

さ
ら

に
は

生
涯

に
わ

た
っ

て
学

ぶ
力

を
確

実
に

身
に

付
け

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
以

下
の

観
点

に
基

づ
き

教
育

実
施

体
制

を
整

備
す

る
。

Ⅰ
教

育
・
研

究
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

取
る

べ
き

措
置

１
 教

育
に

関
す

る
事

項
　

実
験

・
実

習
・
実

技
等

の
体

験
的

な
学

習
を

重
視

し
た

教
育

を
行

い
、

製
造

業
を

始
め

と
す

る
様

々
な

分
野

に
お

い
て

創
造

力
あ

る
技

術
者

と
し

て
将

来
活

躍
す

る
た

め
の

基
礎

と
な

る
知

識
と

技
術

、
さ

ら
に

は
生

涯
に

わ
た

っ
て

学
ぶ

力
を

確
実

に
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

、
以

下
の

観
点

に
基

づ
き

教
育

実
施

体
制

を
整

備
す

る
。

②
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

、
出

前
授

業
や

公
開

講
座

の
内

容
見

直
し

な
ど

、
志

願
者

確
保

に
向

け
た

継
続

的
な

取
組

み
を

行
う

。
　

特
に

、
小

学
生

を
対

象
と

し
た

講
座

は
、

近
隣

の
小

学
校

に
直

接
案

内
す

る
。

○
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

「
在

校
生

に
よ

る
高

専
紹

介
・
質

問
コ

ー
ナ

ー
」
、

寮
生

会
役

員
に

よ
る

寮
の

紹
介

を
行

っ
た

。
○

夏
の

公
開

講
座

で
は

、
中

学
生

ば
か

り
で

な
く
小

学
生

を
も

対
象

と
し

た
講

座
を

開
講

し
、

近
隣

の
小

学
校

に
直

接
出

向
い

て
チ

ラ
シ

を
配

布
し

た
。

〇
出

前
授

業
の

実
施

・
本

年
度

中
学

校
を

対
象

に
3
件

の
出

前
授

業
を

実
施

し
た

。
（
北

九
州

市
内

中
学

校
）

・
北

九
州

市
が

主
催

す
る

小
学

生
や

中
学

生
を

対
象

と
し

た
催

し
も

の
に

も
協

力
し

た
。

〇
学

校
見

学
の

受
け

入
れ

・
9
月

2
6
日

：
北

九
州

市
立

足
立

中
学

校
P

T
A

約
3
0
名

の
保

護
者

の
訪

問
が

あ
っ

た
。

・
1
0
月

3
0
日

：
大

分
県

中
津

市
の

本
耶

馬
溪

中
学

校
か

ら
本

校
を

見
学

し
た

い
旨

の
申

し
出

が
あ

り
、

3
年

生
3
1
名

職
員

3
名

の
訪

問
が

あ
っ

た
。

②
中

学
生

や
そ

の
保

護
者

を
対

象
と

す
る

広
報

資
料

を
作

成
す

る
。

③
ポ

ス
タ

ー
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、
マ

ス
コ

ミ
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
活

用
し

て
、

広
報

活
動

の
強

化
を

図
る

。
ま

た
、

近
隣

住
民

へ
の

ア
ピ

ー
ル

を
兼

ね
、

地
域

と
の

結
び

つ
き

、
学

生
が

参
加

す
る

行
事

、
学

生
の

表
彰

な
ど

を
グ

ラ
ウ

ン
ド

外
側

の
掲

示
板

等
に

掲
示

す
る

。
　

本
年

度
は

、
H

P
上

に
本

校
紹

介
D

V
D

の
掲

載
・
学

生
寮

紹
介

の
掲

載
を

検
討

す
る

。
平

成
2
7
年

度
に

、
創

立
5
0
周

年
を

迎
え

る
本

校
の

紹
介

を
H

P
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
側

の
掲

示
板

で
案

内
す

る
。

○
ポ

ス
タ

ー
、

チ
ラ

シ
、

マ
ス

コ
ミ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

十
分

に
活

用
し

た
。

○
グ

ラ
ン

ド
側

の
掲

示
板

を
利

用
し

て
、

本
校

学
生

・
近

隣
住

民
に

対
し

て
、

学
生

の
表

彰
、

学
校

行
事

の
案

内
ポ

ス
タ

ー
な

ど
を

そ
の

都
度

作
成

し
、

掲
示

し
た

。
○

学
生

寮
を

紹
介

す
る

チ
ラ

シ
を

作
成

し
、

秋
の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
の

来
校

者
に

配
布

し
た

。
○

高
専

機
構

作
成

の
D

V
D

は
適

宜
利

用
し

て
い

る
が

、
北

九
州

高
専

P
R

用
映

像
資

料
の

制
作

、
D

V
D

の
み

な
ら

ず
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
し

た
配

信
を

検
討

中
で

あ
る

。

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

入
試

委
員

会
、

学
生

寮
委

員
会

：
学

生
課

第
２

期
中

期
目

標

（
１

）
入

学
者

の
確

保
　

高
等

専
門

学
校

の
特

性
や

魅
力

に
つ

い
て

、
中

学
生

や
中

学
校

教
員

、
さ

ら
に

広
く
社

会
に

お
け

る
認

識
を

高
め

る
広

報
活

動
を

組
織

的
に

展
開

す
る

と
と

も
に

入
試

方
法

等
の

検
討

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

充
分

な
資

質
を

持
っ

た
入

学
者

を
確

保
す

る
。

平
成

２
５

年
度

 実
績

報
告

第
２

期
中

期
計

画

（
１

）
入

学
者

の
確

保

①
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

、
中

学
校

教
員

や
塾

を
対

象
に

し
た

入
試

説
明

会
、

中
学

校
訪

問
、

出
前

授
業

な
ど

、
志

願
者

確
保

に
向

け
た

継
続

的
な

取
組

み
を

行
う

。

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

（
１

）
入

学
者

の
確

保
　

　
　

（
学

生
募

集
活

動
、

女
子

学
生

確
保

、
入

試
方

法
の

改
善

　
等

）

①
中

学
校

教
員

や
学

習
塾

講
師

を
対

象
に

し
た

入
試

説
明

会
、

中
学

校
訪

問
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
、

近
隣

高
専

と
の

合
同

入
試

説
明

会
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

主
な

担
当

組
織

〇
学

生
募

集
要

項
に

つ
い

て
・
帰

国
子

女
特

別
選

抜
の

募
集

を
行

っ
た

（
本

年
度

は
志

願
者

な
し

）
○

学
校

説
明

会
・
8
月

2
8
日

：
北

九
州

市
内

及
び

近
隣

市
町

村
の

中
学

校
教

諭
を

対
象

と
し

た
説

明
会

（
出

席
者

は
昨

年
度

よ
り

増
）

・
9
月

1
7
日

：
北

九
州

市
内

及
び

近
隣

の
学

習
塾

を
対

象
と

し
た

説
明

会
（
出

席
者

は
昨

年
度

と
同

程
度

）
・
9
月

2
6
日

：
宇

部
高

専
と

合
同

で
下

関
市

（
山

口
県

）
の

中
学

校
教

諭
及

び
学

習
塾

を
対

象
と

し
た

説
明

会
（
出

席
者

は
昨

年
度

と
同

程
度

）
・
9
月

2
8
日

：
福

岡
３

高
専

合
同

で
福

岡
市

内
及

び
そ

の
周

辺
中

学
校

の
中

学
生

、
保

護
者

、
教

諭
を

対
象

と
し

た
説

明
会

（
出

席
者

は
昨

年
度

よ
り

増
、

福
岡

市
周

辺
か

ら
の

秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
参

加
者

増
）

・
各

中
学

校
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

本
校

教
員

を
説

明
会

に
派

遣
（
１

１
件

）
○

中
学

校
訪

問
・
北

九
州

市
内

及
び

近
隣

の
市

町
村

の
１

４
０

校
超

の
中

学
校

へ
本

校
助

教
以

上
の

教
員

が
訪

問
し

、
北

九
州

高
専

の
説

明
及

び
「
高

専
」
に

つ
い

て
周

知
を

行
っ

た
。

○
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

・
模

擬
授

業
を

中
心

と
す

る
夏

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

の
実

施
を

計
画

し
、

準
備

を
し

て
い

た
が

、
豪

雨
の

た
め

中
止

し
た

。
・
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
1
0
月

1
9
日

・
2
0
日

に
実

施
し

、
昨

年
度

を
上

回
る

7
5
4
名

の
参

加
者

が
あ

っ
た

。
ま

た
、

保
護

者
・
中

学
校

教
員

を
対

象
と

し
た

入
試

懇
談

会
も

実
施

し
た

。
・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
に

、
高

専
女

子
学

生
と

女
子

中
学

生
・
保

護
者

と
の

懇
談

会
を

実
施

し
た

。
・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

関
連

情
報

を
W

e
b
サ

イ
ト

に
適

宜
更

新
の

上
掲

載
し

た
。

夏
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
中

止
の

情
報

も
早

目
に

掲
載

す
る

こ
と

で
、

電
話

問
合

せ
・
誤

っ
た

当
日

の
来

校
は

ほ
と

ん
ど

な
か

っ
た

。
○

北
九

州
高

専
版

の
「
高

専
女

子
百

科
J
r」

の
制

作
を

急
ぎ

、
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
配

付
し

た
。
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

④
女

子
中

学
生

向
け

の
高

専
機

構
が

作
成

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
利

用
し

、
女

子
学

生
の

志
願

者
確

保
に

向
け

た
継

続
的

取
組

み
を

行
う

。
ま

た
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
時

に
、

高
専

女
子

学
生

と
女

子
中

学
生

と
の

懇
談

会
の

開
催

を
引

き
続

き
行

な
う

。

○
女

子
学

生
志

願
者

の
確

保
・
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

開
催

時
に

女
子

学
生

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
、

女
子

中
学

生
を

対
象

に
在

学
女

子
学

生
が

高
専

生
活

に
つ

い
て

の
質

問
や

相
談

に
答

え
る

と
と

も
に

、
女

子
中

学
生

へ
モ

ノ
づ

く
り

体
験

を
し

て
も

ら
っ

た
。

（
コ

ー
ナ

ー
へ

の
参

加
者

は
約

6
0
名

程
度

）
ま

た
、

女
子

学
生

寮
の

説
明

を
女

子
学

生
が

実
施

し
た

。
・
卒

業
後

の
活

躍
、

大
学

編
入

、
大

学
院

進
学

を
視

野
に

入
れ

な
が

ら
中

学
校

側
に

Ｐ
Ｒ

活
動

を
行

っ
た

。
○

昨
年

度
に

組
織

し
た

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
実

行
委

員
会

を
中

心
に

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
計

画
、

実
施

し
た

。
ま

た
、

W
e
b
サ

イ
ト

の
充

実
を

図
っ

た
。

○
北

九
州

高
専

版
の

「
高

専
女

子
百

科
J
r」

、
機

構
作

成
の

女
子

中
学

生
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（
キ

ラ
キ

ラ
高

専
ガ

ー
ル

ズ
）
を

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
・
高

専
祭

な
ど

、
中

学
生

や
保

護
者

が
来

校
す

る
と

き
に

配
布

し
た

。

⑤
遠

隔
地

か
ら

の
女

子
学

生
志

願
者

確
保

の
た

め
、

学
生

寮
（
寄

宿
舎

３
棟

１
階

）
の

改
修

を
検

討
し

、
女

子
寮

の
定

員
増

、
設

備
改

善
を

図
る

。
○

女
子

寮
生

減
少

傾
向

の
た

め
、

現
在

は
改

修
を

保
留

し
た

。
○

女
子

寮
生

増
を

視
野

に
入

れ
て

要
望

事
項

を
聴

取
し

、
居

住
環

境
の

改
善

を
図

っ
た

。

⑥
女

子
学

生
の

卒
業

後
の

活
躍

の
場

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

す
る

。

○
企

業
訪

問
を

行
い

、
女

子
学

生
の

採
用

に
関

し
て

積
極

的
に

採
用

し
て

頂
け

る
よ

う
に

依
頼

し
た

。
ま

た
そ

の
際

に
希

望
す

る
学

生
像

等
の

情
報

を
収

集
し

、
本

校
学

生
に

も
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
た

。
○

地
元

企
業

の
中

に
は

、
女

子
学

生
を

優
先

採
用

し
て

い
る

企
業

も
あ

る
。

⑦
入

学
志

願
者

に
関

わ
る

調
査

、
入

試
選

抜
方

法
に

関
わ

る
成

績
デ

ー
タ

等
の

分
析

に
つ

い
て

、
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

協
力

を
得

た
継

続
検

討
を

行
う

。

○
平

成
2
3
年

度
か

ら
継

続
し

て
本

校
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

「
入

試
成

績
分

析
ツ

ー
ル

」

を
作

成
・
改

善
し

て
お

り
、

入
試

W
G

で
こ

の
分

析
結

果
に

基
づ

き
継

続
し

て
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

⑧
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

と
入

試
選

抜
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
検

討
結

果
を

も
と

に
審

議
す

る
。

○
出

願
提

出
書

類
で

あ
る

「
調

査
書

」
の

様
式

を
検

討
し

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

に
関

し
記

載
し

や
す

い
よ

う
に

変
更

し
た

。
○

平
成

2
5
年

度
の

大
学

評
価

・
学

位
授

与
機

構
に

よ
る

高
専

機
関

別
認

証
評

価
を

受
審

し
た

際
、

募
集

要
項

の
「
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

」
記

載
方

法
に

指
摘

を
受

け
た

た
め

、
J
A

B
E

E
・
認

証
評

価
委

員
会

で
記

載
事

項
と

内
容

を
審

議
し

た
。

こ
の

審
議

結
果

は
、

平
成

2
7
年

度
学

生
募

集
要

項
作

成
に

向
け

て
、

入
試

委
員

会
で

検
討

す
る

こ
と

と
し

た
。

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

等
　

　
　

（
学

科
再

編
、

大
括

り
化

・
コ

ー
ス

制
の

導
入

、
専

攻
科

の
充

実
　

等
）

①
専

攻
科

に
お

け
る

地
域

企
業

等
と

の
共

同
教

育
を

推
進

す
る

。

○
以

前
か

ら
継

続
し

て
い

る
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
（
専

攻
科

特
論

II
, 

II
I）

の
他

、
高

専
機

構
「
企

業
技

術
者

等
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

よ
る

産
学

連
携

共
同

教
育

の
採

択
を

受
け

、
専

攻
科

で
の

「
低

炭
素

化
技

術
特

論
（
専

攻
科

特
論

Ⅳ
）
」
を

行
っ

た
。

○
地

元
企

業
・
他

大
学

・
市

と
の

連
携

に
よ

る
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

と
連

携
し

た
企

業
の

現
役

技
術

者
に

よ
る

育
成

講
座

を
継

続
開

催
し

た
。

②
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

点
検

整
備

や
地

域
企

業
と

の
産

学
共

同
教

育
を

推
進

す
る

。

○
複

数
学

科
に

存
在

す
る

類
似

科
目

に
つ

い
て

、
平

成
2
3
年

度
か

ら
継

続
し

て
担

当
教

員
で

協
力

し
た

授
業

を
実

施
し

た
。

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
短

期
・
長

期
）
の

受
入

れ
企

業
開

拓
、

教
員

の
企

業
と

の
共

同
研

究
マ

ッ
チ

ン
グ

等
に

つ
い

て
は

、
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

（
特

命
教

授
）
に

よ
る

協
力

体
制

を
整

備
し

た
。

○
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

専
攻

科
・
本

科
で

の
夏

季
休

業
期

間
に

行
う

「
短

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
本

科
1
3
6
名

・
専

攻
科

1
2
名

）
」
、

本
科

４
年

の
３

学
科

で
後

学
期

中
に

行
う

「
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
1
8
名

）
」
を

実
施

し
た

。
○

高
専

機
構

が
主

催
す

る
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

、
専

攻
科

学
生

２
名

が
参

加
し

た
。

○
北

九
州

活
性

化
協

議
会

（
K

P
E

C
）
に

よ
る

、
北

九
州

地
域

産
業

人
材

育
成

事
業

に
平

成

2
3
年

度
よ

り
参

画
し

て
い

る
。

今
年

度
は

、
本

事
業

に
よ

り
本

科
1
6
名

・
専

攻
科

３
名

の
学

生
が

地
元

企
業

へ
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
で

き
た

。
ま

た
、

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
事

前
教

育
も

行
い

、
学

生
の

意
識

高
揚

を
図

っ
た

。
○

九
州

沖
縄

地
区

９
高

専
に

よ
る

共
同

教
育

推
進

事
業

「
高

専
・
企

業
・
ア

ジ
ア

連
携

に
よ

る
実

践
的

・
創

造
的

技
術

者
の

養
成

」
（
略

称
：
９

高
専

連
携

事
業

）
に

よ
り

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
で

あ
る

九
州

経
済

連
合

会
（
九

経
連

）
と

連
携

し
て

、
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
け

入
れ

企
業

の
開

発
等

に
取

り
組

ん
だ

。
○

地
元

企
業

・
市

と
の

連
携

に
よ

る
、

プ
ラ

ン
ト

設
計

技
術

者
教

育
な

ら
び

に
環

境
教

育
を

継
続

実
施

し
た

。

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

入
試

委
員

会
、

学
生

寮
委

員
会

：
学

生
課

教
務

委
員

会
、

専
攻

科
委

員
会

、
厚

生
補

導
委

員
会

：
学

生
課

（
１

）
入

学
者

の
確

保
　

高
等

専
門

学
校

の
特

性
や

魅
力

に
つ

い
て

、
中

学
生

や
中

学
校

教
員

、
さ

ら
に

広
く
社

会
に

お
け

る
認

識
を

高
め

る
広

報
活

動
を

組
織

的
に

展
開

す
る

と
と

も
に

入
試

方
法

等
の

検
討

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

充
分

な
資

質
を

持
っ

た
入

学
者

を
確

保
す

る
。

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

等
　

政
令

指
定

都
市

で
あ

る
工

業
都

市
北

九
州

市
に

位
置

し
、

近
隣

に
多

く
の

企
業

、
大

学
を

抱
え

る
地

域
性

や
特

色
、

立
地

条
件

等
を

生
か

し
、

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
教

育
の

充
実

を
図

る
。

　
ま

た
、

産
業

構
造

の
変

化
や

技
術

の
高

度
化

な
ど

の
時

代
の

進
展

に
対

応
し

て
、

本
科

お
よ

び
専

攻
科

の
教

育
内

容
を

見
直

し
、

「
創

造
性

教
育

」
の

た
め

の
教

育
の

整
備

・
充

実
を

図
る

。
こ

の
ほ

か
、

学
生

が
学

習
し

や
す

い
環

境
を

整
え

、
学

生
の

学
習

支
援

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

の
整

備
・
充

実
に

努
め

る
。

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

等

①
地

域
と

の
連

携
に

よ
る

本
科

お
よ

び
専

攻
科

の
教

育
の

充
実

を
図

る
。

a
)長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

導
入

等
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
た

め
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
整

備
の

検
討

を
行

う
。

b
)専

攻
科

に
お

け
る

地
域

企
業

と
の

共
同

で
の

教
育

を
整

備
す

る
。

c)
企

業
退

職
者

に
よ

る
専

門
教

育
支

援
の

検
討

を
行

う
。

d
)北

九
州

市
マ

イ
ス

タ
ー

制
度

の
効

果
的

利
用

法
を

検
討

す
る

。

e
)本

科
に

お
け

る
近

隣
大

学
と

の
単

位
認

定
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。

③
女

子
学

生
の

志
願

者
確

保
に

向
け

た
取

組
み

を
検

討
す

る
。

④
入

試
の

選
抜

方
法

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

53



表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

③
近

隣
大

学
と

の
連

携
に

つ
い

て
の

調
査

・
検

討
を

継
続

し
て

行
い

、
具

体
方

針
を

策
定

す
る

。

○
福

岡
県

大
学

等
就

職
問

題
連

絡
協

議
会

お
よ

び
福

岡
県

大
学

等
就

職
促

進
連

絡
会

に
出

席
し

、
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

○
近

隣
大

学
の

協
力

に
よ

る
「
本

校
留

学
生

へ
の

日
本

語
教

育
」
を

継
続

実
施

し
た

。
○

三
機

関
（
長

岡
技

科
大

、
豊

橋
技

科
大

、
高

専
機

構
）
が

連
携

・
協

働
し

た
教

育
改

革
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

キ
ッ

ク
オ

フ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

、
校

長
・
事

務
部

長
・
教

務
主

事
が

出
席

し
た

。
○

三
機

関
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
参

加
を

目
指

し
、

教
育

研
究

メ
ン

バ
ー

の
学

内
募

集
を

促
し

、
応

募
の

結
果

１
２

件
(実

施
グ

ル
ー

プ
４

件
、

登
録

グ
ル

ー
プ

８
件

)が
採

択
さ

れ
た

。

④
産

業
界

の
人

材
需

要
や

学
生

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
本

科
の

高
度

化
・
再

編
等

に
つ

い
て

継
続

検
討

し
、

具
体

方
針

を
策

定
す

る
。

○
本

科
お

よ
び

専
攻

科
の

高
度

化
・
再

編
を

集
中

的
に

検
討

す
る

W
G

を
組

織
し

、
本

科
の

教
育

課
程

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
な

ど
の

検
討

を
各

学
科

・
全

学
的

視
点

か
ら

継
続

的
に

実
施

し
た

。
○

本
科

・
専

攻
科

と
も

に
平

成
2
7
年

度
か

ら
の

改
組

を
目

指
し

て
、

７
月

に
機

構
本

部
へ

説

明
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

ふ
ま

え
て

修
正

し
た

説
明

資
料

を
1
0
月

に
機

構
本

部
へ

送
付

し
、

1
2
月

と
3
月

に
機

構
本

部
で

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

⑤
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
適

用
に

向
け

た
調

査
と

検
討

を
継

続
す

る
。

○
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
教

務
委

員
会

を
中

心
に

全
教

員
へ

の
適

応
状

況
調

査
を

行
い

、
現

科
目

の
達

成
レ

ベ
ル

の
調

査
ま

で
終

え
た

。
今

後
は

、
不

足
事

項
・

重
複

過
多

事
項

へ
の

対
応

を
検

討
す

る
。

○
高

専
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
に

複
数

の
教

員
を

派
遣

し
、

情
報

収
集

し
た

。

③
本

科
の

共
通

分
野

科
目

の
学

科
間

の
協

力
体

制
の

見
直

し
・
検

討
を

行
う

。

⑥
共

通
分

野
科

目
に

関
す

る
学

科
間

の
協

力
体

制
に

つ
い

て
、

学
習

到
達

度
試

験
の

活
用

等
具

体
的

な
検

討
を

通
し

て
体

制
構

築
を

図
る

。

○
複

数
学

科
に

存
在

す
る

類
似

科
目

に
つ

い
て

、
平

成
2
3
年

度
か

ら
継

続
し

て
担

当
教

員
で

協
力

し
た

授
業

を
実

施
し

た
。

○
共

通
分

野
に

お
け

る
学

科
間

の
意

見
交

換
は

継
続

し
て

実
施

し
て

お
り

、
共

通
分

野
の

教
育

に
対

す
る

認
識

を
共

有
し

た
。

○
学

習
到

達
度

試
験

の
結

果
等

は
各

学
科

選
出

メ
ン

バ
ー

と
数

学
、

物
理

担
当

教
員

が
参

加
す

る
科

目
間

連
絡

会
議

で
協

議
さ

れ
、

教
務

委
員

会
に

報
告

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
試

験
結

果
は

数
学

・
物

理
担

当
教

員
が

協
議

の
上

で
教

員
会

議
で

報
告

さ
れ

る
と

と
も

に
、

教
育

の
改

善
材

料
と

し
て

各
担

当
毎

に
活

用
さ

れ
た

。
○

学
習

到
達

度
試

験
結

果
の

成
績

上
位

5
0
名

を
学

内
掲

示
し

、
参

加
学

生
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
と

低
学

年
に

対
す

る
学

習
到

達
度

試
験

の
周

知
等

に
努

め
た

。

④
「
創

造
性

教
育

」
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
。

⑦
P

B
L

手
法

を
取

り
入

れ
た

「
創

造
性

教
育

」
の

充
実

に
向

け
た

検
討

を
行

う
。

○
社

会
系

科
目

で
の

デ
ィ

ベ
ー

ト
実

施
に

よ
り

、
そ

の
後

の
文

章
の

論
理

的
組

立
て

に
効

果
が

認
め

ら
れ

た
。

○
九

州
沖

縄
地

区
高

専
で

実
施

さ
れ

て
い

る
P

B
L

研
修

に
継

続
的

に
参

加
し

て
お

り
、

電
気

電
子

工
学

科
で

昨
年

度
か

ら
P

B
L

（
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
手

法
に

よ
る

授
業

を
実

施
し

、
学

生
の

興
味

・
関

心
の

高
揚

、
理

解
度

向
上

に
結

び
付

い
た

。
○

学
生

の
想

像
力

育
成

の
た

め
、

レ
ゴ

ロ
ボ

ッ
ト

を
用

い
た

P
B

L
の

授
業

を
行

い
、

学
生

も
興

味
を

持
っ

て
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、

本
科

・
専

攻
科

に
お

け
る

創
造

性
教

育
の

充
実

に
向

け
て

、
継

続
し

た
検

討
を

行
っ

た
。

教
務

委
員

会
、

専
攻

科
委

員
会

、
厚

生
補

導
委

員
会

：
学

生
課

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

等
　

政
令

指
定

都
市

で
あ

る
工

業
都

市
北

九
州

市
に

位
置

し
、

近
隣

に
多

く
の

企
業

、
大

学
を

抱
え

る
地

域
性

や
特

色
、

立
地

条
件

等
を

生
か

し
、

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
教

育
の

充
実

を
図

る
。

　
ま

た
、

産
業

構
造

の
変

化
や

技
術

の
高

度
化

な
ど

の
時

代
の

進
展

に
対

応
し

て
、

本
科

お
よ

び
専

攻
科

の
教

育
内

容
を

見
直

し
、

「
創

造
性

教
育

」
の

た
め

の
教

育
の

整
備

・
充

実
を

図
る

。
こ

の
ほ

か
、

学
生

が
学

習
し

や
す

い
環

境
を

整
え

、
学

生
の

学
習

支
援

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

の
整

備
・
充

実
に

努
め

る
。

○
「
2
0
1
3
夏

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

学
習

」
に

５
名

が
参

加
し

，
「
平

成
2
6
年

北
九

州
市

成
人

祭

実
行

委
員

会
」
委

員
に

学
生

１
名

を
推

薦
し

た
。

引
き

続
き

「
北

九
州

マ
ラ

ソ
ン

2
0
1
4
」
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
へ

の
参

加
を

斡
旋

し
，

地
元

地
域

と
の

連
携

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
○

学
生

会
学

生
に

よ
る

継
続

的
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

（
地

域
の

ご
み

清
掃

、
川

の
清

掃
）
を

実
施

し
て

お
り

、
平

成
2
4
年

度
卒

業
壮

行
会

に
お

い
て

近
隣

校
区

団
体

よ
り

感
謝

状
を

頂
い

た
。

○
ロ

ボ
コ

ン
学

生
に

よ
る

地
域

の
幼

稚
園

、
小

学
校

、
市

民
セ

ン
タ

ー
等

で
の

ロ
ボ

ッ
ト

操
作

の
実

演
を

行
っ

た
。

○
学

生
が

多
様

な
学

習
や

活
動

に
取

組
め

る
よ

う
に

、
学

校
で

の
授

業
が

平
均

し
て

７
時

限
（
1
6
:0

0
）
ま

で
に

終
わ

る
よ

う
な

時
間

割
編

成
に

努
め

た
。

○
学

生
が

参
加

可
能

な
事

業
を

紹
介

し
，

平
成

2
5
年

8
月

に
実

施
さ

れ
た

北
九

州
市

主
催

「
夏

休
み

の
青

少
年

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

」
に

5
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
ま

た
，

学
生

1
名

が

「
平

成
2
6
年

北
九

州
市

成
人

祭
実

行
委

員
会

」
委

員
に

選
ば

れ
，

成
人

祭
を

企
画

，
運

営
し

た
。

○
本

校
の

学
生

が
地

域
の

幼
稚

園
や

小
学

校
，

市
民

セ
ン

タ
ー

等
で

，
ロ

ボ
ッ

ト
操

作
の

実
演

を
行

っ
た

。
○

基
本

情
報

技
術

者
試

験
対

策
講

座
を

希
望

学
生

を
対

象
と

し
て

放
課

後
に

実
施

し
た

。
○

機
械

工
学

科
で

は
C

A
D

検
定

、
機

械
設

計
技

術
者

試
験

の
受

験
を

推
奨

し
、

希
望

学
生

に
補

講
を

行
っ

た
。

○
電

気
電

子
工

学
科

に
お

い
て

、
第

2
種

電
気

工
事

士
取

得
の

際
に

必
要

な
実

技
訓

練
用

の
機

材
を

準
備

し
、

取
得

の
た

め
の

支
援

を
行

っ
た

。
○

工
業

英
語

検
定

、
日

本
語

検
定

、
そ

の
他

資
格

に
つ

い
て

ア
ナ

ウ
ン

ス
し

て
お

り
、

希
望

学
生

に
は

情
報

提
供

や
個

別
指

導
し

た
。

○
専

攻
科

学
生

対
象

の
サ

マ
ー

レ
ク

チ
ャ

ー
へ

の
参

加
を

促
し

た
。

○
９

高
専

連
携

事
業

に
よ

り
、

ア
ジ

ア
諸

国
の

高
等

教
育

機
関

へ
の

海
外

研
修

等
を

実
施

し
た

。
今

年
度

は
、

８
月

に
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

で
行

わ
れ

た
「
英

語
キ

ャ
ン

プ
」
お

よ
び

香
港

Ｖ
Ｔ
Ｃ

・
ＩＶ

Ｅ
校

で
行

わ
れ

た
「
テ

ク
ニ

カ
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
2
0
1
3
」
に

、
本

校
か

ら
そ

れ

⑧
本

科
に

お
い

て
、

社
会

奉
仕

体
験

活
動

や
自

然
体

験
活

動
へ

の
参

加
等

、
学

生
が

多
様

に
学

習
や

課
外

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
た

め
の

検
討

を
行

う
。

⑤
本

科
に

お
い

て
学

生
が

多
様

に
学

習
や

課
外

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
た

め
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
検

討
す

る
。

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

等

①
地

域
と

の
連

携
に

よ
る

本
科

お
よ

び
専

攻
科

の
教

育
の

充
実

を
図

る
。

a
)長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

導
入

等
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
た

め
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
整

備
の

検
討

を
行

う
。

b
)専

攻
科

に
お

け
る

地
域

企
業

と
の

共
同

で
の

教
育

を
整

備
す

る
。

c)
企

業
退

職
者

に
よ

る
専

門
教

育
支

援
の

検
討

を
行

う
。

d
)北

九
州

市
マ

イ
ス

タ
ー

制
度

の
効

果
的

利
用

法
を

検
討

す
る

。

e
)本

科
に

お
け

る
近

隣
大

学
と

の
単

位
認

定
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。

②
産

業
界

に
お

け
る

人
材

需
要

や
学

生
の

ニ
ー

ズ
の

変
化

等
に

対
応

し
た

本
科

の
教

育
内

容
の

見
直

し
を

行
い

、
改

善
点

な
ど

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

⑥
専

攻
科

の
複

合
・
融

合
分

野
科

目
を

見
直

し
・
検

討
を

行
う

。

⑦
専

攻
科

に
お

け
る

デ
ザ

イ
ン

教
育

の
一

層
の

充
実

を
図

る
。

⑧
他

高
専

と
の

連
携

（
高

専
ＩＴ

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
）
に

よ
る

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

た
単

位
互

換
の

導
入

を
検

討
す

る
。

⑩
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

た
単

位
互

換
に

つ
い

て
引

続
き

検
討

す
る

。

○
平

成
2
6
年

度
か

ら
、

長
岡

技
術

科
学

大
学

が
実

施
す

る
e
-ラ

ー
ニ

ン
グ

高
等

教
育

連
携

（
e
-H

e
lP

）
に

参
加

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

○
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
・
利

用
拡

大
な

ら
び

に
単

位
互

換
対

応
を

専
門

的
に

協
議

・
検

討
す

る
ワ

ー
キ

ン
グ

を
教

務
委

員
会

の
下

部
に

組
織

し
た

。

⑪
技

術
者

と
し

て
必

要
と

な
る

英
語

力
の

伸
長

を
図

る
。

○
C

A
L

L
教

室
に

T
O

E
IC

な
ど

の
英

語
学

習
ソ

フ
ト

（
e
-l

e
a
rn

in
g
教

材
）
を

導
入

し
、

学
生

教
育

に
利

用
し

た
。

○
本

科
に

お
い

て
、

実
力

テ
ス

ト
に

T
O

E
IC

を
取

入
れ

た
。

○
専

攻
科

に
お

い
て

、
近

隣
大

学
の

外
国

人
講

師
の

協
力

を
得

て
専

門
分

野
の

英
語

授
業

（
専

攻
科

特
論

V
II

）
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。

⑫
本

校
に

お
け

る
、

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

き
た

T
O

E
IC

関
連

教
育

の
効

果
を

確
認

す
る

。
○

T
O

E
IC

関
連

の
授

業
・
テ

ス
ト

へ
の

利
用

は
多

数
あ

る
が

、
そ

の
教

育
効

果
の

確
認

に
つ

い
て

は
引

続
き

検
討

す
る

。

（
３

）
優

れ
た

教
員

の
確

保

①
多

様
な

背
景

を
持

つ
教

員
組

織
と

す
る

た
め

、
公

募
制

の
導

入
な

ど
に

よ
り

、
教

授
及

び
准

教
授

に
つ

い
て

は
、

採
用

さ
れ

た
学

校
以

外
の

高
等

専
門

学
校

や
大

学
、

高
等

学
校

、
民

間
企

業
、

研
究

機
関

な
ど

に
お

い
て

過
去

に
勤

務
し

た
経

験
を

持
つ

者
、

又
は

１
年

以
上

の
長

期
に

わ
た

っ
て

海
外

で
研

究
や

経
済

協
力

に
従

事
し

た
経

験
を

持
つ

者
が

、
全

体
と

し
て

6
0
％

を
下

回
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

（
３

）
優

れ
た

教
員

の
確

保
　

　
　

（
採

用
方

針
、

女
性

教
員

採
用

、
他

機
関

と
の

交
流

、
Ｆ

Ｄ
　

等
）

①
優

れ
た

教
員

を
確

保
す

る
た

め
、

多
様

な
背

景
と

経
験

を
持

つ
者

の
採

用
を

図
る

。

○
多

様
な

背
景

と
経

験
を

持
つ

者
の

採
用

を
図

る
た

め
に

、
教

員
候

補
者

推
薦

委
員

会
に

お
い

て
新

採
用

教
員

の
公

募
要

領
を

検
討

し
た

。
○

教
員

採
用

に
当

た
っ

て
は

、
公

募
に

対
す

る
推

薦
委

員
会

で
の

慎
重

な
選

考
な

ら
び

に
資

格
審

査
委

員
会

で
の

審
査

を
経

て
、

実
績

・
経

験
を

有
す

る
優

れ
た

人
物

の
採

用
を

図
っ

た
。

○
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

教
員

選
考

規
則

第
４

条
「
教

員
の

選
考

に
お

い
て

は
、

男
女

共
同

参
画

社
会

基
本

法
（
平

成
１

１
年

法
律

第
７

８
号

）
の

精
神

を
尊

重
す

る
と

と
も

に
、

国
籍

、
障

害
等

に
よ

る
差

別
を

排
除

し
、

公
平

な
選

考
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
」
に

よ
り

公
平

な
選

考
を

行
っ

た
。

○
人

事
委

員
会

に
お

い
て

校
長

か
ら

、
教

員
公

募
要

領
作

成
時

に
学

科
長

へ
、

女
性

教
員

の
積

極
的

な
公

募
に

つ
い

て
依

頼
し

た
。

○
各

学
科

に
お

い
て

、
将

来
に

わ
た

る
女

性
教

員
の

採
用

計
画

を
検

討
し

た
。

○
平

成
2
5
年

度
採

用
教

員
６

名
（
う

ち
２

名
は

女
性

）
は

、
企

業
・
高

専
・
高

等
学

校
な

ら
び

に
大

学
教

員
の

経
験

の
あ

る
多

様
な

背
景

と
経

験
を

持
っ

た
者

で
あ

る
。

○
平

成
2
6
年

度
着

任
予

定
の

教
員

３
名

（
う

ち
１

名
は

女
性

）
は

、
高

専
卒

業
生

・
高

等
学

校
な

ら
び

に
大

学
教

員
の

経
験

の
あ

る
多

様
な

背
景

と
経

験
を

持
っ

た
者

で
あ

る
。

②
教

員
の

力
量

を
高

め
、

学
校

全
体

の
教

育
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
、

採
用

さ
れ

た
学

校
以

外
の

高
等

専
門

学
校

な
ど

に
１

年
以

上
の

長
期

に
わ

た
っ

て
勤

務
し

、
ま

た
も

と
の

勤
務

校
に

戻
る

こ
と

の
で

き
る

人
事

制
度

を
活

用
す

る
。

②
人

事
交

流
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

を
検

証
し

、
他

高
専

・
技

科
大

と
の

人
事

交
流

を
引

続
き

推
進

す
る

。

○
物

質
化

学
工

学
科

よ
り

2
6
年

度
の

機
構

が
募

集
し

た
、

英
語

授
業

化
に

よ
る

グ
ロ

ー
バ

ル
化

対
応

の
た

め
の

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

力
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
へ

応
募

し
、

採
択

さ
れ

た
。

○
平

成
2
5
年

度
は

、
他

高
専

と
の

人
事

交
流

と
し

て
1
名

を
派

遣
し

た
。

○
平

成
2
6
年

度
は

、
派

遣
１

名
・
受

入
れ

１
名

の
他

高
専

間
と

の
人

事
交

流
を

行
う

。
○

今
後

と
も

、
他

高
専

・
技

科
大

と
の

計
画

的
な

人
事

交
流

の
推

進
を

図
る

。

③
専

門
科

目
（
理

系
の

一
般

科
目

を
含

む
。

以
下

同
じ

。
）
に

つ
い

て
は

、
博

士
の

学
位

を
持

つ
者

や
技

術
士

等
の

職
業

上
の

高
度

の
資

格
を

持
つ

者
、

理
系

以
外

の
一

般
科

目
に

つ
い

て
は

、
修

士
以

上
の

学
位

を
持

つ
者

や
民

間
企

業
等

に
お

け
る

経
験

を
通

し
て

高
度

な
実

務
能

力
を

持
つ

者
な

ど
優

れ
た

教
育

力
を

有
す

る
者

を
採

用
す

る
。

（
①

優
れ

た
教

員
を

確
保

す
る

た
め

、
多

様
な

背
景

と
経

験
を

持
つ

者
の

採
用

を
図

る
。

）
上

記
①

と
同

様

④
優

れ
た

教
員

及
び

女
性

教
員

を
確

保
す

る
た

め
の

支
援

策
を

検
討

し
、

職
場

環
境

の
整

備
に

努
め

る
。

③
優

れ
た

教
員

及
び

女
性

教
員

を
確

保
す

る
た

め
の

支
援

策
と

職
場

環
境

整
備

に
つ

い
て

、
引

続
き

努
め

る
。

○
教

員
の

人
員

配
置

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
2
年

度
に

定
員

を
固

定
化

せ
ず

学
科

の
状

況
な

ど
を

配
慮

し
な

が
ら

年
度

で
見

直
し

を
行

う
よ

う
に

制
度

化
し

、
平

成
2
5
年

度
も

こ
れ

に
即

し
て

実
施

し
た

。
○

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
規

則
を

平
成

2
5
年

４
月

１
日

に
施

行
し

た
。

○
平

成
2
5
年

度
の

３
名

の
教

員
公

募
で

は
「
男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

の
趣

旨
に

則
り

，
女

性
を

積
極

的
に

採
用

」
と

し
、

女
性

教
員

１
名

を
採

用
し

た
。

○
人

事
委

員
会

に
お

い
て

校
長

か
ら

、
教

員
公

募
要

領
作

成
時

に
学

科
長

へ
、

女
性

教
員

の
積

極
的

な
公

募
に

つ
い

て
依

頼
し

た
。

○
平

成
2
5
年

６
月

７
日

に
、

校
長

と
女

性
教

員
の

第
１

回
懇

談
会

を
実

施
し

た
。

○
女

性
教

職
員

の
環

境
整

備
に

つ
い

て
は

、
以

前
よ

り
希

望
調

査
等

を
通

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

教
務

委
員

会
、

専
攻

科
委

員
会

、
厚

生
補

導
委

員
会

：
学

生
課

人
事

委
員

会
、

Ｆ
Ｄ

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：
総

務
課

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

等
　

政
令

指
定

都
市

で
あ

る
工

業
都

市
北

九
州

市
に

位
置

し
、

近
隣

に
多

く
の

企
業

、
大

学
を

抱
え

る
地

域
性

や
特

色
、

立
地

条
件

等
を

生
か

し
、

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
教

育
の

充
実

を
図

る
。

　
ま

た
、

産
業

構
造

の
変

化
や

技
術

の
高

度
化

な
ど

の
時

代
の

進
展

に
対

応
し

て
、

本
科

お
よ

び
専

攻
科

の
教

育
内

容
を

見
直

し
、

「
創

造
性

教
育

」
の

た
め

の
教

育
の

整
備

・
充

実
を

図
る

。
こ

の
ほ

か
、

学
生

が
学

習
し

や
す

い
環

境
を

整
え

、
学

生
の

学
習

支
援

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

の
整

備
・
充

実
に

努
め

る
。

（
３

）
優

れ
た

教
員

の
確

保
　

公
募

制
な

ど
に

よ
り

博
士

の
学

位
を

有
す

る
者

や
民

間
企

業
で

実
績

を
あ

げ
た

者
な

ど
優

れ
た

教
育

力
を

有
す

る
人

材
を

教
員

と
し

て
採

用
す

る
。

　
ま

た
、

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

な
ど

の
研

修
を

行
い

、
教

員
の

教
育

力
の

継
続

的
な

向
上

に
努

め
る

。

⑨
T

O
E

IC
な

ど
を

積
極

的
に

活
用

し
、

技
術

者
と

し
て

必
要

と
さ

れ
る

英
語

力
を

伸
長

さ
せ

る
。

⑨
専

攻
科

に
お

け
る

教
育

組
織

と
教

育
内

容
の

検
討

を
踏

ま
え

、
高

度
化

・
再

編
に

つ
い

て
具

体
方

針
を

策
定

す
る

。

○
本

科
及

び
専

攻
科

の
高

度
化

・
再

編
を

集
中

的
に

検
討

す
る

W
G

を
組

織
し

、
専

攻
科

の
教

育
課

程
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
な

ど
の

検
討

を
各

専
攻

・
全

学
的

視
点

か
ら

継
続

的
に

実
施

し
た

。
○

専
攻

科
委

員
会

と
連

携
し

、
専

攻
科

の
在

り
方

・
名

称
・
コ

ー
ス

制
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
定

員
・

入
試

要
領

な
ど

、
平

成
2
7
年

度
の

改
組

を
目

指
し

て
検

討
し

た
。
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

⑤
教

育
、

学
校

運
営

及
び

社
会

貢
献

に
関

し
て

、
特

に
顕

著
な

功
績

を
挙

げ
た

教
員

へ
の

顕
彰

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

④
教

員
顕

彰
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。

○
平

成
2
5
年

度
教

員
顕

彰
の

一
般

部
門

に
教

授
１

名
・
若

手
部

門
に

准
教

授
１

名
を

候
補

者
と

し
て

校
長

推
薦

し
た

と
こ

ろ
、

若
手

部
門

で
「
理

事
長

表
彰

」
に

決
定

し
、

平
成

2
6
年

度
全

国
高

専
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
て

表
彰

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

○
引

続
き

、
教

員
へ

の
顕

彰
と

し
て

北
九

州
高

専
功

労
者

表
彰

を
実

施
す

る
。

⑥
Ｆ

Ｄ
な

ど
の

教
員

の
資

質
向

上
を

目
的

と
し

た
研

修
を

実
施

す
る

。

⑤
Ｆ

Ｄ
活

動
を

総
括

し
、

教
員

の
資

質
向

上
及

び
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
形

成
を

目
的

と
し

た
講

演
会

・
研

修
会

の
開

催
や

、
企

業
等

が
主

催
す

る
外

部
研

修
会

へ
の

計
画

的
派

遣
を

行
う

。
ま

た
、

在
外

研
究

員
や

内
地

研
究

員
制

度
を

活
用

し
た

教
員

派
遣

を
推

進
す

る
。

○
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
の

一
環

と
し

て
、

平
成

2
5
年

度
は

福
岡

県
教

育
セ

ン
タ

ー
主

催
の

専
門

研
修

に
５

名
が

受
講

し
、

専
門

研
修

１
テ

ー
マ

を
本

校
教

員
が

担
当

し
た

。
○

日
本

学
生

支
援

機
構

が
実

施
す

る
研

修
（
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

等
）
を

積
極

的
に

受
講

し
た

。
○

F
D

委
員

会
に

お
い

て
、

前
年

度
の

F
D

活
動

を
総

括
し

た
う

え
で

、
今

年
度

の
F

D
講

演
会

・
研

修
会

な
ど

を
策

定
し

、
担

当
す

る
委

員
会

等
で

計
画

的
に

実
施

し
た

。
○

教
員

研
究

集
会

な
ど

、
外

部
で

実
施

さ
れ

る
研

修
会

・
研

究
会

に
多

数
の

教
員

を
計

画
的

に
派

遣
し

た
。

○
北

九
州

地
域

で
開

催
さ

れ
て

い
る

人
権

教
育

に
関

す
る

研
修

会
、

協
議

会
に

定
期

的
に

参
加

し
た

。
○

日
本

学
生

支
援

機
構

が
実

施
す

る
研

修
を

積
極

的
に

受
講

し
た

。
○

平
成

2
3
年

度
か

ら
継

続
し

て
、

高
専

機
構

主
催

の
オ

ム
ロ

ン
「
制

御
技

術
セ

ミ
ナ

ー
」
へ

計

画
的

に
教

員
・
技

術
職

員
を

派
遣

し
て

い
る

。
平

成
2
5
年

度
は

、
基

礎
コ

ー
ス

に
１

名
・
応

用
コ

ー
ス

に
３

名
・
実

践
コ

ー
ス

に
３

名
を

派
遣

し
た

。

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

及
び

改
善

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

①
日

本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｅ

）
の

継
続

審
査

を
受

審
し

、
Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｅ

に
よ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

認
定

を
通

じ
て

教
育

の
質

の
向

上
と

と
も

に
教

育
の

質
の

保
証

を
図

る
。

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

・
改

善
　

　
　

（
自

己
点

検
、

Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ

Ｅ
認

定
、

共
同

教
育

、
企

業
人

材
の

活
用

　
等

）

①
J
A

B
E

E
対

応
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
点

検
・
改

善
を

継
続

し
て

行
い

、
新

J
A

B
E

E
認

定
基

準
へ

の
対

応
を

検
討

す
る

。

○
平

成
2
4
年

度
か

ら
の

J
A

B
E

E
基

準
に

対
応

す
る

学
習

・
教

育
到

達
目

標
の

検
討

を
行

い
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

に
関

す
る

学
習

・
教

育
到

達
目

標
を

策
定

し
、

平
成

2
6
年

度
4
月

か
ら

運
用

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
こ

の
検

討
の

中
で

、
科

目
と

目
標

の
関

係
を

点
検

し
、

学
習

・
教

育
到

達
目

標
が

確
実

に
達

成
さ

れ
る

様
に

授
業

内
容

の
見

直
し

を
提

言
し

、
平

成
2
6
年

度
シ

ラ
バ

ス
に

反
映

さ
せ

た
。

②
企

業
お

よ
び

卒
業

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
ま

と
め

、
学

内
報

告
す

る
。

○
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
平

成
2
5
年

4
月

の
第

１
回

教
員

会
議

で
報

告
し

た
。

い
つ

も
低

評
価

の
英

語
力

に
つ

い
て

は
、

海
外

研
修

や
短

期
留

学
生

の
受

入
れ

の
機

会
を

増
加

さ
せ

、
学

生
の

英
語

学
習

の
意

欲
を

高
め

て
い

る
。

海
外

研
修

等
に

興
味

を
示

す
学

生
が

増
加

し
た

。

③
本

科
卒

業
時

、
専

攻
科

修
了

時
の

達
成

度
ア

ン
ケ

ー
ト

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

○
F

D
専

門
部

会
に

お
い

て
平

成
2
5
年

度
も

本
科

卒
業

時
お

よ
び

専
攻

科
修

了
時

の
達

成
度

ア
ン

ケ
ー

ト
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
ま

た
、

集
計

お
よ

び
検

討
結

果
を

取
り

ま
と

め
、

平
成

2
6
年

度
第

1
回

教
員

会
議

で
報

告
し

た
。

今
後

は
、

各
学

年
で

の
達

成
度

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

達
成

度
向

上
の

方
策

を
検

討
す

る
。

③
学

生
に

よ
る

適
切

な
授

業
評

価
・
学

校
評

価
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
積

極
的

に
活

用
す

る
。

④
引

続
き

在
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

を
計

画
的

に
実

施
し

て
、

教
員

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

○
F

D
専

門
部

会
が

計
画

す
る

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
を

毎
年

実
施

し
て

お
り

、
授

業
中

に
学

生
へ

の
要

望
・
教

員
側

の
要

望
を

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

し
、

実
行

で
き

る
部

分
は

直
ち

に
授

業
に

反
映

で
き

る
よ

う
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
っ

た
。

○
授

業
担

当
教

員
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

項
目

に
あ

る
「
学

生
の

授
業

取
組

み
自

己
評

価
」
な

ら
び

に
「
学

生
に

よ
る

教
員

の
授

業
評

価
」
の

集
計

結
果

を
確

認
後

、
感

想
や

次
年

度
に

向
け

た
改

善
な

ど
を

記
述

す
る

こ
と

で
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

図
っ

た
。

⑤
自

己
点

検
・
自

己
評

価
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

○
昨

年
度

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

で
ま

と
め

ら
れ

た
「
５

年
間

の
あ

ゆ
み

（
平

成
2
0

年
度

～
2
4
年

度
）
」
と

平
成

2
0
年

に
冊

子
と

し
て

外
部

に
配

布
し

て
い

る
「
５

年
間

の
あ

ゆ
み

（
平

成
1
5
年

度
～

1
9
年

度
）
」
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
し

た
。

○
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

で
、

本
校

の
平

成
2
4
年

度
年

度
計

画
に

対
す

る
実

績
報

告
の

点
検

評
価

を
行

っ
た

。
ま

た
、

各
委

員
会

、
学

科
に

対
し

て
年

度
計

画
に

対
す

る
具

体
的

な
取

組
み

状
況

、
課

題
等

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
、

提
出

さ
れ

た
回

答
を

も
と

に
各

組
織

の
活

動
状

況
の

点
検

評
価

を
行

っ
た

。
○

平
成

2
5
年

度
の

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
活

動
を

年
次

報
告

書
と

し
て

ま
と

め
た

。

⑥
大

学
評

価
・
学

位
授

与
機

構
に

よ
る

高
等

専
門

学
校

機
関

別
認

証
評

価
の

受
審

を
通

し
て

、
学

校
活

動
等

の
諮

問
を

受
け

る
。

○
運

営
協

議
会

、
J
A

B
E

E
審

査
、

認
証

評
価

の
い

ず
れ

か
の

外
部

評
価

に
よ

り
、

学
校

活
動

等
の

諮
問

を
受

け
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

○
平

成
2
5
年

度
に

受
審

し
た

高
等

専
門

学
校

機
関

別
認

証
評

価
の

結
果

は
「
適

」
と

判
定

さ
れ

、
２

つ
の

優
れ

た
点

と
３

つ
の

改
善

点
が

指
摘

さ
れ

た
。

改
善

点
の

う
ち

２
つ

は
既

に
改

善
し

て
い

る
。

残
る

１
つ

は
、

「
卒

業
・
修

了
生

の
進

路
先

の
関

係
者

か
ら

の
意

見
聴

取
が

曖
昧

で
あ

る
。

」
こ

と
だ

が
、

平
成

2
6
年

1
/2

5
〜

5
/2

3
の

期
間

で
再

度
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
意

見
聴

取
を

行
っ

て
お

り
、

対
応

中
で

あ
る

。
○

自
己

評
価

書
作

成
段

階
で

、
授

業
改

善
事

例
等

の
情

報
収

集
が

効
率

的
で

は
な

か
っ

た
た

め
、

授
業

改
善

事
例

報
告

シ
ー

ト
を

作
成

し
、

平
成

2
6
年

度
か

ら
活

用
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

人
事

委
員

会
、

Ｆ
Ｄ

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：
総

務
課

J
A

B
E

E
・
認

証
評

価
委

員
会

、
Ｆ

Ｄ
委

員
会

、
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

：
総

務
課 学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
（
IT

セ
ン

タ
ー

）
：
教

育
研

究
支

援
室

入
試

委
員

会
：
学

生
課 地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

：
総

務
課

（
３

）
優

れ
た

教
員

の
確

保
　

公
募

制
な

ど
に

よ
り

博
士

の
学

位
を

有
す

る
者

や
民

間
企

業
で

実
績

を
あ

げ
た

者
な

ど
優

れ
た

教
育

力
を

有
す

る
人

材
を

教
員

と
し

て
採

用
す

る
。

　
ま

た
、

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

な
ど

の
研

修
を

行
い

、
教

員
の

教
育

力
の

継
続

的
な

向
上

に
努

め
る

。

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

及
び

改
善

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

　
教

育
研

究
の

経
験

や
能

力
を

結
集

し
て

教
育

方
法

や
教

材
な

ど
の

開
発

を
進

め
る

。
　

ま
た

、
本

校
が

独
自

に
行

う
自

己
点

検
・
自

己
評

価
、

大
学

評
価

・
学

位
授

与
機

構
や

日
本

技
術

者
教

育
認

定
機

構
（
Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｅ

）
な

ど
第

三
者

機
関

に
よ

る
評

価
を

通
じ

て
教

育
の

質
の

保
証

が
な

さ
れ

る
よ

う
に

す
る

。
　

そ
の

ほ
か

、
実

践
的

技
術

者
を

養
成

す
る

上
で

の
学

習
の

動
機

付
け

を
強

め
る

た
め

、
産

業
界

等
と

の
連

携
体

制
を

強
化

し
、

教
育

の
質

の
向

上
に

努
め

る
。

②
企

業
及

び
卒

業
生

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
る

本
校

教
育

の
点

検
と

改
善

を
行

う
。

④
本

校
の

継
続

的
点

検
・
改

善
シ

ス
テ

ム
の

充
実

を
図

る
。
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

⑤
企

業
の

退
職

技
術

者
な

ど
、

知
識

・
技

術
を

も
っ

た
意

欲
あ

る
企

業
人

材
を

活
用

し
た

教
育

体
制

の
構

築
を

図
る

。

⑦
企

業
人

材
を

活
用

し
た

教
育

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
機

械
工

学
科

と
地

元
企

業
（
Ｎ

Ｓ
プ

ラ
ン

ト
）
・
北

九
州

市
の

連
携

に
よ

る
、

設
計

製
図

教
育

な
ら

び
に

環
境

教
育

に
関

す
る

共
同

教
育

を
実

施
し

た
。

な
お

、
Ｎ

Ｓ
プ

ラ
ン

ト
と

は
平

成
2
3

年
度

に
共

同
教

育
に

関
す

る
包

括
協

定
を

締
結

し
た

。
○

専
攻

科
１

年
生

を
対

象
に

｢実
践

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
工

学
（
専

攻
科

特
論

Ⅱ
・
Ⅲ

）
」
を

後
期

に
開

講
し

、
産

学
官

に
よ

る
共

同
教

育
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
○

高
専

機
構

「
企

業
技

術
者

等
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

よ
る

産
学

連
携

共
同

教
育

の
採

択
を

受
け

、
専

攻
科

で
の

「
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
活

用
産

学
官

連
携

共
同

教
育

」
な

ら
び

に
本

科
で

の
「
プ

ラ
ン

ト
設

計
コ
―

デ
ィ

ネ
―

タ
―

活
用

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
、

「
地

域
と

連
携

し
た

環
境

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を

実
施

し
、

こ
れ

ら
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
り

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し

た
。

ま
た

、
同

様
に

採
択

さ
れ

た
「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

を
目

指
し

た
地

域
企

業
連

携
推

進
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
て

九
経

連
と

の
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
の

国
際

交
流

活
動

推
進

を
図

っ
た

。
○

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
地

域
企

業
へ

の
訪

問
に

よ
り

、
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
推

薦
活

動
を

行
い

、
教

育
効

果
が

得
ら

れ
た

。
ま

た
、

就
職

マ
ッ

チ
ン

グ
の

活
動

と
し

て
、

就
職

未
定

者
へ

の
相

談
会

を
行

い
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

し
た

。
○

９
高

専
連

携
事

業
に

よ
り

、
本

校
に

国
際

交
流

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し

た
。

今
年

度
は

タ
イ

と
の

交
流

促
進

支
援

を
中

心
に

活
動

し
て

お
り

、
８

月
末

か
ら

９
月

初
め

に
か

け
て

他
高

専
の

学
生

等
に

同
行

し
て

現
地

大
学

等
を

訪
問

し
た

。
○

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

を
図

る
た

め
、

今
年

度
か

ら
企

業
経

営
者

に
よ

る
講

演
会

を
定

期
的

に
開

催
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

こ
れ

は
、

九
経

連
の

協
力

に
よ

り
９

高
専

連
携

事
業

の
一

環
と

し
て

実
施

さ
れ

る
も

の
で

、
Ｔ

Ｖ
会

議
シ

ス
テ

ム
を

通
じ

て
九

州
沖

縄
地

区
９

高
専

に
配

信
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

。
６

月
に

本
校

で
行

わ
れ

た
第

１
回

目
に

は
、

専
攻

科
生

を
中

心
に

多
く
の

学
生

が
参

加
し

、
講

演
者

の
海

外
で

の
経

験
談

等
を

聴
講

す
る

貴
重

な
機

会
と

な
っ

た
。

○
企

業
技

術
者

を
講

師
に

招
き

、
本

科
4
年

（
機

械
工

学
科

）
対

象
の

特
別

講
演

及
び

専
攻

科
学

生
対

象
の

特
別

講
義

を
実

施
し

た
。

⑥
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
を

推
進

す
る

。

⑧
引

続
き

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

と
も

に
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

国
か

ら
「
環

境
未

来
都

市
」
に

選
定

さ
れ

た
北

九
州

市
に

立
地

す
る

本
校

の
特

性
を

活
か

し
た

教
材

や
教

育
方

法
の

開
発

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
北

九
州

活
性

化
協

議
会

（
K

P
E

C
）
に

よ
る

、
北

九
州

地
域

産
業

人
材

育
成

事
業

に
参

加

し
た

。
本

事
業

に
よ

り
、

1
6
名

の
学

生
が

地
元

企
業

へ
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
で

き
た

。
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

事
前

教
育

も
行

い
、

学
生

の
意

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
機

械
工

学
科

と
地

元
企

業
（
Ｎ

Ｓ
プ

ラ
ン

ト
）
・
北

九
州

市
の

連
携

に
よ

る
、

設
計

製
図

教
育

な
ら

び
に

環
境

教
育

に
関

す
る

共
同

教
育

が
推

進
さ

れ
た

。
な

お
、

Ｎ
Ｓ

プ
ラ

ン
ト

と
は

平
成

2
3
年

度
に

共
同

教
育

に
関

す
る

包
括

協
定

を
締

結
し

た
。

○
平

成
2
5
年

度
も

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
専

攻
科

・
本

科
で

の
夏

季
休

業
期

間
に

行
う

「
短

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
、

本
科

4
年

の
３

学
科

で
の

後
学

期
中

に
行

う
「
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」
を

実
施

し
た

。
○

専
攻

科
１

年
生

を
対

象
に

｢実
践

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
工

学
（
専

攻
科

特
論

Ⅱ
・
Ⅲ

）
」
を

後
期

に
開

講
し

、
産

学
官

に
よ

る
共

同
教

育
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。

⑦
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

・
W

e
b
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

・
各

種
視

覚
教

材
な

ど
の

授
業

へ
の

導
入

の
検

討
を

行
う

。

⑧
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

の
作

成
と

教
材

の
共

通
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

を
検

討
す

る
。

⑨
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

・
月

割
り

表
な

ど
、

学
生

の
た

め
の

学
習

支
援

シ
ス

テ
ム

の
整

備
を

図
る

。

⑩
引

続
き

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
有

効
性

な
ら

び
に

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

の
連

動
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
座

学
を

中
心

に
作

成
し

て
い

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
、

教
員

が
担

当
す

る
科

目
指

導
の

一
環

で
有

効
に

利
用

し
た

。
○

教
務

委
員

会
が

今
後

具
体

検
討

を
行

う
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

調
査

に
当

た
っ

て
は

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
活

用
予

定
で

あ
る

。

⑩
専

攻
科

の
入

学
試

験
へ

の
T

O
E

IC
の

導
入

を
検

討
す

る
。

⑪
T

O
E

IC
を

導
入

し
た

専
攻

科
入

試
結

果
を

総
括

し
、

具
体

方
針

を
策

定
す

る
。

○
入

試
委

員
会

・
専

攻
科

委
員

会
に

お
い

て
、

専
攻

科
入

試
に

T
O

E
IC

併
用

を
実

施
し

た

結
果

と
効

果
に

つ
い

て
、

平
成

2
6
年

度
中

の
検

討
を

計
画

し
た

。

⑪
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

の
効

果
的

利
用

を
検

討
す

る
。

⑫
引

続
き

、
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

の
有

効
性

と
効

果
的

利
用

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

○
教

員
の

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
は

科
目

シ
ラ

バ
ス

に
記

載
す

る
こ

と
で

、
学

生
に

周
知

し
た

。
○

教
務

委
員

会
に

お
い

て
、

平
成

2
6
年

度
版

シ
ラ

バ
ス

（
冊

子
）
の

教
育

内
容

紹
介

ペ
ー

ジ
に

、
新

規
に

教
員

情
報

を
一

覧
表

と
し

て
お

り
、

そ
の

中
に

全
教

員
の

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
も

掲
載

し
た

。

J
A

B
E

E
・
認

証
評

価
委

員
会

、
Ｆ

Ｄ
委

員
会

、
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

：
総

務
課 学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
（
IT

セ
ン

タ
ー

）
：
教

育
研

究
支

援
室

入
試

委
員

会
：
学

生
課 地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

：
総

務
課

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

及
び

改
善

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

　
教

育
研

究
の

経
験

や
能

力
を

結
集

し
て

教
育

方
法

や
教

材
な

ど
の

開
発

を
進

め
る

。
　

ま
た

、
本

校
が

独
自

に
行

う
自

己
点

検
・
自

己
評

価
、

大
学

評
価

・
学

位
授

与
機

構
や

日
本

技
術

者
教

育
認

定
機

構
（
Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｅ

）
な

ど
第

三
者

機
関

に
よ

る
評

価
を

通
じ

て
教

育
の

質
の

保
証

が
な

さ
れ

る
よ

う
に

す
る

。
　

そ
の

ほ
か

、
実

践
的

技
術

者
を

養
成

す
る

上
で

の
学

習
の

動
機

付
け

を
強

め
る

た
め

、
産

業
界

等
と

の
連

携
体

制
を

強
化

し
、

教
育

の
質

の
向

上
に

努
め

る
。

⑨
引

続
き

、
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
W

e
b
ラ

ー
ニ

ン
グ

な
ど

の
充

実
を

図
り

、
新

規
導

入
し

た
校

内
Ｌ

Ａ
Ｎ

シ
ス

テ
ム

の
運

用
立

ち
上

げ
を

行
う

。

○
平

成
2
5
年

度
か

ら
導

入
し

た
新

し
い

サ
ー

バ
シ

ス
テ

ム
が

稼
働

し
た

た
め

、
学

生
全

員
の

認
証

が
可

能
と

な
っ

た
。

更
に

、
学

内
の

無
線

ア
ク

セ
ス

ポ
イ

ン
ト

も
充

実
し

た
た

め
、

学
生

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
利

用
の

利
便

性
が

向
上

し
た

。
即

ち
W

e
b
　

C
la

s
s
な

ど
の

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

環
境

が
向

上
し

た
。

○
T

O
E

IC
学

習
ソ

フ
ト

に
よ

る
語

学
教

育
の

支
援

を
行

っ
た

。

○
W

e
b
 C

la
s
s
は

授
業

科
目

だ
け

で
な

く
、

研
究

室
・
部

活
の

情
報

共
有

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
に

も
活

用
さ

れ
幅

広
く
利

用
さ

れ
て

い
る

。
W

e
b
 C

la
s
s
の

本
年

度
の

コ
ー

ス
数

は
1
2
4
件

（
H

2
4
年

度
1
3
3
件

、
H

2
3
年

度
9
6
件

）
と

な
っ

て
お

り
、

こ
こ

数
年

で
増

加
傾

向
に

あ
り

利
用

率
が

上
が

っ
た

。
○

K
-S

k
il

l　
「
高

専
版

組
込

み
技

術
教

育
シ

ス
テ

ム
」
　

利
用

説
明

会
を

開
催

し
た

。
○

学
生

の
学

習
支

援
に

対
す

る
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
の

有
効

性
と

導
入

状
況

に
つ

い
て

確
認

し
た

。
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

⑫
教

育
研

究
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
た

め
、

久
留

米
高

専
及

び
有

明
高

専
と

の
連

携
を

検
討

す
る

。

⑬
教

育
研

究
に

お
け

る
久

留
米

高
専

、
有

明
高

専
と

の
連

携
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
北

九
州

・
久

留
米

・
有

明
の

３
高

専
で

、
教

育
研

究
に

関
す

る
連

携
に

つ
い

て
継

続
的

に
検

討
を

行
っ

た
。

○
平

成
2
5
年

度
第

1
3
回

産
学

連
携

フ
ェ

ア
（
主

催
：
北

九
州

学
術

研
究

都
市

産
学

連
携

フ
ェ

ア
実

行
委

員
会

、
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（
F

A
IS

）
）
と

の
同

時
開

催
と

し
て

、
久

留
米

・
有

明
高

専
に

も
呼

び
か

け
を

行
い

、
連

携
に

よ
る

｢国
立

高
専

専
攻

科
学

生
研

究
発

表
会

｣を
本

校
主

催
で

企
画

し
、

実
施

し
た

。

＜
そ

の
他

＞

⑭
大

学
評

価
・
学

位
授

与
機

構
に

よ
る

、
高

等
専

門
学

校
機

関
別

認
証

評
価

を
受

審
す

る
。

○
「
適

」
と

判
定

さ
れ

、
２

つ
の

優
れ

た
点

と
３

つ
の

改
善

点
が

指
摘

さ
れ

た
。

改
善

点
の

う
ち

２
つ

は
既

に
改

善
し

た
。

残
る

１
つ

は
、

「
卒

業
・
修

了
生

の
進

路
先

の
関

係
者

か
ら

の
意

見
聴

取
が

曖
昧

で
あ

る
。

」
こ

と
だ

が
、

平
成

2
6
年

1
/2

5
〜

5
/2

3
の

期
間

で
再

度
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
意

見
聴

取
を

行
っ

っ
た

。

（
５

）
学

生
支

援
・
生

活
支

援
等

①
学

生
の

進
路

変
更

（
退

学
・
転

科
）
や

留
年

の
対

応
策

を
検

討
す

る
。

（
５

）
学

生
支

援
・
生

活
支

援
等

　
　

　
（
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

、
生

活
支

援
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

　
等

）

①
進

路
変

更
（
退

学
・
転

科
）
や

留
年

の
対

応
策

を
引

続
き

検
討

す
る

。

○
進

路
変

更
（
退

学
・
転

科
）
や

留
年

の
対

応
策

を
引

続
き

検
討

す
る

。

②
デ

ザ
イ

ン
教

育
・
も

の
づ

く
り

・
実

践
教

育
の

推
進

を
支

援
す

る
た

め
の

実
習

工
場

の
整

備
・
充

実
を

図
る

。
②

も
の

づ
く
り

セ
ン

タ
ー

（
実

習
工

場
）
が

改
修

さ
れ

る
た

め
、

本
科

・
専

攻
科

で
の

デ
ザ

イ
ン

教
育

を
推

進
で

き
る

よ
う

運
用

の
整

備
・
充

実
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
平

成
2
5
年

度
に

、
も

の
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

（
実

習
工

場
）
の

全
面

改
修

を
実

施
し

た
。

○
改

修
に

伴
い

、
「
デ

ジ
タ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
教

育
」
の

充
実

に
向

け
て

、
多

目
的

ス
ペ

ー
ス

を
整

備
し

た
。

③
学

生
（
特

に
専

攻
科

生
）
が

自
由

時
間

に
フ

リ
ー

に
使

用
で

き
る

多
目

的
室

、
グ

ル
ー

プ
学

習
室

の
設

置
を

図
る

。
③

学
生

が
自

由
時

間
に

使
用

で
き

る
ス

ペ
ー

ス
の

充
実

を
図

る
。

図
書

館
に

グ
ル

ー
プ

学
習

室
が

設
置

さ
れ

た
た

め
、

こ
れ

の
有

効
活

用
を

図
り

、
学

生
の

学
習

効
果

を
高

め
る

よ
う

運
用

方
法

を
整

備
す

る
。

○
図

書
館

2
階

に
設

置
さ

れ
た

グ
ル

ー
プ

学
習

室
（
正

式
名

称
は

多
目

的
学

習
室

）
の

有
効

利
用

を
推

進
す

る
た

め
、

委
員

会
報

告
お

よ
び

学
内

掲
示

で
周

知
を

図
っ

た
。

そ
の

結
果

、
今

年
度

の
利

用
実

績
は

約
5
6
0
名

で
、

特
に

試
験

期
間

の
利

用
が

多
か

っ
た

。

④
学

生
寮

に
お

け
る

学
習

環
境

改
善

の
た

め
、

学
習

室
等

の
設

置
を

図
る

。

④
学

生
寮

の
学

習
環

境
改

善
の

た
め

、
２

棟
の

改
修

・
学

習
室

の
増

設
を

図
る

。
○

平
成

2
8
年

度
に

改
修

を
予

定
し

た
。

○
そ

れ
ま

で
の

対
策

と
し

て
、

寮
食

堂
お

よ
び

寮
主

事
室

を
寮

生
の

学
習

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
の

使
用

を
許

可
し

た
。

⑤
課

外
活

動
の

一
層

の
活

性
化

と
環

境
整

備
を

行
う

。

⑤
課

外
活

動
の

活
性

化
の

た
め

、
引

続
き

設
備

類
の

充
実

に
向

け
て

検
討

す
る

。

○
長

年
の

使
用

に
よ

り
荒

れ
て

し
ま

っ
た

グ
ラ

ン
ド

に
土

を
補

充
し

整
備

を
行

っ
た

。
○

顧
問

教
員

や
，

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
に

参
加

し
た

学
生

代
表

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

意
見

，
要

望
等

を
も

と
に

新
規

購
入

や
修

理
等

が
必

要
な

設
備

，
備

品
を

ま
と

め
，

予
算

が
確

保
さ

れ
次

第
，

緊
急

性
の

高
い

要
件

か
ら

購
入

も
し

く
は

修
理

し
た

。
○

継
続

し
て

、
課

外
活

動
に

お
け

る
外

部
コ

ー
チ

の
増

強
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

⑥
学

生
に

対
す

る
就

学
、

生
活

、
就

職
支

援
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

○
就

職
活

動
に

必
要

な
意

識
や

マ
ナ

ー
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

目
的

に
，

今
年

度
も

4
年

生
を

対
象

に
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
・
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

講
座

を
企

画
，

開
催

し
た

。
○

学
生

の
学

外
に

お
け

る
学

術
情

報
の

調
査

・
収

集
及

び
研

究
成

果
発

表
等

を
奨

励
す

る
た

め
、

学
生

の
旅

費
等

の
経

費
援

助
を

行
っ

た
。

○
今

年
度

も
本

科
の

演
習

系
科

目
に

専
攻

科
学

生
を

T
A

と
し

て
配

置
し

、
学

習
支

援
を

継
続

し
た

。
専

攻
科

学
生

に
と

っ
て

は
、

学
習

の
振

り
返

り
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
向

上
に

繋
が

っ
た

。
○

寮
で

の
生

活
環

境
向

上
の

た
め

、
男

子
寮

の
居

室
内

床
補

修
、

女
子

寮
の

流
し

台
交

換
・

カ
ー

テ
ン

取
付

け
な

ど
を

行
っ

た
。

○
平

成
2
4
年

度
よ

り
、

学
生

相
談

室
へ

の
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（
非

常
勤

）
の

来
校

回
数

を
週

4
回

へ
増

や
し

、
悩

み
を

抱
え

た
学

生
が

相
談

に
行

き
や

す
い

体
制

を
整

備
し

た
。

○
就

職
、

進
学

に
つ

い
て

は
学

科
長

、
指

導
教

員
等

が
学

生
の

指
導

や
相

談
に

対
応

し
た

。
○

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
４

年
生

対
象

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
推

進
セ

ミ
ナ

ー
を

６
月

に
実

施
し

た
。

○
企

業
か

ら
講

師
に

来
て

い
た

だ
き

、
４

年
生

対
象

の
進

路
指

導
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
た

。
○

１
月

に
校

内
を

会
場

に
合

同
企

業
説

明
会

（
参

加
企

業
3
0
社

程
度

）
を

実
施

し
た

。

J
A

B
E

E
・
認

証
評

価
委

員
会

、
Ｆ

Ｄ
委

員
会

、
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

：
総

務
課 学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
（
IT

セ
ン

タ
ー

）
：
教

育
研

究
支

援
室

入
試

委
員

会
：
学

生
課 地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

：
総

務
課

厚
生

補
導

委
員

会
、

学
生

相
談

室
、

学
生

寮
委

員
会

：
学

生
課

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：

総
務

課

（
５

）
学

生
支

援
・
生

活
支

援
等

　
修

学
上

の
支

援
に

加
え

、
進

路
選

択
や

心
身

の
健

康
等

の
生

活
上

の
支

援
を

充
実

さ
せ

る
。

　
ま

た
、

図
書

館
の

充
実

や
学

生
寮

の
改

修
な

ど
の

整
備

を
検

討
し

計
画

を
進

め
る

と
と

も
に

、
福

利
棟

の
整

備
な

ど
、

福
利

厚
生

面
の

環
境

の
充

実
を

図
る

。
さ

ら
に

、
課

外
活

動
の

活
性

化
の

た
め

の
支

援
体

制
を

充
実

す
る

。

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

及
び

改
善

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

　
教

育
研

究
の

経
験

や
能

力
を

結
集

し
て

教
育

方
法

や
教

材
な

ど
の

開
発

を
進

め
る

。
　

ま
た

、
本

校
が

独
自

に
行

う
自

己
点

検
・
自

己
評

価
、

大
学

評
価

・
学

位
授

与
機

構
や

日
本

技
術

者
教

育
認

定
機

構
（
Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｅ

）
な

ど
第

三
者

機
関

に
よ

る
評

価
を

通
じ

て
教

育
の

質
の

保
証

が
な

さ
れ

る
よ

う
に

す
る

。
　

そ
の

ほ
か

、
実

践
的

技
術

者
を

養
成

す
る

上
で

の
学

習
の

動
機

付
け

を
強

め
る

た
め

、
産

業
界

等
と

の
連

携
体

制
を

強
化

し
、

教
育

の
質

の
向

上
に

努
め

る
。

⑥
福

利
厚

生
面

の
充

実
を

図
る

。
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

⑦
設

置
が

認
め

ら
れ

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
支

援
室

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
形

あ
る

も
の

に
作

り
上

げ
、

運
営

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

。

○
本

科
に

お
い

て
、

卒
業

生
や

社
会

人
に

よ
る

特
別

講
義

・
特

別
講

演
を

引
続

き
実

施
し

た
。

○
各

学
科

で
学

生
と

の
面

談
を

行
い

、
適

性
に

見
合

っ
た

就
職

・
進

学
指

導
を

行
っ

た
。

○
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（
特

命
教

授
）
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

受
入

れ
先

の
開

拓
、

事
前

指
導

、
就

職
相

談
を

実
施

し
た

。
○

今
年

度
の

長
期

学
外

実
習

（
後

学
期

の
火

曜
日

×
1
5
回

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
）
は

、
企

業

1
5
社

に
学

生
1
8
名

が
参

加
し

た
。

○
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

、
今

年
度

か
ら

企
業

経
営

者
に

よ
る

講
演

会
を

定
期

的
に

開
催

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
こ

れ
は

、
九

経
連

の
協

力
に

よ
り

９
高

専
連

携
事

業
の

一
環

と
し

て
実

施
さ

れ
る

も
の

で
、

Ｔ
Ｖ

会
議

シ
ス

テ
ム

を
通

じ
て

九
州

沖
縄

地
区

９
高

専
に

配
信

さ
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
。

６
月

に
本

校
で

行
わ

れ
た

第
１

回
目

に
は

、
専

攻
科

生
を

中
心

に
多

く
の

学
生

が
参

加
し

、
講

演
者

の
海

外
で

の
経

験
談

等
を

聴
講

す
る

貴
重

な
機

会
と

な
っ

た
。

○
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
支

援
室

」
の

設
置

が
遅

れ
て

い
る

が
、

各
種

実
施

し
て

い
る

キ
ャ

リ
ア

支
援

関
連

事
業

に
つ

い
て

、
関

係
部

署
・
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

等
の

協
力

を
得

て
次

年
度

継
続

的
に

検
討

す
る

。

⑦
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

を
含

め
た

学
生

支
援

・
生

活
支

援
充

実
の

た
め

の
講

習
会

を
行

う
。

⑧
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

を
含

め
た

、
学

生
支

援
・
生

活
支

援
充

実
の

た
め

の
講

習
会

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

従
来

か
ら

実
施

し
て

い
た
Σ

テ
ス

ト
以

外
に

、
ハ

イ
リ

ス
ク

学
生

の
早

期
把

握
の

た
め

に
Ｕ

Ｐ
Ｉテ

ス
ト

を
全

学
年

で
実

施
し

、
そ

の
後

の
ケ

ア
に

は
支

援
介

助
員

を
積

極
的

に
活

用
す

る
。

○
H

2
5
年

度
も

２
年

生
（
男

女
）
に

対
し

性
教

育
の

講
演

会
を

実
施

し
た

。
○

教
職

員
向

け
の

講
演

会
企

画
だ

け
で

な
く
、

東
京

で
の

全
国

高
専

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

究
集

会
に

、
こ

れ
ま

で
に

な
い

５
名

の
教

職
員

を
参

加
さ

せ
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

対
す

る
学

校
全

体
の

底
上

げ
を

図
っ

た
。

○
機

構
か

ら
の

指
示

に
よ

る
自

殺
予

防
の

た
め

、
Ｕ

Ｐ
Ｉを

も
と

に
本

校
独

自
で

作
成

し
た

心
理

テ
ス

ト
を

全
学

年
に

実
施

し
、

そ
の

結
果

か
ら

ハ
イ

リ
ス

ク
、

ミ
ド

ル
リ

ス
ク

合
わ

せ
て

1
7
7

名
の

学
生

を
呼

び
出

し
、

内
1
4
5
名

の
学

生
に

対
し

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

と
支

援
介

助
員

に
よ

り
面

談
を

行
っ

た
。

○
後

学
期

よ
り

精
神

科
医

に
月

１
回

程
度

来
校

し
て

も
ら

い
、

希
望

す
る

学
生

や
保

護
者

と
面

談
を

し
て

い
た

だ
い

た
。

○
Ｈ

2
5
年

度
は

、
1
2
月

以
降

機
構

か
ら

配
分

さ
れ

た
予

算
を

活
用

し
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
来

校
回

数
を

従
来

の
４

回
/週

を
５

回
/週

に
増

や
し

、
学

生
の

居
場

所
づ

く
り

と
し

て
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

を
設

置
し

活
用

し
た

。
さ

ら
に

、
学

生
支

援
介

助
員

を
配

置
し

、
発

達
障

が
い

の
学

生
等

の
支

援
体

制
を

整
備

し
た

。

⑧
徳

育
へ

の
支

援
体

制
を

継
続

的
に

実
施

す
る

。

⑨
学

生
会

・
寮

生
会

の
リ

ー
ダ

ー
研

修
、

新
入

生
の

集
団

研
修

、
3
年

生
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

通
し

て
、

使
命

感
・
責

任
感

・
協

調
性

・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

な
ど

を
再

確
認

し
、

健
全

な
学

校
生

活
の

維
持

と
向

上
を

図
る

。

○
平

成
2
5
年

度
も

学
生

会
役

員
と

部
活

動
代

表
合

同
の

リ
ー

ダ
ー

研
修

、
寮

生
会

を
中

心
と

し
た

学
生

寮
リ

ー
ダ

ー
研

修
を

実
施

し
、

リ
ー

ダ
ー

学
生

と
し

て
の

使
命

と
責

任
を

再
確

認
し

た
。

　
平

成
2
5
年

度
の

寮
生

会
リ

ー
ダ

ー
研

修
は

近
隣

施
設

で
の

日
帰

り
研

修
だ

っ
た

が
、

平
成

2
6
年

度
か

ら
は

他
高

専
の

寮
視

察
・
学

生
交

流
を

併
せ

て
行

う
予

定
と

し
た

。

○
平

成
2
5
年

度
も

入
学

直
後

の
1
年

生
を

対
象

に
、

円
滑

な
学

校
生

活
を

企
図

し
て

、
２

日

間
の

集
団

宿
泊

研
修

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
3
年

生
に

も
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

、
責

任
と

協
調

に
つ

い
て

認
識

と
再

確
認

を
行

い
、

健
全

な
高

専
生

活
の

維
持

に
努

め
た

。

⑨
広

汎
性

発
達

障
が

い
の

学
生

の
支

援
シ

ス
テ

ム
を

検
討

す
る

。

⑩
発

達
障

が
い

学
生

に
対

す
る

学
内

で
の

支
援

、
外

部
機

関
と

連
携

し
た

支
援

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

○
平

成
2
5
年

度
か

ら
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
だ

け
で

な
く
、

精
神

科
医

に
よ

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

○
平

成
2
5
年

度
は

、
昨

年
度

に
引

続
き

、
青

年
期

の
発

達
障

が
い

の
理

解
と

対
応

に
つ

い
て

、
北

九
州

市
発

達
障

害
者

支
援

セ
ン

タ
ー

の
相

談
員

に
よ

る
教

職
員

向
け

の
講

演
会

を
実

施
し

た
。

○
学

生
の

居
場

所
づ

く
り

と
し

て
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

支
援

介
助

員
を

配
置

し
活

用
し

た
。

○
四

肢
体

幹
機

能
障

害
の

学
生

に
は

、
Ｈ

2
4
年

度
に

引
き

続
き

、
試

験
の

答
案

用
紙

を
Ｂ

４
か

ら
Ａ

３
サ

イ
ズ

に
拡

大
し

た
も

の
を

使
用

し
た

。
○

発
達

障
が

い
の

学
生

の
出

欠
に

つ
い

て
、

授
業

中
に

精
神

状
態

が
不

安
定

に
な

り
退

出
し

た
場

合
、

精
神

を
落

ち
着

か
せ

る
た

め
に

保
健

室
や

教
員

室
な

ど
で

過
ご

し
た

時
間

を
欠

課
時

間
に

加
え

な
い

よ
う

な
対

策
を

採
っ

た
。

○
「
特

別
支

援
の

手
引

き
」
を

も
と

に
発

達
障

害
学

生
に

対
し

て
支

援
チ

ー
ム

を
結

成
し

て
、

必
要

に
応

じ
た

就
学

支
援

等
を

行
っ

た
。

厚
生

補
導

委
員

会
、

学
生

相
談

室
、

学
生

寮
委

員
会

：
学

生
課

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：

総
務

課

（
５

）
学

生
支

援
・
生

活
支

援
等

　
修

学
上

の
支

援
に

加
え

、
進

路
選

択
や

心
身

の
健

康
等

の
生

活
上

の
支

援
を

充
実

さ
せ

る
。

　
ま

た
、

図
書

館
の

充
実

や
学

生
寮

の
改

修
な

ど
の

整
備

を
検

討
し

計
画

を
進

め
る

と
と

も
に

、
福

利
棟

の
整

備
な

ど
、

福
利

厚
生

面
の

環
境

の
充

実
を

図
る

。
さ

ら
に

、
課

外
活

動
の

活
性

化
の

た
め

の
支

援
体

制
を

充
実

す
る

。

⑥
福

利
厚

生
面

の
充

実
を

図
る

。

59



表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

（
６

）
教

育
環

境
の

整
備

・
活

用
　

　
　

（
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

教
育

環
境

充
実

、
環

境
配

慮
、

寄
宿

舎
整

備
　

等
）

①
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

充
実

を
図

り
、

施
設

・
設

備
の

細
や

か
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
実

施
す

る
。

○
施

設
・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

、
施

設
整

備
計

画
を

計
画

・
審

議
し

て
お

り
、

今
年

度
は

、
耐

震
化

、
老

朽
化

対
策

と
し

て
も

の
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

（
実

習
工

場
）
の

改
修

を
行

っ
た

。
○

学
内

巡
視

を
定

期
的

に
行

い
不

良
箇

所
や

不
足

設
備

な
ど

に
つ

い
て

調
査

す
る

と
と

も
に

、
毎

年
、

全
て

の
学

科
、

委
員

会
、

事
務

系
に

対
し

て
、

部
屋

の
利

用
状

況
・
施

設
整

備
に

関
す

る
要

求
を

調
査

し
、

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

で
審

議
し

て
お

り
、

そ
の

結
果

、
有

効
に

利
用

さ
れ

て
い

な
い

部
屋

な
ど

を
共

同
利

用
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

確
保

す
る

と
も

に
、

内
容

に
応

じ
て

「
学

内
対

応
」
又

は
「
営

繕
要

求
」
「
概

算
要

求
」
へ

の
申

請
を

実
施

し
て

い
る

。
○

計
画

的
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
コ

ス
ト

縮
減

を
図

っ
た

。

②
寮

内
照

明
に

L
E

D
を

導
入

す
る

な
ど

、
省

エ
ネ

化
対

策
方

針
の

検
討

を
行

う
。

○
学

生
寮

の
廊

下
・
ロ

ビ
ー

の
照

明
を

L
E

D
化

し
た

。

○
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
の

た
め

の
、

L
A

N
を

利
用

し
た

電
力

情
報

取
得

ユ
ニ

ッ
ト

の
開

発
を

継
続

的
に

実
施

し
た

。
○

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

次
の

取
組

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

デ
マ

ン
ド

監
視

制
御

装
置

に
よ

る
チ

ェ
ッ

ク
強

化
を

図
っ

た
。

　
・
夏

季
の

省
エ

ネ
タ

イ
ム

（
１

日
に

２
回

）
　

　
・
照

明
や

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

等
の

使
用

制
限

　
・
室

内
温

度
設

定
の

徹
底

　
・
ク

ー
ル

ビ
ズ

の
期

間
延

長
　

・
窓

ガ
ラ

ス
の

フ
ィ

ル
ム

貼
り

○
窓

の
日

射
フ

ィ
ル

ム
貼

り
や

、
照

明
器

具
の

間
引

き
な

ど
を

行
い

、
今

後
も

必
要

箇
所

に
つ

い
て

、
随

時
、

整
備

す
る

よ
う

計
画

し
た

。

③
教

育
用

設
備

の
更

新
、

施
設

の
改

修
、

環
境

保
全

、
学

生
寮

の
整

備
、

環
境

に
配

慮
し

た
施

設
の

整
備

な
ど

教
育

環
境

の
充

実
を

計
画

的
に

推
進

す
る

。
　

ま
た

、
平

成
２

４
年

度
補

正
予

算
に

よ
る

教
育

研
究

設
備

の
整

備
を

確
実

に
行

う
と

と
も

に
、

設
備

整
備

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

見
直

し
を

図
る

。

○
施

設
・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

営
繕

事
業

に
つ

い
て

審
議

し
て

お
り

、
福

利
施

設
空

調
機

設
置

お
よ

び
ス

ロ
ー

プ
設

置
、

４
号

館
空

調
機

改
修

を
予

算
要

求
し

て
お

り
、

予
算

化
さ

れ
れ

ば
、

随
時

、
整

備
を

行
う

よ
う

計
画

し
た

。
○

今
年

度
、

営
繕

要
求

事
業

の
「
図

書
館

空
調

設
備

改
修

」
が

予
算

化
さ

れ
、

３
月

竣
工

し
た

。
○

学
生

寮
環

境
整

備
と

し
て

、
湿

気
が

多
く
カ

ビ
の

発
生

が
ひ

ど
い

１
棟

１
階

の
床

板
張

替
、

除
湿

機
設

置
を

行
い

、
常

夜
灯

の
L

E
D

化
を

全
棟

終
了

し
た

。
ま

た
、

女
子

寮
及

び
２

棟
に

つ
い

て
ブ

ラ
イ

ン
ド

か
ら

カ
ー

テ
ン

に
付

替
え

、
女

子
寮

捕
食

室
壁

紙
張

替
及

び
シ

ン
ク

取
り

替
え

た
。

④
電

子
錠

の
導

入
・
拡

充
を

順
次

行
い

、
安

全
で

便
利

な
学

内
環

境
の

構
築

を
図

る
。

○
施

設
・
環

境
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
で

、
計

画
的

に
カ

ー
ド

キ
ー

設
置

場
所

を
決

定
し

、
利

便
性

と
安

全
性

を
向

上
さ

せ
た

。

③
情

報
基

盤
の

整
備

を
行

う
。

⑤
教

育
用

電
算

シ
ス

テ
ム

・
学

内
L

A
N

シ
ス

テ
ム

を
含

め
、

引
続

き
情

報
基

盤
の

整
備

を
行

う
。

ま
た

、
平

成
3
0
年

へ
向

け
て

の
６

年
間

の
新

た
な

情
報

基
盤

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

○
平

成
2
5
年

度
よ

り
新

し
い

基
盤

シ
ス

テ
ム

が
稼

働
し

、
仮

想
サ

ー
バ

の
導

入
に

よ
り

、
各

種
サ

ー
バ

群
を

統
合

し
た

。
ま

た
、

2
6
年

度
に

更
新

予
定

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

器
の

仕
様

策
定

を
行

っ
た

。
○

新
規

グ
ル

ー
プ

ウ
ェ

ア
を

本
格

運
用

し
た

。
○

校
内

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
シ

ス
テ

ム
の

整
備

と
再

構
築

を
行

っ
た

。
○

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
行

っ
た

。

④
教

育
研

究
支

援
室

（
技

術
職

員
の

組
織

化
）
の

独
立

し
た

組
織

の
構

築
を

図
る

。
⑥

教
育

研
究

支
援

室
の

組
織

の
充

実
お

よ
び

職
員

の
技

能
向

上
を

図
る

。
○

教
育

研
究

支
援

室
の

業
務

依
頼

書
に

よ
る

業
務

の
管

理
を

行
っ

た
。

○
技

術
職

員
が

、
企

業
な

ど
の

技
術

研
修

会
へ

参
加

し
た

。

⑤
専

攻
科

の
学

生
数

に
応

じ
た

教
育

研
究

施
設

や
設

備
の

充
実

を
図

る
。

⑦
専

攻
科

の
学

生
数

に
応

じ
た

予
算

、
施

設
、

設
備

の
充

実
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
専

攻
科

経
費

に
加

え
て

、
引

続
き

学
生

帯
同

経
費

（
学

生
の

旅
費

等
の

経
費

援
助

）
の

予
算

措
置

を
行

っ
た

。
○

平
成

2
2
年

度
よ

り
、

専
攻

科
学

生
の

学
習

環
境

整
備

を
目

的
に

講
義

室
を

開
放

し
た

。

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：
総

務
課

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

教
育

研
究

支
援

室

（
６

）
教

育
環

境
の

整
備

・
活

用

①
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

施
設

・
設

備
の

き
め

細
や

か
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
実

施
す

る
。

②
技

術
の

進
展

に
対

応
で

き
る

実
験

・
実

習
や

教
育

用
の

設
備

の
更

新
、

施
設

の
改

修
、

校
内

の
環

境
保

全
、

寮
の

整
備

、
環

境
に

配
慮

し
た

施
設

の
整

備
な

ど
、

教
育

環
境

の
充

実
を

計
画

的
に

推
進

す
る

。

（
６

）
教

育
環

境
の

整
備

・
活

用
　

施
設

・
設

備
の

き
め

細
や

か
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
図

る
と

と
も

に
、

産
業

構
造

の
変

化
や

技
術

の
進

歩
に

対
応

し
た

教
育

を
行

う
た

め
、

施
設

改
修

、
設

備
更

新
な

ど
安

全
で

快
適

な
教

育
環

境
の

整
備

を
計

画
的

に
進

め
る

。
そ

の
際

、
身

体
に

障
害

を
有

す
る

者
に

も
配

慮
す

る
。
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

⑥
ＩＴ

と
連

携
し

た
図

書
館

（
Ｌ

Ｌ
教

室
、

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
、

研
究

用
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

含
む

）
の

整
備

計
画

を
検

討
す

る
。

⑧
学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
３

部
門

（
図

書
館

・
IT

セ
ン

タ
ー

・
広

報
室

）
間

の
連

携
を

図
り

つ
つ

、
引

続
き

図
書

館
の

整
備

、
図

書
館

改
修

計
画

に
基

づ
く
予

算
化

を
行

う
。

○
今

年
度

、
営

繕
要

求
事

業
の

「
図

書
館

空
調

設
備

改
修

」
が

予
算

化
さ

れ
、

３
月

に
竣

工
し

た
。

○
改

修
に

学
生

の
要

望
や

意
見

を
反

映
さ

せ
る

た
め

、
平

成
2
5
年

9
月

に
全

学
生

を
対

象
に

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

平
成

2
6
年

2
月

に
は

改
修

の
済

ん
だ

他
高

専
の

図
書

館
を

視
察

し
た

。
そ

の
後

、
委

員
会

に
お

い
て

具
体

的
な

レ
イ

ア
ウ

ト
等

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
し

、
改

修
図

面
案

を
作

成
し

た
。

○
今

年
度

の
機

関
別

認
証

評
価

に
お

い
て

指
摘

さ
れ

た
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
遅

れ
に

つ
い

て
、

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
諮

り
、

早
期

整
備

に
向

け
た

営
繕

要
求

を
検

討
す

る
。

⑨
引

続
き

、
学

生
の

安
全

教
育

を
実

施
す

る
。

○
工

作
機

械
の

実
習

に
お

い
て

は
、

ま
ず

安
全

教
育

を
行

い
、

参
加

者
に

修
了

書
を

発
行

し
、

安
全

教
育

受
講

者
の

み
が

作
業

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

⑩
引

続
き

、
安

全
衛

生
管

理
の

た
め

の
講

習
会

を
実

施
す

る
。

○
安

全
衛

生
委

員
会

に
よ

り
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
連

す
る

講
演

会
の

開
催

、
相

談
窓

口
の

設
置

、
手

引
き

の
配

付
を

行
っ

た
。

２
 研

究
に

関
す

る
事

項
　

　
　

（
外

部
資

金
獲

得
、

産
学

連
携

、
知

財
管

理
　

等
）

①
産

学
連

携
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

○
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（
F

A
IS

）
が

主
催

す
る

産
学

連
携

フ
ェ

ア
に

２
件

展
示

参
加

し
た

。
○

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ジ

ャ
パ

ン
2
0
1
3
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

マ
ッ

チ
ン

グ
フ

ェ
ア

、
北

九
州

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

会
、

北
九

州
ソ

ー
シ

ャ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

メ
ッ

セ
等

に
参

加
し

，
研

究
成

果
発

表
を

行
っ

た
。

○
共

同
研

究
・
受

託
研

究
の

手
続

き
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
方

法
の

周
知

に
努

め
た

。
○

技
術

相
談

か
ら

共
同

研
究

等
に

進
む

事
例

が
増

え
た

。
（
技

術
相

談
3
1
件

中
７

件
が

２
回

目
以

降
で

あ
る

が
、

全
て

共
同

研
究

や
企

業
に

よ
る

助
成

金
へ

の
応

募
打

合
せ

で
あ

る
。

）

②
外

部
資

金
獲

得
策

を
継

続
検

討
す

る
と

と
も

に
、

知
的

財
産

資
産

化
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

研
究

紹
介

す
る

教
員

総
覧

や
シ

ー
ズ

集
を

発
行

す
る

。

○
科

学
研

究
費

取
得

に
関

し
て

全
教

員
を

対
象

と
し

た
説

明
会

を
1
0
月

に
実

施
し

、
申

請
件

数
増

を
促

し
た

。
○

共
同

研
究

・
受

託
研

究
の

手
続

き
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
方

法
の

周
知

に
努

め
た

。
○

シ
ー

ズ
発

表
会

で
は

少
数

の
シ

ー
ズ

し
か

紹
介

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
本

校
全

体
の

シ
ー

ズ
を

効
率

よ
く
発

信
す

る
た

め
、

平
成

2
6
年

2
月

に
「
研

究
者

総
覧

ダ
イ

ジ
ェ

ス
ト

版
」
を

発
行

し
た

。
○

平
成

2
5
年

度
か

ら
、

J
S

T
特

許
主

任
調

査
員

を
活

用
で

き
る

体
制

を
整

え
、

既
に

特
許

相
談

を
依

頼
し

た
。

○
今

年
度

の
機

構
本

部
へ

の
特

許
譲

渡
件

数
は

２
件

で
あ

っ
た

。
○

教
員

の
最

新
の

研
究

内
容

を
提

供
す

る
た

め
、

本
校

Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト

の
各

教
員

の
ペ

ー
ジ

に
リ

ン
ク

さ
せ

て
い

る
「
R

e
a
D

&
R

e
s
e
a
rc

h
m

a
p
」
を

更
新

・
作

成
す

る
よ

う
周

知
徹

底
し

た
。

○
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（
F

A
IS

）
と

の
連

携
に

よ
り

、
A

-S
T

E
P

資
金

1
件

獲
得

に
成

功
し

た
。

③
近

隣
の

大
学

等
の

研
究

機
関

と
の

連
携

の
推

進
を

図
る

。

○
北

九
州

市
立

大
学

国
際

環
境

工
学

部
環

境
生

命
工

学
科

と
本

校
物

質
化

学
工

学
科

と
の

交
流

会
（
研

究
発

表
会

）
を

開
催

し
た

。
そ

の
際

に
2
6
年

度
も

開
催

す
る

こ
と

を
確

認
し

、

現
在

、
2
6
年

6
月

に
上

記
学

科
間

だ
け

で
な

く
北

九
州

市
立

大
学

国
際

環
境

工
学

部
情

報
メ

デ
ィ

ア
工

学
科

と
本

校
電

子
制

御
工

学
科

間
の

交
流

会
の

同
時

開
催

に
向

け
て

準
備

中
で

あ
る

。
○

九
州

地
区

高
専

と
日

本
弁

理
士

会
で

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

、
今

後
の

教
員

知
財

活
動

の
活

性
化

に
活

用
す

る
。

○
産

業
医

科
大

学
と

の
研

究
協

力
を

行
い

、
A

-S
T

E
P

資
金

を
獲

得
し

た
。

○
北

九
州

医
歯

工
連

携
研

究
会

へ
参

加
し

、
地

元
研

究
機

関
と

の
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

④
研

究
の

活
性

化
、

論
文

数
の

増
に

向
け

て
の

環
境

を
整

備
す

る
。

④
研

究
の

活
性

化
、

論
文

数
の

増
加

に
向

け
た

環
境

の
整

備
を

引
き

続
き

検
討

す
る

。

○
昨

年
度

に
引

続
き

、
研

究
費

配
分

を
若

手
教

員
に

厚
く
な

る
よ

う
に

し
て

、
研

究
の

活
性

化
を

図
っ

た
。

○
昨

年
度

に
引

続
き

、
教

育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
を

設
け

、
校

長
に

よ
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
と

評
価

を
行

い
研

究
費

の
再

配
分

を
行

っ
た

。

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：
総

務
課

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

教
育

研
究

支
援

室

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：
総

務
課

各
学

科

⑦
安

全
管

理
の

た
め

の
講

習
会

を
実

施
す

る
。

２
 研

究
に

関
す

る
事

項

①
高

専
・
技

科
大

連
合

の
ス

ー
パ

ー
地

域
産

学
連

携
本

部
を

中
心

と
し

た
産

学
連

携
を

推
進

す
る

。

②
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
一

層
の

充
実

を
図

り
、

共
同

研
究

・
受

託
研

究
な

ど
外

部
資

金
獲

得
と

と
も

に
、

技
術

相
談

・
シ

ー
ズ

公
開

な
ど

の
た

め
の

支
援

を
行

う
。

③
財

団
法

人
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（
Ｆ

Ａ
ＩＳ

）
の

協
力

に
よ

る
共

同
研

究
・

受
託

研
究

を
推

進
す

る
。

（
６

）
教

育
環

境
の

整
備

・
活

用
　

施
設

・
設

備
の

き
め

細
や

か
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
図

る
と

と
も

に
、

産
業

構
造

の
変

化
や

技
術

の
進

歩
に

対
応

し
た

教
育

を
行

う
た

め
、

施
設

改
修

、
設

備
更

新
な

ど
安

全
で

快
適

な
教

育
環

境
の

整
備

を
計

画
的

に
進

め
る

。
そ

の
際

、
身

体
に

障
害

を
有

す
る

者
に

も
配

慮
す

る
。

２
 研

究
に

関
す

る
目

標
　

政
令

指
定

都
市

で
あ

る
工

業
都

市
北

九
州

市
に

位
置

し
、

近
隣

に
多

く
の

企
業

、
大

学
を

抱
え

る
地

域
性

や
特

色
、

立
地

条
件

等
を

生
か

し
、

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
研

究
の

充
実

を
図

る
。

教
育

内
容

を
技

術
の

進
歩

に
即

応
さ

せ
る

と
と

も
に

教
員

自
ら

の
創

造
性

を
高

め
る

た
め

、
研

究
活

動
を

活
性

化
さ

せ
る

。
　

高
専

・
技

科
大

連
合

の
ス

ー
パ

ー
地

域
産

学
連

携
本

部
を

中
心

と
し

た
産

学
連

携
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

財
団

法
人

北
九

州
産

業
学

術
推

進
機

構
（
Ｆ

Ａ
ＩＳ

）
と

連
携

し
、

地
域

を
中

心
と

す
る

産
業

界
や

地
方

公
共

団
体

と
の

共
同

研
究

・
受

託
研

究
な

ら
び

に
技

術
相

談
へ

の
積

極
的

な
取

り
組

み
を

促
進

す
る

。
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

⑤
研

究
活

動
活

性
化

に
向

け
た

、
学

科
内

あ
る

い
は

学
科

を
超

え
た

教
員

同
士

に
よ

る
共

同
研

究
を

推
進

す
る

。

⑤
学

科
内

あ
る

い
は

学
科

を
越

え
た

教
員

同
士

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

を
図

る
。

○
昨

年
度

に
引

続
き

、
機

械
工

学
科

と
制

御
情

報
工

学
科

の
教

員
が

協
力

し
、

企
業

と
の

共
同

研
究

１
件

と
受

託
研

究
１

件
を

実
施

し
た

。
○

機
械

工
学

科
の

准
教

授
に

よ
る

「
北

九
州

高
専

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

」
が

設
立

さ
れ

、
学

内
連

携
が

推
進

さ
れ

た
。

３
 社

会
と

の
連

携
、

国
際

交
流

等
に

関
す

る
事

項
　

　
（
地

域
技

術
者

育
成

へ
の

貢
献

、
理

科
教

育
支

援
、

卒
業

生
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
　

　
　

国
際

交
流

協
定

の
締

結
、

学
生

の
海

外
派

遣
、

留
学

生
の

受
入

　
等

）

①
小

・
中

学
校

に
対

す
る

理
科

教
育

支
援

事
業

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

○
小

中
学

校
か

ら
の

要
請

に
基

づ
き

教
員

を
派

遣
し

、
理

科
教

育
の

支
援

を
行

っ
た

。
・
今

年
度

：
実

施
済

２
件

○
引

き
続

き
、

九
州

沖
縄

地
区

の
科

学
技

術
教

育
支

援
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

に
参

加
し

、
理

科
支

援
体

制
の

構
築

と
関

係
事

業
を

実
施

し
た

。
○

小
学

校
（
２

校
）
、

東
田

３
館

連
携

推
進

会
議

（
３

館
）
に

講
師

を
派

遣
し

た
。

②
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
る

支
援

事
業

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

○
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
の

一
環

と
し

て
、

平
成

2
5
年

度
は

福
岡

県
教

育
セ

ン
タ

ー
主

催
の

専
門

研
修

を
５

名
が

受
講

し
、

専
門

研
修

１
テ

ー
マ

を
本

校
教

員
が

担
当

し
た

。

②
公

開
講

座
の

充
実

と
実

施
拡

大
を

図
る

。

③
公

開
講

座
の

充
実

を
図

る
。

○
平

成
2
5
年

度
の

公
開

講
座

は
９

講
座

を
開

講
し

た
。

　
小

中
学

生
対

象
の

講
座

は
盛

況
で

、
満

足
度

も
ほ

ぼ
1
0
0
%

で
非

常
に

高
い

。
し

か
し

、
大

学
生

・
社

会
人

を
対

象
と

し
た

講
座

で
は

、
申

込
者

が
い

な
い

た
め

、
今

後
そ

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
。

○
は

が
き

の
み

な
ら

ず
W

e
b
か

ら
の

申
込

み
を

始
め

た
。

○
平

成
2
3
年

度
か

ら
引

続
き

、
日

本
機

械
学

会
九

州
支

部
と

協
力

し
て

、
本

校
を

会
場

と
し

て
「
お

も
し

ろ
メ

カ
ワ

ー
ル

ド
」
を

開
催

し
、

小
学

生
と

そ
の

保
護

者
２

０
組

の
参

加
が

あ
っ

た
。

④
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
活

性
化

を
図

る
。

○
弁

理
士

会
と

九
州

9
高

専
間

の
連

携
協

定
が

結
ば

れ
、

連
携

弁
理

士
と

の
知

財
推

進
活

動
を

開
始

し
た

。
○

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

、
学

内
施

設
の

有
効

利
用

を
勘

案
し

て
、

使
用

許
可

し
た

。
地

域
密

着
の

環
境

問
題

の
テ

ー
マ

に
取

り
組

む
研

究
で

利
用

し
た

。
さ

ら
に

、
高

専
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
の

新
た

な
立

ち
上

げ
の

た
め

、
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ル
ー

ム
を

確
保

し
た

。

⑤
地

域
技

術
者

育
成

に
向

け
た

取
組

を
検

討
す

る
。

○
技

術
相

談
に

つ
い

て
は

、
現

在
3
1
件

の
う

ち
７

件
が

２
回

目
以

降
で

あ
る

が
、

全
て

共
同

研
究

や
企

業
に

よ
る

助
成

金
へ

の
応

募
打

合
せ

で
あ

る
。

○
技

術
相

談
の

有
料

化
に

つ
い

て
は

、
近

隣
大

学
が

す
べ

て
無

料
で

実
施

し
て

い
る

と
い

う
地

域
性

も
考

慮
し

、
慎

重
に

対
応

を
検

討
す

る
。

○
北

九
州

市
が

主
催

す
る

企
業

の
中

堅
技

術
者

育
成

支
援

の
た

め
の

研
修

会
に

、
本

校
教

員
を

派
遣

し
、

加
工

の
た

め
の

測
定

基
礎

技
術

の
指

導
を

行
っ

た
。

⑥
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

ポ
リ

テ
ク

と
の

国
際

交
流

を
継

続
す

る
。

○
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
テ

マ
セ

ク
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

か
ら

２
名

の
短

期
留

学
生

（
３

ヶ
月

）
を

受
け

入
れ

た
。

○
平

成
2
5
年

度
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・
ナ

ン
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

へ
在

外
研

究
員

と
し

て
教

員
１

名
、

専
攻

科
の

特
別

実
習

と
し

て
学

生
４

名
を

派
遣

し
た

。
○

平
成

2
6
年

度
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・
リ

パ
ブ

リ
ッ

ク
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

へ
在

外
研

究
員

を
派

遣
予

定
で

あ
る

。
○

９
高

専
連

携
事

業
の

英
語

キ
ャ

ン
プ

（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）
に

２
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。

⑦
IS

A
T

E
2
0
1
3
へ

教
員

を
派

遣
し

、
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。
○

第
7
回

国
際

工
学

教
育

（
IS

A
T

E
2
0
1
3
）
に

教
員

を
派

遣
し

、
交

流
を

深
め

た
。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：
総

務
課

各
学

科

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
、

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

国
際

交
流

委
員

会
：

総
務

課
、

学
生

課

③
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
細

胞
工

学
セ

ン
タ

ー
の

事
業

内
容

を
検

討
し

、
活

性
化

を
図

る
。

３
 社

会
と

の
連

携
、

国
際

交
流

等
に

関
す

る
事

項

①
小

・
中

学
校

に
対

す
る

理
科

教
育

支
援

事
業

を
推

進
す

る
。

④
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

３
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

と
の

継
続

的
な

国
際

交
流

の
取

組
み

を
行

う
。

２
 研

究
に

関
す

る
目

標
　

政
令

指
定

都
市

で
あ

る
工

業
都

市
北

九
州

市
に

位
置

し
、

近
隣

に
多

く
の

企
業

、
大

学
を

抱
え

る
地

域
性

や
特

色
、

立
地

条
件

等
を

生
か

し
、

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
研

究
の

充
実

を
図

る
。

教
育

内
容

を
技

術
の

進
歩

に
即

応
さ

せ
る

と
と

も
に

教
員

自
ら

の
創

造
性

を
高

め
る

た
め

、
研

究
活

動
を

活
性

化
さ

せ
る

。
　

高
専

・
技

科
大

連
合

の
ス

ー
パ

ー
地

域
産

学
連

携
本

部
を

中
心

と
し

た
産

学
連

携
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

財
団

法
人

北
九

州
産

業
学

術
推

進
機

構
（
Ｆ

Ａ
ＩＳ

）
と

連
携

し
、

地
域

を
中

心
と

す
る

産
業

界
や

地
方

公
共

団
体

と
の

共
同

研
究

・
受

託
研

究
な

ら
び

に
技

術
相

談
へ

の
積

極
的

な
取

り
組

み
を

促
進

す
る

。

３
 社

会
と

の
連

携
や

国
際

交
流

に
関

す
る

目
標

　
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
細

胞
工

学
セ

ン
タ

ー
の

事
業

内
容

の
検

討
を

行
い

、
更

な
る

活
性

化
を

図
る

。
　

ま
た

、
地

域
の

学
習

機
関

と
し

て
公

開
講

座
や

理
科

教
育

支
援

事
業

を
推

進
す

る
。

　
さ

ら
に

、
教

員
や

学
生

の
国

際
交

流
へ

の
積

極
的

な
取

組
み

を
推

進
す

る
。
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

⑧
交

流
協

定
締

結
大

学
・
高

校
と

の
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。

○
９

高
専

連
携

事
業

の
一

環
と

し
て

1
0
月

3
0
～

3
1
日

に
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・
ガ

ジ
ャ

マ
ダ

大
学

S
V

を
訪

問
し

た
。

来
年

２
月

予
定

の
９

高
専

と
の

M
O

U
締

結
を

見
越

し
て

、
来

年
度

以
降

の
具

体
的

な
交

流
計

画
の

打
ち

合
わ

せ
を

行
っ

た
。

○
９

高
専

連
携

事
業

の
英

語
キ

ャ
ン

プ
（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）
に

２
名

、
テ

ク
ニ

カ
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
（
香

港
）
に

２
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
○

英
語

キ
ャ

ン
プ

（
全

国
版

）
に

１
名

が
参

加
し

た
。

○
機

構
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

２
名

を
派

遣
し

た
（
マ

レ
ー

シ
ア

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
各

１
名

）
。

○
専

攻
科

の
特

別
実

習
と

し
て

４
名

が
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
ナ

ン
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

に
て

実
習

を
行

っ
た

。
○

長
期

工
場

見
学

と
し

て
制

御
情

報
工

学
科

４
年

生
が

香
港

に
て

工
場

見
学

、
香

港
V

T
C

と
の

交
流

を
行

っ
た

。
○

3
月

に
、

全
北

大
学

（
韓

国
）
に

学
生

9
名

・
教

員
2
名

を
派

遣
し

、
日

本
語

学
科

と
の

学
生

交
流

・
異

文
化

体
験

を
実

施
し

た
。

○
3
月

に
、

香
港

V
T

C
 Ｉ
Ｖ

Ｅ
校

か
ら

学
生

8
名

・
教

員
1
名

を
1
週

間
受

入
れ

、
ラ

イ
ト

プ
レ

ー
ン

を
通

じ
た

学
生

交
流

を
実

施
し

た
。

○
8
月

～
1
1
月

に
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
テ

マ
セ

ク
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

か
ら

2
名

の
短

期
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
○

１
１

月
の

IS
T

S
2

0
1
3
(香

港
V

T
C

 Ｉ
Ｖ

Ｅ
校

)へ
、

学
生

2
名

を
派

遣
し

た
。

⑨
北

九
州

国
際

技
術

協
力

協
会

、
J
IC

A
と

の
連

携
事

業
を

推
進

す
る

。
○

北
九

州
国

際
技

術
協

力
協

会
と

北
九

州
市

主
催

の
ベ

ト
ナ

ム
・
ハ

イ
フ

ォ
ン

市
の

教
職

員
研

修
に

協
力

し
、

７
月

に
研

修
員

（
４

名
）
の

受
入

れ
を

実
施

し
た

。

⑩
在

外
研

究
員

の
派

遣
を

推
進

す
る

。
○

平
成

2
5
年

度
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・
ナ

ン
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

へ
在

外
研

究
員

と
し

て
教

員
１

名
を

派
遣

し
た

。
○

平
成

2
5
年

度
に

３
名

、
平

成
2
6
年

度
に

２
名

の
在

外
研

究
員

派
遣

が
決

定
し

た
。

⑪
外

国
人

学
生

対
象

の
３

年
次

編
入

入
試

を
実

施
す

る
。

○
本

校
へ

の
志

願
者

は
無

か
っ

た
た

め
実

施
し

な
か

っ
た

。

⑫
留

学
生

チ
ュ

ー
タ

ー
の

研
修

実
施

な
ど

、
留

学
生

の
受

け
入

れ
体

制
の

強
化

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

○
新

た
に

受
け

入
れ

た
国

費
留

学
生

に
チ

ュ
ー

タ
ー

と
し

て
日

本
人

学
生

１
名

を
任

命
し

、
生

活
支

援
・
学

習
支

援
に

当
た

ら
せ

て
い

る
。

現
在

５
名

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
て

お
り

、
各

１
名

ず
つ

チ
ュ

ー
タ

ー
を

任
命

し
た

。
○

留
学

生
と

チ
ュ

ー
タ

ー
の

意
思

疎
通

を
は

か
る

た
め

、
６

月
に

研
修

旅
行

を
実

施
し

た
。

⑬
学

生
の

海
外

へ
の

派
遣

を
企

画
・
実

施
す

る
。

ま
た

、
低

学
年

を
主

体
と

し
た

本
校

独
自

の
語

学
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
本

科
の

学
外

実
習

と
し

て
１

名
が

香
港

の
日

系
企

業
に

て
実

習
を

行
っ

た
。

○
IS

T
S

2
0
1
3
（
香

港
）
で

専
攻

科
生

２
名

が
論

文
発

表
を

行
っ

た
。

○
3
月

に
学

生
6
名

が
英

国
に

て
語

学
研

修
を

実
施

し
た

。

○
8
月

に
、

香
港

V
T

C
 Ｉ
Ｖ

Ｅ
校

へ
学

生
3
名

を
派

遣
し

た
。

○
９

高
専

連
携

事
業

の
英

語
キ

ャ
ン

プ
（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）
に

２
名

、
テ

ク
ニ

カ
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
（
香

港
）
に

２
名

、
ペ

ト
ロ

ナ
ス

工
科

大
学

（
マ

レ
ー

シ
ア

）
と

の
学

生
交

流
に

４
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
○

英
語

キ
ャ

ン
プ

（
全

国
版

）
に

１
名

が
参

加
し

た
。

○
機

構
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

3
名

を
派

遣
し

た
（
マ

レ
ー

シ
ア

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
。

○
専

攻
科

の
特

別
実

習
と

し
て

４
名

が
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
ナ

ン
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

に
て

実
習

を
行

っ
た

。
○

長
期

工
場

見
学

と
し

て
制

御
情

報
工

学
科

４
年

生
4
1
名

が
香

港
に

て
工

場
見

学
、

香
港

V
T

C
と

の
交

流
を

行
っ

た
。

○
3
月

に
、

全
北

大
学

（
韓

国
）
に

学
生

9
名

・
教

員
2
名

を
派

遣
し

、
日

本
語

学
科

と
の

交
流

を
新

規
開

拓
す

る
と

と
も

に
、

学
生

交
流

・
異

文
化

体
験

を
実

施
し

た
。

な
お

、
本

件
は

福
岡

県
「
世

界
に

打
っ

て
出

る
若

者
育

成
事

業
」
の

対
象

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

採
択

さ
れ

実
施

し
た

も
の

で
あ

る
。

＜
そ

の
他

＞

⑭
卒

業
生

（
同

窓
会

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

連
携

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

○
昨

年
に

引
き

続
き

、
高

専
機

構
「
企

業
技

術
者

等
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

採
択

さ
れ

た
「
プ

ラ
ン

ト
設

計
コ
―

デ
ィ

ネ
―

タ
―

活
用

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を

、
同

窓
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
に

よ
り

実
施

し
た

。
○

昨
年

に
引

き
続

き
、

平
成

2
7
年

度
の

創
立

5
0
周

年
記

念
事

業
に

向
け

て
、

卒
業

生
へ

の
協

力
依

頼
を

同
窓

会
を

通
じ

て
行

っ
た

。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
、

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

国
際

交
流

委
員

会
：

総
務

課
、

学
生

課

⑤
Ｋ

ＩＴ
Ａ

（
北

九
州

国
際

技
術

協
力

協
会

）
と

の
連

携
、

交
流

協
定

締
結

大
学

と
の

学
術

交
流

の
推

進
、

在
外

研
究

員
の

派
遣

な
ど

国
際

交
流

の
活

性
化

を
図

る
。

３
 社

会
と

の
連

携
や

国
際

交
流

に
関

す
る

目
標

　
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
細

胞
工

学
セ

ン
タ

ー
の

事
業

内
容

の
検

討
を

行
い

、
更

な
る

活
性

化
を

図
る

。
　

ま
た

、
地

域
の

学
習

機
関

と
し

て
公

開
講

座
や

理
科

教
育

支
援

事
業

を
推

進
す

る
。

　
さ

ら
に

、
教

員
や

学
生

の
国

際
交

流
へ

の
積

極
的

な
取

組
み

を
推

進
す

る
。
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

４
 管

理
運

営
に

関
す

る
事

項

①
予

算
の

適
正

配
分

の
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

と
計

画
的

な
配

分
を

行
う

。
４

 管
理

運
営

に
関

す
る

事
項

　
　

(危
機

管
理

体
制

、
教

職
員

の
服

務
監

督
・
健

康
管

理
、

職
員

の
研

修
、

人
事

交
流

　
等

）

①
予

算
の

適
正

配
分

の
た

め
の

仕
組

み
作

り
と

計
画

的
な

配
分

を
引

き
続

き
行

う
。

○
予

算
委

員
会

で
戦

略
的

か
つ

計
画

的
な

配
分

を
行

う
た

め
、

「
教

員
研

究
費

の
配

分
方

針
」
・
「
教

育
研

究
重

点
化

促
進

経
費

の
見

直
し

」
を

行
い

、
運

営
委

員
会

で
審

議
決

定
し

た
。

②
計

画
節

電
な

ど
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
見

直
し

に
よ

る
、

二
酸

化
炭

素
の

削
減

に
向

け
た

取
組

み
を

行
う

。

○
夏

季
省

エ
ネ

タ
イ

ム
（
１

日
１

回
）
、

エ
レ

ベ
ー

タ
の

使
用

制
限

、
ク

ー
ル

ビ
ズ

の
期

間
延

長
、

窓
ガ

ラ
ス

の
フ

ィ
ル

ム
貼

り
、

デ
マ

ン
ド

監
視

制
御

装
置

に
よ

る
チ

ェ
ッ

ク
に

よ
り

、
平

成
２

４
年

度
電

気
年

間
使

用
量

か
ら

３
１

,２
４

１
K

w
h

の
削

減
を

実
施

し
た

。

③
引

き
続

き
施

設
の

有
効

活
用

を
図

る
。

○
施

設
の

利
用

状
況

を
毎

年
調

査
し

て
お

り
、

利
用

率
の

低
い

施
設

の
有

効
利

用
を

適
宜

検
討

し
た

。
○

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

、
学

内
に

お
け

る
共

用
施

設
（
本

校
の

教
育

理
念

や
競

争
原

理
に

基
づ

き
、

学
科

の
枠

を
超

え
て

弾
力

的
に

使
用

す
る

施
設

）
の

貸
与

に
つ

い
て

、
審

議
し

許
可

し
た

。
利

用
に

当
た

っ
て

は
、

利
用

計
画

書
と

利
用

報
告

書
の

作
成

を
求

め
て

お
り

、
適

切
な

管
理

と
有

効
な

利
用

を
行

っ
た

。
○

学
内

巡
視

を
定

期
的

に
行

い
不

良
箇

所
や

不
足

設
備

な
ど

に
つ

い
て

調
査

す
る

と
と

も
に

、
毎

年
、

全
て

の
学

科
、

委
員

会
、

事
務

系
に

対
し

て
、

部
屋

の
利

用
状

況
・
施

設
整

備
に

関
す

る
要

求
を

調
査

し
、

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

で
審

議
し

た
。

そ
の

結
果

、
有

効
に

利
用

さ
れ

て
い

な
い

部
屋

な
ど

を
共

同
利

用
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

確
保

す
る

と
と

も
に

、
内

容
に

応
じ

て
「
学

内
対

応
」
又

は
「
営

繕
要

求
」
「
概

算
要

求
」
へ

の
申

請
を

実
施

し
た

。
○

職
員

宿
舎

に
関

し
て

改
修

計
画

を
策

定
し

、
機

構
へ

要
求

し
た

。
現

在
の

と
こ

ろ
予

算
化

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
現

状
維

持
に

努
め

て
お

り
、

取
り

壊
し

な
ど

の
計

画
は

な
い

。

④
電

源
事

情
の

改
善

、
老

朽
化

施
設

の
整

備
・
改

善
を

行
う

。
④

電
源

事
情

の
改

善
、

老
朽

化
施

設
の

整
備

・
改

善
を

引
き

続
き

行
う

。
○

学
内

を
定

期
的

に
巡

視
し

、
各

実
験

室
の

教
員

と
実

情
を

調
査

し
、

老
朽

化
し

た
施

設
や

不
足

し
た

電
源

に
関

し
て

は
、

可
能

な
限

り
そ

の
都

度
対

応
し

、
改

善
し

た
。

⑤
若

手
教

員
育

成
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
作

り
の

検
討

を
行

う
。

⑤
若

手
教

員
育

成
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
作

り
の

検
討

を
引

き
続

き
行

う
。

○
若

手
教

員
に

よ
る

校
長

特
別

補
佐

会
議

で
、

種
々

の
課

題
を

共
有

し
座

談
し

た
。

○
新

任
教

員
に

は
、

着
任

直
後

に
校

長
・
主

事
等

に
よ

る
学

内
研

修
を

行
う

と
と

も
に

、
所

属
学

科
の

中
堅

教
員

が
相

談
役

と
し

て
担

当
し

た
。

⑥
教

職
員

の
積

極
的

な
人

事
交

流
に

取
り

組
む

。
○

平
成

2
5
年

度
は

、
派

遣
1
名

の
他

高
専

間
と

の
人

事
交

流
を

実
施

し
た

。

○
平

成
2
6
年

度
は

、
派

遣
4
名

（
海

外
2
、

高
専

1
、

大
学

1
）
が

決
定

し
た

。

⑦
事

務
職

員
や

技
術

職
員

の
能

力
向

上
の

た
め

に
研

修
を

実
施

し
、

学
外

研
修

に
参

加
さ

せ
る

。
○

高
専

機
構

等
が

主
催

し
た

学
外

研
修

会
に

、
多

く
の

事
務

職
員

を
参

加
さ

せ
た

。
○

技
術

職
員

が
、

企
業

な
ど

の
技

術
研

修
会

へ
参

加
し

た
。

⑦
危

機
管

理
体

制
を

検
討

し
、

日
本

学
生

支
援

機
構

（
J
A

S
S

O
）
な

ど
の

ガ
イ

ド
を

も
と

に
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
。

⑧
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

含
め

、
危

機
管

理
体

制
の

整
備

を
図

る
。

○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
講

演
会

を
開

催
し

た
。

○
平

成
2
3
年

度
に

制
定

し
た

危
機

管
理

規
則

を
ふ

ま
え

、
緊

急
時

の
連

絡
系

統
図

を
更

新
し

た
。

○
休

校
時

の
取

り
扱

い
に

お
い

て
も

、
現

状
を

考
慮

し
て

改
正

し
周

知
し

た
。

⑧
教

職
員

の
悩

み
事

相
談

に
対

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
整

備
す

る
。

⑨
教

職
員

の
健

康
管

理
を

適
切

に
行

い
、

「
教

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
高

専
機

構
本

部
作

成
）
」
の

活
用

を
図

る
。

○
安

全
衛

生
委

員
会

に
よ

り
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
連

す
る

講
演

会
の

開
催

、
相

談
窓

口
の

設
置

、
手

引
き

の
配

付
を

行
っ

た
。

○
学

生
相

談
室

委
員

会
委

員
を

中
心

と
し

た
教

員
が

、
外

部
で

開
催

さ
れ

る
講

習
会

・
研

修
会

へ
参

加
し

た
。

○
喫

煙
室

の
設

置
に

よ
る

分
煙

を
実

施
し

た
。

運
営

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

人
事

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：
総

務
課

４
 管

理
運

営
に

関
す

る
目

標
　

迅
速

か
つ

責
任

あ
る

意
思

決
定

を
実

現
す

る
と

と
も

に
、

計
画

的
な

資
源

配
分

を
行

う
。

　
ま

た
、

危
機

管
理

体
制

の
整

備
を

行
い

、
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
。

　
事

務
職

員
の

資
質

向
上

・
技

術
職

員
の

技
能

向
上

の
た

め
必

要
な

研
修

を
行

う
。

②
施

設
の

利
用

状
況

の
把

握
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
状

況
の

把
握

を
行

い
施

設
の

有
効

利
用

を
図

る

③
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
見

直
し

に
よ

る
二

酸
化

炭
素

の
削

減
を

行
う

。

⑥
事

務
職

員
や

技
術

職
員

の
能

力
の

向
上

の
た

め
、

必
要

な
研

修
を

計
画

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

学
外

の
研

修
な

ど
に

職
員

を
参

加
さ

せ
る

。
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

⑩
教

職
員

の
負

担
軽

減
策

と
し

て
、

学
生

寮
の

管
理

体
制

お
よ

び
課

外
活

動
コ

ー
チ

制
な

ど
に

つ
い

て
、

拡
大

に
向

け
て

検
討

す
る

。

○
高

体
連

に
も

加
入

し
て

い
る

ク
ラ

ブ
を

中
心

に
学

外
コ

ー
チ

の
人

選
を

進
め

，
平

成
2
6
年

度
か

ら
新

た
に

1
名

の
非

常
勤

顧
問

が
指

導
を

補
助

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
○

教
職

員
の

負
担

軽
減

に
向

け
て

、
寮

の
管

理
体

制
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

⑪
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

適
宜

実
施

し
て

い
く
。

○
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

規
則

を
平

成
2
5
年

４
月

１
日

に
施

行
し

た
。

○
平

成
2
5
年

度
の

３
名

の
教

員
公

募
で

は
「
男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

の
趣

旨
に

則
り

，
女

性
を

積
極

的
に

採
用

」
と

し
、

女
性

教
員

１
名

を
採

用
し

た
。

○
人

事
委

員
会

に
お

い
て

校
長

か
ら

、
教

員
公

募
要

領
作

成
時

に
学

科
長

へ
、

女
性

教
員

の
積

極
的

な
公

募
に

つ
い

て
依

頼
し

た
。

○
平

成
2
7
年

度
に

九
州

沖
縄

地
区

担
当

す
る

「
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
は

、
本

校
が

主
幹

校
と

し
て

開
催

す
る

。

⑫
校

内
の

監
査

体
制

に
基

づ
き

着
実

に
監

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
監

事
監

査
・
内

部
監

査
及

び
高

専
相

互
会

計
内

部
監

査
に

お
け

る
指

摘
事

項
の

改
善

等
に

取
り

組
む

。
ま

た
、

「
研

究
機

関
に

お
け

る
公

的
研

究
費

の
管

理
・
監

査
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
実

施
基

準
）
」

に
基

づ
く
体

制
整

備
を

引
続

き
行

う
。

○
公

的
研

究
費

使
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

教
職

員
に

配
布

し
周

知
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

納
品

検
収

体
制

の
充

実
（
納

品
書

の
検

収
印

）
、

監
査

体
制

の
強

化
（
内

部
監

査
）
、

会
計

事
務

組
織

の
充

実
（
研

修
実

施
）
、

取
引

業
者

へ
の

対
応

（
誓

約
書

提
出

）
等

の
取

組
を

行
っ

た
。

Ⅱ
 業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置
　

　
（
一

般
管

理
費

の
縮

減
、

随
意

契
約

の
見

直
し

　
等

）

①
在

学
証

明
証

等
の

発
行

自
動

化
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

す
る

。

○
学

生
へ

の
利

便
と

効
率

を
高

め
る

た
め

に
、

在
学

証
明

書
等

の
発

行
自

動
化

に
つ

い
て

引
続

き
検

討
し

た
。

②
経

費
の

戦
略

的
か

つ
計

画
的

な
配

分
を

引
き

続
き

行
う

。
○

予
算

委
員

会
で

戦
略

的
か

つ
計

画
的

な
配

分
を

行
う

た
め

、
「
教

員
研

究
費

の
配

分
方

針
」
・
「
教

育
研

究
重

点
化

促
進

経
費

の
見

直
し

」
を

行
い

、
運

営
委

員
会

で
審

議
決

定
し

た
。

○
本

校
の

特
色

を
活

か
し

た
、

経
費

の
戦

略
的

か
つ

計
画

的
な

配
分

と
し

て
、

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
、

若
手

教
員

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
に

つ
い

て
は

、
各

教
員

・
学

科
か

ら
の

申
請

に
基

づ
き

校
長

が
査

定
し

配
分

を
行

っ
た

。

③
業

務
の

効
率

化
促

進
を

図
る

。
○

総
務

課
に

「
国

際
・
研

究
推

進
係

」
を

新
設

す
る

な
ど

事
務

組
織

の
見

直
し

を
行

い
、

平
成

2
5
年

度
か

ら
新

体
制

で
の

業
務

効
率

化
を

図
っ

た
。

④
一

般
管

理
費

の
縮

減
、

随
意

契
約

の
見

直
し

を
図

る
。

○
外

注
し

て
い

た
校

内
除

草
作

業
を

教
職

員
で

行
っ

た
。

○
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
教

室
の

窓
に

フ
ィ

ル
ム

を
貼

り
、

冷
暖

房
効

率
を

高
め

省
エ

ネ
対

策
を

実
施

し
光

熱
費

の
削

減
を

図
っ

た
。

○
5
0
万

円
以

上
の

物
品

調
達

に
つ

い
て

、
複

数
の

業
者

か
ら

見
積

書
を

徴
し

、
一

番
安

価
な

見
積

書
を

提
示

し
た

業
者

に
発

注
を

行
っ

た
。

○
応

札
を

辞
退

し
た

業
者

か
ら

辞
退

し
た

理
由

の
聴

き
取

り
調

査
を

実
施

し
、

仕
様

書
が

１
者

応
札

し
か

で
き

な
い

内
容

と
な

っ
て

い
な

か
っ

た
か

を
確

認
し

た
。

○
会

議
資

料
印

刷
経

費
の

削
減

の
た

め
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
情

報
端

末
（
iP

a
d
）
を

使
っ

た
会

議
の

実
施

を
継

続
実

施
し

た
。

○
照

明
器

具
の

高
効

率
の

物
へ

の
取

り
換

え
、

節
電

の
た

め
の

照
明

器
具

の
間

引
き

点
灯

を
行

っ
た

。

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：

総
務

課

運
営

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

人
事

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：
総

務
課

４
 管

理
運

営
に

関
す

る
目

標
　

迅
速

か
つ

責
任

あ
る

意
思

決
定

を
実

現
す

る
と

と
も

に
、

計
画

的
な

資
源

配
分

を
行

う
。

　
ま

た
、

危
機

管
理

体
制

の
整

備
を

行
い

、
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
。

　
事

務
職

員
の

資
質

向
上

・
技

術
職

員
の

技
能

向
上

の
た

め
必

要
な

研
修

を
行

う
。

Ⅲ
 業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
　

高
等

専
門

学
校

設
置

基
準

に
よ

り
必

要
と

さ
れ

る
最

低
限

の
教

員
の

給
与

費
相

当
額

及
び

各
年

度
特

別
に

措
置

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
経

費
を

除
き

、
運

営
費

交
付

金
を

充
当

し
て

行
う

業
務

に
つ

い
て

は
、

高
専

機
構

が
中

期
目

標
の

期
間

中
に

行
う

方
策

に
則

り
業

務
の

効
率

化
を

図
る

。
　

ま
た

、
業

務
運

営
の

効
率

性
及

び
国

民
の

信
頼

性
の

確
保

の
観

点
か

ら
、

随
意

契
約

の
適

正
化

を
推

進
し

、
契

約
は

原
則

と
し

て
一

般
競

争
入

札
等

に
よ

る
こ

と
と

す
る

。

Ⅱ
 業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置
　

運
営

費
交

付
金

を
充

当
し

て
行

う
業

務
に

つ
い

て
は

、
高

等
専

門
学

校
設

置
基

準
に

よ
り

必
要

と
さ

れ
る

最
低

限
の

教
員

の
給

与
費

相
当

額
及

び
各

年
度

特
別

に
措

置
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

経
費

を
除

き
、

高
専

機
構

が
中

期
目

標
の

期
間

中
に

行
う

方
策

に
則

り
業

務
の

効
率

化
を

図
る

。
　

ま
た

、
本

校
の

特
色

を
活

か
し

た
運

営
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

経
費

の
計

画
的

な
配

分
を

引
き

続
き

行
い

、
契

約
は

原
則

と
し

て
一

般
競

争
入

札
と

す
る

。

＜
そ

の
他

＞
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表
 2

第
２

期
中

期
目

標
平

成
２

５
年

度
 実

績
報

告
第

２
期

中
期

計
画

平
成

２
５

年
度

 年
度

計
画

主
な

担
当

組
織

Ⅳ
 財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

１
 自

己
収

入
の

増
加

　
共

同
研

究
、

受
託

研
究

、
奨

学
寄

附
金

、
科

学
研

究
費

補
助

金
な

ど
の

外
部

資
金

の
獲

得
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

２
 固

定
的

経
費

の
節

減
　

管
理

業
務

の
合

理
化

に
努

め
る

と
と

も
に

、
定

員
管

理
や

給
与

管
理

を
適

切
に

行
い

、
教

職
員

の
意

識
改

革
を

図
っ

て
、

固
定

的
経

費
の

節
減

を
図

る
。

Ⅲ
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

取
る

べ
き

措
置

１
 収

益
の

確
保

、
予

算
の

効
率

的
な

執
行

、
適

切
な

財
務

内
容

の
実

現
　

共
同

研
究

、
受

託
研

究
、

奨
学

寄
附

金
、

科
学

研
究

費
補

助
金

な
ど

の
外

部
資

金
の

獲
得

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

自
己

収
入

の
増

加
を

図
る

。

Ⅲ
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

取
る

べ
き

措
置

　
共

同
研

究
、

受
託

研
究

、
奨

学
寄

附
金

、
科

学
研

究
費

補
助

金
な

ど
の

外
部

資
金

の
獲

得
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

○
共

同
研

究
１

１
件

、
受

託
研

究
3
件

、
奨

学
寄

付
金

１
１

件
を

獲
得

し
た

。
○

科
学

研
究

費
は

、
代

表
者

の
採

択
件

数
と

し
て

、
継

続
６

件
、

新
規

２
件

で
あ

っ
た

。
○

科
学

研
究

費
獲

得
の

た
め

に
、

全
教

員
を

対
象

と
し

た
説

明
会

を
実

施
し

た
。

○
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（
F

A
IS

）
と

の
連

携
を

実
施

し
た

。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：
総

務
課

Ⅳ
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

１
 施

設
・
設

備
に

関
す

る
計

画
　

施
設

・
設

備
等

の
実

態
調

査
を

踏
ま

え
、

教
育

研
究

の
推

進
や

福
利

厚
生

の
改

善
に

必
要

な
施

設
・
設

備
に

関
す

る
整

備
計

画
策

定
を

推
し

進
め

る
。

Ⅳ
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

①
施

設
・
整

備
等

の
実

態
調

査
を

踏
ま

え
、

教
育

研
究

の
推

進
や

福
利

厚
生

の
改

善
に

必
要

な
整

備
計

画
策

定
を

推
進

す
る

。
　

ま
た

、
平

成
２

４
年

度
補

正
予

算
に

よ
る

教
育

研
究

設
備

の
整

備
を

確
実

に
行

う
と

と
も

に
、

設
備

整
備

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

見
直

し
を

図
る

。

○
職

場
巡

視
の

結
果

等
を

基
に

、
施

設
・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
て

精
査

し
た

う
え

で
、

教
育

研
究

の
推

進
や

福
利

厚
生

の
改

善
な

ど
に

つ
い

て
営

繕
要

求
や

概
算

要
求

を
行

っ
た

。
○

今
年

度
の

機
関

別
認

証
評

価
に

お
い

て
指

摘
さ

れ
た

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
の

遅
れ

に
つ

い
て

、
福

利
施

設
建

物
内

へ
の

ス
ロ

ー
プ

、
１

号
館

１
階

ス
ロ

ー
プ

、
保

健
室

の
自

動
扉

を
設

置
し

、
全

体
的

な
計

画
は

、
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
諮

り
、

早
期

整
備

に
向

け
た

営
繕

要
求

を
検

討
す

る
。

○
営

繕
要

求
し

て
い

た
福

利
施

設
改

修
（
ス

ロ
ー

プ
設

置
、

食
堂

内
空

調
機

設
置

）
及

び
図

書
館

空
調

機
改

修
工

事
に

つ
い

て
、

年
度

途
中

に
予

算
措

置
さ

れ
、

年
度

末
に

竣
工

し
た

。
○

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

、
施

設
整

備
計

画
を

策
定

し
て

お
り

、
今

年
度

、
も

の
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

（
実

習
工

場
）
改

修
が

竣
工

し
た

。
○

学
生

寮
居

室
の

ブ
ラ

イ
ン

ド
を

カ
ー

テ
ン

に
取

り
替

え
、

女
子

寮
捕

食
室

の
壁

紙
を

張
り

替
え

、
流

し
台

を
買

い
替

え
た

。
○

平
成

２
４

年
度

補
正

予
算

に
よ

る
教

育
研

究
設

備
が

年
度

末
ま

で
に

す
べ

て
納

品
し

、
３

月
に

設
備

整
備

の
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
策

定
を

行
っ

た
。

②
教

職
員

の
積

極
的

な
人

事
交

流
の

た
め

の
体

制
作

り
を

行
い

、
各

種
研

修
を

計
画

的
に

実
施

し
資

質
の

向
上

を
図

る
。

○
人

事
交

流
、

在
外

研
究

で
本

校
教

員
を

毎
年

派
遣

す
る

よ
う

体
制

を
整

備
し

て
お

り
、

計
画

的
に

実
施

し
た

。

③
常

勤
職

員
に

つ
い

て
、

職
務

能
力

の
向

上
と

全
体

と
し

て
効

率
化

を
図

る
。

○
総

務
課

に
「
国

際
・
研

究
推

進
係

」
を

新
設

す
る

な
ど

事
務

組
織

の
見

直
し

を
行

い
、

平
成

2
5
年

度
か

ら
新

体
制

で
の

業
務

効
率

化
を

図
っ

た
。

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

人
事

委
員

会
：
総

務
課

２
 人

事
に

関
す

る
計

画
（
１

）
方

針
　

教
職

員
の

積
極

的
な

人
事

交
流

を
進

め
、

多
様

な
人

材
育

成
を

図
る

と
と

も
に

、
各

種
研

修
を

計
画

的
に

実
施

し
資

質
の

向
上

を
図

る
。

（
２

）
人

員
に

関
す

る
計

画
　

常
勤

職
員

に
つ

い
て

、
そ

の
職

務
能

力
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

全
体

と
し

て
効

率
化

を
図

る
。
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

②
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

、
出

前
授

業
や

公
開

講
座

の
内

容
見

直
し

な
ど

、
志

願
者

確
保

に
向

け
た

継
続

的
な

取
組

み
を

行
う

。
　

特
に

、
小

学
生

を
対

象
と

し
た

講
座

は
、

近
隣

の
小

学
校

に
直

接
案

内
す

る
。

○
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

「在
校

生
に

よ
る

高
専

紹
介

・質
問

コ
ー

ナ
ー

」、
寮

生
会

役
員

に
よ

る
寮

の
紹

介
を

行
っ

た
。

○
夏

の
公

開
講

座
で

は
、

中
学

生
ば

か
り

で
な

く
小

学
生

を
も

対
象

と
し

た
講

座
を

開
講

し
、

近
隣

の
小

学
校

に
直

接
出

向
い

て
チ

ラ
シ

を
配

布
し

た
。

〇
出

前
授

業
の

実
施

・
本

年
度

中
学

校
を

対
象

に
3件

の
出

前
授

業
を

実
施

し
た

。
（北

九
州

市
内

中
学

校
）

・
北

九
州

市
が

主
催

す
る

小
学

生
や

中
学

生
を

対
象

と
し

た
催

し
も

の
に

も
協

力
し

た
。

〇
学

校
見

学
の

受
け

入
れ

・
9
月

2
6
日

：
北

九
州

市
立

足
立

中
学

校
P

T
A

約
30

名
の

保
護

者
の

訪
問

が
あ

っ
た

。
・
1
0月

3
0日

：
大

分
県

中
津

市
の

本
耶

馬
溪

中
学

校
か

ら
本

校
を

見
学

し
た

い
旨

の
申

し
出

が
あ

り
、

3
年

生
31

名
職

員
3名

の
訪

問
が

あ
っ

た
。

・計
画

ど
お

り
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
・年

度
計

画
に

は
出

前
授

業
や

公
開

講
座

の
内

容
見

直
し

な
ど

、
志

願
者

確
保

に
向

け
た

継
続

的
な

取
組

み
を

行
う

と
あ

り
、

実
績

報
告

に
お

い
て

新
規

の
取

組
み

か
継

続
的

な
取

組
み

か
を

は
っ

き
り

書
く
と

内
容

の
見

直
し

に
つ

な
が

る
。

・学
校

見
学

を
受

け
入

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

は
学

外
に

Ｐ
Ｒ

を
行

う
こ

と
を

検
討

し
て

は
と

い
う

意
見

が
あ

っ
た

。

③
ポ

ス
タ

ー
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、
マ

ス
コ

ミ
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
活

用
し

て
、

広
報

活
動

の
強

化
を

図
る

。
ま

た
、

近
隣

住
民

へ
の

ア
ピ

ー
ル

を
兼

ね
、

地
域

と
の

結
び

つ
き

、
学

生
が

参
加

す
る

行
事

、
学

生
の

表
彰

な
ど

を
グ

ラ
ウ

ン
ド

外
側

の
掲

示
板

等
に

掲
示

す
る

。
　

本
年

度
は

、
H

P
上

に
本

校
紹

介
D

V
D

の
掲

載
・学

生
寮

紹
介

の
掲

載
を

検
討

す
る

。
平

成
27

年
度

に
、

創
立

50
周

年
を

迎
え

る
本

校
の

紹
介

を
H

P
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
側

の
掲

示
板

で
案

内
す

る
。

○
ポ

ス
タ

ー
、

チ
ラ

シ
、

マ
ス

コ
ミ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

十
分

に
活

用
し

た
。

○
グ

ラ
ン

ド
側

の
掲

示
板

を
利

用
し

て
、

本
校

学
生

・近
隣

住
民

に
対

し
て

、
学

生
の

表
彰

、
学

校
行

事
の

案
内

ポ
ス

タ
ー

な
ど

を
そ

の
都

度
作

成
し

、
掲

示
し

た
。

○
学

生
寮

を
紹

介
す

る
チ

ラ
シ

を
作

成
し

、
秋

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

の
来

校
者

に
配

布
し

た
。

○
高

専
機

構
作

成
の

D
V

D
は

適
宜

利
用

し
て

い
る

が
、

北
九

州
高

専
P

R
用

映
像

資
料

の
制

作
、

D
V

D
の

み
な

ら
ず

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
を

利
用

し
た

配
信

を
検

討
中

で
あ

る
。

・計
画

ど
お

り
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・北
九

州
高

専
Ｐ

Ｒ
用

Ｄ
Ｖ

Ｄ
作

成
は

平
成

２
７

年
度

改
組

予
定

の
た

め
取

り
下

げ
ら

れ
た

が
、

改
組

が
き

ま
れ

ば
進

め
て

ほ
し

い
。

平
成

2
5
年

度
年

度
計

画
実

績
報

告
の

点
検

・
評

価
結

果

・多
く
の

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
・昨

年
の

実
績

報
告

と
比

べ
、

今
年

は
具

体
的

な
数

値
を

示
し

た
報

告
が

な
さ

れ
て

い
る

が
、

さ
ら

に
実

施
し

た
効

果
や

結
果

に
つ

い
て

の
具

体
的

な
報

告
も

ほ
し

い
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

・高
専

女
子

学
生

と
女

子
中

学
生

・保
護

者
と

の
懇

談
会

に
つ

い
て

は
、

今
年

度
の

女
子

学
生

の
入

学
増

に
は

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

が
、

取
り

組
み

と
し

て
は

良
く
や

ら
れ

て
い

る
。

実
施

の
様

子
や

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
っ

て
い

れ
ば

そ
の

結
果

な
ど

も
知

ら
せ

て
ほ

し
い

。
中

学
生

の
関

心
の

度
合

い
な

ど
の

デ
ー

タ
や

実
施

状
況

の
ま

と
め

が
あ

れ
ば

学
内

に
公

表
さ

れ
る

と
次

の
取

り
組

み
に

つ
な

が
る

と
考

え
ら

れ
る

。

〇
学

生
募

集
要

項
に

つ
い

て
・
帰

国
子

女
特

別
選

抜
の

募
集

を
行

っ
た

（本
年

度
は

志
願

者
な

し
）

○
学

校
説

明
会

・
8
月

2
8
日

：
北

九
州

市
内

及
び

近
隣

市
町

村
の

中
学

校
教

諭
を

対
象

と
し

た
説

明
会

（出
席

者
は

昨
年

度
よ

り
増

）
・
9
月

1
7
日

：
北

九
州

市
内

及
び

近
隣

の
学

習
塾

を
対

象
と

し
た

説
明

会
（出

席
者

は
昨

年
度

と
同

程
度

）
・
9
月

2
6
日

：
宇

部
高

専
と

合
同

で
下

関
市

（山
口

県
）の

中
学

校
教

諭
及

び
学

習
塾

を
対

象
と

し
た

説
明

会
（
出

席
者

は
昨

年
度

と
同

程
度

）
・
9
月

2
8
日

：
福

岡
３

高
専

合
同

で
福

岡
市

内
及

び
そ

の
周

辺
中

学
校

の
中

学
生

、
保

護
者

、
教

諭
を

対
象

と
し

た
説

明
会

（出
席

者
は

昨
年

度
よ

り
増

、
福

岡
市

周
辺

か
ら

の
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

者
増

）
・
各

中
学

校
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

本
校

教
員

を
説

明
会

に
派

遣
（１

１
件

）
○

中
学

校
訪

問
・
北

九
州

市
内

及
び

近
隣

の
市

町
村

の
１

４
０

校
超

の
中

学
校

へ
本

校
助

教
以

上
の

教
員

が
訪

問
し

、
北

九
州

高
専

の
説

明
及

び
「高

専
」に

つ
い

て
周

知
を

行
っ

た
。

○
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

・
模

擬
授

業
を

中
心

と
す

る
夏

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

の
実

施
を

計
画

し
、

準
備

を
し

て
い

た
が

、
豪

雨
の

た
め

中
止

し
た

。
・
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
10

月
19

日
・2

0日
に

実
施

し
、

昨
年

度
を

上
回

る
75

4名
の

参
加

者
が

あ
っ

た
。

ま
た

、
保

護
者

・中
学

校
教

員
を

対
象

と
し

た
入

試
懇

談
会

も
実

施
し

た
。

・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
に

、
高

専
女

子
学

生
と

女
子

中
学

生
・保

護
者

と
の

懇
談

会
を

実
施

し
た

。
・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

関
連

情
報

を
W

eb
サ

イ
ト

に
適

宜
更

新
の

上
掲

載
し

た
。

夏
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
中

止
の

情
報

も
早

目
に

掲
載

す
る

こ
と

で
、

電
話

問
合

せ
・誤

っ
た

当
日

の
来

校
は

ほ
と

ん
ど

な
か

っ
た

。
○

北
九

州
高

専
版

の
「
高

専
女

子
百

科
J
r」

の
制

作
を

急
ぎ

、
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
配

付
し

た
。

Ⅰ
教

育
・
研

究
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

取
る

べ
き

措
置

1 
教

育
に

関
す

る
事

項

（１
）
入

学
者

の
確

保
　

　
　

（学
生

募
集

活
動

、
女

子
学

生
確

保
、

入
試

方
法

の
改

善
　

等
）

①
中

学
校

教
員

や
学

習
塾

講
師

を
対

象
に

し
た

入
試

説
明

会
、

中
学

校
訪

問
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
、

近
隣

高
専

と
の

合
同

入
試

説
明

会
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
入

試
委

員
会

、
学

生
寮

委
員

会
：学

生
課

◎
：
特

徴
あ

る
取

り
組

み
、

良
い

取
り

組
み

と
い

え
る

も
の

67



表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

④
女

子
中

学
生

向
け

の
高

専
機

構
が

作
成

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
利

用
し

、
女

子
学

生
の

志
願

者
確

保
に

向
け

た
継

続
的

取
組

み
を

行
う

。
ま

た
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
時

に
、

高
専

女
子

学
生

と
女

子
中

学
生

と
の

懇
談

会
の

開
催

を
引

き
続

き
行

な
う

。

○
女

子
学

生
志

願
者

の
確

保
・
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

開
催

時
に

女
子

学
生

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
、

女
子

中
学

生
を

対
象

に
在

学
女

子
学

生
が

高
専

生
活

に
つ

い
て

の
質

問
や

相
談

に
答

え
る

と
と

も
に

、
女

子
中

学
生

へ
モ

ノ
づ

く
り

体
験

を
し

て
も

ら
っ

た
。

（コ
ー

ナ
ー

へ
の

参
加

者
は

約
60

名
程

度
）

ま
た

、
女

子
学

生
寮

の
説

明
を

女
子

学
生

が
実

施
し

た
。

・
卒

業
後

の
活

躍
、

大
学

編
入

、
大

学
院

進
学

を
視

野
に

入
れ

な
が

ら
中

学
校

側
に

Ｐ
Ｒ

活
動

を
行

っ
た

。
○

昨
年

度
に

組
織

し
た

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
実

行
委

員
会

を
中

心
に

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
計

画
、

実
施

し
た

。
ま

た
、

W
eb

サ
イ

ト
の

充
実

を
図

っ
た

。
○

北
九

州
高

専
版

の
「
高

専
女

子
百

科
J
r」

、
機

構
作

成
の

女
子

中
学

生
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（
キ

ラ
キ

ラ
高

専
ガ

ー
ル

ズ
）を

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
・高

専
祭

な
ど

、
中

学
生

や
保

護
者

が
来

校
す

る
と

き
に

配
布

し
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

た
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

・女
子

中
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

て
い

れ
ば

結
果

を
公

表
し

て
ほ

し
い

。
と

っ
て

い
な

け
れ

ば
実

施
に

向
け

て
検

討
が

望
ま

れ
る

。
・大

学
で

の
女

子
学

生
の

就
職

の
困

難
さ

に
比

べ
、

高
専

で
は

女
子

学
生

が
就

職
し

や
す

い
こ

と
も

Ｐ
Ｒ

で
触

れ
て

よ
い

の
で

は
な

い
か

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。

⑤
遠

隔
地

か
ら

の
女

子
学

生
志

願
者

確
保

の
た

め
、

学
生

寮
（
寄

宿
舎

３
棟

１
階

）
の

改
修

を
検

討
し

、
女

子
寮

の
定

員
増

、
設

備
改

善
を

図
る

。
○

女
子

寮
生

減
少

傾
向

の
た

め
、

現
在

は
改

修
を

保
留

し
た

。
○

女
子

寮
生

増
を

視
野

に
入

れ
て

要
望

事
項

を
聴

取
し

、
居

住
環

境
の

改
善

を
図

っ
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

た
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

・女
子

寮
生

は
減

少
傾

向
に

あ
る

の
で

、
現

状
を

見
据

え
た

計
画

を
引

き
続

き
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
・入

寮
に

つ
な

が
ら

な
い

理
由

と
し

て
、

寮
費

が
高

く
通

学
し

た
方

が
安

い
こ

と
や

途
中

か
ら

入
寮

し
に

く
い

こ
と

を
あ

げ
る

学
生

が
多

い
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

・女
子

寮
が

ど
ん

な
と

こ
ろ

か
分

か
ら

な
い

こ
と

や
厳

し
そ

う
な

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

、
楽

し
そ

う
な

と
こ

ろ
も

入
れ

、
も

っ
と

寮
の

Ｐ
Ｒ

を
行

う
べ

き
で

は
な

い
か

と
の

意
見

が
出

さ
れ

た
。

・新
入

学
生

だ
け

で
な

く
、

卒
研

な
ど

で
帰

宅
時

間
が

遅
く
な

る
高

学
年

生
（3

・4
・5

年
生

）に
対

し
、

入
寮

の
メ

リ
ッ

ト
を

担
任

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
通

し
て

ア
ピ

ー
ル

す
る

な
ど

Ｐ
Ｒ

を
行

う
こ

と
を

検
討

し
て

は
と

い
う

意
見

が
あ

っ
た

。

⑥
女

子
学

生
の

卒
業

後
の

活
躍

の
場

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

す
る

。

○
企

業
訪

問
を

行
い

、
女

子
学

生
の

採
用

に
関

し
て

積
極

的
に

採
用

し
て

頂
け

る
よ

う
に

依
頼

し
た

。
ま

た
そ

の
際

に
希

望
す

る
学

生
像

等
の

情
報

を
収

集
し

、
本

校
学

生
に

も
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
た

。
○

地
元

企
業

の
中

に
は

、
女

子
学

生
を

優
先

採
用

し
て

い
る

企
業

も
あ

る
。

・計
画

に
対

す
る

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
。

・女
子

社
員

の
受

入
の

た
め

、
新

た
に

社
内

整
備

を
す

る
事

例
も

あ
り

、
女

子
学

生
に

つ
い

て
も

っ
と

Ｐ
Ｒ

し
、

受
入

企
業

の
開

拓
に

継
続

し
て

取
組

む
必

要
が

あ
る

。

⑦
入

学
志

願
者

に
関

わ
る

調
査

、
入

試
選

抜
方

法
に

関
わ

る
成

績
デ

ー
タ

等
の

分
析

に
つ

い
て

、
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

協
力

を
得

た
継

続
検

討
を

行
う

。

○
平

成
23

年
度

か
ら

継
続

し
て

本
校

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
「入

試
成

績
分

析
ツ

ー
ル

」
を

作
成

・
改

善
し

て
お

り
、

入
試

W
G

で
こ

の
分

析
結

果
に

基
づ

き
継

続
し

て
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

・入
試

Ｗ
Ｇ

で
の

継
続

的
な

検
討

に
つ

い
て

は
、

検
討

の
状

況
や

結
果

を
そ

の
都

度
報

告
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・入

試
成

績
の

分
析

結
果

に
つ

い
て

は
教

員
へ

の
公

開
が

望
ま

れ
る

。
分

析
結

果
を

ガ
ル

ー
ン

な
ど

で
学

内
に

周
知

す
る

な
ど

の
方

法
を

検
討

す
る

必
要

も
あ

る
。

・そ
の

他
、

入
試

デ
ー

タ
の

公
開

に
つ

い
て

以
下

の
意

見
が

出
さ

れ
た

。
・入

試
デ

ー
タ

の
教

員
間

の
共

有
が

ま
ず

必
要

で
あ

る
。

Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

種
々

の
情

報
を

見
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
整

備
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・入

試
に

関
す

る
デ

ー
タ

は
各

部
署

に
分

散
し

て
保

管
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

を
ま

と
め

、
系

統
的

に
整

理
し

て
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
べ

き
で

あ
る

。
・入

試
説

明
会

で
示

さ
れ

る
受

験
生

の
デ

ー
タ

に
つ

い
て

も
前

年
度

分
し

か
分

か
ら

な
い

た
め

、
過

去
の

デ
ー

タ
も

ま
と

め
て

、
教

員
が

デ
ー

タ
と

し
て

み
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・女

子
学

生
志

願
者

確
保

の
取

り
組

み
を

行
う

に
は

、
特

に
女

子
学

生
の

状
況

に
関

す
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
整

備
が

望
ま

れ
る

。

⑧
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

と
入

試
選

抜
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
検

討
結

果
を

も
と

に
審

議
す

る
。

○
出

願
提

出
書

類
で

あ
る

「調
査

書
」の

様
式

を
検

討
し

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

に
関

し
記

載
し

や
す

い
よ

う
に

変
更

し
た

。
○

平
成

25
年

度
の

大
学

評
価

・学
位

授
与

機
構

に
よ

る
高

専
機

関
別

認
証

評
価

を
受

審
し

た
際

、
募

集
要

項
の

「
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

」記
載

方
法

に
指

摘
を

受
け

た
た

め
、

J
A

B
E
E
・
認

証
評

価
委

員
会

で
記

載
事

項
と

内
容

を
審

議
し

た
。

こ
の

審
議

結
果

は
、

平
成

2
7
年

度
学

生
募

集
要

項
作

成
に

向
け

て
、

入
試

委
員

会
で

検
討

す
る

こ
と

と
し

た
。

・認
証

評
価

で
指

摘
さ

れ
た

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
の

記
載

に
関

す
る

改
善

な
ど

、
計

画
に

対
す

る
取

り
組

み
が

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
入

試
委

員
会

、
学

生
寮

委
員

会
：学

生
課
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

（２
）
教

育
課

程
の

編
成

等
　

　
　

（学
科

再
編

、
大

括
り

化
・コ

ー
ス

制
の

導
入

、
専

攻
科

の
充

実
　

等
）

①
専

攻
科

に
お

け
る

地
域

企
業

等
と

の
共

同
教

育
を

推
進

す
る

。

○
以

前
か

ら
継

続
し

て
い

る
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
（専

攻
科

特
論

II,
 I
II）

の
他

、
高

専
機

構
「企

業
技

術
者

等
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」に
よ

る
産

学
連

携
共

同
教

育
の

採
択

を
受

け
、

専
攻

科
で

の
「低

炭
素

化
技

術
特

論
（専

攻
科

特
論

Ⅳ
）」

を
行

っ
た

。
○

地
元

企
業

・他
大

学
・市

と
の

連
携

に
よ

る
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

と
連

携
し

た
企

業
の

現
役

技
術

者
に

よ
る

育
成

講
座

を
継

続
開

催
し

た
。

計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

②
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

点
検

整
備

や
地

域
企

業
と

の
産

学
共

同
教

育
を

推
進

す
る

。

○
複

数
学

科
に

存
在

す
る

類
似

科
目

に
つ

い
て

、
平

成
23

年
度

か
ら

継
続

し
て

担
当

教
員

で
協

力
し

た
授

業
を

実
施

し
た

。
○

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（短
期

・長
期

）の
受

入
れ

企
業

開
拓

、
教

員
の

企
業

と
の

共
同

研
究

マ
ッ

チ
ン

グ
等

に
つ

い
て

は
、

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
（特

命
教

授
）に

よ
る

協
力

体
制

を
整

備
し

た
。

○
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

専
攻

科
・本

科
で

の
夏

季
休

業
期

間
に

行
う

「短
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（本
科

1
3
6名

・
専

攻
科

12
名

）」
、

本
科

４
年

の
３

学
科

で
後

学
期

中
に

行
う

「長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（1
8
名

）
」を

実
施

し
た

。
○

高
専

機
構

が
主

催
す

る
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

、
専

攻
科

学
生

２
名

が
参

加
し

た
。

○
北

九
州

活
性

化
協

議
会

（K
P

E
C

）に
よ

る
、

北
九

州
地

域
産

業
人

材
育

成
事

業
に

平
成

2
3
年

度
よ

り
参

画
し

て
い

る
。

今
年

度
は

、
本

事
業

に
よ

り
本

科
16

名
・専

攻
科

３
名

の
学

生
が

地
元

企
業

へ
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
で

き
た

。
ま

た
、

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
事

前
教

育
も

行
い

、
学

生
の

意
識

高
揚

を
図

っ
た

。
○

九
州

沖
縄

地
区

９
高

専
に

よ
る

共
同

教
育

推
進

事
業

「高
専

・企
業

・ア
ジ

ア
連

携
に

よ
る

実
践

的
・創

造
的

技
術

者
の

養
成

」（
略

称
：９

高
専

連
携

事
業

）に
よ

り
、

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

で
あ

る
九

州
経

済
連

合
会

（九
経

連
）と

連
携

し
て

、
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
け

入
れ

企
業

の
開

発
等

に
取

り
組

ん
だ

。
○

地
元

企
業

・市
と

の
連

携
に

よ
る

、
プ

ラ
ン

ト
設

計
技

術
者

教
育

な
ら

び
に

環
境

教
育

を
継

続
実

施
し

た
。

・イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

は
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
活

用
も

あ
り

、
計

画
ど

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
が

、
改

組
後

は
全

学
科

が
長

期
学

外
実

習
を

実
施

す
る

こ
と

に
な

り
、

学
校

全
体

で
の

長
期

学
外

実
習

の
運

営
体

制
の

確
立

が
急

が
れ

る
。

・本
校

O
B

を
利

用
し

た
地

元
企

業
・北

九
州

市
と

の
連

携
に

よ
る

共
同

教
育

は
本

校
の

特
長

あ
る

取
組

に
あ

げ
ら

れ
る

。

◎

③
近

隣
大

学
と

の
連

携
に

つ
い

て
の

調
査

・
検

討
を

継
続

し
て

行
い

、
具

体
方

針
を

策
定

す
る

。

○
福

岡
県

大
学

等
就

職
問

題
連

絡
協

議
会

お
よ

び
福

岡
県

大
学

等
就

職
促

進
連

絡
会

に
出

席
し

、
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

○
近

隣
大

学
の

協
力

に
よ

る
「本

校
留

学
生

へ
の

日
本

語
教

育
」を

継
続

実
施

し
た

。
○

三
機

関
（
長

岡
技

科
大

、
豊

橋
技

科
大

、
高

専
機

構
）が

連
携

・協
働

し
た

教
育

改
革

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
キ

ッ
ク

オ
フ

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

に
、

校
長

・事
務

部
長

・教
務

主
事

が
出

席
し

た
。

○
三

機
関

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

参
加

を
目

指
し

、
教

育
研

究
メ

ン
バ

ー
の

学
内

募
集

を
促

し
、

応
募

の
結

果
１

２
件

(実
施

グ
ル

ー
プ

４
件

、
登

録
グ

ル
ー

プ
８

件
)が

採
択

さ
れ

た
。

・イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

は
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
活

用
も

あ
り

、
計

画
ど

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
が

、
改

組
後

は
全

学
科

が
長

期
学

外
実

習
を

実
施

す
る

こ
と

に
な

り
、

学
校

全
体

で
の

長
期

学
外

実
習

の
運

営
体

制
の

確
立

が
急

が
れ

る
。

・本
校

O
B

を
利

用
し

た
地

元
企

業
・北

九
州

市
と

の
連

携
に

よ
る

共
同

教
育

は
本

校
の

特
長

あ
る

取
組

に
あ

げ
ら

れ
る

。

◎

④
産

業
界

の
人

材
需

要
や

学
生

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
本

科
の

高
度

化
・
再

編
等

に
つ

い
て

継
続

検
討

し
、

具
体

方
針

を
策

定
す

る
。

○
本

科
お

よ
び

専
攻

科
の

高
度

化
・再

編
を

集
中

的
に

検
討

す
る

W
G

を
組

織
し

、
本

科
の

教
育

課
程

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
な

ど
の

検
討

を
各

学
科

・全
学

的
視

点
か

ら
継

続
的

に
実

施
し

た
。

○
本

科
・専

攻
科

と
も

に
平

成
27

年
度

か
ら

の
改

組
を

目
指

し
て

、
７

月
に

機
構

本
部

へ
説

明
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

ふ
ま

え
て

修
正

し
た

説
明

資
料

を
10

月
に

機
構

本
部

へ
送

付
し

、
1
2月

と
3月

に
機

構
本

部
で

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

・学
科

の
高

度
化

再
編

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
７

年
度

の
改

組
に

向
け

、
検

討
が

十
分

さ
れ

て
い

る
。

⑤
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
適

用
に

向
け

た
調

査
と

検
討

を
継

続
す

る
。

○
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
教

務
委

員
会

を
中

心
に

全
教

員
へ

の
適

応
状

況
調

査
を

行
い

、
現

科
目

の
達

成
レ

ベ
ル

の
調

査
ま

で
終

え
た

。
今

後
は

、
不

足
事

項
・

重
複

過
多

事
項

へ
の

対
応

を
検

討
す

る
。

○
高

専
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
に

複
数

の
教

員
を

派
遣

し
、

情
報

収
集

し
た

。

・モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
本

科
で

は
調

査
を

終
え

、
平

成
２

７
年

度
の

改
組

後
に

適
用

す
る

予
定

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
・専

攻
科

に
つ

い
て

は
、

改
組

と
の

絡
み

か
ら

、
現

在
調

査
は

ス
ト

ッ
プ

状
態

で
あ

り
、

改
組

決
定

後
早

急
に

対
応

が
望

ま
れ

る
。

⑥
共

通
分

野
科

目
に

関
す

る
学

科
間

の
協

力
体

制
に

つ
い

て
、

学
習

到
達

度
試

験
の

活
用

等
具

体
的

な
検

討
を

通
し

て
体

制
構

築
を

図
る

。

○
複

数
学

科
に

存
在

す
る

類
似

科
目

に
つ

い
て

、
平

成
23

年
度

か
ら

継
続

し
て

担
当

教
員

で
協

力
し

た
授

業
を

実
施

し
た

。
○

共
通

分
野

に
お

け
る

学
科

間
の

意
見

交
換

は
継

続
し

て
実

施
し

て
お

り
、

共
通

分
野

の
教

育
に

対
す

る
認

識
を

共
有

し
た

。
○

学
習

到
達

度
試

験
の

結
果

等
は

各
学

科
選

出
メ

ン
バ

ー
と

数
学

、
物

理
担

当
教

員
が

参
加

す
る

科
目

間
連

絡
会

議
で

協
議

さ
れ

、
教

務
委

員
会

に
報

告
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

試
験

結
果

は
数

学
・物

理
担

当
教

員
が

協
議

の
上

で
教

員
会

議
で

報
告

さ
れ

る
と

と
も

に
、

教
育

の
改

善
材

料
と

し
て

各
担

当
毎

に
活

用
さ

れ
た

。
○

学
習

到
達

度
試

験
結

果
の

成
績

上
位

50
名

を
学

内
掲

示
し

、
参

加
学

生
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
と

低
学

年
に

対
す

る
学

習
到

達
度

試
験

の
周

知
等

に
努

め
た

。

・学
科

間
の

意
見

交
換

に
つ

い
て

は
、

具
体

的
に

学
科

名
や

共
通

分
野

名
な

ど
を

挙
げ

た
報

告
が

望
ま

れ
る

。
・学

科
間

の
協

力
に

つ
い

て
は

、
報

告
に

あ
げ

ら
れ

た
も

の
の

他
に

も
取

り
組

み
が

あ
り

、
具

体
的

に
報

告
に

あ
げ

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・実

績
報

告
に

お
い

て
、

協
力

体
制

の
報

告
と

は
主

旨
が

違
う

学
習

到
達

度
試

験
結

果
の

周
知

に
関

す
る

報
告

の
記

載
が

あ
る

た
め

、
年

度
計

画
及

び
実

績
報

告
の

書
き

方
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

教
務

委
員

会
、

専
攻

科
委

員
会

、
厚

生
補

導
委

員
会
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

⑦
P

B
L
手

法
を

取
り

入
れ

た
「
創

造
性

教
育

」の
充

実
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。

○
社

会
系

科
目

で
の

デ
ィ

ベ
ー

ト
実

施
に

よ
り

、
そ

の
後

の
文

章
の

論
理

的
組

立
て

に
効

果
が

認
め

ら
れ

た
。

○
九

州
沖

縄
地

区
高

専
で

実
施

さ
れ

て
い

る
P

B
L
研

修
に

継
続

的
に

参
加

し
て

お
り

、
電

気
電

子
工

学
科

で
昨

年
度

か
ら

P
B

L
（ア

ク
テ

ィ
ブ

・ラ
ー

ニ
ン

グ
）手

法
に

よ
る

授
業

を
実

施
し

、
学

生
の

興
味

・
関

心
の

高
揚

、
理

解
度

向
上

に
結

び
付

い
た

。
○

学
生

の
想

像
力

育
成

の
た

め
、

レ
ゴ

ロ
ボ

ッ
ト

を
用

い
た

P
B

L
の

授
業

を
行

い
、

学
生

も
興

味
を

持
っ

て
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、

本
科

・専
攻

科
に

お
け

る
創

造
性

教
育

の
充

実
に

向
け

て
、

継
続

し
た

検
討

を
行

っ
た

。

・Ｐ
Ｂ

Ｌ
を

取
り

入
れ

た
授

業
は

、
報

告
に

あ
げ

ら
れ

た
も

の
の

他
に

も
、

例
え

ば
、

ク
レ

ー
ン

の
設

計
製

作
や

ア
プ

リ
開

発
コ

ン
テ

ス
ト

へ
の

参
加

な
ど

の
実

施
例

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
実

施
さ

れ
て

い
る

も
の

に
つ

い
て

は
実

績
報

告
に

あ
げ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
・こ

れ
ら

の
報

告
で

は
具

体
的

に
学

科
名

、
実

施
学

年
な

ど
を

挙
げ

た
報

告
が

望
ま

れ
る

。
・「

創
造

性
教

育
」は

P
B

L
手

法
を

取
り

入
れ

た
も

の
だ

け
で

は
な

く
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
も

の
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

形
態

が
考

え
ら

れ
る

。
今

後
の

年
度

計
画

の
立

て
方

に
つ

い
て

は
こ

れ
ら

の
こ

と
も

配
慮

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

⑩
eラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

た
単

位
互

換
に

つ
い

て
引

続
き

検
討

す
る

。

○
平

成
26

年
度

か
ら

、
長

岡
技

術
科

学
大

学
が

実
施

す
る

e-
ラ

ー
ニ

ン
グ

高
等

教
育

連
携

（
e
-H

el
P

）に
参

加
す

る
こ

と
を

決
定

し
た

。
○

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
・利

用
拡

大
な

ら
び

に
単

位
互

換
対

応
を

専
門

的
に

協
議

・検
討

す
る

ワ
ー

キ
ン

グ
を

教
務

委
員

会
の

下
部

に
組

織
し

た
。

e-
H

el
pへ

の
参

加
や

W
G

を
組

織
す

る
な

ど
具

体
的

な
体

制
づ

く
り

が
検

討
さ

れ
、

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

・一
部

重
複

す
る

報
告

が
あ

る
が

、
多

く
の

取
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

。
・計

画
に

は
「検

討
を

行
う

」と
あ

る
が

、
実

績
報

告
に

は
検

討
の

結
果

が
見

え
な

い
。

・ま
た

具
体

的
な

取
り

組
み

の
実

施
実

績
は

み
ら

れ
る

が
、

そ
の

効
果

は
ど

う
な

の
か

は
っ

き
り

し
な

い
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

・学
生

に
多

様
な

取
り

組
み

を
さ

せ
る

こ
と

を
個

人
レ

ベ
ル

で
や

ろ
う

と
し

た
場

合
、

理
解

が
得

ら
れ

な
い

と
こ

ろ
も

あ
る

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
・学

校
全

体
と

し
て

、
多

様
な

取
り

組
み

を
や

り
や

す
く
す

る
た

め
の

時
間

の
確

保
や

金
銭

面
等

で
の

サ
ポ

ー
ト

、
学

生
に

多
く
の

機
会

与
え

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
づ

く
り

の
検

討
が

望
ま

れ
る

。
さ

ら
に

こ
れ

ら
を

う
ま

く
動

か
す

た
め

の
仕

組
み

づ
く
り

も
必

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

改
組

に
向

け
て

、
具

体
的

な
検

討
の

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

○
「2

0
1
3夏

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

学
習

」に
５

名
が

参
加

し
，

「平
成

26
年

北
九

州
市

成
人

祭
実

行
委

員
会

」委
員

に
学

生
１

名
を

推
薦

し
た

。
引

き
続

き
「北

九
州

マ
ラ

ソ
ン

20
14

」ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

へ
の

参
加

を
斡

旋
し

，
地

元
地

域
と

の
連

携
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
学

生
会

学
生

に
よ

る
継

続
的

な
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
（地

域
の

ご
み

清
掃

、
川

の
清

掃
）を

実
施

し
て

お
り

、
平

成
2
4年

度
卒

業
壮

行
会

に
お

い
て

近
隣

校
区

団
体

よ
り

感
謝

状
を

頂
い

た
。

○
ロ

ボ
コ

ン
学

生
に

よ
る

地
域

の
幼

稚
園

、
小

学
校

、
市

民
セ

ン
タ

ー
等

で
の

ロ
ボ

ッ
ト

操
作

の
実

演
を

行
っ

た
。

○
学

生
が

多
様

な
学

習
や

活
動

に
取

組
め

る
よ

う
に

、
学

校
で

の
授

業
が

平
均

し
て

７
時

限
（
1
6:

00
）ま

で
に

終
わ

る
よ

う
な

時
間

割
編

成
に

努
め

た
。

○
学

生
が

参
加

可
能

な
事

業
を

紹
介

し
，

平
成

25
年

8月
に

実
施

さ
れ

た
北

九
州

市
主

催
「
夏

休
み

の
青

少
年

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

」に
5名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
ま

た
，

学
生

1名
が

「
平

成
2
6年

北
九

州
市

成
人

祭
実

行
委

員
会

」委
員

に
選

ば
れ

，
成

人
祭

を
企

画
，

運
営

し
た

。
○

本
校

の
学

生
が

地
域

の
幼

稚
園

や
小

学
校

，
市

民
セ

ン
タ

ー
等

で
，

ロ
ボ

ッ
ト

操
作

の
実

演
を

行
っ

た
。

○
基

本
情

報
技

術
者

試
験

対
策

講
座

を
希

望
学

生
を

対
象

と
し

て
放

課
後

に
実

施
し

た
。

○
機

械
工

学
科

で
は

C
A

D
検

定
、

機
械

設
計

技
術

者
試

験
の

受
験

を
推

奨
し

、
希

望
学

生
に

補
講

を
行

っ
た

。
○

電
気

電
子

工
学

科
に

お
い

て
、

第
2種

電
気

工
事

士
取

得
の

際
に

必
要

な
実

技
訓

練
用

の
機

材
を

準
備

し
、

取
得

の
た

め
の

支
援

を
行

っ
た

。
○

工
業

英
語

検
定

、
日

本
語

検
定

、
そ

の
他

資
格

に
つ

い
て

ア
ナ

ウ
ン

ス
し

て
お

り
、

希
望

学
生

に
は

情
報

提
供

や
個

別
指

導
し

た
。

○
専

攻
科

学
生

対
象

の
サ

マ
ー

レ
ク

チ
ャ

ー
へ

の
参

加
を

促
し

た
。

○
９

高
専

連
携

事
業

に
よ

り
、

ア
ジ

ア
諸

国
の

高
等

教
育

機
関

へ
の

海
外

研
修

等
を

実
施

し
た

。
今

年
度

は
、

８
月

に
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

で
行

わ
れ

た
「英

語
キ

ャ
ン

プ
」お

よ
び

香
港

Ｖ
Ｔ

Ｃ
・
ＩＶ

Ｅ
校

で
行

わ
れ

た
「テ

ク
ニ

カ
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
20

13
」に

、
本

校
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
２

名
の

学
生

が
参

加
し

た
。

⑧
本

科
に

お
い

て
、

社
会

奉
仕

体
験

活
動

や
自

然
体

験
活

動
へ

の
参

加
等

、
学

生
が

多
様

に
学

習
や

課
外

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
た

め
の

検
討

を
行

う
。

⑨
専

攻
科

に
お

け
る

教
育

組
織

と
教

育
内

容
の

検
討

を
踏

ま
え

、
高

度
化

・再
編

に
つ

い
て

具
体

方
針

を
策

定
す

る
。

○
本

科
及

び
専

攻
科

の
高

度
化

・再
編

を
集

中
的

に
検

討
す

る
W

G
を

組
織

し
、

専
攻

科
の

教
育

課
程

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
な

ど
の

検
討

を
各

専
攻

・全
学

的
視

点
か

ら
継

続
的

に
実

施
し

た
。

○
専

攻
科

委
員

会
と

連
携

し
、

専
攻

科
の

在
り

方
・名

称
・コ

ー
ス

制
・カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・定

員
・

入
試

要
領

な
ど

、
平

成
2
7年

度
の

改
組

を
目

指
し

て
検

討
し

た
。

◎

教
務

委
員

会
、

専
攻

科
委

員
会

、
厚

生
補

導
委

員
会
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生
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

⑪
技

術
者

と
し

て
必

要
と

な
る

英
語

力
の

伸
長

を
図

る
。

○
C

A
L
L
教

室
に

T
O

E
IC

な
ど

の
英

語
学

習
ソ

フ
ト

（e
-l

ea
rn

in
g教

材
）を

導
入

し
、

学
生

教
育

に
利

用
し

た
。

○
本

科
に

お
い

て
、

実
力

テ
ス

ト
に

T
O

E
IC

を
取

入
れ

た
。

○
専

攻
科

に
お

い
て

、
近

隣
大

学
の

外
国

人
講

師
の

協
力

を
得

て
専

門
分

野
の

英
語

授
業

（
専

攻
科

特
論

V
II）

を
継

続
し

て
実

施
し

た
。

・報
告

に
あ

げ
ら

れ
た

取
り

組
み

は
継

続
し

て
行

わ
れ

て
い

る
が

、
新

規
の

取
組

み
に

つ
い

て
も

報
告

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
た

と
え

ば
新

規
の

取
り

組
み

と
し

て
、

イ
ギ

リ
ス

へ
の

語
学

研
修

や
ＩＳ

Ｔ
Ｓ

へ
の

参
加

な
ど

が
考

え
ら

れ
る

。
・英

語
力

の
伸

長
の

た
め

に
は

英
語

の
授

業
だ

け
で

な
く
、

英
語

に
関

心
を

持
つ

き
っ

か
け

づ
く
り

が
大

切
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

れ
ま

で
に

も
、

語
学

研
修

、
9高

専
連

携
に

よ
る

海
外

交
流

事
業

や
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

留
学

生
の

受
入

な
ど

多
く
の

き
っ

か
け

づ
く
り

の
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

は
本

校
の

特
長

あ
る

取
り

組
み

に
あ

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
・実

績
報

告
上

の
「実

力
テ

ス
ト

に
T
O

E
IC

を
取

り
入

れ
て

い
る

」の
記

載
に

つ
い

て
T
O

E
IC

は
T
O

E
IC

 B
ri
dg

eの
誤

り
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

◎

⑫
本

校
に

お
け

る
、

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

き
た

T
O

E
IC

関
連

教
育

の
効

果
を

確
認

す
る

。
○

T
O

E
IC

関
連

の
授

業
・
テ

ス
ト

へ
の

利
用

は
多

数
あ

る
が

、
そ

の
教

育
効

果
の

確
認

に
つ

い
て

は
引

続
き

検
討

す
る

。

・T
O

E
IC

の
教

育
効

果
の

確
認

に
つ

い
て

は
、

そ
の

分
析

結
果

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

・T
O

E
IC

の
試

験
結

果
や

T
O

E
IC

導
入

に
よ

る
教

育
効

果
の

分
析

結
果

な
ど

の
公

表
が

望
ま

れ
る

。
こ

れ
ら

に
関

し
て

は
以

下
の

意
見

が
出

さ
れ

た
。

・学
校

全
体

で
英

語
強

化
に

取
り

組
む

た
め

に
は

全
教

員
の

情
報

共
有

が
大

切
で

あ
る

。
・毎

年
行

わ
れ

る
T
O

E
IC

の
試

験
結

果
の

デ
ー

タ
を

教
員

に
公

開
し

て
ほ

し
い

。
・T

O
E
IC

導
入

後
の

期
間

に
お

け
る

教
育

効
果

の
分

析
結

果
と

毎
年

の
状

況
な

ど
の

公
表

が
望

ま
れ

る
。

・数
学

と
物

理
の

達
成

度
試

験
の

結
果

及
び

そ
の

分
析

結
果

は
毎

年
報

告
さ

れ
て

お
り

、
毎

年
行

わ
れ

て
い

る
T
O

E
IC

の
試

験
結

果
に

つ
い

て
も

同
様

の
報

告
が

望
ま

れ
る

。

（３
）
優

れ
た

教
員

の
確

保
　

　
　

（採
用

方
針

、
女

性
教

員
採

用
、

他
機

関
と

の
交

流
、

Ｆ
Ｄ

　
等

）

①
優

れ
た

教
員

を
確

保
す

る
た

め
、

多
様

な
背

景
と

経
験

を
持

つ
者

の
採

用
を

図
る

。

○
多

様
な

背
景

と
経

験
を

持
つ

者
の

採
用

を
図

る
た

め
に

、
教

員
候

補
者

推
薦

委
員

会
に

お
い

て
新

採
用

教
員

の
公

募
要

領
を

検
討

し
た

。
○

教
員

採
用

に
当

た
っ

て
は

、
公

募
に

対
す

る
推

薦
委

員
会

で
の

慎
重

な
選

考
な

ら
び

に
資

格
審

査
委

員
会

で
の

審
査

を
経

て
、

実
績

・経
験

を
有

す
る

優
れ

た
人

物
の

採
用

を
図

っ
た

。
○

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
教

員
選

考
規

則
第

４
条

「教
員

の
選

考
に

お
い

て
は

、
男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

（平
成

１
１

年
法

律
第

７
８

号
）の

精
神

を
尊

重
す

る
と

と
も

に
、

国
籍

、
障

害
等

に
よ

る
差

別
を

排
除

し
、

公
平

な
選

考
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
」に

よ
り

公
平

な
選

考
を

行
っ

た
。

○
人

事
委

員
会

に
お

い
て

校
長

か
ら

、
教

員
公

募
要

領
作

成
時

に
学

科
長

へ
、

女
性

教
員

の
積

極
的

な
公

募
に

つ
い

て
依

頼
し

た
。

○
各

学
科

に
お

い
て

、
将

来
に

わ
た

る
女

性
教

員
の

採
用

計
画

を
検

討
し

た
。

○
平

成
25

年
度

採
用

教
員

６
名

（う
ち

２
名

は
女

性
）は

、
企

業
・高

専
・高

等
学

校
な

ら
び

に
大

学
教

員
の

経
験

の
あ

る
多

様
な

背
景

と
経

験
を

持
っ

た
者

で
あ

る
。

○
平

成
26

年
度

着
任

予
定

の
教

員
３

名
（う

ち
１

名
は

女
性

）は
、

高
専

卒
業

生
・高

等
学

校
な

ら
び

に
大

学
教

員
の

経
験

の
あ

る
多

様
な

背
景

と
経

験
を

持
っ

た
者

で
あ

る
。

・多
く
の

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
・本

校
に

お
い

て
女

性
教

員
の

比
率

を
全

教
員

の
３

０
％

を
目

指
し

て
い

る
こ

と
や

外
部

評
価

に
お

い
て

企
業

や
他

教
育

機
関

な
ど

か
ら

の
多

様
な

人
材

の
採

用
が

望
ま

し
い

と
い

う
目

標
が

あ
り

、
現

状
の

割
合

の
分

析
（男

女
の

構
成

比
率

や
外

部
か

ら
の

採
用

人
数

）の
報

告
も

ほ
し

い
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

・ま
た

Ｈ
２

４
年

度
か

ら
校

長
が

採
用

面
接

に
加

わ
っ

て
お

り
、

優
れ

た
教

員
確

保
の

取
組

み
の

一
つ

と
し

て
加

え
て

は
ど

う
か

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。

②
人

事
交

流
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

を
検

証
し

、
他

高
専

・
技

科
大

と
の

人
事

交
流

を
引

続
き

推
進

す
る

。

○
物

質
化

学
工

学
科

よ
り

26
年

度
の

機
構

が
募

集
し

た
、

英
語

授
業

化
に

よ
る

グ
ロ

ー
バ

ル
化

対
応

の
た

め
の

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

力
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

」へ
応

募
し

、
採

択
さ

れ
た

。
○

平
成

25
年

度
は

、
他

高
専

と
の

人
事

交
流

と
し

て
1名

を
派

遣
し

た
。

○
平

成
26

年
度

は
、

派
遣

１
名

・受
入

れ
１

名
の

他
高

専
間

と
の

人
事

交
流

を
行

う
。

○
今

後
と

も
、

他
高

専
・技

科
大

と
の

計
画

的
な

人
事

交
流

の
推

進
を

図
る

。

・「
機

構
」と

い
う

言
葉

が
使

わ
れ

て
い

る
が

、
本

校
も

機
構

の
一

部
で

あ
る

た
め

、
「機

構
本

部
」に

訂
正

し
た

ほ
う

が
よ

い
。

・年
度

計
画

に
「メ

リ
ッ

ト
を

検
証

し
」と

あ
る

が
、

検
証

の
報

告
が

な
さ

れ
て

い
な

い
の

で
報

告
が

必
要

で
は

と
の

意
見

が
あ

っ
た

が
、

メ
リ

ッ
ト

の
検

証
自

体
を

計
画

に
入

れ
る

必
要

が
あ

る
の

か
と

の
意

見
も

あ
り

、
年

度
計

画
の

書
き

方
の

見
直

し
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

コ
メ

ン
ト

に
入

れ
る

こ
と

と
し

た
。

・校
長

が
人

事
交

流
し

た
教

員
に

個
別

に
面

談
し

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
て

い
る

こ
と

を
実

績
報

告
に

入
れ

た
ほ

う
が

よ
い

。
・校

長
と

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

後
、

人
事

交
流

し
た

教
員

に
教

員
会

議
等

で
経

験
で

得
ら

れ
た

こ
と

な
ど

を
発

表
し

て
も

ら
え

ば
、

情
報

共
有

す
る

こ
と

で
優

れ
た

教
員

の
確

保
に

つ
な

が
る

の
で

は
と

い
う

意
見

が
出

さ
れ

た
。

（①
優

れ
た

教
員

を
確

保
す

る
た

め
、

多
様

な
背

景
と

経
験

を
持

つ
者

の
採

用
を

図
る

。
）

上
記

①
と

同
様

教
務

委
員

会
、

専
攻

科
委

員
会

、
厚

生
補

導
委

員
会

：学
生

課 人
事

委
員

会
、

Ｆ
Ｄ

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：総

務
課
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

③
優

れ
た

教
員

及
び

女
性

教
員

を
確

保
す

る
た

め
の

支
援

策
と

職
場

環
境

整
備

に
つ

い
て

、
引

続
き

努
め

る
。

○
教

員
の

人
員

配
置

に
つ

い
て

は
、

平
成

22
年

度
に

定
員

を
固

定
化

せ
ず

学
科

の
状

況
な

ど
を

配
慮

し
な

が
ら

年
度

で
見

直
し

を
行

う
よ

う
に

制
度

化
し

、
平

成
25

年
度

も
こ

れ
に

即
し

て
実

施
し

た
。

○
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

規
則

を
平

成
25

年
４

月
１

日
に

施
行

し
た

。
○

平
成

25
年

度
の

３
名

の
教

員
公

募
で

は
「男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

の
趣

旨
に

則
り

，
女

性
を

積
極

的
に

採
用

」と
し

、
女

性
教

員
１

名
を

採
用

し
た

。
○

人
事

委
員

会
に

お
い

て
校

長
か

ら
、

教
員

公
募

要
領

作
成

時
に

学
科

長
へ

、
女

性
教

員
の

積
極

的
な

公
募

に
つ

い
て

依
頼

し
た

。
○

平
成

25
年

６
月

７
日

に
、

校
長

と
女

性
教

員
の

第
１

回
懇

談
会

を
実

施
し

た
。

○
女

性
教

職
員

の
環

境
整

備
に

つ
い

て
は

、
以

前
よ

り
希

望
調

査
等

を
通

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

・女
性

教
員

へ
の

支
援

の
現

状
を

具
体

的
に

報
告

し
て

ほ
し

い
。

・女
性

教
職

員
の

環
境

整
備

に
つ

い
て

希
望

調
査

を
通

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
と

あ
る

が
、

調
査

結
果

の
報

告
を

あ
げ

て
ほ

し
い

。
・本

校
で

女
性

教
員

が
産

休
及

び
育

児
休

業
を

取
得

し
た

場
合

、
非

常
勤

教
員

で
は

な
く
正

規
の

常
勤

教
員

を
産

休
教

員
と

し
て

措
置

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
・総

合
科

学
科

で
こ

れ
ま

で
女

性
教

員
が

産
休

を
取

っ
た

時
の

対
応

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
産

休
の

た
め

の
常

勤
教

員
で

は
な

く
、

担
当

科
目

の
非

常
勤

教
員

の
追

加
で

措
置

し
、

そ
れ

以
外

の
校

務
分

掌
に

つ
い

て
は

残
り

の
教

員
で

分
担

し
て

お
り

、
産

休
の

常
勤

教
員

の
措

置
は

な
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
措

置
が

可
能

で
あ

り
、

体
制

が
整

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
を

き
ち

ん
と

学
内

に
周

知
し

、
事

務
方

か
ら

も
ア

ド
バ

イ
ス

し
協

力
す

る
体

制
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。

④
教

員
顕

彰
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。

○
平

成
25

年
度

教
員

顕
彰

の
一

般
部

門
に

教
授

１
名

・若
手

部
門

に
准

教
授

１
名

を
候

補
者

と
し

て
校

長
推

薦
し

た
と

こ
ろ

、
若

手
部

門
で

「理
事

長
表

彰
」に

決
定

し
、

平
成

26
年

度
全

国
高

専
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
て

表
彰

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

○
引

続
き

、
教

員
へ

の
顕

彰
と

し
て

北
九

州
高

専
功

労
者

表
彰

を
実

施
す

る
。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

た
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

⑤
Ｆ

Ｄ
活

動
を

総
括

し
、

教
員

の
資

質
向

上
及

び
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
形

成
を

目
的

と
し

た
講

演
会

・研
修

会
の

開
催

や
、

企
業

等
が

主
催

す
る

外
部

研
修

会
へ

の
計

画
的

派
遣

を
行

う
。

ま
た

、
在

外
研

究
員

や
内

地
研

究
員

制
度

を
活

用
し

た
教

員
派

遣
を

推
進

す
る

。

○
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
の

一
環

と
し

て
、

平
成

25
年

度
は

福
岡

県
教

育
セ

ン
タ

ー
主

催
の

専
門

研
修

に
５

名
が

受
講

し
、

専
門

研
修

１
テ

ー
マ

を
本

校
教

員
が

担
当

し
た

。
○

日
本

学
生

支
援

機
構

が
実

施
す

る
研

修
（メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

等
）を

積
極

的
に

受
講

し
た

。
○

F
D

委
員

会
に

お
い

て
、

前
年

度
の

F
D

活
動

を
総

括
し

た
う

え
で

、
今

年
度

の
F
D

講
演

会
・

研
修

会
な

ど
を

策
定

し
、

担
当

す
る

委
員

会
等

で
計

画
的

に
実

施
し

た
。

○
教

員
研

究
集

会
な

ど
、

外
部

で
実

施
さ

れ
る

研
修

会
・研

究
会

に
多

数
の

教
員

を
計

画
的

に
派

遣
し

た
。

○
北

九
州

地
域

で
開

催
さ

れ
て

い
る

人
権

教
育

に
関

す
る

研
修

会
、

協
議

会
に

定
期

的
に

参
加

し
た

。
○

日
本

学
生

支
援

機
構

が
実

施
す

る
研

修
を

積
極

的
に

受
講

し
た

。
○

平
成

23
年

度
か

ら
継

続
し

て
、

高
専

機
構

主
催

の
オ

ム
ロ

ン
「制

御
技

術
セ

ミ
ナ

ー
」へ

計
画

的
に

教
員

・技
術

職
員

を
派

遣
し

て
い

る
。

平
成

25
年

度
は

、
基

礎
コ

ー
ス

に
１

名
・応

用
コ

ー
ス

に
３

名
・
実

践
コ

ー
ス

に
３

名
を

派
遣

し
た

。

・講
演

会
・研

修
会

に
参

加
し

た
人

数
を

具
体

的
に

あ
げ

て
ほ

し
い

。
・在

外
派

遣
の

実
績

が
漏

れ
て

い
る

の
で

実
績

報
告

に
入

れ
た

ほ
う

が
よ

い
。

・研
修

会
に

参
加

し
た

内
容

を
情

報
共

有
で

き
る

よ
う

に
共

有
フ

ォ
ル

ダ
を

作
る

な
ど

し
、

教
員

が
閲

覧
で

き
る

方
法

を
考

え
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

（４
）
教

育
の

質
の

向
上

・
改

善
　

　
　

（自
己

点
検

、
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ

Ｅ
認

定
、

共
同

教
育

、
企

業
人

材
の

活
用

　
等

）

①
J
A

B
E
E
対

応
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
点

検
・改

善
を

継
続

し
て

行
い

、
新

J
A

B
E
E
認

定
基

準
へ

の
対

応
を

検
討

す
る

。

○
平

成
24

年
度

か
ら

の
J
A

B
E
E
基

準
に

対
応

す
る

学
習

・教
育

到
達

目
標

の
検

討
を

行
い

、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
に

関
す

る
学

習
・教

育
到

達
目

標
を

策
定

し
、

平
成

26
年

度
4月

か
ら

運
用

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
こ

の
検

討
の

中
で

、
科

目
と

目
標

の
関

係
を

点
検

し
、

学
習

・教
育

到
達

目
標

が
確

実
に

達
成

さ
れ

る
様

に
授

業
内

容
の

見
直

し
を

提
言

し
、

平
成

26
年

度
シ

ラ
バ

ス
に

反
映

さ
せ

た
。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
・「

平
成

25
年

度
4月

か
ら

運
用

を
開

始
し

た
」と

い
う

記
載

は
平

成
25

年
度

の
実

績
報

告
で

あ
る

た
め

、
「運

用
を

開
始

す
る

予
定

で
あ

る
」に

改
め

た
ほ

う
が

よ
い

。

②
企

業
お

よ
び

卒
業

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
ま

と
め

、
学

内
報

告
す

る
。

○
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
平

成
25

年
4月

の
第

１
回

教
員

会
議

で
報

告
し

た
。

い
つ

も
低

評
価

の
英

語
力

に
つ

い
て

は
、

海
外

研
修

や
短

期
留

学
生

の
受

入
れ

の
機

会
を

増
加

さ
せ

、
学

生
の

英
語

学
習

の
意

欲
を

高
め

て
い

る
。

海
外

研
修

等
に

興
味

を
示

す
学

生
が

増
加

し
た

。

・計
画

に
対

す
る

取
り

組
み

の
対

応
は

な
さ

れ
て

い
る

。
・「

い
つ

も
低

評
価

の
～

」以
降

の
記

載
は

、
記

載
さ

れ
て

い
る

計
画

に
対

す
る

報
告

と
し

て
は

不
要

で
は

と
い

う
意

見
が

出
さ

れ
た

。

③
本

科
卒

業
時

、
専

攻
科

修
了

時
の

達
成

度
ア

ン
ケ

ー
ト

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

○
F
D

専
門

部
会

に
お

い
て

平
成

25
年

度
も

本
科

卒
業

時
お

よ
び

専
攻

科
修

了
時

の
達

成
度

ア
ン

ケ
ー

ト
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
ま

た
、

集
計

お
よ

び
検

討
結

果
を

取
り

ま
と

め
、

平
成

2
6
年

度
第

1
回

教
員

会
議

で
報

告
し

た
。

今
後

は
、

各
学

年
で

の
達

成
度

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

達
成

度
向

上
の

方
策

を
検

討
す

る
。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・「
平

成
26

年
度

第
1回

教
員

会
議

で
報

告
し

た
」は

平
成

25
年

度
の

実
績

報
告

で
あ

る
た

め
、

「予
定

で
あ

る
」に

改
め

た
ほ

う
が

よ
い

。
ま

た
「各

学
年

で
の

達
成

度
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
達

成
度

向
上

の
方

策
を

検
討

す
る

」は
、

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

後
に

方
策

を
検

討
す

る
こ

と
と

な
り

、
達

成
度

向
上

の
検

討
の

実
施

を
よ

り
重

視
す

る
記

載
に

思
わ

れ
る

た
め

、
「ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
と

達
成

度
向

上
の

方
策

を
検

討
す

る
」に

改
め

た
ほ

う
が

よ
い

の
で

は
と

い
う

意
見

が
出

さ
れ

た
。

人
事

委
員

会
、

Ｆ
Ｄ

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：総

務
課 J
A

B
E
E
・認

証
評

価
委

員
会

、
Ｆ

Ｄ
委

員
会

、
自

己
点

検
・自

己
評

価
委

員
会

：
総

務
課

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

（I
T
セ

ン
タ

ー
）：

教
育

研
究

支
援

室
入

試
委

員
会

：
学

生
課

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：総

務
課
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

④
引

続
き

在
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

を
計

画
的

に
実

施
し

て
、

教
員

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

○
F
D

専
門

部
会

が
計

画
す

る
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

を
毎

年
実

施
し

て
お

り
、

授
業

中
に

学
生

へ
の

要
望

・教
員

側
の

要
望

を
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
し

、
実

行
で

き
る

部
分

は
直

ち
に

授
業

に
反

映
で

き
る

よ
う

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

っ
た

。
○

授
業

担
当

教
員

は
、

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
に

あ
る

「学
生

の
授

業
取

組
み

自
己

評
価

」な
ら

び
に

「学
生

に
よ

る
教

員
の

授
業

評
価

」の
集

計
結

果
を

確
認

後
、

感
想

や
次

年
度

に
向

け
た

改
善

な
ど

を
記

述
す

る
こ

と
で

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
図

っ
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・「
学

生
へ

の
要

望
・教

員
側

の
要

望
」は

ど
ち

ら
も

同
じ

教
員

側
の

要
望

で
あ

る
た

め
、

「教
員

側
の

要
望

」は
「教

員
側

へ
の

要
望

」に
改

め
た

ほ
う

が
よ

い
。

・表
記

を
正

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

全
体

の
コ

メ
ン

ト
に

入
れ

る
こ

と
と

し
た

。

⑤
自

己
点

検
・自

己
評

価
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

○
昨

年
度

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

で
ま

と
め

ら
れ

た
「５

年
間

の
あ

ゆ
み

（平
成

20
年

度
～

2
4
年

度
）」

と
平

成
20

年
に

冊
子

と
し

て
外

部
に

配
布

し
て

い
る

「５
年

間
の

あ
ゆ

み
（平

成
15

年
度

～
19

年
度

）
」を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
し

た
。

○
自

己
点

検
・自

己
評

価
委

員
会

で
、

本
校

の
平

成
24

年
度

年
度

計
画

に
対

す
る

実
績

報
告

の
点

検
評

価
を

行
っ

た
。

ま
た

、
各

委
員

会
、

学
科

に
対

し
て

年
度

計
画

に
対

す
る

具
体

的
な

取
組

み
状

況
、

課
題

等
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
い

、
提

出
さ

れ
た

回
答

を
も

と
に

各
組

織
の

活
動

状
況

の
点

検
評

価
を

行
っ

た
。

○
平

成
25

年
度

の
自

己
点

検
・自

己
評

価
委

員
会

の
活

動
を

年
次

報
告

書
と

し
て

ま
と

め
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

⑥
大

学
評

価
・学

位
授

与
機

構
に

よ
る

高
等

専
門

学
校

機
関

別
認

証
評

価
の

受
審

を
通

し
て

、
学

校
活

動
等

の
諮

問
を

受
け

る
。

○
運

営
協

議
会

、
J
A

B
E
E
審

査
、

認
証

評
価

の
い

ず
れ

か
の

外
部

評
価

に
よ

り
、

学
校

活
動

等
の

諮
問

を
受

け
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

○
平

成
25

年
度

に
受

審
し

た
高

等
専

門
学

校
機

関
別

認
証

評
価

の
結

果
は

「適
」と

判
定

さ
れ

、
２

つ
の

優
れ

た
点

と
３

つ
の

改
善

点
が

指
摘

さ
れ

た
。

改
善

点
の

う
ち

２
つ

は
既

に
改

善
し

て
い

る
。

残
る

１
つ

は
、

「卒
業

・修
了

生
の

進
路

先
の

関
係

者
か

ら
の

意
見

聴
取

が
曖

昧
で

あ
る

。
」
こ

と
だ

が
、

平
成

26
年

1/
25

〜
5/

23
の

期
間

で
再

度
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
意

見
聴

取
を

行
っ

て
お

り
、

対
応

中
で

あ
る

。
○

自
己

評
価

書
作

成
段

階
で

、
授

業
改

善
事

例
等

の
情

報
収

集
が

効
率

的
で

は
な

か
っ

た
た

め
、

授
業

改
善

事
例

報
告

シ
ー

ト
を

作
成

し
、

平
成

26
年

度
か

ら
活

用
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

⑦
企

業
人

材
を

活
用

し
た

教
育

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
機

械
工

学
科

と
地

元
企

業
（Ｎ

Ｓ
プ

ラ
ン

ト
）・

北
九

州
市

の
連

携
に

よ
る

、
設

計
製

図
教

育
な

ら
び

に
環

境
教

育
に

関
す

る
共

同
教

育
を

実
施

し
た

。
な

お
、

Ｎ
Ｓ

プ
ラ

ン
ト

と
は

平
成

23
年

度
に

共
同

教
育

に
関

す
る

包
括

協
定

を
締

結
し

た
。

○
専

攻
科

１
年

生
を

対
象

に
｢実

践
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

工
学

（専
攻

科
特

論
Ⅱ

・Ⅲ
）」

を
後

期
に

開
講

し
、

産
学

官
に

よ
る

共
同

教
育

を
継

続
し

て
実

施
し

た
。

○
高

専
機

構
「企

業
技

術
者

等
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」に
よ

る
産

学
連

携
共

同
教

育
の

採
択

を
受

け
、

専
攻

科
で

の
「
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
活

用
産

学
官

連
携

共
同

教
育

」な
ら

び
に

本
科

で
の

「
プ

ラ
ン

ト
設

計
コ

―
デ

ィ
ネ

―
タ

―
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」、
「地

域
と

連
携

し
た

環
境

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
を

実
施

し
、

こ
れ

ら
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
り

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し

た
。

ま
た

、
同

様
に

採
択

さ
れ

た
「グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

を
目

指
し

た
地

域
企

業
連

携
推

進
」プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
て

九
経

連
と

の
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
の

国
際

交
流

活
動

推
進

を
図

っ
た

。
○

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
地

域
企

業
へ

の
訪

問
に

よ
り

、
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
推

薦
活

動
を

行
い

、
教

育
効

果
が

得
ら

れ
た

。
ま

た
、

就
職

マ
ッ

チ
ン

グ
の

活
動

と
し

て
、

就
職

未
定

者
へ

の
相

談
会

を
行

い
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

し
た

。
○

９
高

専
連

携
事

業
に

よ
り

、
本

校
に

国
際

交
流

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し

た
。

今
年

度
は

タ
イ

と
の

交
流

促
進

支
援

を
中

心
に

活
動

し
て

お
り

、
８

月
末

か
ら

９
月

初
め

に
か

け
て

他
高

専
の

学
生

等
に

同
行

し
て

現
地

大
学

等
を

訪
問

し
た

。
○

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

を
図

る
た

め
、

今
年

度
か

ら
企

業
経

営
者

に
よ

る
講

演
会

を
定

期
的

に
開

催
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

こ
れ

は
、

九
経

連
の

協
力

に
よ

り
９

高
専

連
携

事
業

の
一

環
と

し
て

実
施

さ
れ

る
も

の
で

、
Ｔ

Ｖ
会

議
シ

ス
テ

ム
を

通
じ

て
九

州
沖

縄
地

区
９

高
専

に
配

信
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

。
６

月
に

本
校

で
行

わ
れ

た
第

１
回

目
に

は
、

専
攻

科
生

を
中

心
に

多
く
の

学
生

が
参

加
し

、
講

演
者

の
海

外
で

の
経

験
談

等
を

聴
講

す
る

貴
重

な
機

会
と

な
っ

た
。

○
企

業
技

術
者

を
講

師
に

招
き

、
本

科
4年

（機
械

工
学

科
）対

象
の

特
別

講
演

及
び

専
攻

科
学

生
対

象
の

特
別

講
義

を
実

施
し

た
。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・国
際

交
流

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

タ
ー

は
さ

ま
ざ

ま
な

支
援

を
行

っ
て

い
る

た
め

、
タ

イ
と

の
交

流
促

進
支

援
の

学
生

引
率

だ
け

に
限

定
せ

ず
、

広
範

な
活

動
報

告
を

し
て

ほ
し

い
。

◎

J
A

B
E
E
・認

証
評

価
委

員
会

、
Ｆ

Ｄ
委

員
会

、
自

己
点

検
・自

己
評

価
委

員
会

：
総

務
課

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

（I
T
セ

ン
タ

ー
）：

教
育

研
究

支
援

室
入

試
委

員
会

：
学

生
課

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：総

務
課
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

⑧
引

続
き

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

と
も

に
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

国
か

ら
「環

境
未

来
都

市
」に

選
定

さ
れ

た
北

九
州

市
に

立
地

す
る

本
校

の
特

性
を

活
か

し
た

教
材

や
教

育
方

法
の

開
発

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
北

九
州

活
性

化
協

議
会

（K
P

E
C

）に
よ

る
、

北
九

州
地

域
産

業
人

材
育

成
事

業
に

参
加

し
た

。
本

事
業

に
よ

り
、

16
名

の
学

生
が

地
元

企
業

へ
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
で

き
た

。
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

事
前

教
育

も
行

い
、

学
生

の
意

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
機

械
工

学
科

と
地

元
企

業
（Ｎ

Ｓ
プ

ラ
ン

ト
）・

北
九

州
市

の
連

携
に

よ
る

、
設

計
製

図
教

育
な

ら
び

に
環

境
教

育
に

関
す

る
共

同
教

育
が

推
進

さ
れ

た
。

な
お

、
Ｎ

Ｓ
プ

ラ
ン

ト
と

は
平

成
2
3
年

度
に

共
同

教
育

に
関

す
る

包
括

協
定

を
締

結
し

た
。

○
平

成
25

年
度

も
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

専
攻

科
・本

科
で

の
夏

季
休

業
期

間
に

行
う

「短
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」、
本

科
4年

の
３

学
科

で
の

後
学

期
中

に
行

う
「長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」を

実
施

し
た

。
○

専
攻

科
１

年
生

を
対

象
に

｢実
践

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
工

学
（専

攻
科

特
論

Ⅱ
・Ⅲ

）」
を

後
期

に
開

講
し

、
産

学
官

に
よ

る
共

同
教

育
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。

・H
２

４
年

度
の

報
告

と
あ

ま
り

変
わ

っ
て

い
な

い
よ

う
に

見
受

け
ら

れ
る

。
・年

度
計

画
に

あ
る

「環
境

未
来

都
市

に
立

地
す

る
本

校
の

特
性

を
生

か
し

た
教

材
・教

育
方

法
の

開
発

」に
対

す
る

具
体

的
な

取
組

の
報

告
が

求
め

ら
れ

る
。

⑩
引

続
き

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
有

効
性

な
ら

び
に

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

の
連

動
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
座

学
を

中
心

に
作

成
し

て
い

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
、

教
員

が
担

当
す

る
科

目
指

導
の

一
環

で
有

効
に

利
用

し
た

。
○

教
務

委
員

会
が

今
後

具
体

検
討

を
行

う
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

調
査

に
当

た
っ

て
は

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
活

用
予

定
で

あ
る

。

・e
‐ラ

ー
ニ

ン
グ

導
入

の
効

果
に

つ
い

て
の

検
証

と
評

価
の

報
告

を
e‐

ラ
ー

ニ
ン

グ
W

G
で

の
検

討
・評

価
も

含
め

て
報

告
し

て
ほ

し
い

。
・学

生
の

学
習

支
援

に
対

す
る

e-
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
の

有
効

性
と

導
入

状
況

に
つ

い
て

確
認

し
た

と
あ

る
が

、
具

体
的

に
何

を
や

っ
た

の
か

、
教

務
委

員
会

等
で

教
員

に
報

告
を

し
て

ほ
し

い
。

⑪
T
O

E
IC

を
導

入
し

た
専

攻
科

入
試

結
果

を
総

括
し

、
具

体
方

針
を

策
定

す
る

。
○

入
試

委
員

会
・
専

攻
科

委
員

会
に

お
い

て
、

専
攻

科
入

試
に

T
O

E
IC

併
用

を
実

施
し

た
結

果
と

効
果

に
つ

い
て

、
平

成
26

年
度

中
の

検
討

を
計

画
し

た
。

・専
攻

科
入

試
に

T
O

E
IC

併
用

を
実

施
し

た
が

、
依

然
他

の
科

目
と

の
点

数
の

ア
ン

バ
ラ

ス
が

あ
り

、
適

正
で

あ
る

か
の

検
討

と
対

応
策

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
こ

れ
ら

の
検

討
を

ど
こ

が
行

う
の

か
に

つ
い

て
も

検
討

が
望

ま
れ

る
。

⑫
引

続
き

、
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

の
有

効
性

と
効

果
的

利
用

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

○
教

員
の

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
は

科
目

シ
ラ

バ
ス

に
記

載
す

る
こ

と
で

、
学

生
に

周
知

し
た

。
○

教
務

委
員

会
に

お
い

て
、

平
成

26
年

度
版

シ
ラ

バ
ス

（冊
子

）の
教

育
内

容
紹

介
ペ

ー
ジ

に
、

新
規

に
教

員
情

報
を

一
覧

表
と

し
て

お
り

、
そ

の
中

に
全

教
員

の
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

も
掲

載
し

た
。

・H
２

５
年

度
の

実
績

報
告

同
様

、
検

討
し

た
結

果
を

報
告

し
て

ほ
し

い
。

・本
校

で
は

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
を

設
定

し
て

い
る

が
、

実
施

に
は

教
員

は
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

だ
け

で
な

く
い

つ
で

も
可

能
な

時
間

は
対

応
し

て
お

り
、

本
校

の
状

況
に

あ
わ

せ
た

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
の

設
定

の
仕

方
を

検
討

す
る

こ
と

も
必

要
で

は
な

い
か

と
い

う
意

見
が

出
さ

れ
た

。

⑬
教

育
研

究
に

お
け

る
久

留
米

高
専

、
有

明
高

専
と

の
連

携
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
北

九
州

・
久

留
米

・有
明

の
３

高
専

で
、

教
育

研
究

に
関

す
る

連
携

に
つ

い
て

継
続

的
に

検
討

を
行

っ
た

。
○

平
成

25
年

度
第

13
回

産
学

連
携

フ
ェ

ア
（主

催
：北

九
州

学
術

研
究

都
市

産
学

連
携

フ
ェ

ア
実

行
委

員
会

、
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（F
A

IS
））

と
の

同
時

開
催

と
し

て
、

久
留

米
・

有
明

高
専

に
も

呼
び

か
け

を
行

い
、

連
携

に
よ

る
｢国

立
高

専
専

攻
科

学
生

研
究

発
表

会
｣を

本
校

主
催

で
企

画
し

、
実

施
し

た
。

・検
討

を
行

っ
た

内
容

に
つ

い
て

具
体

的
な

報
告

が
望

ま
れ

る
。

⑭
大

学
評

価
・学

位
授

与
機

構
に

よ
る

、
高

等
専

門
学

校
機

関
別

認
証

評
価

を
受

審
す

る
。

○
「適

」
と

判
定

さ
れ

、
２

つ
の

優
れ

た
点

と
３

つ
の

改
善

点
が

指
摘

さ
れ

た
。

改
善

点
の

う
ち

２
つ

は
既

に
改

善
し

た
。

残
る

１
つ

は
、

「卒
業

・修
了

生
の

進
路

先
の

関
係

者
か

ら
の

意
見

聴
取

が
曖

昧
で

あ
る

。
」こ

と
だ

が
、

平
成

26
年

1/
25

〜
5/

23
の

期
間

で
再

度
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
意

見
聴

取
を

行
っ

っ
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・e
‐ラ

ー
ニ

ン
グ

導
入

の
効

果
に

つ
い

て
の

検
証

と
評

価
の

報
告

を
e‐

ラ
ー

ニ
ン

グ
W

G
で

の
検

討
・評

価
も

含
め

て
報

告
し

て
ほ

し
い

。
・学

生
の

学
習

支
援

に
対

す
る

e-
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
の

有
効

性
と

導
入

状
況

に
つ

い
て

確
認

し
た

と
あ

る
が

、
具

体
的

に
何

を
や

っ
た

の
か

、
教

務
委

員
会

等
で

教
員

に
報

告
を

し
て

ほ
し

い
。

⑨
引

続
き

、
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

・W
eb

ラ
ー

ニ
ン

グ
な

ど
の

充
実

を
図

り
、

新
規

導
入

し
た

校
内

Ｌ
Ａ

Ｎ
シ

ス
テ

ム
の

運
用

立
ち

上
げ

を
行

う
。

○
平

成
25

年
度

か
ら

導
入

し
た

新
し

い
サ

ー
バ

シ
ス

テ
ム

が
稼

働
し

た
た

め
、

学
生

全
員

の
認

証
が

可
能

と
な

っ
た

。
更

に
、

学
内

の
無

線
ア

ク
セ

ス
ポ

イ
ン

ト
も

充
実

し
た

た
め

、
学

生
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

利
用

の
利

便
性

が
向

上
し

た
。

即
ち

W
eb

　
C

la
ss

な
ど

の
eラ

ー
ニ

ン
グ

環
境

が
向

上
し

た
。

○
T
O

E
IC

学
習

ソ
フ

ト
に

よ
る

語
学

教
育

の
支

援
を

行
っ

た
。

○
W

eb
 C

la
ss

は
授

業
科

目
だ

け
で

な
く
、

研
究

室
・部

活
の

情
報

共
有

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
に

も
活

用
さ

れ
幅

広
く
利

用
さ

れ
て

い
る

。
W

eb
 C

la
ss

の
本

年
度

の
コ

ー
ス

数
は

12
4件

（
H

2
4年

度
13

3
件

、
H

2
3年

度
96

件
）と

な
っ

て
お

り
、

こ
こ

数
年

で
増

加
傾

向
に

あ
り

利
用

率
が

上
が

っ
た

。
○

K
-
S
ki

ll　
「高

専
版

組
込

み
技

術
教

育
シ

ス
テ

ム
」　

利
用

説
明

会
を

開
催

し
た

。
○

学
生

の
学

習
支

援
に

対
す

る
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
の

有
効

性
と

導
入

状
況

に
つ

い
て

確
認

し
た

。

J
A

B
E
E
・認

証
評

価
委

員
会

、
Ｆ

Ｄ
委

員
会

、
自

己
点

検
・自

己
評

価
委

員
会

：
総

務
課

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

（I
T
セ

ン
タ

ー
）：

教
育

研
究

支
援

室
入

試
委

員
会

：
学

生
課

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：総

務
課

74



表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

（５
）
学

生
支

援
・生

活
支

援
等

　
　

　
（メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

、
生

活
支

援
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

　
等

）

①
進

路
変

更
（退

学
・転

科
）や

留
年

の
対

応
策

を
引

続
き

検
討

す
る

。

○
進

路
変

更
（退

学
・転

科
）や

留
年

の
対

応
策

を
引

続
き

検
討

す
る

。
・年

度
計

画
、

実
績

報
告

が
昨

年
と

変
わ

ら
な

い
の

で
、

記
述

に
つ

い
て

も
う

少
し

考
え

て
ほ

し
い

。

②
も

の
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

（実
習

工
場

）が
改

修
さ

れ
る

た
め

、
本

科
・専

攻
科

で
の

デ
ザ

イ
ン

教
育

を
推

進
で

き
る

よ
う

運
用

の
整

備
・充

実
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
平

成
25

年
度

に
、

も
の

づ
く
り

セ
ン

タ
ー

（実
習

工
場

）の
全

面
改

修
を

実
施

し
た

。
○

改
修

に
伴

い
、

「
デ

ジ
タ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
教

育
」の

充
実

に
向

け
て

、
多

目
的

ス
ペ

ー
ス

を
整

備
し

た
。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

③
学

生
が

自
由

時
間

に
使

用
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

の
充

実
を

図
る

。
図

書
館

に
グ

ル
ー

プ
学

習
室

が
設

置
さ

れ
た

た
め

、
こ

れ
の

有
効

活
用

を
図

り
、

学
生

の
学

習
効

果
を

高
め

る
よ

う
運

用
方

法
を

整
備

す
る

。

○
図

書
館

2
階

に
設

置
さ

れ
た

グ
ル

ー
プ

学
習

室
（正

式
名

称
は

多
目

的
学

習
室

）の
有

効
利

用
を

推
進

す
る

た
め

、
委

員
会

報
告

お
よ

び
学

内
掲

示
で

周
知

を
図

っ
た

。
そ

の
結

果
、

今
年

度
の

利
用

実
績

は
約

56
0名

で
、

特
に

試
験

期
間

の
利

用
が

多
か

っ
た

。

・図
書

館
な

ど
施

設
が

古
く
な

っ
た

の
で

予
算

化
し

て
ほ

し
い

と
機

構
本

部
に

申
請

し
て

も
難

し
い

た
め

、
複

合
施

設
に

す
る

な
ど

の
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

新
し

い
複

合
施

設
と

し
て

の
活

用
を

考
え

た
検

討
と

申
請

を
進

め
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

④
学

生
寮

の
学

習
環

境
改

善
の

た
め

、
２

棟
の

改
修

・学
習

室
の

増
設

を
図

る
。

○
平

成
28

年
度

に
改

修
を

予
定

し
た

。
○

そ
れ

ま
で

の
対

策
と

し
て

、
寮

食
堂

お
よ

び
寮

主
事

室
を

寮
生

の
学

習
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

の
使

用
を

許
可

し
た

。

・他
高

専
と

比
べ

、
本

校
の

寮
生

数
は

１
６

５
名

程
度

と
非

常
に

少
な

い
た

め
新

し
い

予
算

を
つ

け
て

も
ら

う
こ

と
は

難
し

い
と

の
指

摘
が

あ
っ

た
。

そ
の

た
め

、
本

校
で

受
け

入
れ

る
短

期
留

学
生

の
宿

泊
施

設
と

し
て

の
利

用
や

、
可

能
で

あ
れ

ば
寮

以
外

の
学

内
行

事
で

の
活

用
、

学
外

者
の

利
用

な
ど

も
視

野
に

入
れ

た
改

修
計

画
に

つ
い

て
さ

ら
に

検
討

を
進

め
て

ほ
し

い
。

⑤
課

外
活

動
の

活
性

化
の

た
め

、
引

続
き

設
備

類
の

充
実

に
向

け
て

検
討

す
る

。

○
長

年
の

使
用

に
よ

り
荒

れ
て

し
ま

っ
た

グ
ラ

ン
ド

に
土

を
補

充
し

整
備

を
行

っ
た

。
○

顧
問

教
員

や
，

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
に

参
加

し
た

学
生

代
表

者
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

意
見

，
要

望
等

を
も

と
に

新
規

購
入

や
修

理
等

が
必

要
な

設
備

，
備

品
を

ま
と

め
，

予
算

が
確

保
さ

れ
次

第
，

緊
急

性
の

高
い

要
件

か
ら

購
入

も
し

く
は

修
理

し
た

。
○

継
続

し
て

、
課

外
活

動
に

お
け

る
外

部
コ

ー
チ

の
増

強
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

・昨
年

同
様

、
継

続
し

て
課

外
活

動
に

お
け

る
外

部
コ

ー
チ

の
増

強
に

つ
い

て
検

討
し

た
と

あ
る

が
、

具
体

的
な

内
容

が
見

え
ず

、
検

討
し

た
結

果
の

報
告

が
ほ

し
い

。

⑥
学

生
に

対
す

る
就

学
、

生
活

、
就

職
支

援
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

○
就

職
活

動
に

必
要

な
意

識
や

マ
ナ

ー
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

目
的

に
，

今
年

度
も

4年
生

を
対

象
に

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
講

座
を

企
画

，
開

催
し

た
。

○
学

生
の

学
外

に
お

け
る

学
術

情
報

の
調

査
・収

集
及

び
研

究
成

果
発

表
等

を
奨

励
す

る
た

め
、

学
生

の
旅

費
等

の
経

費
援

助
を

行
っ

た
。

○
今

年
度

も
本

科
の

演
習

系
科

目
に

専
攻

科
学

生
を

T
A

と
し

て
配

置
し

、
学

習
支

援
を

継
続

し
た

。
専

攻
科

学
生

に
と

っ
て

は
、

学
習

の
振

り
返

り
・コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
向

上
に

繋
が

っ
た

。
○

寮
で

の
生

活
環

境
向

上
の

た
め

、
男

子
寮

の
居

室
内

床
補

修
、

女
子

寮
の

流
し

台
交

換
・

カ
ー

テ
ン

取
付

け
な

ど
を

行
っ

た
。

○
平

成
24

年
度

よ
り

、
学

生
相

談
室

へ
の

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

（非
常

勤
）の

来
校

回
数

を
週

4回
へ

増
や

し
、

悩
み

を
抱

え
た

学
生

が
相

談
に

行
き

や
す

い
体

制
を

整
備

し
た

。
○

就
職

、
進

学
に

つ
い

て
は

学
科

長
、

指
導

教
員

等
が

学
生

の
指

導
や

相
談

に
対

応
し

た
。

○
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

４
年

生
対

象
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

推
進

セ
ミ

ナ
ー

を
６

月
に

実
施

し
た

。
○

企
業

か
ら

講
師

に
来

て
い

た
だ

き
、

４
年

生
対

象
の

進
路

指
導

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

た
。

○
１

月
に

校
内

を
会

場
に

合
同

企
業

説
明

会
（参

加
企

業
30

社
程

度
）を

実
施

し
た

。

・年
度

計
画

が
就

学
、

生
活

、
就

職
支

援
を

ま
と

め
て

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
に

分
け

た
計

画
を

立
て

た
ほ

う
が

、
計

画
も

し
や

す
く
報

告
も

し
や

す
い

。
　

・帯
同

経
費

に
つ

い
て

、
今

年
度

は
当

初
予

算
よ

り
減

額
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
現

時
点

で
予

算
を

す
べ

て
消

化
し

て
い

る
こ

と
、

学
会

の
時

期
な

ど
の

関
係

で
学

生
へ

の
配

分
が

年
度

後
半

の
学

会
発

表
に

対
し

て
は

い
き

わ
た

ら
な

い
問

題
が

あ
る

こ
と

な
ど

の
指

摘
が

あ
っ

た
。

学
生

の
旅

費
等

の
経

費
援

助
（学

生
帯

同
経

費
）は

よ
い

取
組

で
あ

り
、

有
効

に
利

用
し

て
ほ

し
い

。
学

生
帯

同
経

費
を

減
ら

さ
な

い
よ

う
、

例
え

ば
後

援
会

に
お

願
い

す
る

な
ど

、
学

内
で

の
対

応
や

運
用

方
法

に
つ

い
て

の
検

討
が

望
ま

れ
る

。

厚
生

補
導

委
員

会
、

学
生

相
談

室
、

学
生

寮
委

員
会

：学
生

課
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

、
予

算
委

員
会

：総
務

課

75



表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

⑦
設

置
が

認
め

ら
れ

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
支

援
室

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
形

あ
る

も
の

に
作

り
上

げ
、

運
営

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

。

○
本

科
に

お
い

て
、

卒
業

生
や

社
会

人
に

よ
る

特
別

講
義

・特
別

講
演

を
引

続
き

実
施

し
た

。
○

各
学

科
で

学
生

と
の

面
談

を
行

い
、

適
性

に
見

合
っ

た
就

職
・進

学
指

導
を

行
っ

た
。

○
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（特

命
教

授
）に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

受
入

れ
先

の
開

拓
、

事
前

指
導

、
就

職
相

談
を

実
施

し
た

。
○

今
年

度
の

長
期

学
外

実
習

（後
学

期
の

火
曜

日
×

15
回

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
）は

、
企

業
1
5
社

に
学

生
18

名
が

参
加

し
た

。
○

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

を
図

る
た

め
、

今
年

度
か

ら
企

業
経

営
者

に
よ

る
講

演
会

を
定

期
的

に
開

催
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

こ
れ

は
、

九
経

連
の

協
力

に
よ

り
９

高
専

連
携

事
業

の
一

環
と

し
て

実
施

さ
れ

る
も

の
で

、
Ｔ

Ｖ
会

議
シ

ス
テ

ム
を

通
じ

て
九

州
沖

縄
地

区
９

高
専

に
配

信
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

。
６

月
に

本
校

で
行

わ
れ

た
第

１
回

目
に

は
、

専
攻

科
生

を
中

心
に

多
く
の

学
生

が
参

加
し

、
講

演
者

の
海

外
で

の
経

験
談

等
を

聴
講

す
る

貴
重

な
機

会
と

な
っ

た
。

○
「キ

ャ
リ

ア
教

育
支

援
室

」の
設

置
が

遅
れ

て
い

る
が

、
各

種
実

施
し

て
い

る
キ

ャ
リ

ア
支

援
関

連
事

業
に

つ
い

て
、

関
係

部
署

・教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
等

の
協

力
を

得
て

次
年

度
継

続
的

に
検

討
す

る
。

・具
体

的
な

取
組

は
あ

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
設

置
に

向
け

た
取

組
の

報
告

は
あ

げ
ら

れ
て

お
ら

ず
、

そ
の

活
動

が
見

え
な

い
。

・就
職

・進
学

支
援

や
こ

れ
ら

の
指

導
は

学
科

任
せ

に
な

っ
て

お
り

、
ま

た
、

外
部

企
業

か
ら

見
た

時
の

本
校

の
就

職
担

当
窓

口
も

学
科

ご
と

に
な

っ
て

い
る

現
状

も
問

題
が

あ
る

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
学

校
全

体
と

し
て

の
支

援
・指

導
体

制
が

早
く
整

う
よ

う
設

置
に

向
け

て
検

討
を

始
め

て
ほ

し
い

。
・キ

ャ
リ

ア
支

援
室

の
目

的
は

、
学

生
が

入
学

し
て

か
ら

卒
業

す
る

ま
で

、
就

職
・進

学
に

向
け

て
の

意
識

づ
け

な
ど

の
教

育
指

導
、

実
際

の
就

職
進

学
活

動
の

支
援

等
が

考
え

ら
れ

、
学

校
全

体
で

の
組

織
だ

っ
た

活
動

が
で

き
る

よ
う

さ
ら

に
検

討
し

て
進

め
て

ほ
し

い
。

⑧
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

を
含

め
た

、
学

生
支

援
・生

活
支

援
充

実
の

た
め

の
講

習
会

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

従
来

か
ら

実
施

し
て

い
た

Σ
テ

ス
ト

以
外

に
、

ハ
イ

リ
ス

ク
学

生
の

早
期

把
握

の
た

め
に

Ｕ
Ｐ

Ｉテ
ス

ト
を

全
学

年
で

実
施

し
、

そ
の

後
の

ケ
ア

に
は

支
援

介
助

員
を

積
極

的
に

活
用

す
る

。

○
H

25
年

度
も

２
年

生
（男

女
）に

対
し

性
教

育
の

講
演

会
を

実
施

し
た

。
○

教
職

員
向

け
の

講
演

会
企

画
だ

け
で

な
く
、

東
京

で
の

全
国

高
専

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

究
集

会
に

、
こ

れ
ま

で
に

な
い

５
名

の
教

職
員

を
参

加
さ

せ
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

対
す

る
学

校
全

体
の

底
上

げ
を

図
っ

た
。

○
機

構
か

ら
の

指
示

に
よ

る
自

殺
予

防
の

た
め

、
Ｕ

Ｐ
Ｉを

も
と

に
本

校
独

自
で

作
成

し
た

心
理

テ
ス

ト
を

全
学

年
に

実
施

し
、

そ
の

結
果

か
ら

ハ
イ

リ
ス

ク
、

ミ
ド

ル
リ

ス
ク

合
わ

せ
て

17
7

名
の

学
生

を
呼

び
出

し
、

内
14

5名
の

学
生

に
対

し
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
と

支
援

介
助

員
に

よ
り

面
談

を
行

っ
た

。
○

後
学

期
よ

り
精

神
科

医
に

月
１

回
程

度
来

校
し

て
も

ら
い

、
希

望
す

る
学

生
や

保
護

者
と

面
談

を
し

て
い

た
だ

い
た

。
○

Ｈ
2
5
年

度
は

、
1
2月

以
降

機
構

か
ら

配
分

さ
れ

た
予

算
を

活
用

し
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
来

校
回

数
を

従
来

の
４

回
/週

を
５

回
/週

に
増

や
し

、
学

生
の

居
場

所
づ

く
り

と
し

て
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

を
設

置
し

活
用

し
た

。
さ

ら
に

、
学

生
支

援
介

助
員

を
配

置
し

、
発

達
障

が
い

の
学

生
等

の
支

援
体

制
を

整
備

し
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

⑨
学

生
会

・
寮

生
会

の
リ

ー
ダ

ー
研

修
、

新
入

生
の

集
団

研
修

、
3
年

生
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

通
し

て
、

使
命

感
・責

任
感

・
協

調
性

・リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
な

ど
を

再
確

認
し

、
健

全
な

学
校

生
活

の
維

持
と

向
上

を
図

る
。

○
平

成
25

年
度

も
学

生
会

役
員

と
部

活
動

代
表

合
同

の
リ

ー
ダ

ー
研

修
、

寮
生

会
を

中
心

と
し

た
学

生
寮

リ
ー

ダ
ー

研
修

を
実

施
し

、
リ

ー
ダ

ー
学

生
と

し
て

の
使

命
と

責
任

を
再

確
認

し
た

。
　

平
成

2
5年

度
の

寮
生

会
リ

ー
ダ

ー
研

修
は

近
隣

施
設

で
の

日
帰

り
研

修
だ

っ
た

が
、

平
成

2
6
年

度
か

ら
は

他
高

専
の

寮
視

察
・学

生
交

流
を

併
せ

て
行

う
予

定
と

し
た

。
○

平
成

25
年

度
も

入
学

直
後

の
1年

生
を

対
象

に
、

円
滑

な
学

校
生

活
を

企
図

し
て

、
２

日
間

の
集

団
宿

泊
研

修
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

3年
生

に
も

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

責
任

と
協

調
に

つ
い

て
認

識
と

再
確

認
を

行
い

、
健

全
な

高
専

生
活

の
維

持
に

努
め

た
。

・寮
生

会
リ

ー
ダ

ー
研

修
で

他
高

専
に

行
き

、
寮

の
視

察
と

学
生

交
流

を
行

う
よ

う
計

画
し

た
取

り
組

み
は

、
よ

い
取

組
で

あ
る

。
◎

⑩
発

達
障

が
い

学
生

に
対

す
る

学
内

で
の

支
援

、
外

部
機

関
と

連
携

し
た

支
援

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

○
平

成
25

年
度

か
ら

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

だ
け

で
な

く
、

精
神

科
医

に
よ

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

○
平

成
25

年
度

は
、

昨
年

度
に

引
続

き
、

青
年

期
の

発
達

障
が

い
の

理
解

と
対

応
に

つ
い

て
、

北
九

州
市

発
達

障
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
の

相
談

員
に

よ
る

教
職

員
向

け
の

講
演

会
を

実
施

し
た

。
○

学
生

の
居

場
所

づ
く
り

と
し

て
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

支
援

介
助

員
を

配
置

し
活

用
し

た
。

○
四

肢
体

幹
機

能
障

害
の

学
生

に
は

、
Ｈ

24
年

度
に

引
き

続
き

、
試

験
の

答
案

用
紙

を
Ｂ

４
か

ら
Ａ

３
サ

イ
ズ

に
拡

大
し

た
も

の
を

使
用

し
た

。
○

発
達

障
が

い
の

学
生

の
出

欠
に

つ
い

て
、

授
業

中
に

精
神

状
態

が
不

安
定

に
な

り
退

出
し

た
場

合
、

精
神

を
落

ち
着

か
せ

る
た

め
に

保
健

室
や

教
員

室
な

ど
で

過
ご

し
た

時
間

を
欠

課
時

間
に

加
え

な
い

よ
う

な
対

策
を

採
っ

た
。

○
「特

別
支

援
の

手
引

き
」を

も
と

に
発

達
障

害
学

生
に

対
し

て
支

援
チ

ー
ム

を
結

成
し

て
、

必
要

に
応

じ
た

就
学

支
援

等
を

行
っ

た
。

・平
成

２
５

年
度

か
ら

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

だ
け

で
な

く
、

精
神

科
医

に
よ

る
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
報

告
は

本
校

の
現

状
を

考
え

る
と

よ
い

取
組

で
あ

る
。

◎

厚
生

補
導

委
員

会
、

学
生

相
談

室
、

学
生

寮
委

員
会

：学
生

課
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

、
予

算
委

員
会

：総
務

課
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

（６
）
教

育
環

境
の

整
備

・
活

用
　

　
　

（施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
教

育
環

境
充

実
、

環
境

配
慮

、
寄

宿
舎

整
備

　
等

）

①
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

充
実

を
図

り
、

施
設

・
設

備
の

細
や

か
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
実

施
す

る
。

○
施

設
・環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

、
施

設
整

備
計

画
を

計
画

・審
議

し
て

お
り

、
今

年
度

は
、

耐
震

化
、

老
朽

化
対

策
と

し
て

も
の

づ
く
り

セ
ン

タ
ー

（実
習

工
場

）の
改

修
を

行
っ

た
。

○
学

内
巡

視
を

定
期

的
に

行
い

不
良

箇
所

や
不

足
設

備
な

ど
に

つ
い

て
調

査
す

る
と

と
も

に
、

毎
年

、
全

て
の

学
科

、
委

員
会

、
事

務
系

に
対

し
て

、
部

屋
の

利
用

状
況

・施
設

整
備

に
関

す
る

要
求

を
調

査
し

、
施

設
・環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

で
審

議
し

て
お

り
、

そ
の

結
果

、
有

効
に

利
用

さ
れ

て
い

な
い

部
屋

な
ど

を
共

同
利

用
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

確
保

す
る

と
も

に
、

内
容

に
応

じ
て

「
学

内
対

応
」又

は
「営

繕
要

求
」「

概
算

要
求

」へ
の

申
請

を
実

施
し

て
い

る
。

○
計

画
的

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

コ
ス

ト
縮

減
を

図
っ

た
。

・経
年

劣
化

に
よ

る
腐

食
が

原
因

で
学

内
の

水
道

管
に

水
漏

れ
が

発
生

し
、

急
遽

修
理

の
た

め
に

多
く
の

経
費

が
必

要
と

な
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
事

態
が

今
後

ま
た

発
生

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
、

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
は

根
本

的
な

対
応

を
機

構
本

部
へ

の
要

求
も

含
め

て
検

討
し

て
ほ

し
い

。

②
寮

内
照

明
に

L
E
D

を
導

入
す

る
な

ど
、

省
エ

ネ
化

対
策

方
針

の
検

討
を

行
う

。

○
学

生
寮

の
廊

下
・ロ

ビ
ー

の
照

明
を

L
E
D

化
し

た
。

○
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
の

た
め

の
、

L
A

N
を

利
用

し
た

電
力

情
報

取
得

ユ
ニ

ッ
ト

の
開

発
を

継
続

的
に

実
施

し
た

。
○

施
設

・環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
に

お
い

て
次

の
取

組
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
デ

マ
ン

ド
監

視
制

御
装

置
に

よ
る

チ
ェ

ッ
ク

強
化

を
図

っ
た

。
　

・
夏

季
の

省
エ

ネ
タ

イ
ム

（１
日

に
２

回
）　

　
・照

明
や

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

等
の

使
用

制
限

　
・
室

内
温

度
設

定
の

徹
底

　
・ク

ー
ル

ビ
ズ

の
期

間
延

長
　

・窓
ガ

ラ
ス

の
フ

ィ
ル

ム
貼

り
○

窓
の

日
射

フ
ィ

ル
ム

貼
り

や
、

照
明

器
具

の
間

引
き

な
ど

を
行

い
、

今
後

も
必

要
箇

所
に

つ
い

て
、

随
時

、
整

備
す

る
よ

う
計

画
し

た
。

・電
力

有
効

利
用

の
た

め
に

、
L
A

N
を

利
用

し
た

電
力

情
報

取
得

ユ
ニ

ッ
ト

の
開

発
を

継
続

し
て

実
施

し
て

ほ
し

い
。

・省
エ

ネ
化

対
策

に
お

い
て

具
体

的
な

実
施

を
し

て
い

る
が

、
そ

の
都

度
で

は
な

く
将

来
を

見
据

え
た

計
画

を
立

て
、

そ
れ

に
基

づ
い

て
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
は

な
い

か
。

・今
後

契
約

す
る

電
力

に
つ

い
て

、
競

争
入

札
を

含
め

た
電

力
会

社
と

の
契

約
の

検
討

が
必

要
で

は
な

い
か

。

③
教

育
用

設
備

の
更

新
、

施
設

の
改

修
、

環
境

保
全

、
学

生
寮

の
整

備
、

環
境

に
配

慮
し

た
施

設
の

整
備

な
ど

教
育

環
境

の
充

実
を

計
画

的
に

推
進

す
る

。
　

ま
た

、
平

成
２

４
年

度
補

正
予

算
に

よ
る

教
育

研
究

設
備

の
整

備
を

確
実

に
行

う
と

と
も

に
、

設
備

整
備

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

見
直

し
を

図
る

。

○
施

設
・環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

営
繕

事
業

に
つ

い
て

審
議

し
て

お
り

、
福

利
施

設
空

調
機

設
置

お
よ

び
ス

ロ
ー

プ
設

置
、

４
号

館
空

調
機

改
修

を
予

算
要

求
し

て
お

り
、

予
算

化
さ

れ
れ

ば
、

随
時

、
整

備
を

行
う

よ
う

計
画

し
た

。
○

今
年

度
、

営
繕

要
求

事
業

の
「図

書
館

空
調

設
備

改
修

」が
予

算
化

さ
れ

、
３

月
竣

工
し

た
。

○
学

生
寮

環
境

整
備

と
し

て
、

湿
気

が
多

く
カ

ビ
の

発
生

が
ひ

ど
い

１
棟

１
階

の
床

板
張

替
、

除
湿

機
設

置
を

行
い

、
常

夜
灯

の
L
E
D

化
を

全
棟

終
了

し
た

。
ま

た
、

女
子

寮
及

び
２

棟
に

つ
い

て
ブ

ラ
イ

ン
ド

か
ら

カ
ー

テ
ン

に
付

替
え

、
女

子
寮

捕
食

室
壁

紙
張

替
及

び
シ

ン
ク

取
り

替
え

た
。

・４
号

館
の

空
調

設
備

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
平

成
26

年
度

に
実

施
予

定
で

あ
り

、
計

画
通

り
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

・年
度

計
画

に
設

備
整

備
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
見

直
し

を
図

る
と

あ
る

が
、

結
果

の
報

告
が

ほ
し

い
。

④
電

子
錠

の
導

入
・拡

充
を

順
次

行
い

、
安

全
で

便
利

な
学

内
環

境
の

構
築

を
図

る
。

○
施

設
・環

境
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
で

、
計

画
的

に
カ

ー
ド

キ
ー

設
置

場
所

を
決

定
し

、
利

便
性

と
安

全
性

を
向

上
さ

せ
た

。

・カ
ー

ド
キ

ー
設

置
場

所
の

決
定

に
つ

い
て

は
計

画
通

り
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

・予
算

の
関

係
で

設
置

に
は

至
っ

て
い

な
い

が
、

予
算

が
つ

け
ば

早
急

に
計

画
に

沿
っ

て
設

置
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

⑤
教

育
用

電
算

シ
ス

テ
ム

・学
内

L
A

N
シ

ス
テ

ム
を

含
め

、
引

続
き

情
報

基
盤

の
整

備
を

行
う

。
ま

た
、

平
成

30
年

へ
向

け
て

の
６

年
間

の
新

た
な

情
報

基
盤

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

○
平

成
25

年
度

よ
り

新
し

い
基

盤
シ

ス
テ

ム
が

稼
働

し
、

仮
想

サ
ー

バ
の

導
入

に
よ

り
、

各
種

サ
ー

バ
群

を
統

合
し

た
。

ま
た

、
26

年
度

に
更

新
予

定
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
器

の
仕

様
策

定
を

行
っ

た
。

○
新

規
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

を
本

格
運

用
し

た
。

○
校

内
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

シ
ス

テ
ム

の
整

備
と

再
構

築
を

行
っ

た
。

○
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

行
っ

た
。

・平
成

30
年

へ
向

け
て

の
新

た
な

情
報

基
盤

整
備

計
画

を
策

定
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

を
し

た
。

今
回

挙
げ

ら
れ

て
い

る
報

告
は

そ
れ

に
基

づ
い

た
一

部
の

実
施

報
告

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

⑥
教

育
研

究
支

援
室

の
組

織
の

充
実

お
よ

び
職

員
の

技
能

向
上

を
図

る
。

○
教

育
研

究
支

援
室

の
業

務
依

頼
書

に
よ

る
業

務
の

管
理

を
行

っ
た

。
○

技
術

職
員

が
、

企
業

な
ど

の
技

術
研

修
会

へ
参

加
し

た
。

・前
年

と
同

じ
実

績
報

告
で

あ
り

、
今

年
度

の
取

り
組

み
が

見
え

な
い

。
具

体
的

な
件

数
等

の
報

告
を

あ
げ

て
ほ

し
い

。
・平

成
25

年
度

に
も

の
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

が
完

成
し

、
現

在
、

教
育

支
援

室
が

実
質

的
な

運
営

を
行

っ
て

お
り

、
支

援
室

を
入

れ
た

実
質

的
な

管
理

体
制

を
確

立
し

て
い

く
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

⑦
専

攻
科

の
学

生
数

に
応

じ
た

予
算

、
施

設
、

設
備

の
充

実
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
専

攻
科

経
費

に
加

え
て

、
引

続
き

学
生

帯
同

経
費

（学
生

の
旅

費
等

の
経

費
援

助
）の

予
算

措
置

を
行

っ
た

。
○

平
成

22
年

度
よ

り
、

専
攻

科
学

生
の

学
習

環
境

整
備

を
目

的
に

講
義

室
を

開
放

し
た

。

・昨
年

度
と

同
じ

報
告

で
あ

り
、

今
年

度
の

取
り

組
み

が
見

え
な

い
。

「平
成

22
年

度
よ

り
・・

・」
の

報
告

は
古

い
の

で
削

除
し

、
今

年
度

行
わ

れ
た

実
績

が
あ

れ
ば

そ
れ

を
報

告
す

べ
き

で
あ

る
。

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：総

務
課

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

教
育

研
究

支
援

室

77



表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

⑧
学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
３

部
門

（図
書

館
・
IT

セ
ン

タ
ー

・広
報

室
）
間

の
連

携
を

図
り

つ
つ

、
引

続
き

図
書

館
の

整
備

、
図

書
館

改
修

計
画

に
基

づ
く
予

算
化

を
行

う
。

○
今

年
度

、
営

繕
要

求
事

業
の

「図
書

館
空

調
設

備
改

修
」が

予
算

化
さ

れ
、

３
月

に
竣

工
し

た
。

○
改

修
に

学
生

の
要

望
や

意
見

を
反

映
さ

せ
る

た
め

、
平

成
25

年
9月

に
全

学
生

を
対

象
に

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

平
成

26
年

2月
に

は
改

修
の

済
ん

だ
他

高
専

の
図

書
館

を
視

察
し

た
。

そ
の

後
、

委
員

会
に

お
い

て
具

体
的

な
レ

イ
ア

ウ
ト

等
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

し
、

改
修

図
面

案
を

作
成

し
た

。
○

今
年

度
の

機
関

別
認

証
評

価
に

お
い

て
指

摘
さ

れ
た

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
の

遅
れ

に
つ

い
て

、
施

設
・環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
諮

り
、

早
期

整
備

に
向

け
た

営
繕

要
求

を
検

討
す

る
。

・バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

つ
い

て
は

、
早

期
整

備
に

向
け

た
対

応
が

望
ま

れ
る

。

⑨
引

続
き

、
学

生
の

安
全

教
育

を
実

施
す

る
。

○
工

作
機

械
の

実
習

に
お

い
て

は
、

ま
ず

安
全

教
育

を
行

い
、

参
加

者
に

修
了

書
を

発
行

し
、

安
全

教
育

受
講

者
の

み
が

作
業

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

・安
全

教
育

の
実

施
は

、
工

場
の

安
全

教
育

の
み

あ
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
学

内
の

交
通

安
全

講
習

（自
転

車
、

歩
行

時
）、

一
般

的
な

実
験

で
の

指
導

や
救

急
法

講
習

会
の

実
施

な
ど

さ
ま

ざ
ま

安
全

教
育

が
実

施
さ

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

の
で

、
確

認
し

報
告

を
あ

げ
て

ほ
し

い
。

・現
在

安
全

教
育

は
各

部
署

で
個

々
に

実
施

さ
れ

て
い

る
が

、
本

校
で

実
施

さ
れ

て
い

る
安

全
教

育
を

総
括

し
、

さ
ら

に
必

要
な

も
の

が
あ

れ
ば

加
え

る
な

ど
、

学
校

全
体

で
の

検
討

整
備

が
望

ま
れ

る
。

⑩
引

続
き

、
安

全
衛

生
管

理
の

た
め

の
講

習
会

を
実

施
す

る
。

○
安

全
衛

生
委

員
会

に
よ

り
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
連

す
る

講
演

会
の

開
催

、
相

談
窓

口
の

設
置

、
手

引
き

の
配

付
を

行
っ

た
。

・安
全

管
理

の
た

め
の

講
習

会
の

実
施

に
関

し
て

は
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
講

習
会

が
実

績
に

あ
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
そ

の
他

に
も

実
績

が
あ

げ
ら

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

の
具

体
的

な
報

告
も

あ
げ

て
ほ

し
い

。

２
 研

究
に

関
す

る
事

項
　

　
　

（外
部

資
金

獲
得

、
産

学
連

携
、

知
財

管
理

　
等

）

①
産

学
連

携
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

○
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（F
A

IS
）が

主
催

す
る

産
学

連
携

フ
ェ

ア
に

２
件

展
示

参
加

し
た

。
○

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ジ

ャ
パ

ン
20

13
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

マ
ッ

チ
ン

グ
フ

ェ
ア

、
北

九
州

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

会
、

北
九

州
ソ

ー
シ

ャ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

メ
ッ

セ
等

に
参

加
し

，
研

究
成

果
発

表
を

行
っ

た
。

○
共

同
研

究
・受

託
研

究
の

手
続

き
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
方

法
の

周
知

に
努

め
た

。
○

技
術

相
談

か
ら

共
同

研
究

等
に

進
む

事
例

が
増

え
た

。
（技

術
相

談
31

件
中

７
件

が
２

回
目

以
降

で
あ

る
が

、
全

て
共

同
研

究
や

企
業

に
よ

る
助

成
金

へ
の

応
募

打
合

せ
で

あ
る

。
）

・計
画

通
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・産
学

連
携

を
引

き
続

き
推

進
し

て
ほ

し
い

。

②
外

部
資

金
獲

得
策

を
継

続
検

討
す

る
と

と
も

に
、

知
的

財
産

資
産

化
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

研
究

紹
介

す
る

教
員

総
覧

や
シ

ー
ズ

集
を

発
行

す
る

。

○
科

学
研

究
費

取
得

に
関

し
て

全
教

員
を

対
象

と
し

た
説

明
会

を
10

月
に

実
施

し
、

申
請

件
数

増
を

促
し

た
。

○
共

同
研

究
・受

託
研

究
の

手
続

き
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
方

法
の

周
知

に
努

め
た

。
○

シ
ー

ズ
発

表
会

で
は

少
数

の
シ

ー
ズ

し
か

紹
介

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
本

校
全

体
の

シ
ー

ズ
を

効
率

よ
く
発

信
す

る
た

め
、

平
成

26
年

2月
に

「研
究

者
総

覧
ダ

イ
ジ

ェ
ス

ト
版

」を
発

行
し

た
。

○
平

成
25

年
度

か
ら

、
J
S
T
特

許
主

任
調

査
員

を
活

用
で

き
る

体
制

を
整

え
、

既
に

特
許

相
談

を
依

頼
し

た
。

○
今

年
度

の
機

構
本

部
へ

の
特

許
譲

渡
件

数
は

２
件

で
あ

っ
た

。
○

教
員

の
最

新
の

研
究

内
容

を
提

供
す

る
た

め
、

本
校

Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト

の
各

教
員

の
ペ

ー
ジ

に
リ

ン
ク

さ
せ

て
い

る
「
R

ea
D

&
R

es
ea

rc
hm

ap
」を

更
新

・作
成

す
る

よ
う

周
知

徹
底

し
た

。
○

北
九

州
産

業
学

術
推

進
機

構
（F

A
IS

）と
の

連
携

に
よ

り
、

A
-S

T
E
P

資
金

1件
獲

得
に

成
功

し
た

。

・昨
年

よ
り

実
績

報
告

が
増

え
て

お
り

、
さ

ま
ざ

ま
な

取
り

組
み

が
な

さ
れ

て
い

る
。

・外
部

資
金

獲
得

目
標

の
具

体
的

な
件

数
を

掲
げ

て
計

画
を

立
て

、
具

体
的

な
デ

ー
タ

を
示

し
て

昨
年

度
か

ら
の

効
果

を
確

認
し

て
さ

ら
に

次
に

向
け

た
検

討
・方

策
を

考
え

る
こ

と
が

必
要

で
は

な
い

か
。

③
近

隣
の

大
学

等
の

研
究

機
関

と
の

連
携

の
推

進
を

図
る

。

○
北

九
州

市
立

大
学

国
際

環
境

工
学

部
環

境
生

命
工

学
科

と
本

校
物

質
化

学
工

学
科

と
の

交
流

会
（
研

究
発

表
会

）を
開

催
し

た
。

そ
の

際
に

26
年

度
も

開
催

す
る

こ
と

を
確

認
し

、
現

在
、

2
6年

6
月

に
上

記
学

科
間

だ
け

で
な

く
北

九
州

市
立

大
学

国
際

環
境

工
学

部
情

報
メ

デ
ィ

ア
工

学
科

と
本

校
電

子
制

御
工

学
科

間
の

交
流

会
の

同
時

開
催

に
向

け
て

準
備

中
で

あ
る

。
○

九
州

地
区

高
専

と
日

本
弁

理
士

会
で

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

、
今

後
の

教
員

知
財

活
動

の
活

性
化

に
活

用
す

る
。

○
産

業
医

科
大

学
と

の
研

究
協

力
を

行
い

、
A

-S
T
E
P

資
金

を
獲

得
し

た
。

○
北

九
州

医
歯

工
連

携
研

究
会

へ
参

加
し

、
地

元
研

究
機

関
と

の
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

・日
本

弁
理

士
会

と
の

包
括

連
携

協
定

、
産

業
医

科
大

学
と

の
研

究
協

力
、

北
九

州
医

歯
工

連
携

研
究

会
へ

の
参

加
は

昨
年

か
ら

の
継

続
し

た
対

応
で

あ
り

、
実

際
に

２
５

年
度

に
行

っ
た

取
り

組
み

の
具

体
的

な
実

績
報

告
を

示
し

て
ほ

し
い

。

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：総

務
課

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

教
育

研
究

支
援

室 地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：総

務
課

各
学

科

78



表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

④
研

究
の

活
性

化
、

論
文

数
の

増
加

に
向

け
た

環
境

の
整

備
を

引
き

続
き

検
討

す
る

。

○
昨

年
度

に
引

続
き

、
研

究
費

配
分

を
若

手
教

員
に

厚
く
な

る
よ

う
に

し
て

、
研

究
の

活
性

化
を

図
っ

た
。

○
昨

年
度

に
引

続
き

、
教

育
・研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
を

設
け

、
校

長
に

よ
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
と

評
価

を
行

い
研

究
費

の
再

配
分

を
行

っ
た

。

・昨
年

度
に

引
続

き
、

研
究

費
配

分
を

若
手

教
員

に
厚

く
な

る
よ

う
に

し
て

、
研

究
の

活
性

化
を

図
っ

た
と

あ
る

が
、

効
果

の
検

証
が

必
要

で
は

な
い

か
。

⑤
学

科
内

あ
る

い
は

学
科

を
越

え
た

教
員

同
士

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

を
図

る
。

○
昨

年
度

に
引

続
き

、
機

械
工

学
科

と
制

御
情

報
工

学
科

の
教

員
が

協
力

し
、

企
業

と
の

共
同

研
究

１
件

と
受

託
研

究
１

件
を

実
施

し
た

。
○

機
械

工
学

科
の

准
教

授
に

よ
る

「北
九

州
高

専
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
」が

設
立

さ
れ

、
学

内
連

携
が

推
進

さ
れ

た
。

　
・制

御
情

報
工

学
科

と
物

質
化

学
科

の
教

員
の

協
力

な
ど

、
他

に
も

実
績

報
告

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

報
告

を
上

げ
る

際
に

学
内

全
体

の
実

績
を

調
べ

て
あ

げ
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

３
 社

会
と

の
連

携
、

国
際

交
流

等
に

関
す

る
事

項
　

　
（
地

域
技

術
者

育
成

へ
の

貢
献

、
理

科
教

育
支

援
、

卒
業

生
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
　

　
　

国
際

交
流

協
定

の
締

結
、

学
生

の
海

外
派

遣
、

留
学

生
の

受
入

　
等

）

①
小

・中
学

校
に

対
す

る
理

科
教

育
支

援
事

業
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

○
小

中
学

校
か

ら
の

要
請

に
基

づ
き

教
員

を
派

遣
し

、
理

科
教

育
の

支
援

を
行

っ
た

。
・
今

年
度

：実
施

済
２

件
○

引
き

続
き

、
九

州
沖

縄
地

区
の

科
学

技
術

教
育

支
援

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
に

参
加

し
、

理
科

支
援

体
制

の
構

築
と

関
係

事
業

を
実

施
し

た
。

○
小

学
校

（
２

校
）、

東
田

３
館

連
携

推
進

会
議

（３
館

）に
講

師
を

派
遣

し
た

。

・理
科

支
援

体
制

の
構

築
と

関
係

事
業

を
実

施
し

た
と

あ
る

が
、

関
係

事
業

に
つ

い
て

は
も

う
少

し
わ

か
る

よ
う

に
具

体
的

な
報

告
を

あ
げ

て
ほ

し
い

。

②
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
る

支
援

事
業

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

○
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
の

一
環

と
し

て
、

平
成

25
年

度
は

福
岡

県
教

育
セ

ン
タ

ー
主

催
の

専
門

研
修

を
５

名
が

受
講

し
、

専
門

研
修

１
テ

ー
マ

を
本

校
教

員
が

担
当

し
た

。
・計

画
通

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。

③
公

開
講

座
の

充
実

を
図

る
。

○
平

成
25

年
度

の
公

開
講

座
は

９
講

座
を

開
講

し
た

。
　

小
中

学
生

対
象

の
講

座
は

盛
況

で
、

満
足

度
も

ほ
ぼ

10
0%

で
非

常
に

高
い

。
し

か
し

、
大

学
生

・
社

会
人

を
対

象
と

し
た

講
座

で
は

、
申

込
者

が
い

な
い

た
め

、
今

後
そ

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
。

○
は

が
き

の
み

な
ら

ず
W

eb
か

ら
の

申
込

み
を

始
め

た
。

○
平

成
23

年
度

か
ら

引
続

き
、

日
本

機
械

学
会

九
州

支
部

と
協

力
し

て
、

本
校

を
会

場
と

し
て

「
お

も
し

ろ
メ

カ
ワ

ー
ル

ド
」を

開
催

し
、

小
学

生
と

そ
の

保
護

者
２

０
組

の
参

加
が

あ
っ

た
。

・計
画

通
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

④
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
活

性
化

を
図

る
。

○
弁

理
士

会
と

九
州

9
高

専
間

の
連

携
協

定
が

結
ば

れ
、

連
携

弁
理

士
と

の
知

財
推

進
活

動
を

開
始

し
た

。
○

施
設

・環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
に

お
い

て
、

学
内

施
設

の
有

効
利

用
を

勘
案

し
て

、
使

用
許

可
し

た
。

地
域

密
着

の
環

境
問

題
の

テ
ー

マ
に

取
り

組
む

研
究

で
利

用
し

た
。

さ
ら

に
、

高
専

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
新

た
な

立
ち

上
げ

の
た

め
、

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

を
確

保
し

た
。

・昨
年

の
実

績
報

告
に

も
連

携
弁

理
士

と
の

知
財

推
進

活
動

を
開

始
し

た
と

同
じ

報
告

が
あ

り
、

２
５

年
度

の
活

動
内

容
が

見
え

な
い

。
知

財
推

進
活

動
に

つ
い

て
２

５
年

度
に

実
際

に
行

っ
た

具
体

的
な

活
動

内
容

を
あ

げ
て

報
告

し
て

ほ
し

い
。

・報
告

に
あ

げ
ら

れ
た

も
の

以
外

に
も

、
企

業
や

地
域

と
の

交
流

活
動

（講
演

会
や

研
修

会
）

へ
積

極
的

に
参

加
す

る
な

ど
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
活

性
化

に
向

け
た

活
動

を
確

認
し

た
。

実
際

に
行

っ
た

活
動

は
報

告
に

あ
げ

て
ほ

し
い

。

⑤
地

域
技

術
者

育
成

に
向

け
た

取
組

を
検

討
す

る
。

○
技

術
相

談
に

つ
い

て
は

、
現

在
31

件
の

う
ち

７
件

が
２

回
目

以
降

で
あ

る
が

、
全

て
共

同
研

究
や

企
業

に
よ

る
助

成
金

へ
の

応
募

打
合

せ
で

あ
る

。
○

技
術

相
談

の
有

料
化

に
つ

い
て

は
、

近
隣

大
学

が
す

べ
て

無
料

で
実

施
し

て
い

る
と

い
う

地
域

性
も

考
慮

し
、

慎
重

に
対

応
を

検
討

す
る

。
○

北
九

州
市

が
主

催
す

る
企

業
の

中
堅

技
術

者
育

成
支

援
の

た
め

の
研

修
会

に
、

本
校

教
員

を
派

遣
し

、
加

工
の

た
め

の
測

定
基

礎
技

術
の

指
導

を
行

っ
た

。

・昨
年

の
実

績
報

告
に

も
連

携
弁

理
士

と
の

知
財

推
進

活
動

を
開

始
し

た
と

同
じ

報
告

が
あ

り
、

２
５

年
度

の
活

動
内

容
が

見
え

な
い

。
知

財
推

進
活

動
に

つ
い

て
２

５
年

度
に

実
際

に
行

っ
た

具
体

的
な

活
動

内
容

を
あ

げ
て

報
告

し
て

ほ
し

い
。

・報
告

に
あ

げ
ら

れ
た

も
の

以
外

に
も

、
企

業
や

地
域

と
の

交
流

活
動

（講
演

会
や

研
修

会
）

へ
積

極
的

に
参

加
す

る
な

ど
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
活

性
化

に
向

け
た

活
動

を
確

認
し

た
。

実
際

に
行

っ
た

活
動

は
報

告
に

あ
げ

て
ほ

し
い

。

⑥
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

ポ
リ

テ
ク

と
の

国
際

交
流

を
継

続
す

る
。

○
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
テ

マ
セ

ク
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

か
ら

２
名

の
短

期
留

学
生

（３
ヶ

月
）を

受
け

入
れ

た
。

○
平

成
25

年
度

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・ナ

ン
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

へ
在

外
研

究
員

と
し

て
教

員
１

名
、

専
攻

科
の

特
別

実
習

と
し

て
学

生
４

名
を

派
遣

し
た

。
○

平
成

26
年

度
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・リ
パ

ブ
リ

ッ
ク

ポ
リ

テ
ク

ニ
ッ

ク
へ

在
外

研
究

員
を

派
遣

予
定

で
あ

る
。

○
９

高
専

連
携

事
業

の
英

語
キ

ャ
ン

プ
（シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）に

２
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・年
度

計
画

に
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

ポ
リ

テ
ク

と
の

国
際

交
流

が
あ

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

他
の

国
々

と
の

国
際

交
流

も
あ

る
の

で
、

9高
専

連
携

事
業

も
含

め
現

状
に

あ
わ

せ
た

年
度

計
画

を
あ

げ
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：総

務
課

各
学

科

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
、

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
国

際
交

流
委

員
会

：総
務

課
、

学
生

課

79



表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

⑦
IS

A
T
E
2
01

3
へ

教
員

を
派

遣
し

、
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。
○

第
7
回

国
際

工
学

教
育

（I
S
A

T
E
20

13
）に

教
員

を
派

遣
し

、
交

流
を

深
め

た
。

・具
体

的
な

人
数

等
の

報
告

を
あ

げ
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

⑧
交

流
協

定
締

結
大

学
・
高

校
と

の
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。

○
９

高
専

連
携

事
業

の
一

環
と

し
て

10
月

30
～

31
日

に
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・ガ

ジ
ャ

マ
ダ

大
学

S
V

を
訪

問
し

た
。

来
年

２
月

予
定

の
９

高
専

と
の

M
O

U
締

結
を

見
越

し
て

、
来

年
度

以
降

の
具

体
的

な
交

流
計

画
の

打
ち

合
わ

せ
を

行
っ

た
。

○
９

高
専

連
携

事
業

の
英

語
キ

ャ
ン

プ
（シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）に

２
名

、
テ

ク
ニ

カ
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
（
香

港
）
に

２
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
○

英
語

キ
ャ

ン
プ

（全
国

版
）に

１
名

が
参

加
し

た
。

○
機

構
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

２
名

を
派

遣
し

た
（マ

レ
ー

シ
ア

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
各

１
名

）。
○

専
攻

科
の

特
別

実
習

と
し

て
４

名
が

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・ナ
ン

ヤ
ン

ポ
リ

テ
ク

ニ
ッ

ク
に

て
実

習
を

行
っ

た
。

○
長

期
工

場
見

学
と

し
て

制
御

情
報

工
学

科
４

年
生

が
香

港
に

て
工

場
見

学
、

香
港

V
T
C

と
の

交
流

を
行

っ
た

。
○

3月
に

、
全

北
大

学
（
韓

国
）に

学
生

9名
・教

員
2名

を
派

遣
し

、
日

本
語

学
科

と
の

学
生

交
流

・
異

文
化

体
験

を
実

施
し

た
。

○
3月

に
、

香
港

V
T
C

 Ｉ
Ｖ

Ｅ
校

か
ら

学
生

8名
・教

員
1名

を
1週

間
受

入
れ

、
ラ

イ
ト

プ
レ

ー
ン

を
通

じ
た

学
生

交
流

を
実

施
し

た
。

○
8月

～
11

月
に

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・テ
マ

セ
ク

ポ
リ

テ
ク

ニ
ッ

ク
か

ら
2名

の
短

期
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
○

１
１

月
の

IS
T
S
20

1
3(

香
港

V
T
C

 Ｉ
Ｖ

Ｅ
校

)へ
、

学
生

2名
を

派
遣

し
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・国
際

交
流

の
実

績
が

昨
年

よ
り

増
え

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

・多
く
の

国
際

交
流

が
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

バ
ラ

バ
ラ

に
取

り
組

ん
で

い
る

た
め

、
教

員
全

体
に

伝
わ

っ
て

こ
な

い
状

況
に

あ
る

。
交

流
に

行
く
学

生
を

担
任

が
知

ら
な

い
こ

と
も

あ
っ

た
。

全
体

の
動

き
が

教
員

全
体

に
も

把
握

で
き

る
よ

う
に

学
校

全
体

の
窓

口
を

明
確

化
し

、
統

括
し

た
取

り
組

み
と

教
職

員
へ

定
期

的
に

情
報

提
供

を
行

っ
て

ほ
し

い
。

取
り

組
み

を
志

遠
に

載
せ

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

・実
施

時
期

の
記

載
の

な
い

も
の

が
あ

り
、

報
告

と
し

て
時

期
の

記
載

が
望

ま
れ

る
。

◎

⑨
北

九
州

国
際

技
術

協
力

協
会

、
J
IC

A
と

の
連

携
事

業
を

推
進

す
る

。
○

北
九

州
国

際
技

術
協

力
協

会
と

北
九

州
市

主
催

の
ベ

ト
ナ

ム
・ハ

イ
フ

ォ
ン

市
の

教
職

員
研

修
に

協
力

し
、

７
月

に
研

修
員

（４
名

）の
受

入
れ

を
実

施
し

た
。

・北
九

州
国

際
技

術
協

力
協

会
、

J
IC

A
と

の
連

携
事

業
で

ベ
ト

ナ
ム

・ハ
イ

フ
ォ

ン
市

と
の

協
力

が
報

告
に

あ
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
ベ

ト
ナ

ム
の

他
に

南
米

や
ア

フ
リ

カ
と

の
協

力
も

あ
る

の
で

、
実

施
し

た
報

告
を

上
げ

て
ほ

し
い

。
・北

九
州

国
際

技
術

協
力

協
会

、
J
IC

A
に

限
定

せ
ず

、
他

機
関

の
連

携
も

含
め

た
広

い
範

囲
で

の
計

画
を

立
て

て
ほ

し
い

。

⑩
在

外
研

究
員

の
派

遣
を

推
進

す
る

。
○

平
成

25
年

度
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・ナ
ン

ヤ
ン

ポ
リ

テ
ク

ニ
ッ

ク
へ

在
外

研
究

員
と

し
て

教
員

１
名

を
派

遣
し

た
。

○
平

成
25

年
度

に
３

名
、

平
成

26
年

度
に

２
名

の
在

外
研

究
員

派
遣

が
決

定
し

た
。

・年
度

計
画

に
「在

外
研

究
員

の
派

遣
を

推
進

す
る

」と
あ

る
が

、
す

で
に

派
遣

し
て

い
る

実
績

が
出

て
い

る
の

で
、

計
画

は
「在

外
研

究
員

を
派

遣
す

る
」の

表
記

で
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

⑪
外

国
人

学
生

対
象

の
３

年
次

編
入

入
試

を
実

施
す

る
。

○
本

校
へ

の
志

願
者

は
無

か
っ

た
た

め
実

施
し

な
か

っ
た

。

・私
費

留
学

生
に

つ
い

て
の

計
画

で
あ

る
た

め
、

計
画

の
「外

国
人

学
生

対
象

の
」の

表
記

は
、

私
費

留
学

生
と

正
式

な
記

載
を

す
る

べ
き

で
あ

る
。

・計
画

に
「編

入
入

試
を

実
施

す
る

」と
あ

る
が

、
志

願
者

が
い

な
い

場
合

は
編

集
入

試
を

実
施

し
な

い
の

で
、

計
画

は
「編

入
を

受
け

入
れ

る
」と

し
、

実
績

報
告

に
は

学
科

ご
と

に
何

名
編

入
を

受
け

入
れ

る
体

制
を

と
っ

た
か

、
そ

し
て

編
入

入
試

を
実

施
し

た
か

ど
う

か
の

報
告

を
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

⑫
留

学
生

チ
ュ

ー
タ

ー
の

研
修

実
施

な
ど

、
留

学
生

の
受

け
入

れ
体

制
の

強
化

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

○
新

た
に

受
け

入
れ

た
国

費
留

学
生

に
チ

ュ
ー

タ
ー

と
し

て
日

本
人

学
生

１
名

を
任

命
し

、
生

活
支

援
・学

習
支

援
に

当
た

ら
せ

て
い

る
。

現
在

５
名

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
て

お
り

、
各

１
名

ず
つ

チ
ュ

ー
タ

ー
を

任
命

し
た

。
○

留
学

生
と

チ
ュ

ー
タ

ー
の

意
思

疎
通

を
は

か
る

た
め

、
６

月
に

研
修

旅
行

を
実

施
し

た
。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
、

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
国

際
交

流
委

員
会

：総
務

課
、

学
生

課
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

⑬
学

生
の

海
外

へ
の

派
遣

を
企

画
・
実

施
す

る
。

ま
た

、
低

学
年

を
主

体
と

し
た

本
校

独
自

の
語

学
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
本

科
の

学
外

実
習

と
し

て
１

名
が

香
港

の
日

系
企

業
に

て
実

習
を

行
っ

た
。

○
IS

T
S
2
0
13

（
香

港
）
で

専
攻

科
生

２
名

が
論

文
発

表
を

行
っ

た
。

○
3月

に
学

生
6
名

が
英

国
に

て
語

学
研

修
を

実
施

し
た

。
○

8月
に

、
香

港
V

T
C

 Ｉ
Ｖ

Ｅ
校

へ
学

生
3名

を
派

遣
し

た
。

○
９

高
専

連
携

事
業

の
英

語
キ

ャ
ン

プ
（シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）に

２
名

、
テ

ク
ニ

カ
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
（
香

港
）
に

２
名

、
ペ

ト
ロ

ナ
ス

工
科

大
学

（マ
レ

ー
シ

ア
）と

の
学

生
交

流
に

４
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
○

英
語

キ
ャ

ン
プ

（全
国

版
）に

１
名

が
参

加
し

た
。

○
機

構
の

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

3名
を

派
遣

し
た

（マ
レ

ー
シ

ア
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）
。

○
専

攻
科

の
特

別
実

習
と

し
て

４
名

が
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・ナ

ン
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

に
て

実
習

を
行

っ
た

。
○

長
期

工
場

見
学

と
し

て
制

御
情

報
工

学
科

４
年

生
41

名
が

香
港

に
て

工
場

見
学

、
香

港
V

T
C

と
の

交
流

を
行

っ
た

。
○

3月
に

、
全

北
大

学
（
韓

国
）に

学
生

9名
・教

員
2名

を
派

遣
し

、
日

本
語

学
科

と
の

交
流

を
新

規
開

拓
す

る
と

と
も

に
、

学
生

交
流

・異
文

化
体

験
を

実
施

し
た

。
な

お
、

本
件

は
福

岡
県

「
世

界
に

打
っ

て
出

る
若

者
育

成
事

業
」の

対
象

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

採
択

さ
れ

実
施

し
た

も
の

で
あ

る
。

・計
画

に
は

「低
学

年
を

主
体

と
し

た
本

校
独

自
の

語
学

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

に
つ

い
て

検
討

す
る

」と
あ

る
が

、
低

学
年

の
参

加
状

況
に

つ
い

て
の

取
り

組
み

報
告

が
な

く
、

全
体

の
派

遣
人

数
と

低
学

年
の

参
加

人
数

を
報

告
し

て
ほ

し
い

。
・香

港
V

T
C

と
の

交
流

が
報

告
と

し
て

あ
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
他

機
関

と
共

同
し

て
交

流
を

行
っ

た
も

の
と

本
校

独
自

で
企

画
し

て
交

流
を

行
っ

た
も

の
と

の
区

別
が

つ
か

な
い

。
実

績
報

告
の

仕
方

を
整

理
し

て
報

告
し

て
ほ

し
い

。

⑭
卒

業
生

（
同

窓
会

）ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
連

携
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。

○
昨

年
に

引
き

続
き

、
高

専
機

構
「企

業
技

術
者

等
活

用
プ

ロ
グ

ラ
ム

」に
採

択
さ

れ
た

「プ
ラ

ン
ト

設
計

コ
―

デ
ィ

ネ
―

タ
―

活
用

プ
ロ

グ
ラ

ム
」を

、
同

窓
会

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
に

よ
り

実
施

し
た

。
○

昨
年

に
引

き
続

き
、

平
成

27
年

度
の

創
立

50
周

年
記

念
事

業
に

向
け

て
、

卒
業

生
へ

の
協

力
依

頼
を

同
窓

会
を

通
じ

て
行

っ
た

。

・創
立

５
０

周
年

記
念

事
業

に
向

け
て

、
卒

業
生

へ
の

協
力

依
頼

を
同

窓
会

を
通

じ
て

行
っ

た
と

あ
る

が
、

具
体

的
な

協
力

依
頼

内
容

の
報

告
が

ほ
し

い
。

４
 管

理
運

営
に

関
す

る
事

項
　

　
(危

機
管

理
体

制
、

教
職

員
の

服
務

監
督

・健
康

管
理

、
職

員
の

研
修

、
人

事
交

流
　

等
）

①
予

算
の

適
正

配
分

の
た

め
の

仕
組

み
作

り
と

計
画

的
な

配
分

を
引

き
続

き
行

う
。

○
予

算
委

員
会

で
戦

略
的

か
つ

計
画

的
な

配
分

を
行

う
た

め
、

「教
員

研
究

費
の

配
分

方
針

」・
「
教

育
研

究
重

点
化

促
進

経
費

の
見

直
し

」を
行

い
、

運
営

委
員

会
で

審
議

決
定

し
た

。
・計

画
の

と
お

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。

②
計

画
節

電
な

ど
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
見

直
し

に
よ

る
、

二
酸

化
炭

素
の

削
減

に
向

け
た

取
組

み
を

行
う

。

○
夏

季
省

エ
ネ

タ
イ

ム
（１

日
１

回
）、

エ
レ

ベ
ー

タ
の

使
用

制
限

、
ク

ー
ル

ビ
ズ

の
期

間
延

長
、

窓
ガ

ラ
ス

の
フ

ィ
ル

ム
貼

り
、

デ
マ

ン
ド

監
視

制
御

装
置

に
よ

る
チ

ェ
ッ

ク
に

よ
り

、
平

成
２

４
年

度
電

気
年

間
使

用
量

か
ら

３
１

,２
４

１
K
w

hの
削

減
を

実
施

し
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・電
気

の
年

間
使

用
量

の
削

減
量

が
報

告
さ

れ
て

い
る

が
、

分
か

り
や

す
く
す

る
た

め
、

昨
年

度
と

比
較

し
何

％
削

減
し

た
か

を
報

告
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

③
引

き
続

き
施

設
の

有
効

活
用

を
図

る
。

○
施

設
の

利
用

状
況

を
毎

年
調

査
し

て
お

り
、

利
用

率
の

低
い

施
設

の
有

効
利

用
を

適
宜

検
討

し
た

。
○

施
設

・環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
に

お
い

て
、

学
内

に
お

け
る

共
用

施
設

（本
校

の
教

育
理

念
や

競
争

原
理

に
基

づ
き

、
学

科
の

枠
を

超
え

て
弾

力
的

に
使

用
す

る
施

設
）の

貸
与

に
つ

い
て

、
審

議
し

許
可

し
た

。
利

用
に

当
た

っ
て

は
、

利
用

計
画

書
と

利
用

報
告

書
の

作
成

を
求

め
て

お
り

、
適

切
な

管
理

と
有

効
な

利
用

を
行

っ
た

。
○

学
内

巡
視

を
定

期
的

に
行

い
不

良
箇

所
や

不
足

設
備

な
ど

に
つ

い
て

調
査

す
る

と
と

も
に

、
毎

年
、

全
て

の
学

科
、

委
員

会
、

事
務

系
に

対
し

て
、

部
屋

の
利

用
状

況
・施

設
整

備
に

関
す

る
要

求
を

調
査

し
、

施
設

・環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
で

審
議

し
た

。
そ

の
結

果
、

有
効

に
利

用
さ

れ
て

い
な

い
部

屋
な

ど
を

共
同

利
用

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
確

保
す

る
と

と
も

に
、

内
容

に
応

じ
て

「学
内

対
応

」
又

は
「営

繕
要

求
」「

概
算

要
求

」へ
の

申
請

を
実

施
し

た
。

○
職

員
宿

舎
に

関
し

て
改

修
計

画
を

策
定

し
、

機
構

へ
要

求
し

た
。

現
在

の
と

こ
ろ

予
算

化
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

現
状

維
持

に
努

め
て

お
り

、
取

り
壊

し
な

ど
の

計
画

は
な

い
。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

④
電

源
事

情
の

改
善

、
老

朽
化

施
設

の
整

備
・
改

善
を

引
き

続
き

行
う

。
○

学
内

を
定

期
的

に
巡

視
し

、
各

実
験

室
の

教
員

と
実

情
を

調
査

し
、

老
朽

化
し

た
施

設
や

不
足

し
た

電
源

に
関

し
て

は
、

可
能

な
限

り
そ

の
都

度
対

応
し

、
改

善
し

た
。

・H
25

年
度

の
実

習
工

場
の

改
修

、
寮

の
エ

ア
コ

ン
の

電
力

使
用

を
受

益
者

負
担

に
切

り
替

え
た

こ
と

な
ど

H
25

年
度

に
対

応
し

た
電

源
事

情
に

つ
い

て
明

確
に

報
告

す
べ

き
で

あ
る

。

運
営

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

人
事

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：総

務
課

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
、

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
国

際
交

流
委

員
会

：総
務

課
、

学
生

課
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

⑤
若

手
教

員
育

成
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
作

り
の

検
討

を
引

き
続

き
行

う
。

○
若

手
教

員
に

よ
る

校
長

特
別

補
佐

会
議

で
、

種
々

の
課

題
を

共
有

し
座

談
し

た
。

○
新

任
教

員
に

は
、

着
任

直
後

に
校

長
・主

事
等

に
よ

る
学

内
研

修
を

行
う

と
と

も
に

、
所

属
学

科
の

中
堅

教
員

が
相

談
役

と
し

て
担

当
し

た
。

・H
24

年
度

と
同

じ
報

告
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

H
24

年
度

と
同

じ
点

に
つ

い
て

以
下

の
指

摘
が

な
さ

れ
た

。
・若

手
教

員
育

成
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
作

り
の

検
討

に
関

し
て

は
、

実
績

報
告

の
他

に
、

若
手

教
員

育
成

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

と
し

て
、

公
開

授
業

、
授

業
見

学
、

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

、
研

究
費

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

経
費

の
配

分
な

ど
も

考
え

ら
れ

る
。

実
績

報
告

に
関

し
て

、
さ

ら
に

以
下

の
点

の
検

討
が

望
ま

れ
る

。
・中

堅
職

員
が

相
談

役
と

し
て

担
当

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

と
し

て
成

り
立

っ
て

い
る

の
か

確
認

が
必

要
で

あ
り

、
ま

た
シ

ス
テ

ム
作

り
の

た
め

に
は

明
文

化
す

る
こ

と
に

つ
い

て
も

検
討

が
望

ま
れ

る
。

・福
岡

県
教

育
委

員
会

な
ど

外
部

機
関

の
開

催
す

る
研

修
会

へ
の

派
遣

も
行

っ
て

お
り

、
こ

れ
ら

も
実

績
の

一
つ

と
考

え
ら

れ
る

が
、

他
の

学
校

に
よ

っ
て

は
研

修
会

に
参

加
す

る
数

を
決

め
て

参
加

さ
せ

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

り
、

シ
ス

テ
ム

と
し

て
さ

ら
な

る
整

備
が

望
ま

れ
る

。

⑥
教

職
員

の
積

極
的

な
人

事
交

流
に

取
り

組
む

。
○

平
成

25
年

度
は

、
派

遣
1名

の
他

高
専

間
と

の
人

事
交

流
を

実
施

し
た

。
○

平
成

26
年

度
は

、
派

遣
4名

（海
外

2、
高

専
1、

大
学

1）
が

決
定

し
た

。

・計
画

に
は

教
職

員
の

積
極

的
な

人
事

交
流

と
あ

る
が

、
教

員
の

実
績

報
告

は
あ

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

職
員

の
報

告
が

あ
げ

ら
れ

て
い

な
い

。
・報

告
に

は
他

高
専

間
と

の
人

事
交

流
を

実
施

と
あ

る
が

、
高

専
名

を
挙

げ
る

な
ど

具
体

的
な

報
告

が
ほ

し
い

。
・人

事
交

流
の

実
績

報
告

に
海

外
（在

外
研

究
）と

大
学

（内
地

研
究

）が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

人
事

交
流

と
い

う
意

味
で

は
対

象
外

で
あ

る
。

⑦
事

務
職

員
や

技
術

職
員

の
能

力
向

上
の

た
め

に
研

修
を

実
施

し
、

学
外

研
修

に
参

加
さ

せ
る

。
○

高
専

機
構

等
が

主
催

し
た

学
外

研
修

会
に

、
多

く
の

事
務

職
員

を
参

加
さ

せ
た

。
○

技
術

職
員

が
、

企
業

な
ど

の
技

術
研

修
会

へ
参

加
し

た
。

・具
体

的
な

件
数

、
成

果
や

効
果

な
ど

の
報

告
が

望
ま

れ
る

。

⑧
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

含
め

、
危

機
管

理
体

制
の

整
備

を
図

る
。

○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
講

演
会

を
開

催
し

た
。

○
平

成
23

年
度

に
制

定
し

た
危

機
管

理
規

則
を

ふ
ま

え
、

緊
急

時
の

連
絡

系
統

図
を

更
新

し
た

。
○

休
校

時
の

取
り

扱
い

に
お

い
て

も
、

現
状

を
考

慮
し

て
改

正
し

周
知

し
た

。

・H
25

年
度

と
同

じ
実

績
報

告
で

あ
る

が
、

具
体

的
に

H
25

年
度

と
何

が
違

い
、

何
を

実
施

し
た

の
か

報
告

し
て

ほ
し

い
。

・計
画

が
実

際
に

行
わ

れ
た

の
で

あ
れ

ば
、

そ
れ

を
受

け
て

次
の

計
画

を
立

て
て

ほ
し

い
。

⑨
教

職
員

の
健

康
管

理
を

適
切

に
行

い
、

「教
職

員
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（高

専
機

構
本

部
作

成
）」

の
活

用
を

図
る

。

○
安

全
衛

生
委

員
会

に
よ

り
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
連

す
る

講
演

会
の

開
催

、
相

談
窓

口
の

設
置

、
手

引
き

の
配

付
を

行
っ

た
。

○
学

生
相

談
室

委
員

会
委

員
を

中
心

と
し

た
教

員
が

、
外

部
で

開
催

さ
れ

る
講

習
会

・研
修

会
へ

参
加

し
た

。
○

喫
煙

室
の

設
置

に
よ

る
分

煙
を

実
施

し
た

。

・「
学

生
相

談
室

委
員

会
を

中
心

と
し

た
教

員
が

、
外

部
で

開
催

さ
れ

る
講

習
会

・研
修

会
へ

の
参

加
」は

学
生

を
対

象
と

し
た

も
の

で
、

教
職

員
対

象
で

は
な

い
た

め
、

⑨
の

計
画

の
実

績
報

告
に

該
当

し
な

い
の

で
は

な
い

か
。

・件
数

や
人

数
の

報
告

も
あ

げ
て

ほ
し

い
。

・教
職

員
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

つ
い

て
は

、
健

康
相

談
室

や
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
、

講
演

会
な

ど
実

施
し

て
い

る
が

、
現

状
を

見
る

と
も

う
少

し
ア

ク
テ

ィ
ブ

に
活

動
し

て
も

い
い

の
で

は
な

い
か

。

⑩
教

職
員

の
負

担
軽

減
策

と
し

て
、

学
生

寮
の

管
理

体
制

お
よ

び
課

外
活

動
コ

ー
チ

制
な

ど
に

つ
い

て
、

拡
大

に
向

け
て

検
討

す
る

。

○
高

体
連

に
も

加
入

し
て

い
る

ク
ラ

ブ
を

中
心

に
学

外
コ

ー
チ

の
人

選
を

進
め

，
平

成
26

年
度

か
ら

新
た

に
1名

の
非

常
勤

顧
問

が
指

導
を

補
助

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
○

教
職

員
の

負
担

軽
減

に
向

け
て

、
寮

の
管

理
体

制
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

・報
告

に
は

「寮
の

管
理

体
制

の
見

直
し

を
行

っ
た

」と
あ

る
が

、
女

性
指

導
員

を
1名

増
や

す
検

討
を

行
い

、
平

成
26

年
度

か
ら

実
施

す
る

こ
と

が
決

定
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
実

績
報

告
と

し
て

は
こ

れ
ら

の
具

体
的

な
内

容
を

あ
げ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

⑪
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

適
宜

実
施

し
て

い
く
。

○
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

規
則

を
平

成
25

年
４

月
１

日
に

施
行

し
た

。
○

平
成

25
年

度
の

３
名

の
教

員
公

募
で

は
「男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

の
趣

旨
に

則
り

，
女

性
を

積
極

的
に

採
用

」と
し

、
女

性
教

員
１

名
を

採
用

し
た

。
○

人
事

委
員

会
に

お
い

て
校

長
か

ら
、

教
員

公
募

要
領

作
成

時
に

学
科

長
へ

、
女

性
教

員
の

積
極

的
な

公
募

に
つ

い
て

依
頼

し
た

。
○

平
成

27
年

度
に

九
州

沖
縄

地
区

担
当

す
る

「高
専

女
子

フ
ォ

ー
ラ

ム
」は

、
本

校
が

主
幹

校
と

し
て

開
催

す
る

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

運
営

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

人
事

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：総

務
課

82



表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

⑫
校

内
の

監
査

体
制

に
基

づ
き

着
実

に
監

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
監

事
監

査
・
内

部
監

査
及

び
高

専
相

互
会

計
内

部
監

査
に

お
け

る
指

摘
事

項
の

改
善

等
に

取
り

組
む

。
ま

た
、

「
研

究
機

関
に

お
け

る
公

的
研

究
費

の
管

理
・監

査
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（実
施

基
準

）
」

に
基

づ
く
体

制
整

備
を

引
続

き
行

う
。

○
公

的
研

究
費

使
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

教
職

員
に

配
布

し
周

知
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

納
品

検
収

体
制

の
充

実
（納

品
書

の
検

収
印

）
、

監
査

体
制

の
強

化
（内

部
監

査
）、

会
計

事
務

組
織

の
充

実
（研

修
実

施
）、

取
引

業
者

へ
の

対
応

（誓
約

書
提

出
）等

の
取

組
を

行
っ

た
。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

Ⅱ
 業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置
　

　
（
一

般
管

理
費

の
縮

減
、

随
意

契
約

の
見

直
し

　
等

）

①
在

学
証

明
証

等
の

発
行

自
動

化
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

す
る

。
○

学
生

へ
の

利
便

と
効

率
を

高
め

る
た

め
に

、
在

学
証

明
書

等
の

発
行

自
動

化
に

つ
い

て
引

続
き

検
討

し
た

。

・在
学

証
明

書
等

の
自

動
発

行
機

を
導

入
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
学

生
カ

ー
ド

の
有

効
利

用
に

関
わ

る
学

校
と

し
て

考
え

る
べ

き
問

題
で

あ
る

が
、

実
際

に
は

検
討

が
進

ん
で

い
な

い
状

況
に

あ
り

、
検

討
す

る
部

署
も

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
。

主
体

と
な

る
部

署
を

決
め

、
計

画
自

体
上

げ
る

必
要

が
あ

る
の

か
、

あ
げ

る
と

す
る

な
ら

実
施

に
向

け
て

具
体

的
な

計
画

を
検

討
す

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
・自

動
発

行
機

の
導

入
を

計
画

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

予
算

も
含

め
た

戦
略

的
な

方
針

を
決

め
て

、
学

生
カ

ー
ド

と
の

リ
ン

ク
等

の
有

効
利

用
や

利
便

性
等

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

②
経

費
の

戦
略

的
か

つ
計

画
的

な
配

分
を

引
き

続
き

行
う

。
○

予
算

委
員

会
で

戦
略

的
か

つ
計

画
的

な
配

分
を

行
う

た
め

、
「教

員
研

究
費

の
配

分
方

針
」・

「
教

育
研

究
重

点
化

促
進

経
費

の
見

直
し

」を
行

い
、

運
営

委
員

会
で

審
議

決
定

し
た

。
○

本
校

の
特

色
を

活
か

し
た

、
経

費
の

戦
略

的
か

つ
計

画
的

な
配

分
と

し
て

、
教

育
・研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

費
、

若
手

教
員

教
育

・研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

経
費

に
つ

い
て

は
、

各
教

員
・学

科
か

ら
の

申
請

に
基

づ
き

校
長

が
査

定
し

配
分

を
行

っ
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

③
業

務
の

効
率

化
促

進
を

図
る

。

○
総

務
課

に
「国

際
・
研

究
推

進
係

」を
新

設
す

る
な

ど
事

務
組

織
の

見
直

し
を

行
い

、
平

成
2
5
年

度
か

ら
新

体
制

で
の

業
務

効
率

化
を

図
っ

た
。

・国
際

・研
究

推
進

係
を

新
設

し
業

務
の

効
率

化
が

促
進

さ
れ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
他

の
業

務
の

効
率

化
促

進
に

つ
い

て
さ

ら
に

検
討

を
す

べ
き

で
あ

る
。

・業
務

の
効

率
化

の
促

進
に

つ
い

て
、

業
務

分
掌

を
明

確
化

し
た

な
ど

具
体

的
な

効
率

化
の

内
容

を
記

載
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

④
一

般
管

理
費

の
縮

減
、

随
意

契
約

の
見

直
し

を
図

る
。

○
外

注
し

て
い

た
校

内
除

草
作

業
を

教
職

員
で

行
っ

た
。

○
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
教

室
の

窓
に

フ
ィ

ル
ム

を
貼

り
、

冷
暖

房
効

率
を

高
め

省
エ

ネ
対

策
を

実
施

し
光

熱
費

の
削

減
を

図
っ

た
。

○
50

万
円

以
上

の
物

品
調

達
に

つ
い

て
、

複
数

の
業

者
か

ら
見

積
書

を
徴

し
、

一
番

安
価

な
見

積
書

を
提

示
し

た
業

者
に

発
注

を
行

っ
た

。
○

応
札

を
辞

退
し

た
業

者
か

ら
辞

退
し

た
理

由
の

聴
き

取
り

調
査

を
実

施
し

、
仕

様
書

が
１

者
応

札
し

か
で

き
な

い
内

容
と

な
っ

て
い

な
か

っ
た

か
を

確
認

し
た

。
○

会
議

資
料

印
刷

経
費

の
削

減
の

た
め

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

情
報

端
末

（i
P

ad
）を

使
っ

た
会

議
の

実
施

を
継

続
実

施
し

た
。

○
照

明
器

具
の

高
効

率
の

物
へ

の
取

り
換

え
、

節
電

の
た

め
の

照
明

器
具

の
間

引
き

点
灯

を
行

っ
た

。

・具
体

的
な

事
例

報
告

は
あ

る
が

、
計

画
と

実
績

報
告

に
ト

ー
タ

ル
で

の
縮

減
量

を
示

す
と

良
い

の
で

は
な

い
か

。
縮

減
目

標
値

に
対

し
て

、
昨

年
比

何
％

の
縮

減
に

な
っ

た
の

か
、

目
標

値
等

を
達

成
し

た
か

ど
う

か
な

ど
、

具
体

的
な

数
値

で
の

報
告

が
望

ま
れ

る
。

・一
般

管
理

費
縮

減
の

た
め

の
取

り
組

み
と

し
て

、
教

職
員

に
よ

る
校

内
除

草
作

業
が

あ
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
他

の
業

務
へ

の
影

響
な

ど
が

な
い

の
か

、
勤

務
時

間
外

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

さ
れ

て
い

る
場

合
も

あ
る

が
問

題
な

い
の

か
な

ど
の

懸
念

が
指

摘
さ

れ
た

。

Ⅲ
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

取
る

べ
き

措
置

　
共

同
研

究
、

受
託

研
究

、
奨

学
寄

附
金

、
科

学
研

究
費

補
助

金
な

ど
の

外
部

資
金

の
獲

得
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

○
共

同
研

究
１

１
件

、
受

託
研

究
3件

、
奨

学
寄

付
金

１
１

件
を

獲
得

し
た

。
○

科
学

研
究

費
は

、
代

表
者

の
採

択
件

数
と

し
て

、
継

続
６

件
、

新
規

２
件

で
あ

っ
た

。
○

科
学

研
究

費
獲

得
の

た
め

に
、

全
教

員
を

対
象

と
し

た
説

明
会

を
実

施
し

た
。

○
北

九
州

産
業

学
術

推
進

機
構

（F
A

IS
）と

の
連

携
を

実
施

し
た

。

・計
画

に
「自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
」と

あ
る

が
、

自
己

収
入

の
増

加
の

報
告

が
な

く
、

ど
の

程
度

増
加

し
た

の
か

が
分

か
る

よ
う

に
具

体
的

な
数

値
・デ

ー
タ

を
あ

げ
て

報
告

し
て

ほ
し

い
。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：総

務
課

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
：総

務
課

運
営

委
員

会
、

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

人
事

委
員

会
、

安
全

衛
生

委
員

会
：総

務
課
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表
 3

平
成

2
5
年

度
 年

度
計

画
平

成
2
5
年

度
 実

績
報

告
平

成
2
6
年

度
 自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

　
 評

価
・
コ

メ
ン

ト
主

な
担

当
組

織

Ⅳ
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

①
施

設
・
整

備
等

の
実

態
調

査
を

踏
ま

え
、

教
育

研
究

の
推

進
や

福
利

厚
生

の
改

善
に

必
要

な
整

備
計

画
策

定
を

推
進

す
る

。
　

ま
た

、
平

成
２

４
年

度
補

正
予

算
に

よ
る

教
育

研
究

設
備

の
整

備
を

確
実

に
行

う
と

と
も

に
、

設
備

整
備

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

見
直

し
を

図
る

。

○
職

場
巡

視
の

結
果

等
を

基
に

、
施

設
・環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
て

精
査

し
た

う
え

で
、

教
育

研
究

の
推

進
や

福
利

厚
生

の
改

善
な

ど
に

つ
い

て
営

繕
要

求
や

概
算

要
求

を
行

っ
た

。
○

今
年

度
の

機
関

別
認

証
評

価
に

お
い

て
指

摘
さ

れ
た

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
の

遅
れ

に
つ

い
て

、
福

利
施

設
建

物
内

へ
の

ス
ロ

ー
プ

、
１

号
館

１
階

ス
ロ

ー
プ

、
保

健
室

の
自

動
扉

を
設

置
し

、
全

体
的

な
計

画
は

、
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
諮

り
、

早
期

整
備

に
向

け
た

営
繕

要
求

を
検

討
す

る
。

○
営

繕
要

求
し

て
い

た
福

利
施

設
改

修
（ス

ロ
ー

プ
設

置
、

食
堂

内
空

調
機

設
置

）及
び

図
書

館
空

調
機

改
修

工
事

に
つ

い
て

、
年

度
途

中
に

予
算

措
置

さ
れ

、
年

度
末

に
竣

工
し

た
。

○
施

設
・環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

に
お

い
て

、
施

設
整

備
計

画
を

策
定

し
て

お
り

、
今

年
度

、
も

の
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

（実
習

工
場

）改
修

が
竣

工
し

た
。

○
学

生
寮

居
室

の
ブ

ラ
イ

ン
ド

を
カ

ー
テ

ン
に

取
り

替
え

、
女

子
寮

捕
食

室
の

壁
紙

を
張

り
替

え
、

流
し

台
を

買
い

替
え

た
。

○
平

成
２

４
年

度
補

正
予

算
に

よ
る

教
育

研
究

設
備

が
年

度
末

ま
で

に
す

べ
て

納
品

し
、

３
月

に
設

備
整

備
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

策
定

を
行

っ
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・教
育

研
究

の
推

進
や

福
利

厚
生

の
改

善
な

ど
に

つ
い

て
営

繕
要

求
や

概
算

要
求

を
行

っ
た

と
あ

る
が

、
概

算
要

求
、

営
繕

要
求

の
見

直
し

を
行

っ
た

結
果

ど
の

よ
う

な
要

求
を

出
し

た
の

か
を

整
理

し
て

ま
と

め
る

と
良

い
の

で
は

な
い

か
と

の
指

摘
が

あ
っ

た
。

②
教

職
員

の
積

極
的

な
人

事
交

流
の

た
め

の
体

制
作

り
を

行
い

、
各

種
研

修
を

計
画

的
に

実
施

し
資

質
の

向
上

を
図

る
。

○
人

事
交

流
、

在
外

研
究

で
本

校
教

員
を

毎
年

派
遣

す
る

よ
う

体
制

を
整

備
し

て
お

り
、

計
画

的
に

実
施

し
た

。

・計
画

の
と

お
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・毎
年

教
員

を
派

遣
す

る
よ

う
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
と

の
報

告
に

つ
い

て
以

下
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
・現

在
、

学
科

の
輪

番
制

で
派

遣
す

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
が

、
少

人
数

所
帯

の
中

で
毎

年
必

ず
派

遣
す

る
の

は
負

担
が

大
き

い
の

で
は

な
い

か
。

　
　

　
・学

校
全

体
を

見
渡

し
た

計
画

を
た

て
派

遣
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
　

　
　

・金
銭

面
、

人
的

な
支

援
が

う
ま

く
で

き
な

い
か

。
　

　
  
・海

外
派

遣
は

機
構

本
部

が
積

極
的

に
進

め
て

お
り

、
機

構
本

部
に

も
派

遣
に

  
  
  
  
 対

す
る

一
層

の
支

援
を

働
き

か
け

て
ほ

し
い

。
こ

れ
ら

も
踏

ま
え

、
派

遣
す

る
体

制
に

つ
い

て
更

な
る

検
討

が
望

ま
れ

る
。

③
常

勤
職

員
に

つ
い

て
、

職
務

能
力

の
向

上
と

全
体

と
し

て
効

率
化

を
図

る
。

○
総

務
課

に
「国

際
・
研

究
推

進
係

」を
新

設
す

る
な

ど
事

務
組

織
の

見
直

し
を

行
い

、
平

成
2
5
年

度
か

ら
新

体
制

で
の

業
務

効
率

化
を

図
っ

た
。

・こ
の

計
画

に
対

し
て

は
、

職
務

能
力

の
向

上
に

つ
い

て
の

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

が
そ

の
報

告
が

あ
げ

ら
れ

て
い

な
い

。
・職

員
の

職
務

能
力

の
向

上
に

つ
い

て
、

安
全

管
理

者
の

資
格

取
得

や
九

工
大

の
英

語
研

修
へ

の
参

加
な

ど
い

く
つ

か
の

取
り

組
み

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
実

績
報

告
と

し
て

こ
れ

ら
の

内
容

を
あ

げ
る

べ
き

で
あ

る
。

・Ⅱ
③

の
業

務
効

率
化

促
進

の
計

画
と

の
違

い
が

分
か

り
に

く
い

た
め

、
計

画
の

立
て

方
に

つ
い

て
、

整
理

が
必

要
で

あ
る

。

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
、

予
算

委
員

会
、

人
事

委
員

会
：総

務
課
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4.平成 27 年度 自己点検･自己評価報告 



 

 
 

4.平成 27 年度 自己点検･自己評価 
 
平成 27 年度自己点検･自己評価委員会では以下の活動を行った。 

 
(1) 平成 27 年度点検･評価事項の策定 
第 1 回委員会において、今年度の点検･評価事項の審議を行い、本委員会の自己点検･自己評価活動を

以下のように進めることを決定した。 
① 学校全体に渡る活動についての点検・評価を行う。 

第二期中期目標･中期計画のもとに作成された本校の平成 26 年度年度計画に対して各委員会･

組織から報告された平成 26 年度実績報告をもとに、本校の全体に渡る活動状況の点検･評価を

行う。 
② 2010 年度に実施された JABEE 審査において指摘された懸念事項に対する本校のこれまでの

取り組みについて点検・評価を行う。 
④ 平成２６年度に実施された北九州工業高等専門学校運営協議会の協議内容について検証を行

う。 
 
(2) 平成 26 年度自己点検・自己評価の活動の公開 
平成 26 年度に実施した自己点検･自己評価委員会の自己点検･自己評価活動のまとめを本校ホームペ

ージに掲載した。 
なお、平成 26 年度の点検･評価の詳細と点検･評価資料は、平成 26 年度末に｢平成 26 年度自己点検･

自己評価委員会年次報告書｣の冊子にまとめられ、平成 26 年度の主事会議のメンバーと学科長に回覧さ

れた。 
 
(3) 平成 26 年度年度計画に対する実績報告に基づく学校全体に亙る活動状況の点検･評価 

各委員会・組織から提出された「第２期中期目標／中期計画／平成２６年度（実績報告）」に基

づき、以下の事項について点検評価を行った。 
① 教育に関する事項 
② 研究に関する事項 
③ 社会との連携、国際交流等に関する事項 
④ 管理運営に関する事項 
⑤ 業務運営の効率化に関する事項 
⑥ 財務内容の改善に関する事項 
本委員会の点検・評価結果を｢平成 26 年度年度計画実績報告の点検･評価結果｣にまとめ、校長に

報告した。これらの報告は、校長から第 10 回運営委員会に提出され、検討依頼がなされた。 
 
(4) 2010 年度 JABEE 審査で指摘された懸念事項に対する本校の取り組みの点検･評価 

JABEE 委員長から報告された指摘事項に対するこれまでの本校の取り組みについて点検･評価を行

った。点検評価結果は｢JABEE 審査時の指摘事項に対する本校の取り組み状況の点検･評価結果｣にまと

め、校長に報告した。 
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(5) 平成 26 年度北九州工業高等専門学校運営協議会の協議内容の検証 
平成 26 年 12 月に開催された運営協議会で協議会委員から出された意見･指摘内容を整理し、検証を

行った。検証した結果を｢平成 26 年度北九州高専学校運営協議会での協議内容の検証結果｣にまとめ、

校長に報告した。 
 
(6) 平成 27 年度自己点検･自己評価委員会 年次報告書の作成 
自己点検･自己評価委員会の平成 27 年度の活動を冊子にまとめ、校長に提出した。 

 
(7) 平成 27 年度自己点検・自己評価委員会 委員 
本年度の委員は次のとおりである。 

委員長  情報システムコース    添田満教授 
副委員長 機械創造システムコース  内田武教授 

電気電子コース     加島篤教授 
物質化学コース     松嶋茂憲教授 
一般科目        山田康隆教授 
一般科目        白神宏教授 
事務部         西影憲二事務部長、宮成隆明総務課長 
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§ 平成 26 年度年度計画実績報告の点検・評価 
 
北九州工業高等専門学校では、国立高等専門学校機構が策定した中期目標、中計画に基づき、本校

独自の中期目標、中期計画、および年度計画を定めている。本校の各委員会･組織は、これらの計画に

基づき活動を行っている。 
平成 27 年度の自己点検・自己評価委員会では、各委員会･組織から提出された｢平成 26 年度年度計

画実績報告｣をもとに、 
Ⅰ 教育・研究の質の向上に関する取組み 
Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するための取り組み 
Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための取り組み 
Ⅳ その他の業務運営に関する取り組み 

を点検評価することにより、学校全体に渡る活動状況の点検･評価を行った。これらの点検･評価の観

点は以下のとおりである。 
ⅰ 現状の把握及び達成状況 
ⅱ 課題の有無 
ⅲ 積極的に評価すべき内容及び特色の抽出 
ⅳ 将来展望、改善策等の提言 
 

概ね、各計画どおり取り組みが行われていることを確認したが、一部、計画に対して報告が無いも

の、計画に対する実績報告が十分とは考えにくいものが見受けられた (表中 B 評価、C 評価)。 
実績報告においては具体的な実施内容を示すことが必要である。件数や参加人数など可能なものは

数値も示すことが望ましい。｢～を検討する｣の計画に対しては、具体的な検討内容･検討結果や取り組

んだ結果を簡単に示すことも必要である。また、昨年の実績報告と同じ報告文が一部にみられた。少

なくとも、昨年の実績報告との違い、昨年の実績からの進展状況などを明確に示すことが望まれる。 
一方、本校の特長ある取り組みとして、4 件の取り組みがあげられた (表中◎)。 
これらの点検･評価結果をもとに、学校全体にわたる取り組みに対する平成 27 年度自己点検･自己

評価委員会の提言を以下にまとめる。 
 
◇ 教育･研究の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保について 
① 改組のチラシを配布しているが、改組の内容がさらによくわかるよう、改組の内容を更新

したチラシ等を作成し、教育委員会はじめ、コアとなる広報先をおさえ、広く高専を知っ

てもらう広報活動を継続することが必要である。 
② 中学校訪問において、訪問が必要な中学校や地区 (特に筑豊･田川地区)が漏れていないか、

また訪問箇所についても見直しが必要である。 
③ 合同入試説明会を福岡 3 高専で行っているが、将来的には西日本地区を視野に入れた開催、

他高専との連携を検討してはどうか。 
④ 高専女子百科 jr.をはじめ、女子中学生向けパンフレット等の利活用において、進学･就職に

関するフォローがないので、パンフレットに就職･進学先を記載するなどの工夫も必要であ

る。また、全学的に女子学生の出口確保に取り組むことも必要である。 
⑤ 学校紹介用のための配布用 DVD の作成については、配布された DVD は見るのに手間･時

間がかかり、それほど見られず、配布も大変であり、効率的とは言えない。配布用 DVD を

作成するのではなく、ホームページにダウンロードできる程度の短時間の学校紹介のビデ
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オをアップしておく方が効果的であると考えられる。また、外部からホームページ上の｢志

遠｣がよく見られているので、そのことも意識した｢志遠｣の紙面づくりも大切である。短時

間のビデオ作成の検討や広報誌の内容を充実させ外部の方が見ても魅力あるものを作成す

ることが望まれる。 
⑥ 入学者の確保に向けた調査･検討の取り組みにおいては、全教員が調査の情報を共有し進め

ることが望ましい。 
⑦ 熊本高専熊本キャンパスの女子学生との交流会の実施はよい取り組みであり、今後もこの

ような交流会が継続して実施されるとよい。 
 

(2) 教育課程の編成等について 
① 現在本校で実施されている連携授業以外にも、分野や領域を広げ、地元企業･他大学･市と

の連携による育成講座を実施することが望まれる。これらの取り組みは一部のコースだけ

で行うのでなく、学校全体として取り組むこと、全学的な周知も必要である。 
② 本科の高度化･再編に当たり、高度化再編 WG が中心となり各種ニーズを把握したとの報告

があるが、今後新たに構築した組織体制でこれらの検証を行うことが必要である。 
③ これまで実施してきた TOEIC 関連教育の効果の確認については、TOEIC 導入時からの教

育的効果を、毎年の結果を含めて検証し、その結果をフィードバックすることが望まれる。

英語力が上がったかどうかの検証は、クラスの 1 年次から 5 年次までの学年進行での状況

を見るのではなく、一つの学年について過去の同じ学年の成績データと比較し、分析と検

証を行うことが必要である。TOEIC を取り入れたことによる教育効果の客観的な分析と検

証を行い、それらを教員へ周知し、次のステップに向けての検討をすることが望まれる。 
 

(3) 優れた教員の確保と育成について 
① 本校でどのような人材が求められているのか検討し、戦略を立てて今後の教員採用計画を

作り上げていくことが必要である。 
② 各コースの教員採用では、必要な分野の優れた教員を確保するように考慮して選考を行っ

ているが、本校や高専全体を取り巻く状況を踏まえて、資質として何が求められているの

かをよく確認した上で、取り組むことが必要である。 
③ 人事交流、在外研究派遣について 

〇 人事交流のメリットは、人的交流のほか、教員の視野を広げ取組み姿勢･意識の向上等

が考えられるが、さらに本校の教育研究力のアップなど、学校全体の実績向上や改善

につながるようにすることも重要である。 
〇 各コースのローテーションで必ず人事交流･在外研究に行かなければならない状況で

は、高専のような小規模校では残された先生方の負担が大きくなるデメリットもある

と考えられる。人事交流･在外研究に出ているコースに対するサポートをさらに考える

ことも必要である。 
〇 今後、予算や非常勤講師の削減の影響も考える必要がある。 
〇 人事交流や在外研究を行うことは大切であるが、学校全体の負担を考え、毎年ローテ

ーションで派遣することについて再検討することも必要ではないか。 
〇 在外派遣を希望する教員がいることも配慮しつつ、各コースの状況等を見て調整し、

効果的に出せるよう派遣計画を立てるなどの取り組みの検討も必要ではないか。 
④ 高専の教員職の就業体験 (インターンシップ)については、高専を知ってもらうよい機会で

あり、学校としても教員採用に関して応募希望者の情報等を得られる有意義な機会のひと
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つであると考えられる。学校全体で毎年継続的に実施することを今後検討することが望ま

れる。 
⑤ 女性教員の確保のためには、女子トイレの整備を学校として引き続き考えていかなければ

ならないが、予算やスペースとの関係があるため、改善が必要であることを念頭に置き、

機会があれば優先的に少しずつでも改善していくことが必要である。また、今後、学生の

確保や政府の成長戦略、国際交流の面からも、パウダールームを含めた施設整備の検討も

望まれる。 
 

(4) 教育の質の向上および改善のためのシステム 
① 研修会、講習会での TV 会議システムの活用については、今後、授業等でも TV 会議システ

ムを使う機会が増えてくると考えられ、使用する際にトラブルがないようにきちんと整備

されていること、システムの使用に関するノウハウを持っていることが望まれる。スムー

ズな運用のためには、TV 会議システムに関する知識を有し、利用者の指導やトラブル発生

など何かあった時の相談に応じることができる専門担当者の育成･配置が望まれる。 
② ICT 機器を用いた教育環境整備について、TV 会議システムを利用した 4 高専による連携授

業が始まったが、実際に授業を行った際にホワイトボードへの記載時などに不具合が生じ

ており、トラブル対応等を含めたノウハウの整備が必要である。 
③ モデルコアカリキュラムの検討はされているが、その全体像や実施に向けたスケジュール

など、教員が情報共有できるような状況にすることが望まれる。 
④ 学生の資格取得状況については、学校全体で調査を行い、現状を把握する必要があると考

えられる。 
 

(5) 学生支援･生活支援等 
① 北九州市の療育センターや仕事サポートセンターと連携し、発達障がい学生の就業支援や

医師の診断を希望しない発達障がい学生に対する個別支援を行っている実績があり、外部

機関との連携による支援体制が整っていることは本校の特長ある取り組みにあげられる。

今後もこのような支援体制を維持していくことが望まれる。 
② カウンセリングを受ける学生がいっぱいで、カウンセラーに余裕がない状況にあり、十分

な支援体制になっていないのではないか。学生のメンタルヘルスに関するアンケート調査

を毎年全学生に行っているが、カウンセラーにとっては毎年多くの学生と面談を行わなけ

ればならないことになり大変な作業であると考えられる。たとえば、2 年生以上について

は、新入生および前回実施時に要観察となった学生にのみアンケートを実施するなど、よ

り効率的な実施方法について検討することも必要である。 
③ 寮の整備については、寮に滞在する留学生が増えてきている状況において、その対応や寮

の位置づけ･あり方などを、寮務委員会はじめ学校全体で検討した上で、今後整備していく

ことが重要である。また、留学生の受け入れに関しては、指導面や設備を含めた寮の体制

についても学校全体で検討していくことが必要である。 
 

(6) 教育環境の整備･活用 
① 国から措置される施設整備費補助金は減少傾向にあり、機構本部は経年劣化で建て替えの

予算を要求されても、学校のマスタープラン等による施設整備の考え等を明確に説明して

もらわない限り予算措置は行わないと言っている。施設マネジメントについて、学内マス

タープランはあるが陳腐化しており、早急に現状の中長期計画に合わせた施設設備のマス

タープランを再構築し、施設の改修につなげることが必要である。 
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② 産業技術総合研究所北海道センター等でチャージスペースに関して、空室が多いとマスコ

ミから取り上げられており、本校においてもチャージスペースに関して、金額を含め見直

しの検討が必要であると考えられる。今後も維持していかないといけないものかどうかに

ついて機構本部へ意見をあげるなどの検討も望まれる。 
③ 電気量については、限られた契約電気量の中で、効率的な使い方を教育研究施設の活用と

リンクさせて検討していくことも必要である。またこれまで行ってきた省エネ対策の取り

組みに対して、細かいデータはなくてよいので、皆が共有できるような効果の実績報告を

あげることが望まれる。 
④ 専攻科の施設･設備の充実については、専攻科委員会において。机や椅子等だけでなく、た

とえば情報端末の貸し出しなど、さらなる設備の充実についての検討が望まれる。 
⑤ 学生の安全教育については、実験の安全教育、交通安全や自転車の乗り方、救急法など個々

の関係部署が企画して行われているが、一度学校全体で現状の安全教育を取りまとめ、学

校として取り組むべき安全教育に関して確認し、教育の改善・追加などを検討することが

望まれる。 
 
Ⅱ 研究や社会連携に関する事項 

科研費や外部資金の獲得数が伸びないことについて、採択のための具体的な個別のフォローなどの

支援策についても検討することが望まれる。 
 
Ⅲ 国際交流等に関する事項 

(1) 年度計画に対して留学生を受け入れた実績が多数報告されているが、留学生を受け入れた結

果、どうであったかの報告が見られない。点検や改善の報告も必要である。それらの報告を踏

まえて次年度の計画を立てることが必要である。 
(2) 実績報告について、多くのことに手をかけすぎているのではないかとの指摘がなされた。留

学生の派遣要請に対しては、受け入れ体制やキャパシティがあるかの検討も必要である。学校

の許容量や教員の負担も考え、何を重点化して取り組むのかを整理･検討し、年度計画を立て

て臨むことが必要である。 
 
Ⅳ 管理運営に関する事項 

(1) 予算配分について、これまでに研究活性化のため予算配分のフラット化など、いくつかの配

分法の改善の取組が行われているが、成果が出ているかが見えない。予算配分法の変更に対す

る効果など結果の検証が必要である。 
(2) 学外研修については、多数の実績があるが、これらの実績に対する検証を行うことも必要で

ある。 
(3) 予算がひっ迫している中、必要な研修や出張であるかについて検証することも必要ではない

かと考えられる。また、研修で得た重要な情報は、内容により、必要な課やコース等で共有で

きるような対応を考えることが望まれる。 
(4) 本校の年度計画、実績報告については、P･D･C･A を回すということが忘れ去られて、実績報

告もＰ・Ｄのみの報告で終わっており、点検や改善の報告が必要である。それらの報告を踏ま

えて次年度の計画を立てるべきと考えられる。 
(5) 年度計画は、方針を考え、学校の許容量や教員の負担も考慮し、何を重点化して取り組むの

かを整理・検討してあげていくことが望まれる。 
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◇ 業務運営の効率化に関する目標を達成するために取るべき措置 
提言なし 

 
◇ 予算(人件費の見積もりを含む。)、収支計画及び資金計画 
予算配分については、結果や効果に対して検証を行うことが必要である。 

 
◇ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 

提言なし 
 
 
§ JABEE 審査時の指摘事項に対する本校の取組の点検･評価 
 
本校は 2010 年度に JABEE の継続審査を受審した。 
平成 27 年度自己点検･自己評価委員会では、2010 年度 JABEE 審査時に指摘された懸念事項 (C 評

価の指摘事項) に対するこれまでの本校の改善の取り組みを調査し、それらの取り組み状況について

点検･評価を行った。 
 点検の結果、全ての懸念事項に対して対応の取り組みがとられ、懸念事項が改善されていることを

確認した。 
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§ 平成 26 年度北九州工業高等専門学校運営協議会の協議内容の検証 
 
平成 27 年度自己点検･自己評価委員会では、平成 26 年 12 月 17 日に本校で実施された外部有識者

による運営協議会の協議内容について検証を行った。 
これらの協議内容について自己点検・自己評価委員会で検証した結果を以下にまとめる。 

 
Ⅰ 本校の入口と出口について 

(1) 出口について 
① 年度計画の実績報告からみると、本校としては、地域へ向いた取り組みを行っていると考え

られる。 
② 地元の理解を深めるためには、地元企業との出会いの場を増やしていく取り組みが必要であ

る。 
 

(2) 入口について 
① 中学生人口が減少する 2015 年問題をはじめ、本校の志願者数の状況や女子学生の志願者数

の減少をみると、学力の低下や改組による影響の分析など、教員がもっと危機感を持って対

応していくことが必要ではないか。 
② 志願者減の状況をよく吟味して中学校にもっていくことも必要である。 
③ 次年度以降、改組した結果を点検評価し、フィードバックして改善いくことも必要ではない

か。 
 
Ⅱ 企業との連携 (研究)について 

(1) 企業との連携 (研究)のために、地域企業との具体的な出会いの場を増やす取り組みが必要では

ないか。 
(2) 中堅やベテランの先生を中心とした人脈や企業とのつながりや小回りが利くスケールメリット

を活用し、地域企業との出会いの場を増やす取り組みも考えられる。 
(3) ものづくりセンター内の機器など、本校の設備･装置の利用促進をすすめることも必要である。

その取り組みの一つとして、北九州市との連携により、企業に向けてのものづくりセンターの

PR ビデオの作成や学内の機器・技術を紹介するネットワークへの登録の準備が進んでいること

を確認した。 
 
Ⅲ 本校の教育について 
 運営協議会委員の指摘のとおり、生産デザイン工学科の学生が、3 年で 5 つのコースに分かれると

き、第 2 志望、第 3 志望でコースに入ったとしても、卒業する時にこのコースを選んでよかったと言

えるように、丁寧な指導を行うことが一番大切である。 
 
Ⅳ 将来構想について 

(1) 平成 26 年度に国立 4 高専の専攻科ジョイントフォーラムを開催したが、福岡 3 高専での連携

協力の取組を行っていくことも必要である。 
(2) 入口と出口の確保をしっかり行っていくことが大事である。 

 
Ⅴ その他 

自己収入の増加に向けた具体的な他機関との連携についてはこれから取り組んでいくことになるが、

運営協議会委員の指摘のとおり、本校の窓口機能の強化を行っていくことも必要である。 
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予
定

1
名

）の
見

学
希

望
が

あ
り

、
学

内
視

察
を

実
施

し
た

。

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

Ａ
・改

組
チ

ラ
シ

を
配

布
し

て
い

る
が

、
改

組
の

内
容

が
さ

ら
に

よ
く
わ

か
る

よ
う

な
チ

ラ
シ

を
作

成
し

、
中

学
校

に
再

度
配

布
す

る
な

ど
改

組
に

つ
い

て
具

体
的

な
Ｐ

Ｒ
が

必
要

で
は

な
か

っ
た

か
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

内
容

を
更

新
し

た
チ

ラ
シ

等
を

作
成

し
、

教
育

委
員

会
は

じ
め

コ
ア

と
な

る
広

報
先

を
お

さ
え

、
北

九
州

市
内

外
を

含
め

広
く
高

専
を

知
っ

て
も

ら
う

広
報

活
動

を
継

続
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

○
中

学
校

教
員

や
学

習
塾

講
師

を
対

象
に

し
た

入
試

説
明

会
、

中
学

校
訪

問
、

近
隣

高
専

と
の

合
同

入
試

説
明

会
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。
（
女

子
中

学
生

向
け

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
の

利
活

用
を

含
む

）
○

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
、

出
前

授
業

、
公

開
講

座
の

募
集

方
法

や
実

施
内

容
を

検
討

し
、

志
願

者
確

保
に

向
け

た
継

続
的

な
取

組
み

を
行

う
。

○
本

校
で

行
う

各
種

説
明

会
等

に
お

い
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

そ
の

デ
ー

タ
を

調
査

・
分

析
し

教
職

員
で

情
報

共
有

す
る

。

A
・中

学
校

訪
問

に
お

い
て

、
訪

問
が

必
要

な
中

学
校

や
地

区
（特

に
筑

豊
・
田

川
地

区
）
が

漏
れ

て
い

な
い

か
、

ま
た

訪
問

箇
所

に
つ

い
て

も
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

。
・合

同
入

試
説

明
会

を
福

岡
３

高
専

で
行

っ
て

い
る

が
、

将
来

的
に

は
西

日
本

地
区

を
視

野
に

入
れ

た
開

催
、

他
高

専
と

の
連

携
を

検
討

し
て

は
と

い
う

意
見

が
あ

っ
た

。
・高

専
女

子
百

科
jr
.を

は
じ

め
、

女
子

中
学

生
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

の
利

活
用

に
お

い
て

、
入

学
に

関
す

る
フ

ォ
ロ

ー
は

あ
る

が
、

進
学

・就
職

に
関

す
る

フ
ォ

ロ
ー

が
さ

れ
て

い
な

い
の

で
は

な
い

か
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
就

職
先

を
記

載
す

る
な

ど
の

工
夫

も
必

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

も
出

口
確

保
に

し
っ

か
り

取
り

組
む

こ
と

も
必

要
で

あ
る

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。

○
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

内
容

を
見

直
し

文
字

数
を

減
ら

し
、

見
や

す
い

よ
う

に
工

夫
し

た
。

W
e
bか

ら
応

募
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

ま
た

応
募

フ
ォ

ー
ム

を
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
に

付
け

て
、

記
入

後
簡

単
に

申
込

み
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

〇
夏

の
公

開
講

座
で

は
、

中
学

生
ば

か
り

で
な

く
小

学
生

を
も

対
象

と
し

た
講

座
を

開
講

し
た

。
ま

た
、

北
九

州
市

内
の

小
中

学
校

に
公

開
講

座
の

チ
ラ

シ
を

送
付

、
近

隣
の

小
学

校
に

直
接

出
向

い
て

チ
ラ

シ
を

配
布

し
た

。
ま

た
、

小
倉

北
区

及
び

小
倉

南
区

の
区

役
所

に
出

向
き

、
市

民
セ

ン
タ

ー
で

の
掲

示
依

頼
も

行
っ

た
。

近
隣

の
学

童
保

育
に

チ
ラ

シ
を

配
布

し
、

案
内

を
行

っ
た

。

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
点

検
・
評

価
結

果

A
:達

成
し

て
い

る
　

　
B

:達
成

し
て

い
る

が
報

告
が

不
十

分
C

：
計

画
に

対
す

る
報

告
が

な
く
達

成
が

見
え

な
い

平
成
2
6
年
度
　
年
度
計
画
実
績
報
告
の
点
検
・
評
価
結
果

平
成

2
6
年

度
　

年
度

計
画

主
担

当
組

織

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

教
務

委
員

会
：学

生
課

教
務

係

平
成

2
6
年

度
　

実
績

報
告

〇
平

成
２

７
年

度
か

ら
の

改
組

に
伴

う
広

報
を

福
岡

県
内

及
び

県
外

の
近

隣
市

町
村

へ
広

報
紙

（
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
）
を

配
布

し
改

組
の

周
知

を
行

っ
た

。
（
７

月
１

４
日

）
〇

学
校

説
明

会
・
8
月

2
5
日

：
北

九
州

市
内

及
び

近
隣

市
町

村
の

中
学

校
教

諭
を

対
象

と
し

た
説

明
会

（
出

席
者

は
昨

年
度

と
同

程
度

）
・
9
月

1
2
日

：
北

九
州

市
内

及
び

近
隣

の
学

習
塾

を
対

象
と

し
た

説
明

会
（
出

席
者

は
昨

年
度

よ
り

や
や

増
加

）
・
9
月

2
7
日

：
福

岡
３

高
専

合
同

で
福

岡
市

内
及

び
そ

の
周

辺
中

学
校

の
中

学
生

、
保

護
者

、
教

諭
を

対
象

と
し

た
説

明
会

・
各

中
学

校
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

本
校

教
員

を
説

明
会

に
派

遣
（
２

１
件

）
上

記
学

校
説

明
会

で
は

、
本

校
の

説
明

に
加

え
、

北
九

州
高

専
に

な
い

学
科

の
紹

介
、

ロ
ボ

コ
ン

等
各

種
コ

ン
テ

ス
ト

の
実

施
等

全
国

5
1
高

専
の

一
体

感
等

を
示

し
、

全
国

か
ら

中
学

生
に

熱
い

視
線

を
送

っ
て

い
る

事
を

強
調

説
明

し
た

。
○

中
学

校
訪

問
・
北

九
州

市
内

及
び

近
隣

の
市

町
村

の
１

６
０

校
超

の
中

学
校

へ
本

校
助

教
以

上
の

教
員

が
訪

問
し

、
北

九
州

高
専

の
説

明
及

び
「
高

専
」
に

つ
い

て
周

知
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
、

入
試

関
連

情
報

の
提

供
と

地
域

の
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

そ
の

他
、

受
験

に
あ

た
り

個
人

的
な

学
校

見
学

の
申

し
出

や
、

施
設

見
学

・
課

外
活

動
体

験
等

の
対

応
を

行
っ

た
。

○
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

・
模

擬
授

業
を

中
心

と
す

る
夏

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
8
月

3
0
日

に
実

施
し

、
6
3
6
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

・
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
1
0
月

1
1
日

・
1
2
日

に
実

施
し

、
5
7
7
名

の
参

加
者

が
あ

っ
た

。
ま

た
、

保
護

者
・
中

学
校

教
員

を
対

象
と

し
た

入
試

懇
談

会
も

実
施

し
２

７
年

度
か

ら
の

改
組

に
つ

い
て

説
明

し
た

。
・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
に

、
高

専
女

子
学

生
と

女
子

中
学

生
・
保

護
者

と
の

懇
談

会
を

実
施

し
た

。
・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

関
連

情
報

を
W

e
bサ

イ
ト

に
適

宜
更

新
の

上
掲

載
し

た
。

○
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

「
在

校
生

に
よ

る
高

専
紹

介
・
質

問
コ

ー
ナ

ー
」
、

寮
生

会
役

員
に

よ
る

寮
の

紹
介

を
行

っ
た

。
ま

た
、

学
生

会
が

作
成

し
た

高
専

学
生

の
年

間
行

事
等

を
紹

介
す

る
ビ

デ
オ

を
上

映
し

参
加

者
に

学
生

生
活

に
つ

い
て

周
知

し
た

。
〇

出
前

授
業

・
北

九
州

市
内

の
中

学
校

か
ら

の
依

頼
に

よ
り

出
前

授
業

を
実

施
し

た
。

（
３

校
）

〇
学

校
見

学
の

受
け

入
れ

・
9
月

1
7
日

：
福

岡
県

行
橋

市
立

泉
中

学
校

P
T
A

約
4
8
名

の
保

護
者

の
訪

問
が

あ
っ

た
。

・
1
0
月

2
日

：
北

九
州

市
若

松
区

の
若

松
母

の
会

か
ら

本
校

を
見

学
し

た
い

旨
の

申
し

出
が

あ
り

、
中

学
生

の
保

護
者

3
0
名

の
訪

問
が

あ
っ

た
。

・
1
1
月

7
日

：
福

岡
県

立
福

岡
工

業
高

等
学

校
工

業
進

学
コ

ー
ス

の
生

徒
4
0
名

、
教

員
2
名

の
訪

問
が

あ
っ

た
。

○
北

九
州

高
専

版
の

「
高

専
女

子
百

科
J
r」

を
制

作
し

、
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
配

付
し

た
。

〇
夏

季
ｵ

ｰ
ﾌ
ﾟﾝ

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ

ﾟｽ
で

実
施

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
を

集
計

・
分

析
し

た
結

果
を

教
職

員
へ

周
知

し
、

情
報

の
共

有
を

図
っ

た
。
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表
 4

評
価

評
価

・
コ

メ
ン

ト
特

長
あ

る
取

組
み

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
点

検
・
評

価
結

果
平

成
2
6
年

度
　

年
度

計
画

主
担

当
組

織
平

成
2
6
年

度
　

実
績

報
告

○
ポ

ス
タ

ー
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、

マ
ス

コ
ミ

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
横

の
掲

示
板

な
ど

を
活

用
し

て
、

学
校

活
動

の
広

報
を

強
化

す
る

。
○

ポ
ス

タ
ー

、
チ

ラ
シ

、
マ

ス
コ

ミ
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
十

分
に

活
用

し
た

。
○

グ
ラ

ン
ド

側
の

掲
示

板
を

利
用

し
て

、
本

校
学

生
・近

隣
住

民
に

対
し

て
、

学
生

の
表

彰
、

学
校

行
事

の
案

内
ポ

ス
タ

ー
な

ど
を

そ
の

都
度

作
成

し
、

掲
示

し
た

。
○

北
九

州
市

内
の

中
学

校
に

ポ
ス

タ
ー

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

送
付

を
行

っ
た

。
○

テ
レ

ビ
で

特
集

さ
れ

た
学

校
紹

介
の

Ｄ
Ｖ

Ｄ
を

秋
の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
会

場
内

で
放

映
し

、
来

場
者

に
学

校
活

動
の

一
部

を
ア

ピ
ー

ル
し

た
。

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

A
・学

校
紹

介
用

の
た

め
の

配
布

用
Ｄ

Ｖ
Ｄ

作
成

の
必

要
性

に
つ

い
て

意
見

が
あ

り
、

審
議

し
た

結
果

、
以

下
の

結
果

を
得

た
。

配
布

さ
れ

た
D

V
D

は
見

る
の

に
手

間
・
時

間
が

か
か

り
そ

れ
ほ

ど
見

ら
れ

ず
、

配
布

も
大

変
で

あ
り

、
効

率
的

と
は

言
え

な
い

。
配

布
用

Ｄ
Ｖ

Ｄ
を

作
成

す
る

の
で

は
な

く
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

程
度

の
短

時
間

の
学

校
紹

介
の

ビ
デ

オ
を

ア
ッ

プ
し

て
お

く
方

が
効

果
的

で
あ

る
。

ま
た

、
外

部
か

ら
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

の
「志

遠
」が

よ
く
見

ら
れ

て
い

る
の

で
、

そ
の

こ
と

も
意

識
し

た
紙

面
づ

く
り

も
大

切
で

あ
る

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
短

時
間

の
ビ

デ
オ

作
成

の
検

討
や

学
校

紹
介

の
チ

ラ
シ

や
広

報
誌

の
内

容
を

充
実

さ
せ

外
部

の
方

が
見

て
も

魅
力

あ
る

も
の

を
作

成
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

○
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

（
入

学
者

受
入

れ
方

針
）
に

つ
い

て
、

「
求

め
る

学
生

像
」

と
「
入

学
者

選
抜

の
基

本
方

針
」
を

分
離

掲
載

し
、

受
験

者
へ

の
的

確
な

周
知

を
図

る
。

○
「
入

学
者

選
抜

の
基

本
方

針
」
の

適
切

な
選

抜
方

法
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
検

討
結

果
を

も
と

に
審

議
す

る
。

○
改

組
に

伴
い

出
願

提
出

書
類

等
の

様
式

を
検

討
し

、
募

集
要

項
に

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
と

し
て

、
「北

九
州

高
専

が
求

め
る

学
生

像
」と

「入
学

者
選

抜
の

基
本

方
針

」を
区

別
し

て
記

載
し

わ
か

り
や

す
い

よ
う

に
変

更
し

た
。

○
「入

学
者

選
抜

の
基

本
方

針
」の

適
切

な
選

抜
方

法
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
検

討
結

果
を

も
と

に
審

議
し

て
い

る
。

推
薦

合
格

者
の

割
合

等
に

つ
い

て
審

議
を

継
続

中
で

あ
る

。

入
学

試
験

委
員

会
：学

生
課

教
務

係 専
攻

科
委

員
会

：学
生

課
教

務
係

A

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

等
○

産
業

界
の

人
材

需
要

や
学

生
の

ニ
ー

ズ
等

を
踏

ま
え

、
本

科
の

高
度

化
・
再

編
な

ら
び

に
専

攻
科

の
高

度
化

・
再

編
を

実
現

す
る

。

○
継

続
し

て
い

る
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
（専

攻
科

特
論

II,
 I
II
）の

他
、

高
専

機
構

「企
業

技
術

者
等

活
用

プ
ロ

グ
ラ

ム
」に

よ
る

産
学

連
携

共
同

教
育

の
採

択
を

受
け

、
専

攻
科

で
の

「先
端

的
低

炭
素

化
技

術
特

論
（専

攻
科

特
論

Ⅳ
）」

を
行

っ
た

。
○

地
元

企
業

・他
大

学
・市

と
の

連
携

に
よ

る
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

と
連

携
し

た
企

業
の

現
役

技
術

者
に

よ
る

育
成

講
座

を
継

続
開

催
し

た
。

専
攻

科
委

員
会

：学
生

課
教

務
係

教
務

委
員

会
：学

生
課

教
務

係
高

度
化

・再
編

等
検

討
Ｗ

Ｇ
：総

務
課

課
長

補
佐

Ａ
・分

野
や

領
域

を
広

げ
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

以
外

に
も

地
元

企
業

・他
大

学
・
市

と
の

連
携

に
よ

る
育

成
講

座
を

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

ま
た

F
A

IS
と

の
連

携
に

よ
る

電
子

技
術

者
育

成
講

座
や

北
九

州
市

と
情

報
系

企
業

と
の

連
携

に
よ

る
高

度
IC

T
人

材
育

成
講

座
も

実
施

さ
れ

て
お

り
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
も

実
績

報
告

に
あ

げ
て

良
い

の
で

は
な

い
か

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
さ

ら
に

、
こ

れ
ら

の
取

組
を

一
部

の
学

科
だ

け
で

行
う

の
で

な
く
、

学
校

全
体

と
し

て
取

り
組

む
こ

と
、

全
学

的
な

周
知

も
必

要
で

あ
る

と
の

意
見

が
出

さ
れ

た
。

○
本

科
の

高
度

化
・
再

編
に

当
た

り
、

低
学

年
で

の
共

通
教

育
、

上
学

年
で

の
専

門
教

育
の

実
施

体
制

を
構

築
す

る
。

○
専

攻
科

の
高

度
化

・
再

編
に

当
た

り
、

教
育

組
織

と
教

育
内

容
を

構
築

す
る

。
○

各
種

ニ
ー

ズ
を

適
切

に
把

握
す

る
組

織
体

制
を

構
築

す
る

。

○
平

成
27

年
度

か
ら

、
本

科
・専

攻
科

の
高

度
化

・再
編

に
伴

い
、

本
科

5学
科

か
ら

1学
科

へ
、

専
攻

科
3
専

攻
か

ら
1
専

攻
へ

移
行

し
た

。
○

高
度

化
・再

編
等

検
討

W
G

が
中

心
と

な
り

、
各

種
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

た
。

教
務

委
員

会
：学

生
課

教
務

係
専

攻
科

委
員

会
：学

生
課

教
務

係
高

度
化

・再
編

等
検

討
Ｗ

Ｇ
：総

務
課

課
長

補
佐

Ａ
・高

度
化

再
編

W
G

が
中

心
と

な
り

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
た

と
の

報
告

に
つ

い
て

、
新

た
に

構
築

し
た

組
織

体
制

で
こ

れ
ら

の
検

証
を

行
う

こ
と

が
今

後
必

要
で

あ
る

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。

○
入

学
志

願
者

に
関

わ
る

調
査

、
入

試
選

抜
方

法
に

関
わ

る
成

績
デ

ー
タ

等
の

分
析

に
つ

い
て

、
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

協
力

を
得

た
継

続
検

討
を

行
う

。
○

女
子

中
学

生
向

け
の

各
種

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
利

活
用

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
の

懇
談

会
実

施
な

ど
、

女
子

学
生

志
願

者
確

保
に

向
け

た
継

続
的

取
組

み
を

行
う

。
○

女
子

寮
に

お
け

る
学

習
環

境
の

改
善

の
た

め
、

現
在

作
法

室
と

し
て

設
置

さ
れ

て
い

る
部

屋
の

、
学

習
室

と
し

て
の

整
備

を
検

討
す

る
。

○
図

書
館

女
子

ト
イ

レ
の

改
修

を
計

画
す

る
。

○
女

子
学

生
志

願
者

の
確

保
・秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

開
催

時
に

女
子

学
生

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
、

女
子

中
学

生
を

対
象

に
在

学
女

子
学

生
が

高
専

生
活

に
つ

い
て

の
質

問
や

相
談

に
答

え
る

と
と

も
に

、
女

子
中

学
生

へ
モ

ノ
づ

く
り

体
験

を
し

て
も

ら
っ

た
。

（参
加

者
は

、
女

子
中

学
生

５
７

名
、

保
護

者
２

０
名

）
ま

た
、

女
子

学
生

寮
の

説
明

を
女

子
学

生
が

実
施

し
た

。
・卒

業
後

の
活

躍
、

大
学

編
入

、
大

学
院

進
学

を
視

野
に

入
れ

な
が

ら
中

学
校

側
に

Ｐ
Ｒ

活
動

を
行

っ
た

。
○

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
実

行
委

員
会

を
中

心
に

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
計

画
、

実
施

し
た

。
ま

た
、

W
eb

サ
イ

ト
の

充
実

を
図

っ
た

。
○

K
C

T
ガ

ー
ル

ズ
を

結
成

し
、

北
九

州
高

専
版

の
「高

専
女

子
百

科
J
r」

20
14

年
版

を
制

作
し

、
（K

C
T
ガ

ー
ル

ズ
の

H
P

を
制

作
中

）、
女

子
志

願
者

増
加

に
向

け
た

P
R

に
利

用
し

て
い

る
。

ま
た

、
機

構
作

成
の

女
子

中
学

生
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（キ

ラ
キ

ラ
高

専
ガ

ー
ル

ズ
）
を

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
・高

専
祭

な
ど

、
中

学
生

や
保

護
者

が
来

校
す

る
と

き
に

配
布

し
た

。
〇

作
法

室
内

の
不

要
品

の
廃

棄
等

を
行

い
、

寮
生

会
の

リ
ー

ダ
ー

研
修

に
お

い
て

、
作

法
室

を
学

習
室

に
す

る
た

め
の

方
策

や
ア

イ
デ

ア
に

つ
い

て
話

し
合

っ
た

。
○

熊
本

高
専

熊
本

キ
ャ

ン
パ

ス
の

女
子

学
生

と
交

流
会

を
実

施
し

、
自

ら
の

学
生

生
活

充
実

と
女

子
学

生
確

保
に

向
け

た
情

報
交

換
を

行
っ

て
い

る
。

○
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

女
子

学
生

志
願

者
と

在
校

生
・教

員
と

の
入

試
懇

談
会

を
実

施
。

女
子

入
学

生
に

、
入

学
前

に
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
。

○
公

開
講

座
で

女
子

中
学

生
を

対
象

に
し

た
も

の
づ

く
り

体
験

講
座

を
開

講
、

女
子

在
校

生
・教

員
と

の
ふ

れ
あ

い
を

通
し

て
高

専
を

P
R

し
た

。
〇

図
書

館
利

用
者

（学
外

や
海

外
の

方
を

含
む

。
）の

た
め

、
図

書
館

の
女

子
ト

イ
レ

だ
け

で
な

く
男

子
ト

イ
レ

も
洋

式
便

器
に

取
り

替
え

た
。

入
学

試
験

委
員

会
：学

生
課

教
務

係 広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

学
生

寮
委

員
会

：学
生

課
寮

務
係

図
書

館
専

門
委

員
会

：学
生

課
図

書
係

A
・図

書
館

の
女

子
ト

イ
レ

の
改

修
は

さ
れ

て
い

る
が

、
学

内
の

各
棟

の
何

階
に

女
子

ト
イ

レ
が

あ
る

か
等

案
内

板
が

わ
か

り
づ

ら
い

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
こ

れ
に

対
し

て
は

行
事

の
時

な
ど

に
案

内
板

が
出

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
・女

子
中

学
生

向
け

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

利
活

用
に

つ
い

て
は

、
進

学
・就

職
に

関
す

る
フ

ォ
ロ

ー
が

な
い

の
で

は
な

い
か

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

記
載

に
工

夫
が

必
要

で
は

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
・入

学
志

願
者

に
関

わ
る

調
査

、
入

試
選

抜
方

法
に

関
わ

る
成

績
デ

ー
タ

等
の

分
析

に
つ

い
て

は
、

今
年

度
も

継
続

し
て

検
討

を
行

う
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・熊

本
高

専
熊

本
キ

ャ
ン

パ
ス

の
女

子
学

生
と

の
交

流
会

の
実

施
は

、
よ

い
取

組
で

あ
り

、
今

後
も

、
継

続
し

て
実

施
さ

れ
る

と
よ

い
。

◎
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表
 4

評
価

評
価

・
コ

メ
ン

ト
特

長
あ

る
取

組
み

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
点

検
・
評

価
結

果
平

成
2
6
年

度
　

年
度

計
画

主
担

当
組

織
平

成
2
6
年

度
　

実
績

報
告

○
共

通
分

野
科

目
に

関
す

る
学

科
間

の
協

力
体

制
に

つ
い

て
、

学
習

到
達

度
試

験
や

実
力

テ
ス

ト
（
本

校
独

自
に

4
月

と
9
月

に
実

施
）
の

結
果

を
教

育
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

せ
、

学
力

と
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
に

活
用

す
る

。
○

技
術

者
と

し
て

必
要

と
な

る
英

語
力

の
伸

長
を

図
る

。
○

本
校

に
お

け
る

、
こ

れ
ま

で
実

施
し

て
き

た
T
O

E
IC

関
連

教
育

の
効

果
を

確
認

す
る

。

○
複

数
学

科
に

存
在

す
る

類
似

科
目

に
つ

い
て

、
平

成
23

年
度

か
ら

継
続

し
て

担
当

教
員

で
協

力
し

た
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
○

専
攻

科
で

は
、

外
国

人
講

師
に

よ
る

英
語

に
よ

る
専

門
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
一

部
の

専
攻

科
科

目
で

は
、

部
分

的
に

英
語

に
よ

る
授

業
を

試
み

て
い

る
。

○
理

科
の

科
目

間
連

絡
会

議
で

協
議

し
た

結
果

、
学

習
到

達
度

試
験

に
つ

い
て

の
学

生
へ

の
周

知
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

か
ら

再
取

組
を

始
め

る
こ

と
と

し
て

、
今

年
は

到
達

度
試

験
の

過
去

問
題

を
物

理
関

係
教

科
の

課
題

と
す

る
こ

と
と

し
た

。
次

年
度

以
降

は
、

試
験

結
果

も
科

目
の

成
績

評
価

の
一

部
に

取
り

込
む

こ
と

と
し

、
学

習
へ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ア
ッ

プ
の

材
料

と
す

る
こ

と
と

し
た

。
2年

生
に

対
し

て
は

、
現

行
の

実
力

テ
ス

ト
に

加
え

、
物

理
教

科
に

お
い

て
も

年
2回

の
実

力
テ

ス
ト

同
様

の
テ

ス
ト

を
導

入
し

、
物

理
科

目
の

評
価

の
一

部
と

学
習

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ア
ッ

プ
を

図
っ

た
。

○
こ

れ
ま

で
実

施
し

て
き

た
T
O

E
IC

関
連

教
育

の
効

果
を

確
認

し
、

学
年

と
と

も
に

英
語

力
が

伸
び

て
い

る
の

を
明

ら
か

に
で

き
た

。
今

後
も

、
継

続
し

て
T
O

E
IC

を
活

用
し

て
い

く
。

教
務

委
員

会
：学

生
課

教
務

係

A
・実

績
報

告
に

「理
科

の
科

目
間

連
絡

会
議

で
協

議
し

た
結

果
、

学
習

到
達

度
試

験
に

つ
い

て
～

」と
あ

る
が

、
説

明
が

長
く
、

簡
潔

に
報

告
を

し
て

は
ど

う
か

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
・T

O
E
IC

関
連

教
育

の
効

果
の

状
況

報
告

に
お

い
て

、
T
O

E
IC

導
入

時
か

ら
の

教
育

的
効

果
を

毎
年

の
結

果
を

含
め

て
検

証
し

た
報

告
を

し
、

効
果

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
望

ま
れ

る
。

ま
た

英
語

力
が

あ
が

っ
た

か
ど

う
か

の
検

証
に

つ
い

て
は

、
一

つ
の

学
年

を
過

去
の

同
じ

学
年

の
デ

ー
タ

と
比

較
し

、
分

析
と

検
証

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

T
O

E
IC

を
取

り
入

れ
た

こ
と

に
よ

る
教

育
効

果
の

客
観

的
な

分
析

と
検

証
を

行
い

、
そ

れ
ら

を
教

員
へ

周
知

し
、

次
へ

向
け

て
の

検
討

を
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・技

術
者

と
し

て
必

要
と

な
る

英
語

力
の

伸
長

を
図

る
実

績
報

告
と

し
て

、
国

立
４

高
専

専
攻

科
ジ

ョ
イ

ン
ト

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

お
い

て
実

施
し

た
特

別
講

演
（英

語
に

よ
る

専
門

授
業

）
も

実
績

報
告

に
あ

げ
て

良
い

の
で

は
な

い
か

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。

○
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

に
加

え
、

各
学

年
で

学
生

自
ら

の
達

成
度

を
計

る
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
を

検
討

す
る

。
○

達
成

度
点

検
の

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
つ

い
て

F
D

専
門

部
会

で
検

討
し

、
学

年
ご

と
の

点
検

を
行

っ
た

。
H

27
年

度
以

降
も

、
本

取
り

組
み

を
継

続
す

る
こ

と
と

し
た

。
Ｆ

Ｄ
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

A

○
高

専
体

育
大

会
、

高
校

体
育

大
会

、
ロ

ボ
コ

ン
、

プ
ロ

コ
ン

、
デ

ザ
コ

ン
、

C
A

D
コ

ン
、

プ
レ

コ
ン

な
ど

へ
の

参
加

に
対

し
て

支
援

す
る

。
○

九
州

沖
縄

地
区

高
専

体
育

大
会

で
の

本
校

担
当

競
技

に
つ

い
て

、
円

滑
に

開
催

す
る

。
○

平
成

2
7
年

度
全

国
高

専
体

育
大

会
の

本
校

担
当

競
技

の
開

催
準

備
を

進
め

る
。

○
高

専
体

育
大

会
地

区
１

３
４

名
お

よ
び

全
国

７
７

名
、

高
校

体
育

大
会

４
名

、
ロ

ボ
コ

ン
１

６
名

、
プ

ロ
コ

ン
３

名
、

デ
ザ

コ
ン

３
名

、
３

Ｄ
プ

リ
ン

タ
６

名
の

交
通

費
等

補
助

を
行

っ
た

。
○

平
成

２
６

年
度

九
州

沖
縄

地
区

高
専

体
育

大
会

を
滞

り
な

く
運

営
し

た
。

○
平

成
２

７
年

度
全

国
高

専
体

育
大

会
の

準
備

を
進

め
て

い
る

。

厚
生

補
導

委
員

会
：学

生
課

学
生

係

A

○
本

科
に

お
い

て
、

社
会

奉
仕

体
験

活
動

や
自

然
体

験
活

動
へ

の
参

加
等

、
学

生
の

多
様

な
学

習
や

課
外

活
動

へ
の

取
組

み
を

継
続

的
に

検
討

す
る

。
○

北
九

州
市

子
ど

も
家

庭
局

青
少

年
課

青
少

年
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
主

催
の

「夏
休

み
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
」を

学
内

に
周

知
し

、
今

年
も

参
加

し
て

い
る

。
○

学
生

会
役

員
の

学
生

が
毎

年
参

加
し

て
い

る
。

○
毎

年
、

新
入

生
集

団
宿

泊
研

修
を

山
口

徳
地

青
少

年
自

然
の

家
で

行
い

、
１

年
生

約
２

０
０

名
の

体
験

的
学

習
を

行
っ

た
。

○
本

科
に

お
い

て
、

社
会

奉
仕

体
験

活
動

や
自

然
体

験
活

動
へ

の
参

加
等

、
学

生
の

多
様

な
学

習
や

課
外

活
動

へ
の

取
組

み
を

継
続

的
に

検
討

し
た

。

厚
生

補
導

委
員

会
：学

生
課

学
生

係

Ｂ
・学

生
会

役
員

の
学

生
が

毎
年

参
加

し
て

い
る

と
あ

る
が

、
何

に
参

加
し

た
か

の
報

告
が

な
い

。
・市

の
要

請
に

よ
る

勝
山

公
園

で
の

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

点
灯

や
平

尾
台

で
の

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

点
灯

や
ま

つ
り

み
な

み
へ

の
地

域
行

事
へ

の
参

加
実

績
が

あ
り

、
年

度
計

画
に

社
会

奉
仕

体
験

や
自

然
体

験
活

動
だ

け
で

な
く
、

地
域

行
事

へ
の

参
加

も
計

画
に

あ
げ

る
と

よ
い

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
・郵

便
友

の
会

と
ブ

ラ
バ

ン
に

よ
る

養
護

老
人

ホ
ー

ム
徳

寿
園

へ
の

訪
問

も
社

会
奉

仕
体

験
活

動
実

績
報

告
に

あ
げ

ら
れ

る
と

の
指

摘
が

あ
っ

た
。

（
３

）
優

れ
た

教
員

の
確

保
○

優
れ

た
教

員
を

確
保

す
る

た
め

、
多

様
な

背
景

と
経

験
を

持
つ

者
の

採
用

を
図

る
。

情
報

シ
ス

テ
ム

コ
ー

ス
（旧

電
子

制
御

工
学

科
）で

は
、

Ｈ
26

年
度

中
に

女
性

教
員

１
名

を
選

考
採

用
し

た
。

物
質

化
学

コ
ー

ス
（
旧

物
質

化
学

工
学

科
）
で

は
、

H
2
6

年
度

中
に

女
性

教
員

１
名

を
選

考
し

、
Ｈ

27
.4

.1
で

採
用

し
た

。
採

用
し

た
教

員
は

企
業

、
研

究
所

で
の

研
究

員
の

経
験

の
あ

る
多

様
な

経
験

を
有

す
る

人
物

で
あ

っ
た

。

人
事

委
員

会
：総

務
課

人
事

係

Ａ
・優

れ
た

教
員

の
確

保
で

は
、

本
校

で
ど

の
よ

う
な

人
材

が
求

め
ら

れ
て

い
る

の
か

検
討

し
、

戦
略

を
立

て
て

今
後

の
計

画
を

作
り

上
げ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 ・
各

コ
ー

ス
の

教
員

採
用

で
は

、
必

要
な

分
野

の
優

れ
た

教
員

を
確

保
す

る
よ

う
に

考
慮

し
て

選
考

を
行

っ
て

い
る

が
、

本
校

や
高

専
全

体
を

取
り

巻
く
状

況
を

踏
ま

え
て

、
何

が
求

め
ら

れ
て

い
る

の
か

を
よ

く
確

認
し

た
上

で
、

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
・採

用
選

考
時

に
、

授
業

ス
キ

ル
を

見
極

め
る

た
め

に
、

コ
ー

ス
に

よ
っ

て
は

模
擬

授
業

を
行

う
な

ど
取

り
組

ん
で

い
る

。
候

補
者

の
資

質
を

見
極

め
る

上
で

の
一

つ
の

手
段

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。
・実

績
報

告
の

中
に

女
性

教
員

を
採

用
し

た
と

あ
る

が
、

優
れ

た
教

員
の

確
保

の
実

績
報

告
で

は
な

く
、

女
性

教
員

の
確

保
の

実
績

報
告

に
あ

げ
る

べ
き

で
あ

る
。

○
人

事
交

流
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

を
検

証
し

、
他

高
専

・
技

科
大

と
の

人
事

交
流

を
引

続
き

推
進

す
る

。
○

一
般

科
目

に
お

い
て

は
、

昨
年

度
の

数
学

教
員

の
交

流
派

遣
に

続
き

、
今

年
度

は
社

会
科

教
員

の
人

事
交

流
を

受
け

入
れ

た
。

次
年

度
も

英
語

教
員

の
受

け
入

れ
を

行
う

予
定

で
あ

り
、

継
続

し
て

人
事

交
流

が
活

か
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

以
前

高
専

間
人

事
交

流
で

受
け

入
れ

た
理

科
教

員
と

は
、

現
在

も
教

育
研

究
で

の
協

力
関

係
が

継
続

し
て

持
た

れ
て

い
る

。
○

平
成

26
年

度
、

他
高

専
と

の
人

事
交

流
と

し
て

、
1名

の
派

遣
、

1名
の

受
入

を
行

っ
た

。

人
事

委
員

会
：総

務
課

人
事

係

Ａ
・人

事
交

流
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

は
、

人
的

交
流

や
つ

な
が

り
、

人
事

交
流

し
た

教
員

の
取

り
組

み
姿

勢
の

変
化

等
が

あ
げ

ら
れ

る
。

一
方

で
人

事
交

流
が

本
校

の
教

育
研

究
力

の
ア

ッ
プ

な
ど

、
学

校
全

体
の

実
績

向
上

や
改

善
に

つ
な

が
る

よ
う

に
す

る
必

要
が

あ
る

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
・必

ず
各

コ
ー

ス
に

お
い

て
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

で
人

事
交

流
に

行
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

状
況

で
は

、
高

専
の

よ
う

な
小

規
模

校
で

は
残

さ
れ

た
先

生
方

の
負

担
が

大
き

く
な

る
デ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

・人
事

交
流

に
出

て
い

る
コ

ー
ス

に
対

す
る

サ
ポ

ー
ト

を
も

っ
と

考
え

て
も

ら
え

る
と

よ
い

。
・同

じ
分

野
の

教
員

の
入

れ
替

え
が

で
き

る
と

よ
い

が
、

そ
の

よ
う

な
事

例
は

多
く
な

い
。

・予
算

や
非

常
勤

講
師

の
削

減
の

影
響

も
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

・人
事

交
流

す
る

こ
と

は
大

切
で

あ
る

が
、

保
留

の
時

も
あ

っ
て

い
い

の
で

は
な

い
か

。
学

校
全

体
の

負
担

を
考

え
、

毎
年

順
番

に
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

し
派

遣
す

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

見
直

し
て

は
ど

う
か

。
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表
 4

評
価

評
価

・
コ

メ
ン

ト
特

長
あ

る
取

組
み

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
点

検
・
評

価
結

果
平

成
2
6
年

度
　

年
度

計
画

主
担

当
組

織
平

成
2
6
年

度
　

実
績

報
告

○
専

門
科

目
（
理

系
の

一
般

科
目

を
含

む
。

以
下

同
じ

。
）
に

つ
い

て
は

、
博

士
の

学
位

を
持

つ
者

や
技

術
士

等
の

職
業

上
の

高
度

の
資

格
を

持
つ

者
、

理
系

以
外

の
一

般
科

目
に

つ
い

て
は

、
修

士
以

上
の

学
位

を
持

つ
者

や
民

間
企

業
等

に
お

け
る

経
験

を
通

し
て

高
度

な
実

務
能

力
を

持
つ

者
な

ど
優

れ
た

教
育

力
を

有
す

る
者

を
採

用
す

る
。

こ
の

要
件

に
合

致
す

る
者

の
割

合
が

専
門

科
目

担
当

の
教

員
に

つ
い

て
は

全
体

と
し

て
７

０
％

、
理

系
以

外
の

一
般

科
目

担
当

の
教

員
に

つ
い

て
は

全
体

と
し

て
８

０
％

を
そ

れ
ぞ

れ
下

回
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

○
専

門
科

目
に

つ
い

て
は

、
博

士
学

位
取

得
者

若
し

く
は

取
得

予
定

者
を

公
募

条
件

と
し

、
一

般
科

目
に

つ
い

て
は

、
修

士
以

上
の

学
位

取
得

者
を

公
募

条
件

と
し

た
。

人
事

委
員

会
：総

務
課

人
事

係

Ｂ
・実

績
報

告
で

は
公

募
条

件
と

し
た

と
あ

る
の

み
で

、
実

際
に

採
用

し
た

人
が

条
件

に
対

し
て

ど
う

で
あ

っ
た

か
の

報
告

が
必

要
で

あ
る

。
・現

状
に

お
い

て
要

件
に

合
致

す
る

割
合

が
何

％
で

あ
る

か
の

確
認

と
報

告
が

必
要

で
あ

る
。

・博
士

の
学

位
に

お
い

て
、

博
士

学
位

の
取

得
者

が
増

え
た

こ
と

に
よ

り
、

質
の

低
下

が
言

わ
れ

て
い

る
中

で
、

必
ず

し
も

博
士

イ
コ

ー
ル

優
秀

と
は

限
ら

な
く
な

っ
て

き
て

い
る

た
め

、
博

士
の

内
容

に
つ

い
て

も
見

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
女

性
教

職
員

に
配

慮
し

た
施

設
の

整
備

を
推

進
す

る
。

○
教

員
公

募
に

際
し

、
女

性
の

み
の

公
募

や
評

価
が

同
等

の
場

合
の

優
先

的
な

採
用

・
登

用
等

を
一

層
進

め
る

。
○

高
専

教
員

の
公

募
拡

大
を

図
る

た
め

、
高

専
に

お
い

て
、

高
専

の
教

員
職

の
就

業
体

験
（
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
）
受

入
事

業
を

企
画

・
実

施
す

る
。

〇
図

書
館

の
女

性
用

ト
イ

レ
の

改
修

（和
式

か
ら

洋
式

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
）を

行
っ

た
。

・女
性

教
員

採
用

に
向

け
、

5
月

に
機

構
本

部
が

主
催

し
た

国
立

高
専

教
員

募
集

合
同

説
明

会
に

参
加

し
、

説
明

を
行

っ
た

。
（電

子
制

御
工

学
科

）
・女

性
限

定
の

採
用

募
集

を
行

い
、

准
教

授
を

採
用

し
た

。
（電

子
制

御
工

学
科

）
・教

員
職

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

入
を

企
画

し
公

募
し

た
が

、
申

し
込

み
は

な
か

っ
た

。
（電

子
制

御
工

学
科

）
施

設
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

：
総

務
課

施
設

係
人

事
委

員
会

：総
務

課
人

事
係

A
・高

専
の

教
員

職
の

就
業

体
験

（イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

）に
つ

い
て

は
、

高
専

の
教

員
職

を
知

っ
て

も
ら

う
よ

い
機

会
で

あ
り

、
学

校
と

し
て

も
教

員
採

用
に

関
し

て
応

募
希

望
者

の
情

報
等

を
得

ら
れ

る
有

意
義

な
機

会
の

ひ
と

つ
で

あ
る

た
め

、
学

校
全

体
と

し
て

毎
年

継
続

的
に

実
施

す
る

こ
と

を
今

後
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
・図

書
館

の
女

性
用

ト
イ

レ
の

改
修

を
行

っ
た

と
あ

る
が

、
国

際
交

流
に

配
慮

し
て

改
修

を
行

っ
て

お
り

、
女

性
教

職
員

に
配

慮
し

て
改

修
を

行
っ

た
も

の
で

は
な

い
。

女
子

ト
イ

レ
の

整
備

は
学

校
と

し
て

引
き

続
き

考
え

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
予

算
や

ス
ペ

ー
ス

と
の

関
係

が
あ

る
た

め
、

す
ぐ

に
は

難
し

く
、

改
善

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
念

頭
に

入
れ

、
改

修
時

に
お

い
て

要
求

す
る

な
ど

、
機

会
が

あ
れ

ば
優

先
的

に
少

し
づ

つ
で

も
改

善
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
今

後
、

学
生

の
確

保
や

政
府

の
成

長
戦

略
や

国
際

交
流

の
面

か
ら

も
パ

ウ
ダ

ー
ル

ー
ム

を
含

め
た

施
設

の
整

備
の

検
討

も
望

ま
れ

る
。

B
・Ｆ

Ｄ
研

修
に

お
い

て
、

機
構

本
部

の
指

摘
に

あ
る

よ
う

に
、

内
容

、
日

程
、

参
加

人
数

な
ど

具
体

的
な

記
載

が
必

要
で

あ
る

。
・今

後
、

授
業

等
で

も
Ｔ

Ｖ
会

議
シ

ス
テ

ム
を

使
う

機
会

が
増

え
て

く
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

使
用

す
る

際
に

ト
ラ

ブ
ル

が
な

い
よ

う
に

き
ち

ん
と

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
、

及
び

シ
ス

テ
ム

の
使

用
に

関
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
を

持
つ

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

ス
ム

ー
ズ

な
運

用
の

た
め

に
は

Ｔ
Ｖ

会
議

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

知
識

を
有

し
、

利
用

者
の

指
導

や
ト

ラ
ブ

ル
発

生
な

ど
何

か
あ

っ
た

時
の

相
談

に
応

じ
る

こ
と

が
で

き
る

専
門

担
当

者
を

置
い

て
ほ

し
い

。

○
平

成
27

年
度

高
専

女
子

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

に
向

け
て

、
準

備
委

員
会

を
設

置
、

7
月

に
平

成
２

７
年

度
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

日
程

及
び

開
催

場
所

に
つ

い
て

の
メ

ー
ル

会
議

を
実

施
し

た
。

8月
か

ら
は

、
九

州
沖

縄
地

区
の

各
高

専
の

委
員

に
よ

る
委

員
会

を
開

催
、

8月
に

メ
ー

ル
会

議
、

12
月

に
Ｔ

Ｖ
会

議
を

実
施

し
、

高
専

女
子

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

日
時

及
び

場
所

を
決

定
し

た
。

平
成

27
年

3月
30

日
に

本
校

に
お

い
て

、
実

行
委

員
会

を
実

施
し

、
実

施
要

領
案

及
び

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

案
を

審
議

し
、

了
承

さ
れ

た
。

ま
た

同
日

に
機

構
学

務
課

長
、

奈
良

高
専

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

及
び

各
高

専
の

委
員

に
よ

る
開

催
場

所
の

視
察

を
実

施
し

た
。

○
教

員
顕

彰
を

引
続

き
実

施
す

る
。

○
高

専
機

構
本

部
が

実
施

す
る

教
員

顕
彰

に
つ

い
て

、
一

般
部

門
に

教
授

1名
、

若
手

部
門

に
准

教
授

１
名

を
候

補
者

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

推
薦

し
た

。
〇

前
年

度
推

薦
し

た
准

教
授

1
名

に
つ

い
て

、
若

手
部

門
で

「理
事

長
表

彰
」に

決
定

し
、

平
成

26
年

度
全

国
高

専
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
て

表
彰

さ
れ

、
受

賞
講

演
を

行
っ

た
。

○
前

年
度

推
薦

し
た

教
授

１
名

に
つ

い
て

、
北

九
州

高
専

功
労

者
表

彰
を

行
っ

た
。

運
営

委
員

会
：総

務
課

課
長

補
佐

Ａ

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

Ｆ
Ｄ

委
員

会
：総

務
課

総
務

係

○
原

子
力

人
材

育
成

事
業

に
お

い
て

、
T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

利
用

遠
隔

授
業

が
実

施
さ

れ
、

本
校

も
積

極
的

に
利

用
し

た
。

○
F
D

委
員

会
に

お
い

て
、

前
年

度
の

F
D

活
動

を
総

括
し

た
う

え
で

、
今

年
度

の
F
D

講
演

会
・研

修
会

な
ど

を
F
D

活
動

を
策

定
し

、
担

当
す

る
委

員
会

等
で

計
画

的
に

実
施

し
た

。
（具

体
的

内
容

）
5/

23
に

「ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

研
修

会
」を

実
施

し
た

。
・今

後
の

教
育

の
在

り
方

、
・ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
が

目
指

す
も

の
　

等
参

加
教

員
　

3
5名

11
/1

2に
「男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
講

演
会

」を
実

施
し

た
。

・男
女

共
同

参
画

を
進

め
る

方
策

、
・
先

進
的

な
取

組
　

等
参

加
教

職
員

　
6
6名

12
/1

に
「安

全
保

障
輸

出
管

理
に

関
す

る
講

演
会

」を
実

施
。

・輸
出

管
理

と
は

、
・裁

判
で

敗
訴

し
和

解
に

至
る

事
例

、
・効

果
的

な
該

非
判

定
に

つ
い

て
参

加
教

職
員

　
5
0名

○
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
の

一
環

と
し

て
、

平
成

26
年

度
は

福
岡

県
教

育
セ

ン
タ

ー
主

催
の

専
門

研
修

に
５

名
が

受
講

希
望

し
た

が
、

各
研

修
へ

の
希

望
者

多
数

に
つ

き
、

１
名

の
み

が
参

加
で

き
た

。
○

F
D

研
修

の
一

環
と

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

対
す

る
取

組
み

に
関

連
し

た
講

演
会

を
開

催
し

た
。

○
平

成
23

年
度

か
ら

継
続

し
て

、
高

専
機

構
主

催
の

オ
ム

ロ
ン

「制
御

技
術

セ
ミ

ナ
ー

」へ
計

画
的

に
教

員
・技

術
職

員
を

派
遣

し
た

。
○

平
成

26
年

度
は

、
前

期
に

応
用

コ
ー

ス
2名

を
派

遣
し

、
後

期
に

実
践

コ
ー

ス
1

名
を

派
遣

し
た

。
○

高
専

機
構

か
ら

T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
配

信
さ

れ
た

「メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

修
（セ

ル
フ

ケ
ア

）」
を

受
講

し
た

。
○

教
員

研
究

集
会

な
ど

、
外

部
で

実
施

さ
れ

る
研

修
会

・研
究

会
に

、
教

員
の

計
画

的
な

派
遣

を
行

っ
た

。
○

T
V

会
議

に
つ

い
て

、
外

部
と

の
会

議
や

、
配

信
さ

れ
る

研
修

会
等

に
参

加
し

た
。

○
Ｆ

Ｄ
活

動
を

総
括

し
、

教
員

の
資

質
向

上
及

び
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
形

成
を

目
的

と
し

た
講

演
会

・
研

修
会

の
開

催
や

、
企

業
や

福
岡

県
教

委
等

が
主

催
す

る
外

部
研

修
会

へ
の

計
画

的
派

遣
を

行
う

。
○

平
成

2
7
年

度
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
準

備
を

進
め

る
。

○
研

修
会

、
講

習
会

に
T
V

会
議

シ
ス

テ
ム

を
活

用
す

る
。
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表
 4

評
価

評
価

・
コ

メ
ン

ト
特

長
あ

る
取

組
み

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
点

検
・
評

価
結

果
平

成
2
6
年

度
　

年
度

計
画

主
担

当
組

織
平

成
2
6
年

度
　

実
績

報
告

○
Ｆ

Ｄ
活

動
の

一
環

と
し

て
、

在
外

研
究

員
や

内
地

研
究

員
等

と
し

て
派

遣
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
教

員
の

国
際

学
会

へ
の

参
加

を
促

進
す

る
。

○
平

成
26

年
度

、
在

外
研

究
員

（
在

外
A

）と
し

て
、

英
国

ブ
ル

ネ
ル

大
学

へ
准

教
授

１
名

を
派

遣
（
3月

末
～

2
月

末
）し

た
。

○
平

成
26

年
度

、
在

外
研

究
員

（
在

外
A

）と
し

て
、

米
国

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

州
立

大
学

へ
准

教
授

１
名

を
派

遣
（
7月

～
9
月

）し
た

。
○

平
成

26
年

度
、

高
専

・
技

科
大

教
員

人
事

交
流

と
し

て
、

宇
部

高
専

へ
准

教
授

１
名

を
派

遣
（
4
月

～
3
月

）
し

た
。

○
平

成
26

年
度

、
在

外
研

究
員

（
在

外
B

）
と

し
て

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・リ

パ
ブ

リ
ッ

ク
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

へ
准

教
授

１
名

を
派

遣
（1

0月
～

3月
）し

た
。

○
平

成
27

年
度

の
在

外
研

究
員

（在
外

A
）に

１
名

、
高

専
・技

科
大

人
事

交
流

に
１

名
の

派
遣

が
決

定
し

て
い

る
。

運
営

委
員

会
：総

務
課

国
際

研
究

推
進

係
Ｆ

Ｄ
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

A
・教

員
の

英
語

能
力

の
向

上
の

研
修

（在
外

Ｃ
）が

漏
れ

て
い

る
の

で
、

実
績

と
し

て
あ

げ
て

は
ど

う
か

。
・人

事
交

流
の

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

含
め

、
在

外
派

遣
の

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
も

、
毎

年
必

ず
各

コ
ー

ス
か

ら
派

遣
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
残

る
人

の
負

担
の

こ
と

も
あ

り
、

見
直

し
を

し
て

は
ど

う
か

。
在

外
派

遣
を

希
望

す
る

教
員

が
い

る
こ

と
も

配
慮

し
つ

つ
、

各
コ

ー
ス

の
状

況
等

を
見

て
調

整
し

、
効

果
的

に
出

せ
る

よ
う

派
遣

計
画

を
立

て
る

な
ど

の
取

り
組

み
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

お
よ

び
改

善
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
○

引
続

き
、

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

有
効

性
な

ら
び

に
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
の

連
動

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
Ｆ

Ｄ
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

ＩＴ
セ

ン
タ

ー
専

門
委

員
会

：教
育

研
究

支
援

室

Ｃ
・計

画
に

は
あ

る
が

、
報

告
が

な
い

。
・モ

デ
ア

ル
コ

ア
の

検
討

は
さ

れ
て

い
る

が
、

全
体

像
や

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

な
ど

教
員

が
情

報
共

有
で

き
る

よ
う

な
状

況
が

望
ま

れ
る

。

○
IC

T
機

器
を

用
い

た
教

育
環

境
整

備
を

行
う

。
○

専
攻

科
改

組
に

よ
り

、
創

造
工

学
実

験
に

お
い

て
iP

ad
を

活
用

す
る

準
備

を
し

た
が

、
学

生
達

と
話

し
合

っ
た

結
果

、
使

い
や

す
い

自
分

達
の

携
帯

を
利

用
す

る
こ

と
と

し
た

。
○

呉
高

専
・徳

山
高

専
・宇

部
高

専
・北

九
州

高
専

の
連

携
授

業
の

実
施

に
向

け
て

無
線

L
A

N
環

境
を

準
備

し
た

。

Ｆ
Ｄ

委
員

会
：総

務
課

総
務

係
ＩＴ

セ
ン

タ
ー

専
門

委
員

会
：教

育
研

究
支

援
室

A
・T

V
会

議
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

４
高

専
に

よ
る

連
携

授
業

が
始

ま
っ

た
が

、
実

際
に

授
業

を
行

っ
た

際
に

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
へ

の
記

載
時

な
ど

に
不

具
合

が
あ

り
、

ト
ラ

ブ
ル

対
応

等
を

含
め

た
ノ

ウ
ハ

ウ
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。

○
「
高

専
学

生
情

報
統

合
シ

ス
テ

ム
」
整

備
に

向
け

て
、

地
区

代
表

校
と

し
て

要
件

定
義

や
基

本
設

計
の

検
証

を
行

う
。

○
6月

10
日

：学
生

情
報

統
合

シ
ス

テ
ム

導
入

に
係

る
九

州
沖

縄
ブ

ロ
ッ

ク
会

議
を

本
校

に
お

い
て

開
催

し
、

シ
ス

テ
ム

の
要

件
定

義
に

係
る

問
題

点
そ

の
他

、
各

高
専

の
意

見
・要

望
等

を
取

り
ま

と
め

九
州

地
区

の
意

見
と

し
て

提
出

し
た

。
ＩＴ

セ
ン

タ
ー

専
門

委
員

会
：教

育
研

究
支

援
室

Ａ

○
J
A

B
E
E
対

応
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
点

検
・
改

善
を

継
続

し
て

行
い

、
平

成
2
8
年

度
の

J
A

B
E
E
継

続
審

査
受

審
に

向
け

た
検

討
を

開
始

す
る

。
○

学
生

の
資

格
取

得
状

況
を

調
査

し
、

資
格

取
得

支
援

策
を

検
討

す
る

。

○
20

12
年

か
ら

の
J
A

B
E
E
新

基
準

に
対

応
し

、
J
A

B
E
E
の

各
表

を
改

訂
し

た
。

○
特

例
適

用
専

攻
科

に
な

る
専

攻
科

１
年

生
の

履
修

状
況

に
問

題
が

な
い

か
点

検
し

、
履

修
科

目
に

つ
い

て
指

導
し

た
。

○
平

成
27

年
度

か
ら

の
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
J
A

B
E
E
基

準
と

の
関

係
に

問
題

が
な

い
か

検
討

し
、

H
27

年
度

初
め

に
プ

ロ
グ

ラ
ム

変
更

通
知

書
を

J
A

B
E
E
に

提
出

す
る

こ
と

と
し

た
。

J
A

B
E
E
認

証
評

価
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

A
・学

校
全

体
と

し
て

学
生

の
資

格
取

得
状

況
の

調
査

を
行

い
、

現
状

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
・実

績
報

告
に

、
H

27
年

度
初

め
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

更
通

知
書

を
J
A

B
E
E
に

提
出

す
る

こ
と

と
し

た
と

あ
る

が
、

生
産

デ
ザ

イ
ン

工
学

専
攻

へ
の

改
組

が
正

式
認

定
さ

れ
た

後
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

変
更

届
を

早
急

に
J
A

B
E
E
に

提
出

す
る

必
要

が
あ

り
、

提
出

の
有

無
を

確
認

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。

○
サ

マ
ー

ス
ク

ー
ル

な
ど

、
学

生
の

大
学

・
高

専
と

の
交

流
活

動
を

調
査

し
、

促
進

を
検

討
す

る
。

○
原

子
力

人
材

育
成

事
業

に
て

、
3月

に
富

山
高

専
へ

学
生

１
名

を
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
派

遣
し

た
。

○
北

九
州

市
が

募
集

す
る

夏
季

休
業

期
間

中
の

サ
マ

ー
ス

ク
ー

ル
に

本
校

の
学

生
が

参
加

し
た

。
総

務
課

：国
際

・研
究

推
進

係
教

務
委

員
会

：学
生

課
教

務
係

B
・技

科
大

を
は

じ
め

と
す

る
大

学
へ

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
派

遣
や

熊
本

高
専

と
の

女
子

学
生

交
流

会
、

 国
立

4高
専

専
攻

科
ジ

ョ
イ

ン
ト

フ
ォ

ー
ラ

ム
な

ど
実

績
報

告
以

外
に

も
多

数
実

施
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
こ

れ
ら

も
実

績
報

告
に

入
れ

る
べ

き
で

あ
る

。

○
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
デ

ザ
イ

ン
教

育
の

推
進

を
図

る
た

め
、

学
内

コ
ン

テ
ス

ト
実

施
の

可
能

性
を

探
る

。
ロ

ボ
コ

ン
出

場
の

ロ
ボ

ッ
ト

お
よ

び
デ

ザ
コ

ン
出

陳
作

品
の

学
内

発
表

会
を

行
い

、
多

数
の

教
職

員
そ

の
他

が
出

席
し

た
。

厚
生

補
導

委
員

会
：学

生
課

学
生

係

B
・ロ

ボ
コ

ン
お

よ
び

デ
ザ

コ
ン

が
実

績
報

告
に

あ
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
制

御
情

報
工

学
科

の
ク

レ
ー

ン
の

設
計

発
表

会
や

電
子

制
御

工
学

科
の

ア
プ

リ
コ

ン
テ

ス
ト

な
ど

授
業

で
実

施
し

て
い

る
コ

ン
テ

ス
ト

も
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
・実

績
報

告
全

般
に

つ
い

て
、

次
年

度
か

ら
は

、
各

コ
ー

ス
の

具
体

的
な

取
り

組
み

も
実

績
報

告
に

あ
げ

て
も

ら
う

よ
う

に
す

べ
き

で
あ

る
。

○
自

己
点

検
・
自

己
評

価
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。
○

外
部

有
識

者
で

構
成

さ
れ

る
運

営
協

議
会

に
よ

る
学

校
活

動
等

の
諮

問
を

受
け

る
。

・平
成

２
５

年
度

自
己

点
検

・自
己

評
価

委
員

会
に

よ
る

自
己

点
検

・自
己

評
価

活
動

の
ま

と
め

を
、

本
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

公
開

し
た

。
・自

己
点

検
・自

己
評

価
委

員
会

が
、

各
部

署
か

ら
提

出
さ

れ
た

平
成

25
年

度
年

度
計

画
の

実
績

報
告

を
基

に
、

教
育

・
研

究
、

業
務

運
営

、
財

務
内

容
改

善
に

関
す

る
取

組
に

つ
い

て
、

点
検

評
価

を
行

い
。

そ
れ

ら
の

評
価

結
果

と
取

組
に

関
す

る
提

言
を

ま
と

め
校

長
に

報
告

し
た

。
・自

己
点

検
・自

己
評

価
委

員
会

が
、

平
成

２
５

年
度

機
関

別
認

証
評

価
で

指
摘

さ
れ

た
事

項
に

対
す

る
本

校
の

対
応

に
つ

い
て

、
主

事
及

び
関

連
委

員
会

委
員

長
に

調
査

を
行

い
、

そ
れ

ら
の

調
査

結
果

を
も

と
に

本
校

の
取

組
状

況
の

点
検

評
価

を
行

っ
た

。
こ

れ
ら

の
点

検
評

価
結

果
と

取
組

に
関

す
る

提
言

を
ま

と
め

校
長

に
報

告
し

た
。

・平
成

２
６

年
度

自
己

点
検

・自
己

評
価

委
員

会
の

活
動

お
よ

び
自

己
点

検
・自

己
評

価
結

果
を

年
次

報
告

書
と

し
て

ま
と

め
、

校
長

に
提

出
し

、
主

事
会

議
及

び
運

営
委

員
会

メ
ン

バ
ー

に
回

覧
し

た
。

・外
部

有
識

者
に

よ
る

外
部

評
価

に
つ

い
て

、
１

２
月

１
７

日
（水

）に
運

営
協

議
会

を
開

催
し

た
。

自
己

点
検

自
己

評
価

委
員

会
：総

務
課

総
務

係
運

営
委

員
会

：総
務

課
課

長
補

佐

Ａ

97



表
 4

評
価

評
価

・
コ

メ
ン

ト
特

長
あ

る
取

組
み

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
点

検
・
評

価
結

果
平

成
2
6
年

度
　

年
度

計
画

主
担

当
組

織
平

成
2
6
年

度
　

実
績

報
告

○
引

続
き

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

と
も

に
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
を

実
施

す
る

。
　

ま
た

、
国

か
ら

「
環

境
未

来
都

市
」
に

選
定

さ
れ

た
北

九
州

市
に

立
地

す
る

本
校

の
特

性
を

活
か

し
た

教
材

や
教

育
方

法
の

開
発

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
九

州
沖

縄
地

区
9
高

専
連

携
事

業
と

し
て

、
企

業
講

演
会

を
実

施
し

、
海

外
で

活
躍

す
る

企
業

の
情

報
等

を
学

生
へ

提
供

す
る

。

○
専

攻
科

特
論

に
お

い
て

、
低

炭
素

化
の

先
端

技
術

等
に

関
し

て
講

義
を

実
施

し
た

。
○

九
州

沖
縄

地
区

9高
専

連
携

事
業

で
企

画
し

た
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
募

集
を

通
し

て
、

海
外

で
活

躍
す

る
企

業
の

情
報

等
を

学
生

へ
提

供
し

た
。

教
務

委
員

会
：学

生
課

教
務

係
学

生
課

課
長

補
佐

総
務

課
国

際
・研

究
推

進
係

B
・専

攻
科

特
論

Ⅱ
・Ⅲ

の
ロ

ボ
ッ

ト
教

育
や

専
攻

科
特

論
Ⅳ

の
知

財
教

育
な

ど
も

共
同

教
育

と
し

て
実

績
報

告
に

あ
げ

ら
れ

る
。

○
企

業
人

材
を

活
用

し
た

教
育

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
専

攻
科

特
論

に
お

い
て

、
地

域
企

業
と

連
携

し
た

共
同

教
育

を
実

施
し

た
。

○
北

九
州

市
内

の
企

業
と

協
定

を
締

結
し

、
授

業
実

施
に

係
る

協
力

を
得

た
。

教
務

委
員

会
：学

生
課

教
務

係
専

攻
科

委
員

会
：学

生
課

教
務

係

Ａ

○
近

隣
の

理
工

系
大

学
な

ら
び

に
長

岡
・
豊

橋
の

両
技

術
科

学
大

学
と

の
連

携
を

推
進

す
る

。
○

教
育

研
究

に
お

け
る

久
留

米
高

専
、

有
明

高
専

、
宇

部
高

専
と

の
連

携
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
近

隣
の

理
工

系
大

学
と

は
、

広
域

大
学

知
的

財
産

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

事
業

で
あ

る
「医

歯
食

工
連

携
に

よ
る

知
的

財
産

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」に
参

加
し

、
知

財
に

関
す

る
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

○
国

立
高

等
専

門
学

校
教

員
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

力
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

（豊
橋

技
術

科
学

大
学

）に
参

加
し

た
。

○
高

専
改

革
推

進
事

業
に

て
久

留
米

高
専

、
有

明
高

専
、

宇
部

高
専

と
連

携
し

、
H

2
7/

1/
31

に
合

同
特

別
研

究
発

表
会

を
実

施
し

た
。

○
呉

高
専

発
の

（連
携

教
育

A
L
模

擬
授

業
（経

営
管

理
工

学
））

に
参

加
し

た
。

〇
北

九
州

市
立

大
学

と
本

校
の

連
携

推
進

を
行

っ
た

。
成

果
と

し
て

は
、

第
２

回
、

北
九

州
市

立
大

学
、

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
合

同
研

究
発

表
会

を
６

月
に

本
校

で
開

催
し

た
。

知
的

財
産

委
員

会
：総

務
課

国
際

研
究

推
進

係
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

委
員

会
：総

務
課

国
際

研
究

推
進

係

Ａ
・委

員
よ

り
、

北
九

州
市

立
大

と
は

さ
ら

な
る

連
携

に
向

け
て

の
検

討
が

始
ま

っ
て

い
る

と
の

報
告

が
あ

っ
た

。

○
IC

T
を

活
用

し
た

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
調

査
お

よ
び

勉
強

会
を

行
う

。
○

ｅ
ﾗ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ・

W
e
b
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
充

実
を

図
り

、
長

岡
技

術
科

学
大

学
e
-
ﾗ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ

e
-
H

E
L
P

へ
の

参
加

な
ら

び
に

e
ﾗ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ教

材
開

発
を

検
討

す
る

。
○

W
e
b
C

la
ss

を
用

い
た

e
-
le

an
in

gを
継

続
し

て
推

進
す

る
。

○
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

ス
イ

ッ
チ

類
の

更
新

を
行

い
、

認
証

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
、

Ip
v6

対
応

へ
の

情
報

収
集

を
す

る
。

○
オ

ー
プ

ン
教

室
に

於
い

て
利

用
さ

れ
る

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

P
C

の
効

率
的

な
運

用
・
管

理
の

方
法

を
調

査
す

る
。

○
平

成
３

０
年

度
次

期
校

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
更

新
に

向
け

た
調

査
、

調
整

等
に

対
応

す
る

。
○

引
き

続
き

無
線

L
A

N
環

境
の

維
持

管
理

を
行

う
。

○
ip

ad
等

の
モ

バ
イ

ル
機

器
を

用
い

た
授

業
の

支
援

方
策

を
検

討
す

る
。

○
本

科
に

つ
い

て
、

A
L
の

調
査

を
実

施
し

た
。

○
H

2
6/

5/
23

に
、

全
教

員
を

対
象

と
し

た
「ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

関
す

る
研

修
会

」を
開

催
し

た
。

内
容

は
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
が

必
要

と
さ

れ
る

背
景

か
ら

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

践
す

る
際

の
要

点
な

ど
で

あ
っ

た
。

教
員

77
名

中
35

名
が

参
加

し
た

。
○

W
eb

C
la

ss
は

平
成

26
年

11
月

で
、

登
録

数
1
65

コ
ー

ス
で

利
用

さ
れ

て
い

る
。

○
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

更
新

を
平

成
26

年
10

月
に

行
い

、
新

環
境

で
運

用
を

始
め

た
。

認
証

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
、

Ip
v6

対
応

に
つ

い
て

は
テ

ス
ト

環
境

を
構

築
し

た
。

○
セ

ン
タ

ー
管

理
下

に
あ

る
パ

ソ
コ

ン
教

室
8教

室
に

つ
い

て
パ

ソ
コ

ン
、

サ
ー

バ
等

の
環

境
調

査
を

行
っ

た
。

う
ち

、
6教

室
に

お
い

て
共

通
ド

メ
イ

ン
で

管
理

し
、

効
率

的
な

管
理

を
行

っ
て

い
る

。
○

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
調

査
に

つ
い

て
、

対
応

す
る

た
め

に
現

行
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

に
つ

い
て

整
理

し
、

4月
に

回
答

書
を

作
成

し
た

。
○

本
年

度
は

夏
季

休
暇

中
は

教
室

の
A

P
停

止
し

、
夏

季
の

温
度

上
昇

に
伴

う
故

障
を

回
避

し
た

。
寮

の
無

線
A

P
の

時
間

管
理

を
フ

ロ
ン

ト
ス

イ
ッ

チ
側

に
よ

り
管

理
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

○
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

教
室

に
お

い
て

モ
バ

イ
ル

機
器

を
整

備
し

、
利

用
で

き
る

よ
う

に
準

備
し

て
い

る
。

ＩＴ
セ

ン
タ

ー
専

門
委

員
会

：教
育

研
究

支
援

室
教

務
委

員
会

：学
生

課
教

務
係

Ａ
・今

年
か

ら
専

攻
科

の
創

造
工

学
実

験
で

ip
ad

を
使

用
し

た
授

業
が

始
ま

っ
て

い
る

。
・委

員
よ

り
、

モ
バ

イ
ル

機
器

の
導

入
に

関
し

て
、

平
成

25
年

度
の

主
事

会
議

で
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

導
入

の
検

討
が

行
わ

れ
、

先
行

し
た

佐
賀

県
の

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
週

刊
誌

に
批

判
記

事
が

掲
載

さ
れ

て
い

た
こ

と
や

経
済

的
負

担
な

ど
か

ら
、

進
捗

状
況

を
注

視
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
と

の
報

告
が

あ
っ

た
。

最
近

の
新

聞
記

事
に

お
い

て
も

効
果

に
つ

い
て

十
分

な
見

極
め

が
必

要
と

あ
り

、
運

用
を

含
め

て
十

分
な

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

（
５

）
学

生
支

援
・
生

活
支

援
等

○
授

業
料

免
除

（
本

科
４

年
生

以
上

）
を

実
施

す
る

。
○

保
護

者
の

失
職

や
家

計
が

急
変

す
る

等
、

学
業

を
継

続
す

る
こ

と
が

困
難

と
な

る
学

生
を

支
援

す
る

た
め

授
業

料
免

除
を

実
施

す
る

。
○

卓
越

し
た

学
生

に
対

す
る

授
業

料
の

免
除

を
実

施
す

る
。

○
全

国
国

立
高

等
専

門
学

校
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
究

集
会

に
教

職
員

を
参

加
さ

せ
る

。
○

精
神

科
医

と
の

連
携

に
よ

り
学

生
相

談
体

制
の

充
実

を
図

る
。

○
学

生
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

う
。

○
全

国
国

立
高

等
専

門
学

校
メ

ン
タ

ル
へ

ル
ス

研
究

集
会

へ
の

参
加

を
、

相
談

室
関

係
者

以
外

の
新

任
や

若
手

の
教

員
に

も
積

極
的

に
呼

び
か

け
、

本
校

の
学

生
・
特

別
支

援
力

の
底

上
げ

を
図

る
。

ま
た

事
務

側
と

の
連

携
を

強
化

す
る

意
味

か
ら

関
係

部
署

の
幹

部
職

員
の

参
加

も
検

討
す

る
。

○
学

生
相

談
室

の
開

室
を

現
行

の
4
日

/
週

か
ら

5
日

/
週

へ
の

全
平

日
オ

ー
プ

ン
を

目
指

す
。

○
身

体
・
発

達
障

が
い

の
学

生
が

、
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

個
別

支
援

を
望

ん
で

い
る

の
か

担
任

等
を

通
し

て
聞

き
取

り
調

査
を

行
う

。

○
前

期
お

よ
び

後
期

の
授

業
料

免
除

（
本

科
４

年
生

以
上

）
を

実
施

し
た

。
○

保
護

者
の

失
職

や
家

計
が

急
変

す
る

等
、

学
業

を
継

続
す

る
こ

と
が

困
難

と
な

る
学

生
を

支
援

す
る

た
め

授
業

料
免

除
の

募
集

を
実

施
し

た
が

、
希

望
者

は
い

な
か

っ
た

。
○

前
期

お
よ

び
後

期
で

卓
越

し
た

学
生

に
対

す
る

授
業

料
の

免
除

を
実

施
し

た
。

○
全

国
国

立
高

等
専

門
学

校
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
究

集
会

に
教

職
員

を
参

加
さ

せ
た

。
○

精
神

科
医

と
の

連
携

に
よ

り
学

生
相

談
体

制
の

充
実

を
図

っ
た

。
○

学
生

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

等
に

よ
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
っ

た
。

○
全

国
国

立
高

等
専

門
学

校
メ

ン
タ

ル
へ

ル
ス

研
究

集
会

へ
の

参
加

を
、

相
談

室
関

係
者

以
外

の
新

任
や

若
手

の
教

員
に

も
積

極
的

に
呼

び
か

け
た

が
、

今
年

度
は

相
談

室
関

係
者

の
み

の
参

加
と

な
っ

た
。

ま
た

事
務

側
と

の
連

携
を

強
化

す
る

意
味

か
ら

関
係

部
署

の
幹

部
職

員
の

参
加

も
検

討
し

た
が

、
予

算
の

関
係

か
ら

相
談

室
関

係
者

の
み

と
な

っ
た

。
○

学
生

相
談

室
の

開
室

を
現

行
の

4
日

/
週

か
ら

5
日

/
週

へ
の

全
平

日
オ

ー
プ

ン
を

目
指

し
、

予
算

の
確

保
を

検
討

し
て

い
る

。
○

身
体

・
発

達
障

が
い

の
学

生
が

、
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

個
別

支
援

を
望

ん
で

い
る

の
か

担
任

等
を

通
し

て
聞

き
取

り
調

査
を

行
っ

た
。

○
全

国
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
究

集
会

に
は

、
看

護
師

以
外

に
若

手
の

男
女

各
教

員
1
名

ず
つ

が
参

加
し

た
。

○
今

年
度

も
「
こ

こ
ろ

と
体

の
健

康
調

査
」
を

実
施

し
、

要
注

意
の

学
生

に
対

し
て

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
支

援
介

助
員

の
面

談
を

行
っ

た
。

厚
生

補
導

委
員

会
：学

生
課

学
生

係 学
生

相
談

室
委

員
会

：学
生

課
学

生
係

Ａ
・こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
計

画
ど

お
り

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

さ
ら

に
こ

れ
ら

の
学

生
支

援
に

関
し

て
以

下
の

意
見

が
出

さ
れ

た
。

・以
前

整
備

さ
れ

た
リ

ト
リ

ー
ト

室
は

十
分

に
有

効
に

活
用

さ
れ

て
い

る
。

・北
九

州
市

の
療

育
セ

ン
タ

ー
や

仕
事

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
発

達
障

が
い

学
生

の
就

業
支

援
や

医
師

の
診

断
を

希
望

し
な

い
発

達
障

が
い

学
生

に
対

す
る

個
別

支
援

の
実

績
が

あ
り

、
外

部
団

体
と

の
支

援
体

制
が

整
っ

て
い

る
こ

と
は

本
校

の
良

い
取

り
組

み
に

あ
げ

ら
れ

る
。

・学
校

全
体

が
オ

ー
バ

ー
ワ

ー
ク

気
味

で
十

分
な

支
援

体
制

に
な

っ
て

い
な

い
の

で
は

な
い

か
。

 負
担

が
増

え
て

い
る

中
、

い
か

に
効

率
よ

く
行

う
か

検
討

す
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
・カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

つ
い

て
も

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

受
け

る
学

生
が

い
っ

ぱ
い

で
余

裕
が

な
い

状
況

に
あ

る
。

学
生

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

毎
年

全
学

生
に

行
う

こ
と

は
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

に
と

っ
て

は
毎

年
多

く
の

学
生

と
面

談
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

に
な

り
大

変
な

作
業

で
あ

る
。

2年
生

以
上

に
つ

い
て

は
、

新
入

生
お

よ
び

前
回

実
施

時
に

要
観

察
と

な
っ

た
学

生
に

の
み

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

す
る

な
ど

、
よ

り
効

率
的

な
実

施
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

か
。

◎
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表
 4

評
価

評
価

・
コ

メ
ン

ト
特

長
あ

る
取

組
み

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
点

検
・
評

価
結

果
平

成
2
6
年

度
　

年
度

計
画

主
担

当
組

織
平

成
2
6
年

度
　

実
績

報
告

○
男

子
学

生
寄

宿
舎

に
学

習
室

の
設

置
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

短
期

留
学

生
受

け
入

れ
の

た
め

、
留

学
生

棟
の

ゲ
ス

ト
ル

ー
ム

や
ト

イ
レ

等
の

整
備

を
検

討
す

る
。

〇
居

室
内

部
の

床
・
壁

の
改

修
及

び
除

湿
器

な
ど

の
設

置
を

計
画

す
る

。

〇
3棟

1階
居

室
の

床
張

替
、

壁
紙

補
修

、
除

湿
機

設
置

を
行

っ
た

。

学
生

寮
委

員
会

：学
生

課
寮

務
係

A
・計

画
に

あ
が

っ
て

い
る

学
習

室
の

設
置

や
留

学
生

棟
の

ゲ
ス

ト
ル

ー
ム

や
ト

イ
レ

等
の

整
備

の
検

討
に

つ
い

て
は

、
施

設
整

備
費

補
助

金
が

減
少

し
て

い
る

た
め

、
整

備
が

難
し

い
状

況
で

あ
る

が
、

限
ら

れ
た

整
備

費
で

必
要

な
個

所
に

つ
い

て
は

き
ち

ん
と

寮
の

整
備

が
行

わ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
国

際
交

流
の

一
環

で
寮

に
滞

在
す

る
留

学
生

が
増

え
て

き
て

い
る

中
で

、
そ

の
対

応
や

寮
の

在
り

方
お

よ
び

位
置

づ
け

に
つ

い
て

、
寮

務
委

員
会

は
じ

め
学

校
全

体
で

検
討

し
た

上
で

、
今

後
寮

の
整

備
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

・留
学

生
を

受
け

入
れ

る
体

制
に

つ
い

て
、

従
来

の
寮

と
留

学
生

の
ゲ

ス
ト

ハ
ウ

ス
的

な
も

の
が

一
緒

に
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
に

問
題

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

指
導

面
や

設
備

を
含

め
た

寮
の

体
制

づ
く
り

に
つ

い
て

学
校

全
体

で
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
天

野
工

業
技

術
研

究
所

奨
学

基
金

の
奨

学
金

に
希

望
者

を
応

募
す

る
。

○
今

年
度

1名
の

学
生

を
推

薦
し

、
奨

学
金

の
受

給
が

確
定

し
た

。

厚
生

補
導

委
員

会
：学

生
課

学
生

係

Ａ
・天

野
工

業
技

術
研

究
所

奨
学

基
金

以
外

に
も

、
奨

学
基

金
の

応
募

が
あ

る
た

め
、

各
種

奨
学

基
金

に
応

募
す

る
こ

と
を

年
度

計
画

と
し

、
実

績
報

告
を

あ
げ

て
は

ど
う

か
。

〇
地

元
自

治
体

の
サ

ポ
ー

ト
事

業
も

活
用

し
て

、
今

年
度

も
4
年

生
と

専
攻

科
1
年

生
を

対
象

に
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

な
ど

の
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

。
○

入
学

時
か

ら
の

計
画

的
な

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
向

け
た

計
画

を
検

討
す

る
。

○
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
女

子
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
資

す
る

。
○

キ
ャ

リ
ア

教
育

支
援

体
制

を
整

備
す

る
。

○
4年

生
全

員
お

よ
び

専
攻

科
1年

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

受
講

者
を

対
象

に
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
就

職
活

動
で

必
要

な
意

識
や

マ
ナ

ー
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

目
的

に
、

県
の

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

か
ら

講
師

を
派

遣
い

た
だ

き
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

・ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
講

座
を

7月
9日

（水
）に

開
催

し
た

。
併

せ
て

、
今

年
度

は
女

子
学

生
対

象
に

身
だ

し
な

み
・メ

イ
ク

マ
ナ

ー
講

座
を

開
催

し
た

。
○

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
4年

生
対

象
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

推
進

セ
ミ

ナ
ー

を
6月

に
実

施
し

た
。

○
企

業
か

ら
講

師
を

招
き

、
4年

生
対

象
の

進
路

指
導

セ
ミ

ナ
ー

を
12

月
10

日
（水

）に
開

催
し

た
。

○
キ

ャ
リ

ア
支

援
室

の
設

置
準

備
を

行
い

、
平

成
27

年
4月

1日
付

け
で

発
足

さ
せ

た
。

○
就

職
、

進
学

に
つ

い
て

は
、

学
科

長
、

指
導

教
員

等
が

学
生

の
指

導
や

相
談

に
対

応
し

た
。

○
平

成
27

年
度

高
専

女
子

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

平
成

2
8年

3月
21

日
（月

・祝
）西

日
本

総
合

展
示

場
新

館
に

て
開

催
を

決
定

、
実

施
に

向
け

た
準

備
を

進
め

て
い

る
。

発
表

内
容

は
ポ

ス
タ

ー
発

表
形

式
で

、
「女

子
学

生
に

よ
る

中
学

生
・保

護
者

を
対

象
と

し
た

セ
ッ

シ
ョ

ン
」「

女
子

学
生

に
よ

る
企

業
関

係
者

を
対

象
と

し
た

セ
ッ

シ
ョ

ン
」と

し
、

発
表

を
通

し
て

、
自

己
分

析
、

情
報

発
信

準
備

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

へ
の

参
加

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
と

い
う

4つ
の

ス
テ

ッ
プ

で
女

子
学

生
に

対
す

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

実
施

を
計

画
し

て
い

る
。

教
務

委
員

会
：学

生
課

教
務

係
学

生
課

課
長

補
佐

総
務

課
総

務
係

Ａ
・北

九
州

活
性

化
協

議
会

（K
P

E
C

）に
よ

る
キ

ャ
リ

ア
支

援
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

支
援

な
ど

活
用

し
て

お
り

、
実

績
報

告
に

入
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
・外

部
機

関
を

利
用

し
た

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
実

績
も

増
え

て
き

て
お

り
、

今
後

は
こ

れ
ら

の
外

部
機

関
と

の
連

携
を

維
持

し
て

い
く
体

制
を

整
え

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

（
６

）
教

育
環

境
の

整
備

・
活

用
○

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
充

実
を

図
り

、
施

設
・
設

備
の

老
朽

化
状

況
等

に
対

応
し

た
、

細
や

か
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
実

施
す

る
。

○
専

攻
科

の
学

生
数

に
応

じ
た

予
算

、
施

設
、

設
備

の
充

実
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
す

る
。

○
教

育
用

電
算

シ
ス

テ
ム

・
学

内
L
A

N
シ

ス
テ

ム
を

含
め

、
引

続
き

情
報

基
盤

の
整

備
を

行
う

。
ま

た
、

平
成

3
0
年

へ
向

け
た

新
た

な
情

報
基

盤
整

備
計

画
を

策
定

す
る

。
〇

現
在

、
４

号
館

と
第

２
工

場
の

空
調

設
備

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

冬
場

な
ど

は
蒸

気
ボ

イ
ラ

ー
設

備
を

稼
働

し
て

い
る

が
故

障
も

多
く
、

ま
た

環
境

対
策

の
観

点
か

ら
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

の
た

め
、

平
成

２
６

年
度

に
お

い
て

は
、

４
号

館
空

調
設

備
改

修
を

計
画

す
る

。
残

り
の

第
２

工
場

に
つ

い
て

は
、

翌
年

度
以

降
に

整
備

計
画

を
検

討
し

、
本

校
と

し
て

、
空

調
設

備
の

整
備

を
完

了
し

、
ボ

イ
ラ

ー
設

備
の

廃
止

を
計

画
す

る
。

〇
図

書
館

改
修

に
つ

い
て

、
概

算
要

求
事

業
等

に
関

す
る

意
見

交
換

会
を

基
に

改
修

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

〇
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

、
地

球
温

暖
化

対
策

を
踏

ま
え

、
省

エ
ネ

対
策

の
取

り
組

み
と

し
て

、
夏

季
の

省
エ

ネ
タ

イ
ム

・
室

内
温

度
設

定
の

徹
底

・
ク

ー
ル

ビ
ズ

の
推

進
を

実
行

す
る

。

〇
施

設
利

用
状

況
調

査
を

実
施

し
、

利
用

率
が

低
い

部
屋

な
ど

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
、

利
用

率
が

低
い

理
由

を
そ

の
学

科
長

に
問

い
合

わ
せ

て
い

る
。

調
査

後
、

教
員

の
長

期
出

張
や

人
事

交
流

な
ど

で
、

一
時

的
に

不
在

の
た

め
で

あ
っ

た
。

平
成

２
７

年
度

に
は

、
長

期
出

張
や

人
事

交
流

が
終

了
す

る
の

で
、

利
用

率
の

低
い

部
屋

は
、

利
用

率
が

上
が

る
予

定
で

あ
る

。
〇

第
２

工
場

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
７

年
２

月
２

０
日

開
催

の
役

員
会

・企
画

委
員

会
に

お
い

て
、

１
期

工
事

が
Ｓ

評
価

、
２

期
工

事
が

Ａ
評

価
と

な
り

、
平

成
２

７
年

度
で

１
期

工
事

が
予

算
化

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

た
。

〇
図

書
館

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

計
画

に
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
、

及
び

図
書

館
と

の
複

合
施

設
と

す
る

こ
と

を
検

討
し

、
平

成
２

８
年

度
の

概
算

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

準
備

を
し

た
。

施
設

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
：

総
務

課
施

設
係

ＩＴ
セ

ン
タ

ー
専

門
委

員
会

：教
育

研
究

支
援

室
予

算
委

員
会

：総
務

課
財

務
係

図
書

館
専

門
委

員
会

：学
生

課
図

書
係

A
・４

号
館

の
空

調
設

備
改

修
に

つ
い

て
は

、
計

画
ど

お
り

実
施

さ
れ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
・産

業
技

術
総

合
研

究
所

北
海

道
セ

ン
タ

ー
等

で
チ

ャ
ー

ジ
ス

ペ
ー

ス
に

関
し

て
、

空
室

が
多

い
と

マ
ス

コ
ミ

か
ら

取
り

上
げ

ら
れ

て
お

り
、

本
校

に
お

い
て

も
チ

ャ
ー

ジ
ス

ペ
ー

ス
に

関
し

て
、

金
額

を
含

め
見

直
し

が
必

要
で

は
な

い
か

。
今

後
も

維
持

し
て

い
か

な
い

と
い

け
な

い
も

の
か

ど
う

か
に

つ
い

て
機

構
本

部
へ

意
見

を
あ

げ
る

な
ど

の
検

討
も

必
要

で
は

な
い

か
。

・電
気

量
に

つ
い

て
、

契
約

電
気

量
は

待
機

電
力

や
日

常
的

に
使

う
電

気
で

ほ
と

ん
ど

占
め

ら
れ

て
お

り
、

自
由

に
使

え
る

電
気

容
量

が
少

な
い

の
で

は
な

い
か

。
限

ら
れ

た
契

約
電

気
量

の
中

で
、

効
率

的
な

使
い

方
を

教
育

研
究

施
設

の
活

用
と

リ
ン

ク
さ

せ
て

検
討

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
こ

れ
ま

で
行

っ
て

き
た

省
エ

ネ
対

策
の

取
組

に
対

し
て

、
細

か
い

デ
ー

タ
は

な
く
て

よ
い

の
で

、
皆

が
共

有
で

き
る

よ
う

な
効

果
の

実
績

報
告

を
あ

げ
て

ほ
し

い
。

・国
の

借
金

が
１

０
０

０
兆

円
を

超
え

る
財

政
難

の
た

め
、

国
か

ら
措

置
さ

れ
る

施
設

整
備

費
補

助
金

は
減

少
傾

向
に

あ
り

、
機

構
本

部
は

経
年

劣
化

で
建

て
替

え
の

予
算

を
要

求
さ

れ
て

も
、

学
校

の
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

等
に

よ
る

施
設

整
備

の
考

え
等

を
明

確
に

説
明

し
て

も
ら

わ
な

い
限

り
予

算
措

置
は

行
わ

な
い

と
言

っ
て

い
る

。
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
、

学
内

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

あ
る

が
陳

腐
化

し
て

お
り

、
早

急
に

現
状

の
中

長
期

計
画

に
合

わ
せ

た
施

設
設

備
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
を

再
構

築
し

、
施

設
の

改
修

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・専
攻

科
の

学
生

数
に

応
じ

た
予

算
、

施
設

、
設

備
の

充
実

に
つ

い
て

は
、

専
攻

科
委

員
会

に
お

い
て

、
机

、
椅

子
等

だ
け

で
な

く
、

た
と

え
ば

情
報

端
末

の
貸

し
出

し
な

ど
、

さ
ら

な
る

設
備

の
充

実
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

〇
現

在
、

実
験

機
器

で
Ｐ

Ｃ
Ｂ

を
含

む
可

能
性

の
あ

る
物

が
あ

り
、

現
在

調
査

中
で

あ
る

。
な

お
、

Ｐ
Ｃ

Ｂ
が

含
ま

れ
る

場
合

、
学

内
経

費
に

て
平

成
２

６
年

度
中

に
処

分
出

来
る

よ
う

計
画

す
る

。

〇
Ｐ

Ｃ
Ｂ

が
含

ま
れ

て
い

た
実

験
機

器
２

３
台

に
つ

い
て

は
、

正
式

な
手

続
き

を
経

て
平

成
２

７
年

２
月

１
２

日
に

処
分

を
行

っ
た

。
施

設
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

：
総

務
課

施
設

係

A
・小

型
コ

ン
デ

ン
サ

等
に

Ｐ
Ｃ

Ｂ
を

含
む

も
の

や
可

能
性

の
あ

る
実

験
機

器
に

つ
い

て
は

、
学

内
経

費
に

て
処

分
を

行
っ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
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表
 4

評
価

評
価

・
コ

メ
ン

ト
特

長
あ

る
取

組
み

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
点

検
・
評

価
結

果
平

成
2
6
年

度
　

年
度

計
画

主
担

当
組

織
平

成
2
6
年

度
　

実
績

報
告

○
引

続
き

、
学

生
の

安
全

教
育

を
実

施
す

る
。

○
引

続
き

、
安

全
衛

生
管

理
の

た
め

の
講

習
会

を
実

施
す

る
。

○
例

年
、

年
度

初
め

に
学

生
の

安
全

教
育

を
実

施
し

受
講

し
た

上
で

、
実

習
等

を
行

っ
て

い
る

。
○

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

修
（
セ

ル
フ

ケ
ア

）を
実

施
し

た
。

厚
生

補
導

委
員

会
：学

生
課

学
生

係 安
全

衛
生

委
員

会
：総

務
課

人
事

係

B
・１

年
生

に
対

し
て

安
全

教
育

を
行

っ
て

い
る

が
、

実
験

等
で

ト
ラ

ブ
ル

が
発

生
し

て
い

る
事

例
も

あ
り

、
安

全
教

育
の

内
容

の
見

直
し

等
の

検
討

も
必

要
で

は
な

い
か

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
・学

生
の

安
全

教
育

の
実

施
に

つ
い

て
は

、
実

験
の

安
全

教
育

、
交

通
安

全
や

自
転

車
の

乗
り

方
な

ど
個

々
の

関
係

部
署

が
企

画
し

て
行

わ
れ

て
い

る
が

、
一

度
学

校
全

体
で

現
状

の
安

全
教

育
を

取
り

ま
と

め
、

学
校

と
し

て
取

り
組

む
べ

き
安

全
教

育
に

関
し

て
確

認
し

、
教

育
の

改
善

・追
加

な
ど

を
検

討
す

る
必

要
は

な
い

か
。

例
え

ば
S
N

S
に

関
す

る
教

育
も

入
る

の
で

は
な

い
か

。

○
Ｈ

Ｐ
に

よ
る

内
外

へ
の

情
報

提
供

を
促

進
す

る
。

○
大

学
等

他
機

関
と

連
携

し
た

取
組

の
促

進
―

講
演

会
、

セ
ミ

ナ
ー

等
を

実
施

す
る

。
○

男
女

が
と

も
に

働
き

や
す

い
環

境
整

備
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

〇
学

校
行

事
や

学
生

活
動

、
国

際
交

流
や

産
学

連
携

・地
域

連
携

活
動

な
ど

の
活

動
を

取
材

し
、

写
真

と
共

に
本

校
の

Ｈ
Ｐ

に
掲

載
し

た
。

○
イ

ベ
ン

ト
情

報
に

実
施

予
定

の
学

校
行

事
や

イ
ベ

ン
ト

等
を

掲
載

し
、

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
○

各
種

コ
ン

テ
ス

ト
や

国
際

学
会

発
表

で
の

受
賞

を
H

P
で

紹
介

し
た

。

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

安
全

衛
生

委
員

会
：総

務
課

人
事

係

Ｃ
・男

女
が

と
も

に
働

き
や

す
い

環
境

整
備

に
つ

い
て

は
、

計
画

は
あ

が
っ

て
い

る
が

、
実

績
報

告
が

な
い

。

２
 研

究
や

社
会

連
携

に
関

す
る

事
項

○
外

部
資

金
獲

得
策

を
継

続
検

討
す

る
。

○
研

究
の

活
性

化
、

論
文

数
の

増
加

に
向

け
た

環
境

の
整

備
を

引
続

き
検

討
す

る
。

○
地

域
企

業
か

ら
寄

附
金

な
ど

の
外

部
資

金
を

獲
得

し
た

。
○

教
員

の
学

術
論

文
数

を
増

や
す

た
め

、
学

内
共

同
研

究
や

大
学

と
の

共
同

研
究

を
推

進
し

た
。

○
機

構
本

部
研

究
・産

学
連

携
推

進
室

開
催

の
科

学
研

究
費

補
助

金
の

説
明

会
を

聴
講

し
た

。
○

科
研

費
獲

得
の

た
め

の
講

演
会

の
開

催
し

た
。

○
外

部
補

助
団

体
か

ら
の

案
内

を
学

内
に

周
知

し
て

い
る

。

以
上

の
取

り
組

み
等

に
よ

り
、

科
研

費
の

申
請

件
数

・採
択

件
数

が
若

干
増

加
し

た
。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

A
・科

研
費

の
採

択
数

が
伸

び
な

い
こ

と
に

つ
い

て
、

獲
得

の
た

め
の

具
体

的
な

フ
ォ

ロ
ー

な
ど

の
支

援
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

○
産

学
連

携
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。
○

近
隣

の
大

学
等

の
研

究
機

関
と

の
連

携
の

推
進

を
図

る
。

○
学

科
内

あ
る

い
は

学
科

を
越

え
た

教
員

同
士

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

を
図

る
。

○
産

学
連

携
推

進
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
推

進
し

た
。

○
広

域
大

学
知

的
財

産
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
事

業
（医

歯
食

工
連

携
に

よ
る

知
的

財
産

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）に
参

加
し

た
。

○
平

成
27

年
度

(平
成

26
年

度
申

請
)の

科
研

費
申

請
に

お
い

て
、

学
科

を
越

え
た

連
携

が
あ

っ
た

。
○

地
域

企
業

と
の

共
同

研
究

、
北

九
州

市
立

大
学

と
の

研
究

交
流

（教
員

、
学

生
）を

活
発

化
し

て
い

る
。

教
員

の
学

内
共

同
研

究
を

推
進

し
て

い
る

。
○

北
九

州
市

立
大

学
国

際
環

境
工

学
部

エ
ネ

ル
ギ

ー
循

環
化

学
科

・環
境

生
命

工
学

科
と

本
校

物
質

化
学

工
学

科
と

の
共

同
研

究
発

表
会

（2
回

目
）を

開
催

し
た

。
○

物
質

化
学

工
学

科
、

（
一

般
科

目
）お

よ
び

九
州

工
業

大
学

と
の

連
携

教
育

研
究

を
継

続
し

て
、

連
名

の
科

学
論

文
(英

文
、

査
読

あ
り

）を
発

表
し

た
。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

A
・学

内
共

同
研

究
や

大
学

と
の

共
同

研
究

が
実

績
に

あ
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
久

留
米

高
専

や
宇

部
高

専
と

の
共

同
研

究
な

ど
、

高
専

間
の

共
同

研
究

の
実

績
も

あ
る

。

○
知

的
財

産
資

産
化

に
向

け
た

具
体

的
な

取
組

を
検

討
す

る
。

○
研

究
紹

介
す

る
教

員
総

覧
や

シ
ー

ズ
集

を
発

行
す

る
。

○
共

同
研

究
等

に
始

ま
る

技
術

開
発

な
ど

か
ら

発
生

し
た

知
的

財
産

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
権

利
化

を
行

い
、

実
施

料
収

入
の

増
大

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
だ

が
、

平
成

25
年

度
ま

で
発

生
し

て
い

た
実

施
料

に
つ

い
て

は
、

現
在

は
未

発
生

と
な

っ
て

い
る

。
○

平
成

25
年

度
末

に
研

究
者

総
覧

(ダ
イ

ジ
ェ

ス
ト

版
)を

発
行

し
、

平
成

26
年

度
も

引
き

続
き

配
布

を
行

っ
て

い
る

。
共

同
研

究
・受

託
研

究
の

際
の

き
っ

か
け

と
し

て
利

用
し

て
い

る
。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

知
的

財
産

委
員

会
：総

務
課

国
際

研
究

推
進

係

A
・知

的
財

産
資

産
化

に
向

け
た

取
組

に
お

い
て

、
特

許
を

維
持

す
る

た
め

の
費

用
の

予
算

が
な

く
、

実
収

入
も

な
い

状
況

で
あ

る
。

費
用

対
効

果
の

面
か

ら
も

大
学

や
機

構
全

体
も

あ
ま

り
活

動
し

て
い

な
い

の
が

実
情

で
あ

る
。

○
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
活

性
化

を
図

る
。

○
卒

業
生

（
同

窓
会

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

連
携

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

○
地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
建

物
と

し
て

は
、

10
0％

稼
動

で
あ

る
が

、
実

施
す

る
企

画
な

ど
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

、
検

討
を

要
す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

○
共

同
研

究
な

ど
で

卒
業

生
が

企
業

の
研

究
者

と
し

て
申

込
み

を
行

う
事

例
が

発
生

し
て

い
る

。
○

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
内

の
「放

射
線

安
全

教
育

室
」に

、
最

新
の

測
定

機
を

設
置

し
、

関
連

す
る

公
開

講
座

を
夏

季
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
近

隣
の

「イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ン

ギ
ャ

ラ
リ

ー
」「

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

」で
の

公
開

講
座

へ
講

師
派

遣
を

行
っ

た
。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

B
・地

域
共

同
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

の
活

性
化

に
つ

い
て

、
テ

ク
ノ

セ
ン

タ
ー

で
セ

レ
モ

ニ
ー

を
行

っ
た

り
、

地
元

の
中

小
企

業
の

方
を

招
い

て
セ

ン
タ

ー
を

案
内

し
て

お
り

、
そ

れ
ら

も
実

績
報

告
に

あ
げ

ら
れ

る
。

・機
械

工
学

科
に

お
い

て
日

鉄
プ

ラ
ン

ト
設

計
の

本
校

O
B

に
よ

る
講

義
を

実
施

し
て

お
り

、
卒

業
生

（同
窓

生
）ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

連
携

の
実

績
報

告
に

あ
げ

ら
れ

る
。

他
の

分
野

な
ど

で
も

、
将

来
O

B
が

戻
っ

て
き

て
い

ろ
い

ろ
な

講
義

を
し

て
く
れ

る
と

よ
い

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。

◯
国

立
科

学
博

物
館

「
２

０
１

４
夏

休
み

サ
イ

エ
ン

ス
ス

ク
エ

ア
」
に

出
展

す
る

。
○

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
等

を
行

い
、

公
開

講
座

の
充

実
を

図
る

。
○

小
・
中

学
校

に
対

す
る

理
科

教
育

支
援

事
業

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

○
福

岡
県

教
育

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
る

支
援

事
業

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

公
開

講
座

受
講

者
17

2名
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

、
17

0名
よ

り
回

答
、

16
8名

か
ら

満
足

し
た

と
の

回
答

を
得

た
（満

足
度

98
.8

％
）。

項
目

ご
と

の
ア

ン
ケ

ー
ト

内
容

に
つ

い
て

報
告

書
を

作
成

し
、

運
営

委
員

会
に

お
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
報

告
を

行
っ

た
。

広
報

室
専

門
委

員
会

：総
務

課
総

務
係

B
・実

績
報

告
に

は
公

開
講

座
の

報
告

し
か

な
い

が
、

進
捗

状
況

に
記

載
さ

れ
て

い
る

よ
う

な
他

の
取

り
組

み
の

実
績

報
告

も
あ

げ
て

ほ
し

い
。

100



表
 4

評
価

評
価

・
コ

メ
ン

ト
特

長
あ

る
取

組
み

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
点

検
・
評

価
結

果
平

成
2
6
年

度
　

年
度

計
画

主
担

当
組

織
平

成
2
6
年

度
　

実
績

報
告

３
 国

際
交

流
等

に
関

す
る

事
項

○
IS

A
T
E
2
0
1
4
へ

教
員

を
派

遣
し

、
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。
○

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・
タ

イ
の

高
等

教
育

機
関

と
の

国
際

交
流

を
継

続
す

る
。

○
在

外
研

究
員

の
派

遣
を

推
進

す
る

。
○

北
九

州
国

際
技

術
協

力
協

会
、

J
IC

A
と

の
連

携
事

業
を

推
進

す
る

。
○

九
州

沖
縄

地
区

9
高

専
連

携
事

業
に

お
け

る
教

員
交

流
を

推
進

す
る

。

○
IS

A
T
E
20

14
へ

3名
教

員
を

派
遣

し
た

。
○

カ
セ

サ
ー

ト
大

学
(タ

イ
）か

ら
短

期
留

学
生

4名
を

受
入

れ
た

。
○

キ
ン

グ
モ

ン
ク

ッ
ト

大
学

ラ
ガ

バ
ン

校
（タ

イ
）か

ら
短

期
留

学
生

4名
を

受
入

れ
た

。
○

テ
マ

セ
ク

ポ
リ

テ
ク

（シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

）
か

ら
短

期
留

学
生

2名
を

受
入

れ
た

。
○

リ
パ

ブ
リ

ッ
ク

ポ
リ

テ
ク

（シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

）か
ら

短
期

留
学

生
3名

を
受

入
れ

た
。

○
ナ

ン
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
（シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）
か

ら
短

期
留

学
生

2名
を

受
入

れ
た

。
○

平
成

26
年

度
は

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
と

ア
メ

リ
カ

へ
各

1名
在

外
研

究
員

を
派

遣
し

た
。

○
平

成
27

年
度

は
、

ア
メ

リ
カ

へ
1名

、
香

港
へ

１
名

在
外

研
究

員
を

派
遣

す
る

。
○

Ｊ
ＩＣ

Ａ
の

研
修

員
8
名

を
4月

2
2日

に
受

入
れ

た
。

本
研

修
は

、
「メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

・ロ
ボ

ッ
ト

実
践

技
術

コ
ー

ス
」の

研
修

で
、

本
校

の
見

学
研

修
（学

校
の

概
要

説
明

及
び

実
験

室
の

見
学

・
実

験
の

説
明

等
）で

あ
る

。
○

カ
セ

サ
ー

ト
大

学
（タ

イ
）
か

ら
教

員
1
名

を
7月

に
受

入
れ

た
。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
：総

務
課

国
際

研
究

推
進

係
国

際
交

流
委

員
会

：総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

A
・年

度
計

画
に

対
し

て
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

実
績

報
告

が
多

数
あ

が
っ

て
い

る
が

、
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

結
果

、
ど

う
で

あ
っ

た
か

の
記

載
が

な
い

。
こ

こ
数

年
の

本
校

の
年

度
計

画
、

実
績

報
告

に
つ

い
て

は
、

高
専

機
構

本
部

か
ら

指
摘

を
受

け
な

い
た

め
か

、
学

校
と

し
て

は
Ｐ

・Ｄ
・Ｃ

・Ａ
を

回
す

と
い

う
こ

と
が

忘
れ

去
ら

れ
て

、
実

績
報

告
も

Ｐ
・
Ｄ

の
み

の
報

告
で

終
わ

っ
て

お
り

、
点

検
や

改
善

の
報

告
が

必
要

で
あ

る
。

そ
れ

ら
の

報
告

を
踏

ま
え

て
次

年
度

の
計

画
を

立
て

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
年

度
計

画
に

お
い

て
、

項
目

が
い

ろ
い

ろ
あ

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

年
度

計
画

の
立

て
方

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
・実

績
報

告
に

つ
い

て
、

多
く
の

こ
と

に
手

を
か

け
す

ぎ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
留

学
生

の
派

遣
要

請
に

対
し

て
受

け
入

れ
体

制
や

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

が
あ

る
か

の
検

討
も

必
要

で
あ

る
。

学
校

の
許

容
量

や
教

員
の

負
担

も
考

え
、

何
を

重
点

化
し

て
取

り
組

む
の

か
を

整
理

・検
討

し
、

年
度

計
画

を
立

て
る

こ
と

も
必

要
で

は
な

い
か

。
な

お
、

こ
れ

ら
の

こ
と

は
年

度
計

画
・実

績
報

告
全

般
に

つ
い

て
も

い
え

る
こ

と
で

あ
り

、
自

己
点

検
・

自
己

評
価

委
員

会
の

全
体

に
関

す
る

提
言

の
中

に
入

れ
、

校
長

に
報

告
す

る
こ

と
と

し
た

。

○
交

流
協

定
締

結
大

学
・
高

校
と

の
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。
○

学
生

の
海

外
へ

の
派

遣
を

企
画

・
実

施
す

る
。

ま
た

、
低

学
年

を
主

体
と

し
た

本
校

独
自

の
語

学
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
を

実
施

す
る

。

○
ガ

ジ
ャ

マ
ダ

大
学

（イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）か
ら

短
期

留
学

生
6名

を
受

入
れ

た
。

○
香

港
V

T
C

か
ら

短
期

留
学

生
を

８
名

受
入

れ
た

。
○

全
北

大
学

へ
学

生
を

８
名

派
遣

し
た

。
○

英
語

キ
ャ

ン
プ

（
全

国
版

）に
学

生
1名

が
参

加
し

た
。

○
本

校
企

画
の

英
国

語
学

研
修

に
学

生
8名

が
参

加
し

、
英

語
研

修
・異

文
化

体
験

を
行

っ
た

。
○

本
校

企
画

の
海

外
異

文
化

体
験

研
修

に
学

生
4名

と
引

率
教

員
2名

が
参

加
し

、
本

校
教

員
が

在
外

研
修

で
滞

在
し

て
い

る
ブ

ル
ネ

ル
大

学
（イ

ギ
リ

ス
）に

て
語

学
研

修
、

研
究

室
訪

問
を

行
っ

た
。

○
国

際
交

流
協

定
校

の
全

北
大

学
（韓

国
）が

開
催

し
た

「F
E
E
L
IN

G
 K

O
R

E
A

P
R

O
G

R
A

M
」に

学
生

2名
が

参
加

し
た

。
○

長
期

工
場

見
学

と
し

て
制

御
情

報
工

学
科

4
年

生
が

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

に
て

工
場

見
学

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
国

立
大

学
学

生
と

の
交

流
を

行
っ

た
。

○
11

月
の

IS
T
S
20

14
(台

湾
台

北
科

技
大

学
)へ

、
学

生
1名

を
派

遣
し

た
。

○
9高

専
連

携
事

業
・海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
九

電
工

台
湾

）に
学

生
2名

が
参

加
し

た
。

国
際

交
流

委
員

会
：総

務
課

国
際

研
究

推
進

係
教

務
委

員
会

：学
生

課
教

務
係

A

○
外

国
人

学
生

対
象

の
３

年
次

編
入

学
入

試
を

実
施

す
る

。
○

留
学

生
の

受
け

入
れ

体
制

の
強

化
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

〇
学

生
寮

居
室

内
部

の
床

・
壁

の
改

修
及

び
除

湿
器

な
ど

の
設

置
を

計
画

す
る

。

〇
学

生
寮

3棟
1階

居
室

の
床

張
替

、
壁

紙
補

修
、

除
湿

機
設

置
を

行
っ

た
。

〇
留

学
生

受
入

れ
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
作

成
し

、
学

生
寮

の
受

入
れ

許
容

部
屋

数
に

沿
っ

て
ス

ム
ー

ス
な

受
入

体
制

を
検

討
、

次
年

度
か

ら
実

施
す

る
よ

う
検

討
し

た
。

入
学

試
験

委
員

会
：学

生
課

教
務

係 教
務

委
員

会
：学

生
課

教
務

係
学

生
寮

委
員

会
：学

生
課

寮
務

係

A

○
留

学
生

に
チ

ュ
ー

タ
ー

を
付

け
、

意
志

疎
通

を
図

る
た

め
の

研
修

実
施

な
ど

を
企

画
す

る
。

○
留

学
生

が
考

え
て

い
る

キ
ャ

リ
ア

、
日

本
人

学
生

が
考

え
て

い
る

キ
ャ

リ
ア

に
つ

い
て

、
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

計
画

し
、

双
方

を
刺

激
す

る
。

○
留

学
生

そ
れ

ぞ
れ

に
チ

ュ
ー

タ
ー

を
配

置
し

、
生

活
面

・学
習

面
の

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

11
月

に
留

学
生

と
チ

ュ
ー

タ
ー

の
交

流
研

修
会

を
実

施
し

、
学

外
で

の
活

動
を

通
じ

て
親

睦
・相

互
理

解
を

深
め

た
。

教
務

委
員

会
：学

生
課

教
務

係

Ｃ
・留

学
生

と
チ

ュ
ー

タ
ー

の
交

流
実

績
は

あ
る

が
、

留
学

生
と

日
本

人
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

に
つ

い
て

の
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
の

企
画

及
び

実
施

の
実

績
は

見
え

な
い

。

４
 管

理
運

営
に

関
す

る
事

項
〇

第
３

期
中

期
計

画
の

目
的

達
成

の
た

め
、

よ
り

良
い

環
境

で
教

育
及

び
研

究
が

行
わ

れ
る

よ
う

予
算

委
員

会
に

お
い

て
、

適
正

な
予

算
配

分
を

行
う

。
○

施
設

の
有

効
活

用
、

老
朽

化
施

設
の

整
備

・
改

善
を

図
る

。
○

男
女

共
同

参
画

の
推

進
に

向
け

た
取

組
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

、
適

宜
実

施
す

る
。

○
高

専
機

構
監

事
監

査
・
内

部
監

査
・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
監

査
に

お
け

る
指

導
事

項
等

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
確

実
に

実
施

す
る

。

〇
予

算
委

員
会

を
2回

（4
/2

5　
6
/1

2）
開

催
し

て
、

当
初

予
算

配
分

に
つ

い
て

検
討

し
、

主
事

会
議

（6
/1

6）
運

営
委

員
会

（6
/1

9）
を

経
て

適
正

な
配

分
を

行
っ

た
。

○
毎

年
、

施
設

利
用

計
画

を
実

施
し

、
利

用
率

を
出

し
、

低
い

部
屋

に
つ

い
て

は
、

改
善

す
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

〇
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
向

け
た

女
性

研
究

者
研

究
交

流
会

の
参

加
や

高
専

女
子

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
参

加
、

熊
本

高
専

と
の

女
子

学
生

と
の

交
流

会
を

実
施

し
た

。
〇

利
用

率
の

低
い

部
屋

に
つ

い
て

調
査

し
た

結
果

、
教

員
の

長
期

出
張

や
人

事
交

流
な

ど
で

、
一

時
的

に
不

在
の

た
め

で
あ

っ
た

。
平

成
２

７
年

度
に

は
、

出
張

や
人

事
交

流
が

終
了

す
る

の
で

、
利

用
率

の
低

い
部

屋
は

、
利

用
率

が
上

が
る

予
定

で
あ

る
。

予
算

委
員

会
：総

務
課

財
務

係
施

設
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

：
総

務
課

施
設

係
人

事
委

員
会

：総
務

課
人

事
係

ＩＴ
セ

ン
タ

ー
専

門
委

員
会

：教
育

研
究

支
援

室

A
・予

算
配

分
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

に
研

究
活

性
化

の
た

め
予

算
配

分
の

フ
ラ

ッ
ト

化
な

ど
、

配
分

法
の

改
善

の
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、

結
果

が
出

て
い

る
か

が
見

え
な

い
。

予
算

配
分

法
の

変
更

に
対

す
る

効
果

な
ど

結
果

の
検

証
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
こ

の
件

に
関

し
て

は
一

昨
年

の
自

己
点

検
・自

己
評

価
委

員
会

か
ら

も
同

様
の

指
摘

が
な

さ
れ

て
い

る
が

、
検

証
は

行
わ

れ
て

い
な

い
。

・利
用

率
の

低
い

部
屋

に
つ

い
て

同
じ

内
容

の
報

告
が

２
件

あ
が

っ
て

い
る

。

○
九

州
沖

縄
地

区
の

校
長

・
事

務
部

長
会

議
を

開
催

す
る

。
○

「
管

理
職

研
修

」
へ

の
副

校
長

あ
る

い
は

校
長

補
佐

の
参

加
を

推
進

す
る

。
○

6月
に

九
州

沖
縄

地
区

校
長

・事
務

部
長

会
議

を
本

校
に

お
い

て
開

催
し

た
。

○
高

専
機

構
本

部
が

実
施

す
る

教
員

研
修

（管
理

職
研

修
）に

副
校

長
1名

が
参

加
し

た
。

（全
体

会
議

協
議

題
9件

，
全

体
会

議
報

告
事

項
2件

，
校

長
会

議
協

議
題

2件
，

事
務

部
長

会
議

協
議

題
1件

，
事

務
部

長
会

議
承

合
事

項
1件

）
人

事
委

員
会

：総
務

課
人

事
係

A
・機

構
本

部
が

実
施

す
る

「管
理

職
研

修
」の

他
に

も
同

様
の

研
修

に
多

数
参

加
し

て
お

り
、

年
度

計
画

は
一

般
的

な
管

理
職

の
た

め
の

研
修

と
し

て
あ

げ
て

は
ど

う
か

。

○
教

職
員

の
負

担
軽

減
策

と
し

て
、

学
生

寮
の

管
理

体
制

お
よ

び
課

外
活

動
コ

ー
チ

制
な

ど
に

つ
い

て
、

拡
大

に
向

け
て

検
討

す
る

。
○

平
成

26
年

度
か

ら
、

女
子

寮
の

宿
直

を
行

う
学

生
寮

指
導

員
を

1名
か

ら
２

名
に

増
員

し
た

。
○

課
外

活
動

の
指

導
等

に
外

部
コ

ー
チ

お
よ

び
特

命
教

授
等

を
導

入
し

、
顧

問
教

員
の

負
担

軽
減

を
行

っ
て

い
る

。

学
生

寮
委

員
会

：学
生

課
寮

務
係

厚
生

補
導

委
員

会
：学

生
課

学
生

係

A
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表
 4

評
価

評
価

・
コ

メ
ン

ト
特

長
あ

る
取

組
み

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

の
点

検
・
評

価
結

果
平

成
2
6
年

度
　

年
度

計
画

主
担

当
組

織
平

成
2
6
年

度
　

実
績

報
告

〇
納

品
検

収
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
遵

守
し

、
納

品
・
検

収
体

制
の

強
化

を
図

る
。

〇
地

区
会

計
事

務
担

当
者

研
修

に
積

極
的

に
参

加
し

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

。
〇

平
成

２
６

年
度

九
州

地
区

国
立

学
校

決
算

担
当

者
実

務
研

修
会

（１
２

/４
～

１
２

/
５

）
及

び
会

計
監

査
人

に
よ

る
地

区
別

会
計

研
修

会
（
３

/
６

）
に

参
加

し
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

っ
た

。
総

務
課

課
長

補
佐

（会
計

担
当

）
総

務
課

契
約

係

A

○
機

構
本

部
が

実
施

す
る

階
層

別
研

修
や

各
種

説
明

会
,ま

た
、

地
区

研
修

会
に

積
極

的
に

参
加

し
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

意
識

向
上

を
図

る
。

○
学

務
関

係
職

員
研

修
会

、
労

務
管

理
研

修
会

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

（セ
ル

フ
ケ

ア
）
、

九
州

地
区

国
立

学
校

会
計

事
務

研
修

、
九

州
地

区
国

立
大

学
法

人
等

テ
ー

マ
別

研
修

、
九

州
沖

縄
地

区
国

立
高

専
事

務
職

員
研

修
、

九
州

地
区

国
立

大
学

法
人

等
係

長
研

修
、

人
事

事
務

担
当

者
説

明
会

（係
長

）等
の

研
修

に
参

加
し

た
。

総
務

課
人

事
係

A

○
こ

れ
ま

で
の

高
専

相
互

監
査

結
果

を
踏

ま
え

、
内

部
監

査
項

目
の

見
直

し
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、
情

報
共

有
し

、
よ

り
一

層
の

校
内

監
査

体
制

の
強

化
を

図
る

。
〇

内
部

監
査

で
重

点
項

目
を

設
け

、
業

者
6社

か
ら

の
売

上
伝

票
等

と
会

計
伝

票
の

突
合

を
行

っ
た

。
科

研
費

に
関

し
て

は
、

公
的

研
究

費
に

関
す

る
内

部
監

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

及
び

イ
ン

タ
ー

ビ
ュ

ー
シ

ー
ト

に
基

づ
き

監
査

を
行

っ
た

。

総
務

課
課

長
補

佐
（会

計
担

当
）

総
務

課
契

約
係

総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

A

〇
公

的
研

究
費

等
に

関
す

る
不

正
使

用
の

再
発

防
止

策
の

実
施

を
確

実
に

行
う

。
〇

予
算

委
員

会
に

お
い

て
、

不
正

経
理

の
防

止
対

策
を

検
討

す
る

。
〇

公
的

研
究

費
等

に
関

す
る

不
正

使
用

の
再

発
防

止
の

取
組

状
況

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
確

実
に

実
施

し
て

い
る

。
（研

究
費

使
用

に
関

す
る

意
識

改
革

・納
品

検
収

体
制

の
充

実
・監

査
体

制
の

強
化

・会
計

事
務

組
織

の
充

実
・取

引
業

者
へ

の
対

応
）

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：国
際

研
究

推
進

係
予

算
委

員
会

：総
務

課
財

務
係

A

○
教

職
員

の
能

力
向

上
の

た
め

に
研

修
を

実
施

し
、

学
外

研
修

に
参

加
さ

せ
る

。
○

職
務

に
関

し
て

特
に

高
く
評

価
で

き
る

成
果

が
認

め
ら

れ
る

事
務

職
員

や
技

術
職

員
の

表
彰

制
度

を
活

用
す

る
。

○
福

岡
県

教
育

セ
ン

タ
ー

が
実

施
し

て
い

る
専

門
研

修
に

、
平

成
26

年
度

は
1名

が
受

講
し

た
。

○
日

本
学

生
支

援
機

構
が

実
施

す
る

研
修

を
積

極
的

に
受

講
し

た
。

人
事

委
員

会
：総

務
課

人
事

係

B
・学

外
研

修
に

つ
い

て
は

、
機

構
本

部
で

の
研

修
な

ど
多

数
の

実
績

が
あ

る
の

で
、

報
告

に
あ

げ
て

は
ど

う
か

。
た

だ
研

修
に

行
っ

た
だ

け
で

は
な

く
、

そ
れ

で
ど

う
な

の
か

の
実

績
に

対
す

る
検

証
も

必
要

で
は

な
い

か
。

・予
算

が
ひ

っ
迫

し
て

い
る

中
、

必
要

な
研

修
や

出
張

で
あ

る
か

検
証

が
必

要
で

は
な

い
か

。
・研

修
で

得
た

重
要

な
情

報
は

、
内

容
に

よ
り

、
必

要
な

課
や

コ
ー

ス
等

で
共

有
で

き
る

よ
う

な
対

応
を

考
え

る
と

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

○
事

務
職

員
や

技
術

職
員

の
人

事
交

流
を

計
画

す
る

。
○

平
成

26
年

度
に

他
大

学
か

ら
事

務
職

員
3名

受
入

れ
、

2名
を

派
遣

し
、

人
事

交
流

を
行

っ
て

い
る

。
人

事
委

員
会

：総
務

課
人

事
係

A

○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

含
め

、
危

機
管

理
体

制
の

整
備

を
図

る
。

○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
の

見
直

し
に

対
応

す
る

。
○

教
職

員
向

け
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

研
修

を
周

知
し

、
実

施
す

る
。

○
情

報
担

当
者

研
修

会
や

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

関
連

の
研

修
会

に
積

極
的

に
参

加
す

る
。

○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
と

し
て

、
L
A

N
委

員
会

を
２

回
開

催
し

、
公

開
サ

ー
バ

等
に

つ
い

て
の

運
用

手
順

書
の

策
定

を
進

め
て

い
る

。
○

機
構

の
開

催
し

た
研

修
会

等
に

担
当

教
職

員
が

参
加

し
た

。
〇

学
認

連
携

M
o
o
dl

e講
習

サ
イ

ト
「り

ん
り

ん
姫

」を
利

用
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
e-

ラ
ー

ニ
ン

グ
研

修
を

実
施

し
、

１
３

１
名

が
受

講
し

、
受

講
率

は
98

.5
％

で
あ

っ
た

。

ＩＴ
セ

ン
タ

ー
専

門
委

員
会

：教
育

研
究

支
援

室

A
・危

機
管

理
体

制
の

整
備

に
関

し
て

、
海

外
に

行
く
学

生
に

対
す

る
危

機
管

理
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

が
、

対
応

が
と

ら
れ

、
改

善
が

見
ら

れ
た

こ
と

は
実

績
に

あ
げ

ら
れ

る
。

◎

○
こ

れ
ま

で
の

本
校

で
の

中
期

計
画

、
年

度
計

画
の

実
施

状
況

を
踏

ま
え

、
平

成
２

６
年

度
計

画
を

策
定

し
、

本
校

の
特

性
に

応
じ

た
具

体
的

な
指

標
の

検
討

を
行

う
。

○
平

成
26

年
度

計
画

を
策

定
し

、
学

内
へ

周
知

及
び

機
構

本
部

に
提

出
し

、
各

項
目

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
実

行
・検

討
等

を
行

っ
た

。
運

営
委

員
会

：総
務

課
課

長
補

佐
（総

務
担

当
）

A
・年

度
計

画
の

立
て

方
に

つ
い

て
は

、
方

針
を

考
え

、
重

要
な

も
の

を
絞

っ
て

計
画

に
あ

げ
て

い
く
べ

き
で

な
い

か
。

Ⅱ
 業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置
〇

契
約

関
係

に
お

い
て

、
１

社
入

札
に

な
ら

な
い

よ
う

仕
様

書
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

〇
よ

り
良

い
環

境
で

教
育

及
び

研
究

が
行

わ
れ

る
よ

う
予

算
委

員
会

に
お

い
て

、
予

算
配

分
の

検
討

を
行

う
。

〇
予

算
委

員
会

を
2回

（4
/2

5、
6
/1

2）
開

催
し

て
、

当
初

予
算

配
分

に
つ

い
て

検
討

し
、

主
事

会
議

（6
/1

6）
運

営
委

員
会

（6
/1

9）
を

経
て

適
正

な
配

分
を

行
っ

た
。

〇
仕

様
策

定
委

員
会

に
お

い
て

、
１

者
し

か
応

札
で

き
な

い
仕

様
に

な
っ

て
い

な
い

か
を

検
討

し
、

平
成

２
６

年
度

中
に

入
札

を
行

っ
た

案
件

に
つ

い
て

は
、

全
て

の
入

札
に

お
い

て
、

複
数

者
の

応
札

が
あ

っ
た

。

総
務

課
契

約
係

予
算

委
員

会
：総

務
課

財
務

係

A
・１

社
入

札
に

な
ら

な
い

よ
う

仕
様

書
を

検
討

し
た

結
果

、
複

数
応

札
に

な
っ

て
お

り
、

計
画

通
り

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
・予

算
配

分
に

つ
い

て
は

、
結

果
や

効
果

に
対

し
て

検
証

し
、

予
算

配
分

に
つ

い
て

新
た

な
見

直
し

と
再

検
討

が
必

要
で

は
な

い
か

。

Ⅲ
 予

算
（
人

件
費

の
見

積
も

り
を

含
む

。
）
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

〇
第

３
期

中
期

計
画

の
目

的
達

成
の

た
め

、
よ

り
良

い
環

境
で

教
育

及
び

研
究

が
行

わ
れ

る
よ

う
予

算
委

員
会

に
お

い
て

、
め

り
は

り
の

き
い

た
予

算
配

分
を

行
う

。

〇
予

算
委

員
会

を
2回

（4
/2

5、
6
/1

2）
開

催
し

て
、

当
初

予
算

配
分

に
つ

い
て

検
討

し
、

主
事

会
議

（6
/1

6）
運

営
委

員
会

（6
/1

9）
を

経
て

適
正

な
配

分
を

行
っ

た
。

予
算

委
員

会
：総

務
課

財
務

係

A
・予

算
配

分
に

つ
い

て
は

、
結

果
や

効
果

に
対

し
て

の
検

証
が

必
要

で
あ

る
。

Ⅳ
　

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

営
に

関
す

る
事

項
１

 施
設

及
び

設
備

に
関

す
る

計
画

〇
図

書
館

改
修

に
つ

い
て

、
概

算
要

求
事

業
等

に
関

す
る

意
見

交
換

会
を

基
に

改
修

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

〇
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

、
地

球
温

暖
化

対
策

を
踏

ま
え

、
省

エ
ネ

対
策

の
取

り
組

み
と

し
て

、
夏

季
の

省
エ

ネ
タ

イ
ム

・
室

内
温

度
設

定
の

徹
底

・
ク

ー
ル

ビ
ズ

の
推

進
を

実
行

す
る

。

〇
昨

年
と

の
気

候
の

関
係

も
影

響
す

る
が

、
夏

季
の

省
エ

ネ
対

策
の

取
り

組
み

を
し

た
結

果
、

電
気

及
び

空
調

ガ
ス

の
7月

か
ら

9月
ま

で
の

使
用

量
が

減
少

し
、

国
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
及

び
地

球
温

暖
化

対
策

に
貢

献
し

て
い

る
。

（使
用

量
 電

気
△

32
,4

72
K
w

h
 空

調
ガ

ス
△

7
,9

96
㎥

）
〇

図
書

館
改

修
に

つ
い

て
は

、
改

修
計

画
に

創
造

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
室

、
及

び
図

書
館

と
の

複
合

施
設

と
す

る
こ

と
を

検
討

し
、

平
成

２
８

年
度

の
概

算
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
準

備
を

し
た

。

施
設

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

委
員

会
：

総
務

課
施

設
係

予
算

委
員

会
：総

務
課

財
務

係
図

書
館

専
門

委
員

会
：学

生
課

図
書

係
総

務
課

人
事

係

A
・昨

年
度

と
の

気
候

の
関

係
も

影
響

す
る

が
、

夏
季

の
省

エ
ネ

対
策

の
取

り
組

み
の

結
果

、
平

成
26

年
度

は
電

気
及

び
空

調
ガ

ス
の

7月
か

ら
9月

ま
で

の
使

用
量

が
減

少
し

て
い

る
こ

と
は

良
い

取
組

で
あ

る
。

今
後

も
継

続
し

て
確

認
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

◎

２
 人

事
に

関
す

る
計

画
（
１

）
方

針
○

教
職

員
の

他
高

専
、

大
学

等
と

の
人

事
交

流
を

引
き

続
き

積
極

的
に

推
進

し
、

多
様

な
人

材
育

成
を

図
り

、
資

質
の

向
上

を
図

る
。

（
２

）
人

員
に

関
す

る
計

画
○

教
職

員
の

職
務

能
力

の
向

上
、

効
率

化
の

施
策

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

、
高

度
化

・
再

編
に

応
じ

た
教

職
員

配
置

の
検

討
を

行
う

。

○
教

員
の

人
事

交
流

に
つ

い
て

、
他

高
専

へ
1
名

派
遣

し
、

1名
を

受
入

れ
て

い
る

。
○

職
員

の
人

事
交

流
に

つ
い

て
、

他
大

学
へ

2
名

派
遣

し
、

3名
を

受
入

れ
て

い
る

。
人

事
委

員
会

：総
務

課
人

事
係

A
・人

事
交

流
に

つ
い

て
は

、
現

状
を

踏
ま

え
て

、
教

職
員

の
負

担
等

を
考

慮
し

た
派

遣
を

実
施

す
る

こ
と

が
必

要
で

は
な

い
か

。
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5.平成 28 年度 自己点検･自己評価報告 



 

 
 

5.平成 28 年度 自己点検･自己評価報告 
 

平成 28 年度自己点検･自己評価委員会では、以下の活動を行った。 
  
(1) 平成 28 年度点検･評価事項の策定 

第 1 回委員会 (5/30 開催)･第 2 回委員会 (6/23 開催)において今年度の点検･評価事項の審議を行

い、本委員会の自己点検・自己評価活動を以下のように進めることを決定した。 
① 平成 27 年度の学校全体に渡る活動についての点検・評価を行う。 

ここでは、第 3 期中期目標・中期計画のもとに作成された本校の平成 27 年度年度計画に

対して各委員会･組織から報告された平成 27 年度実績報告をもとに、本校の全体に渡る

活動状況の点検･評価を行うこととした。 
② 平成 26 年度本委員会提言の平成 27 年度年度計画及び実績報告への反映確認を行う。 

ここでは、平成 26 年度に本委員会が実施した平成 25 年度実績報告の点検･評価における

提言が、平成 27 年度活動の取組みや実績に活かされていたかの確認を行うこととした。 
③ 平成 27 年度に実施される JABEE 継続審査の一次審査報告書内容の確認を行う。 

なお、指摘された懸念事項に対する本校の取組みについては、最終報告書が提出され本

校の対応が整った後の平成 29 年度に点検･評価を行うこととした。 
④ 平成 27 年度に実施された北九州工業高等専門学校運営協議会の協議内容について、運営

協議会委員からの意見･指摘等についての検証を行う。 
 
(2) 平成 27 年度自己点検・自己評価の活動の公開 

平成 27 年度に実施した自己点検･自己評価委員会の自己点検･自己評価活動まとめとともに、点

検･評価･改善の組織図を現状に合う形態に更新し、本校ホームページに掲載した。 
なお、平成 27 年度の点検･評価の詳細と点検･評価資料は、平成 27 年度末に｢平成 27 年度自己

点検･自己評価委員会年次報告書｣の冊子にまとめられ、平成 27 年度の主事会議のメンバーと学科

長に回覧された。 
 
(3) 平成 27 年度年度計画に対する実績報告に基づく学校全体に亙る活動状況の点検･評価 

各委員会･組織から提出された｢第 3 期中期目標 / 中期計画 / 平成 27 年度(実績報告)｣に基づき、

以下の事項について点検評価を行った。 
① 教育に関する事項 
② 研究に関する事項 
③ 社会との連携、国際交流等に関する事項 
④ 管理運営に関する事項 
⑤ 業務運営の効率化に関する事項 
⑥ 財務内容の改善に関する事項 

本委員会による点検･評価結果は｢平成 27 年度年度計画実績報告の点検･評価結果｣にまとめ、提

言とともに平成 28 年 12 月 22 日に校長に報告した。これらの報告は、校長から運営委員会に提出

され、当該委員会等に対し検討依頼がなされた。 
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(4) 平成 26 年度本委員会提言の平成 27 年度年度計画及び実績報告への反映確認 
平成 26 年度に自己点検･自己評価委員会が実施した平成 25 年度年度計画に対する実績報告の点

検･評価における提言が、平成 27 年度活動の取り組みや実績に活かされていたかどうかを確認し、

その程度を○△×の 3 段階で評価した。 
これらの結果は、平成 28 年度の本委員会の点検･評価活動の一つとしてまとめた。 

 
(5) 2016 年度 JABEE 継続審査の一次審査報告内容の確認 
平成 28 年 10 月に実施された 2016 年度 JABEE 継続審査の実地審査時の審査報告(一次審査報告)に

おける評価内容を確認し、指摘されている項目については適宜 JABEE･認証評価専門部会で対応するよ

う依頼した。 
 なお、指摘された懸念事項に対する本校の取り組みについては、最終報告書が提出され本校の対

応が整った後の平成 29 年度に本委員会で点検･評価を行うこととした。 
 
(6) 平成 27 年度北九州工業高等専門学校運営協議会の協議内容の検証 

平成 28 年 3 月に開催された運営協議会で協議会委員から出された意見交換･指摘事項を分類･整

理し、それらの内容の検証を行った。 
検証した結果は、平成 28 年度の本委員会の点検・評価活動の一つとしてまとめた。 

 
(7) 平成 28 年度決定事項及び平成 29 年度への引継事項の作成 

自己点検･自己評価委員会の平成 28 年度に決定(実施)した事項並びに平成 29 年度への引継事項

をまとめ、運営委員会に提出した。 
 
(8) 平成 28 年度自己点検･自己評価委員会 年次報告書の作成 

自己点検･自己評価委員会の平成 28 年度の活動を冊子にまとめ、校長に提出した。 
 
(9) 平成 28 年度自己点検･自己評価委員会 委員 
本年度の委員は次のとおりである。 

委 員 長 機械創造システムコース 内田  武 教授 
副委員長 情報システムコース   添田  満 教授 
委  員 物質化学コース     松嶋 茂憲 教授 

物質化学コース     竹原 健司 教授 
一般科目        山田 康隆 教授 
一般科目        白神  宏 教授 
事務部         千葉 直樹 事務部長 

永長 一平 総務課長 
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§ 平成 27 年度の年度計画に対する実績報告の点検・評価結果まとめ 
 
 北九州工業高等専門学校では、国立高等専門学校機構が策定した中期目標、中期計画に基づき、

本校独自の中期目標、中期計画ならびに年度計画を定めている。本校の各委員会･組織は、これら

の計画に基づき活動を行っている。 
 平成 28 年度の自己点検･自己評価委員会では、各委員会･組織から提出された｢平成 27 年度の年

度計画に対する実績報告｣をもとに、 
Ⅰ 教育・研究の質の向上に関する取り組み 
Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するための取り組み 
Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための取り組み 
Ⅳ その他の業務運営に関する取り組み 

を点検･評価することにより、学校全体に渡る活動状況の点検と評価を行った。 
これらの点検･評価の観点は、以下の通りである。 
ⅰ 現状の把握および達成状況 
ⅱ 課題の有無 
ⅲ 積極的に評価すべき内容および特色の抽出 
ⅳ 将来展望、改善策等の提言 

 
 平成 27 年度の年度計画に対する実績報告について、自己点検･自己評価委員会の点検･評価結果

およびコメントは、｢平成 27 年度 年度計画実績報告の点検･評価結果 (H28 年度自己点検･自己評

価委員会）」の通りである。 
 概ね、各計画通りの取組みが行われていることを確認したが、更に積極的･能動的な表現にした

方が良い箇所も多く、一部には計画に対して実績報告が無いものや計画に対する実績報告が十分と

は考えにくいものが見受けられた。 
 実績報告においては、具体的な取り組み内容を示すことが必要なため、件数や参加人数など可能

なものは数値も示すことが望ましい。｢～を検討する｣の計画に対しては、具体的な検討内容･検討

結果や取り組んだ結果などを簡潔に示すことも必要である。 
 また、前年度の実績報告と同じ報告内容が一部にみられた。少なくとも、前年度の実績報告との

違い、前年度の実績からの進展状況などを明確に示すことが望まれる。 
 自己点検・自己評価委員会による【提言】については、平成 28 年度の年度計画に対するフォロ

ーアップおよび実績報告、平成 29 年度の年度計画作成段階で活用頂ければ幸いである。 
 
◇ 教育･研究の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保 (①～⑮の 15 項目) 
①について 
‣  田川市から 22 名 (内、H28 年度入学 3 名)、田川郡から 15 名 (内、H28 年度入学 3 名)の計

37 名の学生が通学していることもあり、田川･筑豊 (飯塚･直方)地区での学校説明会実施の必

要性について検討してはどうか。 
‣ 中学校訪問した、学校数と参加教員の延べ人数を明確に記載する必要がある。 

③について 
‣  地域中学校長会への広報活動において、参加しないまでも本校の改組や学校概要、進学･就職

状況などの資料を作成し、送付するなどの広報活動が必要ではないか。 
④について 
‣  一般入試の解答方法が記述式からマークシートに変わったことについて、効果の検証など追

跡調査が必要ではないか。 
⑦について 
‣  女子学生の志願者は減少しており、女子中学生に対する入口 (入学)や出口 (進学･就職)につい

ての情報提供や対策などの検討や対応が必要ではないか。 
 

⑩について 
‣ 地 (知)の拠点大学による地方創生推進事業 (COC+)の予算で、企業向けのパンフレットを 500

105



部作成し、合同企業説明会等で配布したことも実績報告にあげてはどうか。 
‣ グラウンドそばの掲示板の利用について、更新頻度が少ないため、学校の情報が外に伝わるよ

うにもう少し利活用してはどうか。 
⑪⑫⑬⑭について 
‣ ｢検討中である｣、｢継続する｣という実績報告について、何を検討したのか、どこまで検討や分

析をしたのかなど、具体的な内容を記載するべきである。 
‣ 実績報告に｢入学後に専門コースを決められることに対し、肯定的な意見の方が多い｣との記載

があるが、入学時に専門コースを決めることの継続検討や 1 学科にして高専の良さが失われ

たのではという意見に対応し、入学後に専門コースを決めることの課題を洗い出すなど、年

度計画の立て方を考える必要はないか。なお、この件は入試対策ワーキングへの検討依頼が

必要ではないか。 
 

(2) 教育課程の編成等(①～⑮の 15 項目) 
①について 
‣  年度計画に｢技術者像を明確にし｣とあるが、技術者像の明確化の報告がないため、明確にす

る必要がある。 
‣ 地元北九州市の新成長戦略や北九州市の企業など一部の地域や領域についての報告はあるが、

年度計画にある山口地区や他の領域についての報告がない。 
②について 
‣  専攻科については、平成 29 年度から 1 年生後期に長期インターンシップなどに対応できる特

別カリキュラムの導入が適用されるが、本科についても検討が望まれる。 
③について 
‣  具体的な検討内容についての報告があるとよい。 

⑧について 
‣  年度計画と実績報告が同じであり、どのようなニーズを聴取し、分析したかの報告が必要で

ある。 
‣  社会をとりまく状況は常に変わっており、ニーズの聴取や分析の前に、社会のさまざまな状

況の変化 (円安から円高や EU のイギリス離脱、就職協定の変更など)を確認、情報収集し、

状況をまとめておく必要があるのではないか。 
⑩について 
‣  TA としての活用はなかったが、授業の中で短期留学生に自国の話をしてもらうなど学生との

交流はあった。年度計画の書き方として、TA として活用という限定的な計画ではなく、TA
以外での活用や学生との交流について計画を立てることが望まれる。 

⑪について 
‣  英語力向上に向けた継続的な実施はされているが、さらに英語力を向上させるための新しい

方策の報告はないため、新しい方策の検討が望まれる。 
 
 
(3) 優れた教員の確保 (①～⑫の 12 項目) 

①について 
‣  年度計画にある｢多様な背景を持つ教員採用｣とは、大学や企業からなどの人材採用という意

味であり、年度計画にマッチした報告になっていない。また、FD 研修会の報告は、年度計画

に即した報告になっていない。 
③について 
‣  実績がない。引き続き検討することが望まれる。 

⑦について 
‣  本校での｢教員職の就業体験(インターンシップ)｣は実施されていない。引続き、企画検討が望

まれる。 
 

⑧について 
‣  外部研修会への派遣事例の報告が少ない。 
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(4) 教育の質の向上及び改善のためのシステム (①～⑱の 18 項目) 
①について 
‣  概ね報告のとおり実施されているが、Web シラバス導入により、モデルコアカリキュラムへ

の対応具合の点検が改善されることを期待したい。 
⑤について 
‣  H27 年度の実績が不明確である。 

⑦について 
‣  実績はあるようだが、より具体的に表記してほしい。 

⑭について 
‣  H28 年度の動きについて、具体的な検討を進めてほしい。 

 
(5) 学生支援・生活支援等 (①～⑩の 10 項目) 

③について 
‣  報告のとおり実施されているが、具体的な受け入れ人数等の記載が必要である。 

 
(6) 教育環境の整備･活用 (①～⑦の 7 項目) 

③について 
‣  数値については、割合等で表記すると、より分かりやすいのではないか。 

⑤について 
‣  年度計画の記載表現に一考を要する。 
‣  実績報告に記載されている【課題】は不要である。 

 
Ⅱ 研究や社会連携に関する事項(①～⑨の 9 項目) 

②③について 
‣  検討したようであるが、参加できていない。 

 
Ⅲ 国際交流等に関する事項 (①～⑬の 13 項目) 

‣  提言なし。 
 
Ⅳ 管理運営に関する事項 (①～⑰の 17 項目) 

①について 
‣  要望として、校長裁量経費の配分時期をもう少し早く出来ないか。 

 
◇ 教育･研究の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 (①の 1 項目) 
提言なし。 
 

◇ 予算(人件費の見積もりを含む、収支計画及び資金計画。) (①の 1 項目) 
提言なし。 

 
Ⅰ 施設及び設備に関する計画(①～③の 3 項目) 

実績報告に記載されている【課題】は不要である。 
 
Ⅱ 人事に関する計画 

(1) 方針 (①の 1 項目) 
提言なし。 

 
(2) 人員に関する計画 (①の 1 項目) 

提言なし。 

107



§ 平成 26 年度自己点検･自己評価委員会提言の平成 27 年度への活用について 
 
 平成 28 年度の自己点検･自己評価委員会の点検・評価活動の一つとして、平成 26 年度に自己

点検･自己評価委員会が実施した平成 25 年度実績報告の点検・評価における提言が、平成 27 年

度活動の取組みや実績に活かされていたかを確認し、その程度を○△×の 3 段階で評価した。 
 自己点検･自己評価委員会からの提言は、概ね次年度に活用･反映されていることを確認したが、

一部で提言に関わる実績が認められない項目があるため、提言を提出した翌年度の年度計画を策

定する段階から、提言の考慮を希望する。 
3 段階評価とともに、コメントを付加して、以下のようにまとめた。 

 
◇ 教育・研究の質の公表に関する目標を達成するために取るべき措置 
Ⅰ 教育に関する事項 

(1) 入学者の確保 
① 高専女子学生と女子中学生･保護者との懇談会について 

△ 懇談会は実施されているが、データの公表まではされていない。 
② 学校見学について 

× 中学校や PTA の要望に応じた学校見学は行っているが、PR はしていない。 
③ 北九州高専 PR 用 DVD 作成について 

○ 学生会で DVD を作成し、秋季オープンキャンパス待機時間に流した。 
④ 女子寮の定員増、設備改善を図る計画について 

○ 現状を見据えた検討や女子寮の PR はされている。 
× 入寮のメリット等についてのアピールはされていない。 

⑤ 入学志願者に関わる調査、入試に関わる成績データの分析について 
△ 入試データの取り扱いについて注意が必要であるため、入試委員会での検討が必要

である。 
× 過去何年分かの受験生データや女子学生志願状況データの整備とともに、学内閲覧

の可否についても入試委員会での検討が必要である。 
〇 入試成績の分析結果の公表については、運営委員会で報告されている。 

 
(2) 教育課程の編成等 

① 長期学外実習について 
△ 本科は他校に先行事例がなく、本校独自に開拓した。専攻科は今後他校・他大学と

の情報共有が必要だが、カリキュラムの整備が出来たので一歩前進と言える。 
② 近隣大学との連携について 

△（×に近い） 総じて練り直す必要がある。 
③ 学生の多様な学習や課題活動の取組みについて 

△ apps mail を利用してのあらゆるアナウンスは出来ている。金銭面のサポートとし

て、寄附金や基金等の活用などの検討が必要である。 
④ TOEIC 関連教育の効果の確認について 

△ 結果の分析は行われており、教務委員会等で報告されているが、学内で情報共有と

いう意味では弱い。TOEIC の結果は専攻科入試等にも必要なため、今後は必ず学内 (コ
ース長)に示してほしい。 

 
(3) 優れた教員の確保 

① 人事交流について 
〇 教員会議での報告等により共有はされている。 
しかしながら、本校への反映にまでは繋がっていないのでは？ 

② 女性教員確保にための環境づくりについて 
× 女性教員支援の具体的報告は、ないに等しい。産休や育休などに対する制度の周知

を行ってほしい。 
③ 教員の外部研修会等への派遣について 

〇 教員会議や FD 活動実績などでの周知が図られている。 
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(4) 教育の質の向上・改善 
① e ラーニングの充実について 

× e ラーニング導入効果の検証まで行き着いていない。 
② オフィスアワーについて 

〇 各教員単位で、フレキシブルな対応ができている。 
 

(5) 学生支援・生活支援等 
① 図書館について 

〇 記載のとおり進めている。 
② 寮の改修について 

△ 短期留学生の宿泊施設としては利用されているが、改修計画については引き続き検

討が必要である。 
③ 帯同経費について 

〇 継続して検討されている。 
④ キャリア教育支援室設置について 

〇 設置された。 
 

(6) 教育環境の整備･活用 
① 施設･設備のメンテナンスについて 

△ 継続して検討が必要 
② 省エネ対策の検討について 

１項目目 〇  記載のとおり進めている。 
２項目目 △  競争入札については継続課題で良いが、学生等に対する節電意識の徹

底も必要である。 
③ 電子錠の拡充について 

△ 現状確認し、改めて計画の見直を要する。 
④ 教育研究支援室組織の充実について 

○ ものづくりセンターの管理体制は確立している。 
⑤ バリアフリー化について 

△ 福利棟入口、8 号館など順次整備されているが、図書館の整備が望まれる。 
⑥ 安全教育について 

〇 工場実習、交通、情報と主要な安全教育は行われている。 
 
Ⅱ 研究に関する事項 

(1) 研究活性化に向けた環境整備について 
△ 研究活性化の取組みに対する効果の検証は必要である。 

 
Ⅲ 社会との連携、国際交流に関する事項 

(1) 国際交流に関する年度計画について 
〇 年度計画を挙げ、実施されている。 

(2) 国際交流の実施体制について 
〇 国際交流の窓口は一本化され、情報提供もされている。 

(3) 外国人学生対象の 3 年次編入入試について 
△ 平成 27 年度計画において、「編入入試を実施する」から「編入を受け入れる」への

記載表現の修正が行われていない。 
機構本部で募集及び選抜を行い、各高専では受け入れ態勢を整えるのみであることから、

文言の修正は必要。 
各コースの受入体制状況を掲載してはどうか。 

 
Ⅳ 管理運営に関する事項 

(1) 計画節電の取組みについて 
△ 削減割合を表示するよう、記載表現の修正が必要である。 
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(2) 若手教員育成のためのシステム作りについて 
△ 明文化はされていないが、各コースにおけるシステム作りは行われている。 

(3) 教職員のメンタルヘルスについて 
〇 e-learning 実施に加え、平成 28 年度は産業医からのコメントが出されるようになり、

少しずつ充実が図られている。 
 
◇ 業務運営の効率化に関する目標を達成するために取るべき措置 

(1) 在学証明等発行の自動化について 
△ 高専学生情報統合システム導入との兼合いで保留されている。継続した検討を要する。 

(2) 一般管理費の縮減について 
△ 校内除草作業については、検討を要する。 

 
◇ 財務内容の改善に関する目標を達成するために取るべき措置 

提言なし。 
 
◇ その他、主務省令で定める業務運営に関する事項 

(1) 教職員の積極的な人事交流にための体制づくりについて 
〇 計画的な人事交流派遣が行われているが、支援策も必要である。 

 
 
§ 平成 28 年度 JABEE 継続審査の一次審査報告の内容確認および対応ついて 
 
 北九州工業高等専門学校は、｢生産デザイン工学｣という教育プログラム名で日本技術者教育認

定機構 (以下、JABEE)の審査を受け、平成 17 年度に認定された。平成 22 年度には 1 度目の継

続審査を受審し継続認定 (6 年間)され、平成 28 年度に 2 度目の継続審査を受審した。 
 平成 28 年 10 月 23 日 (日)～ 10 月 25 日 (火)の 3 日間で実施された｢2016 年度 (平成 28 年

度)JABEE 継続審査｣の実地審査結果がまとめられた【一次審査報告書】について、JABEE･認証

評価専門部会において内容の確認を行った。 
 平成 28 年度の自己点検･自己評価委員会の点検･評価活動の一つとして、一次審査報告書で評価

C (Concern、懸念)と指摘された JABEE 審査項目について確認を行い、対応が急がれる項目につ

いては JABEE･認証評価専門部会で検討を始めてほしい旨を依頼した。 
 なお、平成 29 年 3 月 13 日付けの JABEE 事務局からの連絡メールにおいて、｢継続認定(6 年

間)｣の連絡が届いたが、継続審査の最終報告は後日送付されるため、自己点検･自己評価委員会に

よる点検･評価については、最終報告に対する本校の対応が整った後とし、平成 29 年度に実施す

ることとしている。 
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§ 平成 27 年度北九州工業高等専門学校運営協議会の協議内容の検証について 
 
日 時  平成 28 年 3 月 8 日 (火)13 時 00 分 ～ 15 時 00 分 
場 所  北九州工業高等専門学校管理棟 2 階会議室 
テーマ ＝北九州高専のあるべき姿について＝ 

1.北九州市国家戦略特区と北九州高専の役割について 
2.地域創生と北九州高専の役割について 
3.平成 27 年度学科等改組に伴う意見について 
4.科学技術イノベーションを担う人材教育について(高専改革) 

学外からの協議会委員 (敬称略、五十音順) 
石井 宏治  北九州市産業経済局 産業振興部長 (代理出席) 
大峯 一純  北九州市立中学校会会長 (黒崎中学校校長) 
松岡 俊和  公益財団法人 北九州産業学術推進機構 専務理事 (代理出席) 
近藤 倫明  公立大学法人 北九州市立大学長 (欠席) 
髙城 壽雄  ㈱タカギ 代表取締役社長 
髙橋 孝司  公益財団法人 九州ヒューマンメディア創造センター理事長 
筒井 幸雄  ㈱安川電機 技術開発本部 理事 開発研究所長 (欠席) 
羽田野隆士  北九州商工会議所 専務理事 
松永 守央  国立大学法人 九州工業大学長、本運営協議会の議長 
守塚  勝  北九州工業高等専門学校同窓会会長 

 
 平成 27 年度に開催された｢運営協議会｣において協議会委員との意見交換ならびに指摘事項に

ついて、｢1.北九州市国家戦略特区と北九州高専の役割」、｢2.地域創生と北九州高専の役割」、｢3.
学科等改組および人材教育 (高専改革)｣の 3 項目に大分類した。 
 それらを要点整理した上で、平成 28 年度の自己点検･自己評価委員会の点検･評価活動の一つ

として、各内容について検証を行い、コメントを付加して以下のようにまとめた。 
 
1.北九州市国家戦略特区と北九州高専の役割について 
(1) インバウンド (海外から北九州高専へ) 

国際交流協会を通じて、いろいろ紹介いただいているが、諸外国から受入れている短期留学

生を国際交流協会につなぐことは、まだ出来ていない。短期留学生受入れの際の宿舎が問題で

学生寮だけでは不足なので、リーズナブルな宿泊施設を提供いただけるとありがたい。 
 
(2) 特区、ロボット関連、創業支援 

地域との連携 (FAIS、KPEC や北九州商工会議所など)に関しては、現在｢KOSEN4.0 イニ

シアティブ｣で進めている内容とも関連する可能性が考えられる。 
 
2.地域創生と北九州高専の役割について 
(1) 地方創生 

COC プラスにおいて、北九州市及び地元企業は地元に定着してほしいと望んでいるが、イ

ンターンシップをしてもなかなか就職してもらえない、企業が具体的にどういう特徴を持って、

どういうことをやっているのか学生は知らないので、学生に知ってもらうための取り組みを考

えてもらえたらという意見があったが、地元企業調査はこのことに役立っているのではないか。 
地元企業調査に関して、1 年生に対して実施しているが、よくわからない学年での実施は効

果があるかわかりづらい、大企業にばかり目が行くのではないか。上級生になった際に実施す

るかキャリア教育を行うなど、その後のケアが必要でないか。実施方法に関して、改善点があ

ると考えられる。 
KPEC は地元定着を意識した取組として、地元の中堅企業をまとめたリストを作成して、大

学や高専へアナウンスしたいと考えている。また例年 6 月頃開催している会社説明会を来年度

も開催する予定である。 
今年度の九州沖縄地区高専フォーラムにおいて、八代高専が九州管内に工場や事業所があり、

卒業生がいる企業 50 社程度を紹介した冊子を作成した。その冊子は、企業の紹介とその企業

で働いている卒業生の紹介であった。こういう冊子を作るのも効果があるのではと考えられる。 
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各コースで、どういった学生がどういう背景で地元企業に就職したか、追跡のデータを集め、

成功事例として教員が共有してベースとして持っておかなければ、いくら地元企業をアピール

しても成功しないのではないか。 
COC プラスにおいても、学生を指導する教員が地元企業のことを知らないといけない、そ

のための交流会を各大学や高専を対象に開催してはどうかという意見があった。 
 
(2) 就職、インターンシップ 

企業との密接な関係作りが必要で、ミスマッチを減らすためにも企業側の本音を知り、対応

することが必要ではないか。 
学生を指導する教員が地元企業のことをよく知り、情報共有しておく必要がある。 
教育手法の一例として、本校は 5 高専連携(北九州、宇部、徳山、大島商船、呉)での遠隔 TV

授業を 2 年間受配信して専攻科授業に活用した実績もあるが、やはりライブ授業が教育効果は

高いと思われる。 
 
3.学科等改組および人材教育 (高専改革)について 
(1) 平成 27 年度の学科等改組 

中学校の指導教員に高専をよく知って頂くため、地道な PR と PR 工夫が必要である。 
改組に関しては、今後も見守りながら、フィードバックして、柔軟に変えていく必要があ

る。 
改組前の倍率 2.2 倍から 1.9 倍に落ちていることに関して、入試ワーキングで、改組後の

影響、状況、分析について調査を行っていると思うが、結果を待ちたい。 
現 1・2 年生に対して、1 年間、2 年間を終えての感想や要望など丁寧な調査を実施する必

要があるのではないか。 
 
(2) 入口 (入学)と出口 (卒業、進路) 

入口とともに出口の実績や事例を含めた PR があると効果的ではないか。 
高専は社会から見ると、マイナーな存在で、情報の洪水の中、色々な PR をしてきている

が、高専を PR していくためには、国レベルでの大きな後押しもないと難しいのではないか

と考えられる。 
中学校訪問で、以前は高専を知らない教員もいたが、地道かつ継続的な訪問により、高専

を知っている教員が増えたが、高専の特徴や良さについてもっと知ってもらうために、北九

州市教育委員会などと連携し、見学会や説明会等を本校で開催して来校していただくなどの

取組もあってもよいかと考えられる。 
本校の在校生が出身中学校に、本校の PR に行っている。 
本校卒業生で特徴のある卒業生、著名な卒業生のリストの調査があったが、その枠を広げ

て、中学校の OB･OG のリストを作成して、中学校訪問の際に持参して紹介するなどの取り

組みもあってもよいかと考えられる。 
中学校訪問の際に、出身中学校の学生が本校に入学して、どういう勉強をしているのか、

学生の姿や自己紹介文を載せたパンフレット (在学生の声)があると中学校側がより身近に感

じるのではないか、またその学生がどういうところに就職し、現在どういう仕事をしている

かなどの事例を載せ (卒業生の声)、紹介するのもよいかと考えられる。 

112



表
 5 V

e
r.
２

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果

北
九

州
高

専
　

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

の
実

績
報

告
に

対
す

る
【
提

言
】
　

（
H

2
8
年

度
　

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

）

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係
教

務
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

実
行

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係

①
学

校
説

明
会

・8
月

20
日

：北
九

州
市

内
及

び
近

隣
市

町
村

の
中

学
校

教
諭

を
対

象
と

し
た

説
明

会
を

開
催

し
た

。
（出

席
者

は
69

校
71

名
）

・9
月

14
日

：北
九

州
市

内
及

び
近

隣
の

学
習

塾
を

対
象

と
し

た
説

明
会

を
開

催
し

た
。

（出
席

者
は

30
社

45
名

）
・9

月
25

日
：大

分
県

中
津

・宇
佐

地
区

の
中

学
校

教
諭

を
対

象
と

し
た

説
明

会
を

今
年

度
新

た
に

開
催

し
た

。
（出

席
者

は
5

校
6名

）
　

な
お

、
上

記
説

明
会

を
実

施
す

る
に

当
た

り
、

中
津

市
及

び
宇

佐
市

の
教

育
委

員
会

へ
訪

問
し

、
協

力
を

依
頼

し
た

。
・1

0月
4日

：福
岡

３
高

専
合

同
で

福
岡

市
内

及
び

そ
の

周
辺

中
学

校
の

中
学

生
、

保
護

者
、

教
諭

を
対

象
と

し
た

説
明

会
を

開
催

し
た

。
（
今

年
度

は
、

女
子

学
生

に
参

加
し

て
も

ら
い

、
女

子
中

学
生

か
ら

の
質

問
に

答
え

る
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

た
。

）
・各

中
学

校
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

本
校

教
員

を
学

校
説

明
会

に
派

遣
し

た
。

（１
７

件
）

上
記

学
校

説
明

会
で

は
、

本
校

の
説

明
に

加
え

、
北

九
州

高
専

に
な

い
学

科
の

紹
介

、
ロ

ボ
コ

ン
等

各
種

コ
ン

テ
ス

ト
の

実
施

等
全

国
51

高
専

の
一

体
感

等
を

示
し

、
全

国
か

ら
中

学
生

に
熱

い
視

線
を

送
っ

て
い

る
事

を
強

調
し

説
明

し
た

。
①

中
学

校
訪

問
・北

九
州

市
内

及
び

近
隣

の
市

町
村

１
８

０
校

超
の

中
学

校
へ

本
校

助
教

以
上

の
教

員
が

訪
問

し
、

北
九

州
高

専
の

説
明

及
び

高
専

に
つ

い
て

周
知

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

、
入

試
関

連
情

報
の

提
供

と
地

域
の

情
報

収
集

を
行

っ
た

。
そ

の
他

、
受

験
に

あ
た

り
個

人
的

な
学

校
見

学
の

申
し

出
や

、
施

設
見

学
・課

外
活

動
体

験
等

の
対

応
を

行
っ

た
。

①
②

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
・模

擬
授

業
を

中
心

と
す

る
夏

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
8月

22
日

に
実

施
し

、
67

8名
の

参
加

が
あ

っ
た

。
・秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
10

月
24

日
・2

5日
に

実
施

し
、

51
0名

の
参

加
者

が
あ

っ
た

。
ま

た
、

保
護

者
・中

学
校

教
員

を
対

象
と

し
た

入
試

懇
談

会
も

実
施

し
た

。
・オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
に

、
高

専
女

子
学

生
と

女
子

中
学

生
・保

護
者

と
の

懇
談

会
を

実
施

し
た

。
・オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

関
連

情
報

を
W

eb
サ

イ
ト

に
適

宜
更

新
の

上
掲

載
し

た
。

・秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
在

校
生

に
よ

る
高

専
紹

介
・質

問
コ

ー
ナ

ー
、

寮
生

会
役

員
に

よ
る

寮
の

紹
介

を
行

っ
た

。
②

出
前

授
業

・北
九

州
市

内
の

中
学

校
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
出

前
授

業
を

実
施

し
た

。
（３

校
）

②
公

開
講

座
の

募
集

に
お

い
て

、
北

九
州

市
内

中
学

校
へ

各
講

座
の

チ
ラ

シ
を

配
布

、
小

倉
北

・小
倉

南
区

役
所

・北
九

州
市

広
報

室
報

道
課

等
に

チ
ラ

シ
を

持
参

し
案

内
を

行
っ

た
。

ま
た

、
北

九
州

市
教

育
委

員
会

に
後

援
申

請
し

、
北

九
州

市
民

セ
ン

タ
ー

に
チ

ラ
シ

を
配

布
し

た
。

さ
ら

に
、

近
隣

の
小

学
校

等
に

出
向

き
、

チ
ラ

シ
の

配
布

及
び

案
内

を
行

っ
た

。
③

学
校

見
学

の
受

け
入

れ
・7

月
8日

：福
岡

県
北

九
州

市
立

篠
崎

中
学

校
P

T
A

約
4
0名

の
保

護
者

の
訪

問
が

あ
り

、
学

校
見

学
及

び
説

明
を

行
っ

た
。

・8
月

28
日

：北
九

州
市

内
の

中
学

生
を

対
象

と
し

た
中

学
校

ロ
ボ

コ
ン

を
本

校
第

一
体

育
館

で
開

催
し

、
延

べ
13

0名
の

中
学

生
が

参
加

し
た

。
当

日
は

本
校

ロ
ボ

コ
ン

部
の

ロ
ボ

ッ
ト

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

も
実

施
し

、
本

校
の

学
科

紹
介

等
を

実
施

し
た

。
・1

2月
3日

：志
井

小
学

校
の

街
探

検
の

中
で

本
校

の
施

設
等

の
見

学
が

実
施

さ
れ

た
。

小
学

生
（２

年
生

）約
20

名
が

3班
に

分
か

れ
て

順
次

本
校

に
来

校
し

、
電

気
自

動
車

な
ど

の
実

験
設

備
の

見
学

を
行

っ
た

。
小

学
生

が
事

前
に

準
備

し
て

い
た

本
校

に
関

す
る

質
問

も
多

数
受

け
付

け
た

。
・8

月
21

日
、

24
日

、
31

日
に

、
北

九
州

市
内

3
校

の
工

業
高

校
生

を
対

象
し

た
「次

代
を

担
う

若
手

ロ
ボ

ッ
ト

技
能

者
人

材
育

成
事

業
」（

高
校

生
講

座
）を

開
催

し
、

述
べ

31
名

の
高

校
生

が
参

加
し

た
。

・1
2月

8日
に

、
星

ヶ
丘

市
民

セ
ン

タ
ー

が
募

集
し

た
60

代
、

70
代

の
高

齢
者

20
名

が
、

本
校

で
の

学
生

と
の

交
流

、
研

究
室

で
作

成
し

た
ロ

ボ
ッ

ト
の

見
学

・説
明

、
ド

ロ
ー

ン
の

飛
行

実
演

を
見

学
し

た
。

B

①
に

つ
い

て
・田

川
市

か
ら

２
２

名
（内

、
H

28
年

度
入

学
３

名
）、

田
川

郡
か

ら
１

５
名

（内
、

H
28

年
度

入
学

３
名

）の
計

３
７

名
の

学
生

が
通

学
し

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
田

川
・筑

豊
（飯

塚
・直

方
）地

区
で

の
学

校
説

明
会

実
施

の
必

要
性

に
つ

い
て

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

・中
学

校
訪

問
し

た
、

学
校

数
と

参
加

教
員

の
延

べ
人

数
を

明
確

に
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。

③
に

つ
い

て
・地

域
中

学
校

長
会

へ
の

広
報

活
動

に
お

い
て

、
参

加
し

な
い

ま
で

も
本

校
の

改
組

や
学

校
概

要
、

進
学

、
就

職
状

況
な

ど
資

料
を

作
成

し
、

送
付

す
る

な
ど

の
広

報
活

動
が

必
要

で
は

な
い

か
。

（１
）入

学
者

の
確

保
①

地
域

の
中

学
校

校
長

会
お

よ
び

中
学

校
教

員
、

学
習

塾
講

師
を

対
象

に
し

た
入

試
説

明
会

、
中

学
校

訪
問

、
夏

と
秋

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

、
近

隣
の

高
専

と
の

合
同

入
試

説
明

会
を

継
続

し
て

実
施

し
、

平
成

２
７

年
度

か
ら

の
学

科
改

組
に

伴
う

入
試

全
般

に
関

す
る

広
報

活
動

を
行

う
。

②
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

、
出

前
授

業
、

公
開

講
座

の
募

集
方

法
や

実
施

内
容

を
検

討
し

、
志

願
者

確
保

に
向

け
た

継
続

的
な

取
り

組
み

を
行

う
。

③
地

域
中

学
校

長
会

や
中

学
校

P
T
A

 な
ど

へ
の

広
報

活
動

を
行

う
。

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
 年

度
計

画
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織＜
評

価
＞

　
Ａ

：
達

成
し

て
い

る
、

Ｂ
：
達

成
し

て
い

る
が

報
告

が
不

十
分

、
Ｃ

：
計

画
に

対
す

る
報

告
が

な
く
達

成
が

見
え

な
い

113



表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

④
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

な
ど

で
、

中
学

生
が

マ
ー

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
解

答
方

法
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

⑤
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

・
H

P
 を

活
用

し
て

、
中

学
生

に
と

っ
て

、
魅

力
あ

る
北

九
州

高
専

を
P

R
 す

る
。

⑥
本

校
に

お
け

る
各

種
説

明
会

等
に

お
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
そ

の
デ

ー
タ

を
分

析
し

た
結

果
を

全
教

職
員

で
情

報
共

有
し

、
改

善
点

に
つ

い
て

迅
速

に
対

処
す

る
。

⑦
オ

ー
プ

ン
ャ

ン
パ

ス
や

公
開

講
座

等
に

お
い

て
、

女
子

在
学

生
の

協
力

を
得

な
が

ら
女

子
中

学
生

の
志

願
者

確
保

を
目

指
す

。
⑧

公
開

講
座

や
出

前
授

業
で

の
も

の
づ

く
り

体
験

な
ど

を
通

し
て

本
校

の
特

色
を

ア
ピ

ー
ル

し
、

志
願

者
の

増
加

を
目

指
す

。
⑨

中
学

校
教

員
や

学
習

塾
講

師
を

対
象

に
し

た
入

試
説

明
会

、
中

学
校

訪
問

、
近

隣
高

専
と

の
合

同
入

試
説

明
会

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

（女
子

中
学

生
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

の
利

活
用

を
含

む
。

）

④
夏

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

及
び

秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

中
学

生
を

対
象

に
、

マ
ー

ク
シ

ー
ト

に
よ

り
入

試
過

去
問

題
を

解
か

せ
、

マ
ー

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
解

答
方

法
を

体
験

さ
せ

た
。

ま
た

、
同

時
に

数
学

の
入

試
過

去
問

題
の

解
説

も
行

っ
た

。
⑤

生
産

デ
ザ

イ
ン

工
学

科
の

ペ
ー

ジ
の

開
設

、
学

内
外

の
イ

ベ
ン

ト
等

の
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

⑥
夏

・秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

実
施

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
を

集
計

・分
析

し
た

。
３

年
生

か
ら

の
専

門
コ

ー
ス

へ
の

配
属

に
つ

い
て

、
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
の

９
割

が
知

っ
て

い
る

と
回

答
し

、
生

産
デ

ザ
イ

ン
工

学
科

の
認

知
度

が
高

く
な

っ
て

い
る

の
が

分
か

っ
た

。
受

験
の

意
志

が
あ

る
者

の
割

合
は

夏
が

56
%、

秋
が

74
%で

あ
り

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

が
志

願
者

増
加

に
貢

献
し

て
い

る
と

言
え

る
。

各
展

示
等

に
対

す
る

評
価

も
情

報
共

有
し

、
H

28
年

度
の

展
示

等
の

改
善

に
つ

な
げ

る
。

夏
季

の
参

加
者

が
増

加
傾

向
に

あ
り

、
参

加
者

数
と

日
数

の
関

係
を

毎
年

注
意

し
て

お
く
必

要
が

あ
る

。
⑦

夏
季

及
び

秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

女
子

学
生

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
、

女
子

中
学

生
へ

の
案

内
・説

明
を

行
っ

た
。

・北
九

州
高

専
版

の
「高

専
女

子
百

科
J
r」

を
制

作
し

、
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
配

付
し

、
高

専
の

Ｐ
Ｒ

を
行

っ
た

。
・オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

、
公

開
講

座
で

、
本

校
女

子
学

生
有

志
「N

it
 K

it
 ガ

ー
ル

ズ
」に

よ
る

女
子

中
学

生
を

対
象

に
し

た
も

の
づ

く
り

体
験

講
座

を
開

講
し

、
女

子
中

学
生

志
願

者
確

保
の

た
め

の
活

動
を

行
っ

た
。

⑧
各

コ
ー

ス
の

特
色

を
生

か
し

た
様

々
な

公
開

講
座

10
講

座
を

企
画

し
、

志
願

者
増

加
の

た
め

の
活

動
を

行
っ

た
。

⑨
福

岡
県

内
3高

専
合

同
の

学
校

説
明

会
に

お
い

て
、

受
付

を
女

子
学

生
が

行
い

、
女

子
学

生
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

、
女

子
中

学
生

か
ら

の
質

問
に

女
子

学
生

が
対

応
し

た
。

B

④
に

つ
い

て
・一

般
入

試
の

解
答

方
法

が
記

述
式

か
ら

マ
ー

ク
シ

ー
ト

に
変

わ
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
、

効
果

の
検

証
な

ど
追

跡
調

査
が

必
要

で
は

な
い

か
。

⑦
に

つ
い

て
・女

子
学

生
の

志
願

者
は

減
少

し
て

お
り

、
女

子
中

学
生

に
対

す
る

入
口

（入
学

）や
出

口
（進

学
・就

職
）に

つ
い

て
の

情
報

提
供

や
対

策
な

ど
の

検
討

や
対

応
が

必
要

で
は

な
い

か
。

⑩
ポ

ス
タ

ー
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、

マ
ス

コ
ミ

、
H

P
 な

ど
を

活
用

し
広

報
活

動
の

強
化

を
図

る
。

ま
た

、
近

隣
の

小
・中

学
校

や
公

民
館

等
に

も
出

向
き

、
本

校
の

P
R

 活
動

を
推

進
す

る
。

⑩
ポ

ス
タ

ー
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

北
九

州
市

内
中

学
校

等
へ

送
付

し
案

内
し

た
。

ま
た

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

側
の

掲
示

板
を

利
用

し
、

本
校

学
生

・近
隣

住
民

に
対

し
、

随
時

学
校

行
事

の
案

内
や

体
育

大
会

の
結

果
、

ロ
ボ

コ
ン

九
州

地
区

優
勝

な
ど

の
掲

載
を

行
っ

た
。

・Ｈ
Ｐ

を
通

じ
て

、
学

生
の

表
彰

、
学

校
行

事
等

の
記

事
や

写
真

の
掲

載
を

随
時

行
っ

た
。

ま
た

、
近

隣
の

小
・中

学
校

に
出

向
き

、
学

校
案

内
・学

校
紹

介
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

・リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
し

、
Ｐ

Ｒ
を

行
っ

た
。

・秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
時

に
学

生
会

が
作

成
し

た
高

専
学

生
の

年
間

行
事

等
を

紹
介

す
る

ビ
デ

オ
を

上
映

し
参

加
者

に
本

校
学

生
の

学
生

生
活

に
つ

い
て

P
R

し
た

。
Ａ

⑩
に

つ
い

て
・地

（知
）の

拠
点

大
学

に
よ

る
地

方
創

生
推

進
事

業
（C

O
C

+）
の

予
算

で
、

企
業

向
け

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

50
0部

作
成

し
、

合
同

企
業

説
明

会
等

で
配

布
し

た
こ

と
も

実
績

報
告

に
あ

げ
て

は
ど

う
か

。
・グ

ラ
ウ

ン
ド

そ
ば

の
掲

示
板

の
利

用
に

つ
い

て
、

更
新

頻
度

が
少

な
い

た
め

、
学

校
の

情
報

が
外

に
伝

わ
る

よ
う

に
も

う
少

し
利

活
用

し
て

は
ど

う
か

。

【特
徴

あ
る

取
組

み
（⑩

に
つ

い
て

）】
★

「秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
時

に
学

生
会

が
作

成
し

た
高

専
学

生
の

年
間

行
事

等
を

紹
介

し
た

ビ
デ

オ
上

映
」は

、
H

27
年

度
に

は
じ

め
て

実
施

し
た

活
動

で
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
開

始
前

の
待

ち
時

間
に

学
校

紹
介

等
の

映
像

を
流

し
て

は
ど

う
か

と
い

う
提

案
に

学
生

会
が

対
応

し
、

作
成

し
た

も
の

で
良

い
取

組
で

あ
り

、
是

非
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。

◎

⑪
推

薦
入

試
の

募
集

人
員

が
適

切
で

あ
る

か
検

討
す

る
。

⑫
入

学
時

に
専

門
コ

ー
ス

を
決

め
る

こ
と

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
⑬

入
試

ミ
ス

の
防

止
の

た
め

、
入

試
ミ

ス
の

事
例

集
の

活
用

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
⑭

入
学

志
願

者
に

関
わ

る
調

査
、

入
試

選
抜

方
法

に
関

わ
る

成
績

デ
ー

タ
等

の
分

析
を

継
続

す
る

。

⑪
平

成
28

年
度

入
試

を
踏

ま
え

て
検

討
中

で
あ

る
。

⑫
中

学
校

説
明

会
等

で
の

意
見

聴
取

や
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
よ

れ
ば

、
入

学
後

に
専

門
コ

ー
ス

を
決

め
ら

れ
る

こ
と

に
対

し
、

肯
定

的
な

意
見

の
方

が
多

い
。

引
き

続
き

検
討

す
る

。
⑬

専
攻

科
等

の
入

試
問

題
作

成
前

に
、

問
題

作
成

者
に

事
例

集
を

資
料

と
し

て
配

布
す

る
よ

う
に

し
た

。
⑭

入
学

志
願

者
、

入
試

選
抜

方
法

、
成

績
デ

ー
タ

等
の

調
査

・分
析

を
継

続
す

る
。

Ｂ

⑪
⑫

⑬
⑭

に
つ

い
て

・「
検

討
中

で
あ

る
」、

「継
続

す
る

」の
実

績
報

告
に

つ
い

て
、

何
を

検
討

し
た

の
か

、
ど

こ
ま

で
検

討
や

分
析

を
し

た
の

か
な

ど
、

具
体

的
な

内
容

を
記

載
す

る
べ

き
で

あ
る

。
・実

績
報

告
に

「入
学

後
に

専
門

コ
ー

ス
を

決
め

ら
れ

る
こ

と
に

対
し

、
肯

定
的

な
意

見
の

方
が

多
い

」と
の

記
載

が
あ

る
が

、
入

学
時

に
専

門
コ

ー
ス

を
決

め
る

こ
と

の
継

続
検

討
や

１
学

科
に

し
て

高
専

の
良

さ
が

失
わ

れ
た

の
で

は
と

い
う

意
見

に
対

応
し

、
入

学
後

に
専

門
コ

ー
ス

を
決

め
る

こ
と

の
課

題
を

洗
い

出
す

な
ど

、
年

度
計

画
の

立
て

方
を

考
え

る
必

要
は

な
い

か
。

な
お

、
こ

の
件

は
入

試
対

策
ワ

ー
キ

ン
グ

へ
の

検
討

依
頼

が
必

要
で

は
な

い
か

。

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係
教

務
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

実
行

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係
教

務
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
入

学
試

験
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係

114



表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

⑮
女

子
中

学
生

向
け

の
各

種
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

利
活

用
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
時

の
懇

談
会

実
施

な
ど

、
女

子
学

生
志

願
者

確
保

に
向

け
た

継
続

的
取

組
み

を
行

う
。

⑮
北

九
州

高
専

版
の

「高
専

女
子

百
科

J
r」

を
制

作
し

、
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

や
3高

専
合

同
学

校
説

明
会

で
配

布
し

、
女

子
学

生
志

願
者

確
保

に
向

け
た

継
続

的
取

り
組

み
を

行
っ

た
。

・夏
季

及
び

秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

女
子

学
生

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
女

子
中

学
生

へ
案

内
・説

明
等

を
行

い
、

志
願

者
確

保
に

つ
い

て
の

取
組

を
行

っ
た

。
・福

岡
県

内
3高

専
合

同
の

学
校

説
明

会
に

お
い

て
、

受
付

を
女

子
学

生
が

行
い

、
女

子
学

生
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

、
女

子
中

学
生

か
ら

の
質

問
に

女
子

学
生

が
対

応
す

る
等

、
志

願
者

確
保

に
つ

い
て

の
取

組
を

行
っ

た
。

・平
成

27
年

9月
18

,1
9日

に
国

立
阿

蘇
青

少
年

交
流

の
家

に
お

い
て

、
九

州
沖

縄
地

区
の

女
子

学
生

交
流

会
を

女
子

学
生

21
名

、
教

員
7名

の
計

2
8名

で
実

施
し

、
平

成
28

年
3月

21
日

に
実

施
し

た
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
向

け
た

模
擬

発
表

等
を

行
い

事
前

の
交

流
を

深
め

た
。

・平
成

28
年

3月
21

日
に

本
校

担
当

に
よ

り
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
小

中
学

生
64

名
、

保
護

者
62

名
、

企
業

関
係

者
13

3名
（6

6社
）、

教
育

関
係

者
84

名
、

発
表

学
生

61
名

、
見

学
学

生
16

名
の

計
45

1名
が

参
加

し
、

高
専

女
子

学
生

が
女

子
中

学
生

、
企

業
関

係
者

、
高

専
女

子
学

生
、

教
員

を
対

象
と

し
た

ポ
ス

タ
ー

発
表

等
行

い
、

女
子

中
学

生
の

志
願

者
確

保
や

企
業

関
係

者
に

高
専

で
の

女
子

学
生

の
研

究
や

活
躍

、
魅

力
に

つ
い

て
Ｐ

Ｒ
等

を
行

っ
た

。

・平
成

28
年

度
に

は
、

高
専

女
子

学
生

交
流

会
を

継
続

し
、

さ
ら

に
理

工
系

女
子

応
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
登

録
す

る
予

定
で

あ
る

。

Ａ

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

実
行

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係

（２
）教

育
課

程
の

編
成

等
①

北
部

九
州

・山
口

の
産

業
界

が
求

め
る

技
術

者
像

を
明

確
に

し
、

そ
の

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

②
グ

ロ
ー

バ
ル

対
応

特
別

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
③

7 
年

一
貫

教
育

、
留

学
生

の
増

加
な

ど
の

更
な

る
高

度
化

に
つ

い
て

、
検

討
を

始
め

る
。

④
平

成
27

 年
度

か
ら

、
専

攻
科

の
高

度
化

・
再

編
に

伴
い

、
専

攻
科

3
 専

攻
か

ら
1
 専

攻
へ

、
文

部
科

学
省

等
と

の
協

議
お

よ
び

学
位

授
与

機
構

へ
の

届
け

出
を

終
え

、
移

行
を

実
施

す
る

。
⑤

継
続

し
て

い
る

地
域

企
業

と
の

共
同

教
育

（専
攻

科
特

論
Ⅱ

,Ⅲ
）の

他
、

高
専

機
構

「企
業

技
術

者
等

活
用

プ
ロ

グ
ラ

ム
」に

よ
る

産
学

連
携

共
同

教
育

の
採

択
を

受
け

、
専

攻
科

で
の

「先
端

的
低

炭
素

化
技

術
特

論
（
専

攻
科

特
論

Ⅳ
）」

を
行

う
。

⑥
地

元
企

業
・他

大
学

・市
と

の
連

携
に

よ
る

、
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
と

連
携

し
た

企
業

の
現

役
技

術
者

に
よ

る
育

成
講

座
を

継
続

開
催

す
る

。
⑦

引
き

続
き

、
中

学
校

や
学

習
塾

と
の

懇
談

会
を

実
施

し
、

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

。
⑧

求
人

に
来

た
企

業
等

か
ら

ニ
ー

ズ
を

聴
取

し
、

分
析

す
る

。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
専

攻
科

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
運

営
委

員
会

：
総

務
課

課
長

補
佐

（
総

務
担

当
）
、

総
務

係
キ

ャ
リ

ア
支

援
室

会
議

：
学

生
課

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
総

務
課

国
際

・
研

究
推

進
係

①
平

成
２

７
年

度
専

攻
科

改
組

に
伴

い
、

北
九

州
の

産
業

的
性

質
を

学
び

こ
れ

か
ら

の
産

業
技

術
の

あ
り

方
に

つ
い

て
議

論
す

る
北

九
州

産
業

史
や

北
九

州
社

会
学

論
を

開
講

し
た

。
・地

元
北

九
州

市
の

新
成

長
戦

略
（次

世
代

自
動

車
産

業
拠

点
形

成
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

拠
点

形
成

、
環

境
産

業
拠

点
形

成
、

情
報

通
信

産
業

集
積

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
推

進
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

創
出

拠
点

形
成

、
ス

マ
ー

ト
グ

リ
ッ

ド
構

築
な

ど
）

に
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

本
科

・
専

攻
科

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

設
計

し
て

い
る

。
生

産
デ

ザ
イ

ン
工

学
科

１
年

生
に

つ
い

て
は

、
５

つ
の

専
門

コ
ー

ス
に

共
通

の
事

項
を

学
ぶ

工
学

基
礎

Ⅰ
、

工
学

基
礎

実
験

Ⅰ
な

ど
を

開
講

し
た

。
こ

れ
ら

の
授

業
で

、
地

元
企

業
に

つ
い

て
調

査
・発

表
し

た
り

、
ロ

ボ
ッ

ト
メ

ー
カ

の
安

川
電

機
の

工
場

見
学

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
北

九
州

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ギ

ャ
ラ

リ
ー

で
も

の
づ

く
り

実
習

を
行

い
、

北
九

州
市

の
産

業
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

設
け

た
。

・北
九

州
市

の
産

業
や

地
元

企
業

に
対

す
る

理
解

は
深

ま
っ

た
が

、
知

能
ロ

ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
コ

ー
ス

と
情

報
シ

ス
テ

ム
コ

ー
ス

を
希

望
す

る
学

生
の

割
合

が
高

く
な

っ
た

。
・本

科
学

生
が

様
々

な
分

野
に

興
味

を
持

つ
よ

う
に

、
平

成
２

８
年

度
の

２
年

生
で

は
、

環
境

産
業

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
増

や
す

予
定

で
あ

る
。

ま
た

、
１

年
生

に
つ

い
て

は
、

５
つ

の
専

門
コ

ー
ス

の
技

術
要

素
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く
含

ん
だ

企
業

を
工

場
見

学
の

対
象

と
す

る
予

定
で

あ
る

。
・教

育
改

革
推

進
本

部
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「社

会
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
ロ

ボ
ッ

ト
人

材
の

育
成

」に
参

画
し

、
ロ

ボ
ッ

ト
人

材
育

成
の

た
め

の
教

材
開

発
、

ロ
ボ

ッ
ト

人
材

の
ニ

ー
ズ

に
関

す
る

企
業

ア
ン

ケ
ー

ト
等

を
行

い
、

他
高

専
と

情
報

を
共

有
し

た
。

・3
/2

4,
25

の
成

果
報

告
会

で
報

告
し

、
他

高
専

と
共

同
で

進
捗

状
況

を
確

認
し

た
。

平
成

28
年

度
も

参
加

し
、

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
構

築
に

貢
献

す
る

中
で

、
関

連
教

材
の

充
実

を
図

る
予

定
で

あ
る

。
②

専
攻

科
改

組
に

伴
い

、
技

術
者

、
研

究
者

と
し

て
必

要
な

グ
ロ

ー
バ

ル
イ

シ
ュ

ー
に

関
し

て
の

知
識

を
身

に
つ

け
、

諸
問

題
に

つ
い

て
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

能
力

を
養

う
国

際
社

会
学

演
習

を
平

成
２

８
年

度
専

攻
科

２
年

生
に

対
し

て
開

講
計

画
し

て
い

る
。

・1
2月

に
三

菱
重

工
業

(株
)か

ら
技

術
者

講
師

を
招

き
、

「グ
ロ

ー
バ

ル
化

時
代

へ
の

対
応

～
異

文
化

社
会

と
の

積
極

交
流

～
」と

し
て

3年
生

対
象

に
特

別
授

業
を

実
施

し
た

。
・平

成
２

８
年

度
か

ら
専

攻
科

２
年

生
の

必
修

科
目

と
し

て
国

際
社

会
学

演
習

を
開

講
し

た
。

そ
の

他
の

取
組

と
し

て
、

学
内

の
国

際
交

流
活

動
を

よ
り

活
性

化
す

る
た

め
、

留
学

生
と

日
本

人
学

生
が

交
流

で
き

る
語

学
サ

ロ
ン

の
設

置
に

つ
い

て
、

英
語

の
特

命
助

教
を

中
心

に
検

討
を

始
め

た
。

平
成

２
８

年
度

か
ら

開
設

す
る

予
定

で
あ

る
。

③
7 

年
一

貫
教

育
、

留
学

生
の

増
加

等
の

高
度

化
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

す
る

。
平

成
27

年
度

は
、

留
学

生
増

加
に

対
応

す
る

た
め

、
寮

等
の

施
設

面
に

つ
い

て
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
平

成
28

年
度

に
施

設
改

修
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

④
平

成
27

 年
度

か
ら

、
専

攻
科

の
高

度
化

・
再

編
に

伴
い

、
専

攻
科

3 
専

攻
か

ら
1 

専
攻

へ
、

文
部

科
学

省
等

と
の

協
議

お
よ

び
学

位
授

与
機

構
へ

の
届

け
出

を
終

え
、

移
行

が
完

了
し

た
。

⑤
前

期
に

安
川

電
機

と
の

共
同

教
育

で
産

業
用

ロ
ボ

ッ
ト

に
つ

い
て

、
専

攻
科

特
論

Ⅱ
を

実
施

し
た

。
後

期
も

引
き

続
き

専
攻

科
特

論
Ⅲ

で
開

講
し

た
。

・先
端

的
低

炭
素

化
技

術
特

論
は

、
1
1月

に
有

機
デ

バ
イ

ス
研

究
会

を
開

催
し

、
企

業
か

ら
4名

（村
田

製
作

所
、

旭
硝

子
、

富
士

フ
ィ

ル
ム

、
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
）
の

技
術

者
講

師
を

招
き

、
講

演
・討

論
会

を
教

員
及

び
専

攻
科

生
が

参
加

し
行

っ
た

。
ま

た
、

現
役

技
術

者
に

よ
る

講
義

は
社

会
へ

旅
立

つ
学

生
へ

の
マ

イ
ル

ス
ト

ー
ン

的
講

義
と

し
て

効
果

を
あ

げ
続

け
て

い
る

。
・継

続
し

て
い

る
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
（専

攻
科

特
論

Ⅱ
,Ⅲ

）は
安

川
電

機
よ

り
7名

の
現

役
技

術
者

を
招

き
授

業
を

行
い

、
専

攻
科

１
年

生
8名

が
受

講
し

た
。

⑥
地

元
企

業
・他

大
学

・市
と

の
連

携
に

よ
る

、
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
と

連
携

し
た

企
業

の
現

役
技

術
者

に
よ

る
育

成
講

座
に

つ
い

て
は

、
N

S
プ

ラ
ン

ト
設

計
㈱

の
技

術
者

に
よ

る
講

義
を

専
攻

科
２

年
生

制
御

工
学

特
論

の
中

で
実

施
し

た
。

他
に

、
制

御
情

報
工

学
科

４
年

生
の

設
計

製
作

に
置

い
て

も
同

社
の

講
師

に
よ

る
講

義
が

行
わ

れ
た

。
引

き
続

き
来

年
度

も
計

画
す

る
予

定
で

あ
る

。
⑦

中
学

校
か

ら
の

こ
れ

ま
で

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
た

大
括

り
入

試
に

つ
い

て
は

、
肯

定
的

な
意

見
が

多
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
中

学
校

や
学

習
塾

と
の

懇
談

会
を

実
施

し
、

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

。
⑧

引
き

続
き

、
求

人
に

来
た

企
業

等
か

ら
ニ

ー
ズ

を
聴

取
し

、
分

析
す

る
。

①
に

つ
い

て
・年

度
計

画
に

「技
術

者
像

を
明

確
に

し
」と

あ
る

が
、

技
術

者
像

の
明

確
化

の
報

告
が

な
い

た
め

、
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

・地
元

北
九

州
市

の
新

成
長

戦
略

や
北

九
州

市
の

企
業

な
ど

一
部

の
地

域
や

領
域

に
つ

い
て

の
報

告
は

あ
る

が
、

年
度

計
画

に
あ

る
山

口
地

区
や

他
の

領
域

に
つ

い
て

の
報

告
が

な
い

。

②
に

つ
い

て
・専

攻
科

に
つ

い
て

は
、

平
成

29
年

度
か

ら
1年

生
後

期
に

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

に
対

応
で

き
る

特
別

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
導

入
が

適
用

さ
れ

る
が

、
本

科
に

つ
い

て
も

検
討

が
望

ま
れ

る
。

③
に

つ
い

て
・具

体
的

な
検

討
内

容
に

つ
い

て
の

報
告

が
あ

る
と

よ
い

。

⑧
に

つ
い

て
・年

度
計

画
と

実
績

報
告

が
同

じ
で

あ
り

、
ど

の
よ

う
な

ニ
ー

ズ
を

聴
取

し
、

分
析

し
た

か
の

報
告

が
必

要
で

あ
る

。
・社

会
を

と
り

ま
く
状

況
は

常
に

変
わ

っ
て

お
り

、
ニ

ー
ズ

の
聴

取
や

分
析

の
前

に
、

社
会

の
さ

ま
ざ

ま
な

状
況

の
変

化
（円

安
か

ら
円

高
や

E
U

の
イ

ギ
リ

ス
離

脱
、

就
職

協
定

の
変

更
な

ど
）を

確
認

、
情

報
収

集
し

、
状

況
を

ま
と

め
て

お
く
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

Ｂ

115



表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

⑨
共

通
分

野
科

目
に

関
す

る
コ

ー
ス

間
の

協
力

体
制

に
つ

い
て

、
学

習
到

達
度

試
験

や
実

力
テ

ス
ト

（本
校

独
自

に
4月

と
9月

に
実

施
。

）の
結

果
を

教
育

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

さ
せ

、
学

力
と

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

に
活

用
す

る
。

⑩
授

業
の

中
で

、
短

期
留

学
生

を
T
A

と
し

て
活

用
し

、
英

語
力

向
上

と
グ

ロ
ー

バ
ル

マ
イ

ン
ド

の
涵

養
を

図
る

。
⑪

T
O

E
IC

 関
連

教
育

の
効

果
を

さ
ら

に
向

上
さ

せ
る

た
め

の
方

策
を

検
討

す
る

。
⑫

専
攻

科
で

は
、

外
国

人
講

師
に

よ
る

英
語

に
よ

る
専

門
授

業
を

実
施

し
て

お
り

、
一

部
の

専
攻

科
科

目
で

は
、

部
分

的
に

英
語

に
よ

る
授

業
を

継
続

的
に

試
み

る
。

⑨
学

習
到

達
度

試
験

や
実

力
テ

ス
ト

と
関

連
授

業
を

結
び

付
け

、
学

生
の

自
学

自
習

を
促

す
よ

う
教

科
指

導
を

工
夫

し
た

。
ま

た
、

当
該

学
生

の
次

年
度

以
後

の
授

業
へ

の
弱

点
補

強
等

の
対

策
、

3年
ま

で
の

関
連

授
業

の
実

施
方

法
見

直
し

を
行

い
、

学
生

の
学

力
と

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

に
活

用
し

た
。

実
力

テ
ス

ト
で

は
、

H
27

年
度

の
秋

季
に

理
科

と
社

会
を

新
た

に
実

施
し

た
。

H
28

年
度

か
ら

実
力

テ
ス

ト
を

課
題

テ
ス

ト
に

名
称

変
更

し
、

関
連

科
目

の
成

績
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
を

明
確

に
す

る
。

ま
た

、
２

年
生

の
春

季
課

題
テ

ス
ト

で
は

、
国

数
英

に
加

え
化

学
を

新
た

に
実

施
す

る
こ

と
に

し
た

。
⑩

留
学

ビ
ザ

の
手

続
き

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

短
期

留
学

生
を

授
業

の
中

で
T
A

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

。
⑪

英
語

力
の

向
上

に
向

け
、

e-
le

ar
ni

ng
ソ

フ
ト

A
T
R

 C
A

L
L
 B

R
IX

に
C

O
C

E
T
33

00
を

新
設

す
る

な
ど

の
対

策
、

及
び

引
き

続
き

１
年

生
で

T
O

E
IC

 B
ri
dg

e、
４

年
生

で
T
O

E
IC

 I
P

 テ
ス

ト
を

実
施

し
た

。
過

去
７

年
間

の
成

績
の

推
移

を
検

討
し

た
結

果
、

H
26

年
度

入
学

生
は

成
績

の
向

上
が

比
較

的
明

ら
か

で
あ

り
、

H
27

年
度

入
学

生
は

過
去

７
年

間
で

最
も

成
績

が
良

か
っ

た
。

H
2
7年

度
入

学
生

は
、

入
試

倍
率

は
低

か
っ

た
も

の
の

、
３

年
生

で
の

専
門

コ
ー

ス
配

属
が

控
え

て
い

る
た

め
、

勉
強

に
対

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

高
い

可
能

性
が

あ
る

。
ま

た
、

英
語

に
対

す
る

意
識

が
向

上
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

⑫
平

成
27

年
度

も
専

攻
科

に
お

い
て

外
国

人
講

師
に

よ
る

英
語

の
専

門
授

業
を

実
施

し
、

グ
ロ

ー
バ

ル
マ

イ
ン

ド
の

形
成

に
役

立
っ

て
い

る
。

・専
攻

科
科

目
に

お
い

て
、

外
国

人
講

師
に

よ
る

専
門

授
業

（英
語

に
よ

る
）を

昨
年

度
に

引
き

続
き

実
施

し
た

。

【課
題

】
・専

攻
科

科
目

に
お

い
て

、
外

国
人

講
師

に
よ

る
専

門
授

業
（英

語
に

よ
る

）を
昨

年
度

に
引

き
続

き
実

施
し

た
が

、
講

義
内

容
が

多
岐

に
わ

た
り

、
専

門
外

の
話

題
が

多
か

っ
た

た
め

学
生

に
不

評
で

あ
っ

た
。

【対
応

】
特

例
適

用
専

攻
科

へ
の

移
行

の
中

で
、

当
該

科
目

が
専

門
科

目
と

し
て

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

事
も

あ
り

、
来

年
度

専
攻

科
で

は
、

外
国

人
講

師
に

よ
る

英
語

に
よ

る
専

門
授

業
を

、
一

部
の

専
攻

科
科

目
に

取
り

込
ん

で
授

業
を

試
み

る
予

定
で

あ
る

。

Ｂ

⑩
に

つ
い

て
・T

A
と

し
て

の
活

用
は

な
か

っ
た

が
、

授
業

の
中

で
短

期
留

学
生

に
自

国
の

話
を

し
て

も
ら

う
な

ど
学

生
と

の
交

流
は

あ
っ

た
。

年
度

計
画

の
書

き
方

と
し

て
、

T
A

と
し

て
活

用
と

い
う

限
定

的
な

計
画

で
は

な
く
、

T
A

以
外

で
の

活
用

や
学

生
と

の
交

流
に

つ
い

て
計

画
を

立
て

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

⑪
に

つ
い

て
・英

語
力

向
上

に
向

け
た

継
続

的
な

実
施

は
さ

れ
て

い
る

が
、

さ
ら

に
英

語
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
新

し
い

方
策

の
報

告
は

な
い

た
め

、
新

し
い

方
策

の
検

討
が

望
ま

れ
る

。

⑬
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

、
達

成
度

ア
ン

ケ
ー

ト
を

継
続

実
施

す
る

。
⑬

引
き

続
き

全
科

目
で

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
を

7
月

、
12

月
に

実
施

し
、

各
教

員
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

た
。

こ
れ

に
基

づ
き

、
各

教
員

に
お

い
て

本
科

、
専

攻
科

の
授

業
等

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

Ａ

⑭
全

国
高

等
専

門
学

校
体

育
大

会
の

陸
上

競
技

を
主

催
す

る
。

⑭
全

国
高

等
専

門
学

校
体

育
大

会
の

陸
上

競
技

を
８

月
３

０
日

に
開

催
し

、
無

事
終

了
し

た
。

Ａ

⑮
本

科
に

お
い

て
、

社
会

奉
仕

体
験

活
動

や
自

然
体

験
活

動
へ

の
参

加
等

、
学

生
の

多
様

な
学

習
や

課
外

活
動

へ
の

取
組

み
を

継
続

的
に

検
討

す
る

。
⑮

北
九

州
市

子
ど

も
家

庭
局

青
少

年
課

青
少

年
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
主

催
の

「夏
休

み
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
」を

学
内

に
周

知
し

、
今

年
も

学
生

会
役

員
の

学
生

が
参

加
し

た
。

・毎
年

、
新

入
生

集
団

宿
泊

研
修

を
山

口
徳

地
青

少
年

自
然

の
家

で
行

い
、

１
年

生
約

２
０

０
名

の
体

験
的

学
習

を
行

っ
た

。
・本

科
に

お
い

て
、

社
会

奉
仕

体
験

活
動

と
し

て
、

学
生

会
を

は
じ

め
約

１
５

０
名

の
学

生
が

校
区

の
清

掃
活

動
に

参
加

し
た

。
・H

27
年

12
月

よ
り

、
北

九
州

市
小

倉
南

区
、

北
九

州
市

東
部

農
業

委
員

会
と

耕
作

放
棄

地
や

鳥
獣

被
害

な
ど

の
地

域
の

問
題

解
決

に
つ

い
て

協
議

を
開

始
し

た
。

H
28

年
度

か
ら

こ
れ

ら
の

課
題

に
関

す
る

モ
デ

ル
事

業
に

つ
い

て
さ

ら
に

協
議

し
て

い
く
予

定
で

あ
る

。

Ａ

（３
）優

れ
た

教
員

の
確

保
①

優
れ

た
教

員
を

確
保

す
る

為
、

多
様

な
背

景
を

持
つ

教
員

採
用

を
継

続
的

に
図

る
。

②
他

高
専

・技
科

大
と

の
人

事
交

流
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

①
学

科
等

再
編

推
進

経
費

の
予

算
措

置
に

よ
り

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
関

す
る

Ｆ
Ｄ

・Ｓ
Ｄ

活
動

の
推

進
・普

及
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

し
、

任
期

付
特

命
准

教
授

（理
系

）1
名

を
1
2月

に
採

用
し

、
4月

に
設

置
し

た
能

動
的

学
修

を
支

援
・推

進
す

る
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
へ

配
置

し
た

。
さ

ら
に

、
任

期
付

特
命

助
教

（英
語

担
当

）1
名

を
2月

に
、

平
成

28
年

4月
に

任
期

付
特

命
助

教
（理

系
）1

名
を

採
用

し
た

。
H

2
8年

1
月

に
Ｆ

Ｄ
研

修
会

を
主

催
し

た
。

②
他

高
専

と
の

人
事

交
流

は
、

平
成

２
７

年
度

派
遣

１
名

・受
入

１
名

で
あ

る
。

C

①
に

つ
い

て
・年

度
計

画
に

あ
る

「多
様

な
背

景
を

持
つ

教
員

採
用

」と
は

、
大

学
や

企
業

か
ら

な
ど

の
人

材
採

用
と

い
う

意
味

で
あ

り
、

年
度

計
画

に
マ

ッ
チ

し
た

報
告

に
な

っ
て

い
な

い
。

ま
た

、
F
D

研
修

会
の

報
告

は
、

年
度

計
画

に
即

し
た

報
告

に
な

っ
て

い
な

い
。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
専

攻
科

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
専

攻
科

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
Ｆ

Ｄ
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係

厚
生

補
導

委
員

会
：
学

生
課

学
生

係

厚
生

補
導

委
員

会
：
学

生
課

学
生

係

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
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表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

③
大

学
・企

業
等

と
の

任
期

を
付

し
た

人
事

交
流

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
③

現
在

、
他

高
専

と
教

員
１

名
の

人
事

交
流

を
行

っ
て

い
る

。
な

お
、

大
学

・企
業

等
と

の
任

期
を

付
し

た
人

事
交

流
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

す
る

。

C
③

に
つ

い
て

・実
績

が
な

い
。

　
引

き
続

き
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

④
専

門
科

目
（理

系
の

一
般

科
目

を
含

む
。

）は
、

博
士

の
学

位
を

持
つ

者
や

技
術

士
等

の
職

業
上

の
高

度
の

資
格

を
持

つ
者

、
一

般
科

目
は

、
修

士
以

上
の

学
位

を
持

つ
者

や
民

間
企

業
等

に
お

け
る

経
験

を
通

し
て

高
度

な
実

務
能

力
を

持
つ

者
な

ど
優

れ
た

教
育

能
力

を
有

す
る

者
の

採
用

促
進

を
図

る
。

こ
の

要
件

に
合

致
す

る
者

の
割

合
が

専
門

科
目

の
教

員
は

全
体

と
し

て
７

０
％

、
理

系
以

外
の

一
般

科
目

の
教

員
は

全
体

と
し

て
８

０
％

を
そ

れ
ぞ

れ
下

回
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

④
専

門
科

目
に

つ
い

て
は

、
博

士
学

位
取

得
者

若
し

く
は

取
得

予
定

者
を

公
募

条
件

と
し

、
一

般
科

目
に

つ
い

て
は

、
修

士
以

上
の

学
位

取
得

者
を

公
募

条
件

と
し

て
い

る
た

め
、

専
門

科
目

70
％

、
一

般
科

目
80

％
以

上
の

学
位

取
得

者
で

あ
る

。

Ａ

⑤
女

性
教

職
員

に
配

慮
し

た
施

設
の

整
備

を
推

進
す

る
。

⑥
教

員
公

募
に

際
し

、
女

性
の

み
の

公
募

や
評

価
が

同
等

の
場

合
の

優
先

的
な

採
用

・登
用

等
を

一
層

進
め

る
。

⑦
教

員
の

公
募

拡
大

を
図

る
た

め
、

教
員

職
の

就
業

体
験

（イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

）受
入

事
業

の
実

施
方

法
等

に
つ

い
て

、
企

画
検

討
す

る
。

⑤
４

号
館

の
女

性
用

ト
イ

レ
の

改
修

（和
式

か
ら

洋
式

ウ
ォ

ッ
シ

ュ
レ

ッ
ト

）を
行

い
、

清
潔

で
衛

生
的

な
ト

イ
レ

と
し

た
。

⑥
平

成
27

年
度

一
般

科
目

（文
科

系
・理

科
系

）の
教

員
公

募
で

は
、

男
女

共
同

参
画

社
会

基
本

法
の

趣
旨

に
則

り
、

女
性

優
先

採
用

で
公

募
を

行
っ

た
。

・女
性

教
員

の
助

教
（国

語
担

当
）、

助
教

（
英

語
担

当
）の

2名
を

新
規

採
用

し
、

ま
た

、
女

性
教

員
2名

の
教

授
昇

進
を

審
議

し
、

H
2
8年

4
月

に
昇

進
す

る
こ

と
を

決
定

し
た

。
⑦

11
月

7日
に

九
州

工
業

大
学

、
山

口
大

学
と

連
携

し
た

活
躍

す
る

女
性

研
究

者
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
紹

介
、

女
子

学
生

の
将

来
像

を
考

え
る

理
工

系
女

性
研

究
者

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

に
専

攻
科

女
子

学
生

2名
が

参
加

し
、

研
究

発
表

（学
生

セ
ッ

シ
ョ

ン
）を

行
っ

た
。

Ｂ

⑦
に

つ
い

て
・本

校
で

の
「教

員
職

の
就

業
体

験
（イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
）」

は
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

　
引

続
き

、
企

画
検

討
が

望
ま

れ
る

。

⑧
教

員
の

資
質

向
上

及
び

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

形
成

を
目

的
と

し
た

講
演

会
等

の
開

催
や

、
企

業
や

福
岡

県
教

育
委

員
会

等
が

主
催

す
る

外
部

研
修

会
へ

計
画

的
派

遣
を

行
う

。
⑧

福
岡

県
教

育
セ

ン
タ

ー
が

実
施

し
て

い
る

専
門

研
修

を
平

成
27

年
度

は
1名

受
講

済
み

で
あ

る
。

・9
/1

8　
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
主

催
P

B
L
教

育
講

演
会

「P
ro

bl
em

 B
as

ed
 L

ea
rn

in
g（

P
B

L
）～

リ
パ

ブ
リ

ッ
ク

ポ
リ

テ
ク

ニ
ッ

ク
に

お
け

る
P

B
L
教

育
紹

介
」講

師
：
リ

パ
ブ

リ
ッ

ク
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

S
en

io
r 

L
ec

tu
re

r,
 M

r.
 K

iu
 C

he
o
ng

 M
au

、
左

記
の

講
演

会
を

英
語

で
実

施
し

た
。

・1
0/

27
,2

8　
本

校
主

催
で

平
成

２
７

年
度

九
州

沖
縄

地
区

国
立

高
等

専
門

学
校

教
員

研
究

集
会

「教
育

の
高

度
化

と
改

善
に

向
け

た
現

状
と

今
後

に
つ

い
て

」
を

開
催

し
た

。
・1

/7
　

創
造

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

主
催

F
D

講
習

会
、

「C
T
T
+S

ta
nd

ar
ds

を
参

考
に

し
た

授
業

力
を

強
化

す
る

ポ
イ

ン
ト

」、
「授

業
設

計
シ

ー
ト

を
活

用
し

た
授

業
に

つ
い

て
」、

「機
構

の
Ｗ

Ｅ
Ｂ

シ
ラ

バ
ス

に
つ

い
て

」の
３

件
に

つ
い

て
実

施
し

た
。

Ｂ

⑧
に

つ
い

て
・外

部
研

修
会

へ
の

派
遣

事
例

の
報

告
が

少
な

い
。

⑨
研

修
会

、
講

習
会

に
T
V

 会
議

シ
ス

テ
ム

を
活

用
す

る
。

⑩
秋

に
九

州
沖

縄
地

区
国

立
高

等
専

門
学

校
教

員
研

究
集

会
を

主
催

す
る

。
⑪

機
構

本
部

が
行

う
教

員
顕

彰
制

度
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。

⑨
機

構
本

部
、

他
高

専
等

が
開

催
す

る
各

種
研

修
会

・説
明

会
等

に
つ

い
て

、
T
V

 会
議

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

参
加

し
た

。
⑩

１
０

月
２

７
日

（火
）・

２
８

日
（水

）に
北

九
州

国
際

会
議

場
を

会
場

と
し

、
九

州
沖

縄
地

区
国

立
高

等
専

門
学

校
教

員
研

究
集

会
を

本
校

主
催

に
よ

り
開

催
し

た
。

⑪
教

員
顕

彰
に

つ
い

て
、

全
教

員
と

の
校

長
面

談
、

主
事

会
議

、
運

営
委

員
会

の
議

を
経

て
、

一
般

部
門

１
名

、
若

手
部

門
１

名
を

機
構

本
部

に
推

薦
し

た
。

Ａ

⑫
在

外
研

究
員

や
内

地
研

究
員

等
と

し
て

派
遣

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

教
員

の
国

際
学

会
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

。
⑫

平
成

27
年

度
は

、
ア

メ
リ

カ
と

香
港

へ
各

1名
の

在
外

研
究

員
を

派
遣

し
た

。
ア

メ
リ

カ
の

１
名

に
つ

い
て

は
、

現
在

も
派

遣
中

で
あ

る
。

・平
成

28
年

度
は

、
ア

メ
リ

カ
へ

1名
の

在
外

研
究

員
を

派
遣

予
定

、
国

内
１

名
の

内
地

研
究

員
を

派
遣

。
・教

員
の

国
際

学
会

参
加

、
研

究
発

表
等

は
、

述
べ

4
4名

が
参

加
し

た
。

Ａ

①
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

本
校

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

比
較

検
討

し
、

必
要

な
見

直
し

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

１
月

に
こ

れ
ら

の
説

明
会

を
実

施
し

た
。

②
平

成
28

年
度

か
ら

の
機

構
W

E
B

シ
ラ

バ
ス

導
入

に
合

わ
せ

て
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
導

入
を

検
討

し
て

い
る

。
③

「高
専

学
生

情
報

統
合

シ
ス

テ
ム

」
導

入
に

係
る

モ
デ

ル
校

に
参

加
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

開
発

協
力

員
の

参
加

校
と

し
て

シ
ス

テ
ム

の
検

証
等

を
行

う
。

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
運

営
委

員
会

：
総

務
課

課
長

補
佐

（
総

務
担

当
）
、

総
務

課
総

務
係

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

：
総

務
課

施
設

係
人

事
委

員
会

：
総

務
課

人
事

係

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係

（４
）教

育
の

質
の

向
上

及
び

改
善

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

①
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
各

項
目

が
漏

れ
な

く
シ

ラ
バ

ス
に

入
っ

て
い

る
か

、
継

続
的

に
点

検
す

る
。

②
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

て
到

達
目

標
を

評
価

す
る

体
制

の
構

築
を

目
指

す
。

③
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

関
す

る
情

報
収

集
を

継
続

し
、

「高
専

学
生

情
報

統
合

シ
ス

テ
ム

」導
入

に
備

え
る

。

運
営

委
員

会
：
国

際
・
研

究
推

進
係

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
Ｆ

Ｄ
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
学

生
課

Ａ

①
に

つ
い

て
・概

ね
報

告
の

と
お

り
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

W
eb

シ
ラ

バ
ス

導
入

に
よ

り
、

モ
デ

ル
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
対

応
具

合
の

点
検

が
改

善
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。
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表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

④
H

28
 年

度
の

J
A

B
E
E
 審

査
の

た
め

の
準

備
を

行
う

。
④

平
成

27
年

度
か

ら
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

J
A

B
E
E
基

準
と

の
関

係
に

問
題

が
な

い
か

検
討

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

更
通

知
書

の
作

成
準

備
を

行
っ

た
。

・平
成

28
年

度
の

J
A

B
E
E
審

査
準

備
と

し
て

、
自

己
点

検
書

「自
己

点
検

結
果

編
」の

各
審

査
基

準
に

対
す

る
本

校
の

実
施

状
況

、
取

り
組

み
状

況
の

ま
と

め
を

現
在

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
新

専
攻

科
１

年
生

学
習

点
検

表
の

内
容

を
精

査
し

、
改

訂
し

た
。

・試
験

答
案

の
保

存
方

法
を

検
討

し
、

グ
ル

ー
プ

ウ
ェ

ア
内

で
行

え
る

よ
う

設
定

を
予

定
し

て
い

る
。

Ａ

⑤
学

生
会

役
員

を
九

州
高

専
交

流
会

に
派

遣
し

て
、

他
高

専
の

学
生

会
役

員
と

交
流

を
図

る
。

⑤
今

年
度

も
学

生
会

役
員

を
九

州
高

専
交

流
会

に
派

遣
し

て
、

他
高

専
の

学
生

会
役

員
と

交
流

を
図

る
予

定
で

あ
る

。

Ｃ
⑤

に
つ

い
て

・H
27

年
度

の
実

績
が

不
明

確
で

あ
る

。

⑥
高

専
教

育
に

お
け

る
特

色
の

あ
る

優
れ

た
取

組
事

例
集

を
参

考
に

、
教

育
方

法
の

改
善

を
組

織
的

に
行

う
。

⑦
優

れ
た

教
育

実
践

例
に

つ
い

て
、

学
内

で
講

演
会

を
行

う
。

⑥
生

産
デ

ザ
イ

ン
工

学
科

の
１

・２
年

の
共

通
科

目
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
て

い
る

。
特

に
、

工
学

基
礎

実
験

Ⅰ
・Ⅱ

に
つ

い
て

は
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

や
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

関
連

す
る

事
項

に
つ

い
て

検
討

し
、

総
合

科
学

、
化

学
、

物
理

Ⅰ
・Ⅱ

に
つ

い
て

も
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

機
会

を
増

や
す

こ
と

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
い

ず
れ

も
H

2
8年

度
に

反
映

さ
せ

る
予

定
で

あ
る

。
⑦

本
校

の
優

れ
た

教
育

実
践

例
に

つ
い

て
、

九
州

沖
縄

地
区

教
員

研
究

集
会

で
報

告
す

る
と

と
も

に
、

運
営

委
員

会
を

通
じ

て
全

学
に

周
知

し
た

。

Ｂ
⑦

に
つ

い
て

・実
績

は
あ

る
よ

う
だ

が
、

よ
り

具
体

的
に

表
記

し
て

ほ
し

い
。

⑧
高

等
専

門
学

校
機

関
別

認
証

評
価

の
各

基
準

へ
の

対
応

状
況

を
継

続
的

に
点

検
す

る
。

⑨
自

己
点

検
・自

己
評

価
委

員
会

が
、

平
成

２
６

年
度

の
学

校
全

体
に

わ
た

る
活

動
の

点
検

・
評

価
を

行
う

。

⑧
高

等
専

門
学

校
機

関
別

認
証

評
価

に
関

す
る

説
明

会
に

委
員

を
派

遣
し

、
次

回
審

査
に

お
け

る
教

育
改

善
の

方
向

性
に

関
し

て
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

対
応

状
況

の
具

体
的

点
検

と
課

題
の

抽
出

に
つ

い
て

は
、

J
A

B
E
E
審

査
準

備
と

の
関

連
を

考
慮

し
な

が
ら

行
う

予
定

で
あ

る
。

⑨
平

成
２

６
年

度
計

画
の

実
績

報
告

を
基

に
、

教
育

、
研

究
、

社
会

連
携

、
国

際
交

流
、

管
理

運
営

等
に

関
す

る
学

校
全

体
に

わ
た

る
活

動
を

点
検

・評
価

し
、

評
価

結
果

を
ま

と
め

た
。

こ
れ

ら
の

中
か

ら
改

善
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

事
項

を
整

理
し

提
言

と
し

て
ま

と
め

た
Ａ

⑩
専

攻
科

特
論

に
お

い
て

、
低

炭
素

化
技

術
に

関
す

る
先

端
講

義
を

実
施

す
る

。
⑪

専
攻

科
特

論
に

お
い

て
、

地
域

企
業

と
連

携
し

た
共

同
教

育
を

実
施

す
る

。
⑩

低
炭

素
化

技
術

関
す

る
先

端
講

義
は

、
11

月
に

有
機

デ
バ

イ
ス

研
究

会
を

開
催

し
、

企
業

か
ら

4名
（村

田
製

作
所

、
旭

硝
子

、
富

士
フ

ィ
ル

ム
、

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

）
の

技
術

者
講

師
を

招
き

、
講

演
・討

論
会

を
教

員
及

び
専

攻
科

生
が

参
加

し
行

っ
た

。
⑪

例
年

同
様

、
前

期
に

安
川

電
機

と
の

共
同

教
育

で
産

業
用

ロ
ボ

ッ
ト

に
つ

い
て

専
攻

科
特

論
Ⅱ

を
実

施
し

た
。

後
期

も
専

攻
科

特
論

Ⅲ
を

、
地

域
企

業
と

連
携

し
た

共
同

教
育

を
実

施
し

た
（安

川
電

機
）。

加
え

て
N

S
プ

ラ
ン

ト
設

計
㈱

の
技

術
者

に
よ

る
講

義
を

専
攻

科
２

年
生

制
御

工
学

特
論

の
中

で
実

施
し

た
。

・北
九

州
産

業
人

材
育

成
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
加

盟
し

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
主

催
す

る
地

域
企

業
で

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
16

名
が

参
加

し
た

。
・学

官
連

携
活

動
と

し
て

、
北

九
州

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ギ

ャ
ラ

リ
ー

の
夏

休
み

科
学

教
室

の
指

導
員

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

し
、

小
学

生
の

工
作

教
室

の
運

営
に

貢
献

し
た

。
企

業
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

と
異

な
り

、
人

に
教

え
る

と
い

う
体

験
を

通
じ

て
、

学
生

自
身

の
学

習
態

度
を

振
り

返
る

良
い

機
会

に
な

っ
た

。

Ａ

【特
徴

あ
る

取
組

み
（⑩

⑪
に

つ
い

て
）】

★
企

業
技

術
者

に
よ

る
「低

炭
素

化
技

術
」に

関
す

る
先

端
的

講
義

と
討

論
会

の
実

施
、

地
元

企
業

と
の

産
業

用
ロ

ボ
ッ

ト
や

設
計

技
術

に
関

す
る

共
同

教
育

の
実

施
、

地
元

団
体

と
連

携
し

た
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

な
ど

は
地

域
性

を
活

か
し

た
特

徴
あ

る
取

組
み

で
あ

り
、

是
非

継
続

し
て

も
ら

い
た

い
。

◎

⑫
北

九
州

市
内

の
企

業
と

協
定

を
締

結
し

、
授

業
実

施
に

係
る

協
力

を
推

進
す

る
。

⑫
専

攻
科

特
論

に
お

い
て

、
地

域
企

業
と

連
携

し
た

共
同

教
育

を
実

施
し

た
。

（安
川

電
機

）ま
た

、
北

九
州

市
内

の
企

業
と

協
定

を
締

結
し

、
授

業
実

施
に

係
る

協
力

を
得

た
。

（Ｎ
Ｓ

プ
ラ

ン
ト

設
計

）さ
ら

に
、

N
S
プ

ラ
ン

ト
設

計
と

の
契

約
で

、
専

攻
科

の
「制

御
工

学
特

論
」で

プ
ラ

ン
ト

制
御

に
関

す
る

授
業

を
2回

実
施

、
4年

生
の

「設
計

製
作

」で
設

計
に

関
す

る
授

業
を

1回
実

施
し

た
。

・知
財

教
育

に
お

い
て

、
安

川
電

機
や

T
O

T
O

な
ど

の
地

元
企

業
の

知
財

担
当

者
に

よ
る

講
義

を
実

施
し

た
。

Ａ

【特
徴

あ
る

取
組

み
（⑫

に
つ

い
て

）】

★
地

元
企

業
と

の
共

同
教

育
や

協
定

締
結

の
実

施
、

企
業

技
術

者
に

よ
る

知
財

教
育

の
実

施
な

ど
は

特
徴

あ
る

取
組

み
で

あ
り

、
是

非
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。
◎

⑬
近

隣
の

理
工

系
大

学
な

ら
び

に
長

岡
・
豊

橋
の

両
技

科
学

大
学

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。

⑭
教

育
研

究
に

お
け

る
久

留
米

高
専

、
有

明
高

専
、

宇
部

高
専

と
の

連
携

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

す
る

。

⑬
北

九
州

市
立

大
学

と
の

教
育

研
究

の
連

携
に

つ
い

て
、

協
定

締
結

の
協

議
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
平

成
28

年
6月

1日
に

教
員

及
び

学
生

の
研

究
発

表
会

の
開

催
を

予
定

し
て

る
。

・長
岡

技
術

科
学

大
学

が
主

幹
事

校
で

あ
る

「ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

高
等

教
育

連
携

（ｅ
Ｈ

Ｅ
Ｌ

Ｐ
）」

に
参

加
し

た
。

・豊
橋

技
術

科
学

大
学

の
副

理
事

が
新

た
な

入
試

制
度

の
説

明
の

た
め

12
月

に
本

校
に

訪
問

し
た

際
に

意
見

交
換

を
行

っ
た ・２

月
に

G
Iネ

ッ
ト

を
通

じ
て

、
長

岡
技

術
科

学
大

学
の

説
明

会
に

参
加

し
た

。
特

に
ア

ド
バ

ン
ス

ト
コ

ー
ス

に
つ

い
て

意
見

交
換

し
た

。
３

月
に

は
ア

ド
バ

ン
ス

ト
コ

ー
ス

の
成

果
発

表
会

も
受

信
し

た
。

H
28

年
度

に
ア

ド
バ

ン
ス

ト
コ

ー
ス

へ
の

入
学

を
希

望
し

て
い

る
学

生
が

い
る

。
・長

岡
・豊

橋
両

技
科

大
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
。

・平
成

27
年

7月
10

日
に

、
大

分
県

立
工

科
短

期
大

学
校

と
福

岡
工

業
大

学
短

期
大

学
部

と
の

包
括

的
連

携
協

力
に

関
す

る
協

定
を

締
結

し
た

。
・九

州
工

業
大

学
大

学
院

生
命

体
工

学
研

究
科

の
連

携
講

座
教

員
と

し
て

1名
の

教
員

が
大

学
院

の
講

義
を

担
当

し
た

。
⑭

平
成

28
年

度
秋

に
、

専
攻

科
の

合
同

研
究

発
表

会
を

実
施

す
る

方
向

で
検

討
中

で
あ

る
。

平
成

27
年

度
の

4高
専

専
攻

科
長

会
議

に
て

議
題

と
し

た
。

平
成

2
8年

度
に

入
っ

て
か

ら
日

程
等

の
調

整
を

実
施

す
る

。

Ａ

⑭
に

つ
い

て
・H

28
年

度
の

動
き

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
検

討
を

進
め

て
ほ

し
い

。

Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ

Ｅ
認

証
評

価
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係 専
攻

科
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
総

務
課

国
際

・
研

究
推

進
係

教
務

委
員

会
、

専
攻

科
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ

Ｅ
認

証
評

価
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係

厚
生

補
導

委
員

会
：
学

生
課

学
生

係

.
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表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

⑮
IC

T
 を

活
用

し
た

教
材

お
よ

び
教

育
の

実
施

例
に

つ
い

て
講

習
会

等
を

開
き

、
IC

T
 利

活
用

を
促

進
す

る
。

⑯
情

報
基

盤
の

整
備

を
継

続
し

て
進

め
る

。
⑰

高
専

改
革

推
進

事
業

に
て

久
留

米
高

専
、

有
明

高
専

、
宇

部
高

専
と

連
携

し
、

合
同

特
別

研
究

発
表

会
の

実
施

に
つ

い
て

、
１

月
下

旬
の

実
施

に
向

け
て

具
体

的
な

検
討

を
行

う
。

⑱
呉

高
専

・徳
山

高
専

・宇
部

高
専

・
北

九
州

高
専

の
連

携
授

業
を

計
画

す
る

。

⑮
平

成
27

年
8月

30
日

に
全

教
員

を
対

象
に

B
la

c
kB

o
ar

dの
講

習
会

を
実

施
し

、
e-

le
an

in
gシ

ス
テ

ム
の

推
進

を
行

っ
た

。
・専

攻
科

科
目

一
部

科
目

（非
常

勤
講

師
対

応
）に

つ
い

て
、

講
義

実
施

後
、

そ
の

講
義

資
料

を
Ｗ

ｅ
ｂ
ク

ラ
ス

（学
内

の
シ

ス
テ

ム
）に

掲
載

し
、

学
生

が
い

つ
で

も
学

習
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

⑯
2月

に
ＩＴ

セ
ン

タ
ー

の
パ

ソ
コ

ン
50

台
、

教
育

シ
ス

テ
ム

、
サ

ー
バ

ー
管

理
シ

ス
テ

ム
の

機
器

更
新

を
行

っ
た

。
教

室
へ

の
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
の

設
置

を
行

っ
た

。
・統

一
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
導

入
に

係
る

事
前

調
査

（ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
、

学
内

無
線

L
A

N
の

更
新

）を
順

次
行

っ
て

い
る

。
⑰

平
成

27
年

度
に

つ
い

て
は

、
実

施
時

期
に

関
し

て
各

校
の

日
程

調
整

が
で

き
な

か
っ

た
。

ま
た

予
算

措
置

さ
れ

な
か

っ
た

事
も

あ
り

実
施

を
断

念
し

た
。

来
年

度
は

、
秋

に
実

施
す

る
方

向
で

検
討

し
て

い
る

。
⑱

呉
高

専
、

徳
山

高
専

、
宇

部
高

専
、

北
九

州
高

専
と

G
Iネ

ッ
ト

を
利

用
し

た
遠

隔
授

業
を

開
始

し
、

後
期

に
開

講
さ

れ
た

化
学

応
用

工
学

と
物

理
応

用
工

学
の

２
科

目
を

北
九

州
高

専
の

学
生

が
受

講
し

た
。

物
理

応
用

工
学

は
12

名
、

化
学

応
用

工
学

は
10

名
が

そ
れ

ぞ
れ

2単
位

を
取

得
し

た
。

遠
隔

授
業

に
起

因
す

る
電

子
機

器
の

使
い

方
の

問
題

や
講

義
の

方
法

、
他

高
専

の
先

生
や

学
生

と
勉

強
す

る
メ

リ
ッ

ト
等

様
々

な
事

が
明

ら
か

に
な

り
今

後
の

課
題

と
な

っ
た

。

Ａ

【特
徴

あ
る

取
組

み
（⑮

⑱
に

つ
い

て
）】

★
W

eb
C

la
ss

を
利

用
し

た
e-

le
ar

ni
ng

の
実

施
、

中
国

地
区

の
３

高
専

と
合

同
で

G
I-

ne
t

を
利

用
し

た
遠

隔
授

業
の

実
施

な
ど

、
IC

T
機

器
を

積
極

的
に

活
用

し
た

教
育

は
特

徴
あ

る
取

組
み

で
あ

り
、

そ
の

効
果

を
確

認
し

つ
つ

、
是

非
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。

◎

（５
）学

生
支

援
・生

活
支

援
等

①
学

生
支

援
を

担
当

す
る

教
職

員
に

学
生

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

講
習

会
等

を
受

講
さ

せ
て

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

①
平

成
２

７
年

１
１

月
５

日
～

６
日

に
国

立
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
記

念
青

少
年

総
合

セ
ン

タ
ー

行
わ

れ
た

第
１

２
回

全
国

国
立

高
等

専
門

学
校

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

究
集

会
へ

５
人

の
教

職
員

を
派

遣
し

た
。

Ａ

②
日

本
学

生
支

援
機

構
の

奨
学

金
等

に
よ

る
学

生
に

対
す

る
就

学
支

援
・生

活
支

援
を

行
う

。
②

日
本

学
生

支
援

機
構

の
奨

学
金

に
２

３
名

を
推

薦
し

貸
与

を
受

け
た

。

Ａ

③
近

年
急

増
し

て
い

る
短

期
留

学
生

の
受

入
れ

状
況

を
整

理
し

、
留

学
生

に
つ

い
て

寄
宿

舎
の

利
用

ニ
ー

ズ
の

現
状

を
把

握
す

る
。

④
（財

）
ウ

シ
オ

財
団

の
奨

学
金

を
申

請
す

る
。

⑤
天

野
工

業
技

術
研

究
所

奨
学

基
金

の
奨

学
金

を
申

請
す

る
。

⑥
日

本
学

生
支

援
機

構
に

よ
る

奨
学

金
そ

の
他

を
申

請
す

る
。

③
短

期
留

学
生

の
受

入
れ

予
定

状
況

を
整

理
後

、
年

間
受

入
カ

レ
ン

ダ
ー

を
作

成
し

て
、

留
学

生
を

受
入

る
寄

宿
舎

担
当

の
寮

務
係

、
国

際
交

流
委

員
会

メ
ン

バ
ー

と
連

携
を

取
り

、
ス

ム
ー

ズ
受

入
を

実
施

し
た

。
・短

期
留

学
生

の
帰

国
時

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

よ
り

、
必

要
設

備
の

整
備

計
画

、
今

後
の

問
題

把
握

等
に

繋
げ

た
。

④
（財

）ウ
シ

オ
財

団
の

奨
学

金
に

１
名

を
推

薦
し

た
が

受
給

で
き

な
か

っ
た

。
⑤

天
野

工
業

技
術

研
究

所
奨

学
基

金
の

奨
学

金
に

１
名

を
推

薦
し

受
給

が
決

定
し

た
。

⑥
日

本
学

生
支

援
機

構
に

よ
る

奨
学

金
に

２
３

名
を

推
薦

し
貸

与
を

受
け

た
。

・日
本

学
生

支
援

機
構

に
よ

る
奨

学
金

の
協

定
派

遣
に

２
件

申
請

し
、

２
件

（う
ち

１
件

は
追

加
で

）採
択

さ
れ

た
。

・そ
の

他
、

さ
く
ら

サ
イ

エ
ン

ス
プ

ラ
ン

に
３

回
申

請
し

、
１

回
採

択
さ

れ
た

。
Ａ

③
に

つ
い

て
・報

告
の

と
お

り
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

具
体

的
な

受
け

入
れ

人
数

等
の

記
載

が
必

要
で

あ
る

。

Ｆ
Ｄ

委
員

会
：
総

務
課

総
務

係
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
学

生
課

ＩＴ
セ

ン
タ

ー
専

門
委

員
会

：
教

育
研

究
支

援
室

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
専

攻
科

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係

国
際

交
流

委
員

会
：
総

務
課

国
際

・
研

究
推

進
係 学

生
寮

委
員

会
：
学

生
課

寮
務

係
厚

生
補

導
委

員
会

：
学

生
課

学
生

係

厚
生

補
導

委
員

会
：
学

生
課

学
生

係

厚
生

補
導

委
員

会
：
学

生
課

学
生

係
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表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

⑦
地

元
自

治
体

の
サ

ポ
ー

ト
事

業
も

活
用

し
て

、
今

年
度

も
4 

年
生

と
専

攻
科

1 
年

生
を

対
象

に
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

な
ど

の
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

。
⑧

入
学

時
か

ら
の

計
画

的
な

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
向

け
た

計
画

を
検

討
す

る
。

⑨
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
女

子
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
資

す
る

。
⑩

キ
ャ

リ
ア

教
育

支
援

体
制

を
整

備
す

る
。

⑦
4年

生
を

対
象

に
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
講

座
と

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
講

座
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

専
攻

科
1年

生
に

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
講

座
を

開
講

し
教

育
し

た
。

・4
年

生
と

専
攻

科
1年

生
を

対
象

に
合

同
企

業
説

明
会

を
開

催
し

た
。

⑧
キ

ャ
リ

ア
支

援
室

を
発

足
さ

せ
、

講
座

を
企

画
・運

営
し

、
計

画
的

な
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

た
。

⑨
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

開
催

に
向

け
、

中
学

生
用

案
内

チ
ラ

シ
を

作
成

、
北

九
州

市
内

の
中

学
校

に
配

布
し

た
。

ま
た

、
企

業
用

案
内

チ
ラ

シ
を

作
成

、
地

元
企

業
は

じ
め

過
去

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
参

加
し

た
企

業
等

約
13

00
社

に
案

内
状

を
郵

送
し

た
。

さ
ら

に
、

高
専

女
子

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

Ｈ
Ｐ

を
開

設
、

ポ
ス

タ
ー

を
作

成
、

市
内

中
学

校
に

送
付

し
た

。
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

事
務

局
を

通
じ

て
全

国
の

高
専

に
開

催
案

内
及

び
チ

ラ
シ

デ
ー

タ
の

送
付

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

、
学

内
向

け
に

説
明

会
を

実
施

し
た

。
1
月

末
ま

で
に

発
表

学
生

及
び

発
表

企
業

を
取

り
ま

と
め

、
3月

初
め

ま
で

に
H

P
へ

の
掲

載
、

当
日

配
布

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
た

。
会

場
レ

イ
ア

ウ
ト

を
作

成
、

発
表

者
、

参
加

者
、

企
業

へ
の

ご
案

内
を

作
成

、
実

施
要

領
を

作
成

し
た

。
フ

ォ
ー

ラ
ム

当
日

は
、

小
・中

学
生

64
名

、
保

護
者

62
名

、
企

業
関

係
者

13
3名

（6
6社

）、
教

育
関

係
者

（高
専

含
む

）8
4

名
、

 発
表

学
生

61
名

、
見

学
学

生
31

名
、

運
営

学
生

16
名

の
合

計
45

1名
が

参
加

し
た

。
・9

月
18

、
19

日
に

平
成

28
年

3月
に

実
施

予
定

の
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

（本
校

担
当

）開
催

に
向

け
て

、
発

表
体

験
や

意
見

交
換

を
目

的
と

し
た

九
州

沖
縄

地
区

高
専

女
子

学
生

交
流

会
（本

校
担

当
）を

国
立

阿
蘇

青
少

年
交

流
の

家
で

実
施

し
、

九
州

地
区

内
の

高
専

女
子

学
生

21
名

、
教

員
7名

が
参

加
し

た
。

⑩
キ

ャ
リ

ア
支

援
室

を
設

置
し

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
室

規
則

を
制

定
し

体
制

を
整

備
し

た
。

Ａ

【特
徴

あ
る

取
組

み
（⑦

⑧
⑨

⑩
に

つ
い

て
）】

★
キ

ャ
リ

ア
支

援
室

の
設

置
と

体
制

整
備

、
学

生
に

対
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

講
座

の
実

施
、

平
成

２
７

年
度

全
国

高
専

女
子

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

本
校

主
管

に
よ

る
開

催
、

九
州

沖
縄

地
区

高
専

女
子

学
生

交
流

会
の

開
催

な
ど

は
良

い
取

組
み

で
、

今
後

の
継

続
的

な
取

組
み

と
と

も
に

、
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

育
成

を
期

待
し

た
い

。
◎

⑥
教

職
員

対
象

に
安

全
衛

生
関

係
講

演
会

を
実

施
す

る
。

⑥
平

成
27

年
度

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

修
（セ

ル
フ

ケ
ア

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）個

人
単

位
の

e-
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
8月

11
日

～
9

月
30

日
の

間
実

施
し

た
。

Ａ

（６
）教

育
環

境
の

整
備

・活
用

①
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

充
実

を
図

り
、

施
設

・
整

備
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

「
施

設
整

備
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」の
策

定
を

検
討

す
る

。
②

図
書

館
改

修
に

つ
い

て
、

文
部

科
学

省
の

平
成

２
８

年
度

施
設

整
備

概
算

要
求

事
業

に
計

上
さ

れ
る

よ
う

改
修

計
画

を
策

定
す

る
。

③
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

、
地

球
温

暖
化

対
策

を
踏

ま
え

、
省

エ
ネ

対
策

の
取

り
組

み
と

し
て

、
夏

季
の

省
エ

ネ
タ

イ
ム

・室
内

温
度

設
定

の
徹

底
・ク

ー
ル

ビ
ズ

の
推

進
を

図
る

。
④

体
育

館
バ

ス
ケ

ッ
ト

ゴ
ー

ル
取

替
工

事
、

武
道

場
照

明
器

具
取

替
及

び
耐

震
補

強
工

事
を

早
期

執
行

す
る

。
⑤

P
C

B
 廃

棄
物

の
処

理
は

、
平

成
２

５
年

度
及

び
平

成
２

６
年

度
で

完
了

し
て

い
る

。

厚
生

補
導

委
員

会
：
学

生
課

学
生

係
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
学

生
課

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
会

議
：

学
生

課
総

務
課

総
務

係

①
施

設
整

備
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

案
を

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

（2
7.

11
.2

5/
28

.3
.2

4）
に

提
出

し
、

内
容

（施
設

整
備

の
基

本
方

針
、

キ
ャ

ン
パ

ス
概

要
、

施
設

整
備

計
画

、
図

書
館

改
修

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
改

修
、

地
域

・社
会

と
の

共
生

）を
審

議
の

上
決

定
し

た
。

決
定

し
た

「北
九

州
高

専
の

キ
ャ

ン
パ

ス
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」に
つ

い
て

は
、

３
月

３
０

日
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

て
い

る
。

②
図

書
館

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

計
画

に
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
及

び
図

書
館

と
の

複
合

施
設

と
し

、
平

成
２

８
年

度
施

設
整

備
費

概
算

要
求

事
業

の
評

価
・選

定
状

況
に

お
い

て
、

「Ａ
」評

価
と

な
っ

た
。

今
後

は
、

「Ａ
」を

「Ｓ
」
評

価
と

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
事

業
規

模
や

費
用

等
の

適
正

性
や

教
育

研
究

等
へ

の
効

果
に

つ
い

て
、

更
な

る
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
を

行
う

。
③

昨
年

と
の

気
候

の
関

係
も

影
響

す
る

が
、

夏
季

の
省

エ
ネ

対
策

の
取

り
組

み
を

し
た

結
果

、
電

気
及

び
空

調
ガ

ス
の

７
月

か
ら

９
月

ま
で

の
使

用
量

が
減

少
し

、
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

及
び

地
球

温
暖

化
対

策
に

貢
献

し
て

い
る

。
（使

用
量

：電
気

△
16

,3
68

K
w

h
　

空
調

ガ
ス

△
43

2㎥
）（

支
払

金
額

：△
74

9,
33

2円
 空

調
ガ

ス
△

88
7,

18
2円

）
④

体
育

館
バ

ス
ケ

ッ
ト

ゴ
ー

ル
取

替
工

事
は

、
１

０
月

２
３

日
に

契
約

、
１

月
２

７
日

に
竣

工
、

武
道

場
照

明
器

具
取

替
工

事
に

つ
い

て
は

、
９

月
１

１
日

に
契

約
し

、
１

２
月

４
日

に
竣

工
し

、
授

業
や

ク
ラ

ブ
活

動
で

そ
れ

ぞ
れ

使
用

し
て

い
る

。
⑤

第
２

工
場

改
修

の
際

、
新

た
に

P
C

B
廃

棄
物

を
発

見
し

た
の

で
、

学
内

の
専

用
施

設
で

一
時

保
管

し
、

平
成

２
８

年
３

月
27

日
に

中
間

貯
蔵

・環
境

安
全

事
業

所
で

適
切

な
処

分
を

行
っ

た
。

【課
題

】
多

様
な

財
源

の
確

保
が

必
要

と
な

る
事

業
（防

球
ネ

ッ
ト

の
整

備
，

部
室

等
の

改
修

な
ど

）の
整

備
計

画
及

び
財

源
の

確
保

の
方

策
に

つ
い

て
具

体
的

な
計

画
の

構
築

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

検
討

す
る

こ
と

と
し

た
。

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

：
総

務
課

施
設

係
予

算
委

員
会

：
総

務
課

財
務

係
総

務
課

人
事

係

B

③
に

つ
い

て
・数

値
に

つ
い

て
は

、
割

合
等

で
表

記
す

る
と

、
よ

り
分

か
り

や
す

い
の

で
は

な
い

か
。

⑤
に

つ
い

て
・年

度
計

画
の

記
載

表
現

に
一

考
を

要
す

る
。

・実
績

報
告

に
記

載
さ

れ
て

い
る

【課
題

】は
不

要
で

あ
る

。

安
全

衛
生

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
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表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

⑦
教

員
公

募
要

領
作

成
時

に
女

性
教

員
比

率
向

上
に

つ
い

て
引

続
き

検
討

す
る

。
⑦

平
成

27
年

度
一

般
科

目
（文

科
系

・理
科

系
）の

教
員

公
募

で
は

、
男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

の
趣

旨
に

則
り

、
女

性
優

先
採

用
で

公
募

を
行

っ
た

。
・女

性
教

員
の

助
教

（国
語

担
当

）、
助

教
（
英

語
担

当
）の

2名
を

新
規

採
用

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

Ａ

２
 研

究
や

社
会

連
携

に
関

す
る

事
項

①
全

国
高

専
テ

ク
ノ

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
参

加
を

検
討

す
る

。
①

全
国

高
専

フ
ォ

ー
ラ

ム
（今

年
度

か
ら

高
専

教
育

フ
ォ

ー
ラ

ム
と

高
専

テ
ク

ノ
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
 統

合
さ

れ
た

。
）に

校
長

を
含

め
８

名
の

教
員

が
参

加
し

た
。

Ａ

②
高

専
機

構
新

技
術

説
明

会
へ

の
参

加
を

検
討

す
る

。
④

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ジ

ャ
パ

ン
等

の
マ

ッ
チ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

に
出

展
す

る
。

⑤
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
技

術
相

談
等

を
活

用
し

て
、

共
同

研
究

・受
託

研
究

等
受

入
れ

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

効
果

的
技

術
マ

ッ
チ

ン
グ

を
推

進
す

る
。

②
学

内
で

検
討

し
た

結
果

、
都

合
に

よ
り

参
加

出
来

な
か

っ
た

。
④

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・ジ

ャ
パ

ン
20

15
-大

学
見

本
市

に
、

展
示

タ
イ

ト
ル

「注
射

薬
自

動
読

取
装

置
開

発
に

よ
る

コ
ス

ト
削

減
と

安
全

な
医

療
」で

出
展

し
た

。
・西

日
本

総
合

製
造

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
20

15
に

、
即

戦
力

と
な

る
技

術
者

養
成

を
め

ざ
す

た
め

の
実

験
、

実
習

設
備

・装
置

の
一

部
を

展
示

し
た

。
・ロ

ボ
ッ

ト
産

業
マ

ッ
チ

ン
グ

フ
ェ

ア
北

九
州

２
０

１
５

に
、

情
報

基
盤

技
術

を
活

用
し

た
知

能
ロ

ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
及

び
飛

行
観

測
ロ

ボ
ッ

ト
、

パ
ー

ソ
ナ

ル
ビ

ー
ク

ル
、

に
お

い
計

測
ロ

ボ
ッ

ト
を

出
展

し
た

。
・S

A
F
E
T
E
C

20
15

［第
１

回
西

日
本

防
災

・防
犯

危
機

管
理

展
]で

、
一

般
家

庭
用

自
動

初
期

消
火

シ
ス

テ
ム

及
び

室
内

空
気

質
の

監
視

・制
御

の
た

め
の

多
元

計
測

用
ガ

ス
セ

ン
サ

の
開

発
に

つ
い

て
の

P
R

を
行

っ
た

。
⑤

今
年

度
2件

の
技

術
相

談
が

あ
り

、
1件

は
共

同
研

究
に

向
け

て
協

議
中

で
あ

る
。

・共
同

研
究

の
受

入
は

前
年

度
11

件
か

ら
今

年
度

1月
現

在
12

件
へ

増
加

し
た

。
・受

託
研

究
の

受
入

は
前

年
度

4件
で

あ
っ

た
が

、
今

年
度

2件
で

あ
っ

た
。

・科
研

費
未

申
請

理
由

書
を

徴
取

す
る

こ
と

に
よ

り
、

科
研

費
申

請
の

促
進

を
図

り
、

申
請

件
数

が
前

年
度

49
件

か
ら

今
年

度
68

件
へ

増
加

し
た

。
・科

研
費

の
採

択
件

数
は

前
年

度
12

件
か

ら
今

年
度

15
件

へ
増

加
し

た
。

Ａ

②
に

つ
い

て
・検

討
し

た
よ

う
で

あ
る

が
、

参
加

で
き

て
い

な
い

。

【特
徴

あ
る

取
組

み
（④

⑤
に

つ
い

て
）】

★
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・ジ
ャ

パ
ン

20
15

や
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
マ

ッ
チ

ン
グ

フ
ェ

ア
北

九
州

20
15

な
ど

へ
の

積
極

的
な

参
加

、
企

業
と

の
共

同
研

究
や

受
託

研
究

の
実

施
、

科
研

費
申

請
へ

の
取

組
み

拡
大

と
採

択
件

数
増

加
な

ど
は

特
徴

あ
る

取
組

み
で

あ
り

、
研

究
進

展
・研

究
費

確
保

の
た

め
に

も
是

非
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。

◎

③
高

専
ー

技
科

大
新

技
術

説
明

会
へ

の
参

加
を

検
討

す
る

。
③

学
内

で
検

討
し

た
結

果
、

都
合

に
よ

り
参

加
出

来
な

か
っ

た
。

Ｂ
③

に
つ

い
て

・検
討

し
た

よ
う

で
あ

る
が

、
参

加
で

き
て

い
な

い
。

⑥
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

の
研

究
者

総
覧

を
更

新
す

る
。

⑦
研

究
者

総
覧

（
ダ

イ
ジ

ェ
ス

ト
版

）の
作

成
を

検
討

す
る

。
⑧

H
P

 に
よ

る
内

外
へ

の
情

報
提

供
を

促
進

す
る

。

⑥
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

研
究

総
覧

の
更

新
を

行
っ

た
。

⑦
研

究
者

総
覧

(ダ
イ

ジ
ェ

ス
ト

版
）に

つ
い

て
は

、
Ｈ

２
８

年
度

開
始

と
共

に
作

成
す

る
こ

と
と

し
た

。
⑧

研
究

者
総

覧
(ダ

イ
ジ

ェ
ス

ト
版

）を
作

成
の

上
、

H
P

 に
よ

る
内

外
へ

の
情

報
提

供
を

促
進

す
る

こ
と

と
し

た
。

Ａ

⑨
多

彩
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
て

公
開

講
座

を
よ

り
充

実
し

た
も

の
に

す
る

。
⑨

各
コ

ー
ス

の
特

色
を

生
か

し
た

1
0講

座
を

企
画

、
実

施
し

た
。

受
講

人
数

に
対

し
、

定
員

を
大

き
く
上

回
る

申
し

込
み

が
あ

り
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

お
い

て
も

満
足

度
97

.5
％

で
あ

っ
た

。
受

講
者

数
22

1名
。

Ａ

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
総

務
課

国
際

・
研

究
推

進
係

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
総

務
課

国
際

・
研

究
推

進
係

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
総

務
課

国
際

・
研

究
推

進
係

知
的

財
産

委
員

会
：
総

務
課

国
際

・
研

究
推

進
係
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表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

①
IS

A
T
E
20

15
へ

教
員

２
名

を
派

遣
し

た
。

②
ＩＳ

Ｔ
Ｓ

20
15

へ
の

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

学
生

派
遣

に
、

校
長

推
薦

参
加

学
生

１
名

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
国

際
会

議
の

学
術

発
表

と
し

て
学

生
３

名
、

教
員

１
名

が
参

加
し

、
学

生
1名

ベ
ス

ト
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

賞
を

受
賞

し
た

。
③

F
D

と
機

関
交

流
を

目
的

に
、

H
2
7年

9
月

18
日

に
リ

パ
ブ

リ
ッ

ク
ポ

リ
テ

ク
教

員
の

K
iu

氏
に

よ
る

P
B

L
教

育
講

演
会

を
実

施
し

た
。

北
九

州
高

専
か

ら
２

８
名

、
宇

部
・有

明
・鹿

児
島

高
専

か
ら

計
５

名
が

参
加

し
た

。
・ナ

ン
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）か

ら
短

期
留

学
生

８
名

を
受

入
れ

た
。

・テ
マ

セ
ク

ポ
リ

テ
ク

（シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

）か
ら

短
期

留
学

生
２

名
を

受
入

れ
た

。
・リ

パ
ブ

リ
ッ

ク
ポ

リ
テ

ク
（シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）か

ら
短

期
留

学
生

２
名

を
受

入
れ

た
。

・リ
バ

テ
ィ

ー
　

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

（ア
メ

リ
カ

）か
ら

Y
F
U

短
期

留
学

生
１

名
を

受
入

れ
た

。
・ガ

ジ
ャ

マ
ダ

大
学

（イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
か

ら
短

期
留

学
生

３
名

を
受

入
れ

た
。

・香
港

V
T
C

か
ら

短
期

留
学

生
１

０
名

を
受

入
れ

予
定

で
あ

っ
た

が
、

日
程

が
変

更
と

な
り

、
今

年
度

の
受

入
れ

は
な

か
っ

た
。

・カ
セ

サ
ー

ト
大

学
(タ

イ
）か

ら
短

期
留

学
生

３
名

を
受

入
れ

た
。

・キ
ン

グ
モ

ン
ク

ッ
ト

大
学

ラ
ガ

バ
ン

校
（
タ

イ
）か

ら
短

期
留

学
生

８
名

を
受

入
れ

た
。

④
平

成
27

年
度

は
、

ア
メ

リ
カ

へ
１

名
の

在
外

研
究

員
を

派
遣

中
で

あ
り

、
香

港
へ

は
１

名
の

在
外

研
究

員
を

派
遣

し
た

。
・平

成
28

年
度

は
、

ア
メ

リ
カ

へ
１

名
の

在
外

研
究

員
を

派
遣

予
定

で
あ

る
。

⑤
三

機
関

が
連

携
・協

働
し

た
教

育
改

革
と

し
て

取
り

組
む

教
員

の
Ｆ

Ｄ
研

修
に

つ
い

て
、

学
内

に
お

い
て

公
募

・調
整

を
行

っ
た

が
候

補
者

選
考

に
至

ら
な

か
っ

た
。

⑥
Ｊ
ＩＣ

Ａ
の

「メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
・ロ

ボ
ッ

ト
実

践
技

術
コ

ー
ス

」の
研

修
で

、
研

修
員

８
名

を
4月

20
日

に
受

入
れ

た
。

本
研

修
は

、
本

校
の

見
学

研
修

（学
校

の
概

要
説

明
及

び
実

験
室

の
見

学
・実

験
の

説
明

等
）で

あ
る

。
⑦

九
州

沖
縄

地
区

９
高

専
連

携
事

業
に

係
る

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
受

入
れ

企
業

に
つ

い
て

、
本

校
担

当
と

し
て

、
本

年
度

２
企

業
（
マ

レ
ー

シ
ア

：マ
エ

ダ
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
：高

田
工

業
）を

新
規

に
実

施
し

た
。

⑧
第

３
学

年
編

入
学

（
外

国
人

対
象

）の
編

入
学

試
験

に
つ

い
て

は
、

留
学

生
で

本
校

を
希

望
す

る
者

は
い

な
か

っ
た

の
で

実
施

な
し

と
な

っ
た

。

Ａ

【特
徴

あ
る

取
組

み
（①

②
③

④
⑥

⑦
に

つ
い

て
）】

★
IS

A
T
E
へ

の
２

教
員

派
遣

、
IS

T
S
へ

の
４

学
生

派
遣

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・タ

イ
・イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・ア

メ
リ

カ
な

ど
か

ら
の

計
３

０
名

程
の

短
期

留
学

生
受

入
れ

、
ア

メ
リ

カ
・香

港
へ

の
在

外
研

究
員

と
し

て
の

２
教

員
派

遣
、

J
IC

A
研

修
員

の
受

入
れ

、
九

州
沖

縄
地

区
９

高
専

連
携

事
業

に
よ

る
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

入
れ

企
業

の
開

拓
な

ど
の

国
際

交
流

の
実

績
は

特
徴

あ
る

取
組

み
で

あ
り

、
是

非
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。
◎

⑬
日

本
文

化
を

体
験

す
る

機
会

を
企

画
、

実
施

す
る

。
⑬

外
国

人
留

学
生

の
日

本
文

化
体

験
と

し
て

、
平

成
２

７
年

１
１

月
７

日
に

国
費

留
学

生
６

名
全

員
と

短
期

留
学

生
６

名
の

計
１

２
名

が
参

加
し

、
陶

芸
に

よ
る

電
動

ろ
く
ろ

を
使

用
し

て
茶

碗
の

作
陶

体
験

を
実

施
後

、
現

地
を

散
策

し
て

秋
の

季
節

の
景

色
を

楽
し

ん
だ

。
ま

た
、

本
科

学
生

の
工

場
見

学
に

も
同

行
し

た
。

Ａ

⑨
高

専
機

構
・九

州
沖

縄
地

区
９

高
専

連
携

事
業

が
行

う
学

生
の

派
遣

や
留

学
生

の
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

参
加

を
検

討
す

る
。

⑩
学

生
の

海
外

へ
の

派
遣

を
企

画
・
実

施
す

る
。

⑪
本

校
独

自
の

語
学

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

・実
施

す
る

。
⑫

九
州

沖
縄

地
区

の
留

学
生

交
流

研
修

に
参

加
す

る
と

と
も

に
、

本
校

外
国

人
留

学
生

と
チ

ュ
ー

タ
ー

と
の

交
流

研
修

を
企

画
・
実

施
す

る
。

３
 国

際
交

流
等

に
関

す
る

事
項

①
ＩＳ

Ａ
Ｔ

Ｅ
へ

教
員

を
派

遣
し

、
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。
②

ＩＳ
Ｔ

Ｓ
へ

教
員

・学
生

を
派

遣
し

、
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。
③

交
流

協
定

締
結

校
と

の
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。
④

在
外

研
究

員
の

派
遣

を
推

進
す

る
。

⑤
「三

機
関

が
連

携
・協

働
し

た
教

育
改

革
」と

し
て

取
り

組
む

教
員

の
Ｆ

Ｄ
研

修
に

応
募

す
る

。
⑥

Ｊ
ＩＣ

Ａ
，

北
九

州
国

際
技

術
協

力
協

会
と

の
連

携
事

業
を

推
進

す
る

。
⑦

九
州

沖
縄

地
区

９
高

専
連

携
事

業
と

し
て

、
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

け
入

れ
企

業
の

拡
大

を
図

る
。

⑧
全

高
専

に
よ

る
外

国
人

学
生

対
象

の
３

年
次

編
入

学
試

験
を

実
施

す
る

。
国

際
交

流
委

員
会

：
総

務
課

国
際

・
研

究
推

進
係 入

学
試

験
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係
教

務
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係

国
際

交
流

委
員

会
：
学

生
課

課
長

補
佐

、
総

務
課

国
際

・
研

究
推

進
係

⑨
高

専
機

構
・九

州
沖

縄
地

区
９

高
専

連
携

事
業

が
行

う
学

生
の

派
遣

に
つ

い
て

学
生

に
対

し
て

積
極

的
応

募
さ

せ
る

た
め

以
下

を
実

施
し

た
。

　
・メ

ー
ル

配
信

（
5年

生
、

専
攻

生
、

担
任

教
員

に
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
配

信
）

　
・本

校
Ｈ

Ｐ
に

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

掲
載

　
・保

護
者

に
海

外
へ

の
留

学
を

周
知

す
る

た
め

、
高

専
祭

に
留

学
生

先
、

留
学

者
数

、
研

修
報

告
書

A
1版

ポ
ス

タ
ー

で
掲

示 ・留
学

生
の

受
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
参

加
に

つ
い

て
、

タ
イ

か
ら

の
留

学
生

11
名

を
受

け
入

れ
た

。
・カ

セ
サ

ー
ト

大
学

(タ
イ

）か
ら

短
期

留
学

生
３

名
を

受
入

れ
た

。
・キ

ン
グ

モ
ン

ク
ッ

ト
大

学
ラ

ガ
バ

ン
校

（
タ

イ
）か

ら
短

期
留

学
生

８
名

を
受

入
れ

た
。

⑩
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A

P
A

N
 日

本
代

表
プ

ロ
グ

ラ
ム

(第
２

期
）で

、
韓

国
（全

北
大

学
校

）へ
学

生
１

名
を

派
遣

し
た

。
・ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A

P
A

N
 日

本
代

表
プ

ロ
グ

ラ
ム

(第
３

期
）で

、
ア

メ
リ

カ
（ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
市

立
大

学
ク

イ
ー

ン
ズ

カ
レ

ッ
ジ

）へ
学

生
１

名
を

派
遣

し
た

。
・北

九
州

高
専

・英
国

語
学

研
修

で
、

イ
ギ

リ
ス

（オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド

・バ
ー

ス
）へ

学
生

１
１

名
を

派
遣

し
た

。
・タ

イ
・バ

ン
コ

ク
に

お
け

る
学

生
交

流
（９

高
専

連
携

事
業

）で
、

タ
イ

（キ
ン

グ
モ

ン
ク

ッ
ト

工
科

大
学

ラ
カ

バ
ン

校
・カ

セ
サ

ー
ト

大
学

）
へ

学
生

１
名

を
派

遣
し

た
。

・台
北

科
技

大
サ

マ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
（９

高
専

連
携

事
業

）で
、

台
湾

（台
北

科
技

大
学

）へ
学

生
１

名
を

派
遣

し
た

。
・高

専
生

の
た

め
の

英
語

キ
ャ

ン
プ

（九
州

版
、

９
高

専
連

携
事

業
）で

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
（ニ

ー
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

）へ
学

生
２

名
を

派
遣

し
た

。
・シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
に

お
け

る
グ

ロ
ー

バ
ル

エ
ン

ジ
ニ

ア
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

（９
高

専
連

携
事

業
）で

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
（テ

マ
セ

ク
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

）
へ

学
生

３
名

を
派

遣
し

た
。

・日
中

相
互

交
流

派
遣

（９
高

専
連

携
事

業
）
で

、
中

国
福

建
省

厦
門

市
（厦

門
理

工
学

院
）へ

学
生

１
名

を
派

遣
し

た
。

・海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
９

高
専

連
携

事
業

）で
、

マ
レ

ー
シ

ア
（パ

ー
ミ

ン
テ

ッ
ク

ス
 オ

ー
ト

モ
ー

テ
ィ

ブ
）及

び
ベ

ト
ナ

ム
（T

O
T
O

ベ
ト

ナ
ム

）
へ

学
生

を
各

１
名

派
遣

し
た

。
・マ

レ
ー

シ
ア

・ペ
ト

ロ
ナ

ス
工

科
大

学
(U

T
P

)と
の

双
方

向
型

学
生

交
流

（９
高

専
連

携
事

業
）に

、
学

生
６

名
が

参
加

し
た

。
・台

北
科

技
大

ス
プ

リ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

（９
高

専
連

携
事

業
）で

、
台

湾
（台

北
科

技
大

学
）へ

学
生

１
名

を
派

遣
し

た
。

・ハ
ノ

イ
大

学
（
Ｈ

Ａ
Ｎ

Ｕ
）に

お
け

る
英

語
研

修
・テ

ク
ニ

カ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（９
高

専
連

携
事

業
）で

、
ベ

ト
ナ

ム
（ハ

ノ
イ

大
学

（Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｕ

））
へ

学
生

を
１

名
派

遣
し

た
。

⑪
イ

ギ
リ

ス
語

学
留

学
及

び
カ

ナ
ダ

海
外

文
化

体
験

研
修

を
実

施
し

て
い

る
岡

山
城

東
高

校
に

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
等

に
つ

い
て

調
査

を
実

施
し

て
委

員
会

に
て

報
告

し
た

。
今

後
、

実
施

に
向

け
て

検
討

し
て

い
く
。

⑫
平

成
27

年
10

月
10

日
実

施
さ

れ
た

留
学

生
交

流
研

修
に

留
学

生
6名

全
員

が
参

加
し

た
。

留
学

生
と

チ
ュ

ー
タ

ー
と

の
交

流
研

修
に

つ
い

て
は

日
程

が
合

わ
ず

開
催

で
き

な
か

っ
た

。
・そ

の
他

の
取

組
と

し
て

、
学

内
の

国
際

交
流

活
動

を
よ

り
活

性
化

す
る

た
め

、
留

学
生

と
日

本
人

学
生

が
交

流
で

き
る

語
学

サ
ロ

ン
の

設
置

に
つ

い
て

、
英

語
の

特
命

助
教

を
中

心
に

検
討

を
始

め
た

。
平

成
２

８
年

度
か

ら
開

設
す

る
予

定
で

あ
る

。

Ａ

【特
徴

あ
る

取
組

み
（⑨

⑩
⑫

に
つ

い
て

）】

★
タ

イ
の

２
大

学
か

ら
１

１
短

期
留

学
生

の
受

入
れ

、
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A

P
A

N
日

本
代

表
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
２

学
生

の
派

遣
、

語
学

研
修

・学
生

交
流

で
の

多
数

の
学

生
の

海
外

派
遣

、
学

内
活

動
と

し
て

の
留

学
生

と
の

語
学

交
流

サ
ロ

ン
の

開
催

な
ど

は
特

徴
あ

る
取

組
み

で
あ

り
、

継
続

し
た

取
組

み
と

と
も

に
支

援
体

制
の

充
実

を
期

待
し

た
い

。

◎

国
際

交
流

委
員

会
：
学

生
課

課
長

補
佐

、
総

務
課

国
際

・
研

究
推

進
係
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表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

４
 管

理
運

営
に

関
す

る
事

項
①

中
期

計
画

の
目

標
達

成
の

た
め

、
よ

り
良

い
環

境
で

教
育

及
び

研
究

が
行

わ
れ

る
よ

う
予

算
委

員
会

に
お

い
て

、
適

正
な

予
算

配
分

を
行

う
。

③
九

州
地

区
高

専
で

の
協

働
共

有
事

項
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

④
物

品
検

収
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
遵

守
し

、
納

品
・検

収
体

制
の

強
化

を
図

る
。

①
予

算
委

員
会

を
２

回
（4

/3
0、

6/
9）

開
催

し
、

当
初

予
算

配
分

に
つ

い
て

検
討

し
、

主
事

会
議

（6
/1

5）
、

運
営

委
員

会
（6

/1
8）

の
審

議
を

経
て

、
適

正
か

つ
早

期
に

配
分

を
行

っ
た

。
な

お
、

１
０

月
、

１
２

月
、

２
月

に
各

コ
ー

ス
等

の
予

算
執

行
状

況
を

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

推
進

副
責

任
者

に
通

知
し

、
年

度
末

に
集

中
し

た
予

算
執

行
が

な
い

よ
う

に
し

た
。

③
九

州
地

区
の

事
務

効
率

化
協

働
共

有
化

推
進

Ｗ
Ｇ

財
務

部
会

に
お

い
て

、
共

同
調

達
実

施
可

否
及

び
検

討
優

先
順

の
判

断
基

準
の

作
成

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
今

後
は

、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

の
共

同
調

達
の

実
施

に
向

け
準

備
を

行
う

。
・九

州
地

区
の

事
務

効
率

化
協

働
共

有
化

Ｗ
Ｇ

総
務

部
会

に
お

い
て

、
庶

務
関

係
業

務
、

人
事

関
係

業
務

、
研

究
協

力
関

係
業

務
に

つ
い

て
、

統
合

、
廃

止
、

見
直

し
を

行
っ

た
結

果
、

一
部

継
続

審
議

事
項

は
あ

る
も

の
の

九
州

地
区

高
専

間
の

公
文

書
送

付
に

つ
い

て
は

メ
ー

ル
等

で
行

う
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

各
高

専
で

開
催

し
て

い
る

研
修

等
に

つ
い

て
、

相
互

に
他

高
専

へ
配

信
し

、
研

修
の

共
有

化
を

図
る

こ
と

と
し

た
。

④
物

品
検

収
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
遵

守
し

、
納

品
・検

収
に

つ
い

て
漏

れ
な

く
行

っ
た

。

Ａ

①
に

つ
い

て
・要

望
と

し
て

、
校

長
裁

量
経

費
の

配
分

時
期

を
も

う
少

し
早

く
出

来
な

い
か

。

⑧
平

成
27

年
9月

に
教

職
員

全
員

に
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
・マ

ニ
ュ

ア
ル

（教
職

員
の

行
動

指
針

）を
周

知
し

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

関
す

る
セ

ル
フ

チ
エ

ッ
ク

リ
ス

ト
（自

己
点

検
）を

行
っ

た
。

⑨
会

計
内

部
監

査
の

監
査

項
目

等
を

見
直

す
と

と
も

に
早

期
に

監
査

（
８

月
実

施
予

定
）を

実
施

す
る

。
⑨

今
年

度
の

高
専

相
互

会
計

内
部

監
査

の
実

施
時

期
が

１
０

月
か

ら
１

２
月

と
な

っ
た

た
め

、
会

計
内

部
監

査
を

９
月

３
０

日
に

実
施

し
た

。
重

点
項

目
を

設
け

、
売

上
上

位
６

業
者

か
ら

の
売

上
台

帳
等

と
会

計
伝

票
の

突
合

を
行

っ
た

。
科

研
費

に
つ

い
て

は
、

公
的

研
究

費
に

関
す

る
内

部
監

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

及
び

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

シ
ー

ト
（謝

金
・旅

費
）に

基
づ

き
監

査
を

実
施

し
た

。
Ａ

⑥
研

究
不

正
防

止
に

つ
い

て
講

演
会

を
実

施
す

る
。

⑦
補

助
金

等
の

適
正

使
用

に
つ

い
て

講
演

会
を

実
施

す
る

。
⑩

独
立

行
政

法
人

国
立

高
等

専
門

学
校

機
構

に
お

け
る

公
的

研
究

費
等

不
正

防
止

計
画

に
基

づ
き

、
不

正
防

止
計

画
を

実
施

す
る

。

⑥
教

員
会

議
（９

月
２

４
日

）
に

お
い

て
、

公
的

研
究

費
等

不
正

防
止

に
係

る
研

修
会

を
実

施
し

た
。

⑦
科

学
研

究
費

事
業

へ
の

応
募

説
明

会
（９

月
１

５
日

）
に

お
い

て
、

補
助

金
等

の
適

正
使

用
及

び
研

究
不

正
防

止
に

つ
い

て
説

明
を

行
っ

た
。

⑩
独

立
行

政
法

人
国

立
高

等
専

門
学

校
機

構
に

お
け

る
公

的
研

究
費

等
不

正
防

止
計

画
に

基
づ

き
、

不
正

防
止

計
画

を
実

施
し

、
全

て
自

己
判

定
は

「
〇

」に
な

っ
て

い
る

。
Ａ

②
公

的
機

関
若

し
く
は

民
間

企
業

等
が

実
施

す
る

学
校

運
営

、
教

育
課

題
等

に
関

す
る

研
修

へ
の

積
極

的
な

参
加

を
推

進
す

る
。

⑤
地

区
会

計
事

務
担

当
者

研
修

会
等

に
積

極
的

に
参

加
し

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

。
⑪

教
職

員
の

能
力

向
上

の
た

め
に

公
的

機
関

、
一

般
企

業
等

が
実

施
す

る
能

力
向

上
等

の
学

外
研

修
に

参
加

さ
せ

る
。

⑫
職

務
に

関
し

て
特

に
高

く
評

価
で

き
る

成
果

が
認

め
ら

れ
る

事
務

職
員

や
技

術
職

員
の

表
彰

制
度

を
活

用
す

る
。

②
九

州
地

区
国

立
大

学
法

人
等

テ
ー

マ
別

研
修

に
参

加
し

た
。

⑤
九

州
地

区
国

立
学

校
会

計
事

務
研

修
に

参
加

し
た

。
⑪

九
州

沖
縄

地
区

国
立

高
専

事
務

職
員

研
修

、
九

州
沖

縄
地

区
国

立
高

専
技

術
職

員
研

修
（化

学
・生

物
系

、
電

気
・電

子
系

）、
九

州
地

区
国

立
大

学
法

人
等

技
術

専
門

職
員

・中
堅

技
術

職
員

研
修

等
に

参
加

し
た

。
⑫

部
課

長
補

佐
会

議
を

通
じ

て
、

職
務

に
関

し
て

特
に

高
く
評

価
で

き
る

成
果

が
認

め
ら

れ
る

事
務

職
員

、
技

術
職

員
の

表
彰

制
度

に
つ

い
て

、
各

課
・教

育
支

援
室

へ
照

会
・周

知
を

行
い

、
職

員
の

職
務

へ
の

取
り

組
み

向
上

を
促

し
た

。
Ａ

⑬
事

務
職

員
及

び
技

術
職

員
に

つ
い

て
、

国
立

大
学

や
高

専
間

な
ど

の
人

事
交

流
を

積
極

的
に

計
画

す
る

。
⑬

事
務

職
員

に
つ

い
て

、
３

名
が

大
学

と
の

人
事

交
流

を
行

っ
て

い
る

。

Ａ

⑭
時

宜
を

踏
ま

え
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
等

を
見

直
す

。
⑮

教
職

員
を

対
象

と
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
を

、
引

き
続

き
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

実
施

す
る

。
⑯

シ
ス

テ
ム

管
理

者
等

の
実

務
担

当
者

を
対

象
と

し
た

IT
人

材
育

成
研

修
会

及
び

情
報

担
当

者
研

修
会

に
参

加
す

る
。

⑭
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

き
、

著
作

権
侵

害
に

対
応

す
る

た
め

の
実

施
手

順
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

⑮
教

職
員

を
対

象
と

し
た

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

を
、

機
構

本
部

が
管

理
す

る
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
B

la
ck

bo
ar

dを
活

用
し

行
っ

た
。

⑯
平

成
27

年
11

月
に

高
専

機
構

本
部

が
主

催
す

る
平

成
27

年
度

情
報

担
当

者
研

修
会

に
教

員
3名

、
技

術
職

員
2名

が
参

加
し

た
。

Ａ

⑧
機

構
本

部
が

実
施

す
る

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

意
識

向
上

に
関

す
る

研
修

に
積

極
的

に
参

加
す

る
。

総
務

課
課

長
補

佐
（
会

計
担

当
）

総
務

課
国

際
・
研

究
推

進
係

、
総

務
課

財
務

係

総
務

課
人

事
係

総
務

課
人

事
係

総
務

課
総

務
係

ＩＴ
セ

ン
タ

ー
専

門
委

員
会

：
教

育
研

究
支

援
室

予
算

委
員

会
：
総

務
課

財
務

係
総

務
課

課
長

補
佐

（
会

計
担

当
）

総
務

課
課

長
補

佐
（
総

務
担

当
）
、

学
生

課
課

長
補

佐
総

務
課

契
約

係

運
営

委
員

会
：
総

務
課

総
務

係
人

事
委

員
会

：
総

務
課

人
事

係

Ａ
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表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

⑰
機

構
の

中
期

計
画

お
よ

び
年

度
計

画
を

踏
ま

え
、

本
校

の
具

体
的

な
成

果
指

標
を

設
定

し
た

年
度

計
画

を
策

定
す

る
。

⑰
平

成
２

７
年

度
計

画
に

つ
い

て
、

学
内

の
各

種
委

員
会

、
各

組
織

等
で

策
定

し
、

学
内

へ
の

周
知

、
機

構
本

部
へ

提
出

し
、

各
項

目
に

つ
い

て
、

具
体

的
に

実
行

・検
討

等
を

行
っ

た
。

Ａ

Ⅱ
 業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置
①

暖
房

用
蒸

気
ボ

イ
ラ

ー
を

廃
止

し
、

環
境

問
題

及
び

コ
ス

ト
削

減
を

行
う

。
①

第
２

工
場

改
修

（
１

期
・２

期
）に

伴
い

、
学

内
の

蒸
気

暖
房

が
必

要
な

く
な

り
、

ボ
イ

ラ
ー

運
転

を
廃

止
し

た
結

果
、

環
境

問
題

及
び

経
費

削
減

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

Ａ

Ⅲ
 予

算
（人

件
費

の
見

積
も

り
を

含
む

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
。

）
①

中
期

計
画

の
目

標
達

成
の

た
め

、
よ

り
良

い
環

境
で

教
育

及
び

研
究

が
行

わ
れ

る
よ

う
予

算
委

員
会

に
お

い
て

、
適

正
な

予
算

配
分

を
行

う
。

①
予

算
委

員
会

を
２

回
（4

/3
0、

6/
9）

開
催

し
、

当
初

予
算

配
分

に
つ

い
て

検
討

し
、

主
事

会
議

（6
/1

5）
、

運
営

委
員

会
（6

/1
8）

の
審

議
を

経
て

、
適

正
か

つ
早

期
に

配
分

を
行

っ
た

。
な

お
、

１
０

月
、

１
２

月
、

２
月

に
各

コ
ー

ス
等

の
予

算
執

行
状

況
を

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

推
進

副
責

任
者

に
通

知
し

、
年

度
末

に
集

中
し

た
予

算
執

行
が

な
い

よ
う

に
し

た
。

Ａ

運
営

委
員

会
：
総

務
課

課
長

補
佐

（
総

務
担

当
）

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

：
総

務
課

施
設

係

予
算

委
員

会
：
総

務
課

財
務

係
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表
 5

評
価

提
言

　
（
評

価
・
コ

メ
ン

ト
よ

り
）

特
徴

あ
る

取
組

み

H
2
8
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
７

年
度

 年
度

計
画

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

７
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

１
施

設
及

び
設

備
に

関
す

る
計

画
①

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
充

実
を

図
り

、
施

設
・
整

備
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

「
施

設
整

備
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」の
策

定
を

検
討

す
る

。
②

図
書

館
改

修
に

つ
い

て
、

文
部

科
学

省
の

平
成

２
８

年
度

施
設

整
備

概
算

要
求

事
業

に
計

上
さ

れ
る

よ
う

改
修

計
画

を
策

定
す

る
。

③
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

、
地

球
温

暖
化

対
策

を
踏

ま
え

、
省

エ
ネ

対
策

の
取

り
組

み
と

し
て

、
夏

季
の

省
エ

ネ
タ

イ
ム

・室
内

温
度

設
定

の
徹

底
・ク

ー
ル

ビ
ズ

の
推

進
を

図
る

。

①
施

設
整

備
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

案
を

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

（2
7.

11
.2

5/
28

.3
.2

4）
に

提
出

し
、

内
容

（施
設

整
備

の
基

本
方

針
、

キ
ャ

ン
パ

ス
概

要
、

施
設

整
備

計
画

、
図

書
館

改
修

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
改

修
、

地
域

・社
会

と
の

共
生

）を
審

議
の

上
決

定
し

た
。

決
定

し
た

「北
九

州
高

専
の

キ
ャ

ン
パ

ス
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」に
つ

い
て

は
、

３
月

３
０

日
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

た
。

②
図

書
館

改
修

に
つ

い
て

は
、

改
修

計
画

に
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
及

び
図

書
館

と
の

複
合

施
設

と
し

、
平

成
２

８
年

度
施

設
整

備
費

概
算

要
求

事
業

の
評

価
・選

定
状

況
に

お
い

て
、

「Ａ
」評

価
と

な
っ

た
。

今
後

は
、

「Ａ
」を

「Ｓ
」
評

価
と

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
事

業
規

模
や

費
用

等
の

適
正

性
や

教
育

研
究

等
へ

の
効

果
に

つ
い

て
、

更
な

る
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
を

行
う

。
③

昨
年

と
の

気
候

の
関

係
も

影
響

す
る

が
、

夏
季

の
省

エ
ネ

対
策

の
取

り
組

み
を

し
た

結
果

、
電

気
及

び
空

調
ガ

ス
の

７
月

か
ら

９
月

ま
で

の
使

用
量

が
減

少
し

、
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

及
び

地
球

温
暖

化
対

策
に

貢
献

し
て

い
る

。
（使

用
量

：電
気

△
16

,3
68

K
w

h
　

空
調

ガ
ス

△
43

2㎥
）（

支
払

金
額

：△
74

9,
33

2円
 空

調
ガ

ス
△

88
7,

18
2円

）

【課
題

】
多

様
な

財
源

の
確

保
が

必
要

と
な

る
事

業
（防

球
ネ

ッ
ト

の
整

備
，

部
室

等
の

改
修

な
ど

）の
整

備
計

画
及

び
財

源
の

確
保

の
方

策
に

つ
い

て
具

体
的

な
計

画
の

構
築

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

検
討

す
る

こ
と

と
し

た
。

Ａ

・実
績

報
告

に
記

載
さ

れ
て

い
る

【課
題

】は
不

要
で

あ
る

。

２
 人

事
に

関
す

る
計

画
（１

）方
針

①
教

職
員

の
他

高
専

、
大

学
等

と
の

人
事

交
流

を
引

き
続

き
積

極
的

に
推

進
し

、
多

様
な

人
材

育
成

を
図

り
、

資
質

の
向

上
を

図
る

。
（２

）人
員

に
関

す
る

計
画

①
教

職
員

の
職

務
能

力
の

向
上

、
効

率
化

の
施

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

高
度

化
・

再
編

に
応

じ
た

教
職

員
配

置
の

検
討

を
行

う
。

（１
）

①
他

高
専

と
の

人
事

交
流

、
教

員
１

名
、

大
学

と
の

人
事

交
流

、
事

務
職

員
３

名
が

、
現

在
、

人
事

交
流

を
行

っ
て

い
る

。
（２

）
①

高
専

機
構

本
部

が
開

催
す

る
各

種
研

修
会

、
各

種
団

体
等

が
開

催
す

る
職

務
能

力
向

上
に

関
す

る
各

種
研

修
会

へ
教

職
員

を
参

加
さ

せ
、

職
務

能
力

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

・改
組

に
よ

り
生

産
デ

ザ
イ

ン
工

学
科

１
学

科
と

し
、

各
コ

ー
ス

、
一

般
科

目
へ

教
員

を
再

配
置

し
、

能
動

的
学

修
を

支
援

・推
進

す
る

創
造

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
学

科
等

推
進

経
費

に
よ

り
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
・普

及
を

担
う

任
期

付
教

員
（理

系
）１

名
を

12
月

に
採

用
し

、
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
へ

配
置

し
た

。
ま

た
、

平
成

28
年

2月
に

任
期

付
教

員
（英

語
担

当
）1

名
、

平
成

2
8年

4
月

に
任

期
付

教
員

（理
系

）1
名

を
採

用
し

た
。

Ａ

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

：
総

務
課

施
設

係
予

算
委

員
会

：
総

務
課

財
務

係
総

務
課

人
事

係

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係

125



 
 

6.平成 29 年度 自己点検･自己評価報告 



 

 

6.平成 29 年度 自己点検･自己評価報告 
 
平成 29 年度自己点検･自己評価委員会では、以下の活動を行った。 

 
(1) 平成 29 年度点検･評価事項の策定 

 第 1 回委員会 (5/11 開催)において今年度の点検･評価事項の審議を行い、本委員会の自己点検･

自己評価活動を以下のように進めることを決定した。 
① 平成 28 年度の学校全体に渡る活動についての点検･評価を行う。 

ここでは、第 3 期中期目標･中期計画のもとに作成された本校の平成 28 年度年度計画に対し

て各委員会･組織から報告された平成 28 年度実績報告をもとに、本校の全体に渡る活動状況

の点検･評価を行うこととした。 
② 平成 28 年度に校長から入試対策検討ワーキンググループに依頼された推薦選抜項目の結果と

入学後成績の相関などの処理結果について、点検･検証を行う。加えて、ワーキンググループ

の報告を受けて実施された、平成 29 年度入学試験委員会での審議結果についても確認を行う

こととした。 
③ 平成 28 年度に実施された JABEE 継続審査の最終報告書内容において、指摘された懸念事項

などに対する本校の取り組み状況について、最終報告書が提出され本校の対応が整った後に

点検･検証を行う。 
④ 平成 27 年度に設置され、平成 28 年度から活動を開始した創造教育推進センターの活動内容

について点検･検証を行う。 
⑤ 平成 29 年度が自己点検･自己評価活動の過去 5 年間の歩みをまとめ、公表する年度に当たる

ため、平成 25～29 年度のまとめを作成し、総括とともに外部公表を行う。 
 
(2) 平成 28 年度自己点検・自己評価の活動の公開 
本校の点検･評価・改善の組織図の確認を行い、平成 28 年度に実施した自己点検･自己評価委員会の

自己点検･自己評価活動まとめを本校ホームページに掲載した。 
なお、平成 28 年度の点検・評価の詳細と点検･評価資料は、平成 28 年度末に｢平成 28 年度自己点

検･自己評価委員会年次報告書｣の冊子にまとめられ、平成 28 年度の主事会議のメンバーと学科長に回

覧された。 
 
(3) 平成 28 年度年度計画に対する実績報告に基づく学校全体に亙る活動状況の点検･評価 
各委員会･組織から提出された｢第 3 期中期目標 / 中期計画 / 平成 28 年度(実績報告)｣に基づき、以

下の事項について点検評価を行った。 
① 教育に関する事項 
② 研究に関する事項 
③ 社会との連携、国際交流等に関する事項 
④ 管理運営に関する事項 
⑤ 業務運営の効率化に関する事項 
⑥ 財務内容の改善に関する事項 

本委員会による点検･評価結果は｢平成 28 年度年度計画実績報告の点検･評価結果及び提言｣にまと

め、平成 29 年 2 月 9 日に校長に報告した。これらの報告は、校長から運営委員会に提出され、当該委

員会等に対し検討依頼がなされた。 
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(4) 平成 28 年度の入試対策検討ワーキンググループ活動に対する点検･検証 
平成 28 年度に校長から入試対策検討ワーキンググループに依頼された推薦選抜項目の結果と入学後

成績の相関などの処理結果について、平成 29 年度入学試験委員会での審議結果とともに点検･検証を

行った。 
これらの結果は、平成 29 年度の本委員会の点検・評価活動の一つとしてまとめた。 

 
(5) 平成 28 年度 JABEE 継続審査結果への本校取り組み状況に対する点検･検証 
平成 28 年 10 月に実施された 2016 年度 JABEE 継続審査の実地審査時の最終審査報告における評価

内容を確認し、指摘されている項目については適宜 JABEE･認証評価専門部会で対応するよう依頼し

た。 
なお、指摘された懸念事項などに対する本校の取り組み状況について点検･検証を行い、それらの結

果は平成 29 年度に本委員会の点検･評価活動の一つとしてまとめた。 
 
(6) 創造教育推進センターの平成 28 年度活動補国に対する点検･検証 
平成 27 年度に設置された創造教育推進センターの平成 28 年度活動報告について、点検･検証を行

い、結果は平成 29 年度の本委員会の点検･評価活動の一つとしてまとめた。 
 
(7) 平成 29 年度決定事項及び平成 30 年度への引継事項の作成 
自己点検･自己評価委員会の平成 29 年度に決定 (実施)した事項並びに平成 30 年度への引継事項をま

とめ、運営委員会に提出した。 
 
(8) 平成 29 年度自己点検･自己評価委員会 年次報告書の作成 

 自己点検･自己評価委員会の平成 29 年度の活動を冊子にまとめ、校長に提出した。 
 
(9) 平成 25～29 年度の 5 年間の点検･評価活動報告書の作成及び公表 

自己点検･自己評価委員会の過去 5 年間の歩みを作成し、校長に提出の上、公開した。 
 
(10) 平成 29 年度自己点検･自己評価委員会 委員 

委 員 長 機械創造システムコース 内田  武 教授 
副委員長 情報システムコース   添田  満 教授 
委  員 情報システムコース   吉野 慶一 教授 

物質化学コース     竹原 健司 教授 
一般科目        山田 康隆 教授 
一般科目        白神  宏 教授 
事務部         千葉 直樹 事務部長 

永長 一平 総務課長 
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§ 平成 28 年度の年度計画に対する実績報告の点検・評価結果まとめ 
 北九州工業高等専門学校では、国立高等専門学校機構が策定した中期目標、中期計画に基づき、本校独

自の中期目標、中期計画ならびに年度計画を定めている。本校の各委員会･組織は、これらの計画に基づき

活動を行っている。 
 平成 29 年度の自己点検･自己評価委員会では、各委員会･組織から提出された｢平成 28 年度の年度計画

に対する実績報告｣をもとに、 
Ⅰ 教育･研究の質の向上に関する取り組み 
Ⅱ 業務運営の効率化に関する目標を達成するための取り組み 
Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための取り組み 
Ⅳ その他の業務運営に関する取り組み 

を点検･評価することにより、学校全体にわたる活動状況の点検と評価を行った。 
これらの点検･評価の観点は、以下の通りである。 
ⅰ 現状の把握および達成状況 
ⅱ 課題の有無 
ⅲ 積極的に評価すべき内容および特色の抽出 
ⅳ 将来展望、改善策等の提言 

 
 平成 28 年度の年度計画に対する実績報告について、自己点検･自己評価委員会の点検･評価結果およびコ

メントに加え、｢実績報告に対する提言｣･｢特徴ある取り組み(特に有効な取り組み)｣と評価した事項にコメ

ントを付して、｢平成 28 年度 年度計画実績報告の【点検・評価結果】および【提言】(H29 年度自己点検･

自己評価委員会)｣としてまとめた (別添表 1)。自己点検･自己評価委員会による【コメント】および【提言】

については、平成 29 年度の年度計画に対する実績報告、平成 30 年度の年度計画を作成する段階で活用頂

ければ幸いである。 
 

今回実施した点検･評価の総括を以下に列挙する。 
○ 年度計画を立案する際に、教務主事などと相談されているケースもあるが、多くは各担当組織が定

めた計画なので、今後は主事会議などを通じて全学的見地から戦略的な計画を策定する必要があ

る。 
○ 概ね、各計画通りの取組みが行われていることを確認したが、PDCA を意識した計画･報告にする

とともに、もっと積極的･能動的な表現にした方が良い箇所が見受けられた。 
○ 一部で、計画が重複記載されたもの、計画に対して実績報告がないもの、計画に対する実績報告が

十分とは考えにくいものが見受けられた。 
○ 実績報告においては、具体的な取組み内容を示すことが必要なため、できるだけ件数や参加人数な

どの数値や割合などで示すことが望ましい。｢～を検討する｣の計画に対しては、どのような形で

検討したのか具体的な検討方法･検討結果や取り組んだ結果(効果)などを示すことが必要である。 
○ 前年度の実績報告と同じ報告内容が一部にみられた。少なくとも、前年度の実績報告との違い、前

年度の実績からの進展状況などを明確に示す必要がある。 
○ 現在作成されている年度計画は、高専機構が設定した大項目に対して学校側が計画(小項目)したも

ので、それに対する実績を報告しているが、今後の課題として、学校側の計画と実績が、設定さ

れた大項目を満たしているかについての点検・評価も必要である。例えば、大項目｢1.教育に関す

る目標 (1) 入学者の確保｣について、学校側の計画に対する実績の点検･評価だけではなく、大

項目｢入学者の確保｣に対する成果などの点検・評価の実施も検討する必要がある。 
○ 本校が設定した 3ポリシー(アドミッションポリシー･カリキュラムポリシー･ディプロマポリシー)

ならびに、新カリキュラムに対応した学習教育目標については、ポリシーと目標の達成度評価と

ともに、平成 32 年度予定の高専機関別認証評価への対策として、外部機関からの意見聴取が不可

欠である。そのため、企業･公共団体等へのアンケート調査を実施して、その結果を学内検討して

おく必要がある。 
 

平成 28 年度年度計画の実績報告に対する点検･評価結果をもとに、平成 29 年度自己点検・自己評価委員

会による【コメント】および【提言】について、以下のようにまとめた。 
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◇ 教育･研究の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
Ⅰ 教育に関する事項 
(1) 入学者の確保(①～⑯の 16 項目) 

①について 
‣  ｢中津･宇佐地区での説明会｣と｢高専機構主催の在外教育施設への広報活動」は平成 28 年度新規

の取り組み、｢福岡 3 高専合同説明会｣では学生の協力を得た中学生対応という工夫した対外広

報活動であり、効果の検証を踏まえ継続してほしい。 
②について 
‣  ｢模擬授業の参加人数｣を記載してほしい。 

⑤について 
‣  報道機関への周知･依頼の効果(新聞記事掲載や TV 局取材)を確認できたので、対外広報活動はよ

り積極的に行ってほしい。 
⑧について 
‣  ｢出前授業｣についての記述がないので、実績を記載してほしい。 

⑩について 
‣  ｢本校独自の女子学生用広報冊子の作成｣を準備中とあるが、その後の予定が不明なので、平成 29

年度の完成とともに利活用が望まれる。 
⑭について 
‣  ｢女子トイレの改修｣や｢パウダールームの設置｣など、女子学生の修学環境整備に注力している。 

⑮について 
‣  計画と実績報告の記載内容が同じで、｢成績データ等の調査･分析を継続する｣とあるが、具体的

な検討内容と結果を明記してほしい。 
⑯について 
‣  女子中学生向けに利用したパンフレットの名称や活用事項を具体的に明記してほしい。 

 
(2) 教育課程の編成等(①～⑱の 18 項目) 

③について 
‣  ｢高度化｣という言葉が分かりにくく、より分かりやすい表現を用いる必要はないか。例えば、

留学生の増加による更なるグローバル化等。 
‣  今後に活かすために、実績から得られた具体的結果（短期留学生への対応を含む）を記載する

べきではないか。 
⑦について 

‣  報告に挙げられているものに加え、前校長が開拓した海外企業との関係構築 (海外インターン

シップなど)の実績も記載するべきではないか。 
⑧について 

‣  どのような意見交換を行い、その収集内容をどのように周知するかなどの具体的な記載が必要

ではないか。 
⑨について 

‣  この年度計画は項目 (2)-①と同じ内容のため不要である。 
⑩について 

‣  ｢ニーズを分析し対応を検討する｣とあるが、現在行われている分析結果について具体的な記載

が欲しい。 
⑪について 

‣  聴取した事実だけではなく、内容の具体的内容の記載が必要ではないか。 
⑫について 

‣  副賞を授与した学生数の記載が必要ではないか。 
⑬について 

‣  TOEIC 成績の推移のことや TOEIC 利用の効果 (指導上の活用を含む)について、具体的に分

かりやすく記載する必要があるのではないか。 
⑭について 

‣  高専機構主催のプレコンへの参加状況についても記載するべきではないか。 
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⑮について 
‣  年度計画記載の｢共通分野科目に関するコース間での協力体制｣及び｢学生の特質を見極めた教

育協力体制｣についての記載が欲しい。 
⑯について 

‣  ｢達成度アンケート｣についての記載がない。 
⑱について 

‣  実際に活動に参加した学生の人数を記載して欲しい。 
 
(3) 優れた教員の確保(①～⑯の 16 項目) 

①について 
‣  ｢多様な背景｣についての具体的な記載が欲しい。 
‣  任期付き特命教員以外の記載も必要ではないか。 

③について 
‣  ｢大学･企業との人事交流｣に係る具体的な検討内容の記載が必要ではないか。 

⑧について 
‣  福岡県教育委員会主催研修会への参加を明確に記載してはどうか。 

⑩について 
‣  ｢外部教職員も対象にした FD 研修会｣は、【特徴ある取組み】の候補にするとともに、今後の

継続した活動を希望する。 
⑪について 

‣  見学会の実施回数を記載する必要があるのではないか。 
⑫について 

‣  公開授業を行った教員数の記載とともに、公開授業実施による効果や成果などの記載が欲し

い。 
⑬について 

‣  ｢推薦した｣という事実の記載のみで良いのではないか。 
 
(4) 教育の質の向上及び改善のためのシステム(①～㉓の 23 項目) 

②について 
‣  成績評価へのルーブリック整備について｢検討している｣とあるが、具体的に何を検討している

のか記載して欲しい。 
③について 

‣  教員が外部研修に参加した際は、重要な事項について使用された資料を配布するなど、情報共

有化のために、教員会議等での報告が必要である。 
⑤について 

‣  ｢移行した｣の表現は、｢移行する準備が完了した｣とすべきである。 
⑦について 

‣  学生の資格取得状況に係る具体的な調査結果を記載する必要があるのではないか。また、その

結果を関連委員会で報告したかどうかの記載も必要ではないか。 
⑨について 

‣  平成 29 年度の産学連携フェアは開催されないようであるが、これに代わる専攻科学生の外部

発表の機会として何を予定するのか。 
⑩について 

‣  プロジェクトへの参加学校数･本校からの参加者数や、プロジェクトがもたらした効果につい

て記載する必要がある。 
⑫について 

‣  ｢検討する｣との表現では年度計画を達成していない (学内講演会が行われていない)ので、｢今

後実施する必要がある｣とすべきである。 
‣  日工教や ISATE 等での発表についても、実績報告への記載が必要である。 

⑬について 
‣  ｢評価結果をまとめた｣･｢提言を校長に報告した｣との記載はあるが、｢提言は主事会議で周知さ

れた｣等、評価結果の公開がわかるように記載する必要がある。 
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⑯について 
‣  協定締結企業との共同授業については項目⑲との関連が深いので、実績内容を記載する必要が

ある。 
⑲について 

‣  記載の内容に加え、協定企業数の増加および共同授業実施の促進に向けた具体的な検討の記載

が必要である。 
㉒について 

‣  ICT 活用教育に導入した機器や e-learning 教材利用の効果について検討して欲しい。 
 
(5) 学生支援・生活支援等 (①～⑧の 8 項目) 

①について 
‣  参加した研修会等の名称を記載するよりも、出席回数･参加者数等を記載するべきではない

か。 
②について 

‣  ｢整備計画は策定しなかった｣と記載すべきである。 
③について 

‣  各種奨学金制度の申請件数などを具体的に記載してほしい。 
④について 

‣  キャリア支援室会議やキャリア支援室 (事務)への教職員の配置人数等を記載する。また、可

能ならば、割り当て予算等も記載する。 
 
(6) 教育環境の整備･活用 (①～⑬の 13 項目) 

④⑤について 
‣  実施済み事項は年度計画に不要なので、年度計画の立て方を工夫してほしい。 

⑥⑦⑧⑨について 
‣  項目⑥～⑨は類似しているので、年度計画の立て方を工夫してほしい。 

⑫について 
‣  ｢Re-start 研究支援方法の策定｣についての記載の検討が必要である。 

⑬について 
‣  今後の男女共同参画事業の方向性について検討が必要である。 

 
 
Ⅱ 研究や社会連携に関する事項 (①～⑮の 15 項目) 

②について 
‣  ｢都合により参加できなかった｣の理由の記載が必要である。 

③について 
‣  内容を具体的に記載してほしい。 

⑤について 
‣  年度計画の｢……利用を増やし、……受入れを推進する｣に対して行った具体的取り組みについ

て記載してほしい。 
⑦について 

‣  北九州市との連携活動については、【本校独自の取り組み】として、今後の年度計画に記載し

たほうが良い。 
⑧について 

‣  項目②の計画・実績と同じもので、記載不要である。 
⑨について 

‣  項目③の計画・実績と同じもので、記載不要である。 
⑬⑭について 

‣  項目⑬と⑭は年度計画が類似しており、整理が必要である。 
 
Ⅲ 国際交流等に関する事項(①～⑫の 12 項目) 

①②③について 
‣  項目①②③は年度計画が類似しており、整理が必要である。 

131



⑤について 
‣  在外研究員の派遣先および派遣期間を記載してほしい。 

⑥について 
‣  「三機関連携教育改革への教員 FD 研修」について、平成 29 年度に向けた検討がどのように

なっているのかを知りたい。 
⑧について 

‣  「海外の協定企業や協定大学への学生参加数増を図る」との年度計画なので、具体的受入れ先

に加え、増加数（変化数）も記載してほしい。 
⑩について 

‣  学生の海外語学研修の派遣期間も記載してほしい。 
⑪について 

‣  国際交流ラウンジ（語学サロン）への参加学生数とともに、年度計画にある「国際交流活動の

活性化」への効果についても記載してほしい。 
⑫について 

‣  留学生とチューターとの交流研修会の開催場所・内容・効果なども具体的に記載してほしい。 
 
Ⅳ 管理運営に関する目標(①～⑯の 16 項目) 

①について 
‣  ｢予算配分による目標達成｣に関して、具体的な成果及び配分方法への評価を実施してほしい。 

③について 
‣  年度計画の｢第 5 ブロックにおける協働共有事項｣について、具体的に記載した上で、実績を

記載してほしい。 
⑤について 

‣  年度計画の｢監視体制の見直し｣に関連して、見直した内容や監査実施結果も記載してほしい。 
⑥について 

‣  計画の内容や実施したことを具体的に記載してほしい。 
⑧⑨⑩について 

‣  項目⑧⑨⑩は年度計画が類似しており、整理が必要である。 
⑬について 

‣  事務職員人事交流の具体的な大学名の記載とともに、技術職員の人事交流も検討してほしい。 
⑮について 

‣  本校が計画･実施した研修についても記載してほしい。 
⑯について 

‣  昨年度の計画と実績報告を踏まえて、本校の具体的な成果指標 (本校独自の年度計画)につい

て、PDCA を意識した計画にしてほしい。 
 
◇ 業務運営の効率化に関する目標を達成するために取るべき措置 (①の 1 項目) 

監査結果が本校として問題がなかったことを明確に記載してほしい。 
 
◇ 予算(人件費の見積もりを含む、収支計画及び資金計画。) (②の 1 項目) 

コメントおよび提言なし。 
 

◇ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 
Ⅰ 施設及び設備に関する計画 (①～②の 2 項目) 

コメントおよび提言なし。 
 
Ⅱ 人事に関する計画 
(1) 方針 (①の 1 項目) 
コメントおよび提言なし。 

(2) 人員に関する計画 (②の 1 項目) 
年度計画の｢効率化の施策｣について、具体的な検討事項も記載してほしい。 
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§ 平成 28 年度入試対策検討ワーキンググループ活動内容の点検･評価まとめ 
北九州工業高等専門学校では校長委嘱により、必要に応じて【入試対策検討ワーキンググループ】が

組織され、入試要領･入学生の成績追跡などの調査、分析や検討が実施されている。 
 平成 29 年度までの推薦選抜において、学業成績推薦の場合は｢内申点･工学適性検査･作文･面接｣の 4
項目、課外活動等推薦の場合は｢内申点･工学適性検査･作文･面接･課外活動等実績｣の 5 項目の総合評価

により、合否判定を実施していた。 
 平成 28 年度に、校長ならびに教務主事から入試対策検討ワーキンググループに依頼された検討事項

は、以下の通りである。 
Ⅰ 入学試験の成績と入学後の成績との相関 
Ⅱ 推薦入試得点配分と入学後の成績との関係 
Ⅲ 学科改組後の入試成績と入学後の成績との関係 
Ⅳ 平成 30 年度の入学試験方法の改善に係る事項の検討 

 これらに関連して、学業成績推薦･課外活動等推薦による推薦選抜合格者の合否判定 4 項目｢内申点･

工学適性検査･作文･面接｣について、平成 26 年度入学生(平成 28 年度現在 3 年生)の平成 26 年度末･平

成 27 年度末の学年席次との相関、平成 27 年度入学生(平成 28 年度現在 2 年生)の平成 27 年度末の学年

席次との相関が調査･報告された。 
 入試対策検討ワーキンググループによる分析･検討について、自己点検･自己評価委員会による点検の

結果、平成 26 年度および平成 27 年度に入学した推薦選抜合格者の追跡調査は｢内申点｣のみが学年末席

次との相関関係が見られること、その他の｢工学適性検査･作文･面接｣の 3 項目は明確な相関が見られな

いことを確認することができた。 
 加えて、これらの平成 28 年度の入試対策検討ワーキンググループ分析結果を踏まえ平成 29 年度の入

学試験委員会にて推薦選抜要領の検討が行われ、平成 29 年 6 月 5 日(月)開催の平成 29 年度第 2 回入学

試験委員会の審議において、推薦選抜実施項目から｢工学適性検査｣を除外するとともに、平成 30 年度

推薦選抜から適用することが承認されたことを確認できた。 
以上のように、平成 28 年度の入試対策検討ワーキンググループの取り組みは、適切に実施されてい

るものと判断される。 
 
§ 平成 28 年度 JABEE 継続審査結果への本校取組みの点検･評価まとめ 

JABEE・認証評価専門部会の目的ならびに平成 28年度に実施された JABEE 継続認定審査の最終報告書

と審査結果を確認した。加えて、最終判定が【Ｃ】であった点検項目の根拠･指摘事項に対する本校の

対応担当委員会･部署による取り組み、その取り組み状況に対する JABEE･認証評価専門部会による評価･

コメントついて確認･点検が行われた。 

 確認･点検の結果、指摘に対する部会の対応は適切に行われており、点検改善が必要な事項もあるが

概ね良好に対応が進んでいることを確認することができた。また、委員から次回の継続審査では C判定

事項に対する確認が行われるので、今後は指摘事項についての JABEE･認証評価専門部会による継続的な

点検･評価も必要であるとのコメントが出された。 

 以上のように、平成 28 年度の JABEE 継続審査結果に対する JABEE･認証評価専門部会を始めとする本

校の取組みは、適切に実施されているものと判断される。 

 
§ 創造教育推進センターの平成 28 年度活動報告の点検･評価まとめ 
 創造教育推進センターの目的･業務･設置部門ならびに、創造教育推進センター委員会の目的について

確認が行われた。加えて、活動報告書の最終版は未完成ではあるが、｢活動報告書の目次｣をもとに平成

28 年度の創造教育推進センターの活動報告とともに、｢平成 28 年度学科等再編推進経費については所

要額を調べて記載する必要があること」、「教員に実施した『AL 状況調査』については整理･修正が必要

であること｣が報告され、実施された活動内容について確認･点検が行われた。 
 確認･点検の結果、活動項目が創造教育推進センター規則に謳ってあるセンター業務と不一致の項目

があるため、センター内の各部門が取組むべき活動を意識した報告書を作成すべきであること、創造教

育推進センター活動の年度計画は運営委員会等に報告した上で活動すべきであることなど、平成 30 年

度からの活動および報告の適正化が指摘された。 
 以上のように、平成28年度の創造教育推進センターの活動は概ね計画に準じて取り組まれているが、

創造教育推進センター活動の計画と実績については全教員への周知も必要であると判断される。 
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に

、
外

部
機

関
か

ら
の

意
見

聴
取

が
　

　
　

 不
可

欠
で

あ
る

。

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

（
１

）
入

学
者

の
確

保
①

地
域

の
中

学
校

校
長

会
お

よ
び

中
学

校
教

員
、

学
習

塾
講

師
を

対
象

に
し

た
入

試
説

明
会

、
中

学
校

訪
問

、
夏

と
秋

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

、
近

隣
の

高
専

と
の

合
同

入
試

説
明

会
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。
②

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
な

ど
で

、
中

学
生

が
マ

ー
ク

シ
ー

ト
に

よ
る

解
答

方
法

を
体

験
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
引

き
続

き
実

施
す

る
。

③
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
・
H

P
を

活
用

し
て

、
中

学
生

に
と

っ
て

、
魅

力
あ

る
北

九
州

高
専

を
P
R
す

る
。

④
競

技
会

等
に

学
生

及
び

教
職

員
が

積
極

的
に

参
加

す
る

た
め

に
、

学
内

周
知

方
法

を
工

夫
す

る
。

ま
た

、
競

技
会

の
結

果
を

H
P
に

記
載

し
、

取
り

組
み

を
学

内
外

に
P
R
す

る
。

⑤
公

開
講

座
な

ど
の

情
報

を
新

聞
社

に
も

周
知

し
、

P
R
の

機
会

を
増

や
す

。

①
各

種
説

明
会

等
を

実
施

し
た

。
 　

・
9
月

～
1
0
月

：
北

九
州

市
及

び
近

隣
の

市
町

村
に

本
校

教
員

が
出

向
き

学
校

説
明

を
行

っ
た

。
　

　
（
学

校
数

：
1
1
2
校

）
　

 ・
8
月

1
9
日

：
学

習
塾

と
の

懇
談

会
（
参

加
者

：
1
2
名

）
  

 ・
8
月

2
2
日

：
中

学
校

教
員

対
象

の
説

明
会

（
参

加
者

：
5
2
名

）
　

 ・
9
月

2
7
日

：
中

津
・
宇

佐
地

区
の

教
員

、
保

護
者

対
象

の
説

明
会

（
参

加
者

：
1
6
名

）
　

 ・
1
0
月

2
日

：
福

岡
地

区
中

学
生

・
保

護
者

対
象

の
説

明
会

（
3
高

専
合

同
）

　
　

(参
加

者
：
全

体
説

明
1
7
1
名

、
本

校
説

明
4
8
名

）
　

 ・
8
月

2
7
日

：
夏

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

（
参

加
者

：
5
6
8
名

）
　

 ・
1
0
月

1
5
日

・
1
6
日

：
秋

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

（
参

加
者

：
4
9
0
名

）
　

 ・
9
月

～
1
0
月

：
福

岡
県

内
（
関

係
地

区
）
中

学
校

訪
問

（
1
8
4
校

、
8
3
名

の
教

員
、

教
員

延
べ

人
数

2
2
4
人

）
　

 ・
各

中
学

校
か

ら
の

要
請

に
よ

る
入

試
説

明
会

を
実

施
：
1
5
校

　
 ・

各
中

学
校

か
ら

の
要

請
に

よ
る

出
前

授
業

を
実

施
：
6
校

　
 ・

中
学

校
訪

問
で

得
ら

れ
た

情
報

に
つ

い
て

は
、

集
約

し
入

試
委

員
会

で
報

告
す

る
こ

と
で

、
全

体
で

共
有

し
た

。
　

 ・
中

学
校

校
長

会
で

の
説

明
は

時
期

が
合

わ
ず

実
施

で
き

な
か

っ
た

。
②

8
月

2
7
日

開
催

の
夏

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

時
に

模
擬

授
業

と
し

て
マ

ー
ク

シ
ー

ト
を

使
用

し
た

テ
ス

ト
体

験
及

び
問

題
解

説
を

実
施

し
た

。
③

中
学

生
向

け
に

公
開

講
座

や
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

の
開

催
案

内
を

は
じ

め
、

Ｈ
Ｐ

の
新

着
情

報
に

学
校

行
事

の
報

告
や

部
活

動
の

大
会

結
果

、
競

技
会

等
の

結
果

報
告

な
ど

、
週

2
回

程
度

の
頻

度
で

各
種

情
報

を
掲

載
し

、
北

九
州

高
専

の
Ｐ

Ｒ
を

行
っ

て
い

る
。

④
競

技
会

等
の

開
催

案
内

を
学

内
掲

示
板

や
w

e
bク

ラ
ス

上
（
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
に

掲
載

し
、

学
内

周
知

を
行

っ
た

。
3
位

以
上

の
成

績
や

受
賞

の
あ

っ
た

競
技

会
等

に
つ

い
て

は
、

結
果

を
Ｈ

Ｐ
や

文
教

ニ
ュ

ー
ス

、
学

内
メ

ー
ル

等
で

報
告

し
、

学
内

外
に

本
校

の
Ｐ

Ｒ
を

行
っ

て
い

る
。

⑤
市

制
記

者
室

の
各

報
道

機
関

に
、

公
開

講
座

の
案

内
チ

ラ
シ

を
持

参
し

、
周

知
及

び
新

聞
掲

載
等

や
当

日
の

取
材

の
依

頼
を

行
っ

た
。

結
果

、
新

聞
社

2
社

に
公

開
講

座
の

案
内

が
掲

載
さ

れ
、

Ｔ
Ｖ

局
1
社

か
ら

当
日

取
材

が
あ

っ
た

。

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係
教

務
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係
学

生
課

学
生

係

Ａ

①
に

つ
い

て
「
中

津
・
宇

佐
地

区
で

の
説

明
会

」
と

「
高

専
機

構
主

催
の

在
外

教
育

施
設

へ
の

広
報

活
動

」
は

平
成

2
8
年

度
新

規
の

取
組

み
、

「
福

岡
3
高

専
合

同
説

明
会

」
で

は
学

生
の

協
力

を
得

た
中

学
生

対
応

と
い

う
工

夫
し

た
対

外
広

報
活

動
で

あ
り

、
効

果
の

検
証

を
踏

ま
え

継
続

し
て

ほ
し

い
。

②
に

つ
い

て
・
「
模

擬
授

業
の

参
加

人
数

」
を

記
載

し
て

ほ
し

い
。

⑤
に

つ
い

て
・
報

道
機

関
へ

の
周

知
・
依

頼
の

効
果

（
新

聞
記

事
掲

載
や

T
V

局
取

材
）
を

確
認

で
き

た
の

で
、

対
外

広
報

活
動

は
よ

り
積

極
的

に
行

っ
て

ほ
し

い
。

【
特

に
有

効
な

取
組

み
（
①

③
④

⑤
に

つ
い

て
）
】

★
学

校
説

明
会

の
拡

大
、

報
道

機
関

等
へ

の
対

外
広

報
活

動
は

特
に

有
効

な
取

組
み

で
あ

り
、

効
果

の
検

証
を

踏
ま

え
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。

◎

⑥
本

校
に

お
け

る
各

種
説

明
会

等
に

お
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施

し
、

そ
の

分
析

結
果

を
全

教
職

員
で

情
報

共
有

し
、

改
善

点
に

つ
い

て
は

迅
速

に
対

処
す

る
。

⑦
オ

ー
プ

ン
ャ

ン
パ

ス
や

公
開

講
座

等
に

お
い

て
、

女
子

在
学

生
の

協
力

を
得

な
が

ら
女

子
中

学
生

向
け

の
企

画
を

行
う
。

⑧
公

開
講

座
や

出
前

授
業

で
の

も
の

づ
く

り
体

験
な

ど
を

通
し

て
本

校
の

特
色

を
ア

ピ
ー

ル
し

、
志

願
者

の
増

加
を

目
指

す
。

⑨
近

隣
高

専
と

の
合

同
入

試
説

明
会

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

（
女

子
中

学
生

向
け

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
等

の
利

活
用

を
含

む
。

）
そ

の
際

、
女

子
在

学
生

の
質

問
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

女
子

中
学

生
、

保
護

者
か

ら
の

質
問

・
相

談
に

対
応

す
る

。

　

⑥
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

は
、

入
試

委
員

会
経

由
で

教
職

員
に

周
知

さ
れ

て
い

る
。

説
明

会
で

は
、

入
試

に
関

す
る

こ
と

、
専

門
コ

ー
ス

の
特

徴
や

配
属

方
法

な
ど

多
様

な
質

問
を

受
け

る
が

、
重

要
な

質
疑

応
答

に
つ

い
て

は
、

Q
&
A

集
を

更
新

し
、

次
の

説
明

会
で

活
用

し
て

い
る

。
説

明
会

で
い

た
だ

い
た

意
見

で
、

緊
急

に
対

応
す

べ
き

案
件

は
な

か
っ

た
。

⑦
夏

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

と
同

日
の

8
月

2
7
日

に
、

女
子

中
学

生
・
保

護
者

や
本

校
女

子
学

生
を

対
象

と
し

た
、

O
G

講
演

会
及

び
懇

談
会

を
開

催
し

、
5
9
名

（
中

学
生

2
2
名

、
保

護
者

1
7
名

、
高

専
生

2
0
名

）
の

参
加

が
あ

っ
た

。
ま

た
、

夏
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

本
校

女
子

学
生

組
織

「
N

it
♡

K
it
ガ

ー
ル

ズ
」
に

よ
る

女
子

中
学

生
向

け
の

「
N

it
♡

K
it

ガ
ー

ル
ズ

コ
ー

ナ
ー

」
と

題
し

た
学

科
紹

介
・
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

イ
ベ

ン
ト

を
、

秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

入
浴

剤
づ

く
り

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
8
月

2
0
日

に
、

女
子

中
学

生
向

け
の

公
開

講
座

と
し

て
、

「
女

子
中

学
生

を
対

象
と

し
た

も
の

づ
く
り

体
験

講
座

」
を

実
施

し
、

2
2
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

平
成

2
9
年

度
入

試
は

、
女

子
の

志
願

者
が

前
年

か
ら

2
8
名

増
加

し
、

8
8
名

だ
っ

た
。

⑧
公

開
講

座
の

募
集

時
に

、
北

九
州

市
内

の
小

中
学

校
へ

各
講

座
の

チ
ラ

シ
を

送
付

、
小

倉
北

・
小

倉
南

区
役

所
、

北
九

州
市

広
報

室
報

道
課

等
に

チ
ラ

シ
を

持
参

し
、

案
内

を
行

っ
た

。
ま

た
、

北
九

州
市

教
育

委
員

会
に

後
援

申
請

し
、

北
九

州
市

民
セ

ン
タ

ー
に

も
チ

ラ
シ

を
配

布
し

た
。

さ
ら

に
、

近
隣

の
小

学
校

に
出

向
き

、
チ

ラ
シ

の
配

布
及

び
案

内
を

行
っ

た
。

・
1
1
月

1
6
日

：
志

井
小

学
校

の
「
町

た
ん

け
ん

」
に

本
校

の
施

設
等

の
見

学
が

実
施

さ
れ

た
。

小
学

2
年

生
約

8
名

が
来

校
し

、
食

堂
、

体
育

館
、

も
の

づ
く
り

セ
ン

タ
ー

、
図

書
館

等
の

見
学

を
行

っ
た

。
・
9
月

2
6
日

：
志

徳
中

学
校

2
年

生
約

8
0
名

が
本

校
を

訪
問

し
、

高
専

の
教

育
シ

ス
テ

ム
や

本
校

の
特

色
に

つ
い

て
の

説
明

、
学

生
か

ら
学

校
生

活
や

女
子

学
生

の
活

躍
に

つ
い

て
の

説
明

を
受

け
た

後
、

学
内

施
設

の
見

学
、

模
擬

授
業

を
受

講
し

た
。

⑨
福

岡
地

区
で

実
施

し
た

合
同

説
明

会
の

際
に

、
女

子
学

生
が

中
学

生
か

ら
の

相
談

に
対

応
し

た
。

　
　

(参
加

者
：
全

体
説

明
1
7
1
名

、
本

校
説

明
4
8
名

）

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係
教

務
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係

Ａ
⑧

に
つ

い
て

・
「
出

前
授

業
」
に

つ
い

て
の

記
述

が
な

い
の

で
、

実
績

を
記

載
し

て
ほ

し
い

。

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果

北
九

州
高

専
　

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

の
実

績
報

告
に

対
す

る
 【

提
言

】
　

　
（
H

2
9
年

度
　

自
己

点
検

・
自

己
評

価
委

員
会

）

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

８
年

度
　

実
績

報
告

北
九

州
高

専
主

担
当

組
織

北
九

州
工

業
高

等
専

門
学

校
平

成
２

８
年

度
 年

度
計

画

134



6
表

 6

評
価

点
検

・
評

価
・
コ

メ
ン

ト
 お

よ
び

 提
言

特
に

有
効

な
取

組
み

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

⑩
ポ

ス
タ

ー
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
、

マ
ス

コ
ミ
、

H
P
な

ど
を

活
用

し
広

報
活

動
の

強
化

を
図

る
。

ま
た

、
近

隣
の

小
・
中

学
校

や
公

民
館

等
に

も
出

向
き

、
本

校
の

P
R
活

動
を

推
進

す
る

。

⑩
中

学
生

向
け

に
学

校
案

内
冊

子
、

学
校

紹
介

の
チ

ラ
シ

を
作

成
、

一
般

向
け

に
学

校
要

覧
の

冊
子

を
作

成
、

学
生

募
集

用
に

ポ
ス

タ
ー

を
作

成
し

、
北

九
州

市
内

中
学

校
に

配
布

し
た

。
学

生
募

集
用

ポ
ス

タ
ー

を
北

九
州

モ
ノ

レ
ー

ル
に

依
頼

し
、

3
駅

（
小

倉
駅

、
志

井
駅

、
企

救
丘

駅
）
に

1
ヶ

月
間

無
料

で
掲

載
し

た
。

ま
た

、
公

開
講

座
実

施
前

に
、

チ
ラ

シ
を

作
成

し
、

北
九

州
市

内
小

中
学

校
及

び
市

民
セ

ン
タ

ー
、

北
九

州
市

制
記

者
室

に
配

布
し

た
。

さ
ら

に
近

隣
の

小
学

校
に

出
向

き
、

案
内

を
行

っ
た

。
北

九
州

高
専

独
自

版
と

な
る

女
子

学
生

用
広

報
冊

子
の

作
成

を
準

備
中

で
あ

る
。

⑩
モ

ノ
レ

ー
ル

志
井

駅
構

内
に

掲
示

し
て

い
る

北
九

州
高

専
の

案
内

板
と

学
校

正
門

近
く
及

び
外

壁
に

掲
示

し
て

い
る

学
校

名
の

看
板

を
、

北
九

州
高

専
の

新
し

い
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

と
ロ

ゴ
マ

ー
ク

及
び

ス
ク

ー
ル

カ
ラ

ー
で

構
成

し
た

デ
ザ

イ
ン

に
一

新
し

た
。

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係
教

務
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係

Ａ

⑩
に

つ
い

て
・
「
本

校
独

自
の

女
子

学
生

用
広

報
冊

子
の

作
成

」
を

準
備

中
と

あ
る

が
、

そ
の

後
の

予
定

が
不

明
な

の
で

、
平

成
2
9
年

度
の

完
成

と
と

も
に

利
活

用
が

望
ま

れ
る

。

【
特

に
有

効
な

取
組

み
（
⑩

に
つ

い
て

）
】

★
積

極
的

に
各

種
冊

子
・
ポ

ス
タ

ー
・
チ

ラ
シ

を
作

成
し

、
地

域
と

連
携

し
た

広
報

活
動

は
特

に
有

効
な

取
組

み
で

あ
り

、
是

非
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。

◎

⑪
推

薦
選

抜
の

入
試

問
題

、
要

領
に

つ
い

て
、

必
要

な
見

直
し

を
行

う
。

⑫
帰

国
子

女
の

推
薦

選
抜

の
出

願
資

格
に

つ
い

て
、

検
討

す
る

。
⑬

入
試

ミ
ス

の
防

止
の

た
め

、
入

試
ミ
ス

の
事

例
集

の
活

用
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

⑪
推

薦
入

試
の

要
項

に
つ

い
て

、
見

直
し

を
行

い
改

正
し

た
。

昨
年

の
推

薦
入

試
の

際
に

問
題

に
な

っ
た

、
教

員
の

昼
食

時
間

の
確

保
、

口
頭

試
問

の
難

易
度

、
面

接
評

価
の

面
接

官
ご

と
・
面

接
室

毎
の

ば
ら

つ
き

に
対

応
し

て
、

要
項

を
改

善
し

た
。

特
に

、
面

接
評

価
の

ば
ら

つ
き

を
抑

え
る

た
め

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

整
備

し
た

。
⑫

平
成

３
０

年
度

入
試

に
係

る
帰

国
子

女
選

抜
の

出
願

資
格

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
国

に
よ

っ
て

、
中

学
２

年
相

当
を

修
了

し
て

帰
国

す
る

タ
イ

ミ
ン

グ
が

異
な

り
、

帰
国

子
女

の
条

件
か

ら
外

れ
る

場
合

が
あ

っ
た

。
こ

れ
を

、
外

れ
な

い
よ

う
に

す
る

た
め

に
、

出
願

資
格

を
見

直
し

た
。

平
成

３
０

年
度

の
募

集
要

項
作

成
時

に
反

映
さ

せ
る

予
定

で
あ

る
。

⑬
専

攻
科

の
入

試
問

題
作

成
時

に
、

事
例

集
の

紹
介

を
行

っ
た

。
ま

た
、

入
試

説
明

会
に

お
い

て
、

入
試

ミ
ス

の
事

例
集

を
紹

介
し

、
注

意
喚

起
を

行
う

と
共

に
学

内
電

子
掲

示
板

で
周

知
し

た
。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
入

学
試

験
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係

Ａ

⑭
女

子
学

生
の

修
学

環
境

の
改

善
の

た
め

、
女

子
寮

、
女

子
ト
イ

レ
、

女
子

更
衣

室
等

の
整

備
を

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

門
部

会
に

お
い

て
、

改
修

計
画

を
立

て
推

進
す

る
。

⑮
入

学
志

願
者

に
関

わ
る

調
査

、
入

試
選

抜
方

法
に

関
わ

る
成

績
デ

ー
タ

等
の

分
析

を
継

続
す

る
。

⑯
女

子
中

学
生

向
け

の
各

種
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

利
活

用
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
時

の
懇

談
会

実
施

な
ど

、
女

子
志

願
者

確
保

に
向

け
た

継
続

的
取

組
み

を
行

う
。

⑭
施

設
・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

門
部

会
（
平

成
2
8
年

1
1
月

4
日

開
催

）
に

お
い

て
、

１
号

館
（
１

箇
所

）
と

６
号

館
（
２

箇
所

）
の

女
性

用
ト

イ
レ

の
改

修
計

画
（
和

式
か

ら
洋

式
ウ

ォ
シ

ュ
レ

ッ
ト

）
を

策
定

し
、

平
成

2
9
年

1
月

に
改

修
工

事
が

竣
工

し
清

潔
で

衛
生

的
な

ト
イ

レ
と

し
た

。
女

子
寮

は
、

平
成

2
8
年

１
１

月
に

１
箇

所
を

洋
式

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
に

し
た

。
ま

た
、

平
成

2
9
年

2
月

に
１

号
館

女
子

更
衣

室
へ

空
調

設
備

を
導

入
し

た
。

更
に

、
平

成
2
9
年

3
月

に
５

号
館

１
階

の
女

性
用

ト
イ

レ
５

㎡
を

男
性

用
ト

イ
レ

１
３

㎡
と

統
合

し
て

女
性

用
ト

イ
レ

１
８

㎡
に

改
修

し
、

パ
ウ

ダ
ー

ル
ー

ム
と

し
て

も
利

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

⑮
引

き
続

き
、

入
学

志
願

者
、

入
試

選
抜

方
法

、
成

績
デ

ー
タ

等
の

調
査

・
分

析
を

継
続

す
る

。
⑯

福
岡

地
区

で
実

施
し

た
合

同
説

明
会

の
際

に
、

女
子

学
生

が
中

学
生

か
ら

の
相

談
に

対
応

し
た

。
 ま

た
、

夏
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

本
校

女
子

学
生

が
女

子
中

学
生

の
質

問
等

に
答

え
る

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
て

対
応

し
た

。
合

同
説

明
会

：
(参

加
者

：
全

体
説

明
1
7
1
名

、
本

校
説

明
4
8
名

）
夏

季
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

：
（
参

加
者

：
5
6
8
名

）

施
設

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
専

門
部

会
：
総

務
課

施
設

係
教

務
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係
入

学
試

験
委

員
会

：
学

生
課

教
務

係

Ｂ

⑭
に

つ
い

て
・
「
女

子
ト

イ
レ

の
改

修
」
や

「
パ

ウ
ダ

ー
ル

ー
ム

の
設

置
」
な

ど
、

女
子

学
生

の
修

学
環

境
整

備
に

注
力

し
て

い
る

。

⑮
に

つ
い

て
・
計

画
と

実
績

報
告

の
記

載
内

容
が

同
じ

で
、

「
成

績
デ

ー
タ

等
の

調
査

・
分

析
を

継
続

す
る

」
と

あ
る

が
、

具
体

的
な

検
討

内
容

と
結

果
を

明
記

し
て

ほ
し

い
。

⑯
に

つ
い

て
・
女

子
中

学
生

向
け

に
利

用
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

名
称

や
活

用
事

項
を

具
体

的
に

明
記

し
て

ほ
し

い
。

③
に

つ
い

て
・
「
高

度
化

」
と

い
う

言
葉

が
分

か
り

に
く
く
、

よ
り

分
か

り
や

す
い

表
現

を
用

い
る

必
要

は
な

い
か

。
 →

例
え

ば
、

留
学

生
の

増
加

に
よ

る
更

な
る

グ
ロ

ー
バ

ル
化

等
・
今

後
に

活
か

す
た

め
に

、
実

績
か

ら
得

ら
れ

た
具

体
的

結
果

（
短

期
留

学
生

へ
の

対
応

を
含

む
）
を

記
載

す
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

⑦
に

つ
い

て
・
報

告
に

挙
げ

ら
れ

て
い

る
も

の
に

加
え

、
前

校
長

が
開

拓
し

た
海

外
企

業
と

の
関

係
構

築
（
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
）
の

実
績

も
記

載
す

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

Ａ

（
２

）
教

育
課

程
の

編
成

等
①

本
科

、
専

攻
科

の
改

組
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
7
年

度
に

同
時

改
組

を
行

い
、

現
在

、
学

年
進

行
中

で
あ

り
、

引
き

続
き

、
完

成
年

度
ま

で
改

組
を

滞
り

な
く

実
施

す
る

。
②

グ
ロ

ー
バ

ル
対

応
特

別
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

つ
い

て
継

続
し

て
検

討
す

る
。

③
留

学
生

の
増

加
な

ど
の

更
な

る
高

度
化

に
つ

い
て

、
継

続
し

て
検

討
す

る
。

④
継

続
し

て
い

る
地

域
企

業
と

の
共

同
教

育
（
専

攻
科

特
論

II
, 

II
I）

を
行

う
。

ま
た

、
専

攻
科

専
門

科
目

に
お

い
て

一
部

外
国

人
講

師
に

よ
る

英
語

で
の

専
門

授
業

を
実

施
す

る
。

⑤
地

元
企

業
・
他

大
学

・
市

と
の

連
携

に
よ

る
、

ロ
ボ

ッ
ト
産

業
や

プ
ラ

ン
ト
産

業
と

連
携

し
た

企
業

の
現

役
技

術
者

に
よ

る
育

成
講

座
を

継
続

開
催

す
る

。
⑥

教
育

改
革

推
進

本
部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
「
社

会
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
ロ

ボ
ッ

ト
人

材
の

育
成

」
に

引
き

続
き

参
画

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

推
進

す
る

。
⑦

第
５

ブ
ロ

ッ
ク

の
グ

ロ
ー

バ
ル

高
専

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

準
拠

点
校

と
し

て
活

動
す

る
。

①
Ｈ

２
７

年
度

の
生

産
デ

ザ
イ

ン
工

学
専

攻
設

置
に

伴
い

、
旧

専
攻

科
の

制
御

工
学

専
攻

の
在

学
生

が
全

員
修

了
し

た
の

で
、

学
位

授
与

機
構

へ
制

御
工

学
専

攻
の

廃
止

報
告

を
行

っ
た

。
な

お
、

生
産

工
学

専
攻

２
名

、
物

質
化

学
工

学
専

攻
１

名
の

在
学

生
が

修
了

次
第

、
学

位
授

与
機

構
へ

廃
止

報
告

を
行

う
。

・
特

例
適

用
専

攻
科

に
つ

い
て

、
平

成
２

８
年

度
入

学
生

適
用

科
目

表
と

し
て

、
本

科
４

、
５

年
生

の
社

会
選

択
科

目
の

開
講

年
次

及
び

単
位

数
の

変
更

届
を

学
位

授
与

機
構

へ
提

出
し

承
認

さ
れ

た
。

ま
た

、
平

成
２

８
年

度
入

学
生

適
用

科
目

表
と

し
て

、
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

に
伴

い
、

１
０

科
目

を
２

年
後

期
で

取
得

出
来

る
よ

う
教

育
課

程
表

の
改

正
を

学
位

授
与

機
構

へ
提

出
し

承
認

さ
れ

た
。

・
専

攻
科

に
お

い
て

、
特

別
実

習
の

実
習

時
間

に
応

じ
た

単
位

数
１

～
１

２
単

位
を

付
与

す
る

よ
う

教
育

課
程

表
を

改
正

し
た

。
・
Ｈ

２
７

年
度

の
生

産
デ

ザ
イ

ン
工

学
科

（
本

科
）
設

置
に

伴
い

、
完

成
年

度
ま

で
５

年
間

提
出

す
る

本
科

に
係

る
「
設

置
に

係
る

設
置

計
画

履
行

状
況

報
告

書
」
を

機
構

本
部

を
経

由
し

、
文

部
科

学
省

へ
提

出
し

た
。

・
専

攻
科

改
組

を
実

施
し

て
本

年
度

に
最

初
の

修
了

生
を

出
す

予
定

で
あ

り
、

専
攻

科
2
年

生
は

特
例

認
定

に
関

す
る

学
位

申
請

処
理

を
実

施
中

で
あ

る
。

②
専

攻
科

に
お

い
て

平
成

2
9
年

度
か

ら
の

1
年

生
後

期
に

最
長

７
か

月
間

の
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

対
応

す
る

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
変

更
を

行
っ

て
い

る
。

学
位

授
与

機
構

へ
の

変
更

も
受

理
さ

れ
実

施
可

能
の

状
況

に
な

っ
た

。
ま

た
、

本
科

に
つ

い
て

は
、

K
O

S
E
N

4
.0

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
の

議
論

を
受

け
、

特
別

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
重

要
性

が
共

通
認

識
さ

れ
た

。
教

務
委

員
会

を
中

心
に

議
論

し
、

学
年

制
か

つ
通

年
科

目
が

あ
る

現
行

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

は
、

問
題

が
多

い
た

め
、

次
年

度
も

引
き

続
き

審
議

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
③

グ
ロ

ー
バ

ル
マ

イ
ン

ド
育

成
の

た
め

、
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
と

国
際

交
流

委
員

会
主

催
の

「
国

際
交

流
ラ

ウ
ン

ジ
」
を

年
８

回
実

施
し

た
（
平

成
2
9
年

度
も

実
施

予
定

）
。

④
前

期
に

安
川

電
機

と
の

共
同

教
育

で
産

業
用

ロ
ボ

ッ
ト

に
つ

い
て

、
専

攻
科

特
論

Ⅱ
を

実
施

し
た

。
後

期
も

引
き

続
き

専
攻

科
特

論
Ⅲ

で
開

講
し

て
い

る
。

ま
た

、
専

攻
科

専
門

科
目

の
生

産
プ

ロ
セ

ス
工

学
、

金
属

・
無

機
材

料
工

学
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

制
御

論
に

お
い

て
一

部
外

国
人

講
師

に
よ

る
英

語
で

の
専

門
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
⑤

N
S
プ

ラ
ン

ト
設

計
（
株

）
の

技
術

者
に

よ
る

特
別

講
義

「
プ

ラ
ン

ト
制

御
概

論
」
を

、
1
0
/
2
6
、

1
1
/
2
に

４
年

（
機

械
、

電
気

電
子

、
制

御
情

報
、

電
子

制
御

）
約

1
6
0
名

を
対

象
に

実
施

し
た

。
ま

た
、

特
別

講
義

「
減

速
機

の
設

計
」
を

、
1
2
/
1
4
に

４
年

（
機

械
、

制
御

情
報

）
約

8
0
名

を
対

象
に

実
施

し
た

。
⑥

鈴
鹿

高
専

が
代

表
の

教
育

改
革

推
進

本
部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
社

会
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
ロ

ボ
ッ

ト
人

材
の

育
成

」
に

引
き

続
き

参
画

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

た
。

ま
た

、
社

会
ニ

ー
ズ

調
査

、
座

学
系

・
実

験
実

習
系

コ
ン

テ
ン

ツ
作

成
、

学
生

共
同

教
育

へ
の

参
加

な
ど

を
実

施
し

た
。

⑦
第

5
ブ

ロ
ッ

ク
の

グ
ロ

ー
バ

ル
高

専
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
準

拠
点

校
と

し
て

以
下

の
活

動
を

行
っ

た
。

・
教

員
1
名

を
マ

レ
ー

シ
ア

・
ペ

ナ
ン

に
派

遣
し

、
豊

橋
技

術
科

学
大

学
ペ

ナ
ン

校
を

視
察

し
た

。
・
S
ky

pe
を

用
い

た
オ

ン
ラ

イ
ン

英
会

話
講

座
に

つ
い

て
教

職
員

8
名

が
受

講
し

た
。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
専

攻
科

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
国

際
交

流
委

員
会

：
総

務
課

国
際

研
究

推
進

係
運

営
委

員
会

：
総

務
課

課
長

補
佐

（
総

務
担

当
）

135



6
表

 6

評
価

点
検

・
評

価
・
コ

メ
ン

ト
 お

よ
び

 提
言

特
に

有
効

な
取

組
み

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

⑧
行

政
、

求
人

企
業

、
中

学
校

と
の

面
談

や
説

明
会

な
ど

で
、

社
会

・
産

業
・
地

域
ニ

ー
ズ

を
収

集
す

る
。

⑨
本

科
、

専
攻

科
の

改
組

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
7
年

度
に

同
時

改
組

し
、

現
在

、
学

年
進

行
中

で
あ

り
、

完
成

年
度

ま
で

改
組

を
滞

り
な

く
実

施
す

る
。

⑩
引

き
続

き
、

中
学

校
や

学
習

塾
と

の
懇

談
会

を
実

施
し

、
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
。

⑪
求

人
に

来
た

企
業

等
か

ら
ニ

ー
ズ

を
聴

取
す

る
。

⑧
北

九
州

市
や

商
工

会
議

所
、

中
学

校
等

を
訪

問
し

、
意

見
交

換
を

行
い

、
社

会
・
産

業
・
地

域
ニ

ー
ズ

を
収

集
し

た
。

⑨
上

記
①

と
同

様
。

⑩
懇

談
会

等
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

そ
の

都
度

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

継
続

し
て

ニ
ー

ズ
を

分
析

し
対

応
を

検
討

す
る

。
　

・
8
月

1
9
日

：
学

習
塾

と
の

懇
談

会
（
参

加
者

：
1
2
名

）
  

・
8
月

2
2
日

：
中

学
校

教
員

対
象

の
説

明
会

（
参

加
者

：
5
2
名

）
  

・
9
月

2
7
日

：
中

津
・
宇

佐
地

区
の

教
員

、
保

護
者

対
象

の
説

明
会

（
参

加
者

：
1
6
名

）
  

・
1
0
月

2
日

：
福

岡
地

区
中

学
生

・
保

護
者

対
象

の
説

明
会

（
3
高

専
合

同
）

　
　

　
　

　
　

　
　

(参
加

者
：
全

体
説

明
1
7
1
名

、
本

校
説

明
4
8
名

）
⑪

引
き

続
き

、
求

人
に

来
た

企
業

等
か

ら
ニ

ー
ズ

を
聴

取
し

た
。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
専

攻
科

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
運

営
委

員
会

：
総

務
課

課
長

補
佐

（
総

務
担

当
）

学
生

課
課

長
補

佐

Ｂ

⑧
に

つ
い

て
・
ど

の
よ

う
な

意
見

交
換

を
行

い
、

そ
の

収
集

内
容

を
ど

の
よ

う
に

周
知

す
る

か
な

ど
の

具
体

的
な

記
載

が
必

要
で

は
な

い
か

。

⑨
に

つ
い

て
・
こ

の
年

度
計

画
は

項
目

(2
)①

と
同

じ
内

容
の

た
め

不
要

で
あ

る
。

⑩
に

つ
い

て
・
「
ニ

ー
ズ

を
分

析
し

対
応

を
検

討
す

る
」
と

あ
る

が
、

現
在

行
わ

れ
て

い
る

分
析

結
果

に
つ

い
て

具
体

的
な

記
載

が
欲

し
い

。

⑪
に

つ
い

て
・
聴

取
し

た
事

実
だ

け
で

は
な

く
、

内
容

の
具

体
的

内
容

の
記

載
が

必
要

で
は

な
い

か
。

⑫
引

き
続

き
、

学
習

到
達

度
試

験
や

課
題

テ
ス

ト
（
本

校
独

自
に

4
月

と
9
月

に
実

施
）
の

結
果

を
全

教
員

に
公

開
周

知
し

、
各

専
門

コ
ー

ス
毎

の
理

数
系

基
礎

学
力

の
得

意
不

得
意

分
野

を
認

識
把

握
し

、
当

該
学

生
の

以
後

の
専

門
教

育
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

せ
る

よ
う
に

す
る

と
と

も
に

、
成

績
結

果
に

よ
る

副
賞

を
交

付
し

、
学

生
相

互
で

の
成

績
向

上
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
更

に
ア

ッ
プ

す
る

。
⑬

T
O

E
IC

の
成

績
の

推
移

を
全

教
員

に
周

知
し

、
教

科
指

導
に

活
用

す
る

。
⑭

英
語

プ
レ

コ
ン

に
学

生
を

参
加

さ
せ

る
。

⑮
共

通
分

野
科

目
に

関
す

る
コ

ー
ス

間
の

協
力

体
制

に
つ

い
て

、
学

習
到

達
度

試
験

や
課

題
テ

ス
ト
（
本

校
独

自
に

4
月

と
9
月

に
実

施
）
の

結
果

も
客

観
的

な
デ

ー
タ

と
し

て
、

学
生

の
特

質
を

見
極

め
た

教
育

協
力

体
制

が
な

さ
れ

る
よ

う
に

活
用

す
る

。

⑫
課

題
テ

ス
ト

、
実

力
テ

ス
ト

の
結

果
（
得

点
、

ク
ラ

ス
・
学

年
席

次
）
に

つ
い

て
は

、
学

級
担

任
を

通
じ

て
学

生
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
学

生
に

席
次

を
意

識
さ

せ
る

こ
と

で
、

学
習

へ
の

意
欲

向
上

を
促

進
し

て
い

る
。

低
学

年
で

は
、

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
の

た
め

、
副

賞
と

し
て

学
校

ロ
ゴ

入
り

レ
ポ

ー
ト

冊
子

を
各

教
科

分
準

備
し

、
成

績
優

良
学

生
に

H
R

で
授

与
し

た
。

⑬
T
O

E
IC

ブ
リ

ッ
ジ

に
つ

い
て

は
、

教
務

委
員

会
で

周
知

す
る

と
共

に
、

学
内

電
子

掲
示

版
で

周
知

し
、

教
科

指
導

に
活

用
し

た
。

T
O

E
IC

IP
に

つ
い

て
も

同
様

に
取

り
扱

っ
た

。
⑭

第
4
9
回

九
州

沖
縄

地
区

国
立

高
等

専
門

学
校

英
語

弁
論

大
会

に
３

年
電

子
制

御
工

学
科

学
生

１
名

が
出

場
し

、
３

位
に

入
賞

し
た

。
⑮

1
1
月

に
C

B
T
の

学
習

到
達

度
試

験
（
一

般
化

学
）
を

１
年

生
全

員
（
５

ク
ラ

ス
）
が

受
検

し
た

。
結

果
は

、
教

務
委

員
会

で
周

知
す

る
と

共
に

、
学

内
電

子
掲

示
板

で
周

知
し

、
教

員
間

の
情

報
共

有
を

図
り

教
科

指
導

に
活

用
し

た
。

３
年

生
対

象
の

学
習

到
達

度
試

験
も

1
/
1
2
に

受
検

し
た

。
結

果
に

つ
い

て
は

、
１

年
生

と
同

様
に

取
り

扱
っ

た
。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
Ｂ

⑫
に

つ
い

て
・
副

賞
を

授
与

し
た

学
生

数
の

記
載

が
必

要
で

は
な

い
か

。

⑬
に

つ
い

て
・
T
O

E
IC

成
績

の
推

移
の

こ
と

や
T
O

E
IC

利
用

の
効

果
（
指

導
上

の
活

用
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

具
体

的
に

分
か

り
や

す
く
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

⑭
に

つ
い

て
・
高

専
機

構
主

催
の

プ
レ

コ
ン

へ
の

参
加

状
況

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

⑮
に

つ
い

て
・
年

度
計

画
記

載
の

「
共

通
分

野
科

目
に

関
す

る
コ

ー
ス

間
で

の
協

力
体

制
」
及

び
「
学

生
の

特
質

を
見

極
め

た
教

育
協

力
体

制
」
に

つ
い

て
の

記
載

が
欲

し
い

。

⑯
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト
、

達
成

度
ア

ン
ケ

ー
ト
を

継
続

実
施

す
る

。
⑯

全
科

目
に

つ
い

て
、

記
述

式
と

マ
ー

ク
シ

ー
ト

式
の

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
そ

れ
ぞ

れ
の

教
員

が
結

果
に

つ
い

て
次

年
度

の
改

善
を

検
討

し
た

。
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
学

生
課

Ｂ
⑯

に
つ

い
て

・
「
達

成
度

ア
ン

ケ
ー

ト
」
に

つ
い

て
の

記
載

が
な

い
。

⑰
平

成
2
9
年

度
九

州
沖

縄
地

区
高

専
体

育
大

会
お

よ
び

平
成

3
0
年

度
全

国
高

専
体

育
大

会
の

開
催

担
当

競
技

運
営

お
よ

び
主

管
業

務
を

円
滑

に
実

施
で

き
る

よ
う
、

平
成

2
8
年

度
か

ら
学

内
の

体
制

を
組

織
化

し
、

準
備

に
着

手
す

る
。

⑰
厚

生
補

導
委

員
会

の
協

力
の

も
と

、
平

成
2
9
年

度
九

州
沖

縄
地

区
高

専
体

育
大

会
の

実
行

委
員

会
及

び
連

絡
協

議
会

、
平

成
3
0
年

度
全

国
高

専
体

育
大

会
の

競
技

部
会

及
び

実
行

委
員

会
を

開
催

し
た

。
厚

生
補

導
委

員
会

：
学

生
課

学
生

係
Ａ

⑱
本

校
が

立
地

す
る

小
倉

南
区

と
協

働
し

た
学

生
参

加
型

の
農

工
連

携
事

業
の

企
画

を
進

め
、

平
成

2
8
年

度
は

学
生

の
農

業
体

験
学

習
や

農
家

等
と

の
交

流
を

行
う
。

ま
た

、
北

九
州

市
の

ク
リ
ー

ン
美

化
活

動
に

協
力

し
た

清
掃

活
動

や
北

九
州

市
子

ど
も

家
庭

局
主

催
の

「
夏

休
み

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

」
を

通
し

た
奉

仕
活

動
と

、
新

入
生

集
団

宿
泊

研
修

等
で

の
体

験
的

学
習

に
取

り
組

む
。

⑱
小

倉
南

区
と

協
働

し
た

学
生

参
加

型
の

農
工

連
携

事
業

で
は

、
耕

作
放

棄
地

を
農

地
と

し
て

活
用

す
る

た
め

に
さ

つ
ま

い
も

の
植

え
付

け
か

ら
収

穫
ま

で
の

農
業

体
験

を
学

生
が

中
心

と
な

っ
て

実
施

し
た

。
ま

た
、

小
倉

南
区

職
員

や
農

業
委

員
を

本
校

に
招

い
て

、
鳥

獣
被

害
の

講
義

や
農

業
委

員
と

の
意

見
交

換
会

等
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

ク
リ

ー
ン

美
化

活
動

と
し

て
学

校
近

隣
の

通
学

路
の

清
掃

活
動

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

学
生

に
市

の
教

育
委

員
会

に
よ

る
「
子

ど
も

ひ
ま

わ
り

学
習

塾
教

室
」
や

、
地

元
の

中
学

校
で

の
「
り

す
ア

ッ
プ

教
室

」
で

の
教

育
支

援
活

動
に

取
り

組
ま

せ
、

さ
ら

に
新

入
生

宿
泊

研
修

で
は

、
班

で
の

協
働

や
自

然
学

習
を

目
的

に
オ

リ
エ

ン
テ

ー
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。

厚
生

補
導

委
員

会
：

学
生

課
学

生
係

国
際

交
流

委
員

会
：

総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

Ｂ
⑱

に
つ

い
て

・
実

際
に

活
動

に
参

加
し

た
学

生
の

人
数

を
記

載
し

て
欲

し
い

。

（
３

）
優

れ
た

教
員

の
確

保
①

優
れ

た
教

員
を

確
保

す
る

為
、

多
様

な
背

景
を

持
つ

教
員

採
用

を
継

続
的

に
図

る
。

②
他

高
専

・
技

科
大

と
の

人
事

交
流

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

①
学

科
等

再
編

推
進

経
費

に
よ

り
、

Ｐ
Ｂ

Ｌ
を

含
む

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
主

体
と

す
る

授
業

を
展

開
で

き
る

者
を

応
募

資
格

と
し

、
前

年
度

に
任

期
付

特
命

教
員

2
名

（
理

系
・
英

語
）
を

採
用

し
、

創
造

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

へ
配

置
し

た
。

さ
ら

に
、

平
成

2
8
年

4
月

に
任

期
付

特
命

教
員

1
名

（
理

系
）
を

採
用

配
置

し
た

。
②

現
在

、
他

高
専

と
教

員
１

名
の

人
事

交
流

を
行

っ
て

い
る

。
な

お
、

技
科

大
と

の
人

事
交

流
に

は
至

っ
て

い
な

い
が

、
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
の

准
教

授
と

助
教

の
計

2
名

は
、

長
岡

技
術

科
学

大
学

出
身

者
で

あ
り

、
長

岡
技

術
科

学
大

学
主

催
の

技
学

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
へ

の
参

加
な

ど
交

流
の

機
会

が
増

え
た

。
。

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
Ｂ

①
に

つ
い

て
・
「
多

様
な

背
景

」
に

つ
い

て
の

具
体

的
な

記
載

が
欲

し
い

。
・
任

期
付

き
特

命
教

員
以

外
の

記
載

も
必

要
で

は
な

い
か

。

③
に

つ
い

て
・
「
大

学
・
企

業
と

の
人

事
交

流
」
に

係
る

具
体

的
な

検
討

内
容

の
記

載
が

必
要

で
は

な
い

か
。

136



6
表

 6

評
価

点
検

・
評

価
・
コ

メ
ン

ト
 お

よ
び

 提
言

特
に

有
効

な
取

組
み

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

③
大

学
・
企

業
等

と
の

任
期

を
付

し
た

人
事

交
流

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
③

現
在

、
他

高
専

と
教

員
１

名
の

人
事

交
流

を
行

っ
て

い
る

。
な

お
、

大
学

・
企

業
等

と
の

任
期

を
付

し
た

人
事

交
流

に
は

至
っ

て
い

な
い

。

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
Ｃ

④
専

門
科

目
（
理

系
の

一
般

科
目

を
含

む
。

）
は

、
博

士
の

学
位

を
持

つ
者

や
技

術
士

等
の

職
業

上
の

高
度

の
資

格
を

持
つ

者
、

一
般

科
目

は
、

修
士

以
上

の
学

位
を

持
つ

者
や

民
間

企
業

等
に

お
け

る
経

験
を

通
し

て
高

度
な

実
務

能
力

を
持

つ
者

な
ど

優
れ

た
教

育
能

力
を

有
す

る
者

の
採

用
促

進
を

図
る

。
Ｈ

2
8
年

3
月

現
在

、
前

者
は

9
7
％

、
後

者
は

1
0
0
％

で
あ

る
。

採
用

の
際

は
、

こ
の

割
合

を
更

に
高

め
ら

れ
る

よ
う
配

慮
す

る
。

④
専

門
科

目
に

つ
い

て
は

、
博

士
学

位
取

得
者

若
し

く
は

取
得

予
定

者
を

公
募

条
件

と
し

、
一

般
科

目
に

つ
い

て
は

、
修

士
以

上
の

学
位

取
得

者
を

公
募

条
件

と
し

て
い

る
た

め
、

専
門

科
目

、
一

般
科

目
共

に
1
0
0
％

に
近

い
学

位
取

得
卒

で
あ

る
。

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
Ａ

⑤
教

員
公

募
に

際
し

、
女

性
の

み
の

公
募

や
評

価
が

同
等

の
場

合
の

優
先

的
な

採
用

・
登

用
等

を
一

層
進

め
る

。
⑥

教
員

の
公

募
拡

大
を

図
る

た
め

、
教

員
職

の
就

業
体

験
（
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
）
受

入
事

業
の

実
施

方
法

等
に

つ
い

て
、

企
画

検
討

す
る

。
⑦

女
性

教
職

員
の

た
め

の
環

境
改

善
に

つ
い

て
、

更
衣

室
や

便
所

な
ど

、
必

要
な

改
修

に
つ

い
て

は
、

施
設

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
専

門
部

会
に

お
い

て
、

改
修

計
画

を
立

て
推

進
す

る
。

⑤
平

成
2
8
年

度
機

械
創

造
シ

ス
テ

ム
コ

ー
ス

及
び

一
般

科
目

（
文

科
系

・
理

科
系

）
の

教
員

公
募

で
は

、
男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

の
趣

旨
に

則
り

、
女

性
優

先
採

用
で

公
募

を
行

っ
た

。
ま

た
、

物
質

化
学

コ
ー

ス
の

教
員

公
募

で
は

、
男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

の
趣

旨
に

則
り

、
女

性
限

定
採

用
で

公
募

を
行

っ
た

。
⑥

8
/
8
、

9
/
3
0
開

催
の

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

に
お

い
て

、
教

員
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

受
入

事
業

の
実

施
方

法
等

に
つ

い
て

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
や

実
施

例
を

調
査

す
る

た
め

の
予

算
案

を
作

成
し

、
次

年
度

に
向

け
て

検
討

中
で

あ
る

。
⑦

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

門
部

会
（
平

成
2
8
年

1
1
月

4
日

開
催

）
に

お
い

て
、

１
号

館
（
１

箇
所

）
と

６
号

館
（
２

箇
所

）
の

女
性

用
ト

イ
レ

の
改

修
計

画
（
和

式
か

ら
洋

式
ウ

ォ
シ

ュ
レ

ッ
ト

）
を

策
定

し
、

平
成

2
9
年

1
月

に
改

修
工

事
が

竣
工

し
清

潔
で

衛
生

的
な

ト
イ

レ
と

し
た

。
ま

た
、

平
成

2
9
年

3
月

に
５

号
館

１
階

の
女

性
用

ト
イ

レ
５

㎡
を

男
性

用
ト

イ
レ

１
３

㎡
と

統
合

し
て

女
性

用
ト

イ
レ

１
８

㎡
に

改
修

し
、

パ
ウ

ダ
ー

ル
ー

ム
と

し
て

も
利

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

が
女

子
学

生
、

女
子

学
生

の
保

護
者

、
女

性
教

職
員

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
様

々
な

課
題

・
要

望
を

吸
い

上
げ

た
。

そ
れ

ら
を

分
析

し
、

施
設

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

専
門

部
会

他
に

改
善

案
の

検
討

に
つ

い
て

依
頼

し
た

。

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
施

設
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

門
部

会
：
総

務
課

施
設

係

Ａ

⑧
教

員
の

資
質

向
上

及
び

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

形
成

を
目

的
と

し
た

講
演

会
等

の
開

催
や

、
高

専
機

構
、

企
業

、
福

岡
県

教
育

委
員

会
等

が
主

催
す

る
外

部
研

修
会

へ
計

画
的

派
遣

を
行

う
。

⑨
全

国
高

専
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
昨

年
と

同
程

度
（
８

名
）
の

教
員

を
派

遣
す

る
。

⑩
F
D

研
修

会
を

年
４

回
程

度
開

催
す

る
。

⑪
モ

デ
ル

授
業

の
見

学
会

を
実

施
す

る
。

⑫
学

内
に

お
い

て
公

開
授

業
を

実
施

し
、

授
業

方
法

等
の

改
善

の
推

進
を

す
る

。

⑧
平

成
2
8
年

度
高

等
専

門
学

校
新

任
教

員
研

修
会

に
２

名
参

加
し

た
。

　
・
平

成
2
8
年

度
高

等
専

門
学

校
教

員
研

修
（
管

理
職

研
修

）
に

２
名

参
加

し
た

。
　

・
平

成
2
8
年

度
高

等
専

門
学

校
中

堅
教

員
研

修
に

２
名

参
加

し
た

。
　

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

関
す

る
授

業
づ

く
り

、
ト

レ
ー

ナ
ー

研
修

等
に

４
名

参
加

し
た

。
⑨

8
月

2
5
日

～
2
6
日

行
わ

れ
た

全
国

高
専

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

、
校

長
・
事

務
部

長
は

じ
め

1
5
名

の
教

職
員

が
参

加
（
校

長
1
名

・
事

務
部

長
1
名

・
教

員
1
3
名

）
し

た
。

そ
の

内
、

運
営

及
び

講
師

と
し

て
教

員
2
名

が
参

加
し

た
。

8
月

2
4
日

に
開

催
さ

れ
た

「
女

性
研

究
者

交
流

会
」
に

2
名

の
女

性
教

員
、

8
月

2
5
日

に
開

催
さ

れ
た

「
学

校
管

理
運

営
に

関
す

る
協

議
会

」
に

教
員

2
名

が
参

加
し

た
。

⑩
Ｆ

Ｄ
研

修
会

と
し

て
、

9
月

8
日

・
9
日

の
2
日

間
本

校
に

お
い

て
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
た

め
の

講
演

会
及

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

た
。

な
お

、
対

象
は

本
校

教
員

、
各

高
専

、
中

学
・
高

校
教

職
員

（
参

加
者

：
講

演
6
3
名

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
延

5
4
名

）
）

・
6
月

、
1
1
月

に
Ｆ

Ｄ
研

修
会

を
実

施
し

た
。

（
参

加
者

：
6
月

5
4
名

、
1
1
月

6
2
名

）
⑪

通
常

の
授

業
に

学
生

間
の

共
同

を
取

り
入

れ
た

形
式

で
の

モ
デ

ル
授

業
の

見
学

会
を

行
い

、
教

員
相

互
で

改
善

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
ま

た
、

５
年

電
子

制
御

工
学

科
「
情

報
処

理
演

習
」
、

５
年

物
質

化
学

工
学

科
「
応

用
化

学
工

学
演

習
」
で

、
そ

れ
ぞ

れ
、

ア
イ

デ
ア

ソ
ン

、
共

同
学

習
に

関
す

る
モ

デ
ル

授
業

を
実

施
し

た
。

⑫
学

内
に

お
い

て
公

開
授

業
を

実
施

し
、

授
業

方
法

等
の

改
善

を
推

進
し

た
。

 ・
公

開
授

業
担

当
教

員
と

見
学

し
た

教
員

が
、

授
業

後
に

意
見

交
換

会
を

必
ず

実
施

し
報

告
書

を
作

成
し

た
。

教
務

主
事

補
が

教
務

委
員

会
で

報
告

し
、

各
コ

ー
ス

の
各

教
務

主
事

補
が

各
コ

ー
ス

等
に

周
知

し
、

結
果

の
共

有
を

図
っ

た
。

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
学

生
課

Ｂ

⑧
に

つ
い

て
・
福

岡
県

教
育

委
員

会
主

催
研

修
会

へ
の

参
加

を
明

確
に

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

⑩
に

つ
い

て
・
「
外

部
教

職
員

も
対

象
に

し
た

F
D

研
修

会
」
は

、
【
特

徴
あ

る
取

組
み

】
の

候
補

に
す

る
と

と
も

に
、

今
後

の
継

続
し

た
活

動
を

希
望

す
る

。

⑪
に

つ
い

て
・
見

学
会

の
実

施
回

数
を

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

⑫
に

つ
い

て
・
公

開
授

業
を

行
っ

た
教

員
数

の
記

載
と

と
も

に
、

公
開

授
業

実
施

に
よ

る
効

果
や

成
果

な
ど

の
記

載
が

欲
し

い
。

【
特

に
有

効
な

取
組

み
（
⑩

に
つ

い
て

）
】

★
「
外

部
教

職
員

も
対

象
に

し
た

F
D

研
修

会
」
は

特
に

有
効

な
取

組
み

で
あ

り
、

是
非

継
続

し
て

も
ら

い
た

い
。

◎

⑬
機

構
本

部
が

実
施

す
る

教
員

顕
彰

制
度

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

⑬
機

構
本

部
が

実
施

す
る

教
員

顕
彰

へ
一

般
部

門
１

名
、

若
手

部
門

１
名

を
推

薦
し

、
現

在
、

審
査

中
で

あ
る

。
な

お
、

昨
年

度
の

推
薦

結
果

は
、

若
手

部
門

１
名

が
理

事
長

表
彰

を
受

賞
し

た
。

主
事

会
議

・
運

営
委

員
会

：
総

務
課

課
長

補
佐

（
総

務
担

当
）

Ａ
⑬

に
つ

い
て

・
「
推

薦
し

た
」
と

い
う

事
実

の
記

載
の

み
で

良
い

の
で

は
な

い
か

。

⑭
長

岡
・
豊

橋
技

科
大

と
の

連
携

を
図

り
つ

つ
、

「
高

専
・
技

科
大

間
教

員
交

流
制

度
」
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。
⑮

在
外

研
究

員
や

内
地

研
究

員
等

と
し

て
派

遣
を

実
施

す
る

。
⑯

教
員

へ
の

国
内

外
の

大
学

等
で

研
究

・
研

修
を

促
進

す
る

。

⑭
現

在
、

他
高

専
と

教
員

１
名

の
人

事
交

流
を

行
っ

て
い

る
。

な
お

、
長

岡
・
豊

橋
技

科
大

と
の

人
事

交
流

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
⑮

ア
メ

リ
カ

へ
1
名

の
在

外
研

究
員

、
京

都
大

学
へ

１
名

の
内

地
研

究
員

を
派

遣
し

た
。

⑯
平

成
2
9
年

度
在

外
研

究
員

、
内

地
研

究
員

の
推

薦
者

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
在

外
研

究
員

に
つ

い
て

は
１

名
派

遣
決

定
し

た
が

、
他

高
専

へ
転

籍
の

た
め

中
止

と
な

り
、

内
地

研
究

員
に

つ
い

て
は

推
薦

者
は

い
な

か
っ

た
。

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
、

国
際

研
究

推
進

係
Ａ
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6
表

 6

評
価

点
検

・
評

価
・
コ

メ
ン

ト
 お

よ
び

 提
言

特
に

有
効

な
取

組
み

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

（
４

）
教

育
の

質
の

向
上

及
び

改
善

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

①
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
の

各
項

目
が

漏
れ

な
く

シ
ラ

バ
ス

に
入

っ
て

い
る

か
、

継
続

的
に

点
検

す
る

。
②

到
達

目
標

を
評

価
す

る
た

め
の

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
を

整
備

す
る

。
③

各
種

研
修

会
に

参
加

し
、

学
内

で
報

告
し

、
F
D

活
動

を
行

う
。

①
モ

デ
ル

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
項

目
に

つ
い

て
点

検
を

行
い

、
シ

ラ
バ

ス
に

反
映

さ
せ

た
。

ま
た

、
平

成
2
9
年

度
か

ら
、

機
構

の
W

e
bシ

ラ
バ

ス
シ

ス
テ

ム
に

完
全

に
移

行
す

る
こ

と
が

決
定

し
た

の
で

、
今

後
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
て

さ
ら

に
点

検
を

行
う

。
②

W
e
bシ

ラ
バ

ス
シ

ス
テ

ム
へ

の
移

行
に

よ
り

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
整

備
が

大
幅

に
進

む
と

予
想

さ
れ

、
検

討
し

て
い

る
。

③
各

種
研

修
会

に
参

加
し

、
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
委

員
会

で
報

告
を

行
っ

た
。

ま
た

、
W

e
bシ

ラ
バ

ス
及

び
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

つ
い

て
の

研
修

会
を

学
内

で
実

施
し

た
。

学
外

研
修

会
・
7
/
1
4
、

第
３

ブ
ロ

ッ
ク

A
L
推

進
研

究
会

、
1
名

・
8
/
5
、

教
育

改
革

先
取

り
対

応
セ

ミ
ナ

ー
、

2
名

・
9
/
1
3
,1

4
、

F
D

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
IC

T
を

活
用

し
た

高
専

教
員

F
D

研
修

の
検

討
」
、

1
名

・
1
1
/
1
4
,1

5
、

平
成

2
8
年

度
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
ト

レ
ー

ナ
ー

研
修

会
、

2
名

・
2
/
2
7
、

平
成

２
８

年
度

三
菱

重
工

業
株

式
会

社
に

よ
る

特
別

研
修

、
2
名

学
内

F
D

研
修

会
・
6
/
2
2
、

創
造

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

の
活

動
概

要
と

今
後

の
F
D

に
つ

い
て

・
9
/
8
,9

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

た
め

の
講

演
会

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
・
1
1
/
3
0
、

W
e
bシ

ラ
バ

ス
に

お
け

る
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
作

成
に

つ
い

て
C

B
T
型

到
達

度
試

験
の

ト
ラ

イ
ア

ル
参

加
・
１

年
生

5
ク

ラ
ス

2
1
3
名

が
、

1
年

生
の

一
般

化
学

を
受

検
し

た
。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
学

生
課

Ｂ

②
に

つ
い

て
・
成

績
評

価
へ

の
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
整

備
に

つ
い

て
「
検

討
し

て
い

る
」
と

あ
る

が
、

具
体

的
に

何
を

検
討

し
て

い
る

の
か

記
載

し
て

欲
し

い
。

　 ③
に

つ
い

て
・
教

員
が

外
部

研
修

に
参

加
し

た
際

は
、

重
要

な
事

項
に

つ
い

て
使

用
さ

れ
た

資
料

を
配

布
す

る
な

ど
、

情
報

共
有

化
の

た
め

に
、

教
員

会
議

等
で

の
報

告
が

必
要

で
あ

る
。

④
「
高

専
学

生
情

報
統

合
シ

ス
テ

ム
」
の

モ
デ

ル
校

と
し

て
、

先
行

稼
働

に
対

応
す

る
。

⑤
H

2
9
年

度
か

ら
機

構
W

eb
シ

ラ
バ

ス
に

移
行

す
る

。
④

機
構

本
部

で
実

施
さ

れ
た

高
専

学
生

情
報

統
合

シ
ス

テ
ム

研
修

会
に

２
名

の
職

員
が

参
加

し
た

。
⑤

第
５

ブ
ロ

ッ
ク

担
当

の
久

留
米

高
専

と
連

携
し

、
平

成
２

９
年

度
か

ら
機

構
W

e
bシ

ラ
バ

ス
に

移
行

し
た

。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
Ａ

⑤
に

つ
い

て
・
「
移

行
し

た
」
の

表
現

は
、

「
移

行
す

る
準

備
が

完
了

し
た

」
と

す
べ

き
で

あ
る

。

⑥
日

本
技

術
者

認
定

機
構

が
実

施
す

る
技

術
者

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
認

定
継

続
審

査
を

受
審

す
る

。
⑦

在
学

中
の

資
格

取
得

状
況

に
つ

い
て

調
査

す
る

。

⑥
日

本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

に
技

術
者

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
認

定
継

続
審

査
の

申
請

を
行

っ
た

。
そ

の
各

審
査

基
準

に
つ

い
て

、
本

校
の

実
施

状
況

及
び

取
り

組
み

状
況

を
ま

と
め

た
上

、
そ

れ
に

対
す

る
エ

ビ
デ

ン
ス

を
添

付
し

て
自

己
点

検
書

と
し

て
提

出
し

た
。

1
0
/
2
3
〜

2
5
に

審
査

チ
ー

ム
に

よ
る

実
地

審
査

が
行

わ
れ

た
。

認
定

審
査

結
果

は
、

可
と

な
り

、
認

定
期

間
は

2
0
1
6
年

4
月

1
日

～
2
0
2
2
年

3
月

3
1
日

の
6
年

間
と

な
っ

た
。

⑦
在

学
中

の
資

格
取

得
状

況
に

つ
い

て
、

機
構

本
部

か
ら

の
平

成
2
7
年

度
事

業
報

告
書

に
係

る
調

査
に

て
、

校
内

で
調

査
の

上
、

回
答

し
た

。
ＪＡ

Ｂ
Ｅ

Ｅ
認

証
評

価
専

門
部

会
：
総

務
課

総
務

係
Ｂ

⑦
に

つ
い

て
・
学

生
の

資
格

取
得

状
況

に
係

る
具

体
的

な
調

査
結

果
を

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

　
ま

た
、

そ
の

結
果

を
関

連
委

員
会

で
報

告
し

た
か

ど
う

か
の

記
載

も
必

要
で

は
な

い
か

。

⑧
福

岡
３

高
専

合
同

説
明

会
を

継
続

実
施

す
る

。
⑨

1
0
月

2
1
日

の
産

学
連

携
フ

ェ
ア

で
、

近
隣

の
高

専
と

連
携

し
、

合
同

特
別

研
究

発
表

会
を

実
施

す
る

。
⑩

教
育

改
革

推
進

本
部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
「
社

会
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
ロ

ボ
ッ

ト
人

材
の

育
成

」
に

引
き

続
き

参
画

し
、

教
員

・
学

生
の

交
流

を
図

る
。

⑧
1
0
月

2
日

：
福

岡
地

区
中

学
生

・
保

護
者

対
象

の
説

明
会

（
3
高

専
合

同
）
を

行
っ

た
。

　
　

　
　

　
　

　
(参

加
者

：
全

体
説

明
1
7
1
名

、
本

校
説

明
4
8
名

）
⑨

久
留

米
、

有
明

、
宇

部
の

各
高

専
と

連
携

し
、

1
0
月

2
1
日

に
北

九
州

学
術

研
究

都
市

で
開

催
さ

れ
た

産
学

連
携

フ
ェ

ア
で

、
４

高
専

専
攻

科
合

同
特

別
学

生
研

究
発

表
会

を
実

施
し

、
学

生
、

教
員

、
合

計
１

６
８

名
が

参
加

し
た

。
⑩

鈴
鹿

高
専

が
代

表
の

教
育

改
革

推
進

本
部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
社

会
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
ロ

ボ
ッ

ト
人

材
の

育
成

」
に

引
き

続
き

参
画

し
、

教
員

・
学

生
の

交
流

を
図

っ
た

。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
Ｂ

⑨
に

つ
い

て
・
平

成
2
9
年

度
の

産
学

連
携

フ
ェ

ア
は

開
催

さ
れ

な
い

よ
う

で
あ

る
が

、
こ

れ
に

代
わ

る
専

攻
科

学
生

の
外

部
発

表
の

機
会

と
し

て
何

を
予

定
す

る
の

か
。

⑩
に

つ
い

て
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
参

加
学

校
数

・
本

校
か

ら
の

参
加

者
数

や
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
も

た
ら

し
た

効
果

に
つ

い
て

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

⑪
高

専
教

育
に

お
け

る
特

色
の

あ
る

優
れ

た
取

組
事

例
集

を
参

考
に

、
教

育
方

法
の

改
善

を
組

織
的

に
行

う
。

⑫
優

れ
た

教
育

実
践

例
に

つ
い

て
、

学
内

で
講

演
会

を
行

う
。

ま
た

、
日

工
教

年
次

大
会

や
IS

A
T

E
等

で
報

告
す

る
。

⑪
引

き
続

き
、

高
専

教
育

の
特

色
あ

る
優

れ
た

取
組

事
例

を
参

考
に

、
教

育
方

法
の

改
善

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

・
A

L
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
モ

デ
ル

公
開

授
業

・
共

同
学

習
等

を
実

施
し

、
Ｈ

Ｐ
（
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
：
活

動
報

告
）
へ

掲
載

し
た

。
・
3
,4

年
の

英
語

の
授

業
で

実
施

し
た

デ
ィ

ベ
ー

ト
授

業
に

つ
い

て
ビ

デ
オ

撮
影

し
、

高
専

機
構

の
教

育
研

究
調

査
室

に
提

出
し

た
。

A
L
用

教
材

と
し

て
、

他
高

専
に

も
公

開
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

⑫
引

き
続

き
、

優
れ

た
教

育
実

践
例

の
学

内
講

演
会

実
施

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

長
岡

技
術

科
学

大
学

大
学

院
工

学
研

究
科

教
授

に
よ

る
講

演
「
A

L
型

授
業

の
設

計
」
を

実
施

し
、

Ｈ
Ｐ

（
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
：
活

動
報

告
）
へ

掲
載

し
た

。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
学

生
課

Ｂ
⑫

に
つ

い
て

・
「
検

討
す

る
」
と

の
表

現
で

は
年

度
計

画
を

達
成

し
て

い
な

い
（
学

内
講

演
会

が
行

わ
れ

て
い

な
い

）
の

で
、

「
今

後
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

」
と

す
べ

き
で

あ
る

。
・
日

工
教

や
IS

A
T
E
等

で
の

発
表

に
つ

い
て

も
、

実
績

報
告

へ
の

記
載

が
必

要
で

あ
る

。
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6
表

 6

評
価

点
検

・
評

価
・
コ

メ
ン

ト
 お

よ
び

 提
言

特
に

有
効

な
取

組
み

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

⑬
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
お

い
て

、
平

成
２

７
年

度
の

学
校

全
体

に
わ

た
る

活
動

の
点

検
・
評

価
を

行
い

、
評

価
結

果
を

公
開

す
る

。
⑬

平
成

２
７

年
度

計
画

の
実

績
報

告
を

基
に

、
教

育
、

研
究

、
社

会
連

携
、

国
際

交
流

、
管

理
運

営
等

に
関

す
る

学
校

全
体

に
わ

た
る

活
動

を
点

検
・
評

価
し

、
評

価
結

果
を

ま
と

め
た

。
こ

れ
ら

の
中

か
ら

改
善

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
事

項
を

整
理

し
、

「
提

言
」
に

ま
と

め
、

校
長

へ
報

告
し

た
。

自
己

点
検

自
己

評
価

委
員

会
：
総

務
課

総
務

係
Ａ

⑬
に

つ
い

て
・
「
評

価
結

果
を

ま
と

め
た

」
・
「
提

言
を

校
長

に
報

告
し

た
」
と

の
記

載
は

あ
る

が
、

「
提

言
は

主
事

会
議

で
周

知
さ

れ
た

」
な

ど
、

評
価

結
果

の
公

開
が

わ
か

る
よ

う
に

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

⑭
地

域
産

業
界

と
連

携
し

た
、

短
期

型
な

ら
び

に
長

期
型

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

継
続

す
る

。
⑭

夏
季

休
業

期
間

に
実

施
す

る
短

期
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
、

本
科

４
年

１
９

３
名

（
９

５
％

）
、

専
攻

科
１

年
生

２
４

名
（
６

５
％

）
が

参
加

し
た

。
・
北

九
州

活
性

化
協

議
会

（
K
P
E
C

）
の

北
九

州
産

業
人

材
育

成
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
主

催
す

る
地

域
企

業
で

の
夏

季
休

業
期

間
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
８

名
が

参
加

し
た

。
・
北

九
州

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ギ

ャ
ラ

リ
ー

（
K
IG

S
）
の

夏
休

み
科

学
教

室
指

導
員

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

５
名

の
学

生
が

参
加

し
、

小
学

生
の

工
作

教
室

の
運

営
に

貢
献

し
た

。
・
本

校
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

の
協

力
を

得
て

、
後

学
期

「
４

年
長

期
学

外
実

習
（
特

定
曜

日
に

企
業

に
出

向
き

実
施

す
る

課
題

解
決

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
）
」
に

、
機

械
工

学
科

２
名

・
電

子
制

御
工

学
科

９
名

・
制

御
情

報
工

学
科

８
名

の
計

１
９

名
の

学
生

が
、

地
域

企
業

で
の

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
会

議
：
学

生
課

課
長

補
佐

Ａ

⑭
に

つ
い

て
・
報

告
の

と
お

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。

【
特

に
有

効
な

取
組

み
（
⑭

に
つ

い
て

）
】

★
本

科
４

年
学

生
の

９
割

以
上

が
夏

季
休

業
中

の
短

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

し
て

い
る

こ
と

は
賞

賛
に

値
す

る
。

ま
た

、
地

元
団

体
と

連
携

し
た

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
な

ど
は

地
域

性
を

活
か

し
た

特
に

有
効

な
取

組
み

で
あ

り
、

是
非

継
続

し
て

も
ら

い
た

い
。

◎

⑮
関

門
地

域
連

携
（
ブ

ロ
ッ

ク
を

越
え

た
北

九
州

・
宇

部
高

専
連

携
）
の

実
現

に
向

け
た

意
見

交
換

を
行

い
、

企
業

技
術

者
を

活
用

し
た

連
携

教
育

の
可

能
性

を
図

る
。

⑯
協

定
を

締
結

し
た

北
九

州
市

内
の

企
業

と
引

き
続

き
授

業
の

一
部

を
共

同
で

実
施

す
る

。
⑰

日
本

弁
理

士
会

と
の

知
財

教
育

事
業

へ
の

参
加

を
検

討
す

る
。

⑱
専

攻
科

特
論

に
お

い
て

、
地

域
企

業
と

連
携

し
た

共
同

教
育

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

⑲
北

九
州

市
内

の
企

業
と

の
協

定
を

増
や

し
、

授
業

の
実

施
を

促
進

す
る

。

⑮
宇

部
高

専
と

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

連
携

に
関

す
る

打
合

せ
を

7
月

2
1
日

、
8
月

1
0
日

、
1
0
月

4
日

の
3
回

実
施

し
た

。
今

年
度

は
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
実

施
内

容
の

検
証

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
計

画
を

行
い

、
次

年
度

以
降

に
両

校
共

通
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

を
目

指
す

こ
と

と
な

っ
た

。
・
平

成
２

８
年

度
企

業
技

術
者

活
用

経
費

（
高

専
機

構
）
が

採
択

さ
れ

、
関

門
地

域
連

携
（
ブ

ロ
ッ

ク
を

越
え

た
北

九
州

・
宇

部
高

専
連

携
）
を

展
開

中
で

、
高

専
間

協
議

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

雇
用

・
共

同
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
先

の
開

発
・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
手

引
き

共
同

作
成

な
ど

が
進

行
中

で
あ

る
。

⑯
北

九
州

市
と

の
も

の
づ

く
り

人
材

育
成

協
定

に
基

づ
き

、
北

九
州

市
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
Y
K
 S

T
O

R
E
(株

)、
小

国
町

森
林

組
合

、
北

九
州

高
専

が
共

同
で

「
Io

T
技

術
を

活
用

し
た

小
国

杉
ア

ロ
マ

デ
ィ

フ
ュ

ー
ザ

ー
」
の

製
品

開
発

を
行

っ
た

。
⑰

日
本

弁
理

士
会

の
弁

理
士

を
招

い
て

高
専

学
生

向
け

知
的

財
産

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
（
1
2
/
1
5
）
し

、
６

３
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
⑱

地
域

企
業

と
の

ロ
ボ

ッ
ト

に
関

す
る

共
同

教
育

（
専

攻
科

特
論

Ⅱ
、

Ⅲ
）
を

引
き

続
き

実
施

し
て

い
る

。
⑲

N
S
プ

ラ
ン

ト
設

計
（
株

）
の

技
術

者
に

よ
る

特
別

講
義

「
プ

ラ
ン

ト
制

御
概

論
」
を

、
1
0
/
2
6
、

1
1
/
2
に

４
年

（
機

械
、

電
気

電
子

、
制

御
情

報
、

電
子

制
御

）
約

1
6
0
名

を
対

象
に

実
施

し
た

。
ま

た
、

特
別

講
義

「
減

速
機

の
設

計
」
を

、
1
2
/
1
4
に

４
年

（
機

械
、

制
御

情
報

）
約

8
0
名

を
対

象
に

実
施

し
た

。
さ

ら
に

、
前

期
に

安
川

電
機

と
の

共
同

教
育

で
産

業
用

ロ
ボ

ッ
ト

に
つ

い
て

、
専

攻
科

特
論

Ⅱ
を

実
施

し
た

。
後

期
も

引
き

続
き

専
攻

科
特

論
Ⅲ

で
開

講
し

て
い

る
。

ま
た

、
専

攻
科

専
門

科
目

の
生

産
プ

ロ
セ

ス
工

学
、

金
属

・
無

機
材

料
工

学
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

制
御

論
に

お
い

て
一

部
外

国
人

講
師

に
よ

る
英

語
で

の
専

門
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。

知
的

財
産

委
員

会
：

総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
会

議
：
学

生
課

課
長

補
佐 専

攻
科

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係

Ｂ

⑯
に

つ
い

て
・
協

定
締

結
企

業
と

の
共

同
授

業
に

つ
い

て
は

項
目

⑲
と

の
関

連
が

深
い

の
で

、
⑲

実
績

内
容

を
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。
⑲

に
つ

い
て

・
記

載
の

内
容

に
加

え
、

協
定

企
業

数
の

増
加

お
よ

び
共

同
授

業
実

施
の

促
進

に
向

け
た

具
体

的
な

検
討

の
記

載
が

必
要

で
あ

る
。

【
特

に
有

効
な

取
組

み
（
⑰

⑱
⑲

に
つ

い
て

）
】

★
弁

理
士

に
よ

る
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

、
地

元
企

業
と

の
産

業
用

ロ
ボ

ッ
ト

や
設

計
技

術
に

関
す

る
共

同
教

育
の

実
施

、
外

国
人

講
師

に
よ

る
英

語
に

よ
る

専
門

授
業

の
実

施
な

ど
は

特
に

有
効

な
取

組
み

で
あ

り
、

一
層

の
拡

充
を

し
て

も
ら

い
た

い
。

◎

⑳
IS

T
S
へ

の
学

生
派

遣
を

促
進

す
る

。
㉑

IS
A

T
E
に

教
員

4
名

を
派

遣
す

る
。

⑳
T
h
e
 6

th
 I
S
T
S
お

よ
び

T
h
e
 2

th
 I
S
S
L
N

へ
専

攻
科

生
1
名

を
派

遣
し

、
以

下
の

賞
を

受
賞

し
た

。
1
. 
T
h
e
 M

o
st

 O
u
ts

ta
n
di

n
g 

C
as

e
 S

tu
dy

 P
ro

je
c
t 

P
re

se
n
ta

ti
o
n
 I
S
S
L
N

 o
f 

to
u
ri
sm

2
. 
T
h
e
 M

o
st

 O
u
ts

ta
n
di

n
g 

L
e
ad

e
rs

h
ip

 P
e
rf

o
rm

an
c
e

㉑
9
月

1
3
日

～
1
5
日

に
開

催
さ

れ
た

IS
A

T
E
2
0
1
6
に

4
名

の
教

員
が

参
加

し
、

論
文

投
稿

を
3
件

行
っ

た
。

ま
た

、
T
u
to

ri
al

&
W

o
ks

h
o
pの

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
と

し
て

、
1
名

の
教

員
が

参
加

し
た

。

国
際

交
流

委
員

会
：

総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

総
務

課
総

務
係

学
生

課
課

長
補

佐

Ａ

㉒
IC

T
活

用
教

育
の

実
施

例
を

集
約

し
、

IC
T

活
用

教
育

の
普

及
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

㉓
呉

・
徳

山
・
宇

部
・
北

九
州

の
連

携
授

業
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。
㉒

演
習

室
の

パ
ソ

コ
ン

5
0
台

と
パ

ソ
コ

ン
管

理
用

サ
ー

バ
、

学
生

用
フ

ァ
イ

ル
サ

ー
バ

等
の

更
新

を
行

い
、

H
2
8
年

4
月

か
ら

稼
働

し
て

い
る

。
パ

ソ
コ

ン
管

理
に

は
ネ

ッ
ト

ブ
ー

ト
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

効
率

化
を

図
っ

た
。

・
1
，

2
年

生
の

教
室

に
無

線
対

応
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

を
導

入
し

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
を

用
い

た
授

業
が

行
え

る
よ

う
整

備
し

た
。

・
学

生
向

け
e
-
le

an
in

gと
し

て
B

la
c
kb

o
ar

d（
4
7
コ

ー
ス

開
設

）
、

W
e
bC

la
ss

（
1
8
8
コ

ー
ス

開
設

）
を

使
用

し
て

い
る

。
㉓

昨
年

同
様

、
呉

高
専

、
徳

山
高

専
、

宇
部

高
専

、
北

九
州

高
専

と
G

Iネ
ッ

ト
を

利
用

し
た

遠
隔

授
業

と
し

て
、

専
攻

科
で

化
学

応
用

工
学

、
物

理
応

用
工

学
の

２
科

目
を

北
九

州
高

専
の

学
生

が
受

講
し

た
。

ま
た

、
こ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

全
国

高
専

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

報
告

さ
れ

、
遠

隔
授

業
の

課
題

な
ど

に
つ

い
て

議
論

し
た

。
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
学

生
課 ＩＴ

セ
ン

タ
ー

専
門

委
員

会
：
教

育
研

究
支

援
室

Ｂ

㉒
に

つ
い

て
・
IC

T
活

用
教

育
に

導
入

し
た

機
器

や
e
-
le

ar
n
in

g教
材

利
用

の
効

果
に

つ
い

て
検

討
し

て
欲

し
い

。

㉓
に

つ
い

て
・
報

告
の

と
お

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。

【
特

に
有

効
な

取
組

み
（
㉒

㉓
に

つ
い

て
）
】

★
W

e
bC

la
ss

を
利

用
し

た
e
-
le

ar
n
in

gの
実

施
、

中
国

地
区

の
３

高
専

と
合

同
で

G
I-

n
e
t

を
利

用
し

た
遠

隔
授

業
の

実
施

な
ど

、
IC

T
機

器
を

積
極

的
に

活
用

し
た

教
育

は
特

に
有

効
な

取
組

み
で

あ
り

、
そ

の
効

果
を

確
認

し
つ

つ
、

是
非

継
続

し
て

も
ら

い
た

い
。

◎
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6
表

 6

評
価

点
検

・
評

価
・
コ

メ
ン

ト
 お

よ
び

 提
言

特
に

有
効

な
取

組
み

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

（
５

）
学

生
支

援
・
生

活
支

援
等

①
学

生
支

援
を

担
当

す
る

教
職

員
に

学
生

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

講
習

会
等

を
受

講
さ

せ
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

非
常

勤
の

精
神

科
医

、
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
等

を
雇

用
し

、
学

生
相

談
室

の
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

ま
た

、
今

年
度

も
ア

ン
ケ

ー
ト
や

面
談

を
通

し
て

学
生

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

障
害

者
差

別
解

消
法

の
施

行
に

伴
う
対

応
体

制
の

整
備

及
び

個
別

支
援

を
必

要
と

す
る

学
生

へ
の

支
援

を
強

化
す

る
。

①
「
第

１
３

回
全

国
国

立
高

等
専

門
学

校
学

生
支

援
担

当
教

職
員

研
修

会
」
に

教
職

員
を

派
遣

し
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
努

め
る

と
と

も
に

、
「
い

じ
め

の
防

止
等

に
関

す
る

普
及

啓
発

協
議

会
」
等

に
出

席
し

、
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

ま
た

、
今

年
度

も
非

常
勤

の
精

神
科

医
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
介

助
師

を
雇

用
し

て
学

生
支

援
や

相
談

体
制

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

週
4
日

の
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

相
談

や
自

殺
お

よ
び

い
じ

め
防

止
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
等

を
通

し
て

、
学

生
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
、

障
害

者
差

別
解

消
法

の
施

行
に

伴
う

対
応

体
制

の
整

備
や

個
別

支
援

を
必

要
と

す
る

学
生

の
支

援
を

行
っ

た
。

1
1
/
3
0
の

F
D

研
修

会
で

は
、

「
学

生
に

係
る

事
故

発
生

状
況

報
告

」
も

行
い

、
教

員
の

注
意

喚
起

を
行

っ
た

。

厚
生

補
導

委
員

会
：

学
生

課
学

生
係

Ａ
①

に
つ

い
て

・
参

加
し

た
研

修
会

等
の

名
称

を
記

載
す

る
よ

り
も

、
出

席
回

数
・
参

加
者

数
等

を
記

載
す

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

②
平

成
２

８
年

度
補

正
予

算
に

向
け

、
寄

宿
舎

２
棟

を
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

観
点

か
ら

留
学

生
宿

舎
（
日

本
人

学
生

と
の

混
住

タ
イ

プ
）
に

つ
い

て
、

整
備

計
画

を
作

成
す

る
。

②
平

成
２

８
年

度
補

正
予

算
に

向
け

、
寄

宿
舎

２
棟

を
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

観
点

か
ら

留
学

生
宿

舎
（
日

本
人

学
生

と
の

混
住

タ
イ

プ
）
に

つ
い

て
、

整
備

計
画

を
作

成
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

た
が

、
機

構
本

部
か

ら
５

月
に

寄
宿

舎
事

業
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

度
概

算
要

求
事

業
へ

の
提

出
を

見
合

わ
せ

る
こ

と
に

な
り

、
短

期
間

で
の

整
備

計
画

は
行

っ
て

い
な

い
。

施
設

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
専

門
部

会
：
総

務
課

施
設

係
Ａ

②
に

つ
い

て
・
「
整

備
計

画
は

策
定

し
な

か
っ

た
」
と

記
載

す
べ

き
で

あ
る

。

③
日

本
学

生
支

援
機

構
な

ど
各

種
奨

学
金

制
度

へ
の

申
請

を
引

続
き

実
施

す
る

。
③

今
年

度
も

日
本

学
生

支
援

機
構

な
ど

各
種

奨
学

金
制

度
へ

の
申

請
を

行
っ

た
。

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
会

議
：
学

生
課

課
長

補
佐 厚

生
補

導
委

員
会

：
学

生
課

学
生

係

Ｂ
③

に
つ

い
て

・
各

種
奨

学
金

制
度

の
申

請
件

数
な

ど
を

具
体

的
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

（
６

）
教

育
環

境
の

整
備

・
活

用
①

屋
外

給
水

管
や

照
明

器
具

の
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
、

ガ
ス

空
調

へ
の

改
修

な
ど

、
学

内
の

老
朽

化
し

た
設

備
な

ど
を

更
新

し
、

光
熱

費
の

削
減

に
つ

い
て

、
施

設
・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

門
部

会
で

、
営

繕
要

求
や

概
算

要
求

な
ど

で
審

議
し

、
整

備
方

針
を

計
画

す
る

。
②

図
書

館
改

修
に

つ
い

て
は

、
改

修
計

画
に

創
造

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

、
キ

ャ
リ
ア

支
援

室
及

び
図

書
館

と
の

複
合

施
設

と
し

、
「
Ａ

」
評

価
と

な
っ

た
。

平
成

２
９

年
度

施
設

整
備

概
算

要
求

事
業

の
評

価
に

お
い

て
は

、
「
Ａ

」
か

ら
「
Ｓ

」
を

目
指

し
、

事
業

規
模

、
費

用
等

の
適

正
性

や
教

育
研

究
等

へ
の

効
果

に
つ

い
て

、
更

な
る

バ
ー

ジ
ョ
ン

ア
ッ

プ
を

推
進

す
る

。
③

６
号

館
の

５
教

室
に

ホ
ワ

イ
ト
ボ

ー
ド

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
を

導
入

す
る

。

①
今

年
度

は
、

老
朽

化
し

た
空

調
設

備
改

修
と

し
て

、
「
８

号
館

空
調

設
備

改
修

」
及

び
「
総

合
研

究
実

験
棟

・
２

号
館

空
調

設
備

改
修

」
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

門
部

会
（
平

成
2
8
年

1
1
月

4
日

開
催

）
に

お
い

て
、

概
算

要
求

［
図

書
館

改
修

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
再

生
（
給

水
設

備
等

）
］
営

繕
要

求
［
寄

宿
舎

ボ
イ

ラ
ー

設
備

改
修

、
管

理
棟

・
１

号
館

空
調

設
備

改
修

、
５

号
館

・
７

号
館

ド
ラ

フ
ト

チ
ャ

ン
バ

ー
配

管
改

修
］
を

審
議

し
、

整
備

方
針

を
計

画
し

た
。

②
図

書
館

改
修

に
つ

い
て

は
、

費
用

等
の

適
正

性
や

教
育

研
究

等
の

見
直

し
に

よ
り

平
成

２
９

年
度

施
設

整
備

概
算

要
求

事
業

の
評

価
に

お
い

て
は

、
「
Ａ

」
か

ら
「
Ｓ

」
と

な
っ

た
。

③
６

号
館

の
５

教
室

の
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
は

、
平

成
2
8
年

1
1
月

に
入

札
し

、
平

成
2
9
年

3
月

に
納

品
し

た
。

施
設

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
専

門
部

会
：
総

務
課

施
設

係
Ａ

④
体

育
館

バ
ス

ケ
ッ

ト
ゴ

ー
ル

及
び

武
道

場
照

明
器

具
改

修
は

、
平

成
２

７
年

度
に

改
修

済
み

で
あ

る
。

④
体

育
館

バ
ス

ケ
ッ

ト
ゴ

ー
ル

及
び

武
道

場
照

明
器

具
改

修
は

、
平

成
２

７
年

度
に

改
修

済
み

で
あ

る
。

施
設

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
専

門
部

会
：
総

務
課

施
設

係

④
に

つ
い

て
・
実

施
済

み
事

項
は

年
度

計
画

に
不

要
な

の
で

、
年

度
計

画
の

立
て

方
を

工
夫

し
て

ほ
し

い
。

⑤
Ｐ

Ｃ
Ｂ

廃
棄

物
に

つ
い

て
は

、
処

理
済

み
で

あ
る

。
⑤

Ｐ
Ｃ

Ｂ
廃

棄
物

に
つ

い
て

は
、

処
理

済
み

で
あ

る
。

施
設

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
専

門
部

会
：
総

務
課

施
設

係

⑤
に

つ
い

て
・
実

施
済

み
事

項
は

年
度

計
画

に
不

要
な

の
で

、
年

度
計

画
の

立
て

方
を

工
夫

し
て

ほ
し

い
。

④
に

つ
い

て
・
キ

ャ
リ

ア
支

援
室

会
議

や
キ

ャ
リ

ア
支

援
室

（
事

務
）
へ

の
教

職
員

の
配

置
人

数
等

を
記

載
す

る
。

　
ま

た
、

可
能

な
ら

ば
、

割
り

当
て

予
算

等
も

記
載

す
る

。

⑤
⑥

⑦
⑧

に
つ

い
て

・
報

告
の

と
お

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。

【
特

に
有

効
な

取
組

み
（
④

⑤
⑥

⑦
⑧

に
つ

い
て

）
】

★
キ

ャ
リ

ア
支

援
室

の
設

置
と

体
制

整
備

、
進

路
支

援
シ

ス
テ

ム
の

活
用

、
学

生
に

対
す

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
推

進
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

女
子

学
生

の
活

躍
、

全
国

高
専

女
子

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
参

加
、

九
州

沖
縄

地
区

高
専

女
子

学
生

交
流

会
の

開
催

な
ど

は
特

に
有

効
か

つ
有

益
な

取
組

み
で

あ
る

が
、

検
証

を
踏

ま
え

つ
つ

よ
り

有
効

な
方

策
を

模
索

し
、

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
育

成
の

多
様

化
を

期
待

し
た

い
。

④
キ

ャ
リ
ア

支
援

室
会

議
の

機
能

を
充

実
さ

せ
、

入
学

時
か

ら
の

計
画

的
な

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
向

け
た

支
援

策
を

検
討

す
る

。
⑤

就
職

情
報

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
情

報
の

一
元

管
理

ツ
ー

ル
の

導
入

を
検

討
す

る
。

⑥
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
参

加
の

事
前

教
育

を
継

続
す

る
。

⑦
社

会
で

活
躍

し
て

い
る

本
校

Ｏ
Ｇ

に
よ

る
講

演
会

を
実

施
す

る
。

⑧
女

子
学

生
に

よ
る

公
開

講
座

等
の

実
施

や
女

子
学

生
に

よ
る

学
校

説
明

会
で

の
説

明
等

の
機

会
を

設
け

、
女

子
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
支

援
す

る
機

会
を

充
実

さ
せ

る
。

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
会

議
：
学

生
課

課
長

補
佐 男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
：
総

務
課

総
務

係

◎
Ａ

④
平

成
２

８
年

度
に

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
が

正
式

に
組

織
化

さ
れ

、
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

育
成

支
援

策
な

ら
び

に
地

域
の

産
官

と
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

関
連

の
連

携
を

目
的

に
、

各
種

計
画

を
実

施
中

で
あ

る
。

ま
た

、
平

成
２

９
年

度
は

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
企

画
し

、
低

学
年

か
ら

高
学

年
ま

で
の

支
援

策
を

計
画

的
に

進
め

る
よ

う
に

検
討

中
で

あ
る

。
⑤

函
館

高
専

が
中

心
に

開
発

さ
れ

た
「
進

路
支

援
シ

ス
テ

ム
」
の

活
用

協
力

校
と

な
り

、
就

職
情

報
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

情
報

の
一

元
管

理
に

向
け

て
試

行
中

で
、

本
格

稼
動

は
平

成
２

９
年

度
を

予
定

し
て

い
る

。
⑥

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

学
生

の
事

前
教

育
と

し
て

、
４

年
生

の
短

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
夏

季
休

業
期

間
）
に

向
け

て
６

月
に

「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
推

進
セ

ミ
ナ

ー
」
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

４
年

生
の

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
後

学
期

の
１

５
週

）
に

向
け

て
、

７
月

に
「
募

集
説

明
会

」
、

８
月

に
「
事

前
説

明
会

」
、

１
０

月
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

１
週

目
に

「
ガ

イ
ダ

ン
ス

と
特

別
講

演
」
を

実
施

し
た

。
⑦

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
と

同
日

の
8
月

2
7
日

に
、

女
子

中
学

生
・
保

護
者

や
本

校
女

子
学

生
を

対
象

と
し

た
、

O
G

講
演

会
及

び
懇

談
会

を
開

催
し

、
5
9
名

（
中

学
生

2
2
名

、
保

護
者

1
7
名

、
高

専
生

2
0
名

）
の

参
加

が
あ

っ
た

。
⑧

夏
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

本
校

女
子

学
生

組
織

「
N

it
♡

K
it
ガ

ー
ル

ズ
」
に

よ
る

女
子

中
学

生
向

け
の

「
N

it
♡

K
it
ガ

ー
ル

ズ
コ

ー
ナ

ー
」
と

題
し

た
学

科
紹

介
・
相

談
コ

ー
ナ

ー
の

イ
ベ

ン
ト

を
、

秋
季

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

入
浴

剤
づ

く
り

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
8
月

2
0
日

に
、

女
子

中
学

向
け

の
公

開
講

座
と

し
て

、
「
女

子
中

学
生

を
対

象
と

し
た

も
の

づ
く
り

体
験

講
座

」
を

実
施

し
、

2
2
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

・
1
2
月

2
3
日

：
高

専
女

子
フ

ォ
ー

ラ
ム

in
関

西
2
0
1
6
に

女
子

学
生

2
名

が
参

加
、

女
子

学
生

に
よ

る
ポ

ス
タ

ー
発

表
を

行
っ

た
。

・
北

九
州

高
専

独
自

版
と

な
る

女
子

学
生

用
広

報
冊

子
が

3
月

に
完

成
し

た
の

で
、

平
成

2
9
年

度
に

活
用

し
て

い
く
。

・
4
月

5
日

：
入

学
式

前
日

に
、

女
子

学
生

に
よ

る
女

子
新

入
生

に
対

す
る

入
学

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
。

・
8
/
3
0
～

3
1
：
九

州
沖

縄
地

区
高

専
女

子
学

生
交

流
会

を
佐

賀
県

波
戸

岬
少

年
自

然
の

家
で

実
施

し
た

。
本

校
か

ら
は

、
1
1
名

（
学

生
7
名

、
引

率
教

員
4
名

）
が

参
加

し
（
全

体
2
8
名

（
学

生
2
0
名

、
引

率
教

員
8
名

）
）
、

学
校

や
女

子
学

生
活

動
の

紹
介

や
学

校
内

外
と

の
連

携
実

現
化

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
・
平

成
2
9
年

度
入

試
は

、
女

子
の

志
願

者
が

前
年

か
ら

2
8
名

増
加

し
、

8
8
名

だ
っ

た
。
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6
表

 6

評
価

点
検

・
評

価
・
コ

メ
ン

ト
 お

よ
び

 提
言

特
に

有
効

な
取

組
み

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

⑥
安

全
必

携
に

つ
い

て
、

教
育

研
究

支
援

室
に

お
い

て
、

実
験

前
等

に
学

生
に

説
明

を
行

う
。

⑦
「
実

験
実

習
安

全
必

携
」
概

要
を

紹
介

し
、

加
工

機
器

類
の

安
全

利
用

の
た

め
に

、
学

生
に

対
す

る
安

全
講

習
を

実
施

す
る

。
⑧

実
験

実
習

安
全

必
携

を
１

年
生

に
配

布
す

る
。

⑨
低

学
年

の
実

験
で

安
全

教
育

を
実

施
す

る
。

⑩
教

職
員

対
象

に
安

全
衛

生
管

理
関

係
講

習
会

を
実

施
す

る
。

⑥
⑧

⑨
「
実

験
実

習
安

全
必

携
」
は

、
新

入
生

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
時

に
全

員
に

配
布

し
、

１
年

「
工

学
基

礎
実

験
Ⅰ

」
ガ

イ
ダ

ン
ス

時
に

学
生

に
対

す
る

安
全

に
対

す
る

心
構

え
を

説
明

し
た

上
で

、
実

験
を

開
始

し
た

。
⑦

機
械

工
学

科
４

年
・
５

年
、

制
御

情
報

工
学

科
５

年
な

ら
び

に
専

攻
科

学
生

や
「
ロ

ボ
コ

ン
」
な

ど
の

部
員

に
対

し
て

、
加

工
機

器
類

使
用

に
対

す
る

安
全

講
習

を
実

施
し

た
。

⑩
学

内
募

集
を

行
い

、
労

働
者

健
康

安
全

機
構

福
岡

産
業

保
健

推
進

セ
ン

タ
ー

主
催

の
労

務
・
人

事
担

当
者

の
た

め
の

労
働

衛
生

管
理

研
修

会
の

３
テ

ー
マ

（
6
/
1
5
：
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

関
係

、
6
/
2
1
：
特

殊
健

康
診

断
関

係
、

6
/
2
7
：
障

害
者

雇
用

関
係

）
に

事
務

職
員

３
名

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
一

般
財

団
法

人
西

日
本

産
業

衛
生

会
主

催
の

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
研

修
会

（
1
2
/
8
）
に

教
員

１
名

、
技

術
職

員
２

名
が

参
加

し
た

。

教
務

委
員

会
：
学

生
課

教
務

係
教

育
研

究
支

援
室

安
全

衛
生

委
員

会
：

総
務

課
人

事
係

Ａ
⑥

⑦
⑧

⑨
に

つ
い

て
・
項

目
⑥

～
⑨

は
類

似
し

て
い

る
の

で
、

年
度

計
画

の
立

て
方

を
工

夫
し

て
ほ

し
い

。

⑪
教

員
公

募
要

領
作

成
時

に
女

性
教

員
比

率
向

上
に

つ
い

て
引

続
き

検
討

す
る

。
⑫

育
児

・
介

護
等

ラ
イ

フ
イ

ベ
ン

ト
に

よ
り

研
究

活
動

を
中

断
し

た
女

性
教

員
に

対
し

て
研

究
活

動
の

復
帰

を
支

援
す

る
R
e-

S
ta

rt
研

究
支

援
方

法
を

策
定

す
る

。
⑬

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

講
演

会
へ

参
加

す
る

。

⑪
平

成
2
8
年

度
機

械
創

造
シ

ス
テ

ム
コ

ー
ス

及
び

一
般

科
目

（
文

科
系

・
理

科
系

）
の

教
員

公
募

で
は

、
男

女
共

同
参

画
社

会
基

本
法

の
趣

旨
に

則
り

、
女

性
優

先
採

用
で

公
募

を
行

っ
た

。
・
物

質
化

学
コ

ー
ス

の
教

員
公

募
で

は
、

男
女

共
同

参
画

社
会

基
本

法
の

趣
旨

に
則

り
、

女
性

限
定

採
用

で
公

募
を

行
っ

た
。

⑫
機

構
本

部
支

援
の

R
e
-
S
ta

rt
研

究
支

援
に

申
請

し
、

女
性

教
員

1
名

が
採

択
さ

れ
、

研
究

活
動

の
復

帰
の

た
め

の
支

援
を

受
け

て
い

る
。

9
月

1
2
日

に
研

究
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

来
校

、
採

択
者

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
の

他
に

、
2
名

の
教

職
員

に
対

し
、

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

た
。

⑬
以

下
の

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

講
演

会
に

出
席

し
た

。
　

8
月

2
4
日

：
高

専
機

構
本

部
主

催
「
女

性
研

究
者

交
流

会
」
女

性
教

員
1
名

出
席

　
1
0
月

2
0
日

：
内

閣
府

男
女

共
同

参
画

局
主

催
「
理

工
系

応
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

」
女

性
教

員
1
名

出
席

　
1
1
月

2
2
日

：
高

専
機

構
本

部
主

催
「
男

女
共

同
参

画
意

識
啓

発
講

演
会

（
ビ

デ
オ

会
議

）
」
開

催
教

職
員

2
1
名

出
席

　
1
2
月

1
9
日

～
2
0
日

：
高

専
機

構
本

部
主

催
「
女

性
教

員
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

」
女

性
教

員
1
名

出
席

  
  

3
月

2
2
日

：
高

専
機

構
本

部
主

催
「
第

５
ブ

ロ
ッ

ク
男

女
共

同
参

画
推

進
協

議
会

」
女

性
教

員
１

名
出

席

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
：
総

務
課

総
務

係

Ｂ

⑪
に

つ
い

て
・
報

告
の

と
お

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。

⑫
に

つ
い

て
・
「
R

e
-
st

ar
t研

究
支

援
方

法
の

策
定

」
に

つ
い

て
の

記
載

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

⑬
に

つ
い

て
・
今

後
の

男
女

共
同

参
画

事
業

の
方

向
性

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

２
 研

究
や

社
会

連
携

に
関

す
る

事
項

①
全

国
高

専
フ

ォ
ー

ラ
ム

へ
の

参
加

を
検

討
す

る
。

②
高

専
機

構
新

技
術

説
明

会
へ

の
参

加
を

検
討

す
る

。
③

高
専

ー
技

科
大

新
技

術
説

明
会

へ
の

参
加

を
検

討
す

る
。

①
8
月

2
5
日

～
2
6
日

行
わ

れ
た

全
国

高
専

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

、
校

長
・
事

務
部

長
は

じ
め

1
5
名

の
教

職
員

が
参

加
（
校

長
1
名

・
事

務
部

長
1
名

・
教

員
1
3
名

）
し

た
。

そ
の

内
、

運
営

及
び

講
師

と
し

て
教

員
2
名

が
参

加
し

た
。

8
月

2
4
日

に
開

催
さ

れ
た

「
女

性
研

究
者

交
流

会
」
に

2
名

の
女

性
教

員
、

8
月

2
5
日

に
開

催
さ

れ
た

「
学

校
管

理
運

営
に

関
す

る
協

議
会

」
に

教
員

2
名

が
参

加
し

た
。

②
高

専
機

構
新

技
術

説
明

会
へ

は
、

学
内

で
検

討
し

た
結

果
、

都
合

に
よ

り
参

加
出

来
な

か
っ

た
。

③
高

専
ー

技
科

大
新

技
術

説
明

会
（
1
/
1
2
開

催
）
に

教
員

１
名

が
参

加
し

た
。

総
務

課
総

務
係

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
総

務
課

国
際

研
究

推
進

係

Ｂ

②
に

つ
い

て
・
「
都

合
に

よ
り

参
加

で
き

な
か

っ
た

」
の

理
由

の
記

載
が

必
要

で
あ

る
。

　 ③
に

つ
い

て
・
内

容
を

具
体

的
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

④
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ジ
ャ

パ
ン

等
の

マ
ッ

チ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
に

出
展

す
る

。
⑤

技
術

相
談

の
利

用
を

増
や

し
、

共
同

研
究

・
受

託
研

究
の

受
入

れ
を

促
進

す
る

。
⑥

西
日

製
造

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

2
0
1
6
に

出
展

し
産

業
界

に
広

く
本

校
の

活
動

内
容

を
周

知
す

る
。

⑦
北

九
州

市
と

包
括

協
定

を
締

結
し

た
「
も

の
づ

く
り

人
材

育
成

に
関

す
る

協
定

」
に

基
づ

き
、

ス
タ

ー
ト
ア

ッ
プ

企
業

と
共

同
で

新
し

い
も

の
づ

く
り

に
つ

い
て

、
本

校
の

技
術

・
ア

イ
デ

ア
等

の
提

供
を

行
う
。

④
マ

ッ
チ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

に
以

下
の

と
お

り
出

展
し

た
。

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ジ
ャ

パ
ン

2
0
1
6
で

「
注

射
薬

自
動

読
取

装
置

に
よ

る
手

術
コ

ス
ト

分
析

シ
ス

テ
ム

」
を

出
展

し
た

。
・
第

１
６

回
産

学
連

携
フ

ェ
ア

で
「
自

動
消

火
シ

ス
テ

ム
ロ

ボ
装

置
」
、

「
編

隊
飛

行
型

３
次

元
計

測
ロ

ボ
ッ

ト
」
を

出
展

し
た

。
・
S
A

F
E
T
E
C

2
0
1
6
で

「
消

火
器

が
火

種
を

狙
っ

て
自

動
噴

射
す

る
自

動
初

期
消

火
シ

ス
テ

ム
」
を

出
展

し
た

。
・
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
マ

ッ
チ

ン
グ

フ
ェ

ア
2
0
1
6
で

「
情

報
基

盤
技

術
を

活
用

し
た

ソ
ー

シ
ャ

ル
ロ

ボ
ッ

ト
」
、

「
次

世
代

ア
ミ

ュ
ー

ズ
メ

ン
ト

ロ
ボ

ッ
ト

」
を

出
展

し
た

。
⑤

技
術

相
談

件
数

は
３

件
あ

っ
た

。
（
電

話
や

メ
ー

ル
で

の
連

絡
の

み
で

申
込

書
の

提
出

は
な

し
。

）
⑥

西
日

本
製

造
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

2
0
1
6
に

参
加

し
、

「
小

型
マ

シ
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
」
等

を
出

展
、

学
校

紹
介

や
加

工
実

演
を

行
っ

た
。

⑦
北

九
州

市
と

の
も

の
づ

く
り

人
材

育
成

協
定

に
基

づ
き

、
北

九
州

市
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
Y
K
 S

T
O

R
E
(株

)、
小

国
町

森
林

組
合

、
北

九
州

高
専

が
共

同
で

「
Io

T
技

術
を

活
用

し
た

小
国

杉
ア

ロ
マ

デ
ィ

フ
ュ

ー
ザ

ー
」
の

製
品

開
発

を
行

っ
た

。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
総

務
課

国
際

研
究

推
進

係

Ｂ

⑤
に

つ
い

て
・
年

度
計

画
の

「
･･

･利
用

を
増

や
し

、
･･

･受
入

れ
を

推
進

す
る

」
に

対
し

て
行

っ
た

具
体

的
取

り
組

み
に

つ
い

て
記

載
し

て
ほ

し
い

。

⑦
に

つ
い

て
・
北

九
州

市
と

の
連

携
活

動
に

つ
い

て
は

、
【
本

校
独

自
の

取
り

組
み

】
と

し
て

、
今

後
の

年
度

計
画

に
記

載
し

た
ほ

う
が

良
い

。

【
特

に
有

効
な

取
組

み
（
④

⑤
⑥

⑦
に

つ
い

て
）
】

★
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
ジ

ャ
パ

ン
2
0
1
6
や

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

マ
ッ

チ
ン

グ
フ

ェ
ア

北
九

州
2
0
1
6
な

ど
へ

の
積

極
的

な
参

加
、

企
業

と
の

共
同

研
究

や
受

託
研

究
の

実
施

な
ど

は
他

機
関

の
研

究
状

況
等

を
知

り
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
で

き
る

有
効

な
機

会
で

あ
り

、
研

究
進

展
・
研

究
費

確
保

の
た

め
に

も
是

非
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。

◎

⑧
高

専
機

構
新

技
術

説
明

会
へ

の
参

加
を

検
討

す
る

。
⑨

高
専

ー
技

科
大

新
技

術
説

明
会

へ
の

参
加

を
検

討
す

る
。

⑧
学

内
で

検
討

し
た

結
果

、
都

合
に

よ
り

参
加

出
来

な
か

っ
た

。
⑨

高
専

ー
技

科
大

新
技

術
説

明
会

（
1
/
1
2
開

催
）
に

教
員

１
名

が
参

加
し

た
。

知
的

財
産

委
員

会
：

総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
総

務
課

国
際

研
究

推
進

係

⑧
に

つ
い

て
・
項

目
②

の
計

画
・
実

績
と

同
じ

も
の

で
、

記
載

不
要

で
あ

る
。

。

⑨
に

つ
い

て
・
項

目
③

の
計

画
・
実

績
と

同
じ

も
の

で
、

記
載

不
要

で
あ

る
。
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6
表

 6

評
価

点
検

・
評

価
・
コ

メ
ン

ト
 お

よ
び

 提
言

特
に

有
効

な
取

組
み

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

⑩
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

の
研

究
者

総
覧

を
更

新
し

常
に

最
新

の
状

態
に

し
て

お
く

。
⑪

研
究

者
総

覧
（
ダ

イ
ジ

ェ
ス

ト
版

）
の

作
成

を
検

討
す

る
。

⑩
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

の
研

究
者

総
覧

に
つ

い
て

は
、

常
に

最
新

の
情

報
に

し
て

い
る

。
ま

た
、

研
究

者
総

覧
か

ら
re

se
ar

c
h
m

ap
へ

リ
ン

ク
を

貼
っ

て
お

り
、

re
se

ar
c
h
m

ap
に

つ
い

て
も

最
新

の
情

報
に

更
新

し
て

い
る

。
⑪

研
究

者
総

覧
（
ダ

イ
ジ

ェ
ス

ト
版

）
を

作
成

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
か

ら
閲

覧
、

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

地
域

共
同

テ
ク

ノ
セ

ン
タ

ー
委

員
会

：
総

務
課

国
際

研
究

推
進

係

Ａ

⑫
H

P
に

よ
る

内
外

へ
の

情
報

提
供

を
促

進
す

る
。

⑬
多

彩
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
て

公
開

講
座

を
よ

り
充

実
し

た
も

の
に

す
る

。
⑭

公
開

講
座

を
H

P
に

よ
っ

て
内

外
へ

の
情

報
提

供
を

促
進

す
る

。
⑮

小
中

高
の

生
徒

を
対

象
と

し
た

理
科

・
科

学
イ

ベ
ン

ト
の

出
展

を
促

進
す

る
。

⑫
Ｈ

Ｐ
の

新
着

情
報

に
学

校
行

事
の

報
告

や
部

活
動

の
大

会
結

果
や

競
技

会
等

の
結

果
報

告
な

ど
、

週
2
回

程
度

の
頻

度
で

各
種

情
報

を
掲

載
し

、
北

九
州

高
専

の
Ｐ

Ｒ
を

行
っ

て
い

る
。

英
語

ペ
ー

ジ
を

は
じ

め
、

Ｈ
Ｐ

の
内

容
を

更
新

し
、

最
新

の
情

報
を

提
供

し
て

い
る

。
⑬

⑭
各

コ
ー

ス
の

特
色

を
生

か
し

た
1
0
講

座
を

企
画

し
、

Ｈ
Ｐ

に
よ

る
募

集
を

行
い

、
実

施
し

た
。

受
講

定
員

2
1
0
名

に
対

し
、

2
8
1
名

の
申

込
み

が
あ

り
、

2
2
9
名

受
講

し
た

。
講

座
実

施
時

に
行

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

お
い

て
は

満
足

度
9
7
.8

％
で

あ
っ

た
。

⑮
理

科
・
科

学
イ

ベ
ン

ト
に

以
下

の
と

お
り

出
展

し
た

。
・
2
0
1
6
夏

休
み

サ
イ

エ
ン

ス
ス

ク
エ

ア
で

「
光

の
百

面
相

」
を

出
展

し
た

。
・
世

界
一

行
き

た
い

科
学

広
場

in
北

九
州

2
0
1
6
で

「
空

中
コ

マ
＆

紙
ヒ

コ
ー

キ
工

作
」
を

実
施

し
た

。
・
生

き
生

き
子

ど
も

講
座

で
「
飛

行
機

は
な

ぜ
飛

ぶ
の

？
～

空
中

コ
マ

を
飛

ば
そ

う
～

」
を

市
民

セ
ン

タ
ー

に
て

実
施

し
た

。
・
ロ

ボ
ッ

ト
体

験
教

室
を

小
学

校
で

2
回

実
施

し
た

。
・
サ

イ
エ

ン
ス

モ
ー

ル
in

飯
塚

2
0
1
6
で

「
科

学
広

場
」
を

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
に

出
展

し
た

。
・
わ

く
わ

く
サ

イ
エ

ン
ス

キ
ッ

ズ
2
0
1
6
を

児
童

文
化

科
学

館
に

出
展

し
た

。
・
生

き
生

き
子

ど
も

講
座

で
「
ブ

ー
メ

ラ
ン

を
飛

ば
そ

う
！

」
を

市
民

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

た
。

・
お

も
し

ろ
サ

イ
エ

ン
ス

・
わ

く
わ

く
実

験
講

座
2
0
1
6
in

八
代

に
出

展
し

た
。

・
お

も
し

ろ
サ

イ
エ

ン
ス

・
わ

く
わ

く
実

験
講

座
2
0
1
6
in

益
城

に
出

展
し

た
。

・
ロ

ボ
ッ

ト
製

作
講

座
を

小
学

校
に

て
実

施
し

た
。

・
子

ど
も

交
流

事
業

で
「
い

き
い

き
子

ど
も

講
座

」
を

市
民

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

た
。

・
工

作
教

室
「
空

中
コ

マ
」
を

市
民

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

た
。

広
報

室
専

門
委

員
会

：
総

務
課

総
務

係
総

務
課

国
際

研
究

推
進

係

Ａ
⑬

⑭
に

つ
い

て
・
項

目
⑬

と
⑭

は
年

度
計

画
が

類
似

し
て

お
り

、
整

理
が

必
要

で
あ

る
。

３
 国

際
交

流
等

に
関

す
る

事
項

①
IS

A
T

E
、

IS
T

S
に

教
員

、
学

生
を

派
遣

す
る

。
②

ＩＳ
Ａ

Ｔ
Ｅ

へ
教

員
を

派
遣

し
、

国
際

交
流

を
推

進
す

る
。

③
ＩＳ

Ｔ
Ｓ

へ
教

員
・
学

生
を

派
遣

し
、

国
際

交
流

を
推

進
す

る
。

④
交

流
協

定
締

結
校

と
の

国
際

交
流

を
推

進
す

る
。

⑤
在

外
研

究
員

の
派

遣
を

推
進

す
る

。
⑥

「
三

機
関

が
連

携
・
協

働
し

た
教

育
改

革
」
と

し
て

取
り

組
む

教
員

の
Ｆ

Ｄ
研

修
に

応
募

す
る

。
⑦

ＪＩ
Ｃ

Ａ
，

北
九

州
国

際
技

術
協

力
協

会
と

の
連

携
事

業
を

推
進

す
る

。

①
②

③
9
月

1
3
日

～
1
5
日

に
開

催
さ

れ
た

IS
A

T
E
2
0
1
6
に

、
4
名

の
教

員
が

参
加

し
、

論
文

投
稿

を
3
件

行
っ

た
。

ま
た

、
T
u
to

ri
al

&
W

o
ks

h
o
pの

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
と

し
て

、
1
名

の
教

員
が

参
加

し
た

。
・
T
h
e
 6

th
 I
S
T
S
お

よ
び

T
h
e
 2

th
 I
S
S
L
N

へ
専

攻
科

生
1
名

を
派

遣
し

た
。

教
員

に
つ

い
て

は
、

参
加

を
募

っ
た

が
、

都
合

が
付

か
ず

参
加

者
は

い
な

か
っ

た
。

・
T
h
e
 6

th
 I
S
T
S
お

よ
び

T
h
e
 2

th
 I
S
S
L
N

へ
専

攻
科

生
1
名

を
派

遣
し

、
以

下
の

賞
を

受
賞

し
た

。
1
. 
T
h
e
 M

o
st

 O
u
ts

ta
n
di

n
g 

C
as

e
 S

tu
dy

 P
ro

je
c
t 

P
re

se
n
ta

ti
o
n
 I
S
S
L
N

 o
f 

to
u
ri
sm

2
. 
T
h
e
 M

o
st

 O
u
ts

ta
n
di

n
g 

L
e
ad

e
rs

h
ip

 P
e
rf

o
rm

an
c
e

④
交

流
協

定
締

結
校

と
の

国
際

交
流

に
つ

い
て

は
以

下
の

と
お

り
実

施
し

た
。

・
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
市

立
大

学
（
ア

メ
リ

カ
）
か

ら
短

期
留

学
生

１
名

を
受

け
入

れ
た

。
・
ナ

ン
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）
か

ら
短

期
留

学
生

１
０

名
を

受
け

入
れ

た
。

・
テ

マ
セ

ク
ポ

リ
テ

ク
（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）
か

ら
短

期
留

学
生

２
名

を
受

け
入

れ
た

。
・
カ

セ
サ

ー
ト

大
学

（
タ

イ
）
か

ら
短

期
留

学
生

１
０

名
を

受
け

入
れ

た
。

・
キ

ン
グ

モ
ン

ク
ッ

ト
工

科
大

学
ラ

カ
バ

ン
校

（
タ

イ
）
か

ら
短

期
留

学
生

９
名

を
受

け
入

れ
た

。
・
香

港
Ｖ

Ｔ
Ｃ

（
香

港
）
か

ら
短

期
留

学
生

９
名

を
受

け
入

れ
た

。
・
ガ

ジ
ャ

マ
ダ

大
学

専
門

学
校

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）
か

ら
短

期
留

学
生

６
名

を
受

け
入

れ
た

。
・
ナ

ン
ヤ

ン
ポ

リ
テ

ク
（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）
へ

学
生

８
名

を
派

遣
し

た
。

・
世

界
に

打
っ

て
出

る
若

者
育

成
事

業
で

全
北

大
学

（
韓

国
）
へ

学
生

を
１

６
名

派
遣

し
た

。
⑤

ア
メ

リ
カ

へ
１

名
在

外
研

究
員

を
派

遣
し

た
。

⑥
三

機
関

が
連

携
・
協

働
し

た
教

育
改

革
と

し
て

取
り

組
む

教
員

の
Ｆ

Ｄ
研

修
に

つ
い

て
、

学
内

に
お

い
て

公
募

・
調

整
を

行
っ

た
が

候
補

者
選

考
に

至
ら

な
か

っ
た

。
⑦

J
IC

A
、

北
九

州
国

際
技

術
協

力
協

会
側

の
都

合
に

よ
り

（
実

験
を

中
心

と
し

た
技

術
研

修
か

ら
、

経
営

学
や

農
学

等
、

座
学

へ
の

実
施

方
針

変
更

）
本

校
へ

依
頼

が
な

か
っ

た
た

め
、

今
年

度
は

連
携

事
業

を
実

施
し

な
か

っ
た

 。

国
際

交
流

委
員

会
：

総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

創
造

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

委
員

会
：
学

生
課 総

務
課

総
務

係
学

生
課

課
長

補
佐

Ｂ

①
②

③
に

つ
い

て
・
項

目
①

②
③

は
年

度
計

画
が

類
似

し
て

お
り

、
整

理
が

必
要

で
あ

る
。

⑤
に

つ
い

て
・
在

外
研

究
員

の
派

遣
先

お
よ

び
派

遣
期

間
を

記
載

し
て

ほ
し

い
。

⑥
に

つ
い

て
・
「
三

機
関

連
携

教
育

改
革

へ
の

教
員

F
D

研
修

」
に

つ
い

て
、

平
成

2
9
年

度
に

向
け

た
検

討
が

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

の
か

を
知

り
た

い
。

【
特

に
有

効
な

取
組

み
（
①

②
③

④
⑤

に
つ

い
て

）
】

★
IS

A
T
E
へ

の
４

教
員

派
遣

、
IS

T
S
へ

の
１

学
生

派
遣

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・
タ

イ
・
香

港
・
ア

メ
リ

カ
な

ど
か

ら
昨

年
度

よ
り

多
い

５
０

名
程

の
短

期
留

学
生

受
入

れ
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・
勧

告
へ

２
４

名
の

短
期

留
学

派
遣

、
ア

メ
リ

カ
へ

の
在

外
研

究
員

と
し

て
の

１
教

員
派

遣
な

ど
の

国
際

交
流

の
実

績
は

特
に

有
効

な
取

組
み

で
あ

り
、

是
非

継
続

し
て

も
ら

い
た

い
。

◎

⑧
九

州
沖

縄
地

区
９

高
専

連
携

事
業

の
ア

ジ
ア

圏
に

あ
る

協
定

企
業

へ
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
、

協
定

大
学

へ
の

語
学

研
修

・
学

生
交

流
な

ど
へ

の
本

校
学

生
参

加
者

数
増

を
図

る
。

⑧
九

州
沖

縄
９

高
専

連
携

事
業

の
協

定
企

業
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

し
て

、
タ

イ
の

日
系

企
業

に
３

名
、

中
国

の
日

系
企

業
に

３
名

、
マ

レ
ー

シ
ア

の
日

系
企

業
に

２
名

、
ベ

ト
ナ

ム
の

日
系

企
業

に
１

名
が

参
加

し
、

昨
年

度
よ

り
参

加
学

生
が

増
え

た
。

ま
た

、
タ

イ
の

協
定

大
学

で
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
１

名
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

の
協

定
大

学
及

び
シ

ア
ト

ル
の

研
究

所
に

計
５

名
の

学
生

が
参

加
し

た
。

キ
ャ

リ
ア

支
援

室
会

議
：
学

生
課

課
長

補
佐

Ｂ
⑧

に
つ

い
て

・
「
海

外
の

協
定

企
業

や
協

定
大

学
へ

の
学

生
参

加
数

増
を

図
る

」
と

の
年

度
計

画
な

の
で

、
具

体
的

受
入

れ
先

に
加

え
、

増
加

数
（
変

化
数

）
も

記
載

し
て

ほ
し

い
。
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6
表

 6

評
価

点
検

・
評

価
・
コ

メ
ン

ト
 お

よ
び

 提
言

特
に

有
効

な
取

組
み

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

⑨
高

専
機

構
・
九

州
沖

縄
地

区
９

高
専

連
携

事
業

が
行

う
学

生
の

派
遣

や
留

学
生

の
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

参
加

を
検

討
す

る
。

⑩
学

生
へ

の
海

外
で

の
語

学
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
・
実

施
す

る
。

⑪
学

内
の

国
際

交
流

活
動

を
よ

り
活

性
化

す
る

た
め

、
留

学
生

と
日

本
人

学
生

が
交

流
で

き
る

語
学

サ
ロ

ン
を

月
１

回
程

度
設

置
す

る
。

⑨
高

専
機

構
・
九

州
沖

縄
地

区
９

高
専

連
携

事
業

が
行

う
学

生
の

派
遣

に
つ

い
て

、
学

生
に

対
し

て
積

極
的

応
募

さ
せ

る
た

め
以

下
を

実
施

し
た

。
　

・
メ

ー
ル

配
信

（
5
年

生
、

専
攻

生
、

担
任

教
員

に
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
配

信
）

　
・
本

校
Ｈ

Ｐ
に

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

掲
載

（
約

５
０

件
）

　
・
保

護
者

に
海

外
へ

の
留

学
を

周
知

す
る

た
め

、
高

専
祭

に
留

学
生

先
、

留
学

者
数

、
研

修
報

告
書

A
1
版

ポ
ス

タ
ー

で
掲

示
し

た
。

　
・
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ

Ｎ
日

本
代

表
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
第

４
期

）
で

、
ス

ペ
イ

ン
（
カ

タ
ル

ー
ニ

ャ
化

学
研

究
所

（
ＩＣ

ＩＱ
）
）
へ

学
生

１
名

を
派

遣
し

た
。

　
・
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ

Ｎ
日

本
代

表
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
第

５
期

）
で

、
ア

メ
リ

カ
（
ワ

バ
ッ

シ
ュ

・
バ

レ
ー

大
学

（
Ｙ

Ｆ
Ｕ

日
本

国
際

交
流

財
団

）
）
へ

学
生

１
名

を
派

遣
し

た
。

　
・
台

北
科

技
大

サ
マ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
9
高

専
連

携
事

業
）
で

、
台

湾
（
台

北
化

技
大

）
へ

学
生

1
名

を
派

遣
し

た
。

　
・
マ

レ
ー

シ
ア

・
ペ

ト
ロ

ナ
ス

工
科

大
学

（
U

T
P
）
に

お
け

る
学

生
交

流
（
9
高

専
連

携
事

業
）
に

学
生

１
名

が
参

加
し

た
。

　
・
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
9
高

専
連

携
事

業
）
で

、
タ

イ
（
マ

ク
シ

ス
・
タ

イ
ラ

ン
ド

）
へ

学
生

3
名

を
派

遣
し

た
。

　
・
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
9
高

専
連

携
事

業
）
で

、
タ

イ
（
カ

セ
サ

ー
ト

大
学

）
へ

学
生

1
名

を
派

遣
し

た
。

　
・
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
9
高

専
連

携
事

業
）
で

、
中

国
（
安

川
電

機
）
へ

学
生

3
名

を
派

遣
し

た
。

　
・
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
9
高

専
連

携
事

業
）
で

、
マ

レ
ー

シ
ア

（
N

G
K
エ

レ
ク

ト
ロ

デ
バ

イ
ス

・
マ

レ
ー

シ
ア

）
へ

学
生

2
名

を
派

遣
し

た
。

　
・
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（
9
高

専
連

携
事

業
）
で

、
ベ

ト
ナ

ム
（
(株

)三
松

ベ
ト

ナ
ム

・
オ

フ
ィ

ス
）
へ

学
生

1
名

を
派

遣
し

た
。

　
・
英

語
で

の
研

究
発

表
会

（
９

高
専

連
携

事
業

）
で

、
ベ

ト
ナ

ム
（
ハ

ノ
イ

大
学

）
へ

学
生

１
名

を
派

遣
し

た
。

　
・
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（
９

高
専

連
携

事
業

）
で

、
マ

レ
ー

シ
ア

（
ペ

ト
ロ

ナ
ス

工
科

大
学

）
へ

学
生

４
名

を
派

遣
し

た
。

　
・
海

外
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
三

機
関

連
携

事
業

）
で

、
タ

イ
（
チ

ュ
ラ

ロ
ン

コ
ン

大
学

、
キ

ン
グ

モ
ン

ク
ッ

ト
大

学
ト

ン
ブ

リ
校

、
コ

ン
ケ

ー
ン

大
学

等
）
へ

学
生

２
名

を
派

遣
し

た
。

⑩
北

九
州

高
専

・
英

国
語

学
研

修
で

、
イ

ギ
リ

ス
（
オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー

ド
・
バ

ー
ス

）
へ

学
生

１
３

名
を

派
遣

し
た

。
⑪

国
際

交
流

ラ
ウ

ン
ジ

（
語

学
サ

ロ
ン

）
を

月
１

回
程

度
、

計
８

回
開

催
し

た
。

国
際

交
流

委
員

会
：

総
務

課
国

際
研

究
推

進
係

学
生

寮
委

員
会

：
学

生
課

寮
務

係

Ｂ

⑩
に

つ
い

て
・
学

生
の

海
外

語
学

研
修

の
派

遣
期

間
も

記
載

し
て

ほ
し

い
。

⑪
に

つ
い

て
・
国

際
交

流
ラ

ウ
ン

ジ
（
語

学
サ

ロ
ン

）
へ

の
参

加
学

生
数

と
と

も
に

、
年

度
計

画
に

あ
る

「
国

際
交

流
活

動
の

活
性

化
」
へ

の
効

果
に

つ
い

て
も

記
載

し
て

ほ
し

い
。

【
特

に
有

効
な

取
組

み
（
⑨

⑩
⑪

に
つ

い
て

）
】

★
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A

P
A

N
日

本
代

表
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
ス

ペ
イ

ン
・
ア

メ
リ

カ
へ

の
学

生
派

遣
、

九
州

沖
縄

９
高

専
連

携
事

業
や

三
機

関
連

携
事

業
に

よ
る

ア
ジ

ア
圏

の
大

学
・
企

業
へ

の
学

生
派

遣
、

語
学

研
修

・
学

生
交

流
で

の
多

数
の

学
生

の
海

外
派

遣
は

有
効

な
取

組
み

で
あ

り
、

継
続

し
た

取
組

み
を

期
待

し
た

い
。

　
ま

た
、

国
際

交
流

ラ
ウ

ン
ジ

（
留

学
生

と
の

交
流

サ
ロ

ン
）
は

、
学

内
で

の
異

文
化

交
流

、
語

学
交

流
を

気
軽

に
行

え
る

機
会

を
与

え
て

お
り

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
を

図
る

有
効

な
取

組
み

で
あ

り
、

支
援

体
制

の
充

実
を

図
り

つ
つ

拡
充

を
を

期
待

し
た

い
。

◎

⑫
九

州
沖

縄
地

区
の

留
学

生
交

流
研

修
に

参
加

す
る

と
と

も
に

、
本

校
外

国
人

留
学

生
と

チ
ュ

ー
タ

ー
と

の
交

流
研

修
を

企
画

・
実

施
す

る
。

⑫
本

年
度

、
九

州
沖

縄
地

区
の

留
学

生
交

流
研

修
は

開
催

さ
れ

な
か

っ
た

。
留

学
生

と
チ

ュ
ー

タ
ー

の
交

流
研

修
会

に
つ

い
て

は
、

１
２

月
１

７
日

・
１

８
日

に
実

施
し

、
８

名
が

参
加

し
た

。
国

際
交

流
委

員
会

：
総

務
課

国
際

研
究

推
進

係
Ｂ

⑫
に

つ
い

て
・
留

学
生

と
チ

ュ
ー

タ
ー

と
の

交
流

研
修

会
の

開
催

場
所

・
内

容
・
効

果
な

ど
も

具
体

的
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

４
　

管
理

運
営

に
関

す
る

目
標

①
中

期
計

画
の

目
標

達
成

の
た

め
、

予
算

専
門

部
会

に
お

い
て

早
期

執
行

及
び

効
果

的
・
戦

略
的

な
予

算
配

分
を

行
う
。

①
予

算
専

門
部

会
を

２
回

（
平

成
2
8
年

4
月

1
3
日

、
5
月

1
1
日

）
開

催
し

、
当

初
予

算
配

分
に

つ
い

て
検

討
し

た
結

果
を

主
事

会
議

（
平

成
2
8
年

5
月

1
7
日

）
、

運
営

委
員

会
（
平

成
2
8
年

5
月

1
9
日

）
の

審
議

を
経

て
、

適
正

か
つ

早
期

（
昨

年
よ

り
１

か
月

早
く
）
に

配
分

を
行

っ
た

。

予
算

委
員

会
：
総

務
課

財
務

係
主

事
会

議
・
運

営
委

員
会

：
総

務
課

課
長

補
佐

（
会

計
担

当
）
、

総
務

課
総

務
係

Ｂ
①

に
つ

い
て

・
「
予

算
配

分
に

よ
る

目
標

達
成

」
に

関
し

て
、

具
体

的
な

成
果

及
び

配
分

方
法

へ
の

評
価

を
実

施
し

て
ほ

し
い

。

②
機

構
本

部
が

実
施

す
る

中
核

的
役

割
を

担
う
教

員
を

対
象

と
し

た
管

理
職

研
修

等
に

積
極

的
に

参
加

す
る

。
②

平
成

2
8
年

度
高

等
専

門
学

校
教

員
研

修
（
管

理
職

研
修

）
に

２
名

参
加

し
た

。

総
務

課
総

務
係

総
務

課
人

事
係

Ａ

③
第

５
ブ

ロ
ッ

ク
で

、
協

働
共

有
事

項
に

つ
い

て
、

検
討

及
び

実
施

す
る

。
③

第
５

ブ
ロ

ッ
ク

に
お

い
て

、
「
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

」
の

共
同

調
達

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
る

。
総

務
課

：
課

長
補

佐
（
総

務
担

当
）
、

課
長

補
佐

（
会

計
担

当
）

学
生

課
：
課

長
補

佐

Ｂ
③

に
つ

い
て

・
年

度
計

画
の

「
第

5
ブ

ロ
ッ

ク
に

お
け

る
協

働
共

有
事

項
」
に

つ
い

て
、

具
体

的
に

記
載

し
た

上
で

、
実

績
を

記
載

し
て

ほ
し

い
。

⑤
会

計
内

部
監

査
の

監
査

項
目

、
監

査
体

制
を

見
直

す
と

と
も

に
、

高
専

相
互

会
計

内
部

監
査

前
ま

で
に

、
内

部
監

査
を

実
施

す
る

。
⑤

今
年

度
の

高
専

相
互

会
計

内
部

監
査

（
監

査
員

：
大

島
商

船
高

専
）
の

実
施

時
期

が
平

成
2
8
年

1
0
月

3
1
日

か
ら

1
1
月

1
日

と
な

っ
た

た
め

、
会

計
内

部
監

査
を

9
月

2
8
日

に
実

施
し

た
。

監
査

内
容

に
重

点
項

目
を

設
け

、
売

上
上

位
で

過
去

に
売

上
台

帳
等

と
会

計
伝

票
の

突
合

を
行

っ
て

い
な

い
３

業
者

で
実

施
し

、
期

ず
れ

等
は

無
か

っ
た

。
科

研
費

に
つ

い
て

は
、

公
的

研
究

費
に

関
す

る
内

部
監

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

及
び

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

シ
ー

ト
（
旅

費
）
に

基
づ

き
監

査
を

実
施

し
た

。

総
務

課
課

長
補

佐
（
会

計
担

当
）

Ｂ
⑤

に
つ

い
て

・
年

度
計

画
の

「
監

視
体

制
の

見
直

し
」
に

関
連

し
て

、
見

直
し

た
内

容
や

監
査

実
施

結
果

も
記

載
し

て
ほ

し
い

。

⑥
独

立
行

政
法

人
国

立
高

等
専

門
学

校
機

構
に

お
け

る
公

的
研

究
費

等
不

正
防

止
計

画
に

基
づ

き
、

不
正

防
止

計
画

を
実

施
す

る
。

⑦
研

究
不

正
防

止
に

つ
い

て
の

講
演

会
を

実
施

す
る

。

⑥
独

立
行

政
法

人
国

立
高

等
専

門
学

校
機

構
に

お
け

る
公

的
研

究
費

等
不

正
防

止
計

画
に

基
づ

き
、

不
正

防
止

計
画

を
実

施
し

て
い

る
。

⑦
９

月
１

３
日

に
公

的
研

究
費

等
不

正
防

止
に

係
る

研
修

会
を

実
施

し
た

。
総

務
課

国
際

研
究

推
進

係
Ｂ

⑥
に

つ
い

て
・
計

画
の

内
容

や
実

施
し

た
こ

と
を

具
体

的
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

④
高

専
機

構
本

部
が

実
施

し
た

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

教
育

の
実

施
に

つ
い

て
、

学
内

へ
関

係
規

則
及

び
公

的
研

究
費

の
管

理
監

査
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
受

講
を

周
知

し
、

「
公

的
研

究
費

の
運

営
・
管

理
に

関
す

る
誓

約
書

」
及

び
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
受

講
の

理
解

度
に

係
る

「
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
教

育
ア

ン
ケ

ー
ト

」
の

提
出

を
実

施
し

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

受
講

率
、

誓
約

書
の

回
収

率
共

に
１

０
０

％
で

あ
っ

た
。

Ａ

④
機

構
本

部
が

実
施

す
る

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
実

施
す

る
。

主
事

会
議

・
運

営
委

員
会

：
総

務
課

課
長

補
佐

（
総

務
担

当
）
、

総
務

課
総

務
係

、
総

務
課

人
事

係
、

国
際

研
究

推
進

係
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6
表

 6

評
価

点
検

・
評

価
・
コ

メ
ン

ト
 お

よ
び

 提
言

特
に

有
効

な
取

組
み

H
2
9
年

度
自

己
点

検
・
自

己
評

価
委

員
会

に
よ

る
点

検
・
評

価
結

果
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

　
実

績
報

告
北

九
州

高
専

主
担

当
組

織
北

九
州

工
業

高
等

専
門

学
校

平
成

２
８

年
度

 年
度

計
画

⑧
公

的
機

関
若

し
く

は
民

間
企

業
等

が
実

施
す

る
学

校
運

営
、

教
育

課
題

等
に

関
す

る
研

修
へ

の
積

極
的

な
参

加
を

推
進

す
る

。
⑨

地
区

会
計

事
務

担
当

者
研

修
会

等
に

積
極

的
に

参
加

し
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

⑩
教

職
員

の
能

力
向

上
の

た
め

に
公

的
機

関
、

一
般

企
業

等
が

実
施

す
る

能
力

向
上

等
の

学
外

研
修

に
参

加
さ

せ
る

。
⑪

職
務

に
関

し
て

特
に

高
く

評
価

で
き

る
成

果
が

認
め

ら
れ

る
事

務
職

員
や

技
術

職
員

の
表

彰
制

度
を

活
用

す
る

。
⑫

担
当

校
と

し
て

、
「
西

日
本

地
域

高
等

専
門

学
校

技
術

職
員

特
別

研
修

会
（
物

質
系

）
」
を

豊
橋

技
術

科
学

大
学

で
開

催
す

る
。

⑧
⑩

第
５

４
回

政
府

関
係

法
人

会
計

事
務

職
員

研
修

に
１

名
参

加
し

た
。

・
西

日
本

地
域

高
等

専
門

学
校

技
術

職
員

特
別

研
修

会
（
物

質
系

）
に

１
名

参
加

し
た

。
⑨

⑩
九

州
地

区
国

立
大

学
法

人
等

テ
ー

マ
別

研
修

に
６

名
参

加
し

た
。

・
九

州
沖

縄
地

区
国

立
高

等
専

門
学

校
事

務
職

員
研

修
に

３
名

参
加

し
た

。
⑪

高
専

機
構

が
募

集
す

る
事

務
職

員
・
技

術
職

員
の

表
彰

制
度

に
つ

い
て

、
学

内
で

確
認

し
た

が
、

推
薦

に
至

る
該

当
者

は
な

か
っ

た
。

⑫
豊

橋
技

術
科

学
大

学
に

て
、

８
月

２
４

日
～

２
６

日
の

日
程

で
高

専
機

構
本

部
主

催
の

「
西

日
本

地
域

高
等

専
門

学
校

技
術

職
員

特
別

研
修

会
（
物

質
系

）
」
を

１
３

名
の

受
講

生
が

参
加

し
、

担
当

校
と

し
て

開
催

し
た

。

総
務

課
人

事
係

総
務

課
課

長
補

佐
（
総

務
担

当
）

Ａ
⑧

⑨
⑩

に
つ

い
て

・
項

目
⑧

⑨
⑩

は
年

度
計

画
が

類
似

し
て

お
り

、
整

理
が

必
要

で
あ

る
。

⑬
事

務
職

員
及

び
技

術
職

員
の

人
事

交
流

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

⑬
現

在
、

大
学

と
事

務
職

員
３

名
の

人
事

交
流

を
行

っ
て

い
る

。
な

お
、

技
術

職
員

の
人

事
交

流
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

総
務

課
人

事
係

Ｂ
⑬

に
つ

い
て

・
事

務
職

員
人

事
交

流
の

具
体

的
な

大
学

名
の

記
載

と
と

も
に

、
技

術
職

員
の

人
事

交
流

も
検

討
し

て
ほ

し
い

。

⑭
時

宜
を

踏
ま

え
た

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対

策
の

見
直

し
を

進
め

る
。

⑮
教

職
員

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
向

上
の

た
め

、
必

要
な

研
修

を
計

画
的

に
実

施
す

る
。

⑭
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

一
環

と
し

て
、

S
E
P

の
フ

ル
ス

キ
ャ

ン
や

パ
ス

ワ
ー

ド
の

ル
ー

ル
遵

守
を

行
う

よ
う

学
内

へ
通

知
し

た
。

⑮
高

専
機

構
本

部
実

施
、

「
教

職
員

を
対

象
と

し
た

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

」
（
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
を

実
施

し
た

。
他

高
専

に
よ

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

発
生

に
伴

い
、

全
教

職
員

を
招

集
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
強

化
の

た
め

の
緊

急
連

絡
会

を
実

施
し

、
注

意
喚

起
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
情

報
持

ち
出

し
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
い

、
要

対
応

者
に

要
保

護
情

報
の

持
ち

出
し

に
つ

い
て

の
個

別
対

応
を

行
い

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
向

上
を

促
進

し
た

。
機

密
性

2
，

3
情

報
の

学
外

へ
の

持
ち

出
し

に
つ

い
て

、
許

可
も

し
く
は

届
け

出
制

の
整

備
を

行
い

、
平

成
2
9
年

4
月

か
ら

運
用

を
開

始
し

た
。

・
九

州
地

区
国

立
大

学
法

人
等

情
報

化
連

絡
協

議
会

（
6
月

2
1
日

開
催

）
に

総
務

課
長

、
九

州
地

区
国

立
大

学
法

人
等

事
務

情
報

化
担

当
者

連
絡

会
議

に
技

術
職

員
1
名

、
事

務
職

員
1
名

、
佐

世
保

高
専

開
催

「
情

報
系

教
員

対
象

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

講
習

会
」
（
1
2
/
7
開

催
）
に

教
員

1
名

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
佐

世
保

高
専

開
催

「
第

5
ブ

ロ
ッ

ク
若

手
情

報
系

教
員

・
技

術
職

員
対

象
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
講

習
会

」
（
3
月

開
催

）
に

教
員

1
名

、
技

術
職

員
1
名

が
参

加
し

た
。

総
務

課
総

務
係

ＩＴ
セ

ン
タ

ー
Ｂ

⑮
に

つ
い

て
・
本

校
が

計
画

・
実

施
し

た
研

修
に

つ
い

て
も

記
載

し
て

ほ
し

い
。

⑯
機

構
の

中
期

計
画

お
よ

び
年

度
計

画
を

踏
ま

え
、

本
校

の
具

体
的

な
成

果
指

標
を

設
定

し
た

年
度

計
画

を
策

定
す

る
。

⑯
平

成
2
8
年

度
計

画
に

つ
い

て
、

学
内

の
関

係
委

員
会

、
関

係
組

織
等

に
お

い
て

策
定

の
上

、
機

構
本

部
へ

提
出

、
学

内
へ

周
知

し
た

。
な

お
、

各
年

度
計

画
の

実
施

項
目

に
つ

い
て

は
、

関
係

委
員

会
、

関
係

組
織

等
を

行
っ

た
。

主
事

会
議

・
運

営
委

員
会

：
総

務
課

課
長

補
佐

（
総

務
担

当
）

Ｂ
⑯

に
つ

い
て

・
昨

年
度

の
計

画
と

実
績

報
告

を
踏

ま
え

て
、

本
校

の
具

体
的

な
成

果
指

標
（
本

校
独

自
の

年
度

計
画

）
に

つ
い

て
、

P
D

C
A

を
意

識
し

た
計

画
に

し
て

ほ
し

い
。

Ⅱ
 業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置
①

契
約

監
視

委
員

会
等

の
意

見
を

踏
ま

え
、

過
年

度
に

指
摘

を
受

け
た

事
項

に
つ

い
て

、
適

宜
必

要
な

改
善

を
行

う
と

と
も

に
、

新
規

契
約

案
件

に
つ

い
て

、
必

要
な

点
検

・
見

直
し

を
行

う
。

①
７

月
に

監
事

監
査

・
内

部
監

査
を

受
け

、
一

者
応

札
の

案
件

は
無

か
っ

た
。

ま
た

、
新

規
契

約
案

件
［
国

際
交

流
事

業
（
短

期
留

学
生

招
へ

い
）
に

伴
う

航
空

機
及

び
ホ

テ
ル

手
配

等
に

係
る

業
務

１
式

］
に

つ
い

て
は

、
複

数
業

者
に

よ
る

入
札

を
行

っ
た

。

予
算

委
員

会
：
総

務
課

財
務

係
総

務
課

課
長

補
佐

（
会

計
担

当
）

総
務

課
契

約
係

Ａ
①

に
つ

い
て

・
監

査
結

果
が

本
校

と
し

て
問

題
が

な
か

っ
た

こ
と

を
明

確
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

Ⅲ
 予

算
（
人

件
費

の
見

積
も

り
を

含
む

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画
。

）
②

共
同

研
究

、
受

託
研

究
、

奨
学

寄
附

金
、

科
学

研
究

費
助

成
事

業
な

ど
の

外
部

資
金

獲
得

へ
の

具
体

的
で

効
率

的
な

取
り

組
み

に
対

し
て

予
算

配
分

を
行

う
。

②
当

初
予

算
配

分
で

、
教

育
研

究
重

点
化

促
進

経
費

の
「
研

究
へ

の
貢

献
」
に

お
い

て
、

共
同

研
究

、
受

託
研

究
、

寄
附

金
、

科
学

研
究

費
補

助
金

を
獲

得
し

て
い

る
教

員
に

は
、

研
究

費
の

傾
斜

配
分

を
行

っ
て

い
る

。
特

に
、

科
学

研
究

費
補

助
金

に
つ

い
て

は
、

新
規

申
請

件
数

報
奨

配
分

と
新

規
採

択
件

数
報

奨
配

分
を

設
定

し
て

い
る

。
予

算
委

員
会

：
総

務
課

財
務

係
Ａ

Ⅶ
 そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

１
 施

設
及

び
設

備
に

関
す

る
計

画
①

屋
外

給
水

管
や

照
明

器
具

の
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
、

ガ
ス

空
調

へ
の

改
修

な
ど

、
学

内
の

老
朽

化
し

た
設

備
な

ど
を

更
新

し
、

光
熱

費
の

削
減

に
つ

い
て

、
施

設
・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

門
部

会
で

、
営

繕
要

求
や

概
算

要
求

な
ど

で
審

議
し

、
整

備
方

針
を

計
画

す
る

。
②

図
書

館
改

修
に

つ
い

て
は

、
改

修
計

画
に

創
造

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

、
キ

ャ
リ
ア

支
援

室
及

び
図

書
館

と
の

複
合

施
設

と
し

、
「
Ａ

」
評

価
と

な
っ

た
。

平
成

２
９

年
度

施
設

整
備

概
算

要
求

事
業

の
評

価
に

お
い

て
は

、
「
Ａ

」
か

ら
「
Ｓ

」
を

目
指

し
、

事
業

規
模

、
費

用
等

の
適

正
性

や
教

育
研

究
等

へ
の

効
果

に
つ

い
て

、
更

な
る

バ
ー

ジ
ョ
ン

ア
ッ

プ
を

推
進

す
る

。

①
今

年
度

は
、

老
朽

化
し

た
空

調
設

備
改

修
と

し
て

、
「
８

号
館

空
調

設
備

改
修

」
及

び
「
総

合
研

究
実

験
棟

・
２

号
館

空
調

設
備

改
修

」
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

施
設

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

門
部

会
（
平

成
2
8
年

1
1
月

4
日

開
催

）
に

お
い

て
、

概
算

要
求

［
図

書
館

改
修

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
再

生
（
給

水
設

備
等

）
］
営

繕
要

求
［
寄

宿
舎

ボ
イ

ラ
ー

設
備

改
修

、
管

理
棟

・
１

号
館

空
調

設
備

改
修

、
５

号
館

・
７

号
館

ド
ラ

フ
ト

チ
ャ

ン
バ

ー
配

管
改

修
］
を

審
議

し
、

整
備

方
針

を
計

画
し

た
。

②
図

書
館

改
修

に
つ

い
て

は
、

費
用

等
の

適
正

性
や

教
育

研
究

等
の

見
直

し
に

よ
り

平
成

２
９

年
度

施
設

整
備

概
算

要
求

事
業

の
評

価
に

お
い

て
は

、
「
Ａ

」
か

ら
「
Ｓ

」
と

な
っ

た
。

施
設

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
専

門
部

会
：
総

務
課

施
設

係
Ａ

２
 人

事
に

関
す

る
計

画
（
１

）
方

針
①

教
職

員
の

他
高

専
、

大
学

等
と

の
人

事
交

流
を

引
き

続
き

積
極

的
に

推
進

し
、

多
様

な
人

材
育

成
を

図
り

、
資

質
の

向
上

を
図

る
。

（
２

）
人

員
に

関
す

る
計

画
②

教
職

員
の

職
務

能
力

の
向

上
、

効
率

化
の

施
策

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

、
高

度
化

・
再

編
に

応
じ

た
教

職
員

配
置

の
検

討
を

行
う
。

①
他

高
専

と
の

人
事

交
流

、
教

員
１

名
、

大
学

と
の

人
事

交
流

、
事

務
職

員
３

名
が

、
人

事
交

流
を

行
っ

て
い

る
。

②
高

専
機

構
本

部
が

開
催

す
る

各
種

研
修

会
、

各
種

団
体

等
が

開
催

す
る

職
務

能
力

向
上

に
関

す
る

各
種

研
修

会
へ

教
職

員
を

参
加

さ
せ

、
職

務
能

力
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
・
平

成
２

７
年

度
の

改
組

に
よ

り
生

産
デ

ザ
イ

ン
工

学
科

１
学

科
と

し
、

各
コ

ー
ス

、
一

般
科

目
へ

教
員

を
再

配
置

し
、

能
動

的
学

修
を

支
援

・
推

進
す

る
創

造
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
た

。
学

科
等

再
編

推
進

経
費

に
よ

り
、

前
年

度
に

任
期

付
特

命
教

員
2
名

（
理

系
・
英

語
）
を

採
用

し
、

創
造

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

へ
配

置
し

た
。

さ
ら

に
、

平
成

2
8
年

4
月

に
任

期
付

特
命

教
員

1
名

（
理

系
）
を

採
用

配
置

し
た

。

人
事

委
員

会
：
総

務
課

人
事

係
Ｂ

②
に

つ
い

て
・
年

度
計

画
の

「
効

率
化

の
施

策
」
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

検
討

事
項

も
記

載
し

て
ほ

し
い

。
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